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道元禅師の教の根本は祇管打坐の一語に尽きる。この一瞬の祇管の打坐に千古の意義が現成する。打坐 
はしかした M 打坐には止らない。打坐の一行の意義は万行に 通じる。 即今の喫茶喫飯にも佛祖自受用の世 
界が現成する。祇管は無造作であり、無分別である。一切の分別造作を捨て-!自己をこの一行に放 下し 去 
る処に宗教的信が現成する。信現成はやがて証現成である。道元禅師の宗教はこ-' に全露する。 

教を信受して祇管に行ずる時、直下に教の真が現成する。た M 無造作に信じ得ぬ処に凡夫の悲しき性が 
ある。道元禅師がその教を縦横に説き明かして、容易に信じ得ぬものをも信ぜしめょぅとして言葉を尽し 
たものがその数々の著作であるが、中にも正法眼蔵は禅師がその半生を通じて自己の宗教を説き哲学を明 
かにせんとしてその心血を注いだ禅師の主著であって、禅師の教を学ばんとするものの必読の書である。 
ただ正法眼蔵は極めて難解の書である。古来先徳の残された数々の註釈があるが、これ亦難解で、更に註 
釈を要する底のものである。明治以後次第に解し易い講義の類が現われるに至り、西有穆山禅師の提唱の 
如き勝れたものもあったが、何れも眼蔵の一部に止り、漸く最近に至って全体にわたるものが出版せら 
れ、学者を益する処大なるものがあるに至ったが、眼蔵の本文を直接現代文に訳出することに至っては僅 
かに一部に止るものはあったが、その全体に及ぶものは未だ見ることができなかった。 



然るに此度中村宗一師によってこのことが企てられるに至った。深遠な思想を流麗な、而も難解な文章 
に托した正法眼蔵をその一巻で もこれ を訳出することは容易の業でないのであるが、中村師は多年の研鑽 
に 基き、 九十余巻の眼蔵を余す処なく現代語に移すことを志され、全四巻の内既に三巻は出版を終え、此 
度第四卷を出すことによってこの難事を完成せられるに至ったのである。誠に盛事といぅべく、衆人待望 
の書がこ ゞ に出現したのである。中村師の熱意と努力に対し深く敬意を表する次第である。 

本書は眼蔵の本文を訳文と上下に対照せしめてあるので、読者は本文と対比しながら安んじて眼蔵に参 
じ得るのである。た V 眼蔵の参究が単に文字の学に止るものではなく、身を以てこれを読誦し、その窮極 
する処、祇管打坐の道元禅師の教の根本に体達するにあることを忘れてはならぬ。 

現代は科学の時代であるといわれるが、科学は輝しき成果をもつ反面、人間の真の生命を傷い、人類の 
未来を危機に瀕せしめる危険をはらむに至る。道元禅師の教はこの危機を救い、人間を生命の源頭に浴せ 
しめる不滅の道を教えるものである。禅師に学ばんとするものは希くはその教によって直下に千古風流の 
地に遊戯_在の生を喫了せんことを。 

中村師の全訳正法眼蔵の完成を祝し、あわせて一言思ぅ所を述べて序に代える。 

昭和四十七年九月 

秋 山 範 二 
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凡例 


一、 上段に原文を掲げる。 この 原文は、大久保道舟博士が、 
実に永年に亘って苦辛して集積された結晶ともいうべき、 
現時において唯一のテキストである。それを忠実に翻刻し 
ながら、 この 原文に よる 限り読者は安心して、さらに研究 
される基盤が与えられるであろう。 

二、 ただ、原文が漢字の旧書体であるため、現代的教養を持 
つ読者のために、当用漢字の略体のあるものは、それを用 
いて、 視覚から来る抵抗を少なく しようと 意図した。 

三、 原文のルビ、即ち漢字の読みがなは、古写本に忠実に 
従っているため、原典の面影を尊重して旧かなづかいのま 
まを掲げたが、写本の種類によって必ずしも統一されてい 
ないから、現代字音の発音との対照表を別掲しておいた。 

四、 下段が、本文の現代訳文である。欧米系の語学的訳文で 
はなく、日本的の崇高な哲学書で あるから、 逐次訳では 
却って明鏡も裏を照さずに似て真意を摑み難いから、説明 
的意訳の態度を持った。だから、原本に対して訳文の長短 
がまちまちと なる。したがって、分段によって上下の位置 
を揃えておいたから、対照されることを望む。 

五、 説明的な釈訳ともいうべき本文であるから、不明の用語 
に対しては、すべて、原文のタームによって註解すること 


にした。 

六、原文の差別用語など蔑称とみられる用語は原文の意を損 
なわない程度に意訳した。しかし、意訳不能と思われる用 
語は原文の ままに 用いて補足にょり説明する。 



字音仮名遺の対照表(旧^>新) 


ァ行 

アウ-> オウ 

アフ-> オウ 

イウ-> ユウ 

ィフ-> ユウ 

エウ-> ヨウ 

エフ-> ヨウ 

オフ-> オウ 

力行 

カウ -> n ウ 

ガウ->ゴウ 

カフ ——> n ウ 

ガフ->ゴウ 

キウ——>キュウ 

ギウ->ギュウ 

キフ-> キュウ 

キャウ->キョウ 

ギャウ-，.ギョウ 

クワ-> 力 

グヮ -►ガ 

クワ \ -^カイ 


グワア->ガイ 

クワウ-> n ウ 

クワク->カク 

クワツ-> カツ 

グワッ——^ガッ 
クワン——>ヵン 
グワン^>ガン 

ケウ——>キヨウ 

ゲウ-> ギヨウ 

ケフ -►キヨウ 

ゲフ ——>ギヨウ 

n フ-> コウ 

ゴフ-> ゴウ 

サ行 

サウ-> ソウ 

ザウ-> ゾウ 

サフ-> ソウ 

ザフ->ゾウ 

シウ-> シユウ 

ジウ->ジユウ 

シフ->シュウ 


ジフ-> ジュウ 

シャウ-> ショウ 

ジャウ->ジョウ 

スヰ-> スイ 

ズ牛-> ズイ 

セウ -►ショウ 

ゼウ——>ジョウ 
セフ-> ショウ 

夕行 

タク-> トク 

ダウ->ドウ 

タフ-> トウ 

ダフ->ドウ 

ヂ - '.グ 

チウ-> チュウ 

ヂウ->ジュウ 

ヂキ -^ジキ 

ヂク->ジク 

ヂツ->ジツ 

チフ-> チュウ 

チャウ-►チョウ 


ヂャゥ——>ジョゥ 

ヂヤク-^ジヤク 

チュゥ->ジュゥ 

ヂュツ-> ジュツ 

ヂョ-^ジョ 

ヂョゥ->ジョゥ 

ヂョク-►ジョク 

ブ -^ズ 

ツヰ-> ツイ 

テゥ -►チョゥ 

デゥ->ジョウ 

テフ-> チョウ 

デフ->ジョウ 

ナ行 

ナウ -> ノウ 

ナフ -> ノウ 

ニウ—— *• ニユウ 

ニフ-> ニユウ 

ネウ-> ニヨウ 

ネフ-> ニヨウ 

ハ行 


ノウ-> ホウ 

ハウ -^ホウ 

ハフ -►ホウ 

バフ->ボゥ 

ヒク-> ヒユウ 

ビウ->ビユウ 

ヒャウ->ヒヨウ 

ビャウ->ビョウ 

へウ->ヒョウ 

べウ->ビョウ 

ホフ -►ホウ 

マ行 

マウ ->•モウ 

ミヤウ->、、、ヨウ 

メク -►ミヨク 

ャ行 

ヤウ-> ヨウ 

ユヰ ->•ユィ 

ラ行 

ラウ -> ロウ 

ラフ -> ロウ 


リク-> リュウ 

リフ -> リ3ウ 

リヤウ-> リヨウ 

ルヰ^>ルイ 

レウ -> ヨウ 

レフ -> ョ 

ヮ行 

ワウ-> オウ 

ヰ ー >イ 

牛キ- ずイキ 

ヰツ->イツ 

ヰン^>イン 

H ——> エ 

エイ——> エイ 

H ツ-> エツ 

エンー> エン 

ヲ ->オ 

ヲウ-> オウ 

ヲク -►オク 

ヲツ-> オツ 

ヲン-> オ、ノ 





正法眼蔵第一 出家功徳 


龍樹菩薩言、問日、若，一居家戒一得レ 
生 一一 天上一得 二 菩薩道(亦得 二 涅槃ハ 
復何用，，出家戒―〇答日、雖，，俱得度〔然 
有，難易— 〇居家生業種種事務、若欲レ専，， 
心道法(家業則廃。若専修，，家業一 
道事則廃。不。取不 k 捨、能応 X - 仃レ法、 
是名為 k 難。若出家、離俗絶，，諸、忿乱一 
一向専心行道、為，易。復次居家、憒 
閙多事多務。結使之根、衆罪之府。 
是為，，甚難〗若出家者、譬若^人出 
在，，空野無人之処〔而一，，其心一無心無 
慮。ょ内想既除、外事亦去。如 U 偈説ハ 
閑坐 n 林樹間プ寂然滅 U 衆悪4 
恬澹得 u ;1 心(斯楽非 n 天楽4 
人求 n 富貴科、名衣好牀褥4 
斯楽非，，安穏(求，利無 n 厭足—〇 


龍樹菩薩の自問自答の文(大智度論十三巻)に、 

龍樹菩薩言く、問うていう。居家戒(在家戒)の戒法を守っても天上界に生 
れることもできるし、また菩薩の道を得ることもでき、涅槃(悟り)を得るこ 
ともできるというのに、その上に何を苦しんでか出家の戒律を用いる必要があ 
るのであろうか、との問いがあれば私は答えていう。在家の五戒•十戒を守っ 
ても出家の具足戒を守っても、共に仏道に入ることができるが、仏道の修行の 
上において難易がある。在家の生活はそれぞれ家業の繁雑、多端なわずらわし 
い業務があるのに、それらを顧みないで仏道修行に専念することになれば、家 
業はおろそかとなり退廃する。また家業のほか仏道を顧みなければ仏道が廃れ 
ることになる。 

在家の仏道修行には、このょうな至難な事情があるから、在家の仏道の修行 
は、取らず捨てずという、つまり家業と仏道をょく調和融合した中道において 
仏道修行すべきである。しかし、このことはなかなか至難なことである。 
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衲衣行，，乞食(動止心常一。 

自以，，智慧眼：観，一知諸法実--01(- 
種種法門中、皆以等観入。 

解慧心寂然、三®^無„能及-; 

以，是故知、出家修戒行道、為=甚易 

すべてのことごとが煩悩の種子となり、根幹となり、またもろもろの罪過の場 
所となっている。このような実情の中から抜け出して出家生活をすることは、 
実に至難なことである。 

もし在家生活を投げすてて出家することができれば、たとえば人が静かな人 
里離れた山野に赴いて、そこで独り坐して心を静めて無心になっている境地に 
住するようなものである。この心境は貪りの心、瞋りの心などの煩悩による迷 
いはすっかり抜けきってしまって、外界の一切に何の囚われ、執愛もない境地 
なのである。 

「大智度論」の偈のように、 

心静かに林間に坐し、悪念を去り一切の囚われの心を去りきって、心を 
しかと一つに収めて乱すことがない。この心境は決して天上界の楽しみで 
はない。浮世の人間界の楽しみである。 

世の人は財産とか名誉とか高位高官を求め、または立派な家や道具、美 
しい服飾、温い寝床をと贅沢を望むけれども、その楽しみたるや全く一時 


在家の仏道修行の至難なことに対して出家の場合は、一切の在家生活の繁雑 
多端な家業の一切から離れてしまって、さまざまな煩い、瞋りの心を放げ捨て 
て仏道修行に専念し得るから安易である。 

また次に、在家生活は家業の繁雑とか忙しさのため、心は乱れて煩わしく、 
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的な楽しみで、 まことの 安楽ではない。 

一つの利益を得ればさらに次の利益を追求して果てしがない。欲は飯く 
ことを知らず限りがない。 

しかるに出家は衲衣(人の捨てた布帛を洗って補縫したもの。衣は袈裟)をま 
とい、食を信者に乞い求めて歩き、簡素な生活を送り、平常の生活の 一々 
にも心を落ちつけて、すべての行いの上に仏道の精神を身につけ、智慧の 
眼をもってすべてのものごとを真理として諦観するので ある。 一切のもの 
ごとは皆仏の心の現成であることを諦観し、いろいろな仏の教えを皆平等 
のものと観じて、これを実際に応用してものの真理を把握し、寂然とし 
た不動の心の状態であるから、出家のものの観察には少しのまちがいもな 
い。この世において、出家の心よりも優れたものは何ものもない。 

だから出家して戒を守り仏道を修行することは、出家者には無量の善律儀が 
身を覆い尽し、戒と身と一如となる。 

出家の戒法は、男子は二百五十戒、女子は三百五十戒の多くの戒法がある。 

在家の人々はその勝れた出家の法を尊び、すみやかに出家の戒を受けて解脱 
の道を講ずべきである。 

軋4仏1#出*,法、第一»:1。 また仏法中において修行の難易についていぅなら、出家の修行は頗る困難で 
如，，，閻浮眭提梵志、問，，舎利弗：於，，仏法 ある。釈尊在世のときに閻浮呋提というバラモン僧が舎利弗に問うた。 


復次出家修戒、得„無量善律儀—\|切 
具足満。以，是故、白衣等応，，，当出家 
あ，，具足を 
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「仏法中で何が 一#困難なことですか」 

その答えに「それは名誉や財産、家族をすてて出家することであろう」と。 

バラモン僧は、次のことを重ねて問うた。 

「出家のどんなことが最も困難なことですか」と。 

「名誉や財産、欲情など、ものの世界を捨てて、精神的な楽しみ(涅槃)を 
得て喜び勇んで法を求めることがなかなか困難である」と答えた。 

バラモン僧はさらに問うた。 

「精神的な楽しみを得たなら、その次の困難は何ですか」と。 

「心に楽しみを得ても、さらに世の中に善法を行うことが困難である。出家 
の道は心に楽しみを得ても、さらにもろもろの善法を修し行うことはなかなか 
至難である。このように出家の修行は困難であるが、善法を修してその功徳を 
得るから、 一日 も早く出家するがよい」と。 

もし人が出家すれば身心ともに調い少しも乱れるところがないから、悪魔王 
(仏道の障害をなす)がその姿を見ていうに「この人はすべての欲が薄く、必ず 
解脱の境に入り、僧の仲間入りができるから近寄ってはいけない」と。 

仏法によって出家した人が、戒律を破って罪に堕ちても、懺悔により、その 
罪が消滅したときに再び解脱することができる。それは「優鉢羅華比丘尼本 
生経」中に説いている因縁がそれである。 


復次若人出家時、魔王驚愁言、此 
人諸結使^^薄、必得，涅槃(堕=僧宝 
数も 

ffl , 次仏法中出家人、雖.•破戒堕..罪、 
罪畢得=解脱-.\如=優鉢羅華比丘 M 本生 
経説〗仏在世時、此比丘尼、得 i ハ神 
通•阿羅漢- -oti , 貝人舎：常讚出家法、 


中 ハ何者最難。舎利弗答日、 出家為，，。 
又問、 出家 有，，何等難〗答 日、出家内 
楽為 V 難。既得，，内楽；復次何者為，難。 
修^諸善法 I 難。以 V 是故、応= 出家—〇 
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語.，諸貴人婦女，言、姉妹可，，出家—〇諸 
貴婦女言、我等少壮、容色盛美、持戒 
為，難、或当_，破戒--〇比丘尼言、破レ戒 
便破、但出家。問言、破戒当 P 堕，，地 
獄一云何可，破。答言、堕，，地獄，便 
堕。諸貴婦女笑，之言、地獄受 y 罪、 
云何可，堕。比丘尼言、我自憶，，念 
本宿命時一作 U 戯女-著，-種種衣服一而説„ 
旧語 — 〇或時著，，比丘尼衣ハ以為，.戯笑—〇 
以=是因縁，故、迦葉仏時、作，，比丘尼—〇 
自恃，，貴姓端正：心生，，僑慢：而破，，禁 
戒—0破禁戒罪故、堕=地獄，受=種種罪--〇 
受畢竟、値， I 釈迦牟尼仏，出家、得，， 
六神通.阿羅蜃？以レ是藍、出家受戒、 
雖„復破戒：以，，戒因縁，故、得，，阿羅漢 
道--〇若但作悪無戒因縁、不ブ得：，道也。 
我乃昔時、世世堕_，地獄(従，，地獄.出 
為-,悪人'?悪人死還入，，地獄一都無=所 
得';今以：，此証知、出家受戒、雖„復破 
戒一以=是因縁--^可 y 得，，道果―〇 


仏が在世のとき、ある比丘尼が、阿羅漢果という悟りを得、大神通力を得て 
から高貴の家に赴いていつも出家の道を讚え、多くの貴婦人たちに語って「皆 
さん出家しなさい」と出家をすすめていた。 

ある日、一人の貴婦人が言った。「私は若くて美しい。肉体も心も張りきっ 
ているのです。出家しても直ぐ破戒するにきまっている」と、優鉢羅華尼は直 
ぐに答えた。「破戒してもよろしい。とにかく出家しなさい」と。 

貴婦人はさらに問うた。「破戒すれば地獄に堕ちるでしょう。それが恐しい 
のですよ」と身ぶるいして答えた。優鉢羅 if 尼は、なおも言葉をかえしていっ 
た。「地獄に堕ちたら、それでよいではないですか」と、平然として語った。 
そのとき多くの貴婦人ら一同は大いに笑った。比丘尼は言葉をつづけた。 

「私の前世のことを考えると、実は私は遊女でした。さまざまの美しい服や 
装身具を全身に着け、お客にお座なりの酔狂な姪蕩な話をしてお客を喜ばせて 
いました。私はあるときふざけて出家の袈裟を身につけて、みだらな踊りをし 
て遊んで笑ったことがありました。その後、私は出家の袈裟を着たという因縁 
力ら過去迦葉仏のときに比丘尼となりましたが、生家が貴族であることや 
美しいことを自慢したりして破戒した結果、地獄に堕ち、いろいろの苦しみを 
受けましたが、釈尊のお救いによってこの世に生れ、その後、比丘尼となって 
修行をして六神通、阿羅漢の位を得たのです。もし、悪を行い戒を守らなけれ 


5 新草第一 出家功徳 



ば悟りを得ることができないのです。私は幾度も地獄に堕ち、地獄からさらに 
生れ代ってはまた悪を犯し、またその悪によって地獄に堕ちることをくり返し 
ていた私は、悟りの町^にも触れることはなかったのです。今にして思えば、 
出家して戒を受けたものは、たとえそののち破戒をしても懺悔すれば証果を得 
ることができることが明らかであります。しかし常に悪事のみしていて戒法を 

氣九私 ，? A * JJ 1 S 藍-^,一'酔婆羅 
門-->来到=仏所-- \ h 求，作=比丘—〇仏 
敕=阿難一与=剃頭 i . 孝，法衣—〇酔酒既 
% テふ 1 4 r 比丘ノ即& 

去。諸比丘問ぃ仏、何以聴，，此婆 
羅門；而作，，比丘パ仏言、此鋈維門、 

無量劫中、初無，，出家心：今因，酔故、 

暫発，，微心—01=此因縁|故、後当=出家 
得道--〇如，是種種因縁、出家之利功徳 
無量。以レ是白衣雖レ*'一五戒一不レ如-一 

出を 

「あのバラモン僧は、遠い過去世から僧になる心など少しもなかった。それ 
が、酒を飲んで酔ったはずみで、その心が少し動いた。しかし逃げてしまった 
が、その後これを縁としてまたいつの世にか出家をしないとも限らない」 


守ったことがなければ、悟りを得ることはできないのであります」。 

仏が僑"薩羅国の首都舎衛城にある祇園精舎で説法をしておられたとき、 
一人の酒に酔ったバラモンの僧が、 

「僧になりたい、あなたのお弟子にして下さい」と申し出た. 

仏の命令で阿難尊者が彼を剃髪してやった。酔っぱらいのバラモンの僧は、 
ほどなく酔が醒めてから自分が、みすぼらしい何の魅力もない僧の姿に驚いて 
何処かに逃げ去ってしまった。 

弟子たちが釈尊に、 

「世尊はどぅしてあんな酔っぱらいを許して僧にせられたのですか」 

と詰問すると世尊はこれに答えられて、 
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世尊すでに酔婆羅門に出家受戒を聴 
許し、得道最初の下種とせしめましま 
す。あきらかにしりぬ、むかしょりい 
まだ出家の功徳なからん衆生、ながく 
仏果菩提ぅべからず。この婆羅門、わ 
づかに酔酒のゆ袅に、しばらく微心を 
おこして、剃頭受戒し、比丘となれり。 
酒酔さめざるあひだ、いくばくにあら 
ざれども、この功徳を保護して、得道 
の善根を増長すべきむね、これ世尊誠 
諦の金言なり、如来出世の本懐なり。 
一切衆生あきらかに已今当のなかに、 
信受奉行したてまつるべし。まことに 
それ発心得道、さだめて刹那ょりする 
ものなり。この婆羅門、しばらくの出 
家の功徳なほかくのごとし。いかにい 
はんや、いま人間一生の寿者命者をめ 
ぐらして出家受戒せん功徳、さらに酔 


と教え示された。 

このょうにいろいろな出家の因縁、出家の功徳の話はたくさんあるが、在 
家には五戒を持てば悟りを得ることができるが、その功徳の多少をいえば、出 
家の者には及ばないことが明らかであろう。 

世尊が前述のょうに、酔っぱらいのバラモンに出家し戒法を受けることを許 
されたのは、悟りを得る最初の下地とせられたのである。このことで明らかに 
知られることは、出家の功徳が少なかった衆生は永遠に悟りを得ることはでき 
ぬということである。このバラモンはしばしのあいだ酒に酔って本心を失い、 
ほんの僅かの間でもチョッピリと出家の心を起し、剃髪し受戒して比丘となっ 
た。それはその間、ほんの僅かの間であったが、他の人々にもこういう機会が 
あったなら、この「時」をはずさず、この功徳を大切に永く育て上げ保持し 
て、仏道を得て大悟の善根をますます増し発展させるべきである。釈尊の言わ 
れることは正に千古の金言というべきである。これがまた、釈尊がこの世にご 
出世になった本来の意義である。だから生ある者の一切は、過去.現在.未来 
の三世にわたり、たえずこれを信じて体験すべきである。世の人々は今のこの 
ときに、仏の金一一 a である仏の教えを一途に信仰し直ちに行うべきである。 

仏道修証め心は最初の一刹那にある。このバラモンの酔ったあげくに出家、 
受戒の僅かの出家のマネをしたばかりでも、その功徳は広大である。われわれ 
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婆羅門よりも劣ならめやは。 


転輪聖王は、八万歳以上のときにい 
でて、四洲を統領せり、七宝具足せ 
り。そのとき、この四洲みな浄土のご 
とし。輪王の快楽、ことばのつくすベ 
きにあらず。あるいは 三千 界を統領す 
るもありといふ。金銀銅鉄輪の別あり 
て、 一二三 四洲の統領あり。かならず 
身に十悪なし。この転輪聖王、かくの 
ごときの快楽にゆたかなれども、かう 
べにひとすぢの白髪おひぬれば、くら 
ゐを太子にゆづりて、わがみすみやか 
に出家し、袈裟を著して山林にいり修 
練し、命終すればかならず梵天にう 
まる。このみづからがかうベの白髪を 
銀函にいれて、王宮にをさめたり。の 
ちの輪王に相伝す。のちの輪 王、 また 
白髪おひぬれば、先王に一如なり。転 
輪聖王の出家ののち、余命のひさしき 
こと、いまの人にたくらぶべからず。 
すでに輪王八万上といふ、その身に 


人間は一生涯の生命を堵して出家受戒する功徳が、どうして酔漢バラモンに劣 
ることがあろうか、いや決して劣るものでない。 

転輪聖王(身に三十二相を具し即位のとき天より輪宝を感得し、その輪宝を転じて四方 
を降伏する王)は、人寿が八万四千歳のときに世に出て、天下四州全土を統一し 
て善政を布いた。王の宮殿、道具、装身具の凡てはいずれも天下の珍品と称せ 
られるほどの宝物をもってした。このときの天下四洲はまるで極楽のように美 
しく、その人民は皆王の善政を謳歌し礼讃した。王の得意と心中の快楽は言葉 
では言い尽くせぬものがあった。王の■なかでも全世界を統一する王もあるとい 
う。また金輪王(東西南北の四洲).銀輪王(東西南の三洲)•銅輪王(東南の二洲) • 
鉄輪王(南洲、われわれの住む洲の一洲)などと王の区別があって、その区別はそ 
の勢いの強弱、版図の大小などにより、大小の別がある。この輪王の名は政治 
を輪の如く、自由平等に転ずるの意味によるのである。 

これら転輪王ともなれば、何れも十善を修し善根を積んでいるから、十悪な 
ど起すことは決してない。 

これらの王の生活は、常に世のあらゆる贅沢の限りを尽くし、いわば快楽そ 
のもののなかに日日暮しているのであるに拘わらず、頭に一本の白髪が生ずる 
と王位を太子に譲り、直ぐ出家、受戒して、僧衣である袈裟を搭けて独り静か 
に山林にのがれ修行することを以って慣例とした。命終われば必ず天上界に生 
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三十二相を具せり。いまの人おょぶベ 
からず。しかあれども、白髪をみて無 
常をさとり、白業を修して功徳を成就 
せんがために、かならず出家修道する 
なり。いまの諸王、転輪聖王におょぶ 
ベからず。いたづらに光陰を貪欲のな 
かにすごして出家せざるは、来世くや 
しからん。いはんや小国辺地は、王者 
の名あれども王者の徳なし。貪じてと 
どまるべからず。出家修道せば、諸天 
よろこびまぼるべし、 龍神う やまひ保 
護すべし。諸仏の仏眼、あきらかに証 
明し、随喜しましまさん。 


戯女のむかしは信心にあらず、戯笑 
のために比丘尼の衣を著せり。おそら 
くは軽法の罪あるべしといへども、こ 
の衣をその身に著せしちから、二世に 
仏法にあふ。比丘尼衣とは袈裟なり。 
戯笑著袈裟のちからにょりて、第二生 


れ、大梵天王となって娑婆世界を統領するのである。前王が昇天すると、その 
白髪は銀の箱に入れて王宮に収め、現在の王に伝える。現在の王も白髪の生ず 
るを期として、前王と同じく出家受戒して仏道修行に専念する。 

転輪王の寿命の長いことは、今の人々に比べると問題でない。八万歳以上と 
いう。王はその身に三十二相を具えている。それは転輪王と釈尊だけである。 
このょうな尊い王でも白髪を見て無常を悟り、出家修行して仏果(悟り)を得 
ょうとするのである。徒らに時を貪欲のなかに空しく暮して出家しないと、来 
世になって悔むであろう。今の諸国の小国辺地の王者らは転輪王に比べると、 
領土にしても、力量から見ても、ただ王の名はあるが王者の徳がない。徒らに 
貪るばかりのみに生きていることは全くあわれである。そのことを自覚して出 
家修道すれば、もろもろの諸天の善神も喜び修道を護持し、龍神もうやまい守 
護せられるであろう。また諸仏も明らかにこれを見て功徳を証明し、この人と 
修行を共にするであろう。 

蓮華色比丘尼の因縁中、前世の遊女のときは仏道を信心していなかった。そ 
れが他の僧の袈裟をただ戯れに着けて踊ったことは恐らく軽い罪があるとはい 
え、この袈裟を身に着けたという功徳の力で、次の世の仏法に {!* って解脱する 
ことができたのである。比丘尼衣とは袈裟のことである。袈裟を着けて踊った 
という袈裟の功徳で、第二生で迦葉仏のときに {«* い奉り、出家受戒し比丘^ 
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に迦葉仏のときにあふたてまつる。出 
家受戒し、比丘尼となれり。破戒によ 
りて堕獄受罪すといへども、功徳くち 
ずしてつひに釈迦牟尼仏にあひたてま 
つり、見仏聞法、発心修習して、なが 
く三界をはなれて、大阿羅漢となれり。 
六通•三明を具足せり、かならず無上 
道なるべし。 

しかあればすなはち、はじめより一 
向無上菩提のために、清浄の信心をこ 
らして袈裟を信受せん、その功徳の増 
長、かの戯女の功徳よりもすみやかな 
らん。いはんやまた、無上菩提のため 
に菩提心を おこし、 出家受戒せん、そ 
の功徳無量なるべし。人身にあらざれ 
ば、この功徳を成就することまれな 
り。西天東土、出家在家の菩薩•祖師 
おほしと いふとも、龍樹祖師におよば 
ず。酔婆羅門•戯女等の因縁、もはら 
龍樹祖師これを挙して、衆生の出家受 
戒をすすむ。龍樹祖師すなはち世尊金 
口の所記なり。 

世馨 n 、 南洲有，，四種最勝。 _. M 仏、 


となった。その後また破戒を犯して地獄に堕ち、苦しみを受けたが、袈裟の功 
徳の力がまだまだ残っていて、遂に釈迦牟尼仏に値い奉り、戒法を承けて修行 
し、永くこの世の煩悩迷妄を解脱して大阿羅漢となり、三明(現在の煩悩を解 
脱する明知)•六神 通 (三世のときの因縁を知る 自在 力) を体験し得たのである。こ 
れがまちがいのない無上の悟りの道なのである。 


このような道理であるから、仏道に帰依する最初の発心は、かならず初めか 
ら、専ら無上道のために、清浄な信念を起して袈裟を拝受すれば、その功徳は 
広大で あり、 増大することは、遊女の功徳よりも早いであろう"まして無上の 
悟りを得るために、悟りを求める心を起して出家受戒すれば、その功徳は無量 
であろう。この無量広大の功徳は、受け難い人間でなければ成就すること稀で 
ある。 , 

ィンド、中国において出家や在家の菩薩、祖師は多いけれども、龍樹祖師 
のような偉大な祖師に及ぶ人はなかなかいない。前述の酔漢のバラモンあるい 
は蓮華色比丘尼などの因縁の話をとり上げたのも、衆生の出家受戒をすすめる 
ためである。 

龍樹菩薩は釈尊の説法そのまま、そのものである。 

釈尊の言われるように、 
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二聞法、三出家、四得道。 


あきらかにしるべし、この四種最 
勝、すなはち北洲にもすぐれ、諸天に 
もすぐれたり。いまわれら宿善根力に 
ひかれて、最勝の身をえたり。歓喜随 
喜して出家受戒すべきものなり。最勝 
の善身をいたづらにして、露命を無常 
の風にまかすることなかれ。出家の生 
生をかさねば、積功累徳ならん。 

世尊言、於，，仏法中(出家果報、不 
可思議。仮使有：，人、起，，七宝塔一高 
至こ三十三天一所得功徳、不，如，，出1— oy \ 
何以故。七宝塔者、貪悪愚人、能破 
壊故。出家功徳、無，有，，壊毀〇是 
故、若 i 二男女(若放，，奴婢 • c —' i 若聴 n 
人民(若自己身、出家入道者、功徳 

ナラン 

無量。 


「南の国(南閻浮洲)には、四つの勝れたことがある。一つは、仏教が行わ 
れていること。二つは、仏教の説法が聞けること。三つは、出家がいること。 
四つは、仏道を成就することなどである」と。 

この四つの最勝のものを備えていることは、北の国*? a < を洲).東の国(戴 
勝身洲)•西の国(西瞿陀尼洲)などの諸国は勿論、諸天にもすぐれている。今 
われわれは過去の善い因縁にょって、人身をこの南の国に得ている。この こと 
を感謝し喜び勇んで、この仏法僧の三宝に帰依して出家受戒すべきである。 

「最勝の善身」を徒らにして、露にも似た生命を無常の風にまかせてはなら 
ない。永遠の出家生活は永遠に功徳を積み重ねることである。 

釈尊が言っておられる。 

仏法のなかにおいて出家の果報、功徳は不思議である。たとえ人があって、 
金銀などの資材にょる七宝の塔を建て、高さ三十三天(組！：叱の頂上)に及ぶと 
も、その功徳は出家の功徳には及ばない。どうしてかというに、七宝の塔は貪 
欲の悪人または愚人や無信の者が破壊したり放火して跡を絶つことがあるが、 
出家の功徳を破壊することは絶対にできない。 

出家は、あるいは老幼男女の別なく、あるいは身分の貴賤を論ぜず、庶民、 
雇人を問わず、平等に仏道を成就させるし、あるいは自己の身を仏道に投じた 
功徳は広大無限であろう。 
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世尊あきらかに功徳の量をしろしめ 
して、かくのごとく校量しまします。 
福増これをききて、一百二十歳の耄及 
なれども、しひて出家受戒し、少年の 
席末につらなりて修練し、大阿羅漢と 
なれり。 

しるべし、今生の人身は、四大五蘊 
因縁和合して、かりになせり。八苦つ 
ねにあり。いはんや刹那刹那に生滅し 
てさらにとどまらず。いはんや一弾指 
のあひだに六十五の刹那生滅すといへ 
ども、みづからくらきにょりて、いま 
だしらざるなり。すべて一日一夜があ 
ひだに、六十四億九万九千九百八十の 
刹那ありて、五蘊生滅すといへ ども、 
しらざるなり。あはれむべし、われ生 
滅すといへども、みづからしらざるこ 
と。この刹那生滅の量、ただ仏世尊な 
らびに舎利弗とのみしらせたまふ。余 
聖おほかれども、ひとりもしるところ 
にあらざるなり。この刹那生滅の道理 
によりて、衆生すなわち善悪の業をつ 


釈尊は明らかに出家の功徳の無限であることを示されている。福増と V う人 
は出家功徳の無量無辺であることを聴いて、歳は百二十歳の老人だが齢をかえ 
りみないで、釈尊によって出家受戒して、若いお弟子の仲間となり、熱心に修 
行して遂に大阿羅漢となった。修業僧たちは、このことが何を証明しているか 
を考えなさい。 

現在のわれわれの肉体は、ただ四大(物体構成の四要素)の地(骨)•水(血液等 
の水分)•火(温度)•風(呼吸)と、五蘊(身心の二法を五分類したもの、色蘊•受蘊. 
想蘊.行蘊•識蘊)の因縁によって、生理的•物理的に調和し統一している仮り 
の存在に過ぎない。この肉体は生老病死の苦しみや他のさま V - まな苦しみに縛 
られて、いつも悩まされつづけているのが実情である。しかもこの肉体は、 
刻々生滅してさらにとどまることのない無常のものである。しかも一弾指(親 
指と人指し指をこすって音を出す)の間^六十五刹那の生滅が行われていると言わ 
れている。われわれはこの刹那生滅の事実については全く無関心であろう。経 
典によれば、われわれは一日一昼夜の間に六十四億九万九千九百八十の刹那が 
あって、われわれの肉体が生滅、新陳代謝するとある。われわれは恐らくその 
ことを知らないであろう。哀れむべきである。この刹那生滅の量について知っ 
ておられるのは、ただ釈尊と舎利弗とのみである。他のお弟子の多くの聖者 
は、誰もこれを知ることはなかったのである。 
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くる。また刹那生滅の道理によりて、 
衆生発心得道す。 


かくのごとく生滅する人身なり、た 
とひをしむともとどまらじ。むかしよ 
り、をしんでとどまれる一人いまだな 
し。かくのごとくわれにあらざる人身 
なりといへども、めぐらして出家受戒 
するがごときは、三世の諸仏の所証な 
る阿耨多羅三藐三菩提、金剛不壊の仏 
果を証するなり。たれの智人か欣求せ 
ざらん。これによりて、過去日月燈明 
仏の八子、みな四天下を領する王位を 
すてて出家す。大通智勝仏の十六子、 
ともに出家せり。大通入定のあひだ、衆 
のために法華をとく。いまは十方の如 
来となれり。父王転輪聖王の所将衆中 
八万億人も、十六王子の出家をみて出 
家をもとむ。輪王すなわち聴許す。妙 
荘厳王の二子、ならびに父王•夫人み 
な出家せり。しるべし、大聖出現のと 
き、かならず出家するを正法とせりと 


この刹那生滅の道理(無自性)で、悪の行いとなり、しかも悪に住まらず善 
い行いと なる。 善行も同様で ある。 またこの道理により、また仏道を求める心 
が起るか起らぬかが決定し、発心し出家受戒するので ある。 

このように刹那に生滅する人生の無常はいかに悲しみ借んでも、人間の知識 
や力ではどうにもならない。それは絶対のものごとであり、現実なのである。 
このように自分の生命は自分のものでなく、固定したものでないことを明らか 
にし、心を転じて出家受戒するということによって、三世の諸仏が体験する解 
脱の境、永久不変の仏心を体験することができる。この寛く広大な功徳である 
出家受戒を、智ある者なら誰でも喜び勇んで求めることであろう。 

この道理によって、過去の日月燈明仏の八人の子は四州の領土と王位をす 
てて出家した(法華経序品)。 

大通智勝仏の十六人の王子も出家受戒した。王子らは智勝仏が坐禅の間、 
十六の菩薩の沙弥となって大衆に法華経を説いた。それが今は十方に分れそれ 
ぞれ十方仏となっている。智勝仏の父転輪王のひきいる衆のうち八万億人も、 
十六王子らの出家を見て出家を求めた。王はこれを許した(化域喩品)。 

また妙荘厳王の二人の子と父王•夫人らも皆出家した。これらによっても 
知ることのできるのは、偉大な聖王が出世するときは必ず出家することを正し 
い教えとしたことがわかる。 
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いふことあきらけし。このともがら、 
おろかにして出家せりといふべから 
ず。賢にして出家せりとしら ば、 ひと 
しからんことをおもふべし。今釈迦牟 
尼仏のときは、羅喉羅•阿難等みな出 
家し、また千釈の出家あり、二万釈の 
出家あり、勝躅といふべし。はじめ五 
比丘出家より、をはり須跋陀羅が出家 
にいたるまで、帰仏のともがら、すな 
はち出家す。しるべし、無量の功徳な 
りといふこと。 


しかあればすなはち、世人もし子孫 
をあはれむことあらば、いそぎ出家せ 
しむべし。父母をあはれむことあら 
ば、出家をすすむべし。かるがゆ袅 
に、偈にいはく、 


これらの人々は、愚かな人だから出家を求めたのでないということを知るベ 
きである。知識才能に優れ真実を求める志が高いから出家したものと理解した 
なら、それを見習うよう心すべきである。 

現に釈迦牟尼仏のときは、一子羅喉羅、阿難の出世など、一族の人々がみな 
出家せられたのである。また、釈尊の父王浄飯大王が自身の子の釈尊の説法 
を聴くために、釈尊成道三年後に、釈尊がマヵダ国の王舎城におられたとき、 
釈尊の説法を聴いて帰ろうとするとき、千人の家臣が皆出家受戒し、さらに王 
の家臣二万人が数度にわたって釈尊の説法を聴くたびに釈尊について出家受戒 
した。これらのことは全く釈尊の無上の真理の体験、そのままの行いによる偉 
大な教化の賜によるものである。 

釈尊の成道直後、波羅那国のベナレス城の北西の苦行林の鹿野園で苦行して 
いる4:戰'11^1姬ら五人の出家僧に対する最初の説法から、入滅(死)の直前 
の親羅の出家に至るまで、仏に帰依した人々がことごとく出家受戒したこ 
とは、釈尊の教化の力がいかに偉大であり、その功徳が実に無量無辺であると 
いう ことに尽きるのである。 

それゆえ世の人々が、もしその子孫を真に愛するならば、急いで出家させる 
べきである。また父母に孝順であるならば、出家を推めるべきである。 

だから諸仏の偈には、 
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若無，，過去世—' » 応レ無，一過去仏〗若無， 一 
過去仏一無，，出家受具--〇 

この偈は、諸仏如来の偈なり。外道 
の過去世なしといふを破するなり。し 
かあればしるべし、出家受具は過去諸 
仏の法なり。われらさいはひに諸仏の 
妙法なる出家受戒するときにあひなが 
ら、むなしく出家受戒せざらん、なに 
のさはりにょるとしりがたし。最下 mg 
の依身をもて、最上品の功徳を成就せ 
ん、閻浮提おょび三界のなかには、最 
上品の功徳なるべし。この閻浮の人身 
いまだ滅せざらんとき、かならず出家 
受戒すべし。 

古聖云、出家之人、雖，破，，禁戒(猶 
勝こ在俗受持戒^^故経偏説、勧，人 
出家、其恩難 k 報。復次勧，，出家，者、 
即是勧レ人修，一尊重業— 〇所得果報、勝 一一 
琰魔王•輪王•帝釈〗故経偏説、勧，人 
出家、其因 A 難^。勧： X 受 n 持 
近事戒等(無，，如 k 是事〔故経不ビ証。 


「もし過去の世が無ければ、過去の仏は無いであろう。もし過去の仏が無け 
れば、出家の具足戒を受けることもない」と。 

この偈は、外道が過去世は無いという説を破る偈である。この偈でわかるょ 
うに、 日月 燈明仏、大通智勝仏の優れた行跡のごとく、出家受戒は過去の諸仏 
の法である。 

私どもは幸いに諸仏の妙法である出家受戒が許されるときに遭いながら、ど 
うして出家受戒しないのか。それは何の支障の故か知り難い。出家すれば身心 
ともに恵まれない者でも最上級の功徳を受けられるであろう。人寿も定まり無 
常の国なれば唯一仏の出世ある閻浮提州、欲界•色界•無色界と転生をさとす 
三界など、いわゆるそれは この 世において、人生の中において、最も優れた功 
徳であろう。 この 世が亡びないうちに必ず出家受戒すべきである。 

脇尊者ら五百の古聖(大阿羅漢)が編した r 大毘婆沙論」の文に言う。 

出家の人は、たとえ何かのはずみで戒を犯しても、在家の人の五戒•八斎戒 
を持することに勝る。故に、経には専ら出家の功徳を説いて、人に出家せょと 
説いている。その仏が斯くまでに衆生を憐れみ給う仏恩は、到底報いることは 
できない。 

また出家をすすめることは、人々にこの世で尊重すべき善行を修することを 
すすめることである。その善行の修証の果報は、地獄の主で人の罪を裁いて罪 
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の再犯を 1戒める閻魔王や、世界を統一する転輪王や、忉利天の主で仏教信者を 
護る# f し wf 天などよりも勝れている。何となれぱ、これらの王たちは皆仏法を 
保護し讚歎するが、出家より一段おとったものである。 

故に経文には1^ら人々に出家することをすすめている。その恩は容易に報 
いられるものではない。然るにこれに対して「近事戒」(在家の戒)の五戒、八 
斎戒などをすすめているが、その在家の持戒の人々にはその功徳は閻魔王や転 
輪王などに勝れているということはない。故に経には証明をしていない。 

知るがよい。この「大毘婆沙論」の語で明らかとなったと思うが、出家して 
禁戒を破っても、在家の戒を破らないことより優れているということを。仏法 
に帰依することは必ず出家し戒法を受けることが優れている。また出家をすす 
める報いは、閻魔王にも転輪王にも帝釈天にも優れている。たとえ、卑しめら 
れていた i 娑(商工業者〕や首陀羅(奴隸)でも出家すれば、その果報は閻魔 
王•転輪王.帝釈天にも優れている。(当時の社会制度の四姓の階級は、首陀羅(奴 
隸).毗舎(庶民、農工商の人々)•刹帝利(王族)•婆羅門(僧)の順)。 

在家の戒はこのようなものではないから必ず出家すべきである。 

釈尊の説かれる法門は深甚微妙で凡夫の考えでは量り尽くせないことを知る 
べきである。このような貴い説は釈尊のお説であることはいうまでもないが、 
その後に迦腻色迦王のとき、脇尊者が議長となって五百の大阿羅漢が集って、 


しるべし、 出家して禁戒を破すとい 
へど も、 在家にて戒をやぶらざるには 
すぐれたり。 帰仏かならず出家受戒す 
ぐれたるべ し。出家を すすむる 果報、 
琰魔王に もすぐれ、 輪王に もすぐれ、 
帝釈 にもすぐれたり。たと ひ毗 舎. 首 
陀羅な れども、 出家 すれば 刹利に もす 
ぐるべし。 なほ琰魔王に もすぐれ、 輪 
王に もすぐれ、 帝釈に もすぐる。 在家 
戒か くの ごとくならず、ゆ^ に 出家す 
べし。 

しるべし、世尊の所説、はかるベか 
らざるを。世尊おょび五1 1 |大阿羅漢、 
ひろくあつめたり。まことにしりぬ、 
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仏法におきて道理あきらかなるべしと 
いふこと。一聖•三明•六通の智慧、 
なほ近代の凡師のはかるべきにあら 
ず、いはんや五百の聖者をや。近代の 
凡師らがしらざるところをしり、みざ 
るところをみ、きはめざるところをき 
はめたりといへども、凡師らがしれる 
ところ、しらざるにあらず。しかあれ 
ば、凡師の黒闇愚鈍の説をもて、聖者 
三明の言に比類することなかれ。 


婆沙一百二十云、発心出家、尚名 一一 
聖者？況得忍法— 〇 

しるべし、発心出家すれば聖者とな 
づくるなり。 


広く経.律.論の三蔵を編集された。出家功徳についてこのように貴いことが 
述べられたのである。これにより仏法がいかに貴いものであり、その道理が明 
らかであること、出家の功徳の道理が示されていることを知らねばならない。 
一人の阿羅漢が三明•六通の力を得た智慧ということなどについては、近頃 
の平凡な僧たちは知らぬところである。ましてや釈尊のお弟子ら五百人の阿羅 
漢の智慧を知ることは思いもよらぬことである。阿羅漢になれば近代の僧たち 
の知らない三明•六通を得、見えない所を見る天眼 a ? を得、また他の究め得な 
い所を究めているが、阿羅漢の眼から見れば正常のことである。しかし、近代 
の凡夫の眼では阿羅漢の心境を見究めることはむずかしい。 

したがって凡夫の愚鈍の考えを以って阿羅漢の三明^六通のーー^—に比べるよう 
なことは止めなさい。 

「大毘婆沙論」百二十巻の記事に、 

「発心出家すればなお聖者と名づく、況んや忍法(四善根の一)を得んや」 
という文がある。その意は、仏道修行の志を起したのみで聖者といい得る。さ 
らに一歩を進めて四諦の理を明らかにして忍法の位に達したものは当然、聖者 
といい得るのである。 

しるべきである。菩提心を起し出家すれば聖者というのであるということを。 

四諦の理というのは、人生の集積する原因を究め、苦を脱するために仏道を 
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釈迦牟尼仏五百大願のなかの第一百 
三十七、願我未来、成正覚已、或有 一一 
諸人 U 記 i ,, 出 C “クハ 
無， 一 障礙-〇所レ謂臝劣失念、狂乱橋 
慢、無，有， 一 畏懼--〇癡無，，智慧—'»多， 一 
諸結使一其心散乱。 若不ッ爾者、 
不，成， IE 覚―〇 


第一百三十八、願我未来、成正覚 
已、若有，，女人(欲ァ於，，我法；出家学 

シ ケント ヲ ハクハメン セ シ 

道、受キ大戒上者、願令，一成就— 〇若 
不，爾者、不 k 成，，正覚--〇 


第三百十四、願我未来、成正覚巳、 

シテ カラン -.7 /二 

若有一一衆生(少 n 於善根、於..善根屮、 

ニゼバ ヲ レ—ム レヲシテテ 

心生，，愛楽—^我当乂7其於，未来|||:、 


修すとき、苦は転じて楽、即ち滅(解脱)を得るということである。 

釈迦牟尼仏が、覚りを開かれない以前に、五百の大誓願を立てられた。 

そのなかの百三十七の誓願には、 

私が未来に正しい覚りを得終ったときに、もし人があって、仏法のまっ 
ただなかで出家を求める者があるならば、出家に障害のないことを願う。 
その障害というのは第一に、体が弱く記憶力が乏しく、あるいは心が乱れ 
狂う者、あるいは橋りたかぶって畏れ慎しむことを知らず、あるいは性来 
愚かなもので道理の明らかでない者、迷いの心が多く心の散乱する者など 
のために、障りのないようにしてやりたいものである。もしそうすること 
ができないならば、誓って正覚を得まい。 

また百三十八の誓願には、 

私が未来に正覚を得て後、もし女があって、我が門下において比丘尼と 
なって菩薩の大戒を受けようとするならば、その目的を達しさせてやりた 
い。もしそれができなければ、自分は正覚を取らない。 

と誓われた。 

次に三百十四の誓願には、 

私が未来において正覚を得るときに、衆生に善行が少なく、また善行の 
なかに仏法を愛楽する心を起すことがあれば、私はその人に未来世にお 
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在 U 仏法中；出家学道 ± o 安止令，住，，梵 
浄十戒--〇若不，爾者、不レ成，一正覚—〇 


しるべし、 いま出家す る 善男子•善 
女人、みな世尊の往昔の大願力にたす 
けられて、 さはり なく出家受戒す る こ 
とをえたり。如来すでに誓願して出家 
せしめまします。あきらかにしりぬ、 
最尊最上の大功徳なりといふことを。 


仏言、及有 T 依レ我剃，一除鬚髪一著 U 
袈裟片(不，受，戒者±'供，，養是人(亦 
得，，，乃至入，，無畏城〗以，，是縁，故、我 


あきらかにしる、剃除鬚髪して袈裟 
を著せば、戒をぅけずといふとも、こ 
れを供養せん人、無畏城にいらん。 


いて、その善行の報いとして出家学道させ、そしてその心を落ち着けて戒 
をたもつことができるようにしてやりたい。もしそれができなければ、私 
は正覚をとらない。 

と仰せられた。 

このことをよく自覚すべきである。今日出家する善き男女の人‘々は、むかし 
釈尊の立てられたこの大願力に助けられて、障りなく出家受戒すことができる 
ことが明らかとなったであろう。仏はすでにこのように誓願して衆生を出家さ 
せておられるのである。それにしても、この仏の大慈悲による誓願に助けられ 
て出家のできることは、最も尊く最上の大功徳であるということを明らかに知 
るべきである。 

仏は言われた。 

われによって剰髪し、袈裟の片を着けているが、まだ戒を受けていない 
もの、僧の姿をしているこの人を供養すれば、他からおびやかせられるこ 
とのない境地である涅槃に入ることができる。この因縁によって私は次の 
ように説くのである。 

この仏の言葉で明らかにされたことは、剃髪(頭を剃る).除鬚(ひげを剃る) 
して袈裟を着けた者は、たとえ受戒しない者でも、これを供養した人は修証 
によって涅槃(解脱)の境に入るであろうということである。 
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又云、若復有レ人、為， 一 我出家---' » 不， 
得，，禁戒一剃，，除鬚髪二者 M 装裝片一有 T 
以こ非法，悩 n 害此，者±'乃至破，，壊三世 
諸仏法身•報身〗乃至盈，一満三悪道， 
故。 

仏言、若有 こ 衆生ハ為一 一 我出家一剃 一一 
除鬚髪〔被，，服袈裟(設不。持ぃ戒、彼 
等悉已為，，涅槃印 I 之所，印也。若復出 
家、不レ持，戒者、有，.以二非法(而作 n 
悩乱辱•毁呰(以，，手刀杖，打縛斫 
截、若奪=衣鉢一及奪 i 種資生具，者±' 
是人則壊，，三世諸仏真実報身(則挑，，一 
切人天眼目—〇是人為，欲ぃ隠，，没諸仏 
所有正法三宝種 一 故。令，諸天人不， 
得，，利益(堕キ地獄±故。為 J 二悪道増長 

盈1?ガ1。 

しるべし、剃髪染衣すれば、たとひ 
不持戒なれども、無上大涅槃の印のた 
めに印せらるるなり。ひとこれを悩乱 
すれば、三世諸仏の報身を壊するな 
り、逆罪とおなじかるべし。あきらか 
にしりぬ、出家の功徳、ただちに三世 
諸仏にちかしといふことを。 


また仏の言われるのに(大方等大集月蔵経.第十六忍辱品)、 

人が、私について出家して、未だ戒を受けなくとも、剃髪また、ひげを 
そって袈裟を着けた者が戒法を守らないとき、非法であると誹謗すものは 
諸仏を殺す仏道の破壊者であり、地獄、餓鬼、畜生の三悪道に堕ちてしま 
うであろう。 

同じく衆生があって、私について出家し鬚髪をおろし、袈裟を着けたな 
らば、戒を持せずとも、衆生は悉くすでに生滅の苦から離れるであろうこ 
とを認められ、あるいはまた出家して持戒しない者に対して非法であると 
誹謗し、乱暴し、凶器などを振り回したり、道場や僧の身の廻りのものを 
奪い壊したりする者は、仏道のあらゆる種子を破壊することなのである。 
またそれらの人は自ら地獄、餓鬼、畜生の三悪道に堕ちて悪い行いを増長 
し、悪行になりきってし まう からである。 

これについて修行者らは知るであろ、う。剃髪し袈裟を着けることは戒を受け 
なくとも、涅槃に入るべき資格が あると 許可せられ る 身分の人で あり、 もしこ 
れに乱暴すれば歴代の諸仏の仏体を傷つけることになるということを。 

仏身を傷つける罪は五逆罪の一つで、仏道の犯罪としては極悪のものであ 
る。このことで明らかに知らねばならないことは、出家の功徳は、歴代諸仏の 
功徳に近いものというべきことである。 
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仏言、夫出家者、不 k 応：>起“悪。若 
起，悪者。則非，，出家— 〇出家之人、身口 
相応。若不=相応：則非 n 出家—〇我棄= 
父母•兄弟.妻子•眷属•知識— \出家 
修道。正是修，，集諸善覚一時、非ァ是 
修，集不善覚，時 ± o 善覚者、憐，，感 
一切衆生ハ猶如=赤子--〇不善*^者、 
与レ此相違。 


それ出家の自性は、憐愍一切衆生、 
猶如赤子なり。これすなわち不起悪な 
り、身 P 相応なり。その儀すでに出家 
なる がごと きは、その徳い まかく の ご 
とし。 

仏言、復次舎利弗、菩薩摩訶薩、 
若欲 T 出家日、即成„阿耨多羅三藐三菩 
提ハ即是日転=法輪〔転法輪時、無量 
阿僧祇衆生、遠塵離垢、於，，諸法中べ 


また仏は言われている。 

出家は悪心を起してはならない。悪心を起す者は出家ではない。出家 
は、すべて身を以て行うこと、言行一致 である ことで ある。 巧言令色は出 
家の行でなく、仏行とは言えない。 

私は無上正覚を得るために二十九歳のとき、父母.兄弟.妻子 •#£, や 
師匠らを捨て出家して道を修行したのである。そのときは、まさに あら ゆ 
る善法の行いを修行して功徳を積む好時節であった。徒らに悪を行うべき 
時節ではなかった。 

善行というのは、別に外のことでない。ただ一切の衆生を愛し憐れみ恵 
むことである。母がその子を愛するようにすることである。 

出家本来の本質は一切衆生を憐れみいつくしむ こと、 「猶赤子を母の愛撫す 
るよう にす ることである」。この 行いを体験す ることである。また 不善、 悪と 
いう ことは 衆生を憐れまない こと、 愛しない こと、 いつくしまない ことであ 
る。その 心行が 相と なったものが出家で あると いうなら、 その 徳は そのよう に 
慈悲の心を以て世に対処す るべきである。 

仏の言われるに(摩訶般若波羅蜜経•序 品)、 

また、次に舎利弗、大菩薩たちよ、もし人が出家の日に この 上ない正覚 
を体験し、またその日のうちに説法の座を開いたとき、煩悩.妄想の塵や 


21 新草第一 出家功徳 



垢を打ち払い、 あらゆるものごとの 真理を明らかに見究め、理解し、眼を 
開こうと願うならば、 一切の法 (ものごと) に 囚われない 心境を得るため 
に、諸漏心 (諸の 煩悩)を解脱し ようと 思い、またたくさんの衆生が無上 
の正覚を得て一歩 も 退かぬ という 決意と力を得ん ことを願うならば、 先ず 
般若波羅蜜多(般若とは、真理に通達〈体験〉する仏智、波羅蜜多は度る意、仏智 
の働きで、迷いの此岸から悟りの彼岸に度る意。仏道の修証の願行をいう)を学ぶこ 
とで ある。 

いは ゆる 学般若菩薩とは、祖祖な ここにいう般若を学ぶ菩薩というのは、釈尊以来の歴代の祖師のことであ 
り。: L かぁるに、阿耨多一1 縁三 菩提る。 釈尊から好 ！ j し%！^、 船ぅ聊！^と代々相伝えて達磨に 至り、 さらに中 
り。しかあ^ども、三阿僧祇劫に修証国に伝えて来た歴代の祖師方の全面目で あり、 祖師の全身心であるのである。 
し、無量阿僧祇劫に修証するに、有辺 しかるに、般若を学ぶ修行として学ばねばならぬこの上もない 覚りは、 必ず 
無辺に染汙するにあらず。学人しるべ出家したその日のうちに成就せねばならぬ。千里の道もその第一歩に始 るよう 

に、出家の道も初発心、最初の発心において無上の覚りの道を体験せねばなら 
ない。しかし、覚りは初発心のときに実現し体験するとすれば経典にあるよう 
に、菩薩になるのに長い長い年月を要するのではないかと思うであろうが、そ 
の通りではあるが初発心での悟りはそのまま衆生教化のための長い間の修証が 
そのものなのである。しかしその修証は、有辺際だの無辺際だのという対立し 
た偏したものでない。その長い間の修証がそのまま学般若、般若を学ぶそのま 


得，，法眼浄；無量阿僧祇衆生、得二切 
法不受，故、諸漏心得=解脱〗無量阿僧 
祇衆生、於，，阿耨多羅三藐三菩提〗得> 
不退転：，当^子，；般若波羅蜜--〇 
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仏言、若菩薩摩訶薩、作„是思惟； 
我於=何時一当 T 捨，，国位— >出家之日、 
即成，，無上正等菩提一還於，，是日— >転，， 
妙法輪(即令 W 無量無数有情、遠塵離 
垢、生，，浄法眼：復令，.無量無数有情、 
永尽=諸漏：心慧解脱：，亦令，，無量無数 
有情、皆於„無上正等菩5^得，，不退 
転 ¥ o 是菩薩摩訶薩、欲，成，一斯事；応， 
学， I 般若波羅蜜 — 〇 


これすなはち最後身の菩薩として、 
王宮に降生し、捨国位、成正覚、転法 
輪、度衆生の功徳を宣説しましますな 


悉達太子、従=車匿辺〗索，，取摩尼 


まであり全体なのである。また このことが 出家の全体である。修行する者は こ 
の消息をょく見究めねばならない。 

仏の仰せられるのに(大般若波羅密多経卷三•初分学観品}、 

もし菩薩、大菩薩が、私は何時になったら国王の位を捨て、出家するそ 
の日に無上道の覚りを成就し、その日のうちに説法を始め、無数の衆生を 
して煩悩をなげ捨てさせ、清浄な覚りの眼目を与えることができるであろ 
うか。また無数の衆生をして般若すなわち仏智を得て煩悩を断って、永遠 
に解脱させることができるであろうか。また無数の衆生をして皆覚りを得 
させて少しも退かさせないであろうかと。このょうな考えを作すならば、 
もし菩薩、大菩薩がこのことを実現したいと思うなら、先ず般若波羅蜜多 
を学ばねばならぬ。 

ときに仏が仰せられたが、これは とりもなおさず 最後身(菩薩の最後の位で仏 
になる直前の身分)の菩薩として、この世に出現せられた菩薩として カピラヴァ 
スッの王宮に降り、父を浄飯王、母を摩耶夫人として降誕せられ、二十九歳 
のとき国と太子の位を捨てて出家、六年の苦行ののち菩提樹下に成道せられ、 
最初の説法をしてから釈尊一代の横！ i 竪 i 、 衆生救済の功徳を述べられたのが 
この一文なのである。 

釈尊の出家以前、悉達太子の時代に人生苦を観じ一夜、^^ (禦者) に命 


23 新草第一 出家功徳 



雑飾荘厳七宝把刀〔自以 = 右手〔執--於 
1ル；従 V 鞘抜出、即以：左手ハ攪こ捉 
紺青優鉢羅色螺髻之髪ハ右手自持--利 
ル，割％：!,,左手-擎、擲 n 置空中4 I 
天帝釈、以 n 希有心〗生-一大歓喜ハ棒-一 
太子書ハ不乂^堕；^地。以-一天妙衣一承 
t 接 I 。爾時諸天、以 M 彼勝上天諸供 
具ハ而供，，養之— 〇 

これ釈迦如来そのかみ太子のと き、 
夜半に踰城し、日たけてやまにいり 
て、みづから頭髪を断じまします。と 
きにじ tt 摩无 きたりて、頭髪を剃除した 
てまつり、袈裟をさづけたてまつれ 
り。これかならず如来出世の瑞相な 
り、諸仏世尊の常法なり。 

三世十方諸仏、みな一仏としても、 
在家成仏の諸仏ましまさず。過去有仏 
のゆ^に、出家受戒の功徳あり。衆生 
の得道、かならず出家受戒にょるな 
り。おほょそ出家受戒の功徳、すなは 
ち諸仏の常法なるがゆ袅に、その功徳 
無量なり。聖教のなかに在家成仏の説 


じて、優美な宝玉•宝石類で作られた装身具をぬぎすて、七宝の剣を抜い 
て頭髪を左手でおさえて右手で切り落し、これを空中に投げ上げたとこ 
ろ、 帝釈天がこれを見て大いに歓喜し、自らの衣にその髻を受け取って 
天に 1り、これを諸天人とともに歓喜してこの髻を礼拝し供養した(仏本 
行集経第二十二•剃髪染衣品)。 

この釈尊がまだヵピラヴァスッの太子の 頃、 夜半に城を抜け出して東方の藍 
i ： 城に向って進んだが、次の日の昼過ぎに城外の山林に 入り、 宝石で装飾され 
た服を捨て、宝剣をもって自らの手で頭髪を切り落した 

ときに"和齡天が現われて、太子の頭髪を剃り袈裟を捧げ奉った。このことは 
釈迦牟尼如来出世の吉瑞のしるしであった。また歴代諸仏の「常法」(しきた 
り)でもあった。 

過去、現在、未来の三世に通ずる諸、仏、十方の諸仏で一人の仏も在家のまま 
で成仏した方はおられない。過去の世の仏がこのようであったという前例があ 
り、それに従って出家し受戒するから功徳があるのである。ゆえに衆生の得道 
はるず出家受戒によらねばならない。何故なら、およそ出家受戒の功徳は諸仏 
の常法であるから、その功徳は無量である。仏法の教えのなかでは在家のまま 
で成仏したという説(涅槃経卷四、法華経五巻にあると「渉典録」に見える)がある 
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あれど、正伝にあらず。女身成仏の説 
あれど、 またこれ 正伝にあらず。仏祖 
正伝するは、出家成仏なり。 

第四祖優婆毪多尊者、有，，長者子ハ名 
日，，提多迦(来礼，|尊者(志，，求出家-〇 
尊者日、汝身出家、心出家。答日、我 
求二出家一非レ為二身心 — 〇尊者日、不レ為一一 
身心一復誰出家。答日、夫出家者、無こ 
我我所— 〇無，我我所，故、即心不，，生滅4 
心不，，生滅(即是常道。諸仏亦常。心 
無，，形相一其体亦然。尊者日、汝当，，大 
悟心自通達— 〇宜ァ依，，仏法僧，紹キ隆聖 
種 ± o 即与出家受具。 


それ諸仏の法にあふたてまつりて出 


が、これは歴代の諸仏が正伝した仏道ではない。女人としてそのまま成仏した 
という説もあるが、仏祖正伝の仏道ではない。諸仏正伝の仏法は出家にょって 
のみ成仏することである。 

ィンドの仏教の第四祖優婆毯多尊者(伝燈録卷第一所載)の処に、長者の子で 
提多迦という者がいた。ある日、優婆毯多尊者に出家したいと申し出た。尊者 
は「お前の出家は身の出世か心の出世か」と問うと、提多迦は「いや身心のた 
めではありません」と言うので、尊者は「お前の身心のためでなければ誰が出 
家するのか」と言うと、提多迦は「私が出家を求めるのは自分の身心のためで 
はない。元来、自分というものは主体も相もない無我の相ではないか。自己の 
所有して執着する何ものもない、したがって心が生滅するということがありま 
せん。ですから不変の真理が現成するのであります。真理の活現である諸仏も 
亦常住不変であるのです。心に執着する形相もなく、心もまたその主体も同 
様です。あらゆるものごとはすべて、地、水、火、風の四大にょる仮りの集 
積、調和体にすぎません。要するに執着する何ものもありません」と答えた。 

これを聞いて尊者は「お前は正に大悟して、心には我の心も無く、我の所有 
のものも無いことを体験しなさい。この上はますます仏法僧の三宝に依り仏法 
興隆につとめるべきである」と、出家の戒法を授けられた。 

諸仏の法に親しく逢うことができて出家することは、勝れた果報である。 


25 新草第一 出家功徳 



家するは、最第一の勝果報なり。その 
法すなはち我のためにあらず、我所の 
ためにあらず。身心のためにあら*叶、.、 
身心の出家するにあらず。出家の我我 
那にあらざる道理かくのごとし。我我 
所にあらざれば、諸仏の法なるべし。 
ただこれ諸仏の常法なり。諸仏の常法 
なるがゆ袅に、我我所にあらず、身心 
にあらざるなり。三界のかたをひとし 
くするところにあらず。かくのごとく 
なるがゆ袅に、出家これ最上の法な 
り。頓にあらず、漸にあらず。常にあ 
らず、無常にあらず。来にあらず、去 
にあらず。住にあらず、作にあらず。 
広にあらず、狭にあらず。大にあら 
ず、小にあらず。作にあらず、無作に 
あらず。仏法単伝の祖師、かならず出 
家受戒せずといふことなし。いまの提 
多迦、はじめて優婆毪多尊者にあふた 
てまつりて出家を もとむる 道理、かく 
のごとし。出家受具し、優婆毪多尊者 
に参 じ、 つひに第五の廣師とな士り。 

第十七祖僧伽難提尊者、室羅闕城宝 


諸 { A の法というのは、自分のためでなく自分の所有物のためでもない、また 
身心のためでもない。身心の出家でもない、出家することは我や我の所有物へ 
の 執着で もない。我や我の所有物のためでない諸仏の法である。諸仏の常法で 
あるから、我や我の所有物の執着のためでない。世の凡人と肩を較べて見るベ 
き処のものではない。 

このような道理であるから、出家は最上の法である。正しい道である。出家 
は相対的な言葉を以て表わせない直に頓速に説く「華厳経」のようなものでな 
く、またゆっくりと盤知にとく「阿含経」や「般若経」のように、対手を導く 
手 MJ いものでもない。無常でなく、常住で なく、 人として住ま6でなく、強い 
てなすことでなく、どこから来たものでなく、どこへ行くものでもない。また 
' F ったものでもなく、作られないものでもない。また広い狭い、大小の差別の 
M をはなれたものである。仏法単伝の諸仏は、出家受戒せられぬということは 
ない。 

今の! MJr かはじめて尊者に歡って出家を求めた道理はこのような有り様で 
ある。提多迦は遂に尊者について修行参学して、ィンドの仏教の第五祖となら 
れたのである。 

第十七祖 齡越 il;t 齡尊者(伝燈録卷第三所載〕は、ィンドの一一大強国僑薩羅国の 
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莊厳王之子也。生而能言、常讚，，仏事 - o 
七歳即厭，，世楽--〇以，偈芦，其父母，日、 
稽首大慈父、和南骨血母、我今欲，，出 

セントコヒネガハクハ シタマフガニ m リム 

家一幸願哀愍 故。父母固止， 
之。遂終日不，食。乃許，，其在ぃ家出 
家— o » b 号，，僧伽難提―〇復命，，沙門禅利多ハ 
為，一之師―〇積二十九載一未二嘗退倦--〇尊 

ニ シテク ス ニ イ ■/ クン'/タラン 

者毎自念言、身居， 一 王宮一胡為 11 出 
家--〇一夕天光下属、見二一路坦平；不レ 
覚徐行約十里許。至，一大巌前-->有， 一 
石窟，焉。乃燕，，寂于中— 〇父既失，子、即 

シ ヲ デテヲ セシムルニ ノヲ 

擯 -一 禅利多：出，国訪，一尋 其子：不レ 
知， I 所在--〇経=十年(尊者得法授記巳、 
行化至，，摩提国 — 〇 


在家出家の称、このときはじめてき 
こゆ。ただし宿善のたすくるところ、 
天光のなかに坦路をえたり。つひに王 
宮をいでて石窟にいたる、まことに勝 


首都室羅閥、即ち舎衛城主宝荘厳王の子である。生れて直ぐことばを話した 
といわれている。常に焼香礼拝を好み、七歳の頃から子供らしい遊びごとを好 
まなかった。あるとき父母に詩を示して「私は大慈心で肉身を与え給うた父を 
敬礼し、また母を敬礼します。私は今、出家したいと思います。懲れみを垂れ 
給うてお許し下さい」と請うたが許されなかった。一日中、食をとらなかった 
ので両親も遂に出家を許し、僧名を僧伽難提と名づけた。そして沙門の禅利多 
について王宮内で仏道の修行を十九年間も行じたが何の功徳もなかった。尊者 
は王宮で修行していては本当に出家したことにはならぬことを知った。ある日 
の夕方、夕陽がさして道が平坦になったのを見て、思わず誘われて王宮を出て 
行くこと遂に十里ばかりの所にある巨大な巌の奥の石窟を求め、ここで坐禅修 
行することにした。このことを知った父王は師の禅利多をはげしく嘖めた。そ 
れから附近を多くの家来に命じて探し廻らせた。何の消息も得られなかった。 

それから十年後、僧伽難堤は第十六祖羅眼羅多尊者に遭って法要を聴き仏道 
修行を重ね、遂に羅喉羅多尊者の印可 (悟道の証明) を得、後には諸国に行脚し 
て摩提国に到った。その後、遂に十七祖となった。 

在家•出家の名は僧伽難提のときから始まるといわれている。ただし以前か 
らの善行の助けにょるものである。彼がある夕暮に、夕陽の光が室内へ差し込 
んだが、その光に一条の砥石のょうな平坦な道を見て、それに心が動いて遂に 
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躅なり。世楽をいとひ俗塵をぅれふる 
は聖者なり、五欲をしたひ出離をわす 
るるは凡愚なり。代宗•粛宗しきりに 
_徒にちかづけりといへども、なほ王 
位をむさぼりていまだなげすてず。盧 
居士はすでに親を辞して祖となる、出 
家の功徳なり。龐居士はたからをすて 
てちりをすてず、至愚なりといふべ 
し。盧公の道力と龐公が稽古と、比類 
にたらず。あきらかなるはかならず出 
家す、くらきは家にをはる。黑業の因 
縁なり。 


南嶽懐譲禅師、一日0歎日、夫出 
家春、為 M 無生法、天上人間、無レ有'一 

スグルル 

勝者— 〇 

いはく無生法とは、如来の正法な 
り。このゆ^に、天上人間にすぐれた 
り。 天上といふは、欲界に六天あり、 


王宮を出て石窟にはいった。このことはまことに勝れた手本となるべき行跡で 
ある。世間の楽しみを嫌い俗界の塵のょうな汚染した生活、その煩わしさを憂 
えるのは世の模範となって人を導く聖者である。煩悩に囚われ悟りの道をいと 
うのは凡人の常である。唐の^ f 宗皇帝、粛宗皇帝はしきりに慧忠国師に参じ 
て悟るものがあり、しばしば僧侶らに近づいて仏道を修したが、王位に執着し 
C 立を投げ捨てなかった。盧居士 (六祖の姓は盧氏の故に六祖を盧居士という〕は、 
一人の母親を捨てて出家受戒し、遂に釈迦如来正嫡の三十三代の祖、中国禅宗 
の六祖大鑑慧能大師となられた。これに反して龐居士は家財をすて、仏教を学 
んだが遂に塵の世を捨て切れず、俗弟子で一生を終ったことはまことに愚の至 
りである。 六 祖の盧 公の 仏道を求める力と、龐公の仏道を学ぶ心とは到底比較 
にならぬ。ここで明らかなことは、仏道を求めるならば必ず出家することであ 
る。 その 0 JK 赋がないものは一生在家の仏教徒で終る。このことは過去世に仏道 
との縁を結ばないという悪業の因縁で、ある。 

六祖の門下 第一の南岳懐譲禅師は十五歳で荆州の玉泉寺の弘景律師について 
出家した。ある日、自ら 讚嘆していうのに 「出家と いう ことは 生滅に渉らぬ 
無生の法で ある。 それだから天上界、人間界に於てこれに勝るものはな*^」と 

さて 無生法とは(悟りの世界に住して、迷いの世界に生れないから不生の法という)、 
生滅に渉らぬ不生不滅の法の、ありのままの真理の体験(涅槃、解脱の境)、即 
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色界に十八天あり、無色界に四種、と 
もに出家の道におよぶことなし。 


盤山宝積禅師日、禅徳、可中学道、 

タリ ノゲテヲ ルニ ラ ノ ヲ シ ノ 

似 T 地擎，山、不，，知 n 山之孤峻〗如ァ石 
含レ玉、不„知 u 玉之無，瑕。若如，是者、 
是名 n 出家—〇 


仏祖の正法かならずしも知不知にか 
かはれず。出家は仏祖の正法なるがゆ 
表に、その功徳あきらかなり。 

鎮州臨済院義玄禅師日、夫出家者、 
須 T 辨ラ得平常真正見解一辨仏、辨魔、 
辨真、辨偽、辨凡、辨聖 ± o 若如：，是辨 
得、名，一真出家— 〇若魔仏不レ辨、正是出 n 
一家一入 J 家一喚作 n 造業衆生一未，得， 


ち仏の説かれた正法眼蔵である。仏の悟りの体験そのものである。その故に、 
天上、人間界において無上に勝れたことである。 

天上には様々な種類がある。三界のうちの欲界にも六欲天があり、色界の四 
禅天、これを さらに 細分して十八天があり、無色界にも最高の有頂天をはじめ 
四天がある。しかしながら出家得道とは比較できない。 

馬祖の第一の弟子幽州盤山の宝積禅師(後世普化宗の祖、鎮州普化和尚の師匠) 
は、 あるとき 上堂して大衆に示して申されるのに、 

「今、我が道場の下に集る諸賢よ、仏道を学ぶ者は、恰も大地が山を支えて 
重いとか軽いとか、山は高くて険しいこととかを知らず、また石はそのなかに 
宝玉が入っているかどうかを自ら知らないでいるようでなければならぬ。この 
ような境地を出家という」と。 

この仏祖の境地の提唱は、世間の哲学や科学の知識では、この真髄を捉え得 
るものでない。実際に自己の心内を深く究め、行の上に体験する ことで ある。 
その功徳は明らかな事実であって、あえて知識の証明は必要でない。 

鎮州の臨済院の義玄禅師の語に、 

「それ出家たるものは当然、日常の茶を飲んだりご飯を喰べたりする日日の 
生活の上において、真実でうそのない正直な考えをもって凡てのことについて 
弁ずべきである。仏法とは何ぞ、魔とは何ぞ、直実とは何ぞ、偽とは何ぞ、凡 
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名為，，真正出家 - -o 


いはゆる平常真正見解といふは、深 
齡亂一 T 深信三宝等なり。 辨 仏といふ 
は、ほとけの因中•果上の功徳を念ず 
ることあきらかなるなり。真偽凡聖を 
あきらかに辦肯するなり。もし魔仏を 
あきらめざれば、学道を俎壊し、学道 
を避紀するなり。魔事を覚知してその 
事にしたがはざれば、辦道不退なり。 
これを真正出家の法とす。いたづらに 
魔事を仏法とおもふものおほし、近世 
の非なり。学者はやく魔をしり、仏を 
あきらめ、修証すべし。 


とは何ぞ、聖とは何ぞとよく弁別し、正邪曲直の区別をよく弁じ明らめ、迷え 
ば地款、餓鬼、畜生などの六道に堕ちる人間で あり、 悟れば小乗の聖者や大乗 
の厶 になり得るこの身であることを弁じ明らめねばならぬ。かように弁じ明ら 
める ことのできるのを出家というのである。もしこれに反して魔と仏が弁別し 
えないようでは、三界火宅の家を出てまた火宅に入るというものである。これ 
らの人々は真実の出家とはいえない」と。 

臨済のこの言葉の「平常真正の見解」とあるのは、深く原因.結果の道理を 
言 じ究める こと、 同時に仏法僧の三宝■に帰依する ことな どである。 

把仏と いうは、 仏も迷えば凡夫となるの道理を弁え、仏とならぬ菩薩の修行 
寺代に衆生を救うときに、免 if 、 仏と いう 結果が現われていたと いう、 修行中 
のその功徳を tg * く心に念ずべきである。衆生済度という修行中のその功徳が、 
そのまま仏の- r - sIES りであることが明らかとなることである。またそれが仏道に契う 
真偽の道理を判断することである。その弁別がつかずそれが分らぬのでは仏道 
'の人となっても全く獅子身中の虫に^!ぎない。却って仏道を破壊し仏道修行を 
妨害し退歩せしめる。もし悪魔•外道のことを知ってそれに従わなければ修行 
は 後退せず前進で きる。 それを真正の出家の法と いう。 

ぃ1512悪魔の法を仏法と思うものが多い近世の仏道の風潮は誤った見解であ 
る。学人は早くこれらの魔を知り、仏を明らかにし修証しなければならぬ。 
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如来般涅槃時、迦葉菩薩、白レ仏 
言、世 1 T 如来具，，足知震力一定知で 
善星当，，断，一善根4以二何因縁--'*聴， 一 
其出家--〇仏言、善男子、我於 n 往昔ハ 
初出家時、吾弟難陀、従弟阿難、調達 
多、子羅喉羅、如 k 是等輩、皆悉随，我 
出家修道。我若不，聴，，善星出家一其人 
次当王得レ紹，一王位--〇其力自在、当， 
壊，，仏法—〇以，，是因縁(我便聴，，其出家 
修道--〇善男子、善星比丘若不，，出家一 
亦断，，善根(於 n 無量世(都無，，利益-〇 
今出家己、雖，断，，善根一能受，，持戒ハ 
供，，養-恭敬、耆旧•長宿•有徳之人一 
修一一習初禅乃至四禅—〇是名，一善因—〇如， 
是善因、能生，一善法— 〇善法既生、能修こ 
習道— 〇既修，，習道一当，得 n 阿耨多羅三 
藐三菩提-〇是故我聴 n 善星出家--〇善男 
子、若我不，聴，，善星比丘出家受戒ハ則 
不，得 m 称，我為 n 如来具足十力—〇善男 
子、仏観，，，衆生具，，足 善法及不善 
法—〇是人雖 k 具，，如，是二法一不レ久 
能断 u 1切善根— \具，，不善根—〇何以故。 
如レ是衆生、不 k 親 m 善友(不，聴 n 正法一 


仏は八十歳の寿命がつきて、まさに御入滅の直前に、大迦葉菩薩が仏に申し 
上げていうのに、 

「仏は善悪のことは勿論、この仏智の力を具えておいでになり、あらゆるこ 
とを究め知っておられますから、彼の善星比丘が因果を否定し善根を断つであ 
ろうということについても、勿論ご承知と存じますが、なぜ彼のような人間に 
出家を許されたのですか」と問うと、仏はこれに答えて、 

「私は昔二十九歳で初めて出家したが、私の異母弟の難陀、従弟の阿難、提 
婆達多、私の子の羅喉羅などが私の成道後三年目、私の郷里の迦毘羅城に帰っ 
たとき皆悉く私に従って出家し修行に専念した。しかしその一人であった善 
星の出家を許さなかったなら、善星は私の第二の姫「鹿野」の子であるため、 
難陀、羅喉羅の出家の後をうけて、城中にあって皇太子となって迦毘羅城の王 
位を嗣ぐであろう。彼の性格や力量を見るに獰猛な活動力を利用して遂に仏法 
を破壊するであろうことが見届けられた。こういう理由で、彼を出家させるこ 
とによって、その難を免れるだろうことを考えて彼の出家を許したのである。 

諸大衆よ、善星比丘がもし出家しないで、彼が悪事をするようなことがあれ 
ば、未来永遠に浮かぶ瀬のない利益のない地位に至ったであろう。しかるに今 
は出家して修道(仏道を修行する)をしている。しかし因果を信ぜず善法を修せ 
ないが、戒律をよく守り三宝を供養し、長老や高徳の僧たちを尊敬している。 
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不，，善思惟一不 n 如法行— 〇以，，是因縁一 
能断，，善根(具，，不善根4 


しるべし、如来世尊、あきらかに衆 
生の断善根となるべきをしらせたまふ 
といへども、善因を さ、 つくるとして、 
出家をゆるさせたまふ。大慈大悲な 
り。断善根となること、善友にちかづ 


そして禅定は初禅から始めて阿羅漢の修する四禅を修している、これらの行は 
そのまま善因となる。善因は他日善法を生ずる原因となって、その善法に よっ 
て仏道を修習(修行して身につける)すれば必ず悟りを得るであろう。 

私はこういう理由で善星の出家を許したのである。もし私が善星に出家を許 
さないとなれば、諸大衆は私を称して、如来は十力を具足し全智全能というこ 
とができぬといわれるであろう。 

諸大衆よ、仏は一切衆生があるいは善法を具足し、あるいは不善行の性格を 
具足すると弁別する。しかしこの人は善行を行うが、また悪行を行う。善不善 
の行いをする性質を持っていると弁別して、さらに遠からずよく凡ての善行を 
やめて悪行を行うであろうと弁別するのである。何となれば、こんな衆生は、 
善い友達に近よらず、仏の説法をきかず、また善いことを考えず、正しい行い 
をしないから、この因縁で必ず善根を断じて悪行をすることになるであろうと 
弁別がつくものである。今の善星の場合も、必ず他日善行を修するであろうと 
弁別がついたから出家を許 L たのである」と、仰せられた。 

われわれは以上のことを知らねばならない。それは釈尊は明らかに衆生が善 
い行いを断ずる理由を能く承知しておられるが、将来善い行いを修すべきこと 
を授けたいものと考えて、善星比丘に出家を許したのである。これは実に仏の 
偉大な慈悲のおかげである。善根を断ずるとはどのようなことかというに、先 
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かず、正法をきかず、善思惟せず、如 
法に行ぜざるにょれり。 いま 学者、か 
ならず善友に親近すべし。善友とは、 
諸仏ましますととくなり、罪福ありと 
をしふるなり。因果を撥無せざるを善 
友と し、 善知識とす。この人の所説、 
これ正法なり。この道理を思惟する、 
善思惟なり。かくのごとく行ずる、如 
法行なるべし。 


しかあればすなはち、衆生は親疏を 
えらばず、ただ出家受戒をすすむべ 
し。のちの退不退をかへりみざれ、修 
不修をおそるることなかれ。これまさ 
に釈尊の正法なるべし。 

仏告 ，一 比丘；当 レ 知、閻羅王、便 

サク ノヲ レニ レノニカシノ ヲ 

作，，是説(我当，.何日脱，，此苦難；於= 
人中，生、以得，人身(便得，，出家一 
剃=除鬚髪：著 U 三法衣 — \出家学道 ±o 
閻羅王尚作， I 是念(何況汝等。今得，， 


ず善い友達に近よらず、仏の正法をきかず、善い考えをなさず、法の如くに修 
行しないことである。 

仏道を学ぶ者は必ず善い友達に近づき交らねばならぬ。善友とは、諸仏がこ 
の世におら'れることを説いて聴かせる人である。また、この世の罪悪と幸福の 
因果(一切 現象の 因と 果とは同時の現 成であり、因 中に果を持し、果中に 因を 持す因果不二 
の真理)の道理を教え示す友を善友、善知識というのである。こういう友達の 
説くところは必ず正法に契っているのである。この道理を考えることを善思惟 
というのである。かように行うことを、法の如く行うというのである。それだ 
から衆生は自分に親しい人とか親しくない人だとかの区別を立てず、誰にでも 
この功徳ある「出家受戒」をすすめるべきである。 

出家後、その修行を怠って、修行が退歩しようが進歩しようがそんなことを 
反省する必要もない。修行す ると かしないとかを恐れる必要もない。形式でも 
よいから出家した功徳を積ませ、他日善根功徳を積む因縁とするように勧める 
のがよい。これを釈尊の教え給うた正法というのである。 

釈尊が大衆に説いて言われた。 

閻魔王が「私はいつの日にかこの苦難の地獄を脱し、人間世界に生れ人身を 
受けたなら、たちまち出家して剃髪し、三法衣(三種の袈裟、大衣、七条衣、五条 
衣)をつけることを念願した」といっている。地獄の王ですら出家の念を起 
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人身(得，作，，沙門— 〇是故諸比丘、当ァ 
念行，，身口意行(無&令，有，欠。当ァ 
減，，五結；修 U 仃五根 ± o 如：，是諸比丘、 
当レ作 M 是学-〇爾時諸比丘、聞，，仏所説ハ 

歓喜奉免 


あきらかにしりぬ、たとひ閻羅王な 
りと いへども、人中の生を こ ひねがふ 
こと 力く のこと -— i 。 すで t ぅまれたる 
人、いそぎ剃除鬚髪し、著三法衣し 
て、学仏道すべし。これ余趣にすぐれ 
たる人中の功徳なり。しかあるを、人 
間にぅまれながら、いたづらに官途世 
略を貪求し、むなしく国王大臣のつか 
はしめ として、： 屯を夢幻にめぐら 
し、後世は黒闇におもむき、いまだた 
のむ ところな きは 至 愚なり。すでにう 
けがたき人身をうけたるのみにあら 


す。それに何ぞ汝ら比丘は幸いに今、人身を受け沙門(出家) となることを 得 
たではないか。何という幸福な身の上ではないか。 

だから大衆は、常に身と口と心の三方面に仏法を行うことを念じ、少しも乱 
れることのないように努力修行しなくてはならぬ。また正に貪り、瞋り、ぁ慢 
り、嫉妬、邪慳の五つの煩悩執着を滅し去って、信念、精進(努力)、正念、禅 
定、智慧などの修行、すなわち、眼、耳、鼻、舌、身の五根の修行をせねばな 
らぬ。これらのことを修行することを怠ってはならぬ。仏のこの教えを聴いて 
大衆らは大いに歓喜し、これを実行した(起世因本経第四.地獄品所蔵)。 

この経典の文で明瞭となった。地獄の王の如きものです らん 間に生れること 
を切に願っているのである。まして、受け難き人身を受けている人々は、急い 
で剌髪して、袈裟をつけて仏道を参学修行せねばならぬ。このように出家ので 
きるのは地獄、餓鬼などの悪道よりもっとも秀れた人間界に生れたもののみの 
功徳である。それなのに、この幸福な人間界に生れながら、‘ ft ? に官人や産業界 
に身を投じ、国王大臣の使用人として、また金銭の奴隸となって一生を夢幻の 
ように空費し、後の世は闇黒の地獄に堕ちてしまい、心の頼みとするもののな 
いのは愚の骨頂である。 

われわれは今ここに、すでに受け難き人身を受けたのみでなく、また 遇うこ 
との至難な仏法にあい奉ることを得たのである。一時も早く速かに出家し、仏 
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ず、あひがたき仏法にあひたてまつれ 
り。いそぎ諸縁を抛捨し、すみやかに 
出家学道すべし。国王大臣•妻子眷属 
は、 ところごとに かならずあふ。仏法 
は優曇華の ごとくに してあひがたし。 

おほょそ無常たちまちにいたる とき 
は、国王•大臣•親眤•従僕•妻子 • 
珍宝たすくるなし、ただひとり黄泉に 
おもむくのみなり。おのれにしたがひ 
ゆくは、ただこれ善悪業等のみなり。 
人身を失せん とき、 人身ををしむここ 
ろふかかるべし。人身をたもてるとき、 
はやく出家すべし。まさにこれ三世の 
諸仏の正法なるべし。 

それ出家行法に四種あり、いはゆる 
四依なり。一、尽形寿樹下座。一一、尽 
形寿著糞掃衣。三、尽形寿乞食、四、 
尽形寿有病服陳棄薬。1行，，此法(方 
名 n 出家一方名為レ僧。若不，行，此、不こ 
名為，僧。是故名，，出家行法-〇 


道修行をする ことが 大切である。それには急いで常に環境のために執われ、引 
きずり廻されている種々の縁を断ち切って、全てを捨ててしまい、速かに出家 
しなさい。国王、大臣、妻子、眷属は、因縁があれば必ず遭う ことができる。 
しかし仏法は優曇華の如く、なかなか遭い難い。 

すべて無常の風が吹くときは、国王でも、大臣でも、いかに親しい者でも、 
天下の珍宝であっても、死の道連れにするわけにはいかぬ。ただぼれ一人、死 
の国に赴くのみである。ただ己れが連れてゆけるものは、生前の善悪邪正の行 
いのみである。いざ死に直面したとき、初めて この 生命の貴いこと、得難きこ 
とを悟り惜しむであろうが、今それを思って生命あるうちに出家すべきであ 
る。正に出家は諸仏の正法である。 

出家の修行の法に四種がある。この修行の法を四依という。 

四依とは、一は生命のあらん限り樹下に坐禅すること、二は生命のあらん限 
り糞掃衣(棄 てるべき 古衣の小切の綴り合せた衣、清い衣)を着ること、三は生命の 
あらん限り信者の家に食を乞うて生活すること、四は生命のあらん限り病のと 
きは陳棄薬を服すること。 

これらのことを実行する者を出家あるいは僧と 名 づけ、 もし この四つを行わ 
ない者は出家僧とはいわない。故にこの四種のことを「出家行法」という。 
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いま西天東地、仏祖正伝するところ、 
これ出家行法なり。一生不離叢林なれ 
ば、すなわちこの四依の行法そなはれ 
り。これを行四依と称す。これに違し 
て五依を建立せん、しるべし、邪法な 
り。たれか信受せん、たれか忍聴せ 
ん。仏祖正伝するところ、これ正法な 
り。これにょりて、出家する人間、最 
上最尊の慶幸なり。このゆ袅に、西天 
竺国にはすなはち難陀•阿難•調達. 
阿那律•摩訶男•拔提、ともにこれ師 
子頰王のむまご、刹利種姓のもとも尊 
貴なるなり、はやく出家せり。後代の 
勝1®なるべし。いま刹利にあらざらん 
ともがら、そのみをしむべからず。王 
子にあらざらんともがら、なにのをし 
むところかあらん。閻浮提最第一の尊 
貴ょり、三界最第•の尊貴に帰するは、 
すなはち出家なり。， H 余の諸小国王 • 
諸離車衆、いたづらにをしむべからざ 
るををしみ、ほこるべからざるにほこ 
り、とどまるべからざる にと どまりて 
出家せざらん、たれかつたなしとせざ 


インド 中国に歴代の祖師が伝えて来たものは、 この 出家の法で ある。 一生の 
間、禅の道場を離れず修行するのは、 この 四種の行法を明らかに身に具えた 
人、体験者なのである。これを四依の人という。四依の行の完全な体験者とい 
うこと である。これに反して四依の行を守らず別に五依な どと いう法を立てる 
のは、これは邪法であると知るべきである。 このような 邪法を信ずる者があろ 
うか。誰か耳を傾ける者があろうか。仏祖が正伝せられたのは この 正法のみで 
ある。これによって出家する人は最も尊く最も幸福な人である。 

この故に、インドの迦毘羅城に師子頰という王が あった。 その子に浄飯王、 
白飯王、斛飯王および甘露飯王の四人の子が あった。 そして浄飯王には釈尊 
と難陀、白飯王には阿難と阿那律、斛飯王には摩訶男と提婆達多(調達)、甘露 
飯王に提婆、跋提梨迦とが あった。 各々に二人の子が あった。 これら六人は何 
れも師子頰王の孫たちである(家系には異説が多い)。 

これらの人々の身分は何れも刹帝|0(王族、貴族)である。けれども釈尊の成 
.道後三年、故郷のヵピラヴァスッ城に帰られたとき、これらの人々も出家した 
のである。このことは後世に対する勝れた模範的の蹤跡である。 

然るに今、王族でもない人々がその身分を惜しんで出家せぬとは何事であろ 
う。インド第一の貴い存在から、世界第一の貴い存在に帰することは、ただ出 
家という手段があるのみである。然るに釈迦族から見ればその他の諸の小国の 
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らん、たれか至愚なりとせざらん。 王や離車族などの種族が、徒に惜しむべきではない。身分を惜しみ、誇るべき 

ほどのものでないものを誇り出家しないでいるが、そんな社会に留まるべきで 
はないのにとどまって、出家しないのを愚かで拙い行いとせぬものはないで 
あろう。 

羅喉羅尊者は釈尊出家以前、釈尊の菩薩の時代のお子である。また浄飯王の 
孫に当るお方である。浄飯王の考えでは釈尊の出家後、ヵピラヴァスッの王位 
を羅喉羅に嗣がせようとの思召しであったのを、釈尊成道後の三年目にヵピラ 
ヴァスッ城を訪れられたとき、羅喉羅を尼瞿陀林に連れて行って、舎利弗に命 
じて強いて剌髪させられた。これによって明らかなように、出家の法はこの世 
において最も尊い法であることが知られよう。 

羅喉羅尊者は密行第一の弟子、即ち戒律を少しも犯さず、常に仏道を行じ 
経典を読誦することにおいて第一の弟子として十大弟子のなかに数えられ、仏 
の命により今に到るも入滅しないで衆生の教化救済のために現存しておられ 
る。 

インドに正法眼蔵を伝えた仏と祖師のなかには王子出身の方々が頗る多い。 
いま中国の初祖達磨大師は、インドの香至国王の第三子である。王位を重視せ 
ず、出家受戒して正法を中国に伝えられたのである。 

以上の種々な実例で、出家の最も尊い ことが 明らかになったであろう。 これ 


西天伝仏正法眼蔵の祖師のなかに、 
王子の出家せるしげし。いま震旦の初 
祖、これ香至王第三皇子なり。王位を 
おもくせず、正法を伝持せり。出家の 
最尊なること、あきらかにしりぬべ 


羅喉羅尊者は菩薩の子なり、浄飯王 
のむまごなり。帝位をゆづらんとす。 
しかあれども、世尊あながちに出家せ 
しめまします。しるべし、出家の法最 
尊なりと。密行第一の弟子として、い 
まにいたりていまだ涅槃にいりましま 
さず。衆生の福田として世間に現住し 
まします。 
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し。これらにならぶるにおょばざる身 
をもちながら、出家しつべきにおきて 
いそがざらん、いかならん明日をかま 
つべき。出息入息をまたず、いそぎ出 
家せん、それかしこかるべし。またし 
るべし、出家受戒の師、その恩徳すな 
はち父母にひとしかるべし。 

禅苑清規第一云、三世諸仏、皆日，一 
出家成道—〇西天二十八祖、唐土六祖、 
伝， I 仏心印(尽是沙門。蓋以厳，，浄昆 
尼ハ方能洪 n 範三界— 〇然則参禅問道、 
戒律為，先。既非，，離過防非(何以成 
仏作% 


たとひ湊風の叢林なりとも、なほこ 
れ簷蔔の林なるべし、凡木凡草のおょ 
ぶところにあらず。また合水の乳のご 
とし。乳をもちゐんとき、この和水の 
乳をもちゐるべし、余物をもちゐるべ 
からず0 


らの貴い身分の方々に、比較できるような身分でない身分でありながら、出家 
するをなぜ躊躇するので あろう か。明日を待つべきではない。 出る 息、入る 
息を待たずして、急いで出家すべきである。それが人間として最も賢い生き方 
である。また出家受戒の師の恩、その徳は実に父母の恩徳に等しきものである 
と知るべきである。 

「禅苑清規」第一にいう。 

三世の諸仏は皆出家して成道せられたという。ィンドの二十八祖、中国初祖 
達磨大師、中国の六祖大鑑慧能禅師などは、仏の命脈たる仏心印(仏心体験の実 
証)を伝えた方々であるが、皆悉く出家である。在家の者は一人もない。け 
だし出家は仏心印をもって戒律を厳重に守り、世間の大導師となるべきもので 
ある。出家が禅に参じ仏道を学ぶには、戒律を先とせねばならぬ。何となれば 
戒律を先としすでに悪を離れ、非法を防ぐのでなかったならば、何によって仏 
となり祖となることができようか。すべて戒律を厳に守る処に祖師が現われて 
来るものである。 

「禅苑清規」には戒律を厳に守ることを出家の第一として記してあるが、た 
とえ今日の世は仏法が廃れているにしても-出家道場が乱れているに せよ、 道 
場は金翅鳥がとまるという仏法の香り高い雑り気のない1»1(チャンバ ヵ) 林で 
あるから、平凡な木や雑草の及ぶところではない。またこれを譬えていえば、 
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しかあればすなはち、三世諸仏、 
日出家成道の正伝、 もともこれ 最尊な 
り。さらに出家せざる三世諸仏おはし 
まさず。 これ 仏仏祖祖正伝の正法眼蔵 
涅槃妙心無上菩提なり。 


水で割った牛乳を売るといぅ「和水の牛乳を売る」ょぅに外見ばかりの牛乳を 
用いるとしても、若し薄くなったとしても、この牛乳に水を加えたものを用い 
るべきで余物を用いるべきではない。仏法以外を求めるべきでない。 

だから諸仏.仏祖はみな出家して成道するといわれるのである。このことは 
歴代の仏祖方が摘々相伝えて来られた正法が最も尊い正法であって、出家しな 
い諸仏は一人もない。出家が仏々祖々による正伝の正法眼蔵涅槃妙心であり、 
この上もない最勝の悟りの道である。 


正法眼蔵出家功徳第一 
建長七年乙卯夏安居日。 

延慶三年八月六日、書，，写之—〇 


正法眼蔵第一 出家功徳 
建長七年乙卯夏安居の日。 

延慶三年八月六日、之を写書す。 
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正法眼蔵第二 受 戒 


禅苑清 ii ., 云、三世諸仏、皆日 n 出家成 
道■:西天二十八祖、唐土六祖、伝--仏 
心?^尽是 沙門。 蓋以厳--浄毗尼一方 
叱 I 供，，範三界〗然則参禅問道、戒律 
。既非， I 離過防非ハ何以成仏作 
1の受戒之法、応，備二一一衣鉢具井新 
1衣％抓*;-:新衣“浣洗令。浄。 
入壇受1»/\不，得，借，，他衣鉢-〇一心 
専#"慎勿，，異縁〗 I 像=仏形興具。仏 
戒律一鼎，? A 受用〔此'非=小事--〇豈可= 
軽免若借^:衣鉢ハ雖：登壇受戒“井 
不，，得.^ — 〇若不，，曾受、.生為，，無戒之 
人 d ハ空, l M ].「 軋消.'.^施 t 初心 
入^法律未レ諳、師匠'不 - k 、 陥， A . K - 
ル今1苦□、敢望銘，心。，既ぷ .： 
声聞务14受き薩爽此人法之漸也。 


宋の•#1 破齡跑(宋、崇寧：年、長蘆 51 ! 禅師が百丈歡渺に従って多少修正した禅門の清 
規)の受戒の章に、過去、現在、未来の諸仏はみな出家して成道(真理を体験) 
せられたと称せられている。ィンドにおける仏祖伝燈の二十八祖、中国禅門の 
六戈 CD 歴代の仏祖は、仏心(真理)の体験そのものを相継ぎ正伝せられ出家し 
た人々である。そぅして、それらの人々は、戒律を厳重に守って、世の中の師 
貧となり、大導師となるのである。 

であるから禅に参じて仏道を究めるには、先ず戒律をわがものとすることが 
第一条件である。何となれば、戒律を、先として既に身心の罪過を防ぎ、非行を 
.禁じなければ、他のどんな方法を以てしても仏道の成就、仏道の諸仏諸祖とな 
ることはできるはずはない。凡て戒律を厳しく守るところに仏祖が現成するの 
である。 

•势獻の法は三衣(三種の袈裟〕、即ち大衣、七条 衣、 五条衣と食器の鉢盂(応量 
器)•坐目【(坐下に•ベて敷き、 礼拝す る敷物。僧の 持物の六物の一)、これらの 袈裝な 



どはみな新しいものを用意すべきである。もしも新しい袈裟がなかったなら、 
古い衣をよく洗って清浄にして用いるべきである。戒壇に登り戒を受けるとき 
には、他人の袈裟や鉢盂を借用してはならない。 

戒を受けるときには、心を一つにして他の雑念に囚われることなく、ただ無 
我•清浄の身心を保ち、仏の相を自らの相とし、仏の戒律の心そのままを身心 
に受け取り、身心が戒そのものになりきることである。戒を自らに体験するこ 
とである。必ず戒を受けることの重大事であることを自覚して、かりそめにも 
軽く考えてはならない。 

受戒のとき、もしも心なく他人の衣鉢を借用して戒壇に登って受戒しても、 
それは真実の受戒とはならない。したがってこの人は一生涯、無戒の人となる 
のである。この人は、みだりに仏門の人と自称し、信者の財施を貪る人となる 
のみであろう。初めて発心した入道者は未だ戒律を憶えていない。しかも師匠 
がこれを厳しく憶えるように教えることがなかったならば、このような邪道に 
陥るであろう。故に今、苦言を呈するのである。あえて希望するのは、記憶の 
みならず身心で憶えこんでしまうことを肝に刻みつけて忘れないで欲しい。 

すでに出家受戒して声聞戒(初果)を受けた以上は、次いで菩薩戒を受けな 
ければならぬ。それは仏道を実現するために進むべき基本の段階であるからで 
ある。 
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西天東地、仏祖相伝しきたれるとこ 
ろ、かならず入法の最初に受戒あり。 
戒をぅけざれば、いまだ諸仏の弟子に 
あらず、祖師の児孫にあらざるなり。 
離過防非を参禅問道とせるがゆ袅な 
り。戒律為先の言、すでにまさしく正 
法眼蔵なり。成仏作祖、かならず正法 
眼蔵を伝持するによりて、正法眼蔵を 
正伝する祖師、かならず仏戒を受持す 
るなり。仏戒を受持せざる仏祖、ある 
ベからざるなり。あるいは如来にした 
がひたてまつりてこれを受持し、ある 
いは仏弟子にしたがひてこれを受持 
す。みなこれ命脈稟受せ ると ころな 


いま仏仏祖祖正伝するところの仏 
戒、ただ嵩嶽篛祖まさしく伝来し、震 
旦五伝して曹谿高祖にいたれり。青 
原•南嶽等の正伝、いまにつたはれり 
といへども、杜撰の長老等、かつてし 
ら ざる も あり。 もっとも あはれむべ 
し。 


ィンドから 中国に、仏祖の正しく相伝えられた仏法には、必ず仏道にはいる 
最初に先ず受戒がある。戒を受けなければ未だ諸仏の弟子ということはできな 
い。祖師の法孫と いうこと もで きない。 その理由は、受戒によって罪過を離れ 
邪悪からのがれて戒を保つことが、参禅し仏道を参学することであるからであ 
る。そのために戒律を受けることを先決とするという言葉は、それが正法眼蔵 
すなわち仏道そのものであるからである。 

仏道(真理)を体験して祖師となるには、必ず正法眼蔵(仏道)を正伝し、相 
継することが必須条件であり、正法眼蔵を正伝する祖師は必ず仏戒を受け護持 
せられるのである。 

仏戒を受持されない仏祖方は未だ一人もない。あるいは釈尊について受戒せ 
られた 方もあり、あるいは歴代の諸仏諸祖に従って受戒された方々もある。 こ 
れらの方々は何れも仏祖による仏道の命脈を相続せられたのである。 

いま 仏々祖々 の正伝せられた仏戒は、、ただ嵩山の少林寺に住した初祖達磨大 
.師が、まさにィンドから中国に正伝し五人の祖師によって正伝せられて、さら 
に曹溪山の高祖(六祖大師)に正伝され、六祖は青原、南岳の両禅師に正伝せ 
られ、さらに以後、今日に伝っているのであるが、現在の仏法にくらい長老連 
中には、仏戒の何たるかさえもわかっていない者がいることは、実に悲しいこ 
とである。 
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いはゆる応受菩薩戒、此入法之漸 
也、これすなはち参学のしるべき とこ 
ろなり。その応受菩薩戒の儀、 ひさし 
く仏祖の堂奥に参学するものかならず 
正伝す、疏怠のともがら のぅるところ 
にあらず。その儀は、かならず祖師を 
焼香礼拝し、応受菩薩戒を求請す るな 
り。すでに聴許せられて、沐浴清浄に 
して、新浄の衣服を著し、あるいは衣 
服を浣洗して、華を散じ、香をたき、 
礼拝恭敬して、その身に著す。あまね 
く形像を礼拝し、三宝を礼拝し、尊宿 
を礼拝し、諸障を除去し、身心清浄な 
る ことをぅべし。 その儀、 ひさしく 仏 
祖の堂奥に正伝せり。そののち、道場 
にして和尚•阿闍梨、まさに受者をを 
しへ て礼拝し、長跪せしめて合掌し、 
この 語を なさし む。 


受戒の次には菩薩戒を受けねばならぬ。菩薩戒は仏道に入ったものの当然に 
踏むべき段階である。 

このことは仏道参学の者の必ずなすべきことである。この菩薩戒を受持する 
といぅことは、仏祖の仏道参徹の者が長い年月に必ず正伝した事実であった。 
但し仏法修行を怠る者は体験することはない。 

菩薩戒を受けるときには必ず祖師を焼香、礼拝して受けるのである。すで 
に菩薩戒を受けることを許されたならば、沐浴して身体を清めて、新しい清浄 
な袈裟を着けることを肝要とする。もし新しい袈裟のないときには、古い袈裟 
を洗い浄めて華を散し、香をたき、そしてその袈裟を礼拝、恭 sfel してから身に 
つけるのである。 

次には仏像に焼香、礼拝して仏法僧の三宝に焼香、礼拝する。さらに 今日、 
現前の菩薩戒を授けて下さる戒師に焼香、礼拝する。菩薩戒を受ける者は、こ 
こにおいて迷い煩いによる罪過を除き去ることになるので、身心ともに清浄と 
なるのである。その菩薩戒、受戒の儀式は久しいあいだ諸仏の 生命と して正伝 
せられた最も大切な儀式である。 

この後この儀式の道場で立ちあっている和尚たちは、菩薩戒の受者に教えて 
礼拝、長跪(ひざまづく)、合掌して、菩薩戒を受けることを 乞ぅ 言葉を言わせ 
るのである。 
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帰依仏、帰依法、帰依僧。帰依仏陀 
両足尊、帰依達磨離欲尊、帰依僧伽衆 
中尊。帰依仏竟、帰依法竟、帰依僧竟。 

如来至真無上正等覚、是我大師、我 
今帰依。従，今已後、更不，帰，，依邪魔外 
^0-慈愁故、慈愁故。|1 畳_故三遍。 

善男子、既捨，邪帰，正、戒已周円。 
応レ受 J 一一聚清浄成— 〇 

第一、摂律儀戒。汝従，，今身，至 n 仏 
身ハ此戒能持否。答云、能持。三問 
三答 

第二、摂善法戒。汝従二今身一至-一仏 
身ハ此戒能持否。答云、能持。三問 
三答 

第三、饒益衆生戒。汝従 二 今身一至-一 
仏身；此戒能持否。答云、能持。三 
問三答 

上来三聚清浄戒、一一不，得，犯。 

汝従，，今身，至 M 仏身〔能持否。答云、 
能持。三国一答 

是事如 U 是持。受者礼：..拝、長跪合 

% 


その言葉は、 

仏に帰依し奉る。法に帰依し奉る。僧に帰依し奉る。仏陀両足尊(仏陀は仏、 
両足尊は仏の別名、仏は定慧具足、悲智具足の功徳を具える仏)に帰依し奉る。達磨離 
欲尊(達磨は法、法は真理の意、仏所説の教え、すなわち煩悩から離脱された尊いものゆえ 
離欲尊)に帰依し奉る。僧伽衆中尊(僧伽は略して僧のこと、僧は衆生の中の第一に尊 
い人)に帰依し奉る。仏の境界に帰依し奉る。法の境界に帰依し奉る。僧の境 
界に帰依し奉る。(一一：回唱える) 

仏の真実の悟りは、是れ私の大師である。私はいま心から崇拝し信仰いたし 
ます。已後さらに邪悪魔党、外道などに帰依しないことをお誓いいたします。 
私をお慈悲をもって哀れみ、私の誓いをおうけ下さい。(三回唱える) 

仏道の帰依者は既に邪を捨てて正しい受戒により三帰戒(仏、法、僧に帰依す 
ることを誓う戒)を完了することができたから、今度はさらに三つの清浄戒 
(三聚清浄戒)を受けねばならぬ。 

. 三聚清浄戒とは、 

第一に摂律儀戒である(一切の律儀をおさめ悪を断滅せんとする戒律)。 

「汝は今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第二は摂善法戒である(一切の善を増長しようとする戒律)。 
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「汝は今この身ょり悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第三は饒益衆生戒(摂衆生戒ともいぅ。一切衆生を済度し利益を与えん とする 戒律) 
である。 

「汝は今この身ょり悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

「この三つの清浄戒は一つも犯すことはできない。汝は今この身から悟りを 
得るまで能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

「是の事、是の如く持て」(受者は礼三拝してひいて合掌する)。 

以上の三聚清浄戒を護持することを得たなら、次は十 fis 禁嫩を受戒すべき 
である。 

善男子、汝既受，，三聚清浄戒：応 
受=十戒？是乃諸仏菩薩清浄大戒也。 

第一、不殺生。汝従，，今身，至，，仏身 
此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第二、不偸盗。汝従=今身，至，，仏身 
此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第三、不貪姪。汝従，4身 IC デ仏 A 


その文は、 

「善男子ょ。汝は既に三聚清浄戒を受けた。次には、まさに十重禁戒を受け 
ねばならぬ。この十戒はすなわち諸仏菩薩の清浄な大戒である」 と。 
第一には不殺生戒である。 

「汝、今この身ょり悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 
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リ ルマデ 

汝従こ今身一至こ 


此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第四、不妄語。汝従，，今身，至 n 仏身ハ 
此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第五、不酤酒。汝従 n 今身 >至=仏身ハ 
此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第六、不説在家出家菩薩罪過。汝従 U 
今身，至，仏身〔此戒能持否。答云、 
能持。三問三答 
第七、不自讃毀他 • 

仏身一此戒能持否。答云、能持。 
三問三答 

第八、不慳法財。汝従二今身一至 u 仏 
身ハ此戒能持否。答云、能持。三問 
三答 

第九、不瞋恚。汝従=今身-至-仏身ハ 
此戒能持否。答云、能持。三問三答 
第十、不癡謗三宝。汝従，，今身一至， 一 
仏身；此戒能持否。答云、能持。三 
問三答 


上来十戒、 

ルマデ ニ 

身 I 至，一仏身ハ 
ご商三答 


一： 小レ得，犯。汝従，，今 

クツヤヤ テク クツ 

能持炎。答云、能持。 




是事如，是持。受者礼三拝。 


第一一は不倫盗戒である。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第三は不貪娃戒である(不邪姪戒ともいう。邪淫を犯さない戒律)。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第四は不妄語戒である(迷妄による言葉を吐かないという戒律)。 

r 汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第五は不酤酒戒である(酒を売らないという戒律、人を誤らせない)。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第六は不説在家出家菩薩罪過戒である(不 > IK 過戒ともいう。 

.言わないと誓う戒律)。 

r 汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第七は不自讃毁他戒である(自讃、自慢し、他人の心をそこなわないという戒である)。 
r 汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 


あやまち 

切の衆生の罪及び過を 
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答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第八は不慳法財戒である(法財を施すのを惜しまない戒である。法財とは法施〔仏法を 
施す〕と財施〔財物を施す〕をいう)。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第九は不瞋恚戒である(日常の生活の一々に瞋恚(怒)しないと誓い行う戒)。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

第十は不癡謗三宝戒である(不謗三宝戒ともいう。仏法僧の三宝を謗らない戒)。 

「汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

以上の十戒は、一つひとつ犯してはならない。 

r 汝、今この身より悟りを得るまで、この戒を能く持つや否や」 

答えて日く「能く持つ」と。(三問三答) 

上来三帰•三聚浄戒•十重禁戒、是 
諸仏之所 n 受持〗汝従」今身-至ゝ仏 
身一此十六支戒、能持否。答云、能持。 

三問三答 


「是の事是の如く十戒を持て」(受者、礼三拝する)。 

「この三帰依、三聚清浄戒、十重禁戒は、これ諸仏の受持し給ぅところの戒 
律である。汝は、今この身ょり仏の位に入るまで必ず、この十六の戒を、以上 
のょぅに持つや否や」 
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答えて日く「能く持つ」と。(三問三答〕 

「是の事、是の如く保て」(受者、礼三拝する)。 

次に処世界梵(処世界ではじまる梵唄)、声明(謡、即ち梵語の諷詠のこと)を 
なし終ってから次のょぅに唱える。 

帰依仏、帰依法、帰依僧。 

(ついで受者は道場を出る) 

この受戒の儀式は必ず仏祖方が正伝せられた儀式である。 

丹霞天然禅師及び薬山高沙弥禅師は、比丘戒を受けた僧と同じょぅにこれら 
の戒を受持されて来られた。 

比丘戒を受けなかった祖師もあるけれども、この仏祖正伝の菩薩戒を受けな 
い祖師は未だ一人もない。 

かならずこの菩薩戒を受持されたのである。 

正法眼蔵受戒第二 正法眼蔵第二 受戒 


この受戒の儀、かならず仏祖正伝せ 
り。丹霞天然•薬山高沙弥等、おなじ 
く受持しきたれり。比丘戒をうけざる 
祖師あれども、この仏祖正伝菩薩戒う 
けざる祖師、いまだあらず。かならず 
受持するなり。 


是事如，是持。受者礼三拝。 
t 作，，処世界梵，訖云、 

帰依仏、帰依法、帰依僧。 
t 受者出，，道場—〇 
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正法眼蔵第三 袈裟功徳 


諸仏が仏道を仏から仏へ、祖師から祖師へ、その後継者に正伝するとき、そ 
の証として釈尊以来、歴代相伝の袈裟を授けてきたのである。この事実は、ま 
ちがいなくィンドから中国に伝えられたのである。中国に袈裟を伝えられたの 
は嵩山の少林高祖菩提達磨大師ばかりである。 

高祖はィンドにおいては釈尊から二十八代目の祖師である。袈裟の正伝はィ 
ンドにおいて釈尊から二十八代に到る達磨大師まで、祖師から祖師へと正しく 
相承正伝してきたのである。この第二十八代の祖達磨大師が自ら中国に来て 
仏道を伝え、中国の最初の仏祖、即ち中国仏道の初祖となったのである。爾 
来、慧可大師が二祖となり、三祖僧璨、四祖道信、五祖弘忍の各禅師にと摘々 
正伝してさらに曹溪山の大鑑(慧能)禅師に伝えられたのである。大鑑禅師は 
中国の第六祖となられ、釈尊から数えると第三十三代目の祖師である。世に多 
くの人々は、この祖師の名をょばないで「六祖」と敬称し愛称している。中国 
の六祖である第三十三代目の祖師大鑑禅師が、この袈裟の正伝と仏道の相伝 


仏仏祖祖正伝の衣法、まさしく震旦 
国に正伝することは、嵩嶽の高祖のみ 
なり。高祖は、釈迦牟尼仏ょり第二十八 
代の祖なり。西天二十八伝、嫡嫡ぁひ 
つたはれり。二十八祖、したしく震旦 
にいりて初祖たり。震旦国人五伝して、 
曹谿にいたりて三十三代の祖なり。こ 
れを六祖と称す。第三十三代の祖大鑑 
禅師、この衣法を黄梅山にして夜半に 
正伝し、一生護持、いまなほ曹谿山宝 
林寺に安置せり。 
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諸代の帝王、あひつぎて内裏に奉請 
し、供養礼拝す。神物護持せるものな 
り。唐朝中宗•粛宗•代宗、しきりに 
帰内供養しき。奉請のとき、奉送のと 
き、 ことさら 勅使をつかはし、詔をた 
まふ。代宗皇帝、 あるとき 仏衣を曹谿 
山におくりたてまつる詔にいはく、 

今遣，，鎮国大将軍劉崇景頂戴而 
送 — 〇朕為，，之国宝 — 〇卿可 T 於，，本寺，安 
置、令 K 僧衆親承，0宗旨，，者。厳加，， 
守護(勿^ァ，遺墜―〇 


まことに無量恆河沙の三千大千世界 
を統領せんょりも、仏衣現在の小国 
に、王としてこれを見聞供養したてま 
つらんは、生死のなかの善生、 M 勝の 
生なるべし。仏化のおょぶところ、 •一- 


を黄梅山で夜中に正伝せられて以来、この仏道正伝の証となる袈裟を一生涯、 
最も大切に護りつづけられたのである。それが今日なお曹溪山の宝林寺に安置 
されている。 

この袈裟を中国の歴代の帝王が相次いで宮中にお迎えして、供養し礼拝して 
来た。国家唯一の重要宝物として神聖なもの、また仏教の精神として尊崇し 
奉ってきたのである。 

唐代の皇帝四代中宗、七代粛宗、八代代宗など歴代の！^は相ついで、各々 
の宮中に六祖護持のお袈裟を迎えて、一大供養の法会を行った。そしてお袈裟 
のお迎え、お送りのとき、わざわざ勅使を派してみ一叫を賜った。代宗皇帝が 
あるときの仏衣を曹溪山にお送りする勅語に、 

「今、この仏袈裟を鎮国大将軍劉崇景をして謹んで送らせ奉る。^(皇帝自 
分を指す〕はこれを国宝とする。以後、卿(重臣の称)はこの装裳をこの寺に安 
置して、修行者たちに親しくその本旨を伝えなさい。そしてきびしく守護して 
一切粗相のないようにしなければならない」，と。 

まことに無量のガンジス河の砂ほどの三千世界を統治するよりも、このよう 
な仏袈裟の伝えられてある小国(宋)にて、帝王としてこれを目のあたり拝見 
し、その話を承り、そして供養し奉ることは、生死の移り変りの中における生 
涯において最大の幸運であり、最勝の生き甲斐ある人生というべきであろう。 
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千界いづれのところか袈裟なからん。 
しかありといへども、嫡嫡面授の仏袈 
裟を正伝せるは、ただひとり嵩嶽の曩 
祖のみなり。旁出は仏袈裟をさづけら 
れず。二十七祖の旁出、跋陀婆羅菩薩 
の伝、まさに肇法師におよぶといへど 
も、仏袈裟の正伝なし。震旦の四祖大 
師、また牛頭山の法融禅師をわたすと 
いへども、仏袈裟を正伝せず。 


しかあればすなわち、正嫡の相承な 
しといへども、如来の正法、その功徳 
むなしからず、千古万古みな利益広大 
なり。正嫡相承せらんは、相承な きと 
ひとし かるべからず。 

しかあればすなはち、人天もし袈裟 
を受持せんは、仏祖相伝の正伝を伝受 
すべし。印度•震旦、正法•像法のと 
きは、在家なほ袈裟を受持す。いま遠 
方辺土の澆季には、剃除鬚髪して仏弟 


仏の教化の及ぶすべての世界は三千界といわれているが、その広い世界のど 
こにも袈裟のないところはないであろう。然し、仏祖から仏祖に直接に、滴々 
面面相対して、手から手に正しく袈裟をうけ伝えられて来たのは、ただ一人、 
中国の高祖達磨大師ばかりである。傍系の者たちには仏の袈裟は授けられてい 
ないのである。 

第二十七祖般若多羅尊者の傍系の跋陀婆羅尊者の法系は、僧肇&師に及ん 
でいるが、仏袈裟は伝えられていないのである。また中国の四祖大医道信禅師 
は、牛頭山の法融禅師に伝法されたが、仏の袈裟は伝えなかった。袈裟は五祖 
弘忍禅師に授けられている。 

しかし、このょうに、たとえ正統な仏法の相伝は袈裟とともに行われても、 
袈裟の伝授のない傍系の伝法でも、釈尊の正法の功徳(仏道修行の功蹟、果報) 
は決して空なものではなく、永遠にその利益は広大無辺である。 

しかしながら正統に仏道と袈裟を共に相伝せる祖師と、傍系の袈裟の相伝の 
ない人とは全く等しくない。 

したがって人間界や天上界の人が、もし袈裟を伝授しょうと思うなら、仏祖 
から正伝せられる正しい袈裟を伝授すべきである。ィンドや中国において釈尊 
滅後、正しい仏道が行われると予言せられている「正法」の時代の一千年間 
や、その後の一千年間の「像法」(形式主義の仏道)の時代には、在家もまた袈 
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裟を身につけているが、現代のようなこの遠方の片隅の国で、しかも澆季末法 
(釈尊滅後二千年から一万年間の仏道の頹廃時代)においては、鬚や髪を剃って仏弟 
子と称しているものさえ袈裟を身につけていない。彼らはそれを身につけるベ 
きであることを信ぜず、また知りもせず明らめてもいない。まことに悲しむベ 
きことである。ましてや彼らは袈裟の材料、色、大きさがどのようなものであ 
るかも知っていない。ましてや、それを身につける作法を知っていようか。 

袈裟は昔から解脱服と呼ばれている。これを搭けると、悪行による障害(業 
障)、心の迷妄による障害(煩悩障)、過去の報いによる障害(報障)などを解脱 
することができる。 

龍がもし、袈裟の一本の糸くずでも得ることができれば、龍が恐れる三熱 
(熱砂、熱風、暴風ゃ金翅鳥に殺される)の苦しみを免れる。牛がもし袈裟に一方 
の角でも触れるなら、前々からのその罪が自ら消滅する。仏祖方が道を成就さ 
れるときには必ず袈裟を搭けられる。このように袈裟の功徳は、最も尊く最も 
すぐれたものであることを知るべきである。— 

まことにわれら辺地にうまれて末法 まことにわれわれは仏の生国ィンドから遠く離れた世界の片隅に生れ、また 

にあふ、うらむべしといへども、仏仏*? ftf の仏法の廃れた時代にあうことはまことに残念なことである。しかしなが 

嫡嫡相承の衣法にあふたてまつる、い ぁ 

くそ.、よくのよろこびとかせん。：つれ ら仏祖方が仏から仏に嫡嫡正伝せられてこられた袈裟に値い奉ることは、どん 

の家門かわが正伝のごとく、釈尊の衣 なに大きな喜びであろうか。何れの教団宗派においても、われわれが正しく伝 


袈裟はふるくょり解脱服と称す。業 
障•煩悩障•報障等、みな解脱すべき 
なり。龍 もし 一縷をぅれば、三熱を ま 
ぬかる。牛 もし 一角にふるれば、その 
罪おのづから消滅す。諸仏成道のとき、 
かならず袈裟を著す。しるべし、最尊 
最上の功徳なりといふこと。 


子と称する、袈裟を受持せず。いまだ 
受持すべきと信ぜず、しらず、あきら 
めず。かなしむべし。いはんや体色量 
をしらんや。いはんや著用の法をしら 
んや〇 
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法ともに正伝せる。これにあふたてま 
つりて、たれか恭敬供養せざらん。た 
とひ一日に無量恆河沙の身命をすてて 
も、供養したてまつるべし。なほ生生 
世世の値遇頂戴、供養恭敬を発願すベ 
し。われら仏生国をへだつること、十 
万余里の山海はるかにして、通じがた 
しといへども、宿善のあひもょほすと 
ころ、山海に擁塞せられず、辺鄙の愚 
蒙きらはるることなし。この正法にあ 
ふたてまつり、あくまで日夜に修習 
す。この袈裟を受持したてまつり、 常 
恆に頂戴護持す。ただ一仏二仏のみも 
とにして功徳を修せるのみならんや、 
すでに恆河沙等の諸仏のみもとにし 
て、もろもろの功徳を修習せるなるべ 
し。たとひ自己なりといふとも、たふ 
とぶべし、随喜すべし。祖師伝法の深 
恩、ねんごろに報謝すべし。畜類なほ 
恩を報ず、人類いかでか恩をしらざら 
ん。もし恩をしらずば、畜類よりも愚 
なるべし。 

この仏衣仏法の功徳、その伝仏正法 


えてきたような、釈尊の袈裟の伝受とともに正伝する教えが世の中に存在する 
であろうか。この尊い仏道に値い奉って、誰がそれを敬い供養しないものがあ 
ろうか。たとえ一日の中に限りなく尊い身命を捨てても、それを供養し奉るベ 
きであり、なお幾巡り生れ変るごとに仏に値い奉り、袈裟に値い奉り、袈裟を 
頭に頂き供養し敬うという願いを発すべきである。 

われわれは釈尊の生国ィンドから、遥か十万余里の山海を隔てた処に居り、 
容易に道も通じていないが、過去の善行の報いによって、その山や海に隔てら 
れることもなく、辺鄙の国の未開な愚民を嫌われることもなく、今この正しい 
仏道に値い奉り、二六時中昼夜を分かたず一心不乱に修行している。この袈'裟 
を身に受け搭けさせて頂いて永遠に変ることなく、頭におし頂いて護持敬礼し 
ている。それは、ただ一人や二人の仏祖の下において修行を修めた功徳のみで 
あろうか。ガンジス河の砂の数ほどの無数の諸仏たちのみもとで、さまざまの 
修行を修めた功徳によるのであろう。それは、たとえ自分の努力であるとはい 
え尊ぶべきであり随喜すべきである。われわれは今ここに仏祖方が仏道を従来 
伝えられた仏祖の甚深の慈恩を、心から報謝し敬礼すべきである。畜類たち 
でさえなお恩を報ずるのに、人間がどうして恩を知らずにおられようか。もし 
恩を知らなければ畜類たちよりも劣り愚かである。 

この仏の袈裟、仏道の功徳は、仏の正しい教えを伝える仏祖でなければ、そ 



の祖師にあらざれば、余輩いまだあき 
らめず、しらず。諸仏のあとを欣求す 
ベくば、まさにこれを欣楽すべし。た 
とひ百千万代ののちも、この正伝を正 
伝とすべし。これ仏法なるべし、証験 
まさにあらたならん。水を乳にいるる 
に相似すべからず、皇太子の帝位に即 
位するがごとし。かの合水の乳なりと 
も、乳をもちゐんときは、この乳のほ 
かにさらに乳なからんには、これをも 
ちゐるべし。たとひ水を合せずとも、 
あぶらをもちゐるベからず、ぅるしを 
もちゐるべからず、さけをもちゐるべ 
からず。この正伝もまたかくのごとく 
ならん。たとひ凡師の庸流なりとも、 
正伝あらんは、用乳のょろしきときな 
るべし。いはんや仏仏祖祖の正伝は、 
皇太子の即位のごとくなるなり。俗な 
ほいはく、先王の法服にあらざれば服 
せずと。仏子いづくんぞ仏衣にあらざ 
らんを著せん。後漢孝明皇帝永平十年 
ょりのち、西天東地に往還する出家在 
家、くびすをつぎてたえずといへど 


の他のものたちは未だそれを明らめることなく、知ることもないのである。諸 
仏の行いの跡を歓び求めるならば、正法を心の底から願い求めねばならない。 
たとえ永劫の未来にも、この正しい仏道の伝承を正しい真理の伝承とすべきで 
ある。これが仏の教えである。そのあきらかな証験はまさに端的に現われ、顕 
著なるものとなるであろう。 

その証験(証拠)はあきらかで、牛乳の中に水を入れるようなことと思って 
はならない。それは純粋な乳は皇太子が帝位を継ぐことに似ている。しかし、 
それが水をまぜた牛乳であっても乳を飲もうとするときにはこの他に牛乳 *' 
ないならば、それを飲むであろう。たとえ水をまぜていない牛乳であっても、 
油をまぜたり漆をまぜたり、酒をまぜたりすることは乳以外のものになってし 
まって飲むことはできない。水で薄められた乳は淡いというだけで牛乳の本質 
は残っているのである。仏道の正しい伝えもまた、そのようなものであろう。 

.たとえ凡庸の師であろうとも、正しい伝えを受けた師であるなら、その師につ 
いて学ぶことは、飲むに足りる水を加えた牛乳のように、これを飲むのに好い 
ときであろう。ましてや仏々祖々の正しい仏道の伝承は、皇太子の即位のよう 
に そっくり 受け継ぐようなものである。俗世間のものでさえ言うではないか。 
後継者は「先王の法で決められた服でなければ着ない」と。まして仏道を学ぶ 
ものたちがどうして仏袈裟でないものを搭けるはずがあろうか。 
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も、西天にして仏仏祖祖正伝の祖師に 
あふといはず、_如来ょり面授相承の系 
譜なし。ただ経論師にしたがぅて、梵 
本の経教を伝来せるなり。仏法正嫡の 
祖師にあふといはず、仏袈裟相伝の祖 
師ありとかたらず。あきらかにしり 
ぬ、仏法の閫务にいらざりけりといふ 
ことを。かくのごときのひと、仏祖正 
伝の旨あきらめざるなり。 


釈迦牟尼如来、正法眼蔵無上菩提を 
摩訶迦葉に附授しましますに、迦葉仏 
正伝の袈裟、ともに伝授しまします。 
嫡嫡相承して曹谿山大鑑禅師にいた 
る、三十三代なり。その体色量親伝せ 
り。それょりのち、青原•南嶽の法 
配、したしく伝法しきたり、祖宗の法 
を搭し、祖宗の法を製す。浣洗の法、 
および受持の法、その嫡嫡面授の堂奥 
に参学せざれば、しらざるところな 


後漢の孝明皇帝の代の永平十年に仏教が中国に伝ってから中国からィンド 
へ行き来する出家や在家の者たちが次々と絶えなかったが、彼らは皆ィンドに 
おいて仏々祖々正伝の仏道を伝えている祖師に会ったとは言っていない。また 
釈尊から、仏から仏に直接に伝えられた正統な仏道の系譜を持たない。彼らは 
ただ経典学者たちに学んで梵語の経典に書かれた教えを伝えたばかりであ 
る。そのため彼らは、仏道正伝の祖師に会ったともいわず、仏の袈裟を伝える 
祖師があるとも語らない。それは明らかに彼らが仏道の奥儀•極所までは入ら 
なかったといぅことである。したがってその者たちが、仏祖方から正しく伝え 
られた仏道の真意を明らめていないのは当然のことである。 

釈尊が正法眼蔵無上菩提(仏法)を摩訶迦葉尊者に伝えられたとき、迦葉仏 
(釈尊の師)ょり正伝の袈裟をともに伝えられた。その袈裟が歴代の諸仏から 
諸仏に滴々に伝えられて、曹溪山大鑑禅師(中国禅宗の六祖)に至った。その 
間、三十三代である。その材料■その色、その大きさに至るまで親しく伝えら 
れたのである。 

その後、六祖門下青原と南岳の法孫は、親しくその教えを伝え、釈尊の教え 
そのままの法で袈裟を搭け、釈尊の教えのままの方法で袈裟を縫って作ったの 
である。それをすすぎ洗ぅ方法、及びそれを身に着ける方法は、仏正伝の奥儀 
を学ばなければ知ることができないことである。 
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装裟言有 J 1 一衣—〇五条衣•七条衣、九 
条衣等大衣 也。 上行之流、唯受，，此三 
衣—〇不レ畜，，余衣(唯 用 匕二衣 T 供身事 
足。若経営作務、大小行来、著 n 五条 
衣一為 n 諸善事一入衆著，，七条衣一 
教，一化人天一令一一其敬信(須レ著，一 
九条等大衣—〇又在 n 屛処(著，，五条 
衣—〇入衆之時、著二七条衣—〇若入，一王 
宮聚落(須 t 者，，大衣-0又復調和媼燸之 
時、著，，五条衣— 〇寒冷之時、加，，著七条 
衣--〇寒苦厳切、加以著，，大衣--〇故往一 
時、正冬入レ夜、天寒裂レ竹。如来於，， 
彼初夜分時(著，，五条衣— 〇夜久転寒、 
加，七条衣—〇於 n 夜後分(天寒転盛、 

加、以，，大衣—〇仏便作，念、未来世中、 
不レ忍 u 寒苦(諸善男子、以 二 此三衣一 

シテペシ スルコトヲ 

足得，*身— 〇 


袈裟には、いわゆる ni 一衣」(衣は袈裟、三種の袈裟)がある。それは五条衣、 
七条衣、九条衣などの大衣のことである。大乗の教えを修行するものたちは、 
ただ、.この三衣を身に搭ける。その他の衣を貯えない。ただ三衣だけを用い、 
身に着けてそれで十分とする。もし仕事をしたり作務(勤労)をしたり、大小 
の便を行ぅときには、五条衣を搭ける。もろもろの儀式に加わり、他の修行者 
たちと共にいるときには七条衣を搭ける。人間界、天上界の人々を教化すると 
きには九条衣、あるいはそれ以上の大衣を搭けるべきである。 

また室内に一人でいるときには五条衣を用いる。他の修行僧たちといるとき 
には七条衣を用いる。また、もし王宮や村落に入って法を説くときには大衣を 
搭けるのである。 

また気候が整い、暖いときには五条衣を着る。寒冷のときには七条衣をそれ 
に重ねて着ける。寒苦が厳しいときには更にその上に大衣を着けるので ある。 

昔、真冬の夜に寒気が厳しくて竹が割れるほどであった。釈尊は、その夜の 
夕方から夜中までは五条衣を用いられた。夜が深まって、ひどく寒くなったと 
き、七条衣を加えられた。夜が更にふけて寒さがいよいよ厳しくなったときに 
更にその上に大衣を重ねられた。そこで釈尊が考えられた。 

「未来に寒苦に耐えられないときには、仏道を行ずるものたちは、この三衣 
を身に着ければよいであろぅ」と。 
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搭袈裟法 

偏袒右肩、 これ 常途の法なり。通両 
肩搭の法あり、如来おょび耆年老宿の 
儀なり。両肩を通ず とい ふとも、胸臆 
をあらはすときあり、胸臆をおほふと 
きあり。通両肩搭は、六十条衣以上の 
大袈裟のときなり。搭袈裟のとき、両 
端ともに左臂肩にかさねかくるなり。 
前頭は左端のぅへにかけて、臂外たれ 
たり。大袈裟のとき、前頭を左肩ょり 
通して、背後にいだしたれたり。この 
ほか種種の著袈裟の法あり、久参咨問 
すべし。 

梁•陳•隋•唐•宋あひったはれて 
数百歳のあひだ、大小両乗の学者、お 
ほく講経の業をなげすてて、究竟にあ 
らずと しりて、 すすみて仏祖正伝の法 
を習学せんとするとき、かならず従来 
の弊衣を脱落して、仏祖正伝の袈裟を 
受持するなり。 まさしく これ捨邪帰正 
なり0 


袈裟の搭け方 

左の肩にかけて、右肩を露すことが通常の方法で ある (偏袒右肩)。両方の肩 
にかける方法 もある (通肩)。釈尊や高齢の貴い僧の搭け方で ある。 両肩にかけ 
ると いっても胸の上部を現わしてかける ときもあり、胸をおおうときもある。 
両肩にかけるのは六十条以上の大きな袈裟のときで ある。 その袈裟をかけると 
き、両端とも左の臂と肩の上にかける。袈裟の右端を左の肩をおおっている左 
端の上にかけて肩の外に垂れるので ある。 大きな袈裟のときには右端を左の肩 
から通して背中の後ろに出して垂れる。このほか様々の袈裟の搭け方が ある。 
それを学ぶためには長らく修行し参究すべきで ある。 

後漢の桓帝から約三百五十年、梁の武帝に到るその間は祖師禅の勃興に対す 
る準備時代で、経論の翻訳に終始したが、梁の武帝のとき達磨が禅を伝えてか 
ら約百九十年間は達磨禅時代を現出した、純禅時代の出現であった。この時代 
の間は伝衣の法も伝持されて、梁、陳、隋、唐、宋と伝り数百年の間、大小乗 
の学者たちのなかにも、永嘉、法達、孚上座などという人々は経典の講義を捨 
てて、「経典の講義は仏道の究極ではない」 ことに 気がつき、進んで仏祖正伝 
の仏道を修学しょうと するとき は、必ずそれまでの古い仏正伝でない俗服をぬ 
ぎ 捨てて、仏祖から正しく伝えられた袈裟を身に搭け護持するのである。 これ 
こそまさに邪を捨てて正に帚する ことで ある。 
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如来の正法は、西天すなはち法本な 
り。古今の人師、おほく凡夫の情量局 
量の小見をたつ。仏界•衆生界、それ 
有辺無辺にあらざるがゆ袅に、大小乗 
の教行人理、いまの凡夫の局量にいる 
ベからず。しかあるに、いたづらに西 
天を本とせず、震旦国に して、 あらた 
に局量の小見を今案して仏法とせる道 
1、しかあるべからず。 


しかあればすなはち、いま発心のと 
もがら、袈裟を受持すべくば、正伝の 
袈裟を受持すべし、今案の新作袈裟を 
受持すべからず。正伝の袈裟といふ 
は、少林•曹谿正伝しきたれる、如来 
の嫡嫡相承なり、一代も虧闕なし。そ 
れ法子法孫の著しきたれる、これ正伝 
袈裟なり、唐土の新作は.止伝にあら 
ず。いま古今に、西天よりきたれる僧 
徒の所著の袈裟、みな仏祖正伝の袈裟 
の ごとく 著せり。一人としても、 いま 


釈尊の正しい仏道はインドを源としていることはいうまでもない。古今の師 
といわれた人は、多く凡人の世間的な判断で限界のあるつまらぬ見解によって 
仏道を説いた。 

ところが元来、仏の世界•凡人の世界、迷い•悟り、有る•無しの相対的関 
係にあるのでないから、大乗•小乗の教え、その修行と修行者とその真理を究 
めることなどは、今の凡人の限られた判断力ではとうてい解るものではない。 
ところが愚者は、自分勝手にインドの正法を基本としないで、やたらに中国に 
おいて浅い考えから思いつきのとるに足りない見解による新しい考えを仏法と 
していることは、全く間違っている。そのような道理があってはならない。 

したがって、いま求道の心を発す人たちが袈裟を身に搭けるならば、正しく 
伝えられた袈裟を身に搭けるべきである。思いつきの新しく考え出された袈裟 
を身につけてはならない。ここでいう正しく伝えられた袈裟とは、少林寺の達 
磨大師から曹溪山の六祖大師へと嫡々正し.<伝えられてきて、釈尊から正統的 
に受け継いできた相続者が代々伝えてきた正伝の袈裟のことである、その間、 
この袈裟を搭けない祖師は歴代の祖師一人もないのである。その教えの流れを 
汲む法子、法孫たちが身につけてきたのが正伝の袈裟である。中国において新 
しく作られたものは正しく伝えられたものではない。昔から現在までインドか 
ら来た僧たちの袈裟の搭け方は、すべて仏祖が正しく伝えて来られた袈裟の搭 


58 





震旦新作の律学のともがらの所製の袈 
裳のごとくなるなし。くらきともが 
ら、律学の袈裟を信ず、あきらかなる 
ものは抛却するなり。 

おほょそ仏仏祖祖相伝の袈裟の功 
徳、あきらかにして信受しやすし。正 
伝まさしく相承せり、本様まのあたり 
つたはれり。いまに現在せり、受持あ 
ひ嗣法していまにいたる。受持せる祖 
師、ともにこれ証契伝法の師資なり。 
しかあればすなはち、仏祖正伝の作袈 
裟の法にょりて作法すべし。ひとりこ 
れ正伝なるがゆ袅に、凡聖•人天•龍 
神、みなひさしく証知しきたれるとこ 
ろなり。この法の流布にぅまれあひ 
て、ひとたび袈裟を身体におほひ、刹 
那須臾も受持せん、すなはちこれ決定 
成無上菩提の護身符子ならん。一句一 
偈を身心にそめん、長劫光明の種子と 
して、つひに無上菩提にいたる。一法 
一善を身心にそめん、亦復如是なるベ 
し。心念も刹那生滅し、無所住なり、 


け方と同じで ある。 一人として今の中国で戒律僧たちの新作の袈裟のようなも 
のは搭けていない。仏道をあきらめず、袈裟の道理のわからない者たちは、戒 
律の学者たちの作った袈裟のようなものを信じて搭けており、仏道を明らめて 
いるものは、不正な袈裳を捨て去るので ある。 

およそ、諸仏が仏から仏へ、祖から祖へ伝えてこられた袈裟の功徳は明らか 
であって、それを信じて受け入れることはやさしいことである。仏教の正伝と 
ともに袈裟の正伝は正しい本来の方法、形式が仏道の相伝として相承せられて 
きたのである。このことは現前の事実のうえに、今ここに現われているのであ 
る。 それを受持し、教えを相続して今に至っているのである。 

それであるから、袈裟を受持せられている祖師方は、何れも悟りの体験を得 
て、仏道を授受せられて来た仏道正伝の師と弟子方である。以上のようである 
から袈裟の作り方は、仏祖正伝の方式によって作らねばならぬ。ただその方式 
だけが正しい伝来のものだからである。このことは凡人も聖人も、人間も天界 
の人も、龍神も皆、永きに渉って明らめ理解してきたことである。 

仏祖直伝の袈裟の作り方の流布するときに生れきて、たとえ一度でも袈裟を 
身におおい、一瞬間であろうともそれを身につけることは、即ちこれが最勝無 
上の悟りを体験するための堅い信心定心を護り続けるお守札となるであろう。 
仏の教えの一句、搭袈裟の一偈(袈裟を搭けるときに唱える詩句)を信じ没入する 
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身体も刹那生滅し、無所住なりといへ 
ども、所修の功徳、かならず熟脱のと 
きあり。袈裟 また 作にあらず無作にあ 
らず、有所在にあらず無所住にあら 
ず、唯仏与仏の究竟するところなりと 
いへども、受持する行者、その所得の 
功徳かならず成就するなり、かならず 
究竟するなり。もし宿善なきものは、 
一生二生、乃至無量生を経歴すとい 
ふとも、袈裟をみるべからず、袈裟を 
著すべからず、袈裟を信受すべから 
ず、袈裟をあきらめしるべからず。い 
ま 震旦国 •日本 国をみるに、袈裟をひ 
とたび 身体に著することうるものあ 
り、えざるものあり。貴賤によらず、 
愚智によらず。はかりしりぬ、宿善に 
よれりといふこと。 


しかあればすなはち、袈裟を受持せ 
んは、宿善よろこぶべし、積功累徳う 
たがふべからず。いまだえざらんはね 
がふべ し、 今生いそぎ、そのはじめて 


つの善行(仏行)を身心に体得することも、ま 
念一念も一瞬一瞬に生滅して住まるところがないとは 


ならば、それが永遠の悟りの光明を得るための種因となって、遂に最勝無上の 
悟りを体験する一つの教え、 

たその通りであろう。 

いえ、こうして修めた功徳は必ず熟して解脱するときがある。袈裟の功徳もま 
た前の修行の功徳と同じく、袈裟自らの意識や無意識のもの、目的々あるいは 
無目的のもの、われがなすものでもなく、また強いてさせられるものでもなく、 
内在的な何らの「はたらき」でもない。ただ袈裟をかけて坐禅する諸仏の究極 
の境地にほかならないのであるが、それを身につける修行者たちが得る功徳は 
必ず湧き出で、必ず究め尽くされるのである。もし過去世において善行をなし 
ていないものは、一生、二生、あるいは無限の生れかわりを得たとしても、袈 
裟を見ることなく、袈裟を搭けることなく、袈裟を信じて受持することなく、 
装裝を明らめることもないであろう。今の中国や日本国を見ても、装裳を一度 
でも身に搭けることのできるものもあり、できないものもある。それは身分の 
尊さや賤しさによらず、愚かさや賢さによらない。過去世における善行による 
ものであることをとくと心得るべきである。 

したがってそのため今、袈裟を身に搭けることのできるものは、その過去世 
の善行を喜ぶべきである。集め重ねられたその功徳を疑ってはならない。まだ 
袈裟を手にしていないものはそれを願うべきであり、今の世に急いで初めて、 
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下種せんことをいとなむべし。さはり 
ありて受持することえざらんものは、 
諸仏如来•仏法僧の三宝に、慚愧懺悔 
すべし。他国の衆生いくばくかねがふ 
らん、わがくにも震旦国のごとく、如 
来の衣法まさしく正伝親臨せましと。 
おのれがくにに正伝せざること、慚愧 
ふかかるらん、かなしむぅらみあるら 
ん。われらなにのさいはひありてか、 
如来世尊の衣法正伝せる法にあふたて 
まつれる。宿殖般若の大功徳力なり。 

いま末法悪時世は、おのれが正伝な 
きをはぢず、他の正伝あるをそねむ。 
おもはくは、魔党ならん。おのれがい 
まの所有所住は、前業にひかれて真実 
にあらず。ただ正伝の仏法に帰敬せ 
ん、すなはちおのれが学仏の実帰なる 
べし。 

おほよそしるべし、袈裟はこれ諸仏 
の恭敬帰依しましますところなり。仏 
身なり、仏心なり。解脱服と称し、福 
田衣と称し、無相衣と称し、無上衣と 


その種子を作ることに努力すべきである。もし妨げがあって、それを身に搭け 
ることができないものは、諸仏、仏、法(救)、僧の三宝に対して恥じて懺悔 
することである。ほかの国の人々は、自分たちの国にも、中国のように釈尊の 
袈裟の法とともに伝えられた仏法がまさに正しく伝えられることを、どれほど 
願っているであろうか。それが自分たちの国に正しく伝えられなかったことを 
深く恥じているであろう。悲しみ恨んでいることであろう。私たちは何の幸い 
によってか、釈尊の「袈裝の法」とともに、正しく伝えられた教えに逢い奉る 
ことができたのである。それは過去世において®智(仏智)を得るための種子 
をまいた、その大いなる功徳の力によるものである。 

今の末法の悪い時代には、自分たちに教えが正伝せられなかったことを恥じ 
ないで却ってほかの者たちに、それが正伝されたことをそねむ。恐らくは彼ら 
は悪魔の仲間であろう。自分たちの今の現実のあり方、行いは過去世における 
悪い行いの因と縁によっての行いで、決して真実の行いではない。そのような 
者たちにとっては、ただ正しく伝えられた仏の教えを敬い信仰し帰依すること 
が、仏道を学ぶための真になすべきことであろう。 

およそ、ここで知るべきことは、袈裟はすべての諸仏が恭しく敬い信仰し帰 
依されるところである。袈裟は諸仏の化身であり仏心であることを体験するこ 
とである。そのためにそれを「解脱服」と呼び、福田衣(無量の福徳と善と慈悲 
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称し、忍辱衣と称し、如来衣と称し、 
大慈大悲衣と称し、勝幡衣と称し、阿 
耨多羅三藐三菩提衣と称す。まことに 
かくのごとく受持頂戴すべし。かくの 
ごとくなるがゆ袅に、こころにしたが 
うてあらたむべきにあらず。 


を生ずる田の如き功徳のある衣)、無相衣(執着心を離れた衣)と呼び、無上衣(最上 
なる衣)と呼び、忍辱衣(耐え忍ぶ衣)と呼び、如来衣(仏の衣)と呼び、大慈大 
悲衣(大いなる慈悲の衣)と呼び、勝幡衣(降魔の旗印の衣)と呼び、阿耨多羅三 
藐三菩提衣(この上のない悟りの衣)と称するのである。 

装^は、如上のような仏道そのものの根本義を有するものであるから、身 
に搭け、頭におし頂いて敬い信仰すべきである。このようなものであるから、 
自分勝手に変えてはならないのである。 


その衣財、また絹•布よろしきにし 
たがぅてもち ゐる 。かならずしも布は 
清浄なり、絹は不浄なるにあらず。布 
をきらぅて絹を とる 所見なし、 わら ふ 
べし。諸仏の常法、かならず糞掃衣を 
上品とす。糞掃に十種あり、四種あ 
り。いはゆる、火焼•牛嚼•鼠嚙•死 
人衣等。五印度人、如，此等衣、棄，，之 
巷野-〇事同 二 糞掃；名，糞掃衣--〇行者取， 
之、浣洗縫治、用以供，身。そのなか 
に絹類あり、布類あり。絹•布の見を 
なげすてて、糞掃を参学すべきなり。 


その袈裟の材料は絹であっても布(木綿)であってもよろ L い。どちらでも 
都合のよいものを用いる。かならずしも布は清浄であり、絹は不浄であるとい 
うことはない。布を嫌って絹はよいという例はなく、笑うべきことである。諸 
仏の定められた教えによれば、かならず糞掃衣(はきすてたきものの 意) を最上 
とする。糞掃衣には十種があり、また四種冰ある。四種とは、いわゆる焼けこ 
げた衣、牛のかじった衣、鼠のかじった衣、死人の着ていた衣などである。ィ 
ンドの諸方の人々は、このような衣を町や野原に捨てる。それはちょうど、糞 
(きたない もの)を捨てたものと同じであるから糞掃衣と名づける。修行者たち 
は、これを拾ってきて洗い浄め縫い直して身に着ける。そのなかには絹の類が 
あり布の類もある。したがって絹とか布とかという考えを捨てて糞掃衣という 
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糞掃衣は、むかし阿耨達池にして浣洗 
せしに、龍王讃歎、雨華礼拝しき。 


小乗教師また化絲の説あり。ょると 
ころなかるべし、大乗人わらふべし、 
いづれか化絲にあらざらん。なんぢ化 
をきくみみを信ずとも、化をみる目を 
うたがふ。 


しるべし、糞掃をひろふなかに、絹 
に相似なる布あらん、布に相似なる絹 
あらん。土俗万差にして、造化はかり 
がたし、肉眼のよくしるところにあら 
ず。かくのごとくのものをえたらん、 
絹•布と論ずべからず、糞掃と称すべ 
し。たとひ人天の冀掃と生長せるあり 
とも、有情ならじ、糞掃なるべし。た 
とひ松菊の冀掃と生長せるありとも、 
非情ならじ、糞掃なるべし。糞掃の絹. 
布にあらず、金銀珠玉にあらざる道理 


ことの意味を身をもって体験すべきである。糞掃衣は昔、舎那沙弥という小僧 
が阿耨達池(無熱池と訳す)で、この衣を洗っていたとき、龍王がほめたたえて 
花の雨を降らせて礼拝したという。 

小乗の師僧たちの中には「釈尊の搭けられた袈裟は絹でなく、これは神通力 
によって蚕が糸に化けたものである」と説くものがいる。これは根拠のない邪 
説であり、大乗の人々は妄見であると笑うべきこととするであろう。知るべき 
である。絹はすべて蚕が繭を作り糸に変ったものである。服らはこの「変った」 
ことの真意を知らないのである。化糸の説を信じられても、自身の目で見ると 
きは現実の法である「化」の事実を自ら疑う。それは偏見であるからである。 

学人は知るべきである。捨てられた布、きたない「布切」のなかには絹、ま 
た絹に似ている布もあろう。布に似ている絹もあろう。また、地方のその土地 
それぞれの風俗習慣は さまざま である。そこに作り出されるもの も、 どれほど 
多いかわからない。それを一々凡人の肉眼によって見分けることはできること 
ではない。したがって、このようなものを拾ったときには、それが絹であるか 
あるいは布であるかを論じてはならない。ただそれを糞掃と称ぶだけでよいの 
である。したがって、たとえ人間界や天上界の人々で糞掃とともに生長したも 
のであっても、それは生命を持ったものではなく、糞掃にほかならないのであ 
る。たとえ松や菊の糞掃とともに生長したものであっても、生命を持ったもの 



を信受するとき、 糞 掃 現 成するなり。 ではない。ただ糞掃である。糞掃とはそのような差別を超えたものである。こ 

絹.布の見解いまだ脱落せざれば、* のように糞掃は絹でもなく布でもなく、金銀珠玉でもないという道理を信じて 
掃也未夢見在なり。 

受け容れたとき、糞掃の真理は現成するのである。絹とか布という見解を脱落 
しなければ、糞掃ということの真の意味は夢にも理解されることはない。 

ある僧が古仏に尋ねた。 

「五祖が黄梅山において夜中に六祖に伝えられた袈裟は、布でできたもので 
しょうか、それとも絹でできたものでしょうか、一体何んでしょうか」 

それに対して古仏が答えられた。 

「それは布でもなく絹でもない」と。 

このことによって知るべきである。袈裟は絹でもなく布でもない。この見解 
が仏道の深い教え、そのものなのである。 

商那和修尊者は釈尊から第三代目の仏祖である。この方は袈裟をまとうて生 
れて来られた。この袈裟は在家のときには俗服であり、出家すれば袈裟となっ 
たのである。 

また鮮白尼の前生譚に過去世において、仏道を求める願いを発し、仏に毛 
氈を布施して 以来、何度 生れ変っても、また中 有(死後次に生れる世界との中間 
世界のこと) にあっても必ず装裳を身に搭けていた。したがって今日、釈尊に 
値って出家するとき、生れながらの俗の衣は速やかに転じて袈裟となったので 


商那和修尊者は、第三の附法蔵なり。 
ぅまるるときより 衣と倶生せり。 この 
衣、すなはち在家のときは俗服なり、 
出家すれば袈裟となる。また鮮白比 
丘尼、発願施氈ののち、生生のと こ 
ろ、および中有、かならず衣と倶生せ 
り。今日釈迦牟尼仏にあふたてまつり 
て出家するとき、生得の俗衣、すみや 
かに転じて袈裟となる、和修尊者にお 


ある僧かつて古仏にとふ、黄梅夜半 
の 伝衣、これ布な りと やせん、絹な り 
とや せん、畢竟じて なにものなりと か 
せん。古仏いはく、これ布にあらず、 
これ絹にあらず。 

しるべし、袈裟は絹•布にあらざ 
る、これ仏道の玄訓なり。 
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なじ。あきらかにしりぬ、袈裟は絹 • 
布等にあらざること。いはんや仏法の 
功徳ょく身心諸法を転ずること、それ 
かくのごとし。われら出家受戒のと 
き、身心依正すみやかに転ずる道理あ 
きらかなれど、愚蒙にしてしらざるの 
みなり。諸仏の常法、ひとり和修•鮮 
白に加して、われらにかせざることな 
きなり。随分の利益、ぅたがふべから 
ざるなり。 

かくのごとくの道理、あきらかに功 
夫参学すべし。善来得戒の披体の袈 
裟、かならずしも布にあらず、絹にあ 
らず。仏化難思なり、衣裏の宝珠は算 
沙の所能にあらず。 


諸仏の袈裟の体色量の有量無量、有 
相無相、あきらめ参学すべし。西天東 
地、古往今来の祖師、みな参学正伝せ 
るところなり。祖祖正伝のあきらかに 
してぅたがふところなきを見聞しなが 
ら、いたづらにこの祖師に正伝せざら 


ある。この話は商那和修尊者と同じことである。これによって明らかに知るこ 
とは、袈裟は絹とか布といったものではないのである。またそればかりで なく 
仏法の教化の功徳は、身心やそれとともにあるすベての「ものごと」を転ずる 
ことは、このようである。われわれが出家して授戒するとき、身心とその環境 
のすベてのものごとに転じ変化させるという道理はこのように明らかである。 
けれども愚痴蒙昧であるために、その道理に気がつかないだけである。諸仏の 
変らぬ教えのおかげは、ただ商那和修尊者や鮮白尼だけに与えられて、われら 
に与えられないはずは なく、 それぞれの分に応じた功徳は疑うべきではない。 

この道理を努力して明らかに師について参学功夫し、その真意を究めるべき 
である。仏の下にきて、「よく来た」といわれただけで戒律を受け、おのずか 
ら身体にかかった袈裟は、必ずしも布でもなく絹でもないのである。仏の教化 
の有様は、凡夫の知恵では量り知ることができない。衣の中にかくされた宝珠 
は、人間の知らないうちに仏により授けられている絶対の真理のゆえに、砂を 
数えているような経典学者の能く知るところではない。 

諸仏の装裳の材料、色、大きさが大小の量をもつものであるか、大小の量を 
超えたものであるか、「相」をもつものであるか、「相」を越えたものである 
かを明らめ学び究めることである。このことはィンド、中国の古今の祖師たち 
が、みな学んで正しく伝えてこられたところである。 
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んは、その意楽ゆるしがたからん。愚 
癡のいたり、不信のゆ袅なるべし。実 
をすてて虚をもとめ、本をすてて末を 
ねがふものなり。これ如来を軽忽した 
てまつるならん。菩提心をおこさんと 
もがら、かならず祖師の正伝を伝受す 
べし。われらあひがたき仏法にあふた 
てまつるのみにあらず、仏袈裟正伝の 
法孫として、これを見聞し、学習し、 
受持することをえたり。すなはちこれ 
如来をみたてまつるなり。仏説法をき 
くなり、仏光明にてらさるるなり、仏 
受用を受用するなり。仏心を単伝する 
なり、仏髓をえたるなり。まのあたり 
釈迦牟尼仏の袈裟におほはれたてまつ 
るなり、釈迦牟尼仏まのあたりわれに 
袈裟をさづけましますなり。ほとけに 
したがふたてまつりて、この袈裟はぅ 
けたてまつれり。 

浣袈裟法 

袈裟をたたまず、浄桶にいれて、香 
湯を百沸して、袈裟をひたして、；時 


諸仏の正伝が明らかで疑う余地のないことを見聞しながら、いたずらにこの 
祖師から正しい伝授を受けょうとしないものは、その心境は許すことはできな 
い。愚かさの至り不信の至りの故であろう。それは真実を捨てて虚妄を求め、 
根本を捨てて枝葉を得ることを願うことである。釈尊をないがしろにするもの 
であろう。「無上の悟り」を求める心を発すものたちは必ず祖師の正しい伝授 
を受けるべきである。われらは容易に会うことのできない仏の教えに会い奉る 
ばかりではなく、仏の袈裟を正しく伝える仏祖の児孫として、これを見聞し、 
学習し、受持することができた。このことは外でもない釈尊を見奉ることであ 
る。釈尊の説法を聞くことであり、釈尊の智慧の光明に照らされることであ 
る。釈尊の悟りの体験を自己の体験とすることである。仏心を直接に伝えるこ 
とであり、仏の骨髓をわがものとすることである。 

それは、今、まのあたりに、釈尊の袈裟におおわれることである。釈尊は、 
まのあたりに、われに袈裟を授けた まう ことである。われらは仏に従い、この 
袈裟を受け奉ったのである。 

袈裳をすすぐ法 

袈裟をたたまず、清浄な盥に入れて、香水を入れたお湯を ょく 沸騰させて、 
袈裟を浸して二時間ほど置く。 
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ばかりおく。またの法、きよき灰水を 
百沸して、袈裟をひたして、湯のひや 
やかになるをまつ。いまはよのつねに 
灰湯をもちゐる。灰湯ここにはあくの 
ゆといふ。灰湯さめぬれば、きよくす 
みたる湯をもて、たびたびこれを浣洗 
するあひだ、両手にいれてもみあらは 
ず、ふまず。あかのぞこほり、油のぞこ 
ほるを期とす。そののち、沈香•栴檀香 
等を冷水に和してこれをあらふ。その 
のち、浄竿にかけてほす。よくほして 
のち、摺襞して、たかく安じて、焼香散 
華して、右遶数币して礼拝したてまつ 
る。あるいは三拝、あるいは六拝、ある 
いは九拝して、胡跪合掌して、袈裟を 
両手にささげて、くちに偈を誦しての 
ち、たちて如法に著したてまつる。 

世尊告，，大衆，言、我往昔在，，宝蔵仏 
所，時、為 n 大悲菩薩-〇爾時大悲菩薩 
摩訶薩、右，，宝蔵仏前(而発願言、世 
尊、我成仏已、若有 T 衆生入，，我 i 中， 
出家、著二袈裟一者±>或犯二重戒(或行，一 
邪見一若於，，三^軽毁不，信、集，，諸 


別の方法は、清らかな灰汁の水を長く沸騰させて、袈裟を慰して湯のさめる 
のを待つ。今では、一般には灰湯を用いる。灰湯はわが国では 「 R * 汁の湯」と 
いっている。灰湯がさめたら、清くすんだ湯で、たびたびこれをすすぎ洗う。 
このとき、両手でつかんで、もみ洗いしたり足で踏んで洗ったりしない。 こう 
して垢を取り去り、あぶらを取り去るようにするのである。それから、沈，香、 
栴檀香などを冷水にまぜてこれを洗う。そして清浄な竿にかけて乾す。 

よく乾してから折りたたんで高い処に安置して、香をたき華を捧げて、その 
まわりを数回、右に廻って礼拝し奉る。あるいは三拝、あるいは六拝、あるい 
は九拝して、さらにひざまずいて合掌して、袈裟を両手に捧げて、くちに「大 
いなる哉、解脱服」の偈(太いなるかな解脱服、無相福田の衣、如来の教えを身につけ 
奉り、広く諸の衆生を度さむ)を称えてから、立って定められた通りに、着用する 
のである。 

世尊が修行者たちに告げられた。 

私が往昔、宝蔵仏の所にあったとき私は大悲菩薩という名の菩薩であった。 

そのとき大悲菩薩が宝蔵仏のおん前で願をたてて言った。 

「尊き師(宝蔵仏)よ。私が仏となっても、衆生が私の教えに入って出家し 
て袈裟をつけた者があったとします。あるいは十重禁戒を犯し、あるいは誤っ 
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重罪— 〇比丘•比丘尼、優婆塞•優婆夷、 
若於 L 念中—'*生，，恭敬心(尊 n 重僧伽 
梨衣ハ生 n 恭敬心(尊=重世尊或於法 
僧— 〇世尊、如，是衆生、乃至一人、不 T 
於，，三1，得^ Km 記莂(而退転者、 
則為 k 欺 n 誑十方世界、無量無辺阿僧 
祇等、現在諸仏—〇必定不，成 n 阿耨多 
羅三藐三菩提4 


世尊♦、我成仏已来、諸天龍•鬼 
.神•人及非人、若能於，|此著袈裟者ハ恭 
敬供養、尊重讃歎。其人若得：，見 n 此袈 

ノ ヲ チン ナルコトヲ ノニ 

裟少分；即得，不，，退 於三乗中—〇 


若有，，衆生(為，一飢渴1所 J 遇、若貧 
窮鬼神、下賤諸人、乃至餓鬼衆生、若 
得，，袈裟少分、乃至四寸一即得，，飲食充 

スルコトヲ テ ノ ニ ニン スルコトヲ 

足-〇随=其所願：疾得=成就■: 


た考えを起し、また因果の理を否定する邪見の行いの者が、仏法僧の三宝を軽 
んじ^?けて信ぜず、もろもろの重い罪を重ねた僧、僧尼、在家の信者の男女 
たちが、もし一念の中にも、三宝に敬いの心を発して大衣の袈裟を尊重し、敬 
いの心を生じて仏世尊、あるいは法、あるいは僧を尊重するとき、世尊(私) 
は、このような衆生は、たとえ一人たりとも三乗(声聞.縁覚.菩薩)において 
将来成仏するという証明を受けることを得ないで、仏道から後もどりして離れ 
てしまうことになれば、それはとりもなおさず諸方の無限の現在の仏に、永遠 
に存在するすべての諸仏をあざむくことになります。このゆえに、そのときは 
私は決してこの上もなくすぐれた「悟り」を成就いたしません 

尊き師よ、私が仏となっても、後に諸天龍及びさまざまの鬼神や人間や人の 
相をした鬼神(八部衆"天•龍•夜叉.乾闥婆.阿伊羅.迦楼4•緊那羅•摩喉羅伽) 
が、もしこの袈裟を搭けたものを敬って供養し尊重して讚歎したとします。彼 
らが、もしこの袈裟のほんの切れ端でも見ることができれば、三乗を修して退 
転することのないものとなるでしよう。 

もし衆生が飢えや渴きにせまられて、あるいは貧窮している鬼神や、欲望に 
耐えられない人間たちないしは餓鬼道に堕してしまった衆生が、もしこの袈裟 
の一部分、またはほんの四寸ばかりでも手に入れたならば、たちまちに飲む物 
も食べる物も十分となるでしょう。それぞれの願いに従って速やかにその願い 
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若有，，衆生(共相違反、起，，怨賊想一 
展転闘諍、若諸天龍•鬼神•乾闥婆 • 
阿修羅•迦楼羅•緊那羅•摩喉羅伽 • 
狗辨荼•毘舎遮•人及非人、共闘諍 
時、念，，此袈裟一依.，袈裟力(尋生，，悲 
心•柔輭之心•無怨賊心•寂滅之心. 
調伏善心一還得，，清浄4 


有レ人若在，，兵甲•闘訟•断事之中ハ 
持，，此袈裟少分〔至，，此輩中(為，，自護， 
故、供養恭敬尊重、是諸人等、無，，能 
侵毁触嬈軽弄-- o ) b 常得 k 勝ぃ他、過こ此 

諸聲 


世尊、若我袈裳、不，能，成 n 就如， 
是五事聖功徳，者、則為，欺，，誑十方世 
界、無量無辺阿僧祇等、現在諸仏〗未 
来不 fer 成，，就阿耨多羅三藐三菩提， 
ぶ 中 仏事上也。況失，一善法；必定不レ 
能レ破 n 壊外道4 


が成就するでしょう。 

もし衆生が仲間割れして互いに怨みを生じ次々に戦い争い、あるいは諸天 
(天上界の衆生)•龍•鬼神•乾闥婆(天上界の音楽の神)•阿修羅(闘いの神)•迦楼 
羅(鳥の王)•緊那羅(帝釈天の舞踊神)•摩喉羅伽(大蛇神)•狗槃荼(人の精気を食 
う鬼)•毘舎(天上界の鬼)、人間および人間以外のものたちが互いに戦うとき、 
この袈裟を一心に念ずれば、袈裟の力によって、直ちに慈悲心、柔軟心、怨み 
のない心、涅槃の心、煩悩を断滅する心を生じて、清浄になることができるで 
ありまし よう。 

また人がもし軍隊、争い事、裁判沙汰のなかにあって、この袈裟の一部分を 
持って彼らのなかに行き、自分を護るためにそれを供養し敬い尊重するなら 
ば、これらの人たちは害を加えたり相手を苦しめ、悩ましたり、軽んじたりす 
ることはないでしょう。常に相手に勝つことができて、これらの難をのがれる 
ことができるでしょう。 

尊き師よ、もし私の袈裟が、このような五つの聖なる功徳を成就することが 
できないならば、それは十方の無量の諸仏に永遠に出現し給う諸仏をあざむく 
ことになります。そのときには未来においても、この上もなくすぐれた悟りを 
成就して仏としての衆生済度の一切の行をしないでしょう。そのときには仏の 
教えを失い、外道の悪法を絶対に破壊することもできないでしょう」と。 
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善男子、爾時宝蔵如来、申 n 金色右 
臂一摩こ大悲菩薩頂；讚言、善哉善哉、 
大丈夫、汝所 J 言者、是大珍宝、是大 
賢善。汝成 M 阿耨多羅三藐三菩提，己。 
是袈裟服、能成二就此五聖功徳(作 n 
大利给 


善男子、爾時大悲菩薩摩訶薩、聞 M 
仏讃歎，已、心生 n 歓喜一踊躍無 
量。因， n 仏申，，此金色之臂〔長作合縵。 
其手柔輭、猶如 n 天衣—〇摩 n 其頭，己、 
其身即変 k 状如，，童子二十歳人-〇 

善男子、彼会大衆、諸天•龍神•乾 
闥婆•人及非人、叉手恭敬、向 n 大悲菩 
薩一供，> 養種種華(乃至伎楽而供 m 養 
之— 〇復種種讃歎已、黙然而住。 

如来在世より今日にいたるまで、菩 
薩•声聞の経律のなかより、袈裟の功 
徳をえらびあぐるとき、かならずこの 
五聖功徳をむねとするなり。 


善男子よ、そのときに宝蔵仏は金色の右臂をさしのべて、大悲菩薩の頭をな 
でて、ほめたたえていわれた。 

善い哉、善い哉、優れた男子よ。お前のいうことは大いなる宝である。大い 
にすぐれ仏智そのものの現われである。お前は今、この上もなくすぐれた悟り 
を成就した。この袈裟は、よくこの五つの聖なる功徳を成就して衆生に大いな 
る利益を与えるであろう。 

善男子よ、そのときに大悲菩薩は、宝蔵仏の讃歎される言葉を聞き終るゃ歓 
喜のあまり、しばし感動がやまなかった。このとき宝蔵仏が金色の臂をさしの 
ベられた有様は、その指の間は長く薄絹を張ったようであった。その手の柔ら 
かなことは天人の衣のようであった。大悲菩薩の頭をなで終ると、その御姿は 
たちまち変じて十五歳から二十歳の人のようになられた。 

善男子よ、わかったか、そのときの会座に集ったものたちは諸天龍神•音楽 
神、人間及び卑神たちは、叉手し(胸の辺に、左手を握り右手でつつみ重ねる)敬礼 
して、大悲菩薩に向かって、さまざまの花を捧げ、あるいは歌舞、あるいは音 
楽を捧げて供養した。また、さまざまに讃歎した後は静寂に包まれた。 

釈尊がこの世においでになったその時から今日に至るまでの菩薩、声聞の道 
を説いた大乗、小乗の経典と律典の中から袈裟の功徳についての記事をえらび 
あげるときは、必ずこの五つの聖なる功徳が中心となっているのである。 
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まことにそれ、袈裟は三世諸仏の仏 
衣なり。その功徳無量なりといへども、 
釈迦牟尼仏の法のなかにして袈裟をえ 
たらんは、余仏の法のなかにして袈裟 
をえんにもすぐれたるべし。ゆ^いか 
んとなれば、釈迦牟尼仏むかし因地の 
とき、大悲菩薩摩訶薩として、宝蔵仏 
のみまへにして、五百の大願をたてま 
しますとき、ことさらこの装^の功徳 
におきて、かくのごとく誓願をおこし 
まします。その功徳、さらに無量不可 
思議なるべし。しかあればすなはち、 
世尊の皮肉骨髄いまに正伝するといふ 
は、袈裟衣なり。正法眼蔵を正伝する 
祖師、かならず袈裟を正伝せり。この 
衣を伝持し頂戴する衆生、かならず二 
三生のあひだに得道せり。たとひ戯笑 
のため利益のために身を著せる、かな 
らず得道因縁なり。 

龍樹祖師日、復次仏法中出家人、雖 ，一 
破戒堕罪〔罪畢得，：解脱〔如，，優鉢羅 
華比丘尼本生経中説〗仏在世時、此比 


まことに 袈裟は、過去、現在、未来の三世にわたる諸仏の袈裟で ある。 その 
功徳は量り知れない ものであるが、 釈尊の教えのなかに袈裟を 得ることは、 そ 
の 他の仏たち の 教えのなかにおいて袈裟を 得ることよりも、 すぐれた ことであ 
ろう。 

何故かといえば釈迦牟尼仏が往昔、仏となるための修行をしておられたと 
き、即ち大悲菩薩(釈尊の前身)として宝蔵仏の御前において五百の大願を立て 
られた際、特にこの袈裟の功徳についてこのような誓願を立てられたのであ 
る。その功徳は他の仏にもまして量り知れない不可思議さがあるであろう。 

そのようなわけで、釈尊の仏法を今ここに正しく伝えているというのは、袈 
裟の正伝のことである。「正法眼蔵」を正伝する祖師は、かならず袈裟を正伝 
する のである。この 袈裟を伝持し、一心に尊重し敬う衆生は、かならず二度三 
度の生れ変りのうちに仏道を成就するのである。たとえ蓮華色比丘尼のように 
戯れのため、または自己の利益のために身に搭けてさえも、かならず「悟り」 
を得るための因縁となるのである。 

龍樹祖師が言っている。 

また次に、仏法に帰依し出家している人は、戒律を破って罪に堕ちても解脱 
することができるのは、蓮華色比丘尼の前生について「優鉢羅華比丘尼本生 
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丘尼、得， H ハ神通•阿羅漢- - o 入，貴人舎一 
常讚=出家法':語=諸貴人婦女_言、姉妹 
可，，出家〗諸貴婦女言、我等少容色 

リニヨシ ナラン n 卜ぺシ カルアランニ スルコト 

盛美、持戒 為，難、或，，当破戒4 
比丘尼言、破戒便破、但出家。問 
言、破戒当，堕，，地獄一云何可レ破。 
答言、堕二地獄一便堕。諸貴婦女、笑レ 
之言、地獄受罪、云何可：，堕。比丘 
尼言、我自憶，，念本宿命一時作，，戯 
女ハ著，，種種衣服(而説，，旧語—〇或時 
著，，比丘尼衣；以為，，戯笑〗以，，是因縁， 
故、迦葉仏時、作 n 比丘尼--〇時§恃こ貴 
姓端正(生，，橋慢(而破，，禁戒〗破 n 禁 
戒，罪故、堕，，地獄，受 u 種種罪—〇受畢 
竟、値，， 釈迦牟尼仏，出家、得こ六 
神通•阿羅漢道-0以，是故知、出家受 
戒、雖 n 復破戒一以 u 戒因縁，故、得 n 阿 
羅漢道—〇若但作悪、無二戒因縁—%不 M 
得道，也。我乃昔時、世世堕，，地獄-〇 
従こ地獄，出為，，悪人— 〇悪人死還入，，地 
獄，、都無，，所得—〇今以証知、出家受 
戒、雖，，復破戒一以 n 是因縁ハ可，得 i 


経」に説かれているようである。その説話は、 

釈尊がこの世におられたときに、蓮華色比丘尼は後には六種の神通力を得た 
阿羅漢となった。そして貴族の家に行って常に出家の功徳をほめたたえた。そ 
して多くの貴族の婦人たちに向かって「みなさん、出家しなさい」といった。 

貴族の婦人たちは、「私たちは若くて美しく出家の戒律を守ることは、なか 
なかむずかしいでしょう。もし出家しても私らは、きっと戒律を破るでしょう 
から」 と、 一言のもとに否定した。 

そこで尼が言うのには、「戒律を破ってもいいでしょ.う。とにかく出家しな 
さい」と強いて言った。 

それに対して婦人たちは問うた。 

「戒律を破れば地獄に堕ちるでしょう。そんな恐ろしいことができましょう 
か」と。 

尼は答えた。 

「地獄に堕ちるならば堕ちたらいいでしょう」と。 

貴族の婦人たちは、互いに顔見合せながら、身ぶるいして言った。 

「地獄では重い罪を受ける でしょう。どうして 恐ろしい地獄に堕ちられ ま 
しょうか」と。 

そこで尼が言った。 
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「それでは私の過去のことについて話しましょう。私はあるとき遊女となっ 
て、さまざまの服を着て、いろいろな甘言とゆたかな肉体を自由に使って客を 
よろこばせていました。そのとき他の尼さんの袈裟を手に入れてそれを着て、 
ふざけた、みだらな踊りをしたことがあります。これが因縁となって、迦葉仏 
のときに尼となりました。ところが自分の生れが貴族であることと、容色の美 
しいこと、姿のゆたかさをたのみとして、おごりたかぶって放埒な淫蕩極まる 
振舞に明け暮れて、いろいろの戒律を破りました。そのために死んでから私は 
戒律を破った因果、その罪のために地獄に堕ちて、長い間さまざまの重い罰を 
受けました。罰を受け終ってから一切の罪を懺悔して、釈尊に逢い奉って出家 
し、戒を受け、修行を完うして六神通を得、遂に羅漢の「悟り」を得ました。 

この故に出家して戒律を受ければ、たとえ戒律を破っても、出家して戒律を 
受けたという因縁によって、羅漢の道を成就することができることを知りまし 
た。もし、ただ悪をなして戒律を受けたという因縁がなければ、道を得ること 
はできません。私は往昔、いくつもの生れ変りの世界において、その都度、地獄 
に堕ちました。地獄から出て悪人となり、その悪人が死んでまた地獄に堕ちる、 
それの連続が長い間つづきました。ですからこんな私の人生は享楽と罪の繰り 
返しでした。その他に何の得るところもありませんでした。しかし今、 この 私 
の話から、あなた方が御了解下さることは、出家して戒律を受ければ、たとえ 
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この蓮華色、阿羅漢得道の初因、さ 
らに他の功にあらず。ただこれ袈裟を 
戯笑のためにその身に著せし功徳にょ 
りて、いま得道せり。二生に迦葉仏の 
法にあふたてまつりて比丘尼となり、 
三生に釈迦牟尼仏にあふたてまつりて 
大阿羅漢となり、三明•六通を具足せ 
り。三明とは、天眼•宿命•漏尽な 
り。六通とは、神境通•他心通•天眼 
通•天耳通•宿命通•漏尽通なり。ま 
ことにそれ、ただ作悪人とありしとき 
は、むなしく死して地獄にいる。地獄 
ょりいで、また作悪人となる。戒の因 
縁あるときは、禁戒を破して地獄にお 
ちたりといへども、つひに得道の因縁 
なり。いま戯笑のため袈裟を著せる、 
なほこれ三生に得道す。いはんや無上 
菩提のために、清浄の信心をおこして 
袈裟を著せん、その功徳、成就せざら 
めやは。いかにいはんや一生のあひだ 
受持したてまつり、頂戴したてまつら 
ん功徳、まさに広大無量なるべし。 


戒律を破っても、この因縁によって遂には道を得ることも可能でしょう」。 

この蓮華色比丘尼(優鉢羅華比丘尼)が、阿羅漢の道を成就した最初の原因 
は、他の功徳ではない。ただ袈裟をたわむれのために身につけた、その功徳に 
よって今、仏道を成就したのである。そして前の世に迦葉仏の教えに逢い奉っ 
て尼となり、さらにこの世に釈尊に逢い奉ってのち大阿羅漢となり、三明'ハ 
神通を具えたのである。三明とは、天眼通(天人、人間、地獄、餓鬼、畜生、修羅 
等の六道の衆生における苦楽を見、真実を見通す力)•宿命通(自他の三世の宿命、所作 
事を知る力).漏尽通(煩悩を断減して生死の苦を離れさせる自由の力)、六つの神通と 
は、それに神境通(神は自己の心、通は自由、境は悟った人の心境、ものごとに囚われ 
ない自由自在の心)•天耳通(六道の衆生の苦楽の言語を自由に聞知する力)•他心通(他 
人の心を自由に知る心)を加えたものである。 

まことに、ただ悪をなすことだけの人であったときには、何の得るところも 
なく空しく死んでは地獄に堕ちてしまい、さらにまた地獄から出て、また悪を 
なす人と なる。 それがそうした罪の深い罪人が、出家して戒律を受けたという 
因縁を得たときには、たとえ戒律を破って地獄に堕ちても、遂に道を成就する 
ための因縁と なる ので ある。 今、この蓮華色比丘尼のように戯れの踊りに袈裟 
を搭けてさえ、なお三度の生れ変りのなかに道を成就したので ある。 まして や 
始めから「この上もない悟り」のために、清浄な信仰心を発して袈裟を搭ける 
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もし菩提心をおこさん人、いそぎ袈 
裟を受持頂戴すべし。この好世にあう 
て仏種をう袅ざらん、かなしむべし。 
南洲の人身をうけて、釈迦牟尼仏の法 
にあふたてまつり、仏法嫡嫡の祖師に 
うまれあひ、単伝直指の袈裟をうけた 
てまつりぬべきを、むなしくすごさ 
ん、かなしむべし。 

いま袈裟正伝は、ひとり祖師正伝こ 
れ正嫡なり、余師のかたをひとしくす 
べきにあらず。相承なき師にした がう 
て袈裟を受持する、なほ功徳甚深な 
り。いはんや嫡嫡面授しきたれる正師 
に受持せん、 まさしき 如来の法子法孫 
ならん、 まことに 如来の皮肉骨髄を正 
伝せ るなる べし。おほよそ袈裟は、三 
世十方の諸仏正伝しきたれること、い 
まだ断絶せず。十方三世の諸仏菩薩. 
声聞縁覚、おなじく護持しきたれると 
ころなり。 


ものが、どうしてその大いなる功徳にょる「悟り」を成就しないことがあろう 
か。ましてさらに一生の間、それを身に搭け、尊重し敬うその功徳は、まさに 
広大無辺であろう。 

もし「悟り」を求める心を発す人は、急いで袈裟を身に搭け敬うべきであ 
る。 この 恵まれた世に生れて、仏になる種をまかないことは悲しむべきことで 
あり、また愚なことである。 この 有り難い世の中に人と生れて、釈尊の教えに 
逢い奉り、仏の教えを継ぐ祖師と同じ時代に生れ、釈尊から直々に歴代、伝え 
られた袈裟を受け奉ることができるべき身を、空しく過すが如きは悲しむべき 
こと、愚なことである。 

いま袈裟を正しく伝えているのは、仏祖から直接正伝の正統な相続者だけで 
ある。それは、他の袈裟の正伝のない師たちと比べるべきことではない。正統 
の袈裟の伝授を受けていない師に従って袈裟を身に搭けてさえ、なおその功徳 
は甚だ深い。ましてや摘々相伝して来られた正師から、それを受け継ぐことは 
まさに釈尊の教えの直伝であり、まさに釈尊の仏心を正しく伝えることなので 
ある。 

おょそ袈裟は、過去、現在、未来の三世を通じて仏々祖々、相伝えて断絶す 
ることなく、三世の十方界の諸仏菩薩、小乗、大乗の求道者たちが共に譲り伝 
えてきたところである。 
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袈裟をつくるには、廳布を本とす。 
矗布なきがごときは、細布をもちゐる。 
矗細の布ともになきには、絹素をもち 
ゐる。絹•布ともになきがごときは、 
綾羅等をもちゐる。如来の聴許なり。 
絹布•綾羅等の類すべてなきくにには、 
如来また皮袈裟を聴許しまします。 

おほよそ袈裟、そめて青黄赤黒紫色 
ならしむべし。いづれも色のなかの壊 
色ならしむ。如来はつねに肉色の袈裟 
を御し まし ませり。これ装裝色なり。 
初祖相伝の仏袈裟は青黒色なり、西天 
の屈朐布なり。いま曹谿山にあり。西 
天二十八伝し、震旦五伝せり。いま曹 
谿古仏の遺弟、みな仏衣の故実を伝持 
せり。余僧のおよばざるところなり。 

おほよそ衣に三種あり。一者糞掃 
衣、二者毳衣、三者衲衣なり。糞掃は 
さきにしめすがごとし。義衣者、鳥獣 
細毛、これをなづけて毳とす。行者若 
無，，糞掃可デ得、取 k 此為，衣。衲衣者、 
朽故破弊、縫衲供，身。不^者，世間 
好を 


袈裟を作るには、粗末な布を用いることを原則とする。粗末な布がないとき 
には、繊維の細い上等の布を用いる。粗末な布も上等の布もないときには、絹 
の平織を用いる。絹も布も共にないときには、綾の薄絹を用いることが、釈尊 
によって許されている。絹も布も綾も薄絹 も、 すべてない国においては、釈尊 
は皮の袈裟を許されている。 

およそ袈裟は染めて青.黄•赤•黒•紫といった色にすべきである。そして 
何れの場合にも色(単色でなく複色)とする。釈尊は常に肉色の袈装をお召し 
になっていて、これが袈装の色である。初祖達磨大師が伝えた袈裝は青黒色で 
あり、 ィンドの木綿の芯をつむいで作った屈朐布で、いま曹溪山に伝えられ 
ているものである。これはィンドでは二十八代伝り、中国では五代伝ったもの 
である。いま曹溪山の六祖大師の教えを継ぐ弟子たちは、皆この仏衣の由緒あ 
る袈裟の法のしきたりをそのまま正しく伝持している。他門の僧たちの及ばな 
いところ である。 

およそ、衣には三種類ある。その第一は糞掃衣であり、第二は毳衣であり、 
第三は»?办である。糞掃衣については前に述べた。毳衣とは、鳥獣の細い毛で 
作った衣のことであり、これを毳衣と名づける。修行者が、もし糞掃衣を得る 
ことができないときには、この毳衣を衣とする。また衲衣とは、古くなつて破 
れた布を縫い綴って身に搭けるのである。世間の美しい衣は着ないのである。 
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具寿邬波離、請 n 世尊，日、大徳世 
尊、僧伽胝衣、条数有 k 幾。仏言、 

有レ九。何謂為 k 九。謂、 

九条、十一条、十三条、十五条、 
十七条、 

十九条、二十一条、二士一一条、 
二十五条。 

其僧伽胝衣、初之三品、其中壇隔、 
両長一短、如，是応 P 持。次三品、三長 
一短。後三品、四長一短。過，，是条， 
外、便成，，破衲―〇 


鄢波離、復白.，世尊> 日、大徳世尊、 
有：幾種僧伽' I 衣一仏言、有，，三種一 
謂上中下。上者豎三肘、横五肘。下者 
豎二肘半、横四肘半。二内名，中。 


鄢波離、白，一世尊，日、大徳世尊、喘 
咀羅僧伽衣、条数有，幾。仏言、但 
有，，七条(壇隔両長一短。 


鄢波離長老が世尊にお尋ねした。 

「大徳、世尊。大衣僧伽胝衣(九条衣から二十五条衣までの衣)の条数は、いく 
つありますか」 

仏が答えられた。 

「太衣には九種ある。その九種とは何かといえば、九条、十一条、十三条、 
十五条、十七条、十九条、二十一条、二十三条、二十五条である。 

その大衣の初めの三種は、一条のなかの布の区切りが、二枚は長い布で一枚 
は短い布である。このょぅに作って身につけなさい。次の三種は、三枚は長く 
一枚は短い。あとの三種は、四枚は長く一枚は短い。これょり多くの条を持つ 
ものは規則からはずれた衣となる」と。 

郞波離長老は、また世尊に申し上げた。 

「大徳、世尊。僧伽胝衣(大衣)の種類はいくつありますか」 

仏が答えられた。 

「三種ある。それを上•中•下といぅ。上とは縦が三肘(太指と頭指を伸ばし 
た、指の先の間隔)、横が五肘である。下とは縦が二肘半、横が四肘半である。 
この二つの間のものを中と名づける」 

郞波離長老が、また世尊に申し上げた。 

「大徳、世尊。上衣 Ei 皿咀羅僧伽衣〕には条数がいくつありますか」 
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郞波離、白，，世尊，日、大徳世尊、七 
条あ柘 =幾種—〇仏 言、 .*,=其 三 品“謂 
上中下。上者 三 五肘。下者各減=半肘— 〇 
一 rt : も+,。 


郞波離、白=世尊.日、大徳世尊、安 
咀势娑衣、条数有，幾。仏言、有=五 
条ハ壇隔一長一短。 


郞波離、復白，，世尊，言、安咀婆娑衣、 
，幾種';仏言、有=一、謂上中下。 
上者三五肘。中•下同，前。 


仏が答えられた。 

「ただ七条だけである。壇隔(一条のなかの区切り)は二枚の長い布と一枚の 
短い布である」 

郞波離長老がまた、世尊にお尋ねした。 

「大徳、世尊。七条衣には、また何種類ありますか」 

仏が答えられた。 

ni 一種類ある。それを上中下といぅ。上とは縦が三肘、撼が五肘である。下 
とは、それから各々半肘小さいものである。この二つの間のものを中と名づけ 
る」 

郞波離長老が、また仏にお尋ねした。 

「大徳、世尊。安咀婆娑衣(内衣)は何条ありますか」 

仏が答えられた。 

「五条 ある。 一条のなかの区切りは一枚の長い布と短い布である」 

郞波離長老がまた仏にお尋ねした。 

「内衣には幾種類ありますか」 

仏が答えられた。 

「三種類ある。それを上中下といぅ。上は縦が三肘、幅が五肘である。中と 
下は前のものと同じである」 
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仏言、安咀婆娑衣、復有，，二種' — 〇何 
為レニ。 r 者豎二肘、横五肘。二者豎 
二肘、横四肘。 

僧伽胝者、訳為，，重複衣4 

喘咀羅僧、伽者、訳為，，上衣4 

安咀婆娑者、訳為 n 内衣—〇又云 M 下 

又云、僧伽梨衣、謂大衣也。又云、 
入王宮衣、又云、説法衣。 

鬱多羅僧、謂七条衣也。云、中衣、 
又云、入衆衣。 

安陀会、謂五条衣也。云、小衣、又 
云、行道衣、作務衣。 

この三衣、かならず護持すべし。ま 
た僧伽胝衣に六十条の袈裟あり、かな 
らず受持すべし。 

おほょそ、八万歳ょり百歳にいたる 
まで、寿命の増減にしたがぅて、身量 
の長短あり。八万歳と一百歳と、こと 
なることありといふ、また平等なるベ 
しといふ。そのなかに、平等なるべし 
といふを正伝とせり。仏と人と、身量 


仏がさらに答えられた。 

「内衣にはさらに二種類ある。その二種類とは何かと言えば、一つは縦が二 
肘、幅が五肘であり、もう一つは縦が二肘、幅が四肘で ある」 と。 

僧伽胝衣(大衣)は、重複衣と訳す。 

喘咀羅僧伽衣(七条)は、上衣と訳す。 

安咀婆娑衣(五条)は、内衣または下衣と訳す。 

また僧伽梨衣は大衣といい、また入王宮衣、説法衣ともいう。 

鬱多羅僧衣は七条衣とも呼ばれる。また中衣とも入衆衣(僧衆と共にぃるとき 
の衣)ともいう。 

安陀会衣は五条衣といい、また小衣、行道衣(修行時の衣)、作務衣(勤労時の 
衣) ともいう。 

この三種の衣を必ず護持しなさい。また大衣には六十条の袈裟がある。必 
ず、それを受持すべきである。 

おょそ人間の平均寿命が八万歳であった頃から、平均寿命が百歳である頃ま 
で、寿命の増減に従って身のたけの長短があり、八万歳のときと百歳のときで 
は身長、身量も異なるという。また平等であるともいう。この二つの説のなか 
で、平等であるというのを正しい伝えとしている。仏と人とでは、身のたけが 
はるかに異なっている。それは人の身体を量ることができるが、仏の身体は決 
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はるかにことなり。人身ははかりつベ 
し、仏身はつひにはかるべからず。こ 
のゆ袅に、迦葉仏の袈裟、いま釈迦牟 
尼仏著しましますに、長にあらず、ひ 
ろきにあらず。今釈迦牟尼仏の袈裟、 
弥勒如来著しましますに、みじかきに 
あらず、せばきにあらず。仏身の長短 
にあらざる道理、あきらかに観見し、 
決断し、照了し、警察すべきなり。 

梵王のたかく色界にある、その仏頂 
をみたてまつらず。目連はるかに光明 
幡世界にいたる、その仏声をきはめ 
ず。遠近の見聞ひとし、 まことに 不可 
思議なるものなり。如来の一切の功 
徳、みなかくのごとし。この功徳を念 
じたてまつるべし。 

袈裟を裁縫するに、割截衣あり、揲 
葉衣あり、摂葉衣あり。縵衣あり。と 
もにこれ作法なり。その所得にしたが 
ぅて受持すべし。 

ノタマハク ノノ ハ シテキヤクシナルペシ 

仏言、三世仏袈裟、必定却刺。 


して量ることができない。このために過去の世の迦葉仏の袈裟を、現世の釈尊 
が搭けられても、長過ぎもせず広過ぎもしなかった。現存する釈尊の袈裟を、 
未来世に出現するであろう弥勒如来(未来五十六億七千万年後に兜氧无からこの世に 
降って釈尊に代って衆生済度す)が 搭 けられても、 短く も長くもなく、 広く も 狭く 
もないであろう。仏の身体は長短を超えている道理を明らかに見きわめ、決定 
し、会得し、審細に観察すべきである。 

梵天王(初禅天の主)は天上界にありながらも仏の頭を見ることはできない。 
目連尊者は神通力によって釈尊の説法の音声のとどく限界を測るため、無限の 
距離にある光明幡世界に行って試みたところ、釈尊の説法の声はまのあたり 
聴くことができた。この無限の距離の世界において、遠くの声も近くの声も同 
じに聞えた。まことに不思議なことである。仏のすべての功徳はみなこのよう 
である。この功徳を心に念じ奉るべきである。 

袈裟を裁縫するに当っては割截衣.揲葉衣.摂葉衣•縵衣がある。どれも正 
しい作り方である。この種の中で手にはいったものを身に搭けるべきである。 

釈尊がいわれている。 

「三世の諸仏の袈裟は必ずほころびないように却刺(返し針)にすべきもの 
である-と。 
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その衣財をえんこと、また清浄を善 
なりとす。いはゆる糞掃衣を最上清浄 
とす。三世の諸仏、ともにこれを清浄 
としまし ます。 そのほか、 信心檀那の 
所施の衣、また清浄なり。あるいは浄 
財をもていちに して かふ、また清浄な 
り。作衣の日限ありといへども、いま 
末法澆季なり、遠方辺邦なり。信心の 
もよ ほすところ、裁縫をえて受持せん 
にはしかじ。 

在家の人天なれども、袈裟を受持す 
ることは、大乗最極の秘訣なり。いま 
は梵王•釈王、ともに袈裟を受持せ 
り。欲色の勝躅なり、人間には勝計す 
ベからず。在家の菩薩、みなともに受 
持せり。震旦国には、梁の武帝、隋の 
爆帝、ともに袈裟を受持せり。代宗. 
粛宗ともに袈裟を著し、僧家に参学 
し、菩薩戒を受持せり。その余の居 
士 •婦女等の、受袈裟•受仏成のとも 
がら、古今の勝躅なり。 

日本国には、聖徳太子、袈裟を受持 
し、法華•勝鬉等の諸経講説のとき、 


袈裟の材料を得るに当っては清らかなものをよしとする。いわゆる糞掃衣が 
最も清浄なのである。三世の諸仏は、みなともにこれを清浄とされていられ 
る。信心をもって信者が施した衣もまた清浄である。あるいは浄財によって、 
市において買うのもまた清浄である。袈裟を縫うための日限が定められている 
が、今は末法の時代、仏道の衰えた時代であり、わが国はィンドから遠く離れ 
た国でもあるから、ただ信心の発るにまかせて裁縫して身に搭けることが望ま 
しい。 

在家の人も天上界の人も、袈裟を身につけることは、大乗の教えの最高の秘 
訣 として 大切なことがらとする。この世では仏道を守護する神で ある 梵天王、 
帝釈天王が共に袈裟を身に搭けている。これは欲望の世界、および物質の世界 
におけるすぐれた事実である。人間ではいちいち数えることができないほど、 
在家の求道者たちが、みなともに身に搭けている。 

中国では、梁の武帝や隋の煬帝がともに袈裟を身に搭けていた。唐の代宗. 
粛宗 も、ともに 袈裟を身に搭 けて、 僧侶の下で学び、菩薩戒を受けた。その他 
の在家の居士や婦女子のなかでも袈裟を受け、仏道の戒律を受けたものたちの 
あることは、古今を通じてのすぐれた行跡である。 

日本国では、聖徳太子は袈裟を身に搭けて、法華経•勝鬉経などの経の講 
義をされた。 そのとき、 天から宝の華が降る という 奇瑞を感じられたのであ 
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天雨宝華の奇瑞を感得す。それょりこ 
のかた、仏法わがくにに流通せり。天 
下の摂籙なりといへども、すなはち人 
天の導師なり。ほとけのつかひとし 
て、衆生の父母なり。いまわがくに、 
袈裟の体色量ともに訛謬せりといへど 
も、袈裟の名字を見聞する、ただこれ 
聖徳太子の御ちからなり。そのとき、 
邪をくだき正をたてずば、今日かなし 
むべし。のちに聖武皇帝、また袈裟を 
受持し、菩ぅけまします。 

しかあればすなはち、たとひ帝位な 
りとも、たとひ臣下なりとも、いそぎ 
袈裟を受持し、菩薩戒をぅくべし。人 
身の慶幸、これょりもすぐれたるある 
ベからず。 

有言、在1受持袈裟、一名こ単縫ハ 
二名 U 俗服--〇乃未 k 用，，却刺針而縫， 
也。又言、在家趣，，道場，時、具，，三法衣 • 
楊枝•澡水•食器•坐具(応 T 如，比丘， 
修巾行浄行 ±o 


る。仏法がわが国に広まったのは、それ以来である。聖徳太子は天下の摂政で 
ありながら、そのまま人間や天人たちの導師である。仏の使者として、衆生の 
父母である。 

今わが国において袈裟の材料、色、大きさが、みな間違ってはいるが、袈裟 
という名前を見聞することができるのは、ただ、ひとえに聖徳太子の御力にょ 
るので ある。 聖徳太子の時代に、悪をくだいて正を立てられなかったならば、 
今日は悲しむべきことになっていたであろう。その後、聖武天皇も、また袈裟 
を身に搭けて菩薩戒を受けられた。 

したがって、そのため、たとえ帝位にある人であっても、たとえ臣下の者で 
あっても、急いで袈裟を身に搭け、菩薩戒を受けるべきである。人間としての 
幸せは、これょりすぐれたものはないからである。 

ある人が言っている。 

「在家の人が身に搭ける袈裟は、あるいは単縫と呼び、あるいは俗服と呼 
ぶ。単縫とは〈返し針〉を用いて縫わないことをいう」と。 

また言っている。 

「在家の人が道場に行くときには、三種の袈裟と楊枝、澡水(口をすすぎ、食 
後の手や鉢を洗う水)、食器、坐具を用意して僧侶たちと同じく清らかな行を修め 
るべきだ I と。 
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古徳の相伝かくのごとし。ただしい 
ま仏祖単伝しきたれるところ、国王 • 
大臣•居士•土民にさづくる袈裟、み 
な却刺なり。盧行者すでに仏袈裟を正 
伝せり、勝躅なり。 

おほょそ袈裟は、仏弟子の標幟な 
り。もし袈裟を受持しをはりなば、毎 
日に頂戴したてまつるべし。頂上に安 
じて、合掌して この 偈を誦す、 

大哉解脱服、無相福田衣、披奉如来 
教、広度諸衆生。 

しかぅ してのち著すべし。袈裟にお 
きては、師想•塔想をなすべし。浣衣 
頂戴のときも、この偈を誦するなり。 

仏 i 5 4 ハク剃セ焉ァ U 装:%諸 tp 加 
護--〇一人出家者、天人所， I 供養--〇 

あきらかにしりぬ、剃頭著袈裝ょり 
このかた、一切諸仏に加護せられたて 
まつるなり。この諸仏の加護によりて、 
無上菩提の功徳円満すべし。この人を 
ば、天衆•人衆ともに供養するなり。 


古徳の相伝の法はこの通りである。但し今、仏祖方が伝えられて来た教えに 
よれば、国王、大臣、居士、在家の者、武士などに授ける袈裟は、みな返し針を 
用いている。六祖大師が出家する以前に盧行者(六祖の姓が盧氏の故、行者は給仕人〕 
といわれていたときに、仏の袈裟を正しく伝えたというすぐれた行跡も ある。 

およそ袈裟は仏弟子の旗標である。もし袈裟を受けたならば毎日尊重、敬仰 
し、それを搭けるときには頭上に乗せて合掌してこの偈を誦えるべきである。 

「偉大なるかな、煩悩を解脱せしめる袈裟の太いなる功徳よ。人々の幸せを 
恵む田畑のごとき衣、仏のみ教えを身に搭け奉り、あまねく一切の衆生を救う 
べきことを祈願する」と。 

誦え了ってから後に、それを身に搭け、袈裟を師と思い仏舎利の塔と思って 
浣洗する袈裟を拝して頭に頂くときも、この偈を誦えるのである。 

釈尊がいわれている。 

「頭を剃り袈裟を搭けるときは、諸仏に護られる。一家のうち一人が出家す 
ると、天人が慶び敬って供養する」と。 

これによって明らかに知り得ることは、頭を剃って袈裟を搭けてから後は、 
一切の諸仏に加護して頂くのである。この諸仏の加護の力によって、この上も 
ない悟りの功徳が現成し成就するであろう。このような人を天人も人間も共に 
慶び敬って供養するのである。 
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世尊告こ智光比丘一言、法衣得，，十 
勝^^ 

一者、1覆 二 其身；遠 二 離羞恥、具， 一 
足慚愧(修 M 行善法— 〇 

二者、遠 n 離寒熱及以蚊蟲•悪獣 • 
毒蟲〔安穏修道。 

三者、示，，現沙門出家相貌(見者歓 
喜、遠，：離邪心—〇 

四者、袈裟即是人天宝幢之相。尊重 
敬礼、得，生，，梵天—〇 

五者、著袈裟時、生 二 宝幢想—'*能滅 ，一 
衆罪(生，，諸福徳4 

六者、1製，，袈裟(染令，，壊色4 
離1'$救想ハ不 i 生 U 貪愛4 

七者/装裟是仏浄衣。永断，，煩悩ハ 
作，|良福田，1。 

八者、身著 n 袈裟(罪業消除、十善業 
道、念念増長。 

九者、袈裟猶如，：良田--〇能善増，，長 
菩薩道，故。 

十者、袈裟猶如， 一 甲胄— 〇煩悩毒箭、不， 
能レ害故。 


釈尊が僧の智光に告げて言われた。袈裟には十のすぐれた功徳利益がある。 

一つには、身体をおおって、恥の行いを遠ざけ離れさせ、よく懺悔の心を発 
し、仏道を修行させる。 

二つには、寒さ暑さ、蚊や毒虫、悪獣や毒蛇などを遠ざけて、安穏に修行す 
ることができる。 

三つには、出家者としての「相」を現わし、それを見るものは歓宜 E して邪 
心を遠ざける。 

四つには、袈裟は人間や天人を救う仏道の旗じるしである。この故にこれを 
尊び敬えば、梵天に生れることができる。 

五つには、袈裟を搭けるとき、それが仏道の旗じるしであることを思えば、 
衆生の罪を滅ぼしてもろもろの幸せを生ぜしめる。 

六つには、本来、袈裟を作るに当っては壊色に染めるため、五感の欲望を離 
れて、貪りや愛欲を離れさせる。 

七つには、袈裟は仏の清浄な衣である。長く煩悩を断って幸せの心とする。 

八つには、身に袈裟を搭けるときは、罪ある行いは消え、十のよい行いの道 
が一念一念に広がって行く。 

九つには、袈裟は恰度良い田の稲が人の生命を救うようである。よく菩薩の 
道を養い育てるからである。 
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智光当，知、以，，是因縁；三世諸仏、 
縁覚•声聞、清浄出家、身著，，袈裟ハ三 
聖同坐，，解脱宝牀—〇執，智慧劎ハ破，煩 
悩魔(共入二味諸涅槃界 — 0 
爾時世尊、而説，偈言、 

智光比丘應，，善聴ハ 
大福田衣十勝利。 

世間衣服増，，欲染ハ 
如4法服不ぃ如，是。 

法服能遮 n 世羞恥ハ 
慚愧円満生，，福田4 
遠=離寒暑及毒蟲ハ 
道心堅固得，，究竟 — 〇 
示 m 現出家，離，一貪欲一 
断 n 除五見，正修行。 

瞻，，礼袈裟宝幢相一 
恭敬生 n 於梵王福—〇 
仏子披衣生，，塔想一 
生，福滅，罪惑，，人天—〇 
粛容致敬真沙門、 


十には、袈裟は恰度甲胄のようなものである。煩悩の毒矢が身を傷つける 
ことができないからである。 


智光よ、このよぅな理由によって三世の諸仏および縁覚、声聞など、一切の 
清浄な出家たちが、身に袈裟を搭けるときは、彼らのすべてが同じ解脱の宝座 
に坐り、智慧の剣を執り、煩悩の悪鬼を退治するとともに、涅槃の世界に入る 
ことができるのである。 

それから釈尊は、さらに偈によって説かれた。 

智光比丘よ。善く聴きなさい。大いなる福徳の袈裟には、十のすぐれた利益 
がある。世間の衣服は欲望のけがれを増すが、仏の教えの衣はそぅではない。 
仏の教えの服は、世間の羞恥の行いをさえぎり、慚愧の心を生じさせ、幸せを 
与える絶大なる福田である。寒さ暑さ毒虫を遠ざける。仏道を求める至心は、 
益々堅固に解脱の境に至る。出家の相を現わして、貪りを離れる。五つの誤っ 
た見解、即ち身見(無我を知らず自我を実有と執着す)•辺見(自我に執着した上に、 
断常、滅か不滅の一方の見に執着する)•邪見(因果の理を無視する)•見取見 if る知見 
を勝見と執着する)•戒林本取見(邪道を執着して邪戒を信じて涅槃の因となる行いと執着 
す)を断って、正しく修行することを得る。袈裟の旗じるしを拝み、袈裟を尊 
ベば仏法の守護神である梵天王の守護、福徳を得る。 
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所為不 n 染諸塵俗— 0 
諸仏称讃為，，良田ハ 
利こ楽群生，此為，最。 
袈裟神力不思議、 

能令 k 修，，植菩提行— 〇 
道芽増長如，，春苗ハ 
菩提妙果類，，秋実—05 
堅固金剛真甲胄、 

煩悩毒箭不 U 能，害。 

我今略讃 M 十勝利一 

ニ ストモケンルコトル3卜 

歴劫広説無 k 有：，尽。 

若有 k 龍身被，，一縷； 

ンマヌガルルコトヲ ノヲ 

得レ脱= 金翅鳥王食--〇 
若人渡海持，，此衣一 
不，怖， I 龍魚諸鬼難？ 

雷電霹靂天之怒、 

披=袈裟：者無， I 恐畏―〇 
白衣若能親捧持、 

一切悪鬼無，，能近。 

若能発心求，，出家ハ 
厭，1離世間，修，，仏道： 

十方魔宮皆振動、 

是人速証， I 法王身'; 


仏の弟子は袈裟を搭けたなら袈裟と仏身と一つであることを念願しなさい。 
その念想は幸せを生み罪を滅ぼし、人間と天人に解脱の悦びを生ぜしめる。"11 
を正して、仏を敬うことが真の僧侶である。その行いはいろいろの迷いや罪の 
塵にけがされない。諸仏は袈裟の功徳をほめたたえて「良田」とし「地上の衆 
生に安楽を与えるための最上のもの」とする。袈裟の功徳は不思議な力を持 
つ。よく修行し、菩提の種を植えつける功徳がある。仏道の修行の芽ばえを増 
し助けることは、春の苗のようである。悟りのすぐれた成果は秋の稲の実りの 
ようである。またその悟りの力の堅固なことは、金剛の堅固な甲胄のようであ 
り、煩悩の毒矢も断じて傷つけることはできない。 

私は今、十のすぐれた利益をほめたたえた。このことは永遠に説いても尽き 
ることがない真理である。もし龍が、身に袈裟の「切れ端」を搭けるときには 
金翅鳥王に食われることを免れよう。もし人が海を渡るとき、この衣を搭け 
るならば、龍魚や鬼たちの難に会うことがない。雷が鳴り響きわたる天の怒り 
にも、袈裟を搭けたものは恐れることはない。在家の人が捧げ持ったならば一 
切の悪鬼は近づくことはない。もしよく発心して出家を求め、世間を KV い離れ 
て仏道を修すれば、諸方の魔王の宮殿はみな振動し、この人は速やかに法王の 
身(仏身)を実証するであろう。 
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この十勝利、ひろく仏道のもろもろ 
の功徳を具足せり。長行偈頌にあらゆ 
る功徳、あきらかに参学すべし。披閲 
して速にさしおくことなかれ、句句に 
むかひて久参すべし。この勝利は、た 
だ袈裟の功徳なり、行者の猛利恆修の 
ちからにあらず。 

仏言、袈裟神力不思議。 

いたづらに凡夫賢聖のはかりしると 
ころにあらず。おほよそ速証法王身の 
とき、かならず袈裟を著せり。袈裟を 
著せざるものの、法王身を証せるこ 
と、むかしよりいまだあらざるところ 
なり。 

それ最第一清浄の衣財は、これ糞掃 
衣なり。その功徳、あまねく大乗小乗 
の経律論のなかにあきらかなり、広学 
咨問すべし。その余の衣財、またかね 
あきらむべし。仏仏祖祖、かならずあ 
きらめ、正伝しましますところなり、 
余類におよぶべきにあらず。 


この十のすぐれた利益は、広く仏道の諸々の功徳が、そのなかに具足されて 
いる。そのことは経典の散文や偈によって示されているから、その袈裟のあら 
ゆる功徳を明らめ学びなさい。ただ経典を読んだだけで、すぐにそれを忘れて 
しまっては何にもならない。その一句一句に向かって長い間、参究し吟味しな 
さい。このすぐれた利益は、ただ袈裟の功徳である。修行者たちのはげしい長 
い修行の力によるのではない。 

釈尊は「袈裟の功徳は不思議である」といわれている。 

すなわちそれは、いたずらに凡夫や賢人、聖人たちの分別知では量り知るこ 
とのできることではない。 

およそ直ちに仏身を悟るとき、無上菩提を実証するときは、かならず袈裟を 
搭けるのである。袈裟を搭けていないで仏身を証ることは、昔から今に至るま 
でないことである。 

その袈裟のなかで最も清浄な材料は糞掃衣である。その功徳はあまねく大乗 
や小乗の経や律や論の各々の経典のなかに明らかに説かれている。修行者たち 
は広く尋ね求めて学び究めるべきであり、またその他の袈裟の材料についても 
審らかに明らめるべきである。これらのことは諸仏たちが必ず明らめ、正しく 
伝えられて来られたところである。このことは、門外の者たちの及ぶところで 
はないのである。 
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'中阿含経日、復次諸賢、或有，， I 人： 
身浄行、口意不浄行、若慧者見、設 
生，，恚悩一応，，当除，，之。諸賢、虱41一 
人一身不浄行、 n 意浄行、若慧者見、 
設生〕恚悩一応-,当除，，之。当，，云 HJ 除--0 
諸賢猶如，.阿練若比丘、持，，糞掃衣ハ 
見，-*掃中所棄弊衣、或大便汗、或小 
便渎唾、及余不浄之所„染'あ：見テ 
左手執 k 之、右手舒張、若非 U 大便. 
小便.渎唾、及余不浄之所，'も処：又！^, 
穿者、便裂取*之。如 k 是諸賢、1 
一人ハ身不浄行、口音I浄行、莫レ念，， 
彼身不浄行；但当，念，，彼口意之浄行— 〇 
若慧者見、設生，，恚悩： lln,*, 1—〇 


「中阿含経」(巻五)に記されている。 

皆さん、もし、ある人の身、口、意の三行のなかで、身体の行いは戒を守っ 
て清浄であるが、口が悪く心がひねくれているとする。それを智慧あるものが 
見て、それに対して瞋りの心を生じたとすれば、その瞋りの心を除く必要があ 
る。 

皆さん、またある人が、もし身の行いが清浄でなく、口と心の行いが清^な 
人を智慧ある者が見て、瞑りの心を生じたならば、その瞋りの心を涂く必要 P 
ある。どのようにして、その瞋りの心を除いたらよい.のであろうか。 

皆さん、それは阿練若比丘が糞掃衣を拾うようにしたらよいのである。ごみ 
捨てのなかに捨てられた破れ衣で、あるいは大便によごれ、あるいは小便や鼻 
汁や唾や、その他の清浄でないものによごれた布を見て、それを よく 見て 左の 
手に取り右の手で広げて大便や小便や鼻汁や唾、その他の清浄でないものによ 
ごされず、また穴のあいていない ところを 裂いて取るようにする。 

皆さん。このようにして、 もし そのある人の手の行いが清浄でなく、 口と 、- D 
の行いが清浄であるならば、彼の手の清浄でない行いの ことを 思ってはならな 
い。ただ彼の人の 口と 心の清浄な行いについてのみ思いなさい。 もし智慧ある 
ものが、それを見て瞋りを生ずるならば、このようにして、その瞋りを涂きな 
さい。 
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これ阿練若比丘の、拾糞掃衣の法な 
り。四種の糞掃あり、十種の糞掃あ 
り。その冀掃をひろふとき、まづ不穿 
のところをえらびとる。つぎには大便 
小便ひさしくそみて、ふかくして淀洗 
すべからざらん、これをとるベから 
ず。垸浄しつべからん、これをとるベ 
きなり。 

十種糞掃衣 

一、牛嚼衣。一一、鼠嚙衣。三、火焼衣。 

げつすゐえ さんぷえ じんめぅえ 

四、月水衣。五、産婦衣。六、神廟衣。 

ちようけんえ ぐぐわんえ わうしきえ 

七、塚間衣。八、求願衣。九、王職衣。 

わうげんえ 

十、往還衣。 


この十種、ひとのすつるところな 
り、人間のもちゐるところにあらず。 
これをひろぅて袈裟の浄財とせり。三 
世の諸仏の讃歎しましますところ、も 
ちゐきたりましますところなり。 

しかあればすなはち、この糞掃衣 
は、人•天•龍等のおもくし、擁護す 
ると ころなり。これをひろうて袈裟を 


これが阿練若比丘の糞掃衣を捨ぅ方法である。 

糞掃衣には四種がある。また十種ある。その糞掃衣を拾ぅときには、まず穴 
のあいていない処を選びとる。次には大便や小便が久しく染まって、しみつい 
て洗い落すことのできないところは取らない。洗い落すことのできるところを 
取るべきである。 

十種の糞掃衣 

一には牛の嚙んだ衣、二には鼠のかじった衣、三には焼けこげた衣、四には 
女の月の生理でょごれた衣、五には産婦のょごした衣、六には人が神廟など 
へ捨てた衣、七には墓場に捨てた死者の衣、八には願かけに使われた衣、九に 
は宮廷の位階に従って捨てられた衣、十には死者にかぶせて行き帰りに捨てた 
衣。 

この十種の衣は、人が捨てるものであり、人の用いるものではない。これを 
拾って袈裟の清浄な材料とするのである。三世の諸仏がほめたたえられるもの 
であり、用いてこられたものである。 

したがって、そのため、この糞掃衣は、人間や天人、龍たちが大事にし、護 
持して来たものである。 

これを拾って袈裟を作りなさい。 
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つくるべし。これ最第一の浄財なり、 
最第一の清浄なり。いま日本国、かく 
のごとくの糞掃衣なし。たとひもとめ 
んとすともあふべからず、辺地小国か 
なしむべし。ただ檀那所施の浄財、こ 
れをもちゐるべし。人天の布施すると 
ころの浄財、これをもちゐるべし。あ 
るいは浄命よりぅるところのものをも 
て、いちにして貿易せらん、またこれ 
装裝につくりつべし。かくのごときの 
糞掃、および浄命よりえたるところ 
は、絹にあらず、布にあらず、金銀珠 
玉•綾羅錦繡等にあらず、ただこれ糞 
掃衣なり。この糞掃は、弊衣のために 
あらず、美服のためにあらず、ただこ 
れ仏法のためなり。これを用著する、 
すなはち三世の諸仏の皮肉骨髄を正伝 
せるなり、正法眼蔵を正伝せるなり。 
この功徳、さらに人天に問著すベか 
らず、仏祖に参学すべし。 


これが最高の浄財であり、最高の清浄なものである。 

今の日本国には、このような糞掃衣はない。たとえ求めよう としても 出会う 
ことができない。そのゆえは、この国が辺地小国であることを悲しむべきであ 
る。 

だから、ただ信者たちが施す浄財を用いるべきである。あるいは凡ての人間 
や天人の施す浄財を用い、あるいは清らかな生活によって得たお金によって市 
場で求めて、それによって袈裟を作るべきである。 

このように糞掃や、あるいは清らかな生活によって得たものは、絹でもな 
く、布でもなく、金銀、珠玉、綾、薄絹、錦、縫いとりなどでもなく、ただこ 
れは糞掃衣である。この糞掃衣は、破れ衣であるためでもなく、美しい服であ 
るためでもなく、ただ仏の教えにかなっているためである。 

これを着ることがほかでもなく、過去、現在、未来の諸仏の仏道の真髄を、 
正しく伝えることである。 

この袈裟の功徳が、どのようなものであるかは人間や天人たちに尋ねてはな 
らない。ただ仏祖にそれを参究すべきである。 


正法眼蔵袈裟功徳第三 


正法眼蔵第三 袈裟功徳 
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予、在宋のそのかみ、長連牀に功夫 
せしとき、斉肩の隣単をみるに、開静 
のときごとに、袈裟をささげて頂上に 
安じ、合掌恭敬し、一偈を黙誦す。そ 
の偈にいはく、 

大哉解脱服、無相福田衣、披奉如来 
教、広度諸衆生。 

ときに予、未曾見のおもひを生じ、 
歓喜みにあまり、感涙ひそかにおちて 
衣襟をひたす。その旨趣は、そのかみ 
阿含経を披閲せしとき、頂戴袈裟の文 
をみるといへども、その儀則いまだあ 
きらめず。いままのあたりみる、歓喜 
随喜し、ひそかにおもはく、あはれむ 
べし、郷土にありしとき、をしふる師 
匠なし、すすむる善友あらず。いくば 
くかいたづらにすぐる光陰ををしまざ 
る。かなしまざらめやは。いまの見聞 
するところ、宿善よろこぶべし。 もし 
いたづらに郷間にあらば、いかでかま 
さしく仏衣を相承著用せる僧宝に隣肩 
することをえん。悲喜ひとかたならず、 
感涙千万行。 


私が宋の国にいた頃、禅堂の長い単、すなわち坐禅の牀の上で坐禅をしてい 
たとき、隣で共に坐禅をしていた修行僧を見ると、毎朝、坐禅の始まるときご 
とに、袈裟を捧げて頭の上に乗せ、合掌し敬って一つの偈を黙って唱えていた。 
その偈は、 

だいさいげだつぷく むそうふくでんえ ひぶによらいきようこうどしよしゆ、じよう 

大哉解脱服、無相福田衣、披奉如来教、広度諸衆生 

というものであった。 

そのとき、私は未だかつて知らなかった思いにひたり、歓喜の余り感激の涙 
が人知れず落ちて衣の襟を浸した。その教えは、昔「阿含経」を読んだとき袈 
裟を頭の上に戴いて唱える文を読んだのであるが、そのやり方はそれまでは精 
しく知らず、そのとき目前に見て歓喜し随宜一 I して、ひそかに思ったことは、あ 
われむべきことには、日本で仏道を修行していた頃には、このことを教えてく 
れる師もなく、すすめてくれるよい友人もなかった。そのために、どれほどか 
むだな月日を過したことか、まことに惜しむべきであり、悲しいことであっ 
た。しかし、それを今、見聞することができたのは、過去世における善行の結 
果であり、この因縁は喜ぶべきことであった。もし空しく、故郷にばかりいた 
ならば、どうしてこのようにまさしく仏の衣を受け継いで、身に搭けている彼 
の尊い僧の隣りに坐ることができようか。その悲しみと喜びの心が胸に迫っ 
て、涙が私の類をぬらし袈裟の上に落ちるのであった。 
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ときにひそかに発願す、いかにして 
かわれ不肖なりといふとも、仏法の摘 
嗣となり、正法を正伝して、郷土の衆 
生をあはれむに、仏祖正伝の衣法を見 
聞せしめん。かのときの発願いまむな 
しからず、袈裟を受持せる在家出家の 
菩薩おほし、歓喜するところなり。受 
持袈裟のともがら、かならず日夜に頂 
戴すべし、殊勝最勝の功徳なるべし。 

一句一偈の見聞は、若樹若石の見聞、 
あまねく九道にかぎらざるべし。袈裟 
正伝の功徳、わづかに一日一夜なりと 
も、最勝最上なるべし。 


大宋嘉定十七年癸未十月中に、高麗 
僧二人ありて、慶元府にきたれり。一 
人は智玄となづけ、一人は景雲とい 
ふ。 この 二人、しきりに仏経の義を談 


そのとき私は心のなかで願を立てた。 

「どうかして 私が不肖であっても、仏法の正しい相続者となり、正しい教え 
を伝えて、郷土の衆生を憐れんで仏祖が袈裟とともに正しく伝えた仏法を聞か 
せよう」と。 

そのときに立てた願はいま現実となっている。袈裟を身に搭けている出家や 
在家の仏道修行の人々は多い。私の歓び とすると ころである。 

したがって袈裟を身に搭けるものたちは必ず昼夜を分たず、それを頭に戴い 
て敬うべきである。それこそ、ほんとうに、この上もない最も勝れた功徳なの 
である。仏の教えの一句一偈を見聞するのは、あるいは樹木、あるいは石も、 
袈裟の功徳の偈を説いたのであろう。 

袈裟の功徳の一句一偈を見たり聞いたりすることは、いずれの世界、すべて 
の処においてなされるのである。しかしながら、袈裟を正しく伝える功徳に値 
うことは、全世界のどこにおいてもむずかしいものである。この故に、僅かに 
一日や半夜であってもそれに逢うことは最も稀れで、この上もなく勝れたこと 
なのである。 

大宋国の嘉定十七年癸未の年の冬十月に、高麗(朝鮮)の僧二人が慶元府 
(今の！ ah 波)に来た。一人は知玄といい、もう一人は景雲といった。この二人 
は、しきりに経典の意義を講説して、ただ経文の字句の研究に終始する学僧で 
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ずといへども、さらに文学士なり。し 
か あれども、 袈裟な し、 鉢盂 なし、 俗 
人のごとし。あはれむべし、比丘形な 
りといへ ども、 比丘法な し。 小国辺地 
のしかあらしむるならん。日本国の比 
丘形のともがら、他国にゆかんとき、 
またかの智玄等にひとしからん。 

釈迦牟尼仏、十二年中頂戴して さし 
おきましまさざり き。すでに遠孫な 
り、これを学すべし。いたづらに名利 
のために、天を拝し神を拝し、王を拝 
し臣を拝する頂門をめぐらして、仏衣 
頂戴に回向せん、よろこぶべきなり。 


あった。したがって、袈裟を持たず、鉢盂も持たない、俗人と何ら変らない者 
であった。 

また憐れむべきことには僧のすがたをしていたが、僧としての戒律を持たな 
いのである。それは彼らが小国辺地の出身であるからそうなのであろう。また 
日本国でも僧の相をしていたものたちも、他国へ行けばその智玄たちと同じで 
あろう。 

釈迦牟尼仏は袈裟を生涯、おし戴いて敬い、少しもないがしろにされなかっ 
た。私たちは、すでにその流れを汲む者であるから、それを学ぶべきである。 
いたずらに名聞や利益のために天を拝し、神を拝し、王を拝し、王につかえる 
臣を拝する考えを転じきりかえて、仏の袈裟を頭に戴いて敬うように転ずる 
ならば、それは喜ばしいことである。 


ときに仁治元年庚子開冬日、在 n 観音 
導利興聖宝林寺，示衆。 

建長七乙卯夏安居日、令，，義演書記， 
書写畢。 

同七月初五日一校了、以 ，一 御草案一為レ 
本。 

建治元年丙子五月廿五日、書写了。 


時に仁治元年庚子十月一日、観音導利興聖宝林寺に在りて衆に示す。 
建長七年乙卯夏安居の日、書記義演に書写せしめ終る。 

同年七月五日一たび校了す、御草案を本と為す。 

建治元年丙子五月二十五日、書写おわる。 
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正法眼蔵第四 発菩提心 


心には三種類がある。第一は「質多心」(梵語)である。こちら(中国)では 
「慮知心」と呼ぶ。第二は「汗栗多心」(梵語)、こちらでは「草木心」と呼ぶ0 
第三は r 矣栗多心」(梵語)、こちらでは「真実心」と呼ぶ。 

この心のなかで菩提心を起すには必ず慮知心をもってする。菩提はィンドの 
発音でボーディ ( bodhi ) という。こちらでは「道」という。「シッタ」 ( citta ) 
は梵語の発音で、こちらでは慮知心と訳す。菩提心(仏果を求めその修行する心) 
を起すことは、この慮知心をもってしなければできない。しかし慮知心が、即 
ち菩提心であるとするのではない。この慮知心を用いて、菩提心を起すのであ 
る。菩提心を起すということは、自分が迷いのこの岸を超えて、悟りの彼岸へ 
渡るに先だって、生きとし生けるものを、まず迷いの此の岸から悟り(解脱) 
の彼岸へ渡らせるという誓願を起し、その実践に移ることをいうのである。そ 
の外見が低く卑しく見える人であっても、菩提心を起せば、即座に生きとし生 
けるものを教え救う導師となるのである。 


おほょそ、心三種あり。 

一者質多心、此方称，，慮知心— 〇 
二者汗栗多心、此方称，，草木心—〇 
三者矣栗多心、此方称，，積聚精要心—〇 
このなかに、菩提心をおこすこと、 
かならず慮知心をもちゐる。菩提は天 
竺の音、ここには道といふ。質多は天 
竺の音、ここには慮知心といふ。この 
慮知心にあらざれば、菩提心をおこす 
ことあたはず。この慮知心をすなはち 
菩提心とするにはあらず、この慮知心 
をもて菩提心をおこすなり。菩提心を 
おこすといふは、おのれいまだわたら 
ざるさきに、一切衆生をわたさんと発 
願し、いとなむなり。そのかたちいや 
しといふとも、この、しをおこせば、す 



でに一切衆生の導師なり。 この 心、も 
とよりあるにあらず、いまあらたに欽 
起するにあらず。一にあらず、多にあ 
らず。自然にあらず、凝然にあらず。 
わが身のなかにあるにあらず、わが身 
は心のなかにあるにあらず。 この 心 
は、法界に周遍せるにあらず。前にあ 
らず、後にあらず。あるにあらず、な 
きにあらず。自性にあらず、他性にあ 
らず。共性にあらず、無因性にあら 
ず。しかあれども、感応道交す るとこ 
ろに、発菩提心するなり。諸仏菩薩の 
所授にあらず、みづからが所能にあら 
ず。感応道交するに発心するゆ灸に、 
自然にあらず。 

この発菩提心、おほくは南洲の人身 
に発心すべきなり。八難処等にも、す 
こしきはあり、おほからず。菩提心を 
おこしてのち、三阿僧祇劫、一百大劫 
修行す。あるいは無量劫おこなひて、 
ほとけになる。あるいは無量劫おこな 
ひて、衆生をさきにわたして、みづか 
らはつひにほとけにならず、ただし衆 


この菩提心は、もともとあるべくしてあるものではない。いま始めて、起る 
のではない。一でもない、多でもない。また本来あるのではない。ひとりでに 
でき上がるものでもない。実体として固まったものでもない。わが身体のなか 
に菩提心があるのではない。身心は一如で内外ではない。この菩提心は、宇宙 
に行き渡って存在するのではない。前後といぅ時間.空間のぅちにあるのでは 
ない。有無に拘わるものではない。自己の本質ではなく、他の本質ではなく、 
自他の共通の本質でもない。原因なく突然生じたものでもない。衆生の心が仏 
心を感応し道交して、仏心と相通ずるとき、菩提心が発するのである。諸仏 • 
菩薩から授かるものではなく、自らの持っている能力によって発するのではな 
く、衆生と仏の働きが、互いに融けあうところに発するのであるから、ひとり 
でにそうなるのではない。 


仏法を見聞し得ない境界の 


この菩提心は、人間世界に多く起ることである。 

八難処(地獄•餓鬼•畜生/辺地.長寿天•聾盲痦啞.世智辯聰•仏前仏後)などにも、 
いくらかはあるが多くはない。 

菩提心を起してから、計りしれない無限の時間、仏道を参究し修証する。あ 
るいは無限に長い時のあいだ、実践に努めて仏となる。あるいは無限に長い時 
のあいだ実践に努め、多くの他の人を先に悟りの彼岸に渡し、自らは遂にムに 
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生をわたし、衆生を利益するもあり。 
菩薩の意楽にしたがふ。 

おほょそ菩提心は、いかがして一切 
衆生をして菩提心をおこさしめ、仏道 
に引導せましと、ひまなく三業にいと 
なむなり。いたづらに世間の欲楽をあ 
たふるを、利益衆生とするにはあら 
ず。 この 発心、 この 修証、はるかに迷 
悟の辺表を超越せり。三界に勝出し、 
一切に抜群せり。なほ声聞•辟支仏の 
およぶところにあらず。 


迦葉菩薩、偈をもて釈迦牟尼仏をほ 
めたてまつるにいはく、 

発心畢竟二無ぃ別、如，是二心先 
心亂。 

自未得度先度他、是故我礼，，初発心—〇 
初発已為，，天人師(勝，出声聞及縁 

如，是発心過，，三界：是故得，名.： 
最無4 


ならず、自らに代って多くの人を悟りの彼岸に渡し、多くの人に利益すること 
もある。これは悟りを求めるもの、菩薩の誓願によるのである。 

菩提心とは、どうにかしてすべての生けるものに、自らに先だって、悟りの 
彼岸へ渡らせようという心を起させ、真理の道に進ませようとして、絶えまな 
く身体と言葉と意志とを働かせて、努力する心のことである。ただ、人間の世 
の欲望を満たすことによる快楽を与えることを、多くの人のために利益を計る 
こととするのではない。菩提心を起し、こうした真理を体験し実践すること 
は、迷いとか悟りとかの境界を超え、この欲望の世界、物質の世界、即ち相対 
のものを超出しているから、その利益は一切世界において最もすベてのものに 
も勝れているのである。個人的な修行と悟りを求める利己的な修道者、二乗の 
聖人などの及ぶところではない。 

迦葉尊者はこれについて、偈(韻文)をもって釈迦牟尼仏を讚えていった。 

「初めの〈発心〉と真理に目覚めることとは、二つでありながら区別はな 
い。この二つのうち、初めの発心は起すことが困難である。それは、自らが悟 
りの彼岸に至らないこと、まず他を渡すという心であるからである。ゆえに自 
分は初めの発心を礼拝讃歎するものである。自らよりもまず他を渡すことを願 
う心であるから、天上界.人間界の師となったのである。自ら渡ることを第一 
に願う声聞.縁覚のものに勝る。このような発心は、欲望の世界、物質の世 
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発心とは、はじめて自未得度先度他 
の心をおこすなり。これを初発菩提心 
といふ。この心をおこすょりのち、 さら 
にそこばくの諸仏にあふたてまつり、 
供養したてまつるに、見仏聞法し、 さ 
らに菩提心をおこす、雪上加霜なり。 

いはゆる畢竟とは、仏果菩提なり。 
阿耨多羅三藐三菩提と初発菩提心と格 
量せば、劫火•螢火のごとくなるべし 
といへども、自未得度先度他の こころ 
をおこせば、二無別なり。 


毎自作，，是念(以，何令，，衆生、得，，， 
入ァ無上道：，速成，，就 仏身—〇 

これすなはち如来の寿量なり。ほと 
けは発心•修行•証果、みなかくのご 
とし。 


界、物質を超えた世界の三つの世界を超越して いるのであるから、この 上 もな 
く 勝れた心と名 づけることができる」と。 

発心とは、はじめに、自らが悟りの彼岸に至らないときに、まず他を渡すと 
いう心を起すことである。これを〈初発菩提心〉という。 

この心を起してから、さらに、数多くの仏(真理の体現者)に遇って、これに 
お仕え申し、真理を聞き、重ねて菩提心を起す。雪の上にさらに霜を加えるよ 
うに、その発心を一層確かなものとする。 

仏道の成果とは、迷いを断ちきって真理に目覚めた解脱の境地に至る ことで 
ある。この上もない正しい悟りと、初めて 自らより まず他人を、迷いを超えた 
彼岸に渡そうとする心とを比べてみると、宇宙をすべて焼き尽くす ような 大火 
と、蛍の火とでは大差があると思われるが、ひとたび自らが悟りの彼岸に至ら 
ないさきに、まず他を渡すという心を起したならば、この二つの間に差別はな 
いのである。 

「仏は常に、如何にしてか生きとし生けるものが無上の真理に目覚め、 仏と 
しての姿を実現することを得させようかと思っておられる」(法華経.寿量品) 
これは、とりもなおさず、仏本来の生命の働きである。仏は一切衆生に、真 
実の心を起させること、真実の心を学び修行すること、真実を把握し体験する 
ことがすべての仏の生命の働きとしてあるのである。 
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衆生を利益すといふは、衆生をして 
自未得度先度他のこころをおこさしむ 
るなり。自未得度先度他の心をおこせ 
るちからによりて、われほとけになら 
んとおもふべからず。たとひほとけに 
なるべき功徳熟して円満すべしといふ 
とも、なほめぐらして衆生の成仏得道 
に回向するなり。この心、われにあら 
ず、他にあらず、きたるにあらずとい 
へども、この発心よりのち、大地を挙 
すればみな黄金となり、大海をかけば 
たちまちに甘露となる。これよりのち、 
土石砂礫をとる、すなはち菩提心を 
拈来するなり。水沫泡焰を参ずる、し 
たしく菩提心を担来するなり。しかあ 
ればすなはち、国城妻子•七宝男女. 
頭目髄脳•身肉手足をほどこす、みな 
菩提心の鬧聒聒なり、菩提心の活鏺 
鏺なり。いま質多慮知の心、ちかきにあ 
らず、とほきにあらず、みづからにあら 
ず、他にあらずといへども、この心を 
もて、自未得度先度他の道理にめぐら 
すこと不退転なれば、発菩提心なり。 


一切衆生に利益を与えるということは、あらゆる衆生をして自らよりも先に 
他を彼岸に渡したいという心を起させることである。この自らよりも先に他を 
彼岸に渡したいという心を起させた力によって、自らが仏となるであろうと 
思ってはならない。自らがたとえ仏となるべき功績が熟して満ち足りたとして 
も、なおその功績を一切衆生のいちいちが真実に目覚めることのできるために 
役立たせようと努めるのである。 

この心は、自らの力で起ったのではない。他から受け取ったものでもない。 
どこからか生じたものでもない。そして、菩提心を起したのちは、大地をとり 
あげれば、すべて黄金の大地となり、大海を汲めば、たちどごろに甘露の大海 
となる。こうなったのちは、土石.砂礫を用いるとき、それはそのまま菩提心 
を現成していることになる。水しぶき•泥や火焰のことを学ぶとき、そのこと 
が菩提心を究め尽くしていることである。 

そうであるから、自分の持っている有形無形の財宝や自己の能力を布施する 
ことは、すべて菩提心のまぎれもない活き活きとした現われである。 

この質多心(慮知心)は、遠い•近い.自己•他己ということを超えたもの 
であるから、この心を用いて自らが悟りの彼岸に渡るに先だって他を渡らせる 
という真実の道を実現しなければ止まないと努めれば、即ちそのことが菩提心 
を発したことである。 
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しかあれば、いま一切衆生の我有と 
執せる草木瓦礫•金銀珍宝をもて菩提 
心にほどこす、また発菩提心ならざら 
めや。心および諸法、ともに自他共無 
因にあらざるがゆ袅に、もし一刹那こ 
の菩提心をおこすより、万法みな増上 
縁となる。おほよそ発心得道、みな刹 
那生滅するによるものなり。もし刹那 
生滅せずは、前刹那の悪さるべからず。 
前刹那の悪い まだ さらざれば、 後 刹那 
の善いま現生すべからず。 この 刹那の 
量はただ如来ひとりあきらかにしら 
せたまふ。一刹那心、能起一語、一刹 
那語、能説一字も、ひとり如来のみな 
り、余聖不能なり。 


そぅであるから、いま一切の衆生はみな自己の所有物は永遠の自分の ものと 
して心を奪われているそれらの物や財宝を菩提心に捧げる ことは、また 菩提心 
を発す ことに ほかならない。 

菩提心おょび存在す るすべてのものごとは、すべて自らを原因と して存在す 
るので はなく、 他を原因と して存在す るのでもな く、 自他ともに原因と して 存 
在す るのでもな く、 すべての原因が 存在す るものでもない。無自 性として存在 
する。 

それだから、瞬間に菩提心を起せば、すべての存在は、菩提心を発起するた 
めの助けとなる。すべて菩提心を起し、真理を覚ることは、みな瞬間に生じ滅 
するものである。もし瞬間に生じ滅するのでなければ、すぐ前の瞬間の悪は、 
直ぐ過ぎ去ることができない。そぅであれば、それに続く瞬間の善はすぐには 
生ずることができない。 この 瞬間の長さは、ただ真理を悟った釈迦牟它仏だけ 
が明らかにしておられるばかりで、その他の勝れた人々でもそれは不可能であ 
る。 

「一瞬間の長さの間に起る心は、一つのことばを生み、一瞬間のことばは、 
一つの文字を表わすことができる」 

このことができるの も 釈迦牟尼仏のみ可能で、その他の勝れた 人々でも 不可 
能である。 


99 新草第四 発菩提心 



おほよそ壮士の一弾指のあひだに、 
六十五の刹那ありて、五蘊生滅すれど 
も、凡夫かつて不覚不知なり。恆刹那 
の量よりは、凡夫もこれをしれり。一 
日一夜をふるあひだに、六十四億九万 
九千九百八十の刹那ありて、五蘊とも 
に生滅す。しかあれども、凡夫かつて 
覚知せず。覚知せざるがゆ袅に、菩提 
心をおこさず。仏法をしらず、仏法を 
信ぜざるものは、刹那生滅の道理を信 
ぜざるなり。もし如来の正法眼蔵涅槃 
妙心をあきらむるがごときは、かなら 
ずこの剎那生滅の道理を信ずるなり。 
いまわれら如来の説教にあふたてまつ 
りて、晚了するににたれども、わつ力 
に恆刹那よりこれをしり、その道理し 
かあるべしと信受するのみなり。世尊 
所説の一切の法あきらめしらざること 
も、刹那量をしらざるがごとし。学者 
みだりに貢高することなかれ。極小を 
しらざるのみにあらず、極大をもまた 
しらざるなり。もし如来の道力による 
ときは、衆生また三千界をみる。おほ 


、、、. せつな 

若者の it 斬(手の拇指と人さし指の摩擦)の音の瞬時中に六十五の刹那があり、 
その各々 の刹那に在存を構成している五つの要素が生じ且つ滅するというが、 
真理にくらい凡夫は、そのことを覚らず知らないから菩提心を起さない。仏法 
を知らないもの、仏法を信じないものは、瞬間ごとに生じ、且つ滅するという 
道理を信じないのである。もし、釈迦牟尼仏の説かれた、正しい法と完成した 
智慧とを明らかに悟るものは、必ずこの瞬間に生じ、且つ滅する道理を信ずる 
のである。 

今われらは、釈迦牟尼仏の説かれたことを聞き、はっきりと了解できるよう 
であるが、やっと恆刹那(一二〇刹那)の長さのところから知っており、瞬間に 
生滅する道理はそのようだと受け取って信ずるにすぎない。釈迦牟尼仏の説か 
れたすべての真理は、これを完全に悟り、また了解できないことは、一刹那の 
長さを知っていないことに似ている。 

仏法を学ぶ者は、軽はずみに自慢してはならない。小さな極限 も、 大きな極 
限 も、ともに 知ってはいない。 

もし釈迦尼仏の覚りの力によれば、すべての生きているものも、またすベて 
の大宇宙を見通すことができる。 

この現在の生命のある期間から、死んでから生命を得る期間を経て、また現 
実の生命のある時期に至るまで、みな一瞬一瞬に移っていくのである。このよ 
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よそ本有より中有にいたり、中有より 
当本有にいたる、みな一刹那一刹那に 
ぅつりゆくなり。かくのごとくして、 
わがこころにあらず、業にひかれて流 
転生死すること、一刹那もとどまらざ 
るなり。かくのごとく流転生死する身 
心をもて、たちまちに自未得度先度他 
の菩提心をおこすべきなり。たとひ発 
菩提心のみちに身心ををしむとも、生 
老病死して、つひに我有なるベからず。 
衆生の寿行、生滅してとどまらず、す 
みやかなること、 

世尊在世、有，二比丘(来，，詣仏所ハ 
頂こ礼雙足；却住，，一面ハ白，，世尊，言、 
衆生寿行、云何速疾生滅。仏言、我 
能宣説、汝不，能，知。比丘言、頗 

リヤ ノク シツぺキイナヤ ノタマハクリ 

有 n 譬喩能顕示，不。仏言、有、今 
為，汝説。譬如，.四善射夫、各執， I 弓 

ヲ キアツマリチ センニント ヲ テヒトリノ 

箭一相背攢立、欲，射， EH 方：有，，一 
捷夫--^来語。之、日*汝等今可，，一時 
放，，箭、我能遍接、倶令6不：，堕。於，意 
云何、此捷 f 不。比丘白 k 仏、甚疾ハ 
世尊。仏言、彼人捷疾、不レ及，_地行 


うにして、自分がそうと願うのではないが、人の行為によってもたらせる必然 
の影響力に支配されて、移り変わり、生き、死ぬことは、一瞬間も停止するこ 
とはない。 

このように、生死流転のわれらの身心を省みて、ただちに自ら覚りの彼岸へ 
渡るより先に、他を渡そうとする菩提心を起すがよい。たとえ菩提心を起した 
上で身心に執着しても、老い.病み.死が来て、身心が自らの所有である訳は 
ないのである。 

生けるものの生命とその行動は、生まれ減んで、その変転は速かである。 
阿毘達磨大毘婆沙論に記してある。 

釈迦牟尼仏が在世の頃、一僧侶が釈迦牟尼仏のところに来てお目にかかり、 
その両足を頂いて礼拝し、側らに位置して申し上げるには、 

「生きもののいのちは、何故このように速やかに生滅するので ありましょう 

か」 

仏が言われた。 

「私が説き明かしても、おまえには知ることができないであろう」 

僧が言うには、 

「もし、譬えをもってよくわかるように説明して頂けることは、できないで 
しょうか」 
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夜叉';地行夜叉捷疾、不“及=空行夜 
叉--〇空行夜叉捷疾、不 y 及，，四天王天 
捷疾―011彼天捷疾一不 k ,, 日月二輪捷 
1— olt - 日月二輪捷疾(不^及=堅行天 
子捷疾― olb 此是導，，引日月輪1者、 
此等諸天、展転捷疾。寿行生滅、捷-一 
疾於彼-- OU 刹那流転、無 k 有 =暫 停，^ 


われらが寿行、生滅刹那、流転捷疾 
なること、かくのごとし。念念のあひ 
だ、行者この道理をわするることなか 


仏が言われた。 

「有る。おまえのために説明しよう。譬えば、四人の弓の上手な射手がい 
て、四人が弓矢を取り、互いに背を向けあって、四方を射ようとするところ 
へ、一人の脚の疾い男が来て言うには、あなたがたは同時に矢を射て見よ、私 
はその矢を地に落ちる前にすベて手に採ってみせる、といったとしたならばど 
うであろうか。これは、はなはだ疾いのでなければできないと思うがどうか」 

僧は、仏に申し上げた。 

「それは、甚だ疾いことです。釈迦牟尼仏よ」 

仏が申された。 

「かの者の疾さといえども、地行交叉には及ばない。地行夜叉の疾さは空行 
夜叉には及ばない。空行夜叉の疾さは四天王天の疾さに及ばない。四天王天の 
疾さは日輪.月輪の疾さに及ばない。日月二輪の疾さは堅行天子の疾さに及ば 
ない。これは日輪•月輪をのせた車を引くものである。これらの諸天は疾いけ 
れども、生命の生滅の疾さはこれらよりもなお疾く、瞬間に移り変わって暫く 
も停まることはない」と。 

われらの生命の生滅が、瞬間に移り変わって疾いことは、このようである。 
心に思うことのあいだにも、仏道を実践するものは、この真理を忘れてはなら 
ない。 
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れ。この刹那生滅、流転捷疾にありな 
がら、 もし 自未得度先度他の一念をお 
こすごときは、久遠の寿量たちまちに 
現在前するなり。三世十方の諸仏、な 
らびに七仏世尊、おょび西天二十八 
祖•東地六祖、乃至伝仏正法眼蔵涅槃 
妙心の祖師、みなともに菩提心を保任 
せり。いまだ菩提心を おこさ ざるは、 
祖師にあらず。 

禅苑清規一百二十問云、発悟菩提 
4"51。 

あきらかにしるべし、仏祖の学道、 
かならず菩提心を発悟するをさきとせ 
りいふこと。これすなはち仏祖の常法 
なり。発悟すといふは、暁了なり。これ 
大覚にはあらず、たとひ十地を頓証せ 
るも、なほこれ菩薩なり。西天二十八 
祖•唐土六祖等、おょび諸大祖師は、 
これ菩薩なり、ほとけにあらず、声 
聞•辟支仏等にあらず。いまのよに 
ある参学のともがら、菩薩なり、声聞 
にあらずといふこと、あきらめしれる 
ともがら一人もなし。ただみだりに衲 


この、瞬間ごとに生滅し、速かに移り変わる身心でありながら、もし、自ら 
が悟りの彼岸に渡るよりも先に、他を渡そうとする心を起すとすれば、永遠の 
命が、直ちに目の前に現われるのである。過去•現在.未来の三世、あらゆる 
方向にいます諸仏、ならびに釈迦牟尼仏以前の諸仏と釈迦牟尼仏、及びィンド 
の二十八代の祖師、中国の六代の祖師、仏陀の正しい悟りを伝えておられる祖 
師たちは、すべて菩提心を保持している。菩提心を起していないのは祖師では 
ない。 

禅苑清規の一百二十問にいっている。 
r 菩提心を発起しているかどうか」と。 

次に示すことをはっきりと知るべきである。 

仏道の祖師が道を学ぶにあたり、必ず菩提心を発悟することをまず先決とす 
るということは、即ち祖師の定った法である。菩提心を発悟するということ 
は、仏道を明らかに知り、了解するがよい。悟りという「もの」があるのでは 
ない。これは釈迦牟尼仏の完全の悟りではない。たとえ菩薩修行の最高の段階 
の十地を悟ってもなお菩薩である。仏陀ではない。小乗の自ら悟ることを究極 
の目標とする修行者、独り修行して悟りに達したものでもない。いまの世の仏 
道を学んでいるものたちは、菩薩であって、小乗の利己的な修行者ではないと 
いうことを、はっきり知っている者は一人もない。ただ、いたずらに曹と自称 
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僧•衲子と自称して、その真実をしら 
ざるによりて、みだりがはしくせり。 
あはれむべし、澆季祖道廃せること。 
しかあればすなはち、たとひ在家にも 
あれ、たとひ出家にもあれ、あるいは 
天上にもあれ、あるいは人間にもあ 
れ、苦にありといふとも、楽にありと 
いふとも、はやく白未得度先度他の 
心をおこすべし。衆生界は有辺無辺に 
あらざれども、先度一切衆生の心をお 
こすなり。これすなはち菩提心なり。 

一生補処菩薩、まさに閻浮提にくだ 
らんとするとき、覩史多天の諸天のた 
めに、最後の教をほどこすにいはく、 
菩提心是法明門、不断三宝故。あきら 
かにしりぬ、三宝の不断は、菩提心の 
ちからなりといふことを。菩提心をお 
こしてのち、かたく守護し、退転なか 
るべし。 

仏言、云何菩薩守，，護一事〗謂、 
菩提心。菩薩摩訶薩、常勤守 n 護 
是菩提心— \猶如ョ世人守 n 護一子ハ亦 


して、その真実を知らないので混乱している者らによって、末世になって祖師 
の道が見失われ たことは 残念である。 

そうであるから、在家の者、出家した者、天上の人、人間世界のもの、苦の 
境界にある者も、楽の境界にあるものも、はやく自らよりも先に、他を悟りの 
彼岸に渡そうとする心を起すのがよい。生物の棲む世界は、有限でなく、無限 
でもないから、すべての生けるものを、先ず悟りの彼岸に渡そうとする心を起 
すのがよい。 

これが菩提心である。 

弥勒菩薩が、この世に現われようとするとき、兜率天の天人たちのために最 
後の教えを施していうには、 

「自らよりも、他を先に悟りの彼岸に渡そうとする心は、一切衆生をすべて 
迷から解き放ち、すべての智慧を得させるものである。仏.法.僧を守護する 
ことによるからである。仏•法•僧を守護することは、菩提心の力であること 
は、はっきりと受けとることができる。菩提心を起してのち、かたくその心を 
守護し、退くことがあってはならない」と。 

釈迦牟尼仏が言われた。 

「菩薩が守護される一つの事がある。それは菩提心である。菩薩のこの菩提 
心を守護する様子は、世の人が子を守護するようである。一眼を失ったものが 
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如 H 瞎者護，，余一目一如 T 行，，曠プ野，守ヰ 
護導者 P 菩薩守，，護菩提心(亦復 
如，是。因 in 如：，是菩提心，故、得，，阿耨 
多羅三藐三菩提—〇因 y 得，，阿耨多羅三藐 
三菩提，故、常楽我浄具足而有。即是 
無上大般涅槃。是1菩薩守，，護一法—〇 


菩提心を まもらん こと、仏語 あきら 
かにかくのごとし。守護して退転なか 
らしむるゆ袅は、世間の常法にいは 
く、たとひ生ずれども熟せざるもの三 
種あり、いはく魚子•庵羅果•発心菩 
薩なり。おほよそ退失のものおほきが 
ゆ袅に、われも退失と ならん ことを、 
かねてよりおそる るな り。 この ゆ袅 
に、菩提心を守護す るな り。菩薩の初 
心のとき、菩提心を退転する こと、 お 
ほくは正師にあはざるによる。正師に 
あはざれば正法をきかず、正法をきか 
ざればおそらくは因果を撥無し、解脱 
を撥無し、三宝を撥無し、三世等の諸法 


残った一眼を大切にするように、また、広野を旅するとき、案内人を大切にす 
るようすに似ている。菩薩が菩提心を大切に守護するさまも、またこのようで 
ある。このように菩提心を守護することによって、無上の悟りの智慧を得るこ 
とができる。無上の悟りの智慧を得ることができるから、常住であり、安らか 
であり、無我であり、汚れなき解脱が、いずれも具って存在する」と。 

この言葉は釈尊ご入滅直前の遺教である。この故に、菩薩は一つの道—— 
菩薩道——を守護するのである。 

菩提心を守ろうとすることについて、釈尊の言葉で、このように説かれてい 
る。仏家はこれを守護して、退くことがない理由は、世間の一般的な法則のう 
ち、あるものは次のようである。たとえ発生しても、成熟しないものに三種の 
ものがある。それは、魚の卵.菴羅の果(マンゴーの果実).発心した菩薩がそ 
れである。一般には退き失われるものが多いから、自分も退き失うことを常々 
心配するものである。このため、菩提心を守護するのである。 

修行の初歩のとき、菩提心を失うことは、多くの場合、正しい師に会わない 
ことによる。正しい師に会わなければ真理を開けない。真理を開かなければ、 
多くの場合、因果•悟り•仏.法•僧の三宝、過去•現在•未来の存在の諸法 
則を正しく把握できない。無益に現前の五つの欲——眼•耳•鼻•舌•身に関 
する欲望——に執着して、将来、正しい悟りを得ることの®きを失う。 
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を撥無す。いたづらに現在の五欲に貪 
著して、前途菩提の功徳を失す。 ある 
いは天魔波旬等、行者をさまたげんが 
ために、仏形に化し、父母•師匠、乃 
至親族•諸天等のかたちを現じて、き 
たりちかづきて、菩薩にむかひてこし 
らへすすめていはく、仏道長遠、久受 
諸 苦、もともぅれ ふべ し。 しか じ、 ま 
づわれ生死を解脱し、のちに衆生をわ 
たさんには。行者このかたらひをきき 
て、菩提心を退し、菩薩の行を退す。 
まさにしるべし、かくのごとくの説 
は、すなはちこれ魔説なり。菩薩しり 
てしたが ふこと なかれ。もはら自未得 
度先度他の行願を退転せざるべし。自 
未得度先度他の行願にそむかんごとき 
は、これ魔説としるべし、外道説とし 
るべし、悪友説としるべし、さらにし 
たが ふこと なかれ。 

魔有。四種—〇一 煩悩魔、二五衆魔、三 
死魔、四天子魔。 

煩悩魔者、所，謂百八煩悩等、分別 
八万四千諸煩悩。 


あるときは、魔王•悪魔などが、修行者を妨げようとして、仏の姿に化け、 
父母•師匠•親族•天人の姿に化けて現われ近づいて、修行者に向かい、いつ 
わりすすめて言うには、 

「仏の道は長く遠い。その修行には永い間の、多くの苦しみを受ける。心の 
傷む ことで ある。それだから、自分が先に生死の問題を完全に解決し、のちに 
他の衆生を悟らせるのがよい」と。 

修行者がこのことばを聞いて、菩提心を退け、菩薩のなすべき修行をゆるめ 
る0 

このことを知るべきである。このような説は、魔ものの説である。修行者は 
そのことを見透して、これに従ってはならない。自ら悟りの彼岸に渡る先に、 
他を悟りの岸に渡らんとする願いと修行とをゆるめ退かせてはならぬ。これに 
反することを説くことは、とりもなおさず魔ものの説と知るべきである。仏道 
以外の説と知るべきである。悪友の説であると知るべきである。決して従うこ 
とのないようにすべきである。 

魔に四種がある。その一は煩悩魔。その二は五衆魔。その三は死魔。その四 
は天子魔である。 

煩悩魔とは、よく言われている百八の障害など、さらに八万四千の悟りへの 
障害に分ける。 
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五衆魔とは、色(物質的存在)、受(感受する働き)、想(知覚する働き)、行(意志 

しさ 

の 働き〕、識 (判別するところの本体) によって 起る 障害で ある。 これは 多くの煩 
悩が因縁和合の集積によって障害の作用を発生するのである。 

この身体を成立させている地水火風の四つの要素(堅.湿•媛•動の状態)、お 
よび眼•耳•鼻.舌•身の作用の集った状態を「識衆」というの である。 
数多くの迷い悩みを感受す る こと、これを「免*?」という。 

ものごとの大小、量の多少、善悪、是非、などの区別、判断する対象を思惟 
する意識の働きが離れたり結合したりする、これを「想：^」 という。 

好む、好まないという心から、我の心、怒りの心が重なりあい、好悪の心を 
起す、これを「行衆」という。 

六つの情感(五官と意識)、六つの対境(声香味等)の欲望が、和合するがた 
め、六根に対して六識を生じ、この六識の和合分別する無量の心識を、心の本 
性すなわち r 識衆」という。 


死魔者、無常因縁故、破，，相続五衆 
寿命：尽，，離三法識熱寿，故、名為，， 
死％ 

天子魔者、欲界主。深著，一世楽(用„ 
有所得，1、生，，邪見；憎„嫉一切賢聖 
涅槃道法--〇是名„天子魔 — 〇 


死魔とは、変化するといぅ真相のなかで、原因と結果が作用しあぅのである 
から、多くの要素によってなり立っている。継続すべき生命を失わせ、心と身 
体と命を分け離す。これを死魔と呼んでいる。 

天子魔とは、欲の充満した世界の主として、世間的な悦楽に執着して 自らの 
所有欲に執着妄想し、そのため真実の相を見る目を失い、全ての聖人.賢者. 


五衆魔者、是煩悩和合因縁、得， I 是身 
四大及四大造色、眼根等色— »是名„色 
衆';百八煩悩等諸受和合、名為„受 
衆--〇大小無量所有想、分別和合、名 
為=想衆 — 〇因=好醜心発〗能起 U 貪欲瞋 
恚等心--^相応不相応法、名為， I 行衆--〇 
六情六塵和合故、生，，六識：是六識 
分別和合、無量無辺心、是名_，識衆--〇 
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魔是天竺語、秦言二能奪命者--〇雖 -一 
死魔実能奪 P 命、余者亦能作，，奪命因縁ハ 
亦奪11智慧命--〇是故名，，殺者— 〇 


問日、一五衆魔摂，，三種魔〗何以故 
別説，四。答日、実是一魔、分，，別其 
義，故有，四。 


上来 これ 龍樹祖師の施設な り、 行者 
しりて勤学すべし。いたづらに魔嬈を 
かうぶりて、 菩提心を退転せ ざれ。こ 
れ 守護菩提心なり。 


悟りのみちを憎み嫉む。これを天子魔と呼んでいる。 

魔というのはマーラ ( mara ) という梵語で、中国では、「命を奪うもの」と 
言つている。 

死魔は直接に、命を奪うのであって、その他のものは、命を失わせる間接の 
原因と作用を働きかけるのである。また、智慧の活動を制止する。このため 
「破壊者」とも名づける。 

問いにいわく。 

「五つの要素(物質的存在と四つの心のありかた)の障害である〈五衆魔〉とい 
う一つのなかに、煩悩•死•天子の三つの魔が取り入れられているのに、何故 
に四つに分けて説くのであろうか」と。 

答えていわく。 

「実際は一つのなかに含まれている魔であるが、その内容を分けて説くため 
に、四つの魔とするのである」と。 

以上は、ィンドの龍樹菩薩の説法である。修行者は、ょくわきまえて努めて 
学ぶがょい。かりそめにも、魔の害を受けて迷いを断ちきった悟りの智慧であ 
る r 菩提心」をにぶらせてはならない。これが「菩提を 護ろうと する心」であ 
る0 
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正法眼蔵発菩提心第四 
爾時寛元二年甲辰二月十四日、在こ 
越州吉田県吉峯精舎，示衆。 

建長七年乙卯四月九日、以，，御草案， 
書，，写之--〇懐弊 


正法眼蔵第四 発菩提心 

此のとき、寛元二年甲辰二月十四日、越前吉田県吉峰精舎に在って衆に 
示す。 

建長七年乙卯四月九日、御草案を書き写す。 懐奘 
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正法眼蔵第五 供養諸仏 


供養諸仏ということは、過去の諸仏を供養することである。その過去の諸仏 
には必ず法を伝えられた師である諸仏がある。仏の言葉に、 

「もし、過去世がなければ、過去仏もなく、過去仏がなければ出家して具足 
戒(比丘•比丘尼の受持する大戒)を受けることもない」と言われている。 

諸大衆たちは、この仏の言葉にょって明らかに知るべきである。過去の諸仏 
については、過去•現在•未来の三世に亙って必ず諸仏が現存せられるという 
ことである。 

しかし、その三世は、一言しておくが、この過去というのは、一切万物の未 
だ出現していない以前の過去無限の時をいうのである。この過去世には、始め 
があるといってはいけない。また、始めはないといってもいけない、即ち無始 
無終の時なのである。 

もしも、始終の有無を意識的に分別知をもって思量することは、それは仏法 
の参学ではない。 


仏言、若無，，過去.世一応 kn 過去 
仏— 〇若無 n 過去仏(無，，出家受具— 〇 
あきらかにしるべし、三世にかなら 
ず諸仏ましますなり。しばらく過去の 
諸仏におきて、そのはじめありといふ 
ことなかれ、そのはじめなしといふこ 
となかれ。もし始終の有無を邪計せ 
ば、さらに仏法の習学にあらず。過去 
の諸仏を供養したてまつり、出家し随 
順したてまつるがごとき、かならず諸 
仏となるなり。供仏の功徳によりて作 
仏するなり。いまだかつて一仏をも供 
養したてまつらざる衆生、なににより 
てか作仏することあらん。無因作仏あ 
るべからず。 



仏本行集経云、仏告，，目犍連(我 
念二往昔— >於，，無量無辺諸世尊所；種，， 
諸善根ハ乃至求，，於阿耨多羅三藐三菩 
提4目犍連、我念，，往昔(作，，転輪聖王 

ト ヒタテマツル ニ ナジク ニシテ ス 

身一値， 一 三十億仏-〇皆同一号、号 一一 
釈迦— 〇如来及声聞衆、尊重承事、恭敬 
供養、四事具足。所，謂衣服•飲食•臥 
具•湯薬。時彼諸仏、不，与 n 我記(汝 
当 T 得，，阿耨多羅三藐三菩提及世間解 • 
天人師•仏世尊(於，，未来世一得キ成正 
覚 ± o 目犍連、我念，，往昔(作，，転輪聖王 

卜 t タテマツル / ニ ナジク ニシテ ス 

身';値，，八億諸仏— 〇皆同一号、号一一 
燃燈—〇如来及声聞衆、尊重恭敬、四事 
供養。所 k 謂衣服•飲食.臥具•湯薬. 
幡蓋•華香。^■彼諸仏、不 k 与，，我記】 


過去の諸仏を供養し、出家し、正師に随順して修行するときは、必ず仏道を 
成就して諸仏の列に加わることができるのである。諸仏を供養する功徳によっ 
て、仏となることができるのである。 

いまだかつて 一 仏をも供養しない衆生は、 どういう 因縁によって仏となるこ 
とができようか。まったく因縁によらないで仏となることはあり得ないのであ 
る。 

「仏本行集経」(第一供養品)に記されてある。 

釈尊が目犍連尊者に告げられた。 

私は、過去の世のことを憶うに、無量無辺の諸仏の所において、諸々の善根 
をうえ、または無上の菩提を求めた。 

目犍連よ、私は過去世をふりかえって見るに、転輪聖^一の身となって、 
三十億の仏に逢い奉った。この仏はすべて同じ名前であって、「釈迦」という 
名の仏であった。この仏たち及び小乗の聖者の声聞衆に対しても、私は尊敬 
しおつかえして礼拝供養し奉った。衣服、飲食、臥具(寝具)、湯^?の四つのも 
のを何不自由なきよう供養し奉った。彼の諸仏は、われに授記(未来において必 
ず成仏するという証明の予言)を与えて下さらなかった。 

たたお前は無上の菩提と、全世界のあらゆるものごとを觀智をもって知 
る世間のことを悉く了知する人.天の師、世界の導師、仏世尊となるのであ 
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汝当，得 n 阿耨多羅三藐三菩提及世間 
解•天人師•仏世尊— 〇目犍連、我念こ往 
昔—'*作 n 転輪聖王身〔値，， 三億諸 
仏4皆同一1、号，，弗沙―〇如来及声聞 
衆、四事供養、皆悉具足。時彼諸仏、 
不レ与，，我記(汝当-,作仏—〇 


このほか、そこばくの諸仏を供養し 
まします。転輪聖王身としては、かな 
らず四天下を統領すべし。供養諸仏の 
具、まことに豊饒なるべし。もし大転 
輪王ならば、三千界に王なるべし。そ 


ろう。また未来世において正覚を成就するであろうといわれて、必ずそうなる 
とは証明されなかった。 

目犍連よ、私は、過去世をふりかえり見るに、転輪聖王となって、八億の諸 
仏に逢い奉った。この仏は、すべて同じ名前であって、みな「燃燈仏」といっ 
た。私は、仏および声聞衆を、尊重し、敬い、衣服、飲食、寝具、湯薬や旛蓋 
(旛は仏の威徳を荘厳する旗、蓋は仏の頭上をおおう物)•華•香を供養し奉った。 

ところが、彼の諸仏も私に授記をして下さらなかった。お前は、無上の菩提、 
及び世間解、天人師、仏世尊になるとはいわれなかった。 

目犍連よ、私は、過去世をふりかえって見るに、転輪聖王(世界のすべての国 
の国王の こと) となって、三億の諸仏に逢い奉った。この仏はすべて同じ名前で 
あって、みな「弗沙仏」(毘婆尸仏ともいう)といわれた。 

私は、この仏及び声聞衆に、一切の物を供養し奉り一つも不自由させなかっ 
たが、 同じく 彼の諸仏も私に授記せられず、お前は仏になるとはいわれなかっ 
た。 

この他に幾多の諸仏を供養されたであろう。転輪聖王となれば、必ずすベて 
の世界を統治されたであろうから、諸仏を供養された財物は定めて豊富であっ 
たであろう。 

大転輪王ともあろう人は必ず世界の統一者であるから、そのときの王の供養 
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のときの供仏、いまの凡慮はかるべか 
らず。ほとけときましますとも、解了 
することえがたからん。 


仏蔵経浄見品第八云、 

仏告，，舎利1 (我念，，過世(求，，阿 
耨多羅三藐三菩提(値 M 三十億 
仏--〇皆号，，釈迦牟尼仏〗我時皆作，，転輪 
聖王(尽：，形供，，養 仏及諸弟子、 
衣服•飲食•臥具•医薬—〇為，求， 一 阿 
耨多羅三藐三菩提―〇而諸仏、不 I 記，我、 
言巾汝於，，来世(当夕得，，作仏—〇何以故。 

テノレ ナルヲナリ 

以=我有所得，故。 


舎利弗、我念，，過世：得 P 値，， 

八千仏〗皆号„定光--〇我時皆作„転輪聖 
王：尽，形供，，養仏及諸弟子、衣服. 
飲食.臥具•医薬/ — 〇為ぃ求，，阿耨多羅 
三藐三菩堤--0而是諸仏、皆不ビ記ァ我、 
汝於，，来世— »当#得，，作仏— oil . 何以故。 
以，1我有所得 I 故。 


は驚くばかりの数量と豊富なことは、凡人の想像し及ぶところではなかったで 
あろう。たとえ仏がお説き下さったとしても、凡人では、了解し、はかり知れ 
ない供養であろう。それが「無上の菩提を求めんがため」を目的とした供養で 
あったから、仏から授記されなかったのである。 

「仏蔵経」(浄見品第八)の記事に、 

仏が、舎利弗に告げてのたまわく。 

私は過去世をふりかえって見るに、無上菩提を求めて三十億仏に逢い奉っ 
た。この仏はすべて「釈迦牟尼」という名前であった。私は、ときに世界のす 
ベての国の国王となって、あらゆる衣服、飲食、寝具、医薬等の一切を供養し 
た。無上の菩提を求めんがためであった。しかしながら、これらの諸仏は、私 
に授記して、お前は来世において必ず成仏するとは言われなかった。何故なら 
ば、私が有所得(利益を得んがための供養)であったからである。 

舎利弗ょ、私は、過去世をふり返ってみるに、八千の仏に逢うことができ 
た。この仏は、すべて「定光仏」という名であった。私は、そのとき世界のす 
ベての国の国王となって、あらゆる衣服、飲食、寝具、医薬等を供養し奉っ 
た。それは無上の菩提を求めょうとしてであった。しかしながら、これらの諸 
仏は、お前は来世において仏になるという授記を与えて下さらなかった。何故 
ならば、私が欲心のための供養であったからである。 
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舎利弗、我念，，過世(値，， 六万 
仏—〇皆号，，光明—〇我時皆作，，転輪聖王一 
尽，形供， 一 養仏及諸弟子、衣服•飲食. 
臥具•医薬—〇為，求一一阿耨多羅三藐三 
菩提—〇而是諸仏、亦不レ記下我、汝於 n 

二 ニ スル n トヲヲテノ ニ テノレ 

来世(当夕得，，作仏— 〇何以故。以こ我 

ナルヲナリ 

有所得1故。 


舎利弗、我念，，過世〗値，， 三億 
仏—〇皆号 n 弗沙―〇我時皆作 n 転輪聖王ハ 
四事供養。皆不ビ記：，我。以，，有所得， 

40'; 


舎利弗、我念，一過世ハ得 レ 値， 一 
万八千仏—〇皆号，，山王ハ劫名，，上八-〇我 
皆於 n 此万八千仏所ハ剃髪法衣修 ，一 
習阿耨多羅三藐三菩提〔皆不レ記レ 

ヲ テノ ナルヲナリ 

我。以=有所得，故。 

舎利弗、孤を過 


舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、六万の仏に逢い奉った。こ 
の仏は、すべて「光明仏」といぅ名の仏であった。私は、そのときにも、世界 
のすベての国の国王であった。そこで、仏及び諸弟子に衣服、飲食、寝具、医 
薬などを始めとして、一切の物を供養し奉った。それは無上の菩提を求めんが 
ためであった。しかるに、これらの諸仏もまた私に、お前は来世において必ず 
仏となると、証明の授記をされることはなかった。何故ならば、私の供養は有 
所得の供養であったからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、三億の仏に逢い奉ることが 
できた。この仏は、すべて「弗沙仏」と名のられていた。私は、そのときに、 
世界のすべての国の国王となって、衣服、飲食、寝具、医薬の四つのものを供 
養し奉ったが、この仏もまた私に授記を与えられなかった。私が有所得者で 
あったからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふり返ってみるに、一万八千の仏に逢い奉った。 
この仏は皆「山王仏」と名のられていた。そのときは、上八劫と名づけるとき 
であった。私は、すべてこの一万八千仏の所において、髪をおろし、墨染の衣 
を着て、無上菩提を修習した。しかしながら、この仏もみな私に授記を与えら 
れなかった。私の有所得のためであった。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、五百仏に逢い奉った。この 
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五百仏—〇皆号，，華上--〇我時皆作 „ 転輪聖 
王ハ悉以，二切一供，，養諸仏及諸弟子 d 
皆不 M 記，我。以=有所得，故。 

レフニ ヲ タリヒタテマツル n トヲ 

舎利弗、我念，一過世ハ得 レ 値， 

五百仏—〇皆号， 一 威徳—〇我悉供養、皆不， 
記，我。以，，有所得，故。 


舎利弗、我念，一過世(得 レ 値， 一 
二千仏--〇皆号，，僑陳如— 〇我時皆作，，転輪 
聖王(悉以，一一切；供，一養諸仏—〇皆不レ 
記，我。：所得，故。 


舎利弗、我念，，過世一値，， 九千 
仏—〇皆号，，迦葉—〇我以，，四事(供，，養諸 
仏及弟子衆〗皆不，記，我。； iu 有所得， 

ナリ 

故0 


舎利弗、我念，一過去--\於，，万劫中；無， 

ル n トノデタマへルコトノ メノ ニ リ 

有，，仏出—〇爾時初五百劫、有，- 


仏は皆 r 華上仏」と申された。そのときに私は、いつも世界のすべての国の 
国王であって、一切の物を諸仏及び諸弟子に供養し奉ったのに、すべての仏は 
私に授記されなかった。私が有所得であったからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、五百仏に逢い奉った。この 
仏は皆「威徳仏」と申された。私は、一切の物を持ってこの仏を供養し奉った 
のに、すべての仏は私に授記されなかった。それは私が有所得であったからで 
ある。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、二千の仏に逢い奉った。こ 
の仏は、すべて「僑陳如仏」 と 申された。 そのと きに私は、世界のすべての 
国の国王として、お逢いし奉った。すべての供具をもってこれらの諸仏を供養 
し奉ったが、すべての仏は私に受記されなかった。私は欲のための供養であっ 
たからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、九千仏に逢い奉った。この 
仏は皆 r 迦葉仏」と申された。私は、四つの供養物をもって、諸仏及び弟子衆 
を供養し奉ったが、すべての仏は私に授記されなかった。それは私が有所得の 
故であったからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、一万劫のあいだ仏が出現さ 
れなかった。そのときに、初めの五百辦中に、九万の »!' か仏 ( ila <、 lls < が 
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九万辟支仏"；我尽形寿、悉皆供，，養衣 
服•飲食.臥具•医薬ハ尊重讚歎。次 
五百劫、復以，，四事一供，，養八万四千億 
諸辟支仏；尊重讚歎。舎利弗、過=是千 
劫 I 已、無，，復辟支仏-0我時閻浮提死、 
生，，梵1中一作„大梵王';如“是展転、 
五百劫中、常生 -一 梵世 -- >作，，大梵王；不レ 
生-,閻浮^;過-,是五百劫-巳、下=生閻 
浮堤— »治，，化閻浮提(命終生=四天王 
天--〇於 k 中命終、生=忉利天〔作 U 釈提 
桓因--〇如 k 是展転、満=五百劫；生=閻 
浮堤〗満，，五百劫(生，，於梵世一作-,大 
梵王一 

舎利弗、我於，，九千劫中(但一生--閻 
浮堤：九千劫中、但生„天上〗劫尽焼 
時、生，，光音天〗世界成已、還生=梵世/—〇 
九千劫中、都不^生=人中--〇舎利弗、是 
九千劫、無，有=諸仏•辟支仏一多=諸 
衆生一堕，，在悪道-〇 


舎利弗、是万劫過已、有：，仏出世。 

号日，，普守如来•応供•正徧知•明行 


いた。私は、身命の一切を尽くして、衣服、飲食、寝具、医薬を供養し 
て尊重し讚歎した。次の五百劫にもまた、衣服、飲食、寝具、医薬を持って、 

八万四千億の諸々の辟支仏を供養し、尊重し讚歎した。 

舎利弗よ、この千劫を過ぎ終っても、辟支仏は出現しなかった。私は、その 
とき娑婆世界で死んで、梵天に生を受けて大梵天王となっていた。 

このように、この五百劫中は、常に梵天に生をうけ大梵天王となって、娑婆 
に生を受けることはなかった。この五百劫を過ぎて娑婆に生を受け、この娑婆 
を統治し、生命が尽きたとき、四天王天に生を受け帝釈天となった。このよ 
うに、生れ変わり死に変わって五百劫が過ぎたとき、娑婆にまた生を受け、五 
百劫を過ぎてまた梵天に生れて大梵天王となった。 

舎利弗よ、私は、九千劫中において、ただ一度だけ娑婆に生れただけであっ 
た。あとは天上界に生を受け、時が来て光音天に生を受けた。この光音天の世 
界ができ終ったとき、また梵天に生れた。この九千劫中には、すべて人中には 
生を受けなかった。 

舎利弗よ、この九千劫中には、諸仏はなかったし、辟支仏もなかった。した 
がって、諸々の衆生の多くは、悪道に堕ちた。 

舎利弗よ、この一万劫を過ぎて、仏が一人出世された。名づけて「普守如 
来」と言われた。この仏は、応供(人間及び天人の供養に応ずるに足りる徳を具えて 
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いること)、正遍知(真理を明らめ尽くして一切を知る智慧)、明行足(真理を明らめ 
一切の修行を円満に成就し、明と行を円満に具足すること)、 I 口逝(無量の智慧を以て諸悪 
を断じ、善く俗世間を去って仏果を得ること)、世間解(世間、出世間の一切の智徳を具足 
すること)、無上士 (世間、出世間において、最上、最尊の人であること〕、調御丈夫 
(すべての衆生を調御して仏道に入らしめられること)、天人師(天上、人間の導師の意)、 
仏世尊(この世で最も尊い仏の意)であった。 

私は、このときに、梵天の生が終って娑婆世界に生を受け、その国王とな 
我有所得見-.〇り、名づけて共天と称した。この娑婆に生を受けてょり九万歳の間、私は身命 

財物の一切をもって彼の普守如来及び九十億の僧を供養し奉った。この九万歳 
の中において、無上菩提を求めんがためで ある。 この普守如来もまた、私が来 
世において仏となるといぅ証明を授けては下さらなかった。何故なれば、私は 
このときにおいて諸法の実相で ある ことを会得す る ことができないで、自己の 
有 所得の見に執着していたから である。 

舎利弗ょ、この劫の中に百人の仏が出現された。その仏の御名は一人一人異 
なっていたが、私は何時でも世界のすべての国の国王となって、一切の財物を 
仏及び諸弟子に供養し奉った。無上菩提を求めんがためであったからである。 

しかるに、これらの諸仏もまた私に対して、お前は来世において仏になると 
いう予言を言っては下さらなかった。それは私に我欲があったからである。 


舎利弗、：^,,是劫中：有，，百仏，出 
世。名号各異。我時皆作，，転輪聖王ハ 
尽形供，，養仏及諸弟子—〇為，求 n 阿耨 
多羅三藐三菩提—〇而是諸仏、亦不 fer 
我、汝於，，来世ハ当夕得 n 作仏— 〇以，，有所 

ナルヲナリ 

得1故。 


足•善逝•世間解•無上士•調御丈夫. 
天人師•仏世尊-〇我於，，爾時一梵世命 
終、生，，閻浮提一作，，転輪聖王-〇号日 
共天—〇人寿九万歳。我尽形寿、以 L 切 
楽具〔供，，養彼仏及九十億比丘〗於こ 
九万歳(為：，求 n 阿耨多羅三藐三菩 
提4是普守仏、亦不ビ P ? 我、汝於 n 来世一 
得，，作仏 k — 〇何以故。我於，，爾*一不レ 
能レ通，，達諸法実相一貪，，著 計 
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舎利弗、我念，，過世；第七百阿僧祇劫 

ニ タリヒタテマツルコトヲ ニナス ト 

中、得 k 値，， 千仏— 〇皆号，，閻浮檀 /— 〇 
我尽形寿、四事供養、亦不ビ記レ我< 以，一 

ナルヲナリ 

有所得，故。 

舎利弗、我念，，過世一亦於，，第七百阿 
僧祇劫中ハ得，値，， 六百二十万 
諸仏—〇皆号，，見一切儀--〇我時皆作，，転輪 
聖王一以，，一切楽具一尽形供，，養仏及 
諸弟子— ■* 亦不ビ記，我。以 n 有所得 I 故。 


舎利弗、我念，，過世(亦於，，第七百阿 
僧祇劫中一得，値，， 八十四仏—〇 
皆号， 一 帝相 — 0我時皆作，一転輪聖王；以 ，一 
一切楽具(尽形供，，養仏及諸弟子ハ 
亦不ビ記，我。以 n 有所得，故。 


舎利弗、我念，，過世、亦於，，第七百阿 

ノ ニ タリヒタテマツルコトヲ ニ ナ 

僧祇劫中(得，値 ，I 十五仏。皆 
号，， H 明--〇我時皆作，，転輪聖王一以= 


舎利弗よ、私は過去世をふりかえってみるに、第七百阿僧祇劫(無限の長ぃ時 
間)のなかで、千の仏に逢うことができた。この仏は、すべて「閻浮檀金仏」 
と申された。私は財物も身命も一切のものをもって供養し奉ったところ、この 
仏もまた私に授記を与えられなかった。それは私が有所得のゆえであった。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、また第七百阿僧祇劫のなか 
に、六百二十万の諸仏に逢うことができた。この仏はすべて「見一切儀仏」と 
申された。私は、 そのと きに世界の 国王と なって、一切の楽 具(そなえるに適し 
たもの} をもって、仏及び諸弟子を供養し奉ったが、 こめ 仏もまた私に授記を 
授けられなかった。それは、私が私の悟りを求めようとする有 F ; l 得であったか 
らである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、次の第七百阿僧祇劫中にお 
いて、八十四人の仏に逢うことができた。この仏は皆「帝相仏」と申された。 
私は、そのときに世界の国王となり、一切の楽具をもって、仏及び諸弟子を供 
養し奉ったが、 この 仏もまた私に授記を授けられなかった。私は有所得で あっ 
たからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、次の第七百阿僧祇劫中にお 
いて、十五人の仏に逢うことができた。この仏はすべて「日明仏」と申され 
た。私はそのときもすベて国王となり、一切の楽具をもって、誠心をもって仏 
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切楽具(尽形供，，養仏及諸弟子ハ 

セ ヲ テノ ナルヲナリ 

不レ記，我。以 n 有所得，故。 


亦 


舎利弗、我念，，過世— >亦於，，第七百阿 
僧祇劫^^得，値，， 六十二仏4 
皆号，一善寂—〇我時皆作，一転輪聖王(以 ，一 
一切楽具(尽形供養、亦不レ記，我。以 ，一 

ナル?ナリ 

有所得，故。 

亂，見展#"乃至1 r ? 定光％ル 
得 n 無生忍— 〇即記，我言、汝於，，来世一 
過，，阿僧祇劫(当 T 得，，作仏；号キ釈迦 
牟尼如来•応供•正徧知•明行足•善 
逝•世間解•無上士•調御丈夫•天人 
師•仏世尊 ±o 


はじめ三十億の釈迦牟尼仏にあひた 
てまつりて、尽形寿供養ょり この か 
た、定光如来にあふたてまつらせたま 
ふまで、みなつねに転輪聖王の身とし 
て、尽形寿供養したてまつりましま 
す。転輪聖王、おほくは八万歳已上な 


及び諸弟子を供養し奉ったが、その仏もまた、私に授記を与えられなかった。 
私が有所得であったからである。 

舎利弗よ、私は、過去世をふりかえってみるに、また、第七百阿僧祇劫中 
に、六十二人の仏に逢い奉った。この仏はすべて「善寂仏」と申された。私 
はそのとき、すべて国王となり一切の楽具をもって、誠心をもって供養し奉っ 
たが、この仏も、私に授記を与えては下さらなかった。私が自らの有所得の心 
の故に。 

このように生れ変わり死に変わり展転として、定光仏に逢い奉ることがで 
きた。そのときはじめて生死を超越して真理を体験することができた。悟りを 
得ることができた。そこで定光仏は私に授記を与えられて言われた。お前は来 
世において、阿僧祇劫を経て仏となるであろう。この仏の名は、釈迦牟尼如来 
と名づける。この仏は、応供、正遍知、明行足、善逝、世間解、無上士、 
調御丈夫、天人師、仏世尊と名づける、と仰せられた。 

はじめ三十億の釈迦牟尼仏にあい奉って財物、身命一切の供養により、定光 
如来に逢い奉り、授記をさずかるまで世界のすべての国々の国王となって、一 
切の供養をなさった。国王の年齢は、大方、八万歳以上であったであろう。あ 
るいは九万歳であったかもしれない。八万歳の寿命の間、一切の楽具をもって 
供養せられたのである。 
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るべし。あるいは九万歳、八万歳の寿 
量、そのあひだの一切楽具の供養なり。 
定光仏とは、燃燈如来なり。三十億の 
釈迦牟尼仏にあひたてまつりましま 
す。仏本行集経、ならびに仏蔵経の説、 
おなじ。 

釈迦菩薩、初阿僧企耶、逢，，事—供 
養 七万五千仏〗最初名 n 釈迦牟 
尼一最後名 二 宝髻―0第二阿僧企耶、逢， 一 
事—供養 七万六千仏—〇最初即宝 
髻、最後名，，燃燈―〇第三阿僧企耶、逢こ 
事—供養 七万七千仏—〇最初即燃 
燈、最後名 M 勝観— 〇於 T 修 n 相異熟業，九 
汁一劫中±'逢，，事—供養 六仏^最 
初即勝観、最後名，，迦葉波-〇 


おほよそ三大阿僧祇劫の供養諸仏、 
はじめ身命より、国城妻子•七宝男女 
等、さらにをしむところなし、凡慮の 
およぶところにあらず。あるいは黄金 


定光仏というのは、燃燈如来のことである。 

三十億の釈迦牟尼仏に逢い奉られたという「仏本行集経」及び他の「仏蔵 
経」の説は同一である。 

釈迦菩薩は、初めの阿僧祇劫(菩薩の三大無限時の修行中の初め)において、 
七万五千仏におつかえし供養し奉られた。最初におつかえ供養せられた仏の名 
は釈迦牟尼仏であり、最後におつかえ供養せられた仏の名は宝! i 仏であった。 

第二の阿僧祇劫には、七万六千仏におつかえし供養せられた。この劫におい 
て、最初におつかえせられた仏は宝髻仏といい、最後におつかえなされた仏を 
燃燈仏と言った。 

第三阿僧祇劫には、七万七千仏におつかえし供養された。最初におつかえさ 
れた仏は燃燈仏であり、最後におつかえなされた仏は勝観仏という名であっ 
た。この間、因果の道理を修行され、九十一劫のなかにおいて、六仏におつか 
えされ供養された。最初におつかえされたのは勝観仏といい、最後の仏を迦葉 
波仏と言った。 

おょそ、三大阿僧祇劫において、諸仏の供養に身命、国、城、妻子、七宝、 
家臣や召し使いの男女など、一切を惜しまず供養された。これは凡人の分別思 
量でははかり知ることはできない。 
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の粟を白銀の埦にもりみて、あるいは 
七宝の粟を金銀の埦にもりみてて供養 
したてまつる。あるいは小豆、あるいは 
水陸の華、あるいは栴檀•沈水香等を供 
養したてまつり、あるいは五茎の青 
蓮華を、五百の金銭をもて買取て、燃燈 
仏を供養したてまつりまします。ある 
いは鹿皮衣、これを供養したてまつる。 

おほょそ供仏は、諸仏の要枢にまし 
ますべきを供養したてまつるにあら 
ず、いそぎわがいのちの存せる光陰を、 
むなしく すごさず供養したてまつるな 
り。たとひ金銀な りと も、ほとけの御 
ため、なにの益かあらん。たとひ香華 
なりと も、またほとけの御ため、なに 
の益かあらん。しかあれども、納受せ 
させた まふは、 衆生をして功徳を増長 
せしめんための大慈大悲なり。 

大般涅槃経第二十二云、 

仏言、善男子、我念，，過去無量無辺 
那由他劫；爾時世界、名日， 一 娑婆-〇有， 一 
仏世尊(号=釈迦牟尼如来•応供•正徧 
知•明行足•善逝•世間解•無上士 • 


あるときには黄金のこつぶを、白銀の盆に一ぱい盛られ、あるときには金 
銀、瑠璃、瑪瑙などの七宝のこつぶを、金銀の盆に一ばい盛られて供養し奉ら 
れた。あるいは水陸の華を、あるときは栴檀、沈水香などの華香を供養し奉 
り、あるときは五つの茎の青い蓮華を五百の金銭をもって買って、燃燈仏を供 
養し奉り、またあるときは鹿の皮の衣を供養し奉られた。 

おょそ、諸仏の供養は、諸仏の必要な財物を供養し奉るのではない。身命を 
投げ捨てて、光陰を空しく過ごさず供養し奉るのである。 

たとえ、金銀宝石であっても、仏の御ためには何の益もない。たとえ高貴な 
香華であっても、これまた仏の御ためには何の益にもならない。しかしなが 
ら、これらの物を受け入れ給うのは、衆生のためにその功徳を増長せしめんが 
ための仏の大慈大悲の御心からである。 


r 大般涅槃経」(第二十二)に記されてある。 

仏が申された。善男子ょ、私は、過去の無量無辺億劫をふりかえってみる 
に、そのとき娑婆といぅ名の世界があった。この娑婆に、仏世尊がおられた。 
その仏の名を釈迦牟尼如来といぅ。この仏は、応供、正遍知、 0 JI 行足、善 
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調御丈夫•天人師•仏世尊；為，，諸大衆一 
宣 n 説如 k 是大涅槃経--〇我於，，爾時一 
従，善友所，転、聞ァ彼仏当”為，，大衆， 
説，大涅槃?〇我聞レ是已、其心歓喜、 

フ ケント ヲ ニシテ シ へドモヲ 

欲レ設 n 供養-〇居貧無，物。欲 ，， g 

ラントヲ ニシテ ウリエ チフニラントニ 

売 P 身、薄福不レ售。即欲 レ 還，家、 

ニル ヲ チゲテク レフ ラントヲ 

路見，—人— 〇而便語言、吾欲 J 7 C , 身、 

ナンヂクフヤイナヤ ノ テク ガノ 

若能買不。其人答日、我家作業、人 
無，堪者一汝設能為、我当 J 貝 k 汝。我 

チ—テク テ ノ カ ノキ クフル n トノ 

即問言、有，，何作業一人無，，能堪-〇其人 
見答、吾有=悪病；良医処薬、応，，，当 

ニス ヲ ナンヂシクテ ヲ 

日服， I 人肉三両―〇卿若能以，，身肉三両ハ 
日日見給、便当，与，，汝金銭五枚—〇我時 
聞已、心中歓喜。我復語言、汝与，，我 

ヲ スぺシニ ヲ チテ^¢1? チテヒ 

銭一仮， 一 我七日--〇須 ，1 我事^便還相 

カン ノ スラク ハ ナ7 アキラカニシカアラパ 

就。其人見答、七日不可、審能爾者、 
当レ許=一日—〇善男子、我於，，爾時一即 

テ ノ ヲ タリ ノ W モトニ ニ シ シテ ノ 

取 n 其銭(還至=仏所、頭面礼足、尽，，其 

ヲ テ シキ シテ ニ セリノ 

所有一而以奉献。然後、誠心聴，受是 


経 j 我時闇鈍、雖 




経、唯能 


受，，持一偈文句-〇如来証，涅槃ハ永 
断，，於生死—〇若有，，至心聴一常得，無量 


逝、世間解、無上士、調御丈夫、天人師、仏世尊であった。諸大衆のために、 
かくの如く、 r 大涅槃経」をお説きになられた。私はこのとき、善友の言葉に 
従い、彼の釈迦牟尼仏が大衆のために大涅槃を説き給うのを聞いた。私は聞き 
終って心中大いに喜びに堪えず供養の席を設けようと思った。ところが家は貧 
しくて供養する物は何もなかった。それでわが身を賣ろうと思ったが、福徳の 
薄い身のために売ることができない。そこで家に帰ろうと思い、ふと帰り道で 
一人の者に出会った。そこで言葉をかけ「私は自らの身を賣ろうと思っている 
が貴方は私を買ってくれませんか」とたずねると、その人は私をみて答えた。 

「わが家の仕事は、誰も堪え得る者のない、むずかしい仕事であるが、お前 
は堪えることができるか。もしお前がそれでもやると言うならば、私はお前を 
買ってやろう」と。 

私は問うた。 

「その仕事とは、どのような仕事で、誰も堪え得ないのですか」と。その人 
の答えには「私には、悪い病がある。良医がその薬の処方箋を書いてくれた。 
その処方とは、毎 R 、 人間の肉を三斤ずつ服用しなさいというのである。お前 
がもし、お前の身体の肉を三斤ずつ毎日、私にくれることができるならお前を 
金五両で買おう」と。私はこれを聞いて心中大いに喜んで言った。「私にお金 
を下さい。そうして七日の暇を私に下さい。その間に私の仕事の後かたづけを 
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して来て、一民って仕事を致します」。その人は、私の言葉を聞いて言った。「七 
日はいけないよ。よく考えて見るに、一日ならば許可してやろぅ」と。 

大衆諸子よ。私はそのときに、その金を受け取り、仏のところに至り、頭を 
地につけ、足を頂いて、持っているもの一切を献げ奉り、その後誠心をもって 
この経を聴聞した。私はこのとき愚鈍であって、経を聞いても唯だ一つの偈の 
句を覚えただけであった。その句は「如来は真理を悟って、永久に生死の苦し 
みを断つ。若し一心を以って聞くときは、当に無量の楽と救いを得る」と。 

受，，是偈，已、即便還至，，彼病人家—〇 
善男子、我時雖，復日日与乙一一両肉一 
以，，念偈因縁，故、不，，以為，，痛。日日 
不，廃、1満，，一月--〇善男子、以，，是因 
縁ハ其病得，瘥。我身平復、亦無，，瘡 
痍―〇我時見，，身具足完具；即発，，阿耨多 
羅三藐三菩提心—01偈之力、尚能如， 

/ イカニンヤ シテ シ センヲヤ レテ ノ 

是。何況具足受持読誦。我見，，，此 
経有，，如 k 是利(復倍発心、願ァ於，，未 
来一得 レ 成 一一 仏道(字キ釈迦牟尼 
仏 ±o 善男子、：是一偈因縁力，：^、 

令 T 我今日於，，大衆中一為，，諸天人一 
具足宣説 ±o 善男子、以，，是因縁(是大 
涅槃、不可思議成，一就無量無辺功徳--〇 


この偈を聞き了って、直ちに彼の病人の家に帰った。大衆諸子よ、私はその 
とき、毎日、三斤の肉をかの病人に与えたけれども、先ほどの偈を念じている 
因縁によって身の痛さを感ずることなく、しかも、毎日この事を続けて一か月 
を経た。しかし、私自身に何の変化も痛 さも 感ずることはなかった。 

人々よ。この因縁をもって、その病人の病は平癒し、わが身ももとに回復し 
て、しかも、その傷あとは何も残らなかった。私の身体が五体満足であるのを 
確かめることができたのである。そこで私は、無上の菩提を求める心を発した 
のである。一偈の力ですらなおこのよぅな功徳がある。ましてこの経を捧持 
し、読誦するにおいては、その功徳の広大なことは限りがない。私は、この経 
のこのよぅな利益があるのをこの目で見て、ますます無上の菩提心を求める心 
が自ら生じて、そして未来において仏道を成就することを得て、釈迦牟尼 仏と 
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乃是諸仏如来、甚深秘密之蔵。 名づけられることをこい願った。 

大衆諸子よ、この一偈の功徳の因縁の力によって、私は今は大衆のなかにお 
いて、諸々の天上界の人及び人間界の人のために、この経をすべて説くことが 
できるのである。 

大衆諸子よ。この因縁をもって、この「大涅槃経」は不可思議にも、無量無 
辺の功徳を成就する経である。即ちこの経は、諸仏如来の甚深の功徳を蔵する 
経である。 

そのときの自己の身を売った菩薩は、今の釈迦牟尼仏の前身である。他の経 
を照合拝読して言えば、初めの阿僧祇劫の最初の昔の釈迦牟尼仏を供養し奉っ 
たのである。そのときには瓦師 (かわらつ くり) であった。そのときの名を大光 
明と言われた。昔の釈迦牟尼仏および諸弟子に供養されるのに、三種の供養を 
もってされた。その三種の供養とは、草座 (坐禅する時の敷物で、極めてやわらか 
い吉祥 草を重ねて敷物とする。釈尊成道のときに始る) 、石 蜜將水(蜜をかためたもので糖 
水)、燃燈 S 明の こと) などである。 

そのときの発願、誓言の言葉は「自分が仏となったときは、国土の名も、弟 
子の名も、今の釈迦牟尼仏と同じとなる」と、宣言された。 

このときの発願•誓言が、今日、成就したのである。このようなわけである 
から、仏を供養し奉ろうとするには、自分の身が貧しいと言ってはならない。 


そのと きの売身の菩薩は、今釈迦牟 
尼仏の往因なり。他経を会通すれば、 
初阿僧祇劫の最初、古釈迦牟尼仏を供 
養し たてまつりましますときなり。 か 
のとき は、瓦師なり。 その 名を大光明 
と称す。古釈迦牟尼仏ならびに諸弟子 
に供養するに、三種の供養をもてす。 
いはゆる、草座•石蜜漿•燃燈なり。 
そのと きの発願にいはく、 

国土•名号•寿命•弟子、一如今釈 
迦牟尼仏。 

かのときの発願、すでに今日成就す 
るものなり。しかあればすなはち、ほ 
とけを供養したてまつらんとするに、 
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その身まづしといふことなかれ、その 
いへまづしといふことなかれ。みづか 
ら身をぅりて、諸仏を供養したてまつ 
るは、いま大師釈尊の正法なり、たれ 
かこれを随喜歓喜したてまつらざら 
ん。このなかに、日日に三両の身肉を 
割取するぬしにあふ。善知識なりとい 
へども、他人のたふべからざるなり。 
しかあれども、供養の深志のたすくる 
ところ、いまの功徳あり。いまわれら 
如来の正法を聴聞する、かの往古の身 
肉を処分せられたるなるべし。いまの 
四句の偈は、五枚の金銭にかふるとこ 
ろにあらず。三阿僧祇一百大劫のあひ 
だ、受生捨生にわするることなく、彼 
仏是仏のところに証明せられきたりま 
しますところ、まことに不可思議の功 
徳あるべし。遺法の弟子、ふかく頂戴 
受持すべし。如来すでに一偈の力、な 
ほよくかくのごとしと宣説しましま 
す、もともおほきにふかかるべし。 


その家が貧しいと言ってはならない。 

自分の身を売って諸仏を供養し奉るのは、今の大聖釈迦牟尼仏の正しい教え 
である。これに随喜し歓喜しないものがあろうか。 

このなかで、毎日毎日、病人に自己の身肉を三斤ずつ切り取って与えること 
は、どのような善知識といえども堪え得ることではない。余人では真似のでき 
ないことである。しかしながら身命供養の志が深いため、その志の助けに よっ 
て今の功徳があったのである。 

今、私が如来の正しい教えを拝聴することができるのは、昔かの人が自己の 
身肉を売られた功徳によるのである。 

かのときの四句の偈は、五枚の金銭ではかるには余りにももったいない無量 
の価値の ある 偈 である。 

三阿僧祇、一百大劫(無限の時間)の間、この世に生を受けてから死ぬまで忘 
れることなく、仏仏正伝して、証明して来られたところであるから、まことに 
仏には不可思議な功徳もあるのであろう。 

釈迦牟尼仏の残された法を捧持する弟子は、深くこの経を頂き、捧持すべき 
である。仏はすでに、一偈の力ですらなお、このような功徳があると説かれて 
いる。この道理から一偈のみでなく、この経を捧持すればなおさら深い功徳が 
あるであろう。 
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法華経云、若人於 n 塔廟•宝像及画像ハ 

テ ヲ ニシテ センシメ ヲシテ 

以こ華香幡蓋(敬心而供養、若使，，人 
作 P 楽、撃，鼓吹 n 角貝ハ簫笛琴箜篌•琵 
琶鐃銅鈸、如，是衆妙音、尽持以供養、 
或以，，歓喜心一歌唄頌，，仏徳一乃至一 

スラ ナニゼリ ヲ シ ノヲモテ 

小音、皆已成，，仏道— 〇若人散乱心、乃 

テ ヲ セン ニ クニタテマツラン 

至以，一一華一供，一養於画像— \漸見-一 
無数仏-〇或有 k 人礼拝、或復但合掌、乃 
至挙二一手一或復少低頭、以，此供 U 

セシモノ ヲ クタテマ , y リ ノヲ ヲジテ 

養像：漸見=無量仏一自成，，無上 
道一広度„無数衆--0 


これすなはち、三世諸仏の頂額な 
り、眼睛なり。見賢思斉の猛利精進 
すべし、いたづらに光陰をわたること 
なかれ。 


「法華経.方便品」に記されてある。 

もし、人が塔廟とか、仏像や菩薩の画像に華香、旛、天蓋をもって、心の 
底から恭敬し、供養し、あるいは他人に音楽を奏せしめて供養し、鼓を打ち、 
角貝(角笛)を吹き、簫、笛、琴、箜篌、琵琶、鐃、銅鈸というような、もろ 
もろの楽器を奏して供養したり、あるいは歓喜の心をもって歌を唄って、仏の 
徳を讃歎したり、またきわめて小さな声で仏を讚めるのも、みなそれらが縁と 
なって、後には仏に帰衣して、いつの間にか仏道を修することとなるのであ 
る。 

もしも、たとえ人が散乱の心(一の境に安住しない心)をもって、仏を供養す 
ることがあって、たとえ一草の華でも、仏の画像に供養したりすることがあれ 
ば、この心が増長して終には仏を見奉ることができるようになるであろう。 

あるいは、人が仏像を礼拝したり、あるいは、ただ合掌して拝んだり、ある 
いは片手で礼拝したり、あるいは少し頭をたれてお辞儀をする。 このような 些 
細な供養でも、それが縁となって無量の仏を見奉り、自然に無上の証りの道を 
成就して、広く世間の無数の人々を済度す るよう になるであろう。 

これがすなわち、三世の諸仏の面目であり生命である。このような、諸仏の 
すぐれた行跡を理想として、仏道の成就にただひたすらに精進努力すべきであ 
る。無駄に日を過してはならない。 
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石頭無際大師云、光陰莫，，虚度— o 
かくのごときの功徳、みな成仏す。 
過去•現在•未来おなじかるべし。さ 
らに二あり三あるべからず。供養仏の 
因によりて、作仏の果を成ずること、 
かくのごとし。 

龍樹祖師日、如 k 求，，仏果(護，，歎一 
偈ハ称，二南謨(焼，二捻香；奉，，献一 


多 




是小行、必得，，作仏？ 


これひとり 龍樹祖師菩薩の所説とい 
ふと も、 帰 命した てま つるべし。いか 
にいはんや大師釈迦牟尼仏の説を、龍 
樹祖師、正伝挙揚 しましますところな 
り。われらい ま 仏道の宝山にのぼり、 
仏道の宝海にいりて、さいはひにたか 
らをとれる、 もともよろ こぶべし。嘱 
劫の供仏のちからなるべし。必得作仏 
うたがふべからず、決定せるものな 
り。釈迦牟尼仏の所説、かくのごとし。 


石頭無際大師のお言葉に「光陰むなしく度るなかれ」とある。 

このような供養の功徳によって、すべての人は仏となるもととなるのである 
が、この道理は過去•現在•未来を通じて同じであろう。真理は一つであって 
二つも三つもあるものでは ない。 諸仏供養が因となって、仏と なる 果を成就す 
る人はこのようであろう。 

龍樹祖師の言葉に、 

「仏となる結果を求めるならば、経文の一偈を讃歎するの も、 また一言〈南 
無仏〉と称えるの も、 また一つまみの香を焚いて仏を拝するの も、 また一枝の 
華をおそなえするの も、 このような些細な行 も、 末には必ず仏となる因縁とな 
るであろう」 と述べられた。 

この言葉は、ただ龍樹祖師菩薩の言葉ではあるが、身命を投げ出して敬順し 
奉るべきである。 

ましてや、大師釈迦牟尼仏の御説を、龍樹菩薩が、正しく伝えて御説きにな 
られたのであるにおいては尚更である。 

われらは今、仏道の宝の山に登り、仏道の宝の海に入ることができて、幸い 
にも宝を手に入れることができることは最も喜ぶべきことである。これも無限 
の「供養諸仏」の功徳であろう。かならず仏となることができることは疑いも 
ない事実である。かならず、そのようになるに決まっている事実である。 
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復次、有 n 小因大果•小縁大報- o-f 
如，求 n 仏道(讃 n 一偈(一称 m 南無仏ハ 
焼，一一捻香；必得，一作仏— o » L 何況聞， 一 
知諸法実相、不生不滅、不不生不不 
滅ハ而行，，因縁業(亦不，失。 

世尊の所説かくのごとくあきらかな 
るを、龍樹祖師した しく 正伝しましま 
すなり。誠諦の金言、正伝の相承あ 
り。たとひ龍樹祖師の説なりと も、 余 
師の説に比すべからず。世尊の所示を 
正伝流布しましますにあ ふこと をえた 
り、 もともよろこぶべし。これらの聖 
教を 、みだりに 東土の凡師の虚設に比 
量す ることな かれ。 

ぇ龍樹祖師の言葉であっても、その他の釈尊直伝でない諸説とは比較すべきで 
はない。 

釈尊の正伝の教説が世の中に正伝布教せられ、われわれは今日直に、膚身に 
感じ参学し修道することを得たのである。真に欣ぶべきである。 

これらの尊い教えを、むやみに中国の凡俗な諸師の間違った教えと比較して 
はならない。 


釈迦牟尼仏の御説は、このようである。 

また次に言われた。 

小因にも大果があり、小縁にも大報がある。若し人が仏道を求めるというな 
ら、一偈を讃歎し、一言「南無仏」を称え、また一つまみの香を焼いて、仏に 
供養するような小さな供養でも、これが因縁となって必ず成仏するであろう。 

ましてや「諸法の実相」、すなわちあらゆるものごとを、あるがままを真理 
として参究して、一切のものごとには実体視する生滅はないと、生滅を超越し 
た真実の道理を究めて修証するなら、必ずや悟りを体験することは当然なので 
ある。 

釈尊の言葉は、このように明らかに示されている。龍樹菩薩は、釈尊の教え 
をそのまま直ちに身心をもって正伝されて、このように説いているのである。 
釈尊の究め尽くされた真理の体験の言説を正しく相承したのであるから、たと 
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龍樹祖師の言く、 

「また次に、諸仏は法(真理)を尊敬されるから法を供養され、諸仏は法を 
もって師 とされる ので ある。 何故ならば、三世の諸仏はみな諸法実相(存在自 
体が真理 〔仏〕 の実の相で ある) をもって師 とされる からで ある」 

問うていわく、「なぜ三世の諸仏は、 自らの 身中の法を供養されずして、他 
の法を供養されるのですか」 

答えていわく「世間の流儀に随うからである。もし僧が珍重すべき法を供養 
しようとすれば、身中の法を供養せずして他の法を護持する もの、 法を知るも 
のあるいは法をよく理解するものを供養するのである。仏もまた同様である。 
しかし法が自らの身中に有る場合でも、他の仏の法をも供養されるのである」 
問うて言う、「仏は自らの福徳を求めないのに、どうして諸仏を供養せられ 
るのですか」 

答えて言う、「仏は無限の長い時間にわたっていろいろ修行の功徳を修めら 
れ、常に諸の善行を修められて、ただその報いを求めないで功徳を尊重され 
る。そのことだけで あるから 供養されるので ある」 

* /リ？ , 釈尊の時代に一人の盲目の僧がいた。眼は何も見えなかったが手で衣を縫っ 
如，? A 在時— \有=一盲比丘--〇眼無， 

所.％1队^ ? チあ。1針袵％見1|=ヤ ていたときに、針の糸が針の穴から抜けることがあった。そのときこの盲目の 
誰愛！；福徳：1«:袵％是1仏、ル_, 僧は言った「誰れか福徳を求めるなら私のために針に糸を通して下さい」と。 


龍樹祖師日、復次諸仏、恭，，敬法， 
故、供，，養於法—\以，法為，師。何以 
故、三世諸仏、皆以，，諸法実相，為 k 師。 

テク ヲテカシテラ セ ノヲ モ 

問日、何以不 三 自供 -一 養身中法一而供， 一 
養他法--〇答日、随 n 世間法—〇如比丘 
欲レ供，，養法宝一不 i 供，，養身中法一而 
供 n 養余持法•知法•解法者— 〇仏亦如レ 
是。雖 n 身中有 P 法、而供 u 養余仏法--〇 

テクキハノ メ ヲ ヲテノ ニ スト 

問日、如，仏不，求，，福徳；何以故供養。 
答日、仏従，，無量阿僧祇劫中(修，，諸功 

ヲ ニジタマフ ヲ ダ メヲ フガ 

徳ハ常行 m 諸善—〇不ゝ但求，報、敬 n 功 

ヲ ニ モス ヲ 

徳，故、而作，，供養-〇 
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其所，語 n 比丘(我是愛，，福徳，人、 
為レ汝袵来。是比丘、識二仏声(疾起著レ 

ヲシ ヲ シテニク ハ ニゼリ 

衣、礼，，仏足(白，仏言、仏功徳已満、 

ガヒタマフスト ヲ ゲテノタマハクレモ 

云何言レ愛，，福徳〗仏報言、我雖 n 
功徳已満(我深知，，功徳因•功徳果 
報•功徳力—〇今我於，，一切衆生中(得， 一 
最第 一— 〇由，，此功徳；是故我愛。仏為，，此 

ノシ ヲテ ニメニ ニ シタマフ 

比丘；讃_，功徳，已、次為随意説法。 

是比丘、得，，法眼浄一肉眼更明。 


この因縁、むかしは先師の室にして 
夜話をきく。のちには智度論の文にむ 
かうてこれを檢校す。伝法祖師の示 
誨、あきらかにして遺落せず。この 
文、智度論第十にあり。諸仏かならず 


このと き釈迦牟尼仏がそこに来られて この 僧に言われた。 

「私は福徳を愛するものである。お前のために、針の穴に糸を通して上げよ 
ぅ」と。この 僧は仏の御声を聞き、そのお方が仏である ことを 知って、すばや 
く起き上がって仏の御足に拝礼して仏に向かって言った。 

「仏の功徳はもはや、十分に人々に施されていますのに、どぅして福徳を愛 
すといわれるのですか」と。 

仏は、この盲目の僧に告げられて、 

「私の功徳は、すでに円満であるが、私は、功徳の原因や功徳の果報や功徳 
の力の働きの甚大な ことを 知っている。私が一切衆生の中で最もすぐれている 
ものを得た。 この 功徳の原因、功徳の果報、功徳の力の働きを知っているため 
である。 この ゆえに私は福徳を愛するのである」と言われた。 

仏はこの僧のために功徳を讚歎せられ、次いでこの僧のためにその意の ある 
ところを察して仏の法を説かれた。この僧はこのために正しい悟りの道を開い 
て、 しかも 盲目の肉眼 も 再び開いて元の明るい眼を とりもどした ので ある。 

私はこの因縁を以前に、先師如浄禅師の室で夜話として聞いたことがあっ 
た。後に「大智度論」を読んでこの夜話を確かめた。 

仏法正伝の祖師の教えは、明々白々にして一つも遺漏はない。この文は r 大 
智度論」第十巻にある所説である。 
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諸法実相を大師としましますこと、あ 
きらけし。釈尊また諸仏の常法を証し 
まします。 

いはゆる諸法実相を大師とするとい 
ふは、仏法僧の三宝を供養恭敬したて 
まつるなり。諸仏は、無量阿僧祇劫、 
そこばくの功徳善根を積集して、さら 
にその報をもとめず、ただ功徳を恭敬 
して供養しましますなり。仏果菩提の 
くらゐにいたりてなほ小功徳を愛し、 
盲比丘のために袵針しまします。仏果 
の功徳をあきらめんとおもはば、いま 
の因縁まさしく消息なり。 

しかあればすなはち、仏果菩提の功 
徳、諸法実相の道理、いまのょにある 
凡夫のおもふがごとくにはあらざるな 
り。 いまの凡夫のおもふところは、造 
悪の諸法実相ならんとおもふ、有所得 
のみ仏果菩提ならんとおもふ。かくの 
ごとくの邪見は、たとひ八万劫をしる 
といふとも、いまだ本劫•本見•末劫 • 
末見をのがれず、いかでか唯仏与仏の 


諸仏は必ず「諸法実相」を、自己の大師とせられていることは明らかであ 
る。釈尊もまた、諸仏も常に法を供養されることを仏道であると、証明されて 
おられるのである。 

「諸法実相を大師」とせられるというのは、仏法僧の三宝を供養尊敬するこ 
とをいうのである。諸仏は、無限の長い時間、幾多の功徳と善根を積み重ねて 
も、しかもなおその報いるものを求めない。ただその功徳を尊敬せられて供養 
するのみである。仏果を得、無上の菩提を得るに至っても、なお小功徳をも恭 
敬し、盲目の僧のために針に糸を通すのである。仏果の功徳の何であるかを明 
らかに知ろうと思うなら、この因縁は仏果の功徳のありさまを正しく物語って 
いるのである。 

このようであるから、仏果の功徳、「諸法実相」の道理は、今の世の凡夫の 
考えるようなものではない。凡夫の考えでは、悪行を行うことがこの世の「あ 
らゆるものごと」の実の相であろうと思い、「有所得の修行」が「仏果を得る」 
目的のための結果を予想しての修行であろうと考える。このような邪見は、た 
とえ八万劫の長時(劫は無限の時)を費したとしても、存在は「過去には常住で 
未来には断滅する」という、正しい考えでないものを正しいと考えることから 
悦することはできないであろう。 
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究尽 しましますと ころの諸法実相を究 
尽することあらん。ゆ^いかんとなれ 
ば、唯仏与仏の究尽 しましますと ころ、 
これ諸法実相なるがゆ袅なり。 

おほょそ供養に十種あり。いはゆる、 

一者身供養。二者支提供養。三者現 
前供養。四者不現前供養。五者自作供 
養。六者他作供養。七者財物供養。八 
者勝供養。九者無染供養。十者至処道 
供養。 


このなかの第一、身供養とは、於 n 仏 
色身；而設，，供養(名，，身供養— 〇 
第二、供，，仏霊廟〔名，一支提供養 — 〇僧 
祇律云、有，，舎利，者、名為 n 塔婆— 〇 
無二舎利一者、；^為-一支提-〇或云、通名こ 
支提-〇又梵云，，塔婆一復称，，偸婆—〇此 
翻，，方墳一亦言，，霊廟--〇阿含言=支徴^荷 


仏はどうして、唯仏と仏のみが「諸法実相」の何であるかを究尽することが 
できるのであろうか。なぜなれば、唯仏と仏とのみが知り、究尽することは、 
究尽することそれ自らの働きが諸法実相そのものであるからである。すなわち 
諸法は、実相(真理)そのものであるからである。 

おょそ供養には十種ある。 

一には、身供養(仏身に施物等を以て供養する こと)。 二には、支提供養(仏の 霊 
塔)。三には、現前供養(現前する仏、塔廟に供養する こと)。 四には、不現前供養 
(仏像.塔などのない所で仏.塔などを供養する こと)。 五には、自作供養。六には他 
作供養。七には、財物供養。八には、勝供養(仏を心中に求めて供養する)。九に 
は、無染供養(布施する財物に、一切の執着を離れてなす供養)。十には、至処道供養 
(行を もつて 仏に供養する こと) である。 

このなかの第一の身供養とは、仏の生身に供養することである。 

第二は、仏の霊廟•墓所に対して供養するのを支提供養という。摩訶僧祇律 
には、仏骨のある霊廟を塔婆といい、仏骨のないのを支提という。あるいは、 
両方とも通じて支提の名で呼ぶ。梵語ではストゥ—パ ( stclpa ) というのを音写 
して塔婆.偸婆と、翻訳すれば方墳(四角な墳墓)、または霊廟という。阿含経 
に支徴とあるのは、支提と同じで(梵語の〕チャィトャ ( caitya ) の音写(今は、 
制多の文字を多く用いる。窟院のこと)である。 
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あるいは塔婆と称し、あるいは支提 
と称する、おなじきににたれども、南 
嶽思大禅師の法華懺法にいはく、 

一心敬礼、十方世界、舎利尊像、支 
提妙塔、多宝如来、全身宝塔。 

あきらかに支提と妙塔と、舎利と尊 
像と別なるがごとし。 

僧祇律第三十三云、塔法者、仏住，，拘 
薩羅国，遊行時、有 n 婆羅門，耕，地。 
見 n 世尊行過一 持，，牛杖，拄礼， 
仏。世尊見已、便発 -一 微笑 — 〇諸比丘白， 
仏、何因縁故笑、唯願欲：，聞。仏便 
告こ諸比丘一是婆羅門、今福，，二世 
尊4諸比丘白，仏言、何等二仏。仏 
告こ諸比丘(礼 レ 我当，，其杖下ハ有，，迦 
葉仏塔--〇諸比丘白，仏言、願見，，迦 
葉仏塔-〇仏告，，諸比丘(汝従，，此婆 
羅門(索，，土塊并是地〗諸比丘、即便 
索，之。時婆羅門便与，之。得已、爾時 
世尊、即現，，出迦葉仏七宝塔、高一 
由延、面広半由延，。婆羅門見已、即便 
白レ仏言、世尊、我姓迦葉、是我迦葉 
塔。爾時世尊、即於 n 彼 t (作，：迦葉 


あるいは塔婆といい、または支提というのは同じようであるが、南岳慧思大 
師の「法華懺法」には、 

二心に十方世界、舎利尊像、支提妙塔、多宝如来、全身宝塔に敬礼す」と。 

あきらかに対照して用いているから、支提と妙塔、舎利と尊像とは別物であ 
ろう。 

「摩訶僧祇律」第三十三に、 

「塔をたてる法」に、釈尊が拘薩羅国 (舎衛国の本名) に住まわれて、諸方に 
説法のため歩いておられていたとき、一人の婆羅門の修行者が土地を耕作して 
いた。釈尊が通り過ぎられるのを見て、手にしていた牛に用いる杖を地に立て 
て世尊に敬礼した。釈尊はこれを見て微笑まれた。いく人かの僧が仏に問うて 
「どういう 因縁で世尊は微笑されたのですか、お伺い致したいと存じます」と。 

釈尊はそのとき、それらの僧に対して言われたのである。 

「この婆羅門は、今、二人の仏に敬礼を奉ったのである」と。 

そこで僧らは同音に仏にたずねた、「どうして二人の仏でしょうか」 と。 

仏が言われた。 

「この婆羅門は、私に敬礼するとともに、その杖の下に迦葉仏の塔がある、 
その塔に対しても敬礼したから、二人の仏に敬礼したといったのである」と。 

僧たちが仏に申し上げた、 r どうか迦葉の仏塔を見せて下さい」と。 
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仏塔- - o 諸比丘白レ仏言、世尊、我得レ 

クル n トヲ ヲイナヤ ノタマハク ン クル n トヲチ 

授.，泥土，不。仏言、得，授。即 

ニテ ヲノタマハク 

時評偈言、 

真金百千担、持用行，，布施(不，如… 

モテ ニセンニハ ヲ 

一団泥、敬心治，，仏塔— 〇 


爾時世尊、自起，，迦葉仏塔〗下基四 
方周，，币欄楣一円起，， 一一 重—〇方牙四出、 
上施，，旛蓋一長表 M 輪相〗仏言、作塔 

一ー クナルノ リテ ヒタテマツルガ 

法応，如：，是。塔成已、世尊敬， 過 

ヲ ニ チラシタマフヲ ノ シテ ニク 

去仏，故、便自作，礼。諸比丘白，仏言、 

レンヤ スルコトヲィナヤ ノタマハクン 

世尊、我得 U 作礼，不。仏言、得。 

チテ ヲノタマハク 

即説 i 偈言、 


そのとき釈尊は、それらの僧たちに告げられた。 

「この婆羅門の指図にまかせて、土を掘って捜してみなさい」と。 

そこで僧たちは、この地を掘り出した。しばらく経つと、その地下から婆羅 
門の予言した通りに、世尊はその地下に迦葉仏の七宝の塔を現出された。その 
塔は、高さが一由句(四十里のこと)、面積が二十里あった。 

婆羅門はこの塔を見て世尊に申し上げた、「世尊よ、私が、迦葉仏である。 
この塔はこの私の迦葉仏塔である」と言うのであった。 

このとき世尊は、このところで迦葉仏塔を作ろうと言われた。僧たちは、仏 
に申し上げた。「世尊。私たちも塔を建てる材料の泥土を運んでもよろしいで 
しょうか」と。仏は「運んでもよろしい」といわれた。そして偈を説かれた。 

「名利のため、本金を百千箱持って行って、布施行を行ずるよりも、一個 
の泥団子を以って、心から敬礼して仏塔を建立する方が貴い」と。 

このとき世尊はご自身で迦葉仏塔を建てられた。この塔は、墓台には欄楣 
(飾りある垣根)を周らせ、円形の二重壇で、四角な突起が四本あって、頂上に 
は旗と天蓋を置き、そこに長い輪相(輪形を竿に重ねる。後の九輪の原型)を立て 
てある。仏は「塔を建てる法は、このようにするのである」と教えられた。塔 
が出来上がってから、釈尊は、過去仏を崇敬されるから、御自身で礼拝された 
のである。 僧たちは仏に申し上げた。 
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人等百千金、持用行，，布施(不，如ョ 

モテ シテセン11ハ ヲ 

善心、恭敬礼，，仏塔4 


爾時世人、聞 n 世尊作 P 塔、持，，香 
華，来、奉，，世尊〗世尊恭=敬 過去 
仏，：^、即受，，香華(持供，，養塔— 〇諸比丘 

シテニク ンヤ スルコトヲイナヤ ノタマハク 

白 レ 仏言、我等得，，供養，不。仏言、 

ン チテ ヲノタマハク 

得。即説，偈言、 

百千車真金、持用行，，布施(不，如，，， 

ニシテ モテ センニハヲ 

一善心、華香供，#塔4 


爾時大衆雲 集。仏告 M 舎利弗ハ 

メニ ノ スぺシ チテ ヲノタマハク 

汝為 n 諸人，説法。仏即説 k 偈言、 

百千閻浮提、満，中真金施、不，如 L 

ヲシ シテメンニハ セ 

法施、随順令，，修行'; 


「世尊、私たちもこの塔に敬礼してもよろしいでしょうか」と。 

「よろしい」と答えられて、そのとき釈尊は偈を示された。 

「人々が、名利のため、沢山の金を持って、布施を行う ことよりも、まご 
ころから恭々しく仏塔を敬礼する方がすぐれている」と。 

このとき、世の人々も、釈尊が塔を建立されたのを聞いて、香や華を持って 
来て釈尊に捧げ奉った。釈尊は、過去の諸仏を供養されるために、この香華を 
受け取って塔を供養されたのである。 

僧たちは、また釈尊に申し上げた。 

「世尊、私たちも供養してもよろしいでしょう力」と。 

釈尊は「よろしい」と答えて、釈尊は偈を示された。 

「名利のため、百千車の本金をもって布施を行ずるよりも、まごころから 
華と香をもって、塔を供養することがよりすぐれている」 

このとき大衆が雲のように集って来た。 

釈尊は舎利弗に言われた、「お前は、諸人のために、法を説きなさい」と。 
釈尊は、再び偈をお説きになられた。 

「名利のため、世界の中に満ちている真金を布施するよりも、一つの法施 
(説法)をなし、大衆を仏法に帰依させ、仏道修行に入らせる方がすぐれ 
ている」 
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爾時座中有，，得道者；仏即説，偈言、 
百千世界中、満，中真金施、不，如… 
法施、随順見，：真諦--〇 


爾時婆羅門、不，壊ぃ信。即於，，塔前一 
飯 n 仏及僧—〇時波斯匿王、聞，，，世尊 
造，，迦葉仏塔(即勅載，，七百車堉ハ 
来，，詣仏所一頭面礼足、白，仏言、世尊、 

レフ クラントノヲ メニ ンヤイナヤ ノタマハク 

我欲=1広作，，此塔：為得不。仏言、 
得。仏告„ 大王〗過去世時、迦葉仏、 
般泥疸 時、有，王、名，一吉利— 〇欲， 
作-1七宝塔 — 〇時有，臣白 i 王、未来世当，. 
有，-非法人，出 J 10 当，.破，，此塔，得♦重罪±0 
唯願大王当，，以：> 博作、金銀覆，上。 
若レ取，，金銀，者、塔故在得 k 全。王即 
如，_臣言一以 k 堉作、金薄覆 k 上。高一 
由延、面広半由延。銅作，，欄循(経，， 
七年 --fc 月七日 一 乃成。作成已、香華供，， 
養仏及比丘僧〗波斯匿王白“仏言、彼 
王、福徳多有，，珍宝一我今当，作、不， 
及，，彼王—〇即便作' 経，，七月七日：乃成。 
成「し、供，，養仏及比丘僧 — 〇 


このとき、一座のなかで仏道を悟った者が現われた。 

仏は彼に偈をお説きになられた。 

「百千世界中に充満している真金を布施するよりも、一つの法施をして、 
大衆を仏法に帰依させ、仏法の真理を悟らせる方が勝れている」 

このとき、婆羅門は、金剛石のような堅固な信仰を得て、直ちに塔の前で仏 
やそれらの僧に食物を供養し奉った。 

このとき僑薩羅国の波斯匿王は、釈尊が迦葉仏塔を造り給うことを聞いて、 
直ちに命令を下し、七百の車に塘(瓦)を載せて仏の.所に参って頭を地につ 
け、釈尊の足下に合掌礼拝して仏に、 

「世尊、私は、此の迦葉仏塔と同じ塔を国内の各所に作ろうと思いますが、 
如何でしょうか」と申し出ると、仏は「よろしい」と答えられ、波斯匿大王に 
告げられた。 

過去の世に、伽葉仏の入滅のときに吉利という王がいた。この王は、七宝の 
塔を作ろうと思って臣下の者らにはかったところが、一人の臣下の者が王に申 
し上げた。「今後乱暴な奴が現われてその塔を破壊し、重罪を受けることがあ 
るかもしれません。そこで大王にお願い致したいことは、塔を埠で作り、金銀 
で上をおおったならば、乱暴者が金銀を取っても塔は壊れないから、塔は安全 
でありましょう」と提案した。王は、この臣下の言葉を宜しいとされて、榑を 
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作塔法者、下基四方'周，，币欄楣ハ 
円起 n 二重— 〇方牙四出。上施，，旛蓋一長 
表，輪相— 〇若言ァ世尊已除，，貪欲•瞋恚 • 
愚癡(用キ是塔±'為得，，越毗尼罪- oy 業 
報重故。是名，，塔法— 〇 

塔事者、起，，僧伽藍，時、先預度，，好地， 
作，>塔処一塔不，得，在，南、不，得， 

在，西、応レ在レ東、応，在レ北。不レ得三 
僧地侵，，仏地ハ仏地不ブ得，侵，，僧地 d 
若塔近一一死尸林(若狗食残、持来汗， 


もって塔を作られ金銀でその上をおおった。その塔は、高さ四十里、面積二十 
里で、銅で手すりを作った。七力年七力月と七力日の日時を経て出来上がっ 
た。竣工したとき、香華をもって仏及び僧に供養した。 

波斯匿王は、釈尊に申し上げた。 

「彼の吉利王は、福徳多く、珍宝などを多く持っていたが、私は今、それを 
持ちません。だから塔を作ろうと思いますが、彼の王のょうに豪荘なものには 
及びません」と。 

そこで、七 力月と 七日かかって塔を作った。 

竣工したとき、仏及び僧を供養した。 

塔を作る法は、基盤は四角、まわりに勾欄をめぐらし、円い二重壇に作り、 
四角の飾牙を四方にたて、上には旗と天蓋を取付け、長い輪相を立てる。 

この塔は、仏世尊が貪欲、瞋恚、愚痴の三毒を脱離された相を表わすもので 
あるから、この塔を凡俗の日常の生活に使うことは、仏法を汚す罪の「越毘尼 
罪」を犯すこととなると言われて、これを塔をたてる法というのである。 

塔事(塔につかえる こと) というのは、お寺を建てるとき、先ず予め適当な 
地を選択し塔を建てる場所を作る。塔は南に位置してはならない。西に位置し 
てもならない。東にあるのがょろしい。僧の住むところは、仏像を安置する所 
を侵してはならない。仏像を安置す ると ころは、層の住む所を R してはならな 
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地、応，作，，垣牆—〇応 T 在.，西若南一作•僧 
房 KO 不，得，使僧地水流，，入仏地一 
仏地水得 レ 流 一一 入 僧地— 〇塔応ァ在 こ 
高顕処，作 ± o 不ブ得ァ在，，塔垣中〔浣染曬 
衣、著，，革屣一覆，頭、、覆」眉、渎巾唾 
地 J -.0 若作 U 是言(世尊、貪欲•瞋恚•愚 
癡「し除、用，，是塔―〇為得，，越毗尼罪一 
業報重。是名11塔事 d 


塔龕者、爾時波斯匿王、住，，詣仏所ハ 
頭面礼足、白 k 仏言、世尊、我等為，，迦 

ノ レリヲ ンヤルコトヲヲイナヤ ノタマハク 

葉仏，作，塔。得，作，龕不。仏言、 
得。過去世時、迦葉仏、般泥洹 後、 
吉利王、為，仏起，塔。面四面作，，龕、上 
作， 一 獅子像、種種綵画-〇前作，一欄栀(安，， 
置華処―〇龕内懸，幡蓋— 〇若人言，世尊、 
貪欲•瞋恚•愚癡已除、但自荘厳而 
受 C 楽者、得，，越毗尼罪(業報重。是名， 
塔％ 


い。若し塔の近くに死尸林 (死体を埋める 林)があれば、犬などが死体を あさっ 
て食い残しをくわえて来て浄地を汚すから垣を作るべきである。西または南に 
僧の住家の僧房を作るならば、僧房から仏像を安置する地に水を流してはなら 
ない。仏像を安置する所の水が僧の住む所に流れ込むのは差し支えない。 

塔は高くて、よく見える場所に作るべきである。塔の垣根の中で、衣を洗っ 
たり、染めたり、さらしたり、革草履をはいて歩いたり、頭をおおったり、肩 
をおおったり、地に鼻水を垂したり、唾を吐いたりしてはならない。 

釈尊は、われわれの迷想の貪欲、瞋恚、愚痴の三大害毒を清除されている清 
浄の真身であるから、この塔をもしも俗用に使用することがあれば、当に釈尊 
の清浄身を犯すこととなるから、越毘尼罪を得るであろう。 

このとき波斯匿王が釈尊の所に参り、頭を地につけ仏足に礼拝して釈尊に申 
し上げた。「世尊、私たちは、迦葉仏のために塔を造りましたが、塔龕(塔の下 
方にある仏をまつる厨子)を作ってもよろしいでしょうか」と、釈尊は、うなず 
いて「よろしい」と言われた。塔龕というのは仏をまつる厨子のことである。 
過去の世において、迦葉仏が入滅(おかくれ)になったとき、吉利王は、迦葉 
仏のために、塔を建立し、四面に塔龕を作った。この塔龕の上には獅子像を彫 
刻し、いろいろの画を描き、前に手すりを作り、華を安置し、龕内には旗蓋が 
懸けてあった。 
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あきらかにしりぬ、仏果菩提のぅへ 
に、古仏のために塔をたて、これを礼 
拝供養したてまつる、これ諸仏の常法 
なり。かくのごとくの事おほけれど、 
しばらくこれを挙揚す。仏法は有部す 
ぐれたり。そのなかに、僧祇律もとも 
根本なり。僧祇律は、法顕はじめて荊 
棘をひらきて、西天にいたり、霊山に 
のぼれりしついでに将来するところな 
り。祖祖正伝しきたれる法、まさしく 
有部に相応せり。 


第三現前供養。面対，，，仏身及与，，支 

トニ クルナリ ヲ 

提ハ而設=供養"； 

第四不現前供養。於，，不現前仏及支 
提一広設=供養〗謂、現前共，，不現前： 


もし人が、世尊は、貪欲、瞋恚、愚痴の三毒を離れ解脱し尽くした釈尊の、 
自らの清浄身の象徴として塔龕を作られたのであるから、自身をかざり、世俗 
の楽しみを受けるために、このょうな塔龕を作られたと誹る者があれば、それ 
は越毘尼罪を得るであろう。悪行の報は、重いものであるから犯してはならな 
い。これを塔龕の法と名づけるのである。 

あきらかに知ることができるのは、仏果のため、古仏のために塔を建て、こ 
れを礼拝し供養したてまつるのは、これ諸仏の常法である。 

このょうな事柄は数多くあるけれども、仮りに今、この塔法、塔事、塔龕の 
法のことを取り上げた。この仏法は一切の存在を肯定する「有部宗」が最もす 
ぐれている。そのなかでも、僧祇律が最も根本である。有部宗の戒律の経典の 
僧祇律は、中国の晋の安帝隆安三年、法顕三蔵をはじめ、同学恵景•道整らと 
十余人が敦煌からィンドに行き、霊鷲山など各仏蹟を巡拝し、梵語を学ぶこ 
と三年、在印六年、帰路三年を費して帰って来たとき持ってかえった仏典であ 
る。祖師から祖師へ正伝されて来た法であり、まさしく有部宗にふさわしい法 
である。 

第三の現前供養とは、まのあたり仏身と支提に対して供養することである。 

第四の不現前供養とは、現前に存在しない仏と過去の仏の廟の一切に供養す 
ることである。 
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供，，養仏及支提塔廟〗并供，，不現前仏 
及支提塔廟〗現前供養、得 M 大功徳4 
不現前供養、得，，大大功徳—〇境寛広 
故。共現前不現前供養者、得，，最大大功 

第五自作供養。自身供，，養仏及支提―〇 

第六、他作供 n 養仏及支堤--〇有 n 少 
財物；不レ依 n 懈怠(教 u 他施作， 
也。謂、_他供養、彼此同為。自作供 
養、得 n 大功徳-0教他供養、得，，大大功 
徳4自他供養得，，最大大功徳4 

第七、財物供 n 養仏及支提塔廟舎利— 〇 
謂、財有，，三種-0一資具供養。謂、衣 
食等。二敬具供養。謂、香華等。三 
厳具供養。謂、余一切宝荘厳等。 

第八勝供養。勝有^一。一 専設，，種種 
供養〇二純浄信心、信，：仏徳重ハ 
理合，，供養-〇三廻向心。求仏心中、而 
1^二供多 

第九無染供養。無染有ニー。一心無 
染、離二切過— 〇二財物無染、離：非法 
% 


現前供養と不現前供養とは、共に現前の仏と塔廟を供養すると同時に、不現 
前の仏と塔廟を供養することである。現前供養には大功徳があるが、不現前供 
養には大功徳以上の功徳がある。供養者の境地が広いからである。現前•不現 
前の供養は最大の大功徳が得られる。 

第五の_作供養とは、自分自身で仏と仏の廟を供養することである。 

第六の他作供養とは、他人にその人が少しでも財物が有る場合には、少しも 
惜しまないで他人をして布施させることである。即ち自作供養も他作供養とは 
同じものである。自作供養も大功徳があり、他作供養も大功徳がある。両方の 
供養には最大の大功徳がある。 

第七の財物供養とは、財物をもって仏と塔廟•仏舎利を供養し奉ることであ 
る。財に三つの種類がある。第一は、資具供養(衣食、道具等を供養すること)、 
第二は、敬具供養(香華等を供養すること)、第三は、厳具供養(その他、一切の寺 
廟を装飾す ること) である。 

第八の勝供養とは、勝に三種ある。一は専ら種々の供養をすること。二は純 
浄な信仰心をもって仏徳の重きことを信じ、供養の道理に順ぅこと。三は回向 
心にょって、即ち仏心の慈悲を求めて供養することである。 

第九の無染供養とは、無染に二種がある。一は心無染、即ち一切の心の罪過 
を離れることと、二は、財物無染、即ち一切のものごとの真理にそむく罪過を 
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第十至処道供養。、謂、供養順，果、 
名，，至処道供養-〇仏果是其所至之処、供 
養之行、能至 n 彼^!一名 n 至処道--〇至 
処道供養、或名，，法供養〔或名，，行供養—〇 
就，れ有しーー。一者財物供養、為，，至処道 
供養〗二随喜供養、為，，至処道供養4 
三修行供養、為，，至処道供*, — 〇 

#急"コト十供 ！ r 

法於 k 僧、類亦同然。 

謂、供養法者、供 M 養仏所説理教行法ハ 
并供 M 養経卷4 

供養僧者、謂、供，，養一切三乗聖衆、 
及其支提、并其形像塔廟、及凡夫僧--〇 


次、供養心有，，六種—〇 
一福田無上心。生福田中最勝。 
二恩徳無上心。一切善楽、依，，三宝， 
出% 

三生一切衆生最勝心。 

四如優曇鉢華難遇心。 


離れることである。 

第十の至処道供養とは、真理を求める心からして供養することである。供養 
が因果の真理に順うのを至処道供養というのである。仏果は、その究尽する処 
は供養の行である。至処道供養は、法供養とも、行供養とも名づける。このな 
かに三つある。一には、財物供養、これが至処道供養である。二には、随喜供 
養、即ち歓喜の心をもってする供養である。これも至処道供養である。三に 
は、修行供養、これも至処道供養である。 

諸仏の供養には、以上の十種の供養がある。法に対する供養、僧に対する供 
養の種類もまた同じである。 

法を供養するというのは、仏の所説、仏法の道理、仏法の教説、仏法の修行 
を供養すること及び経卷を供養することである。 

僧を供養することは、一切の三乗(声聞、縁覚、菩薩)の大衆、およびその墓 
並びにその形像塔廟と凡夫の僧を供養することである。 

次に供養心には六種ある。 

一は、福田無上心、即ち福田(仏法の意)中に最も勝れた供養心を生ずること。 

二は、恩徳無上心、即ち一切の善楽は、仏法僧の三宝に帰依することによっ 
て生ずる供養心。 

三は、一切の衆生の最も勝れた心によって生ずる供養心。 
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五三千大千界殊独一心。 

六一切世間出世間、具足依義心。 
謂、如来具，，足世間出世間法(能與，， 
衆生，為，，依止処ハ名，，具足依義―〇 


以，，此六心一雖，，是少物一供 m 養三 
宝一能獲，，無量無辺功徳--〇何況其 

カランヲャ 

多0 


かくのごとくの供養、かならず誠心 
に修設すべし。諸仏かならず修しきた 
りまします ところな り。その因縁、あ 
まねく経律にあきらかなれども、なほ 
仏祖まのあたり正伝しきたりましま 
す。執侍服労の日月、すなはち供養の 
時節なり。形像•舎利を安置し、供養 
礼拝し、塔廟をたて、支提をたつる儀 
則、ひとり仏祖の屋裏に正伝せり、仏 
祖の児孫にあらざれば正伝せず。また 


四は、仏法に遇うことは三千年に一度吹くという優曇華に遇うように、難遇 
のものであることを信ずる供養心。 

五は、三千大千世界(全宇宙界〕は唯一の仏心であることを信ずることによ 
る供養心。 

六には、一切の世俗の者、出家の者の、具足依義心による供養。 

具足依義とは、如来の法には在家、出家の法を完備せられていて、能く衆生 
のためにその依りどころとなる、これを具足依義と名づけるのである。 

この六つの心をもって、たとえ、僅かな財物でも三宝に供養するならば、能 
く無量無辺の功徳を得ることができるのである。ましてやその fy 物が多いとき 
は尚更である。 

このように供養は、必ずまごころからなされねばならない。諸仏は必ず修行 
してこられたところである。その因縁は、一切の経蔵にも律蔵(律の経)にも 
明らかに記されているものであるけれども、なお仏から仏、祖師から祖師に、 
直々に正伝されて来たのである。 

その仏祖方にお仕えし、いろいろな労務に服された年月が供養の時節であ 
る。仏祖の影像や舎利を安置し、供養し礼拝して、塔廟を建て、墓や廟を建て 
る供養の儀則は、ただ仏祖の家伝としてのみ相続されたところの真髄である。 
仏祖の子、仏祖の孫でない者には正伝相続されることはない。また法の通りに 
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もし如法に正伝せざれば、法儀相違 
す。法儀相違するがごときは、供養ま 
ことならず。供養まことならざれば、 
功徳おろそかなり。かならず如法供養 
の法、ならひ正伝すべし。 

令韜禅師は曹谿の塔頭に陪侍して年 
月をおくり、盧行者は昼夜にやすまず 
碓米供衆する、みな供養の如法なり。 
これその少分なり、しげくあぐるにい 
とまあらず。かくのごとく供養すべき 
なり0 


正伝しなければ仏法と儀則とが相違してしまう。もしも仏法と仏則と相違した 
ならば、供養もまた本物ではなくなってしまう。供養が本物でなければ、功徳 
もまた形式だけになってしまう。だから必ず法の通りに供養する法を修行し、 
正伝せねばならない。 

令韜禅師は、曹溪山大鑑禅師の墓所におつかえして、年月を重ねておくられ 
た。また盧行者としての六祖は、昼も夜も一時の休みもなく身心綿の如く疲れ 
果てる こと も忘れて、一心不乱に米をついて大衆に供養された。これらの こと 
はみな供養の法の精神を、そのままに正直に護りつづけた来たのであった。 

これらの ことは、 ほんの 小さな 一つの 例にすぎない。 こうした 例は、他に枚 
挙に暇はない。諸仏の供養は この 例のように法のまま供養すべきである。 


正法眼蔵供養諸仏第五 
建長七年夏安居日。 

弘安第一一己卯六月廿三日、在，，永平寺 
衆寮 I 書，，写之—〇 


正法眼蔵第五 供養諸仏 
建長七年(一二五五)、夏安居の日。 

弘安二年己卯六月廿三日、永平寺衆寮に在って書写す。 
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正法眼蔵第六 帰依仏法僧宝 


禅苑清規日、敬：仏法僧，否。^一一一十 
あきらかにしりぬ、西天東土、仏祖 
正伝するところは、恭敬仏法僧なり。 
帰依せざれば恭敬せず、恭敬せざれば 
帰依すべからず。この帰依仏法僧の功 
徳、かならず感応道交するとき成就す 
るなり。たとひ天上•人間、地獄•鬼 
畜なりといへども、感応道交すれば、 
かならず帰依したてまつるなり。すで 
に帰依したてまつるがごときは、生生 
世世、在在処処に増長し、かならず積 
功累徳し、阿耨多羅三藐三菩提を成就 
するなり。おのづから悪友にひかれ、 
魔障にあうて、しばらく断善根とな 
り、一闡提となれども、つひには続善 


崇寧二年に洪済寺の慈覚宗頤が「百丈清規」にょって著した僧院の規則であ 
る「禅苑清規」十巻中の第八巻、百二十問の第一に「仏法僧の三宝を恭敬する 
や、否や」と記されている。 この 問いは仏道を求める者に最初になされる質問 
である。 この 帰依仏法僧宝が仏法参学の基であるからである。 

これにょつて明らかに知ることができることは、ィンドから中国に仏々祖々 
の正伝した仏道は、仏法僧の三宝を恭敬することである。仏法僧に帰依しなけ 
れぱ仏法僧を恭敬することはできない。帰依とは身心ともに三宝に捧げること 
である。同時に仏法僧を恭敬しなければ仏法僧に帰依することはできない。 

この帰依仏法僧、即ち恭敬仏法僧の功徳は、自己と仏法僧の三宝と感応道交 
し、仏と衆生があたかも月が凡ての水に映る如く共映し相交るとき、その功徳 
「作用」は増進して恭敬三宝の帰依の心が完ぅするのである。たとえ天上の人 
間、地獄の鬼畜であろぅとも、三宝に感応道交すれば必ず仏法僧に帰依し奉る 



根し、その功徳増長するなり。帰依三 
宝の功徳、つひに不朽なり。その帰依 
三宝とは、まさに浄信をもはらにして、 
あるいは如来現在世にもあれ、あるい 
は如来滅後にもあれ、合掌し低頭して、 
口にとなへていはく、 

我某甲、今身より仏身にいたるま 
で、 

帰依仏、帰依法、帰依僧。 

帰依仏両足尊、帰依法離欲尊、帰依 
僧衆中尊。 

帰依仏竟、帰依法竟、帰依僧竟。 


はるかに仏果菩提をこころざして、 
かくのごとく僧那を始発するなり。し 
かあればすなはち、身心いまも刹那刹 
那に生滅すといへども、法身かならず 
長養して、菩提を成就するなり。 


ので ある。すでに帰依し奉れば、 この 功徳は世のある限り増長して、必ず その 
功徳を積み重ねて遂に「無上の悟り」の道を成就するのである。 

たとえ悪友に誘われ正道に進む道を邪魔障害せられても、あるいはまたしば 
らくのあいだ善根を殖えることを怠って一闇提、すなわち善心、仏心を断つ悪 
性の人となることがあっても、この帰依三宝の功徳により、断絶している善根 
を再び誘発、継続させる功徳が増長することとなる。帰依三宝の功徳は実にこ 
のように不朽である。 

その帰依三宝とは、清浄無垢な信仰の心を専らにして、たとえ釈迦如来のお 
られたときであろうと、または釈迦如来の滅後であろうとも、合掌して礼拝し 
「私(某)は今日只今、この身より仏身に至るまで、帰依仏、帰依法、帰依僧。 
帰依仏両足尊(両足尊とは仏智、仏徳の妙用を兼備の意)、帰依法離欲尊(離欲尊は離 
塵尊 ともいう。煩悩を 離脱す る 意)、帰依僧衆中尊(衆中尊とは衆生と和合の尊の意)。 
帰依仏竟(悟者、仏心、真理の体験者の境地の意)、帰依法竟(仏の教、真理の境地の意)、 
帰依僧竟(真理の伝道者なる僧の境地)」と唱えるのである。 

かくすれば、はるかに悟りの道、真理を求める弘誓の念を始めて発すのであ 
る。このように行ずるとき、この自己の身心は現実として刹那刹那に生滅する 
無常のはかない存在であるけれども、三宝帰依の功徳により、常住(永遠)不 
滅の仏の身心の働きは必ず成長して、仏道を成就することができる。 
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いはゆる帰依とは、帰は帰投なり、 
依は依伏なり。このゆ袅に帰依といふ。 
帰投の相は、たとへば子の父に帰する 
がごとし、依伏は、たとへば民の王に 
依するがごとし。いはゆる救済の言な 
り。仏はこれ大師なるがゆ袅に帰依す、 
法は良薬なるがゆ袅に帰依す、僧は勝 
友なるがゆ表に帰依す。 


問、、何故、偏帰，，此三—〇答、以 n 
此三種畢竟帰処一能令，衆生出，， 
離生死一証#大菩提 t 故帰。 


此三、畢竟不可思議功徳なり。仏は 
西天には仏陀耶と称す、震旦には覚と 
翻す。無上正等覚なり。法は西天には 


いわゆる帰依の帰とは帰投、仏陀の大慈悲：の懐に衆生が赤子のょうに身心を 
投げ出して抱かれ帰し投ずる「相」であり、依とは依伏、即ち仏陀に対して 
衆生が救済渴仰のために恭敬の至心を捧げ奉る「相」である。この故に帰依 
というのである。 

帰依の「相」は、譬えば子が父のふところに帰するが如きである。依伏の 
「相」は、譬えば民が王に依るが如きである。この依伏は、衆生が仏に救済を 
お願いする言葉である。 

何故に帰依仏、帰依法、帰依僧と唱えるかと言えば、仏は人類の救済、教化 
の偉大なる師であるから帰依するのである。法(教)は人類救済の良薬である 
故に帰依するのである。僧は仏の人類救済の教えを伝え導く勝れた友であるか 
ら帰依するのである。 

問うていわく、「何故に偏にこの三宝に帰するのであるか」 

答えて言う、「この三宝に帰依することが仏道の目的であり、人生の帰する 
処であるからである。これにょって衆生の人生問題の解決、生死の苦しみ、迷 
いを離れさせ、解脱の道を証らしめるのである」と。 

故に帰依三宝の力は絶対的な功徳、働きをもつものである。 

仏という意義はィンドでは梵語ブッダ ( Buddha ) を、中国では「覚者」と訳 
し、「覚」と翻訳している。覚とは無上正等覚、この上もなく正しい平等の悟 
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達磨と称す、また曇無と称す。梵音の 
不同なり。震旦には法と翻す。一切の 
善•悪•無記の法、ともに法と称すと 
いへども、いま三宝のなかの帰依する 
ところの法は、軌則の法なり。僧は西 
天には僧伽と称す、震旦には和合衆と 
翻す。かくのごとく称讃しきたれり。 


住持三宝 

形像、塔廟仏宝。黄紙朱軸、所伝法 
宝。剃髪染衣、戒法儀相僧宝。 

化儀三宝 

釈迦牟尼世尊仏宝。所転法輪、流布 
聖教法宝。阿若僑陳如等五人僧宝。 
理体三宝 

五分法身、名為仏宝。滅理無為、名 
為法宝。学無学功徳、名為僧宝。 


りのことである。 

法という意義はィンドでは梵語のダルマ ( Dharma )、 達磨または曇無とも称 
し、真理、仏の教えの義である。その梵語は時と処の相違によって発音の不同 
によって相違する。中国では「法」と翻訳する。一切の善も悪も無記(善性. 
悪性でない性)も、一切の物心両面にわたる現象を同じく「法」と称するけれど 
も、この三宝の中の帰依するところの法は、軌範•規矩の意の「法」である。 

僧というのは、ィンドでは、梵語のサンギャ ( sa - ggha ) で、中国では僧伽と 
音訳し「和合衆」と意訳する。僧は多衆の集団にかかわらず規律を守り、闘い 
なく和合親密するから和合衆というのである。 

このようにして三宝を讃仰、崇敬して来たのである。 

この三宝に四種がある。住持三宝、化儀三宝、理体三宝、一体三宝である。 

第一の住持三宝とは、釈尊の滅後これを常に相続し護持すべき三宝である。 
即ち釈尊の尊像の彫刻、絵画、釈尊の御遺骨を安置する塔廟を仏宝とする 。^ t 
巻朱軸の経巻を法宝とする。出家して僧の戒法を守る姿が僧宝である。 

第二は化儀三宝である。即ち現前に衆生を教化せられる三宝である。釈迦牟 
尼世尊は仏宝である。仏の生涯の説法、正伝した聖教が法宝である。仏の最初 
に済度せられた鹿野園での阿若僑陳如らの五人の出家僧を始めとする他の数 
千の出家僧はみな僧宝である。 
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一体三宝 

証理大覚、名為仏宝、清浄離染、名 
為法宝。至理和合、無擁無滞、名為僧 
宝0 


かくのごとくの三宝に帰依したてま 
つるなり。もし薄福少徳の衆生は、三 
宝の名字なほききたてまつらざるな 
り。いかにいはんや帰依したてまつる 
ことえんや。 


第三は理体三宝である。理体とは真理の本体の意である。これは化儀三宝と 
表裏している。かれは具体的、これは抽象的である。五分法身が仏宝である。 

五分法身とは(分は分済、法は戒定慧、身は集の意)、戒身、定身、慧身、解脱 
身、解脱知見身で ある。この 戒定慧などの五種の因にょって得る身を、五分法 
身と いう。これらの 五分法身は、肉体の身でなく無相の身で あるから 法身と いう。 

滅理(諦)無為(苦•集.滅•道の四諦の法)とは、釈尊が最初と最後に説かれ 
た説法で、人生の苦は苦の原因を集めるゆえに、これを滅することにょり仏道 
を修し、涅槃(解脱)することができると説かれた。こめ四諦の理を法宝と名 
づける。 

学無学功徳とは、羅漢の修行の地位、段階に有学地•無学地がある。この地 
位の功徳を僧宝と名づける。 

第四は一体三宝である。万物一体の三宝、即ち真理の三宝である。この真理 
を悟り体験することを仏宝という。この境地に住すれば清浄にして、一切の汚 
れを受けないから法宝と名づける。この真理と自己が和合して、滞るものなく 
一体となっているから僧宝と名づける。 

この 三宝に帰依する ことを 帰依三宝という。幸福に恵まれず、徳のない者 
は、 この 尊い三宝の名すら聞いた こ ともなく、したがって三宝に帰依するなど 
夢にも知らぬことである。 
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法華経日、是諸罪衆生、以，，悪業因縁一 
過 n 阿僧祇劫—'*不，聞 J 1 一宝名—〇^ 
法華経は、諸仏如来一大事の因縁な 
り。大師釈尊所説の諸経のなかには、 
法華経これ大王なり、大師なり。余経 • 
余法は、みなこれ法華経の臣民なり、 
眷属なり。法華経中の所説、これまこ 
となり。余経中の所説、みな方便を帯 
せり、ほとけの本意にあらず。余経中 
の説をきたして、法華に比校したてま 
つらん、これ逆なるべし。法華の功徳 
力をかぅぶらざれば、余経あるべから 
ず。余経はみな法華に帰納したてまつ 
らんことをまつなり。 この 法華経のな 
かに、いまの説まします。しるべし、 
三宝の功徳、まさに最尊なり、最上な 
りと いふこと。 


法華経に、「この、もろもろの罪をおかした衆生は、悪業の因縁にょり無限 
のときを過ぎても三宝の名を 聞くことがない」と ある。 

法華経は諸仏如来の出現の大眼目ともいぅべき一大事因縁にょる経である。 
人天の大師である釈尊のお説きになられた諸経の中で、法華経は経の大王であ 
り、大師である。他の経は皆この法華経の臣民であり、眷属である。 

法華経に説かれている法は真理である。法華経以外の他の経に説かれてある 
法は、みな方便が含まれている。方便は釈尊の本意ではない。 

この道理から他の諸経の説を法華経に比べて考えることは逆である。 

法華経の功徳の力のお蔭がなければ、余経の存在価値はない。余経はすべて 
法華経に帰納することを期待しているのである。この法華経のなかに、前述の 
言葉が説かれてある。 

これによって三宝の功徳が最尊であり、最上であることを正しく知るべきで 
ある。 


世尊言、衆人恐，一所逼^;多帰，|依諸 
山.園苑及叢.#•孤樹•制多等';此帰 
依非，勝、此帰依非ぃ尊。不 T 因=此帰依ハ 
能解*脱衆苦 ± o 諸有 T 帰，，依仏：及帰巾 
依法僧：，於，，四聖諦中ハ恆以，慧観 


釈尊がいわれた。 

「衆人は所逼(苦悩に迫られおかされる)、即ち無根の罰とか崇りを怖れて多く 
の 者は山の神、森の神、園林の神、樹の神等に帰依する。 この 帰依は勝れた帰 
依でもなければ尊い帰依でもない。甚しく低劣な恥ず べき 帰依である。 この 帚 
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察、知 P 苦、知，，苦集〗知'-.氷超 = 衆 
苦：知=八支聖道—0此帰依最勝、此帰 
忧最尊。必因，，此帰：^能解=脱衆 

免 


世尊あきらかに一切衆生のためにし 
めしまします。衆生いたづらに所逼を 
おそれて、山神•鬼神等に帰依し、あ 
るいは外道の制多に帰依することなか 
れ。かれはその帰依にょりて衆苦を解 
脱することなし。おほょそ外道の邪教 
にしたがぅて、牛戒.鹿戒.羅刹戒. 
鬼戒•瘂戒•聾戒.狗戒•雞戒.雉戒、 
2 Ik 塗：.身、長髪を相、以¥祠，時、 
先咒後殺、四月事 P 火、七日服。風。百 
千億#，供=養諸天(諸所欲願、因レ此 
成 8 tx ° J 如 P 是等法、能為=解脱因- 
者、無 P 有，，是処■:智者所ッ不 V 讚、唐 
苦無=善報-0 


依によっては、諸々の苦を解脱することはできない。 

解脱の道は仏と法•僧に帰依することによってのみ得られる。苦集滅道の 
1 fslitf ' のなかにおいて常に慧(正智、仏智、悟りの智慧、真理の体験の智)を以て 
観察し、苦の生ずる原因を知り、それにより永遠に苦を解脱するには八正道 
のみが！^に涅槃に至る道であることを知らねばならない。 

この帰依が最も勝れ、最も尊いのである。必ずこの帰依に因ってのみ、能く 
もろもろの苦を解脱することができるのである」と。 

釈尊は、このよぅに明らかに一切衆生のために教え示されたのである。衆生 
は、ものの11りを怖れて山神、鬼神などに帰依したり、または外道の神々や塔 
や廟などに帰依してはならない。衆生はそれらに帰依することによっては人生 
の苦しみを解脱することができないからである。 

およそ、外道、 バラモンの 邪教に帰依して、牛の行為の真似、鹿の行いの真 
似、暴悪無惨な ail (悪鬼の通称)や鬼や餓鬼の真似、または聞こえぬ人の真 
似、口のきけぬの真似、1:や鴨や雉の真似、殊に奇異なのは狗の真似で路に残 
された糞を食ぅ ことで ある。 また 全身に灰を塗り、髪や髢を長くしたり、羊を 
使って時神を M って先には呪‘して後に殺し、あるいは四力 月間、 火を祭り、 
あるいは七日の間、飲食を断って空気のみを呼吸するなどの、いろいろの苦行 
を以て外道は宗教的修行、戒律としている。その苦行、戒律の目的は、その功 
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徳によって天国に生れることにある。またそのほか、沢山の華を集めて、あら 
ゆる神々に供養して己れの願いのすべてが成就す るよう に呪する。 このよう 
な様々な一般的苦行やまたは咒を戒律とする方法は、人生苦の解脱の原因とは 
決してならない。 

これら外道の苦行は、知識あるものの行ではない。苦の解脱とならず、善根 
の因ともならない狂気じみたものである。 

かくのごとくなるがゆ灸に、いたづ 
らに邪道に帰せざらんこと、あきらか 
に甄究すべし。たとひこれらの戒にこ 
となる法なりとも、その道理、もし孤 
樹•制多等の道理に符合せらば、帰依 
することなかれ。人身うることかたし、 

仏法あふことまれなり。いたづらに鬼 
神の眷属として一生をわたり、むなし 
く邪見の流類として多生をすごさん、 

かなしむべし。はやく仏法僧の三宝に 
帰依したてまつりて、衆苦を解脱する 
のみにあらず、菩提を成就すべし。 

希有経日、教，，化四天下及六欲天一 
皆得，，四果一不 k 如二人受 J 二帰一功 


これらの外道の苦行•戒律は根拠のない迷信邪道であることが明らかとなる 
上は、外道に帰依することの非なることを究め諦らめるべきである。以上述べ 
た方法以外の苦行戒律たりとも、それは先に述べた樹木などの崇拝に等しいか 
ら、必ず外道の教えに帰依してはならない。 

人々は、この世に生を受けて来ることは甚だむずかしい。また仏の正しい教 
えに逢ぅことも真に稀れである。それに、徒らに外道の教えの群に入り、鬼神 
の仲間に誘われ、不正邪悪の一生を空しくすごしてしまぅことを悲しみ怖れて 
自覚し、一時も速く仏法僧の三宝に帰依し奉り、人生苦を解脱するのみでなく 
あらゆる 「ものごと」 の真理を悟るべく努力すべきである。 

希有経の語に「四天下及び六欲天(欲界の一つ、天界で常に享楽に終始している天 
人の六種)を教化して、みな四果(羅漢の修行にょって得る位)を得させるとも、 
一人の三宝を受ける功徳に如くはなし」とある。 
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四天下とは、東西南北洲なり。その 
なかに、北洲は三乗の化いたらざると 
ころ、かしこの一切衆生を教化して、 
阿羅漢となさん、まことにはなはだ希 
有なりとすべし。たとひその益ありと 
も、一人ををしへて三帰をぅけしめん 
功徳にはおょぶべからず。また六天 
は、得道の衆生まれなりとするところ 
なり。かれをして四果をえしむとも、 
一人の受三帰の功徳のおほくふかきに 
おょぶべからず。 

増一阿含経云、有 M 忉利天子(五衰 
相現、当 k 生，，猪中—〇愁憂之声、聞 H 於天 
帝—〇天帝聞レ之、喚来告日、汝可レ帰こ 
依三宝—〇即時如，教。便免，生"猪。 
仏説，偈言、 

諸有帰，一依'仏 — 〇不レ墜，一三悪道(尽レ 
漏処，，人天(便当，至，，涅槃。 

受，一三帰，已、生 M 長者家ハ還得，，出 

スル n トヲゼン ヲ 

家ハ成，，於無学—〇 


四天下とは東西南北の四洲のことである。その中で北洲は三乗の教化が未だ 
至らない処である。その北洲の一切衆生を教化して阿羅漢とするのは、まこと 
に甚だ稀有のことであり、ほとんど不可能に近い難事であろう。たとえ、その 
ような利益があったとしても、一人を教化して三帰依を受けさせた功徳には及 
ばない。 

また六欲天の衆生で仏法を会得している人は極めて少ないとせられる処であ 
る。 そのような六欲天の衆生に阿羅漢果を会得させることができたとしても、 
その功徳は、一人の者に三帰依を受けさせる功徳の広大であり深厚なるのには 
及ばないのである。 

増一阿含経の語に、忉利天(六欲天の第二、三十三天と訳、山の頂、世界の上天) 
に天子があった。この天子に五衰の相が現われた。五衰の相とは天人の死相で 
ある (一 に衣が 塵埃に よごれ、二に 頭上の花が萎れ、三に両腋 から 汗が出て、四に身体が く 
さくなり、五に住居を楽しまぬことになる)。 死後は猪に生れる という。 死に直面し 
たそのとき憂苦悲痛の声を発し天界の王の帝釈天に聴えた。帝釈天王はこの声 
を聞いて、その天子を喚んで告げて言った。「お前は三宝に帰依すべきである」 
と。そこで天子は即時に帝釈天王の教えのように三宝に帰依した。それ故に死 
後、猪に生れかわることを免れたとある。 

そのとき釈尊は偈を説いていわれた。 
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おほょそ帰依三宝の功徳、はかりは 
かるべきにあらず、無量無辺なり。 

世尊在世に、二十六億の餓龍、とも 
に仏所に詣し、みなこと ごとく あめの 
ごとくな みだをふらして、 まぅ して ま 
ぅさく、 

唯願哀愍、救 n 済於我〗大悲世 
尊、我等憶，，念過去世時(於，，仏法中ハ 
雖，得，，出家(備造， I 如，是種種悪業—〇 
以 n 悪業，故、経，，無量劫身(在 u 三悪道— 〇 
亦以，，余報，故、生在 n 龍中(受，，極大 
苦4仏告，，諸龍(汝等今当，.尽受こ三 
帰一一心修411。以，，此縁，故、於，，賢劫 

ニ ヒタテマツラン / ニ ケ r 7 卜 

中一値，， 最後仏--〇名日=楼至--〇 
於，，彼仏世：罪得，，除滅-;時諸龍等 
聞 n 是話，已、皆悉至心、尽，_其形寿ハ 

—S,JL 


「一切の諸々の生物が仏に帰依すれば、三悪道(地獄、餓鬼、畜生)に堕 
ちることはない。煩悩を滅尽して人間界乃至天上界に生を受けて、三帰依 
を受けて後に修道すれば、やがて涅槃すなわち解脱を得ることができる。 

さきの忉利天子も人間界の長者の家に生れかわって、再び出家すること 
を得て、無学すなわち阿羅漢となるであろう」 

おおよそ帰依三宝の功徳は、無量無辺ではかり知れないものである。 

世尊の在世のときに二十六億の餓えた龍がみな連れ立って世尊の所へ詣り、 
みなは雨のように涙を流して言った。 

「ただ願わくば我らを救い給え。大慈大悲の世尊、私共は過去をふりかえっ 
てみると仏道に帰依して一度出家することができましたにも拘わらず、出家の 
身にありながらありとあらゆる種々の悪業をし尽くしたのです。その悪業の報 
いで永遠の三悪道に堕ちて遂に龍に生れ、極大の苦しみを受けています」と。 

仏はそのとき、諸龍に告げら il た。 

「お前たちは今直ちに三帰依を受けて一心に善行を修めなさい。そうすれば 
その因縁によって現在劫中において最後の仏にお値いするであろう。その最後 
の仏の名を楼至仏(愛楽仏ともいう)という。この仏の在世中において、お前 
たちの罪は消滅するであろう」と。 

このとき、もろもろの 龍は この言葉を聞き了って、みな、 - L ' の 底より 身命を R 


153 新草第六 帰依仏法僧宝 



ほとけみづから諸龍を救済しましま 
すに、余法なし、余術なし、ただ三帰 
をさづけまします。過去世に出家せし 
とき、かつて三帰をぅけたりといへど 
も、業報にょりて餓龍となれるとき、 
余法のこれをすくふべきなし。このゆ 
袅に、三帰をさづけまします。しるべ 
し、三帰の功徳、それ最尊最上、甚深 
不可思議なりといふこと。世尊すでに 
証明しまします、衆生まさに信受すべ 
し。十方の諸仏の名号を称念せしめま 
しまさず、ただ三帰をさづけまします。 
仏意の甚深なる、たれかこれを測量せ 
ん。いまの衆生、いたづらに各各の一仏 
の名号を称念せんょりは、すみやかに 
三帰をぅけたてまつるべし、愚闇にし 
て大功徳をむなしくすることなかれ。 

爾時衆中、有，，盲龍女，。口中躂爛、 
満 n 諸雑蟲(状如，，屎尿〗乃至穢悪、 
猶若 n 婦人根中不浄— 〇腺臭難，看。種種 
噬食、膿血流出。一切身分、常有 H 蚊 
虻諸悪毒蠅之所 n 唼食；身体臭処、難， 


くしておのおの三帰依を受けた。 

仏が 自ら 諸龍を救済し給うのに、他の方法も他の術もない。ただ三帰依を授 
け給うだけである。 

彼らは過去世において出家したときに三帰依を受けたけれども、悪業の報い 
によって餓龍となった今、他の法ではこれを救うことができない。この故に、 
三帰依を授けられたのである。 

これによって知るべきである。三帰依が功徳の最尊、最上、甚深にして不可 
思議であることを。 

世尊は既に自らこれを証明し給うたのであるから、人々は正しくこの三帰依 
の功徳を信じて受持すべきである。 

世尊が十方の諸仏の御名号を称念させ給わず、ただ三帰依を授けられたそ 
の仏のご真意の深さは、何人といえどもはかり知ることはできない。現今の衆 
生も、空しく一 仏の名号を称え念ずるよりも、今直ちに三帰依を受け奉るべき 
である。暗愚のために この 三帰依の絶大なる功徳を空しくしてはならない。 

このとき、このなかに盲目の龍女がいた。その龍女は口中が腫れ爛れて、 
種々の虫がロー 杯に満ち溢れて、その有り様は糞便のようであり、そのきたな 
さは女人の局処中のそれに似て、その生臭さは鼻もちがならぬほどであり、全 
身には、いろいろの黴菌が肉体を噬み荒して血膿が流れ出て、常に全身は蚊や 
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可，-見聞 - -o 爾時世尊、以，一大悲心(見，， 

ノ ノ スルコトクナルヲノ テノタマハク 

彼龍婦眼盲困苦如，，是、問言、 
妹何縁：^得_，此悪身〗於„過去世；曾 
為，，何業〗龍婦答言、世尊、我今此身、 
衆苦逼迫、無，，暫時停-?設復欲匕11日、 
而不：>能，説。我念，，過去三十六億：1,, 
百千年(悪龍中受，，如，是苦— 〇乃至日夜 
刹那不： > 停、為 = 我往昔九十I劫 ( 1= 
毗婆尸仏法中(作 U 比丘尼(思，，念欲 
事ハ過=於酔人〗雖，1復出家：不“敝，，如 
法';於，_伽藍内：敷，，施牀褥：数氣犯，， 
於非梵行事(以快，，欲心：生，一大楽受 ■; 
或貪，一求他物—\多受ーー信施 --0 以レ如レ是 
故、於 二 九十一劫 T 常不，得レ受 ，一 天 
人之身—〇恆三悪道、受，，諸焼煮 — 〇仏又問 

ノ タマハク シ クナラバ ノ ノノ キン — レノ 

言若如 i 是者、此中劫尽、妹何 
処生。龍婦答言、我以，，過去業力因縁--〇 
生，，余世®^彼劫尽時、悪業風吹、 
還来生“此。時彼龍婦、説，，此語， B / 

Sul 尊、%'ハ救 k タマへ 

我ハII-救一一済我--〇爾時世尊、以レ 

手掬，水、告„龍女 _. 1一ーロ、此水ん4,1 


r や諸々の悪毒をもった蠅がついばみ食べている。その身体の臭さは、見るに 
堪えないほど醜穢きわまるものであった。 

このとき世尊は大悲心をもって彼の盲目の龍女が困り苦しみ抜いているのを 
ご覧になって、彼女に問われた。 

「お前は、 どういう 因縁によって、 この 悪身を得た のか。 過去世に おいて、 
どういう 悪業を為した のか」と。 

龍女が答えた。 

「世尊よ。私の身は今、もろもろの苦に苦しめられてしばらくも Jh ^ みませ 
ん。たとえ言葉を出そうにも言葉も出ないような状態です。しかし、私が過去 
三十六億年のことを考えて見ますと、百千年の間、悪龍に生れてこのような苦 
しみを受けています。しかも日夜一瞬の間も苦しみの絶えることはございませ 
ぬ。思うにその理由は、私は過去九十一劫前(無限の過去世)に：!龄 h 似の在世 
中に比丘尼となりましたが性欲にかられ、ある酒に酔った男性と交ることとな 
り、それ以来、比丘尼の戒法に順うことができなくなり、御寺の中に絶えず蒲 
団を敷いて仏行にあるまじき淫蕩な生活を続け、あるいは自らで自らの欲心を 
満たしたり、また他の男子と交って煩悩の亨楽に夢中になったり、あるいは他 
人の物を貪り求めたり、甘言、詐りの言葉たくみに人をたぶらかし金品をまき 
あげたり不浄の信施を詐取したりしました。その故に遂に天上にも人間にも生 
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瞋陀留脂薬和—〇我今誠実発 J 言語，汝。 
我於，，往昔-〇為：，救 k 鵠故、棄，，捨身命ハ 
終不 U , 疑念起 n 慳惜心** — 〇此言若実、 
令，一汝悪患、悉皆除瘥-〇時仏世尊、 

テ ヲミ ヲ ギタマフ—ノ ノニ 

以レロ含 i 水、灑=彼盲龍婦女之身ハ 
一切悪患臭処、習瘥。既得レ瘥 

テ シテクノノ ヲ ク レ テ ニ7 

己、作，，如，是説，言、我今於ぃ仏、乞レ 
受 ，一 三帰—〇是時世尊、即為二龍女ハ 

ケタマフ ヲ 

授_,三帰依- -0 


れることができなくなり、三悪道に落ち込み諸々の苦しみを受けております」 
と0 

仏はさらに問いたもうた。 

「もしこのようであるなら ば、お前の龍に生れる劫が尽きたときには、何処 
に生れるのか」 

龍女は答えて言った。 

「私は過去の悪業の因縁で人間界、天上界以外の世に生を受けましたが、今 
の悪業の尽きたときにおいても、悪業の報いの風が吹いて再びまた龍に生れる 
でしょう」 

龍女はさらに言葉を続けて言った。 

「大慈大悲の世尊よ。願わくば、この憐れな私をお救い下さい。私をお助け 
下さい」と歎願しつづけた。 

このと き世尊は手づから水を掬い龍女に言われた。 

「この水は名づけて如意楽水という。私はまことの言葉を述べて、お前に話 
しを しよう。 私は昔、鳩を助けんがために身命を棄てて、少しも疑ったり惜し 
んだりする ような 念を起さなかった。お前の言った言葉が、もし真実ならば、 
お前の悪病はことごとく治癒するであろう」と。 

仏世尊は口にかの水を含んで彼の盲目の女の身体に灑がれた。 
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そのとき全身の悪病も臭気も立ち所に全治してしまった。 

龍女は病のなおった後、仏に三帰依を授けて下さいとお願いした。 

仏はこのとき即座に三帰依をお授けになった。 

この龍女、むかしは毗婆尸仏の法のな 
かに、比丘尼となれり。禁戒を破すと 
いふとも、仏法の通塞を見聞すべし。 

いまはまのあたり釈迦牟尼仏にあひた 
てまつりて、三帰を乞受す。ほとけょ 
り三帰をうけたてまつる、厚殖善根と 
いふべし。見仏の功徳、かならず三帰 
にょれり。われら盲龍にあらず、畜身 
にあらざれども、如来をみたてまつら 
ず、ほとけにしたがひたてまつりて三 
帰をうけず、見仏はるかなり、はぢつ 
べし。世尊みづから三帰をさづけまし 
ます。しるべし、三帰の功徳、それ甚 
深無量なりといふこと。天帝釈の野干 
を拝して三帰をうけし、みな三帰の功 
徳甚深なるによりてなり。 

帝釈天王が狐を礼拝して三帰依を受けたのも、みな三帰依の功徳の甚深であ 
る故によるのである。 


この龍女は往昔、毗婆尸仏の在世中に比丘尼となった。比丘尼戒を破ったけ 
れども、人の心は迷いも悟りの心も畢竟は同じ一つの心であり、世の中の相、 
生も滅も、また仏道の盛衰についても、その相について種々見聞したであろう。 
その上いま目前に釈迦牟尼仏に値い奉ることができて、三帰依を受けることを 
乞い願い、仏から望み通り三帰依を受け奉ることができたのは、善根の根が深 
かったのによると言うことができる。そしてこのように仏を見奉ることができ 
た功徳は、必ず三帰依のお蔭である。 

惟うに世の人は盲龍でもな く 畜類でもないけれども、如来を見た こと もなけ 
れば、仏に従い三帰依を受けた こと もない。 まことに 「見仏」には程遠い存在 
である。世の中にはそのような人々が少なくない。それらの人々は、 まことに 
恥ずかしい ことで ある。 

世尊がみずから龍女に三帰依をお授けになられた、そのことによって知るベ 
きである。三帰依の功徳は甚深無量であることを。 


157 新草第六 帰依仏法僧宝 



仏在，，迦毗羅衛尼拘陀林，時、釈 
摩男来，，至仏所；作，，如，是言，云、何 
名為， 一 優婆 i 一也。仏即為説、若有 n 
善男子•善女人，諸根完具、受 J 二帰 
依一是則名為，，優婆塞，也。釈摩男言、 
世尊、云何名為，，一分優婆塞— 〇仏言、 
摩男、若受 M 三帰〔及受=一戒(是 
名，，一分優婆塞—0 


仏弟子となること、かならず三帰に 
ょる。いづれの戒をうくるも、かなら 
ず三帰をうけて、そののち諸戒をうく 
るなり。しかあればすなはち、三帰に 
ょりて得戒あるなり。 

法句経云、昔有 n 天帝；自知=1命終 

ゼンコトヲ ニXルコトシテマク ハン 

生 U 於驢 中 — \愁憂不，已 日、 救こ 
苦厄， 者、唯 仏世尊。便至，.仏所ハ稽 
首伏地、帰，，依 於仏--〇未，起之間、 
其命便終、生，，於驢胎■:母驢輕断、 
破，，陶家坏器'; 器 主 打：， 之。遂傷 U 其胎ハ 


仏があるとき、迦毘羅衛城の尼拘陀林におわしました(迦毗羅衛城は釈尊降誕 
のところ)。 そのとき、釈摩男(釈尊が最初に度した五人の中の一人)が仏の所に来 
て、 こう 言った。「優婆塞というのは、どういう人をいうのですか」と。 

仏は直ちにお説きになられた。「もし善男子、善女人が諸々の諸根(男女の身 
心を具備している 者)のすベて具えているために、三帰依を受けることができる 
人を名づけて優婆塞すなわち清信士という」と。 

釈摩男は続いて問うた。「一分の優婆塞とはどのような人をいうのですか」 

仏がお答えになられた。「摩男よ、若し三帰依を受けた後、五戒の中の一戒 
を受けたものを一分優婆塞というのである」と。 

仏弟子となるには必ず三帰依によらなければならない。五戒、即ち不殺生、 
不倫盗、不邪淫、不妄語、不酤酒などの諸戒のなかのどの戒を受けるにも必ず 
三帰依を受けて、その後に諸戒を受けるのである。即ち三帰依を受けることを 
根本として、その上に五戒を受けるということがあるのである。 

法^1経に記されてある。 

昔、帝釈天王が、自らの命が終ってから次の世に驢馬に生れかわることを 
知り、嘆き悲しんでやまず、このように言うた。 

「私のこの苦しみを救って下さるのは、ただ我が釈迦牟尼仏のみである」 
と0 
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還，，入天帝身中—〇仏言、 S 命之際、 
帰=依三宝ハ罪対已畢。天帝聞 k 之得= 
初！^ 


おほょそ世間の苦厄をすくふこと、 
仏世尊にはしかず。 この ゆ袅に、天帝 
いそぎ世尊の みもとに 詣す。伏地のあ 
ひだに命終し、驢胎に生ず。帰仏の功 
徳にょり、驢母の輕やぶれて、陶家の 
坏器を破す。器主これをうつ。驢母の身 
いたみて、託胎の驢やぶれぬ。すなはち 
天帝の身にかへりいる。仏説をききて 
初果をうる、帰依三宝の功徳力なり。 


彼は直ちに釈尊の所に詣り、首を垂れ地に伏して仏に帰依し奉った。しかし 
いまだ起き上がらないうちにその命は終ってしまった。 

そこで驢馬の胎中に生を受けた。ところが、その母なる驢馬の「くつわ」が 
破れて、路に店を出していた陶器屋の店にある陶器を壊してしまった。 

その陶器店の主人はこの驢馬を鞭で打った。そのとき、ちょうど驢馬の腹が 
破れて胎児が飛び出した。その赤児は帝釈天王であった。そして再び帝釈天へ 
1持って行った。 

この因縁について仏は大衆に告げられた。 

「この天帝は命を落す今はの際に、三宝に帰依した。その功徳によって前の 
世の罪に対する代償の業(行)が畢ったのである」と。 

帝釈天王はこのお言葉を承って阿羅漢の最初の位を得ることができた。 

およそ人生の苦しみ、災厄を救い給うことは仏世尊にまさるものはない。こ 
の故に帝釈天王は急いで世尊のお傍に詣ったのである。しかし地に伏して礼拝 
している間に生命が絶えて驢馬の胎内に生れ変わったが、仏法僧に帰依し奉る 
功徳に より 母の驢馬の「くつわ」が破れて露天の陶器店の陶器を踏み破り、主 
人がこの驢馬を打った。そのために驢馬の身が痛苦に堪えかねて、身ごもって 
いた驢体が破れた。そこで帝釈天に還ることができて、仏説を聞いて初果を得 
ることができたのは、ただ三宝に帰依した功徳によるのである。 
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しかあればすなはち、世間の苦厄す 
みやかにはなれて、無上菩提を証得せ 
しむること、かならず帰依三宝のちか 
らなるべし。おほよそ三帰のちから、 
三悪道をはなるるのみにあらず、天帝 
釈の身に還入す。天上の果報をぅるの 
みにあらず、須陀洹の聖者となる。ま 
ことに三宝の功徳海、無量無辺にまし 
ますなり。世尊在世は、人天この慶幸 
あり。いま如来滅後、後五百歳のと 
き、人天いかがせん。しかあれども、如 
来形像•舎利等、なほ世間に現住しま 
します。これに帰依したてまつるに、 
またかみのごとくの功徳をぅるなり。 

未曾有経云、仏言、憶，，念過去無 
数劫時；毗摩大国徙陀山有，，一野 
干—〇而為，，師 、子， 所，逐、欲，食。奔走 
堕レ井、不 k レ得.出。経，，於三日；開 

シ ワキマへテヲ モテ ヲク ヒナルカナ 

心、分，死、而説，偈言、禍哉、今日 
苦所逼、便当没，，命於丘井—〇一切万 

ナ ナリ ムラクハリシコトヲテ ヲクハレ ニ 

物皆無常、恨不，，，以 k 身餘一一師子—〇 
南無帰依十方仏、表，，知我心浄 
無 P 己。時天帝釈聞，，仏名；粛然毛 


このようであるから、世間の苦しみや災厄は忽ちに離れて「無上の悟り」を 
体験させることは、必ず三帰依の力によるのみである。 

すべて三帰依の功徳は、地獄、餓鬼、畜生の三悪道を離脱することができる 
ばかりでなく、帝釈天王の身に還ることができた。天上界の果報を得るばかり 
でなく、須陀洹果、即ち四果のなかの最初の果を得て聖者となった。まことに 
三帰依の功徳の広大なことは無量無辺である。 

このように尊い偉大な因縁は、釈尊在世の時代には、この喜びの例話が数多 
くあったが、釈尊の滅後の五百年後の今日は、人類も天人もどうすればよいの 
かと憂慮心痛するけれども、しかしながら仏の御すがた、仏のご遺骨は現に世 
間に護持されているのである。それ故に以上の因縁と同様の功徳を得ることが 
できるのである。 

「未曾有経」に記されてある。 

仏が言われた。 

過去の無限に長いときを憶い出すとき、毘摩大国の徙陀山中に I 匹の野狐が 
いた。獅子に追われて食い殺されそうになったので、生命がけに走っている途 
中、井戸に落ちてしまって出ることができない。三日の後に死の直前であるこ 
とを悟り、そこで偈を作って「不幸なことになってしまった。私は今苦しみの 
なかに、この丘の井戸で死ぬのである。世の中はすべて無常である。だから死 
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豎、念，，古仏--〇自惟孤露無，，導師ハ 
耽，，著五欲，自沈没。即與，，諸天八万 

ト シテテ ニオモフ セント チル ノ 

衆一飛下詣ぃ井欲，，問詰-〇乃見ァ野干 
在，，井底一両手攀，土不夕得 k 出。天帝 

タラ シテク_フ カラント 

復自思念言、聖人応レ念レ無，，方術—〇 

レ モ ルト ノヲ レハズ_シテザラン 

我今雖レ見 M 野干形(斯必菩薩非 n 
凡器—〇仁者向説非，，凡一一11 n 一 願為，，諸 

ノ キタマへ ヲ ニ イデテク 

天 I 説，，法要—〇於 k 時野干仰答日、汝 
為 n 天帝，無，，教訓一法師在苄自処レ上、 

テシテセヲフ ヲ ニシテク7 

都不レ修レ敬問二法要ハ法水清浄能済レ 

ヲ ガオモフントラ ナルコトヲ テ ヲ 

人、云何欲，得，，自貢高 — 〇天帝聞レ是 
大慚愧、給侍諸天愕然笑。天王降 

スレドモ キニ シ ニ グ ニ 

趾 大無，利。天帝即時告 M 諸天ハ 

ンデレ テヲクコト ヲ レレ ニシテ 

慎勿，，，以 P 此懐，一驚怖〔是我頑蔽、徳 
不レ称、必当三因 k 是聞二法要—〇即為垂 n 

シテノ ヲ シテ ヲス ニ 

下天宝衣(接 n 取野干，出，，於上—〇諸 

メニク ノヲ テ スル3トヲズ 

天為設，，甘露食-〇野干得 U 食 生 M 活 

ヲ ザリキオモヒ ニ サントニハノヲ ニキ 

望--〇非，，，意禍中致，，斯福(心懐 M 踴 
躍一慶無量。野干、為，，天帝及諸天， 
広説，，法要—〇 


ぬことは 心残りないけれども、ただ一つ残念な ことは、この 井戸の中で無駄死 
するくらいなら、 この 身を獅子に施さなかった ことを。 いま私は、全世界の諸 
仏に帰依し奉る。私の この 心の清らかで無我である ことを お知り 下さい」と 言 
うのであった。 

このとき帝釈天王は、仏名を聞いて粛然として容を正し、身の毛をょだてて 
古仏を一心に念じた。帝釈天王は自ら考えるのに、私は孤独で頼りとするもの 
がなく、この身を導く正師もなく、徒らに世間の五欲に耽溺して自ら堕落して 
いる。その故に何とかして正しい導師を求めたいと念願した。 

そこで直ちに諸天人ら八万の大衆とともに飛び降りて、この井戸の野狐が何 
故に仏名を称えたかを問いただそうとした。 

井戸の底には野狐が一匹、水の ない 井戸の底に いて 両手で土を攀じのぼって 
出ょうとしても出ることができないのを見た。 

帝釈天王は独り言を言った。天人たちも井戸の中へ落ちた狐を救う術はな 
い。私は今、狐の姿を見るだけであるが、 この 野狐の姿を している 者は必ず菩 
薩の化身であって凡人ではない。というのは、前の偈は凡人の言ではないと。 

帝釈天王は、井戸の中の狐に「そこで、あなた様にお願いしたいのは、この 
諸天上界の大衆のために仏法の要旨を説いて聞かせて下さい」と言った。 

井戸の中の野狐は上を向いて答えて言った。 
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「あなたはいやしくも帝釈天王である。そのような教養のある方であるの 
に、私のような何の教養ない者でも、法を聞く礼は心得ている。しかるに教養 
高き大王が教養なき私如きに、法を説く師が下にいて、法を聞こうとする者が 
上にいるとは、帝釈天ともあろうものが教えを聞くその礼をとらず、仏法の要 
旨を問うのは不敬の至りである。法水は清浄でよく人を救うけれども、あなた 
はどうして、そのように驕り高ぶり、高い所から聞いているのか」とたしなめ 
た。 

そのとき帝釈天王はその言葉を聞いて大いに愧じた。そばに従っていた諸天 
の大衆は驚いて笑った。天王がはるばる天から降りて来たの r 全く徒労であっ 
たと耶喩した。 

このとき帝釈天王は直ちに諸天の大衆に告げた。 

「慎んで、この野狐の言を聞いて驚き怖れてはならない。これは私が頑固で 
不徳のため私の徳が称讃されないのだ。よって必ずこの野狐に仏法の要諦を聞 
かねばならない」と。 

そこで野狐のために天の宝衣を垂れ下げて、野狐を救い上げ、地上に出るこ 
とを得させた。諸天の大衆は野狐のために最上のご馳走をこしらえた。野狐は 
食を得て活きる希望が生じた。思いがけない禍の中でこのような：せを得るこ 
とができて、心の中で量り知れないぐらい踊り上がって慶んだ。 
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これを天帝拝畜為師の因縁と称す。 
あきらかにしりぬ、仏名•法名•僧名 
のききがたきこと。天帝の野干を師と 
せし、その証なるべし。いまわれら宿 
善のたすくるにょりて、如来の遺法に 
あふたてまつり、昼夜に三宝の宝号を 
ききたてまつること、時とともにして 
不退なり。これすなはち法要なるベ 
し。天魔波旬、なほ三宝に帰依したて 
まつりて m 1 難をまぬかる。いかにいは 
んや余者の、三宝の功徳におきて、積 
功累徳せらん、はかりしらざらめや 
to 


おほょそ仏子の行道、かならずまづ 
十方の三宝を敬礼したてまつり、十方 
の三宝を勧請したてまつりて、そのみ 
まへに焼香散華して、まさに諸行を修 
するなり。これすなはち古先の勝躅な 
り、仏祖の古儀なり。もし帰依三宝の 


そこで野狐は帝釈天王及び諸天の大衆のために広く仏法の要諦を説いた。 
この因縁を帝釈天王が畜生を礼拝して師と為したというのである。 

これによって明らかに知るべきである。仏の名、法の名、僧の名を聞くこと 
が非常に困難であることを。帝釈天王が野狐を師としたことは、その証拠であ 

るといつてよい。 

いま私らは思うに、過去の善行の報いに助けられて、釈迦如来の遺された仏 
法に値うことができた。そのため昼となく夜となく三宝の宝号を聞き奉ること 
ができ、未来永劫に仏法を修行して必ず退き動ずることはない。 

これが、とりもなおさず仏法の要諦である。 

天魔や波旬(第六天の魔王、闘いを業とする鬼)も、なお三宝に帰依し奉りて、 
苦しみ悩みの難儀を解脱することができる。ましてや天魔、波旬でない私ら 
は、三宝に帰依する功徳を積み累ねたならば、その功徳ははかり知れないであ 
ろう。 

およそ仏の子孫たる身が仏道を行ずるには、かならずまず最初に、全世界の 
三宝を敬礼し、全世界の三宝をお迎えし、その前で焼香し、華を散らしてから 
礼拝、誦経等の諸行を修めるべきである。 

これが古仏、先仏の遺された勝れた蹤跡なのである。これが仏祖の古くから 
の義式なのである。 
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儀いまだかつておこなはざるは、これ 
外道の法なりとしるべし、または天魔 
の法ならんとしるべし。仏仏祖祖の法 
は、かならずそのはじめに帰依三宝の 
儀軌あるなり。 


もし帰依三宝の儀式を行わない者は、外道か異教を信ずるもののやり方であ 
ると知るべきである。または天魔の法であると知るべきである。 

仏より仏へ祖師より祖師へ正伝の仏法には、かならず最初に帰依三宝の 「し 
きたり」があるのである。 


正法眼蔵帰依三宝第六 
建長七年乙卯夏安居日、以，，先師之 
御草本一書写畢。未 k 及，，中書清書等ハ 
定御再治之時、有=添削，歟、於，今 
不レ可，叶 n 其儀-〇仍御草如，此云。 

弘安二年己卯夏安居五月廿一日、 
在，，越宇中浜新善光寺，書，，写之— 〇 
義雲 


正法眼蔵第六 帰依三宝 

建長七年乙卯夏安居の日、先師の御草本を書写し畢った。未だ中書清書 
等に及ばず、必ず御病がご本復の時は添削されたであろぅ。今に於てはそ 
のことも叶わなくなってしまった。ょって御草稿の通りである。 

弘安二年己卯夏安居五月二十一日、越前^:-浜新善光寺に於て書写する。 

義雲 
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正法眼蔵第七 深信因果 


百丈大智禅師懐海和尚が法堂で説法するとき、いつも堂内に一人の老人がい 
て、大衆とともに説法を拝聴していた。大衆が退出するときには老人 もまた と 
もに退出していた。ある日、大衆が退いても老人は退かなかった。そして百丈 
の前に進み出てきた。百丈禅師が問われた。「私の前に立っている者は何もの 
だ」とただすと、老人が答えた。 

私は実は人間ではありません。遠い遠い昔、過去七仏の一祖である迦葉仏 
の出世のときに、この百丈山に住持として住んでおりました。あるとき、私の 
門下の学人が、私に「大修行を成就した人は因果の法則には落ちますか落ちま 
せんか」と質問したのに対して、私は「因果に落ちない」と答えました。 

その咎で、私はその後、五百生の長い間、野狐身 (きつねの 体)になってしまい 
ました。今、和尚にお願いしたいのは、私のために代って野狐身を脱して元の 
人間に戻るように心機一転する一語をおさずけ頂きたい。私は和尚のその貴い 


百丈山大智禅師懐海和尚、凡参次、 
有，，一老人一常随 k 衆聴 k 法、衆退老人 
4退。忽一日不，退。師遂問、面前立 
者、復是何人。老人日、某甲是非人也、 
於 M 過去迦葉仏時一曾住，，此山-〇因学 
人問、大修行底人、還落 M 因果，也無。 
某甲答，他云、不落因果。後五百生、 
堕，，野狐 t - o 今請和尚代一転語、 

ネガ7ラク ハ センコトヲ ヲ ニ テク 

貴 脱 M 野狐身-〇遂問日、大修行 
底人、還落，，因果，也無。師云、/不昧 
因果。老人於 J 言下，大悟、作礼日、 
某甲已脱こ野狐身(住，，在山後(敢告こ 
和尚(乞依，，亡僧事例—〇師令，， 
維那白椎告，衆云、食後送 n 亡僧—〇 
大衆言議、一衆皆安、涅槃堂又無 n 病 
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人^:何故如，是。食後只見 T 師領，衆、 

至，，山後巌下〗以 P 杖指' - 4>出一死野狐 ±o 
乃依 P 法火葬。師至 k 晚上堂、挙=前因 
縁';黄檗便問、古人錯抵，，対一転語ハ 
堕，，五百生野狐身(転転不合。作=箇 
什麼〗師云、近前来、與 i 檷道。檗遂 
近前與„師一掌—〇師拍手笑云、将 
為胡鬚赤、更有=赤鬚胡 — 〇 

野狐のなきがらが、この山の後ろの崖の下にあります？そこで敢えて大和尚に 
お願い申し上げたいことは、私の遺骸を、亡くなった僧侶の例に傚って葬儀を 
して 頂きたいのです」と請うた。 

そこで百丈禅師は、この願いを容れ、維那に命じて合図の槌を打たせ、大衆 
を集めさせて告げられた。「食後に亡僧の葬儀を行う」と。 

大衆は騒いだ。「一山の大衆は皆、健康であるし、病舎にも病人は一人もい 
ないのに、何人が亡くなって亡僧の葬儀が行われるのであろうか」と。 

食後に師が衆を引き連れて山の後ろの巌の下に行かれ、それらしい個所を杖 
で掘り返されると、果して一匹の狐の遺骸が見出された。禅師は直ちに亡僧の 
葬儀を以って火葬にせられた。その夜の法堂の説法のとき、今日の野狐火葬の 
因縁について話された。 


一転語で直ちに野狐身を脱することができましょう、と懇請するので あった。 
そして老人はさらに問うた。 

「大修行を積んだ解脱の人は因果に落ちるでしょうか落ちないでしょうか」 
そのとき、師は答えられた。 

「因果の法則は昧ますことはない」(因果必然の肯定である) 

老人は、その言葉を聞くや否や直ちに大悟して正規の礼拝をして言った。 
「私はお陰で、もはや野狐身を悦することができましたが、私の前身である 
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この一段の因縁、天聖広燈録にあ 
り。しかあるに、参学のともがら、因 
果の道理をあきらめず、いたづらに撥 
無因果のあやまりあり。あはれむべ 
し、澆風二扇して、祖道陵替せり。不 
落因果は、まさしくこれ撥無因果な 
り、これによりて悪趣に堕す。不昧因 
果は、あきらかにこれ深信因果なり、 
これによりてきくもの悪趣を脱す。あ 
やしむべきにあらず、うたがふべきに 


そのとき、黄檗禅師が問われた。 

「古人が誤って、因果に落ちないという一転語を学人に答えたために、五百 
生の長い間、野狐身に落ちたということですが、もし一転語が誤りでなかった 
ならば、どうなりますか」と。 

百丈禅師が答えられた。 

「私のそばに来なさい。汝のためにいおう」と。 

黄檗は百丈禅師に近ずくやいなや、突如、師の阑を掌でぶん撲った。 

師の百丈禅師は手を叩いて大声で呵々大笑されて言った。 

「外国人の鬚は赤いと思っていたのに、また更に赤い鬚の外国人がいた」 
と0 

この説話の一文は「天聖広燈録」に記されてある。 

しかるに参学の人々は、因果の道理を明らめないで、むやみに因果の道理を 
疑い否定する誤りを犯している者が多い。 まことにな げかわしい ことである。 
今は末世の風潮がみなぎっていて、仏祖道は次第次第に衰微しているのであ 
る。 

因果の道理に落ちないという考えは、因果の大法則を無視、否定するもので 
ある。そのために、これらの人々は地獄、畜生、餓鬼などの悪道に堕ちるので 
ある。 
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あらず。近代参禅学道と称するともが 
ら、おほく因果を撥無せり。なにによ 
りてか因果を撥無せりとしる。いはゆ 
る不落と不味と、一等にしてことなら 
ずと おもへり。これによりて、 因果を 
撥無せりと しるな り。 


第十九祖鳩摩羅多尊者日、且善悪之 
報、有 M 三時-焉。凡人但見，，仁夭•暴 
寿•逆士_ 1=3•義凶 T 便謂 T 亡二因果 I 虚中 
罪福 ± o 殊不，知，，影響相随、毫釐靡， 

忒。縦経，.百千万劫：亦不=磨滅-: 


因果の道理の肯定とは、あきらかにこれは深く因果の道理を信ずることが深 
信因果である。このように因果の道理を深く信ずる者は、たとえ現在の苦悪の 
境も脱することができるのである。この因果の道理を深く信ずる功徳を怪しみ 
疑い否定してはならない。近頃の禅を参学する人々の多くのものは、因果の法 
則を疑ったり否定したりしている。何によって因果の道理を否定していると知 
ることができるかといえば、それは、あるいは因果に落ちないということと、 
因果の道理は明らかで何人もこの道理をのがれることはできないということを 
同一のものと思っているから、因果の法則を否定するのであると知ることがで 
きるのである。 

第十九祖鳩摩羅多尊者が言われた。 

善悪の業報に三時がある。およそ人生のあり方を見るに、情深い人は若くし 
て死に、常に暴力を揮って世渡りするような悪人は長生きして幸福である。ま 
た正しい人は不幸で惨めであり、五逆罪を平気で犯すような悪人は幸福である 
というのが世の常であるのは、どうしたことであろう。このすがたを見て仏法 
の参学の浅い修行者は、この世は因果の法則に当てはまらないものだ。不幸、 
幸福もまた因果の道理に拘束されないと思う。この人々は、因果の道理は、あ 
たかも形と影と音と響きとが一つのものであって、一分一厘も違っていないこ 
とを知らない。また、因果の法則は、たとえ百千万劫を経ても減ることもな 
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あきらかにしりぬ、曩祖いまだ因果 
を撥無せずといふこと。いまの晚進、 
いまだ祖宗の慈誨をあきらめざるは、 
稽古のおろそかなるなり。稽古おろそ 
かにして、みだりに人天の善知識と自 
称するは、人天の大賊なり、学者の怨 
家なり。なんだち前後のともがら、亡 
因果のおもむきをもて、後学晚進のた 
めにかたることなかれ。これは邪説な 
り、さらに仏祖の法にあらず。なんぢ 
らが疏学にょりて、この邪見に堕せ 
り。いま震旦国の衲僧等、ままにいは 
く、われらが人身をぅけて、仏法にあ 
ふ、一生二生のことなほしらず。前百 
丈の野狐となれる、ょく五百生をしれ 
り。はかりしりぬ、業報の墜堕にあら 
じ。金鎖玄関留不 V 住、行，，於異 
且輪廻なるべし。大善知識とあるとも 
がらの見解、かくのごとし。この見解 
は、仏祖の屋裏におきがたきなり。あ 
るいは人、あるいは狼、あるいは余趣 
のなかに、生得にしばらく宿通をえた 


く、 ましてや 滅亡す ることなどは決してないものであることを知らない。 

あきらかに知ることができる。それは仏祖方は未だかつて因果の大法則を否 
定せられたことは一度もない。それを現今の後学の人たちは、仏祖方の大慈悲 
によるお教えを体解しないのは、参学がおろそかであるからである。昔を顧み 
ないで勝手放題に天下の大導師であると自称する者は、人類のためには大賊で 
あり、また真実の参学者には怨敵である。お前の周りに群れている者たちは、 
因果の法則を否定する説を後学•晚進のために語ってはならない。何となれ 
ば、これは明らかに邪思邪説であり、仏祖の法にはない言説であるからであ 
る。お前たちは、参学がおろそかなるために、この邪見に落ちこんでしまった 
のである。今の宋国の僧侶たちのうちのある者はいう。 

「われらは人身を受けて仏法に会うことができたけれども、いまだ前生、今 
生のことすら一向に解っていないのに、前百丈山の住持が野狐身に落ちて後、 
五百生の永い間のことを知っていたというのは、業報によって野狐身に落ちた 
のではなく、修行の難関を経て無上の悟りを得ながらも、なおそこに留まらな 
いで畜生などの世界の中に下って経めぐるであろう」と。 

天下の大導師といわれる人々の見解がこのようである。このような見解は仏 
祖の根髄にかなう見解ではないのである。あるいは人、あるいは狐、あるいは 
その他の生物の中には、生れつき宿命通、即ち過去世のことを知る神通力を得 
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るともがらあり。しかあれども、明了 
の種子にあらず、悪業の所感なり。こ 
の道理、世尊ひろく人天のために演説 
しまします、これをしらざるは疏学の 
いたりなり。あはれむべし、たとひ一 
千生、一万生をしるとも、かならずし 
も仏法なるベからず。外道すでに八万 
劫をしる、いまだ仏法とせず。わづか 
に五百生をしらん、いくばくの能にあ 
らず。 

近代宋朝の参禅のともがら、もとも 
くらきところ、ただ不落因果を邪見の 
説としらざるにあり。あはれむべし、 
如来の正法の流通するところ、祖祖正 
伝せるにあひながら、撥無因果の邪党 
とならん。参学のともがら、まさにい 
そぎて因果の道理をあきらむべし。い 
ま百丈の不味因果の道理は、因果にく 
らからずとなり。しかあれば、修因感 
果のむねあきらかなり、仏仏祖祖の道 
なるべし。おほよそ仏法いまだあきら 
めざらんとき、みだりに人天のために 
演説することなかれ。 


ているものがある。しかしながら、この宿命通は仏道を明らめ悟りを開いて得 
たものではなく、過去の悪業による結果である。 

この道理は、釈尊が人類のために広く説かれておかれたのである。それを知 
らないのは参学がおろそかであるからである。まことに哀れむべきである。た 
とえ一千生、一万生のことを知っていたとしても、それだけでは必ずしも仏法 
ではない。外道ですら八万劫の長い間のことを知っているものもある。けれど 
も、これも仏法ではない。それを僅かに五百生の短い間のことを知るぐらいの 
ことは、さほど取り立てていぅほどの能ではない。 

近代、大宋国において、参禅の人々の最もくらいことは、 「 K 果に落ちない」 
といぅ言葉が誤った説であることを知らないことにある。 

哀れむべきである。如来の正法が広く布教せられるところで、諸祖から諸祖 
に正伝する仏教に値いながら、因果の道理を否定する邪教徒の仲間となること 
を。だから参禅の徒は、いま直ちに因果の道理を参学して究明すべきである。 
いま百丈禅師のいわれた不昧因果とは、因果の道理を明らめることである。こ 
の故に修行の因によって悟りの果を得ることは明々白々のこと、歴然たる真理 
である。それが仏々祖々正伝の仏法なのである。およそ仏法を未だ十分に明ら 
めていない時節においては、むやみに人々のために半可通に仏法を説いてはな 
らない。 
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龍樹祖師云、如，，外道人(破，，世間因 
果、へ則無，，今世後世—〇破，，出世因果(則 
無 M 三宝•四諦•四沙門果—〇 


あきらかにしるべし、世間•出世の 
因果を破するは、外道なるべし。今世 
なしといふは、かたちはこのところに 
あれども、性はひさしくさとりに帰せ 
り。性すなはち心なり、心は身とひと 
しからざるゆ表に。かくのごとく解す 
る、すなはち外道なり。あるいはいは 
く、ひと死するとき、かならず性海に 
帰す、仏法を修習せざれども、自然に 
覚海に帰すれば、さらに生死の輪転な 
し、このゆ袅に後世なしといふ。これ 
断見の外道なり。かたちたとひ比丘に 
あひにたりとも、かくのごとくの邪解 
あらんともがら、さらに仏弟子にあら 
ず、まさしくこれ外道なり。おほよそ 


龍樹祖師がいわれた。 

外道のように、この世において因果の道理を否定するならば、則ゎち、今世も 
来世もなくなってしまう。今世があるから後世がある。悟りによる諸仏の出現 
が因果の道理によることを否定すれば、さらに仏法僧の三宝の否定となり、 
苦、集、滅、道の四諦の否定となり、四沙門果、すなわち親砂短於(恥齬果)、 
斯陀含果(一来果)、阿那含果(和 M 果)、阿羅漢果(|對果)の否定となる。 

あきらかに知るべきである。世間の因果、出世間の因果を否定するものは外 
道である。「今世なし」というは、身はいまここ、この世に現前してあるけれ 
ども、本体(心)は常住不変(悟り)の世界に止る。本体は心である。心は 身と 
別々独立のものと解釈している。これが外道の身心の考え方である。 

あるいは外道はいう。「人が死ぬと、かならず本体である涅槃という大海に 
入る。したがって、生死の世界を さ迷うことはなく、 生死輪廻な どというもの 
はない。このゆえに後世な どという ものはない」と。 

これが外道の断見である。その姿、その形は、たとえ僧に似ているとして 
も、このような邪説を信ずる徒輩は、仏弟子でも何でもなく、正真正銘の外道 
である。すべて根本的には因果の大法則を疑い否定するために、今世な し、 後 
世なしと誤った見解に陥るのである。 

このように因果の道理を否定することは、まことの善知識、正師にし ffil って 
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因果を撥無するより、今世後世なしと 
は あやまる なり。因果を撥無すること 
は、真の知識に参学せざるによりてな 
り。真の知識に久参するがごときは、 
撥無因果等の邪解あるべからず。龍樹 
祖師の慈誨、ふかく信仰したてまつり、 
頂戴した てま つるべし。 

永嘉真覚大師玄覚和尚は、曹谿の上 
足なり。 もとはこれ 天台の法華宗を習 
学せり。左谿玄朗大師と同室なり。涅 
槃経を披閲せるところに、金光その室 
にみつ。ふかく無生の さとりを えたり。 
すすみて曹谿に詣し、証をもて六祖に 
まぅす。六祖つひに印可す。のちに証 
道歌をつくるにいはく、豁達空撥 M 因 
果ハ莾莾蕩蕩招 n 殃過—〇 

あきらかにしるべし、撥無因果は、 
招殃過なるべし。往代は、古徳ともに 
因果をあきらめたり。近世には、晚進 
みな因果にまどへり。いまのよなりと 
いふと も、 菩提心い さぎよくして、 仏 
法のために仏法を習学せんともがら 


参学しないために起こるのである。真の善知識に長らく参学するものには、因 
果の道理の否定疑惑などの邪見に陥るが如きことは断じてない。 

龍樹祖師の大慈大悲のみ教えを深く信仰し、身心をもって帰入し奉るべきで 
ある。 

、私||真覚大師玄覚和尚は、曹溪禅師の高弟である。以前は天台宗の法華経を 
習学せられた。左 SK 玄朗大師と同門である。 この 玄覚和尚が涅槃経を閲覧して 
おられたときに、金色の光がその居室一杯に充ち満ちた。そのとき玄覚和尚は 
永遠の真理(生滅を超越せる真理)を悟られた。そこでなお進んで曹溪山の六祖慧 
能禅師に参じ、自己の悟りの心境を六祖に述べられた。六祖は仏法伝授の許可 
を与えられた。その後、永嘉禅師は証道歌をつくられた。その中の語にいう。 
豁達の空は因果を撥う、莾莾(雑草の繁茂)、蕩蕩(水の流)として殃過(わ 
ざ わい)を招く。 

この 詩偈の真意を明らかに知るべきである。因果の道理の否定は災害を招来 
するので ある。 昔の仏祖方は、みな因果の道理を明らめておられたので ある。 
ところが 近代においては、後進の参学者はすべて因果の道理の判断に迷ってい 
る。このょうな 実状で ある 今の世においても、清浄な純一無雑の菩提心を発し 
て、仏法のために仏法を参学し ょうとす る人々は、昔の仏祖の如くに因果の道 
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は、古徳のごとく因果をあきらむべき 
なり。因なし、果なしといふは、すな 
はちこれ外道なり。 

宏智古仏、かみの因縁を頌古するに 
云く、一尺水一丈波、五百生前不，，奈 
何-- 04. 不落不味商量也、依然撞，，入葛 
藤窠〗阿呵呵。会也麼。若是檷洒洒 
落落、不。妨 n 我哆哆和和—〇神歌社舞 
自成，曲、柏，，手其間，唱，，哩囉4 


いま不落不味商量也、依然撞入葛藤 
窠の句、すなはち不落と不味とおなじ 
かるべしといふなり。 


理を明らめるべきである。しかるに、因なし果なしというのは、明らかに外道 
である。 

宏智正覚禅師は、百丈野狐話の因果の道理を「従容録第八則」の頌偈を以 
て論評していう。 

一尺の水の因が、一丈の浪の果となったことは、あたかも因果に落ちないと 
答えたその因にょって五百生の間、野狐身に堕落した。この因果の道理の歴然 
たる様相は、五百生前の昔も今も如何ともすることのできない大法則である。 
しかるに不落因果がどうの不昧因果がどうのと、凡夫の分別知でもってその是 
非を論ずるために、依然として葛藤の巣窟の中に迷いこんで右往左往している 
のみで、これを跳出することができない。まことに笑止千万である。「あっはっ 
は」と大声を出して笑わざるを得ない。この間の消息が解ったか、どうだ。諸 
大衆ょ、もし尊公たちが妄想を去って一切の囚われから解脱することができた 
ならば、私の哆哆和和(嬰児の無心の発声)の音声に和して、神前で歌い、社中 
で舞を舞い、おのずから曲調ができるであろう。お前も私も、|体となって、 
ともに拍子を取り「やんや、やんや」と赚子言葉で歌うであろう。 

この宏智古仏の言われた r 不落不昧商量するや、依然として撞入す®^藤窠」 
という句は、とりもなおさず不落因果と不昧因果とを同じであろうとするので 
ある0 
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おほょそこの因縁、その理いまだつ 
くさず。そのゆ袅いかんとなれば、脱 
野狐身は、いま現前せりといへども、 
野狐身をまぬかれてのち、すなはち人 
間に生ずといはず、天上に生ずといは 
ず、おょび余趣に生ずといはず。人の 
うたがふところなり。脱野狐身のすな 
はち善趣にうまるべくは、天上人間に 
うまるべし。悪趣にうまるべくは、四 
悪趣等にうまるべきなり。脱野狐身の 
のち、むなしく生処なかるべからず。 
もし衆生死して性海に帰し、大我に帰 
すといふは、ともにこれ外道の見な 
ゥ〇 

夾山圜悟禅師克勤和尚、頌古云、魚 
行水濁、鳥飛毛落。至鑑難ぃ逃、太 
虚寥廓。一往迢迢、五百生只縁=因果 
大修行--〇疾雷破“山風震，海、百煉精金 
色不，% 


凡てこの因果の道理について、まだ明らめ尽くされていない。そのゆえは、 
野狐身を脱することは、いま現前しているとはいっても野狐身を脱して後は、 
人間に生れ変わったとはいっていない。また天上界に生れ変わったともいって 
いない。また他のどの生類に生れ変わったともいわれていないのは、疑わねば 
ならないところである。すなわち野狐身をのがれてのち善い世界に生れ変わる 
ならば、天上界、人間界に生れ変わるであろう。悪い世界に生れ変わるなら 
ば、四悪道、すなわち地獄.餓鬼•畜生.修羅に生れ変わるであろう。 

このように野狐身を脱した後、どこかに生れ変わらないはずはない。因果の 
道理は歴然として明らかである。それを衆生が死んで本体の世界である涅槃の 
本性の海に帰るとか、大我(絶体我.真我)に帰るとかいうのは、ともに外道の 
邪見である。 

夾山圜悟禅師克勤和尚が詩偈に論評して言う。 

魚が行けば水は濁る。鳥が飛べば毛が落ちる。浄玻璃の鏡に物が映るが如 
く、何物もこの因果の道理を逃れることはできない。その明らかな有様は、大 
空が広々として、果しなく隠れるものは一物もないようなものである。因果の 
道理はこの大空の如く無相のものである。一度、五百生という長年月間、野狐 
身に堕したのは、ただ因果の道理の大修行に他ならない。その修行の困難さ 
は、山を破壊するような雷に打たれ、海を震動させるような暴風に襲われるが 
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この頌なほ撥無因果のおもむきあ 
り、さらに常見のおもむきあり。 

杭州径山大慧禅師宗杲和尚、頌云、 
不落不味、石頭土塊。陌路相逢、銀山 
紛砕。拍手呵呵笑一場、明州有 n 箇憨 
布袋—〇 


これらをいまの宋朝のともがら、作 
家の祖師とおもへり。しかあれども、 
宗杲が見解、いまだ仏法の施権のむね 
におょばず、ややもすれば自然見解の 
おもむきあり。おほょそこの因縁に、 
頌古•拈古のともがら、三十余人あり。 
一人と しても、 不落因果これ撥無因果 
なりとぅ たが ふ ものなし。あわれむベ 
し、このともがら、因果をあきらめず、 
いたづらに紛紜のなかに一生をむなし 
くせり。仏法参学には、第一因果をあ 
きらむるなり。因果を撥無するが ごと 


如きものであった。しかしながら因果の道理は、真理であり百煉の精金と同じ 
であり、常住不変のものである。 

この 詩偈には、なお因果の道理を否定する断見の様相が残っている。なおそ 
の上に常見に堕する様相が残存している。 

抗州径山大慧禅師宗杲和尚の詩偈にいう。 

不落因果の一転語 も、 不味因果の一転語 も 同等で あり、 石頭と土塊と十字路 
で相逢うたょうなものである。五百生の間の野狐身の脱落は、あたかも銀山が 
粉砕してしまったと同様である。この話を聞いて、手をたたき、腹をかかえて 
呵呵大笑した明州の布袋和尚が ある。 

これらの人を今の宋国の人々は、すぐれた祖師で あると 思っている。かくい 
う宗杲和尚の見解は未だ仏法の方便の説にも及ばない。どちらかといえば自然 
外道の見解に入れるべきであり、深信因果の人ではない。 

おおょそこの百丈野狐話の因縁に関しての説話について、詩偈論評した人々 
は大体三十余人もあるが、「因果に落ちず」の語を因果の道理の否定であると 
知って、それを誰一人として疑うものはいない。隣れむべきである。この人々 
は、因果の道理を明らめ得ないで、徒らに是非を論じつづけ、混乱のままで一 
生を空しく過して いる。 

仏法の参学には、第一に因果の道理を明らめねばならない。因果の道理を否 
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きは、おそらくは猛利の邪見をおこし 
て、断善根とならんことを。 

おほよそ因果の道理、歴然としてわ 
たくしなし。造悪のものは堕し、修善 
のものはのぼる、毫釐もたがはざるな 
り。もし因果亡じ、むなしからんがご 
ときは、諸仏の出世あるべからず、祖 
師の西来あるべからず、おほよそ衆生 
の見仏聞法あるべからざるなり。因果 
の道理は、孔子•老子等のあきらむる 
ところにあらず、ただ仏仏祖祖あきら 
めつたへましますところなり。澆季の 
学者薄福にして、正師にあはず、正法 
をきかず。このゆ^に、因果をあきら 
めざるなり。撥無因果すれば、このと 
がによりて、莾莾蕩蕩として殃過をぅ 
くるなり。撥無因果のほかに、余悪い 
まだつくらずといへども、まづこの見 
毒はなはだしきなり。 

しかあればすなはち、参学のともが 
ら、菩提心をさきとして、仏祖の洪恩 
を報ずべくは、すみやかに諸因諸果を 
あきらむべし。 


定するような人々は、おそらくは極悪なる邪見を起して、遂に善根を絶ってし 
まって救い難い人となり終るであろう。 

およそ因果の道理は歴然として明白である。かくれた処は一つもない。不昧 
因果の道理に徹することが深信因果といい、悪行をなす者は地獄に落ち、善行 
をなす者は一切の苦を解脱することができる。一分一厘も、この真理に相違は 
ない。もし因果の道理が空論であり無かったとするならば、諸仏がこの世に出 
現せられることもなく、達磨初祖の中国に渡来せられることもなかったであろ 
う。したがってすべての衆生は仏を見奉ることもなく、仏法を聴聞すること 
もなかったはずである。因果の道理は、孔子らの了解した境地ではない。た 
だ、仏々祖々だけが明らめて正伝せられたのみである。末世の参学者は不幸に 
して正師に値うことができない。 L たがって正法を聞くことができない。この 
ゆえに、因果の道理を体験することができないのである。また因果の道理を否 
定するものどもは、その罪咎によって、はかり知れない災害を受けることを免 
れることはできない。因果の道理の否定以外には、その他の悪業は作らなくと 
も、この邪見による害毒は甚大である。 

このゆえに、仏法参学の人々が、菩提心を発して仏祖の広大な慈恩に報いた 
いと思うならば、先ず第一に、すみやかにあらゆる因果の道理を明らめるべき 
である。 
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正法眼蔵深信因果第七 
彼御本奥書云、 

建長七年乙卯夏安居日、以，，御草 
案，書>1写之—〇 

未レ及，，中書清書(定有，^可，，再治， 
事ょ也。雖，然書，，写之—〇懐笄 


正法眼蔵第七 深信因果 
彼の御本の奥書には、 

建長七年乙卯夏安居の日、御草案を書写した。 

未だ中書清書に及んでいない。かならず再検討あるべきもの。しかりとい 
えども之を書写する。 腠弊 
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正法眼蔵第八 三時業 


第十九祖鳩摩羅多尊者、至，，中天竺 
国--〇有 u 大士― ■» 名 n 闍夜多—〇問日、我家 

ヨリズ ヲ ルニムカシヨリマッハラレ 

父母、素信„三宝-0而嘗縈，，疾 
瘵ハ凡所^呂事、皆不=如意〗而我隣 
家、久為， I 旃陀羅行：而身常勇健、 
所，作和合。彼何幸、而我何辜。ル尊 
者日、何 足，' 疑乎、且善悪之報、有， 一 
三時，焉。凡人但見„仁夭暴寿、逆吉義 
凶：便謂 T 亡，，因果一虚*罪福 ± o 殊不レ 
知、影響相随、毫釐靡，忒 、 » t m 
百千万劫ハ亦不，1磨滅—〇時闍夜多、 
聞，，是語，已、頓釈=所疑— 〇 


第十九祖、鳩摩羅多尊者が、ィンドに行脚されたときに、闍夜多という道心 
堅固なすぐれた人が彼にたずねた。 

「私の家の父母は、昔から仏法僧の三宝に深く帰依しております。それにも 
拘わらず家族らはみ な 病気に罹ったり、また やることなすことす ベて思うよう 
にいきません。 ところが わが家の隣りの人は牛馬の屠殺を商売に している 人々 
ですが、彼らはいつも健康で、 やることなすことい つも順調で幸福そうで おる 
のに、私の家は隣りに比べてなぜこのように不幸なのでしょうか」 

尊者はいわれた。 

「そのようなことは疑うに足りないことである。すべて善悪の報いには、過 
去•現在•未来の三時がある。とかく世間というものは情深い人が若死を し、 
人の嫌う乱暴者は長生きをして、正しく生きる人に悪いことが多いということ 
を見て、世の中には、罪悪も正義も不幸も幸福も因果に関係はない。悪い者が 
不幸となり、善い者が幸福となるという因果の道理はあるものではない、とい 



鳩摩羅多尊者は、如来より第十九代 
の附法なり。如来まのあたり名字を記 
しまし ます。ただ釈尊一仏の法を あき 
らめ正伝せるのみにあらず、かねて三 
世の諸仏の法をも暁了せり。 

闍夜多尊者、いまの問をまぅけしよ 
りのち、鳩摩羅多尊者にしたがひて如 
来の正法を修習し、つひに第二十代の 
祖師となれり。これもまた、世尊はる 
かに第二十祖は闍夜多なるべしと記し 
ましませり。しかあればすなはち、仏 
法の批判、もつともかくのごとくの祖 
師の所判のごとく習学すべきなり。い 
まのよに、因果をしらず、業報をあき 
らめず、三世をしらず、善悪をわきま 
へざる邪見のともがら には 群すベから 
ず。 


う考えは大きな誤りである。因果の道理は形に影が、音に響が相従うように少 
しも違う ことなく、 しかも百千万億年を経ても、 この 真理は磨滅しない ことを 
知らないからだ」と。 

このとき闍夜多尊者は、この語を聞き終って、忽ち疑を解くことができたの 
である。 

鳩摩羅多尊者は釈迦如来より第十九代目の仏法を嗣がれたお方である。 

釈尊の在世のとき大衆の目の前で十九代目の仏祖として鳩摩羅多というもの 
が正法を嗣ぐと予言されたと伝えられている。その予言のように尊者は十九代 
の仏道の相続をして祖師となったのである。尊者は、釈尊一代の法を明らめて 
いるのみでなく三世諸仏の法にも通達しておられたのである。 

闍夜多尊者は、いまの問いをして後、この鳩摩羅多尊者に従って釈尊の正法 
を修証して、ついに第二十代目の祖師となられた。このこともまた釈尊は、既 
にその在世時に第二十祖は闍夜多であると予言しておられた。このようである 
から、仏法についての批判、質問のときは、このように祖師の指導によって、 
そのままに修証すべきである。今の世において因果の道理を知らない者、三世 
の業報(身、口、意の行為を業といい、その行動結果を業報また業果という)を知らな 
い者、善悪を弁別することのできない邪見の徒、仏法を邪解している者どもと 
は仲間になってはならない。 
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いはゆる善悪之報、有三時焉といふ 
H 、 

三時 

一者順現法受。二者順次生受。三者 
順後次受。 

これを三時といふ。仏祖の道を修習 
するには、その最初ょり、この三時の 
業報の理をならひあきらむるなり。し 
かあらざれば、おほくあやまりて邪見 
に堕するなり。ただ邪見に堕するのみ 
にあらず、悪道におちて、長時の苦を 
ぅく。続善根せざるあひだは、おほく 
の功徳をぅしなひ、菩提の道ひさしく 
さはりあり、をしからざらめや。この 
三時の業、善悪にわたるなり。 

第一順現法受業者、謂、若業此生造 
作増長、即於 n 此生一受 ，一 異熟果 —■> 是名 m 
順現法受業—〇 

いはく、人ありて、或は善にもあれ、 
あるいは悪にもあれ、この生につくり 
て、即ちこの生にその報をうくるを、 
順現法受業といふ。 


いうところの「善悪の報に三時あり」という三時とは、 

第一には順現法受 (現世の行の結果を現世に受ける)、 第二には順次生受 (現 
世の行の結果を次の時代に受ける)、 第三には順後次受 (現世の行の結果を来世以後に 
永遠に受ける)の三である。 

これを三時というのである。 

仏道を修証するには、その最初から、この三時の善悪の行の結果である業報 
の道理を修証し明らめるべきである。そうでな いと 多くの者は仏法を誤解して 
邪見、邪行に落ち こんで しまう。のみならず悪道に落ちて長い間、苦しみを受 
ける ことと なる。その間は善根を積まないから多くの功徳を失う ことと なり、 
仏道を成就するのに長い間の大きな障害となる。誠に残念な ことで ある。この 
三時の業は善悪に直接連なり影響するものである。 

第一の「順現法(報)受」 とは、 現世の身 口 意の善悪の行が段々積み重ねら 
れた結果が、現在において異熟果 (時処異なれ ども、 善因は善果を招き、悪因は悪果 
を招く果報) を受けるのを、順現報受 業という。 

人があるいは善にもせよ、あるいは悪にもせよ、その人の行いが、その人の 
生きているうちにその報いを受けるのを、順現報受業というのである。 
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悪をつくりて、この生にぅけたる 
ム 1 日ン有^採 ■ 聲ん UJ . M t i .、 迷 ，， t 

ヲ タマタマ ナリ クサテ ニナントスルコト 

途路〗時会日暮、雪深寒凍、将死 
不レ久。即前入，二蒙密林中(即見， 一 

ノヒグマヲ m リリ - 1 ニシテ ハシ 

一罷 ― 〇先在，一林内— 〇形色青紺、眼如 一一 
双炬—〇其人惶恐、当失命。此実菩薩現，一 
受罷身—〇見一尋露言、汝今 

勿 レ 怖、父母於 レ 子、或有 = 異心一五口 

テ_ニシ チンデゲテ テ 

今於：，汝、終無，，悪意〗即前捧取、将 
入，，窟中(温，，燸其身；令，，蘇息，己、 

リ ノ ヲ メテ ハシム ニ レテメンコトヲ 

取，一諸根果〔勧随一一所食—〇恐レ令レ 

ラ エ シテ セリ ク ノ シテ タリ 

不，消、抱持而臥。如，是恩養、経，，於 
六日—〇至，，第七日(天晴路現。人有，，帰 
心—〇罷既知已、復取， 一 甘果；飽而餞， 
之、送至，一林外一慇穀告：，別。人跪謝 
日、何以報。罷言、我今不，須，，余報ハ 
但如〒比日我護キ汝身±'汝 I , 一 我命ハ 

タクハ クスペシ ノ ノ シ シテル 

亦願如 k 是。其人敬諾、担樵下レ 

ヲ フ リノ -I テク ニシテツルイカナル 

山。逢 n 二獬師(問言、山中見こ何 
蟲獣〗樵人答日、我亦不，見 M 余獣(唯 

ル/-： ノヲ スラク クスヤ ||イナヤ 

見=一罷—〇猢師求請、能示ぃ我不。樵 
人答日、若能与，，三分之一 K 吾当，示" 


悪をつくって、 この 生に悪の報いを受けた という 順現報受業の例を挙げてみ 
ると、 

昔、樵夫がいた。或る日、山に入り大雪にあって、帰り路が解らなくなっ 
た。あいにく日も暮れてしまい、雪はますます降り積り、寒さは骨も凍るばか 
りで、凍死寸前という状態であった。あてもない雪の山中を歩きまわっていた 
が、遂に密林の中に迷い込んでしまった。そのとき罷が雪のなかにうずくまっ 
ているのに出遭った。その罷の毛色は青紺で、眼はらんらんと輝いてさながら 
二つの炬火をならべたょうである。樵夫は失神するばかり r ' 驚き恐れた。 

実はこの罷は菩薩の化身であって、樵夫の雪のなかの難儀を救うために熊と 
なって此処に出現したもうたのであった。罷は樵夫が恐れおののくを見て慰め 
論していった。 

お前は怖がらなくてもょい。たとえ父母ですら、その子に害意があることが 
極く稀ではあるがないとはいえない。しかし私はお前に害意を一つも持ってい 
ない、安心しなさい。と言って、進んでその樵夫のからだを雪のなかから抱き 
かかえ、窟の中に引き入れそのからだを温め、もろもろの果物を取って来て与 
えたのであった。のみならず、こうして罷は凍った樵夫の全身を抱いて六日の 
間、温めていたわり看護してやった。七日目頃、天気は晴れて路が現われた。 
樵夫は家に帰りたいと思った。罷は、そのことを知っていて、再び甘い果物を 
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汝。狐師依許。相与倶行、竟害--罷 
命';分 W 肉為，三。樵人両手欲，取= 

熊肉；悪業力故、双臂俱落、如。珠縷 
断一如，截=藕根〗谢師危忙、驚問，，所 
以—〇樵人恥愧、具述=委曲--〇是二槲 
師、貴，，樵人，日、他既於，汝有=此大 
恩ハ汝今何忍 V 行， I 斯悪逆(怪哉、汝 
身何不，|糜爛—〇於 y 是猢師共其肉施=僧 
伽藍〗時僧上座、得=妙願智；即時入 
定、観 1 ;是何肉；即是知 T 与，，一1衆 
生，作，，利楽，者、大菩薩肉 _ ho '; 即*出 
定、以，一此事，白レ衆。衆聞驚歎、共取-一 
香薪-->焚=焼其肉〗収=其余-起=窣 
堵婆；礼拝供養。如 P 是悪業、待-,相 
続一或度=相1 (方受，，其果—〇 

獬師たちは、その罷のありかを教えてくれるか、どぅかと言った。 

樵夫は答えて、「もし、その罷の肉の三分の二を私に呉れるならば教えても 
よい」と。 

谢師は、その条件を承諾した。そこで樵夫は獬師らを案内して生命の恩人で 
ある罷の命を取り、肉を切り分けて三つとし、樵夫が両手で、その罷の肉を取 
ろうとした 途端に、悪業の報いによって樵夫の二つの臂が二つと も 切れて地に 


取って来て食べさせて、これを餞別とした。密林の外まで送って、ねんごろに 
別れを告げた。 

樵夫も丁寧に膝を屈して、感謝の言葉を述べて言った。「私は、どうして、 
この生命の恩人にお報いしたらよいのでしょうか」と。 

そこで熊がいった。「私は、いま何の報いも欲しくない。唯一つ言っておき 
たいのは、私がおん身を救い命を護ったように、おん身は私の身を救い命を 
護って欲しいとお願いするだけだ」という。 

樵夫は！1ゃしく「かしこまりました」と誓い、その辺りで雑木を伐採して山 
を下りた。その帰り路に二人の谢師に出逢った。彼らは「この山の中で、何か 
けもの類を見なかったか」と問うた。 

樵夫はいった。「大した獲物らしいものは見なかったが一匹の熊だけ見た」 
と軽率にもしやべってしまった。 
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落ちた。その切れ方はちょうど珠数の糸の切れたようであり、または蓮の根を 
断つ ようで もあった。 

m 師たちは失神せんばかりに驚き怖れて、そのわけを尋ねた。樵夫は今更の 
ように自分の心の浅ましい ことを 恥ずかしく思い、心から懺悔して詳しくその 
わけを述べた。 

そこでこの二人の谢師も、その樵夫を責めていった。「この熊にお前は大恩 
を受けたにも拘わらず、いまこのような悪逆非道のことをした。お前のからだ 
が腐って爛れないことが不思議だ」と、怖れおののいて語り合ったのである。 

ここで、二人の獬師は、その罷の肉を持って行き、お寺に投げて(施して) 
ぃった。 

そのとき、長老の僧が妙願智(仏智。諸法を観察して意のままになる智〕を修得せ 
んと、直ちに禅定に入り、その何の肉かを見極めて、この肉は衆生に利益と平 
和を与える大菩薩の肉であることを明らめた。 

長老和尚はこのとき坐禅を解いて、この事を大衆に告げた。大衆はこの話を 
聞いて驚歎し、ともどもに清らかな薪を取って来て、その肉を火葬にし、その 
骨を収めて、卒塔婆(墓碑)を起てて、礼拝し供養したということである。 

このような悪い行いは必ず現世に悪の結果が現われ、また来世に及んでもそ 
の悪業の報いを受けるのである。これが悪業の順現報受業である。 
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かくのごとくなるを、悪業の順現法 
受業となづく。おほょそ恩をえては、 
報をこころざすべし。他に恩しては、 
報を求ることなかれ。いまも恩ある人 
を逆害をくはへんとせん、その悪業、 
必ずぅくべきなり。衆生ながくいまの 
樵人のこころなかれ。林外にして告別 
するには、いかがしてこの恩を謝すべ 
きといふといへども、山のふもとに獵 
師にあぅては、二分の肉をむさぼる。 
貪欲にひかれて、大恩所を害す。在家 
出家、ながくこの不知恩のこころなか 
れ。悪業力のきるところ、両手を断ず 
ること、刀劍のきるよりもはやし。 

此生に善をつくりて、順現法受に、 
善報をえたる例、 

昔健駄羅国迦腻色迦王、有 M 一黄門一 
恆監 n 内事--〇暫出 n 城外(見 T 有__，群牛数 
盈一一五百—'»来中入城内 ± o 問， 一 駆牛者一 
此是何牛。答言、此牛将，去，，其種—〇 
於，是黄門即 g 思惟、我宿悪業、受，， 
不男身一今応=1以，財救 n 此牛難一遂償，： 
其債一悉令ブ得 fe 。 善業力故、令，此 


この話のように他から恩を受けたならば、その恩の報いることを必ず心掛け 
るべきである。また他人に恩を施しても決して、その恩の報いを求めてはなら 
ない。いま恩を受けた人に悪逆、危害を与えたとするならば、その悪業の報い 
は必ず受けなければならない。 

世の人々はいまの樵夫のような浅ましい心掛けには、決してなってはならな 
い。罷と密林の外で別れを告げるときには「どうしたら、この大恩に報いるこ 
とができようか」などと殊勝なことをいっておきながら、山の麓で獬師に逢え 
ば、三分の二の肉を俺に与えよなどという貪欲の心を起して、この大恩のある 
ものを害するなど、まことに言語道断である。在家にせよ、出家にせよ、決し 
て受けた恩を忘れてはならない。悪業の報いがこの樵夫の両手を切断すること 
は、刀剣で両手を切るよりも速かに現成するのである。 

現世で善業を作って順現報受を受けた話を述べる。 

昔、健駄羅国(ガンダ1ラ)の迦腻色迦王の家臣に、一人の宦官(後宮に侍する 
役職、去勢した男子)がいた。常に後宮の女官を監督することを職務としていた。 
或る日、城外に出ると五百頭ばかりの牛が城内にはいって来るのに出会った。 
彼は牧童に「この牛は、どういう牛なのか」と尋ねた。 

牧童は答えた。「これらの牛は皆、去勢する治療場へ運ぶ途中です」と。 

このとき宦官は考えた。自分は前世の悪業のために男であって男でない身体 
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黄門即復，一男身- 0 深生二慶悦(尋還 M 

1| シ ニ シテニ シ 11 フテ 

城内；侍，，立宮門(附，使啓，王、請，，入 
奉覲― OV 王令 二 喚入一径問，一所由— 〇於レ 
是黄門具奏二上事—〇王聞驚喜、厚賜こ 
珍財(転授，一高官―>令レ知二外事-〇如レ 

ノ ハ カナラズテ ヲハリ ニニ 

是善業、要待，，相続(或度，，相続(方 

あ 


あきらかにしりぬ、牛畜の身、をし 
むべきにあらざれども、すくふひと、 
善果をうく。いはんや恩田を うやま ひ、 
徳田を うやま ひ、もろもろの善を修せ 
んをや。かくのごとくなるを、善の順 
現法受業となづく。善により悪により 
て、かくのごとくことおほかれど、つ 
くし あぐるにいとまあらず。 


である。今、これらの牛は同じような災難に会おうとしている。わが身につま 
されて、かわいそうだ。この牛の難儀を救ってやろうと思って金子を支払って 
やり、遂にこれらの牛を去勢の難から救い出してやった。この善業の力によっ 
て宦官は忽ちに正常な男に復ることができたのである。そこで心に深くよろ 
こんで、城内にもどり宮中のある門に佇んで、王様の使いに「宮中に参内し 
て上奏したい話があります。お許しをお願い致したい」との趣きを伝言した。 
王はこの宦官を呼んで、何故にこのようなことをしたかと問うた。そこでこの 
宦官は委しく前のことを申し上げた。王はこれを聞いて驚き且つ喜び、多くの 
珍しい品々を賜り、もはや正常の男子に復った以上、後宮の女官の監督は不向 
きであるからと転職させて、外務の高官に任ぜられた。 

このような現世の善業は必ず現世において、あるいは次の世において、その 
結果を受けるのである。 

あきらかに知ることができるのは、牛の身体は惜しむべき身体ではないけれ 
ども、これを助けた人は善い報いを受けたのである。 まして や恩徳を敬い、こ 
れに報いるための、もろもろの善業を実行するにおいては尚更である。このよ 
うな善行の現世の報いを、善の順現報受業と名づけるのである。善にもあれ、 
悪にもあれ、このような順現報受業の例は多く、枚挙するに遑はないくらいで 
ある。 
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第二順次生受業者、謂、若業此生造 
作増長、於 二 第二生一受 一一 異熟果(是名 M 
順次生受業--〇 

いはく、もし人ありて、この生に五 
無間業をつくれる、かならず順次生に 
地獄におつるなり。順次生とは、この 
生のつぎの生なり。余のつみは、順次 
生に地獄におつるもあり。また順後次 
受のひくべきあれば、順次生には大地 
獄におちず、順後業となることもあり。 
この五無間業は、さだめて順次生受業 
に地獄におつるなり。順次生、また第 
二生ともこれをいふなり。 

五無間業 

一 者、殺父。二者、殺母。三者、殺 
阿羅漢。四者、出仏身血。五者、破和 

がふそぅ 

合僧。 

この五無間業のなかに、いづれにて 
も：無間業をつくれるもの、かならず 
順次生に地獄に堕するなり。あるいは 
つぶさに五無間業ともにつくるものあ 
り、いはゆる、迦葉波仏のときの華上 


第二の順次生受業というのは、人が現世において行を積み重ね、または倍増 
して次の世に生れ変わったとき、前生の行の報いを受けることを順次生受業と 
名づけるのである。 

もし人が現世において五無間業を行ったならば、次の生において必ず無間地 
獄に堕ちるのである。 

順次生とは、今生の次の生のことである。五無間業以外の罪は、この世の次 
の世において地獄に堕ちることもあり、また順後次受 (次の世以後の永遠の生) 
に繰りこすべき罪であれば、第二生においては地獄に堕ちず、第三生以後に持 
ち越す こと もある。 

しかしこの五無間業だけは、かならず次の生において無間地獄に堕ちるので 
ある。順次生は第二生ともいう。 

五無間業(五逆罪)というのは、 

一に父を殺す、二に母を殺す、三に阿羅漢を殺す、四に仏身を傷害して血を 
出すなどの殺傷の罪、五には僧団を破壊する(破僧)罪の ことを いう。 

この五無間業のうちの一つでもつくれば、次の世では地獄に堕ちるのであ 
る。 

なかには五無間業をすべてつくる者もある。 

いわゆる迦葉波仏(迦葉仏)のときに出た華上比丘のょうなものである。 
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比丘これなり。あるいは一無間業をつ 
くるものあり、いはゆる、釈迦牟尼仏 
のとき、阿闇世王なり、そのちちをこ 
ろす。あるいは三無間業をつくれるも 
の あり、 釈迦牟尼仏のときの阿逸多こ 
れなり、ちちを ころし、 母を ころし、 
阿羅漢をころす。この阿逸多は、在家 
のときつくる、のちに出家をゆるさる。 
提婆達多、比丘と して 三無間業をつく 
れり、いはゆる、破僧•出血•殺阿羅 
漢なり。あるいは提婆達兜といふ、此 
飜二天熱—〇その破僧といふは、 

将，，五百新学愚蒙比丘吉伽耶山(作，， 
五邪法(而破 n 法輪僧—〇身子厭，之眠 
熟、目連擎：，衆将 JK 。 提婆達多眠 
起発，誓、誓，報，，此恩一棒，，縦三十 
肘、広十五肘石(擲，仏。山神以レ手 
遮レ石、小石迸傷，，仏足(血出。 

もしこの説に よら ば、破僧さき、出 
血のちなり。もし余説に よら ば、破 
僧•出血の先後、いまだあきらめず。 
また拳をもて、蓮華色比丘尼をぅちころ 


また一無間業をつくる逆罪を犯したものでは、父親を殺した、釈尊の在世中 
の阿闍世王がいる。 

あるいは三無間業を作した者には、釈尊の在世中の阿逸多がいて、父母と羅 
漢を殺した。 

彼は、出家前に罪をつくったが、後になって出家を許された。 

提婆達多は出家として、三無間業を作した。 

破僧、出血、殺阿羅漢である。 

彼を提婆達兜ともいい、天熱と訳す。 

その破僧というのは、 

釈尊の教団の五百人の初学愚鈍の僧をたぶらかして、伽耶山頂に連れて行っ 
て、別の僧団を造った。これが第五の無間業を作した ことで ある。 

舎利弗尊者は、これを知って彼を眠らせ、目連尊者が大衆を率いて還ろうと 
したとき、提婆達多は眼を覚まし仕返しを誓い、縦三十尺、横十五尺の大石を 
持ち上げて釈尊を狙って投げ殺そうとした。山神も石を手でさえぎったが、砕 
けた小石が釈尊の足に当り、血を出させた。 

もしこの話のょうならば、破僧団が先で、仏の出血は後となるのであるが、 
他にも説があり、破僧、出血の前後は定かではない。 

また拳で蓮華色比丘を打ち殺した。 
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す。この比丘尼は阿羅漢なり。これを 
三無間業をつくれりといふなり。破僧 
罪につきては、破羯摩僧あり、破法輪 
僧あり。破羯摩僧は、三洲にあるベ 
し、北洲をのぞく。如来在世ょり、法 
滅のときにいたるまでこれあり。破法 
輪僧は、ただ如来在世のみにあり、余 
時にはただ南洲にあり、三洲になし。 
この罪最大なり。 

この三無間業をつくれるにょりて、 
提婆達多、順次生に阿鼻地獄に堕す。 
かくのごとく五逆つぶさにつくれるも 
のあり、一逆をつくれるものあり。提 
婆達多がごときは、三逆をつくれり。 
ともに阿鼻地獄に堕すべし。その一逆 
をつくれるがごと き、 阿鼻地獄一劫の 
寿報なるべし。具造五逆の ひと、 一劫 
のなかに、つぶさに五報を ぅくと やせ 
ん、また前後に うくと やせん。 

先徳日、阿含•涅槃、同在，，一劫，、 
火有，，厚薄 - 〇あるいはいはく、唯在増 
苦増0 


この比丘尼は阿羅漢である。 

これを三無間業を作したというのである。 

破僧罪というのは、破僧団とも破説教団ともいう。 

破僧団は北洲を除く三洲にある。釈尊在世から仏法の滅するときまで続くこ 
とである。 

破説教団は、釈尊在世中のみで、その後は南洲にのみあって、他の三洲には 
ない。この罪は最も重い罪である。 

この三無間業を作したことにょって、提婆達多は次.の世に無間地獄に堕ちた 
のである。 

このょうにして五無間業をすべて作すものもあり、一無間業だけを作すもの 
もある。 

提婆達多はその三無間業を作したが、いずれも阿鼻地獄に堕ちるのである。 

一逆罪を犯せば阿鼻地獄一生の報いを受けるのである。さらに五逆罪を犯す 
者は地獄流転のあいだに、五つの苦果を受けるのであろう。またその前後の生 
に報いを受けるであろう。 

先徳のいわれるに、阿含経•涅槃経には、地獄に 一 劫という長い時が ある。 
その劫火(一劫の間、燃え続ける無間地獄の火焰にも厚薄大小がある)に種類がある 
と。また一逆罪を増せば苦しみの果報もさらに増加するとある。 
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いま提婆達多、かさねて三逆をつく 
れり、一逆つくれる罪人の苦には三陪 
すべし。しかあれ ども、 すでに臨命終 
のときは、南無の言をとなへて、悪心 
すこしきまぬかる。 うらむらくは 具足 
して南無仏と称せざること。阿鼻にし 
ては、はるかに釈迦牟尼仏に帰命した 
てまつる、続： il ちかきにあり。 

なほ阿鼻地獄に四仏の提婆達多あ 
り。瞿伽離比丘は、千釈出家の時、そ 
のなかの一人なり。調達•瞿伽離二人、 
出城門のとき、二人のれる馬、たちま 
ちに仆倒し、二人う まより おち、冠ぬ 
けておちぬ。ときのみる人、みないは 
く、 この 二人は仏法におきて益をうべ 
からず。 この 瞿伽離比丘、また倶伽離 
といふ。此生に舎利弗•目犍連を謗す 
るに、無根の波羅夷をもてす。世尊み 
づからねんごろにいさめ まします に、 
やまず。梵王 くだりて いさむるに、や 
まず。二尊者を謗するに よりて、 次生 
に地獄に堕しぬ。いまに続善根の縁に 
あはず。 


いま、提婆達多のように三逆罪を重ねると、一逆罪の者よりはるかに三倍の 
果報を受けるであろう。そうではあるが、その者の死なんとするとき、仏道を 
信奉しようとする心を発すと逆心が薄れる。しかし残念なことには戒を受けて 
仏に信奉致しますといえないことである。 

阿鼻地獄では、遙に遠い釈迦牟尼如来を念じ慕うであろう。その功徳はやが 
て帰命帰投できる善根となる。 

なお阿鼻地獄に提婆達多が未だいる。日連尊者が提婆達多を阿鼻地獄で会見 
した折に、過去七仏の拘留孫仏•拘那含牟尼仏•迦葉仏•釈迦牟尼仏の四仏の 
許にいる提婆達多を見たという。 

瞿伽離比丘は、釈迦族の多くが出家したときの一人である。提婆達多と瞿伽 
離の二人は、城門を出るとき、その乗っていた馬がたちまちにたおれて馬から 
転がり落ちた。それを見ていた人は、仏法の利益を得る ことは ないで あろうと 
言った。 

この 瞿伽離比丘は倶伽離ともい う。 その生前において、舎利弗、目犍連に 対 
し、事実無限の悪口を言って誹謗した罪を犯した。釈尊は このと き、親しくこ 
のこと を戒告されたが、容れなかった。また、梵天王も制せられたが、やめな 
かった。 この 二尊者を謗った罪により地獄に堕ちた。今に至っても次生に善果 
を得られる縁が与えられていないのである。 
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四禅比丘、臨命終のとき、謗仏せし 
にょりて、 四禅の中陰かくれて、阿鼻 
獄の生相たちまちに現じてすなはち命 
終し、阿鼻地獄に堕せり。かくのごと 
くなる を、順次生受業となづく。 

この五無間業を、なににょりて無間 
業となづく。そのゆ袅五あり。 

一者、趣果無間故、名 n 無間—〇捨，一 
此身，已、次身即受故、名，，無間--〇 
二者、受苦無間故、名，，無間—〇五逆 
之罪、生，，阿鼻獄一一劫之中、受苦相続 
無レ有，楽間—〇因従，果称名，，無間業—〇 
三者、時量無間故、名，，無間—〇五 
逆之罪、生，，阿鼻獄；決定一劫時不 
断故、故名，，無間 , - — 〇 
四者、寿命無間故、名，，無間〗五 
逆之罪、生，，阿鼻獄 ( 一劫之中、寿命 
無，絶。因従，果称名為，，無間--〇 
五者、身形無間故、名.，無間--〇五 
逆之罪、生，，阿鼻獄〗阿鼻地獄、縦広 
八万四千由旬、一人入，中身亦遍満、 
一切人入身亦遍満、不，，相障礙〗因 
従レ1号名日，，無間—〇 


また四禅比丘が、初歩の禅定の四禅定を得て阿羅漢の四果を得たと錯覚し、 
死なん とすると きに四禅相応の死後の境が現われたが四果の境が現われるべき 
だと、仏を謗った。その罪によって四禅の境がきえて無間地獄に堕ちるなど、 
このよぅな業を順次生受業と名づけるのである。 

この五無間業を、いかなる理由で無間業と名づけるのであろぅか。 

それは、 

一には、己の為した行いの果報が、他の生をはさまないから無間と名づけ、 
この生の身を終って、直ちに次の生の身にその報いを受けるからである。 

二には、果報として受ける苦が絶えないから無間と名づけ、五逆の罪は地獄 
に堕ちて、地獄に在る間は、苦の報いを受け続け、楽を受ける ことが 一瞬もな 
い。果報の側から無間業と名づける。 

三には、報いを受けるときの長さが終る ことが ないから無間と名づけ、五逆 
の罪で地獄に生じ、その永い時間に苦しみが絶えないから無間と名づける。 

四には、命の絶えることがないから無間と名づけ、地獄に生れていつ果てる 
こともないから、そのために無間と名づける。 

五には、その身体の形が定まらないから無間と名づけ、五逆の罪は地獄に生 
れて、広大なる地獄に一人在っても隅々までおよび、また一切の人が堕ちても 
さらに邪魔し合わない、その故に無間と名づけるのである。 
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第三順後次受業者、謂、若業此生造 
作増長、随 M 第三生一或随，，第四生一或 
復過，，此、雖 n 百千劫一受>，異熟果ハ是 
名こ順後次受業—〇 

いはく、人ありて、この生に、ある 
いは善にもあれ、あるいは悪にもあれ、 
造作しをはれりといへども、あるいは 
第三生、あるいは第四生、乃至百千生 
のあひだにも、善悪の業を感ずるを、 
順後次受業となづく。菩薩の三祇劫の 
功徳、おほく順後次受業なり。かくの 
ごとくの道理しらざるがごときは、行 
者おほく疑心をいだく。いまの闍夜多 
尊者の在家のときのごとし。もし鳩摩 
羅多尊者にあはずば、その疑ひとけが 
たからん。行者もし思惟それ善なれば、 
悪すなはち減す。それ悪思惟すれば、 
善すみやかに滅するなり。 

室羅筏国昔有，，二人(一恆修，善'*一 
常作レ悪。修善行者、於，一一身中—'»恆修 ，一 
善行(未， 一 嘗作口悪。作悪行者、於，一一 
身中(常作， 一 悪行(未 M 嘗修 U 善。修 ，一 
善行(臨命終時、順後次受悪業力故、 


第三の順後次受業というのは、もし人がこの生において因を作ったり増長し 
た場合に、第三生のとき、あるいはこの第三生を過ぎた後、永遠にその業に 
よって、その報いを受ける。これを順後次受業と名づける。 

もし人が、 この 生に おいて、あるいは 善に せよ、あるいは 悪に せよ、 作した 
ことは、 或る場合には第三生に、 あるときは 第 四 生、または百千生の間に おい 
ても、善悪の報いが あることを 順後次受業と名づけるので ある。 

菩薩が無限の過去において修行されたその功徳の多くは、順後次受業であ 
る。このような道理を知らない者たちは修行していても、多くの者は疑心を抱 
くであろう。あたかも闍夜多尊者が在家の人であったとき、鳩摩羅多尊者にた 
ずねた如くである。もしも鳩摩羅多尊者に逢わなかったならば、その疑いは解 
けなかったであろう。 

修行者が善事を行じようと思えば、悪は忽ち滅し去り、もし悪い事を行じよ 
うと思えば、善は直ちに滅することを、順後次受業というのである。 

室羅筏国に昔、二人の人がいて、一人は日頃常に善い行いをすることを心掛 
けていた。一人は、いつも悪い行いばかりをしていた。善い行いを心掛けてい 
た人の日頃の生活は、常に善行に終始し未だ悪行をしたことがなかった。悪行 
を働いている人は、日頃の生活のすべてが悪行に満たされて未だかつて一つの 
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欽有，，地獄中有，現前。便作，，是念ハ 

ガ ノ -I ニ シテ ヲ ダ テラ ヲ 

我一身中、恆修，，善行〔未，，嘗作 P 悪、 
応レ生，，天趣(何縁有，，此中有，現前。 
遂起，念言、我定応ァ順後次受業， 
今熟±故、此地獄中有現前。 即自 

シテ ヨリ n ノカタノ スル ヲ クズ 

憶，，念一身已来所，修善業；深生，，歓 
喜 — 〇由=勝善思現在前，故、地獄中有、 

チオンモチシ ノ トシテ シリ 

即便陰歿、天趣中有、欽爾現前、従レ 
此命終、生 n 於天上--〇 


この恆修善行のひと、順後次受のさ 
だめてぅくべきが、わがみにありける 
とお もふのみにあらず、さらにすすみ 
ておもはく、一身の修善も、またさだ 
めてのちにぅくべし。ふかく歓喜すと 


善行をした こと もなかった。 

善行を心掛けている人が、臨終のときに順後次受悪業の力によって忽然とし 
て、その人の死後に住くべき地獄の中有の様相が空中に現われた(中有とは死 
後、次の生を受ける間の七日または四十九日の期間をいう)。そのとき、その人はこう 
思った「私は一生涯、常に善行を修め、未だかつて悪行をなしたことはない。 
故に次の世には極楽に生れるはずであるのに、どういう因縁によってこの地獄 
の中有が現われるのであろうか」と、いろいろに考え反省して気づいたことは 
「私には必ず順後次受の悪業が前世にあって、その因縁が熟して、このような 
地獄の中有がいま目の前に現われるのであろう」と。 

そこで観念すると同時に、今度は自分がいままで行って来た善業を思惟した 
とき、自から深い歓びの念が生じたのである。このように勝れた善の思惟が現 
前したために、地獄の中有のありさまは忽ち消されてしまって、極楽の中有が 
目の前に忽然として現われた。そして、寿命が尽きて、天上界に生れることが 
できたのである。 

この常に善行を修めて来た人は、順後次受業を必ず受けねばならぬわが身で 
あったと思ったばかりでなく、さらに進んで一身の修善もまた必ず順後次受に 
その善果を受けるであろうと思ったのである。深く歓喜したとはこのことであ 
る。 
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はこれなり。この憶念まことなるがゆ 
袅に、地獄の中有すなはちかくれて、 
天趣の中有たちまちに現前して、いの 
ちをはりて天上にぅまる。この人もし 
悪人ならば、命終のとき、地獄の中有 
現前せば、おもふべし、われ一身の修 
善、その功徳なし、善悪あらんには、 
いかでかわれ地獄の中有をみん。この 
とき因果を撥無し、三宝を毀謗せん。 
もしかくのごとくならば、すなはち命 
終し、地獄におつべし。かくのごとく 
ならざるによりて、大上にぅまるるな 
り。この道理、あきらめしるべし。 

作悪行者、臨命終時、順後次受善業 
力故、欽有，，天趣中有，現前。便作，，是 
念一我一身中、常作，悪行(未，，嘗修， 
善、応 k 生，，地獄一何縁有 M 此中有， 
現前。遂起，，邪見一撥=無善悪及異熟 
果-〇邪見力故、天趣中有、尋即陰歿、 
地獄中有、欽爾現前、従 k 此命終、 
生 M 於地獄4 


この考えは真実であるから、地獄の中有が忽ちに消え去り、極楽の中有が 
現前し、寿命が尽きて極楽に生れたのである。この人がもし悪人であったなら 
ば、寿命が尽きんとするときに地獄の中有が現前すれば、こう思うであろう。 

「私の一生涯の修善も何の功徳もなかった。善因善果、悪因悪果の真理に間 
違いがないならば、どうして私が地獄の中有を見ることがあろうか」と、因果 
の真理を疑い否定し、仏法僧の三宝を謗るであろう。そして、もしもこのよう 
であったならば寿命が尽きたとき、地獄に堕ちるであろう。 

この人は、そうではなかったから天上界に生れたのである。この三時業の道 
理を明らめ知るべきである。 

現世において悪行のみを作していた者が、寿命が尽きて死に直面したとき、 
順後次受善業の報いによって忽ち極楽の中有が現前した。 

そこでこの者はこう思った。 

「私は一生涯の間、常に悪行ばかり作していて未だかつて善事を行ったこと 
はただの一度もない。だから当然、来世は地獄に生れるべきであるのに、どう 
いう因縁があって、このような極楽の中有が目前に現われるのであろうか、善 
悪の業などはないに違いない」と。 

ここでまた邪見を起して善因善果、悪因悪果及びこの世で善業を修すると 
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この人、いけるほど、つねに悪をつ 
くり、さらに一善を修せざるのみにあ 
らず、命終のとき、天趣の中有の現前 
せるをみて、順後次受をしらず。われ 
一生のあひだ、悪をつくれりといへど 
も、天趣にぅまれんとす、はかりしり 
ぬ、さらに善悪なかりけり。かくのご 
とく善悪を撥無する邪見力のゆ袅に、 
天趣の中有たちまちに陰歿して、地獄 
の中有すみやかに現前し、いのちをは 
りて 地獄におつ。これは邪見のゆ袅に、 
天趣の中有かくるるなり。しかあれば 
すなはち、行者かならず邪見なる こと 
なかれ。いかなるか邪見、いかなるか正 
見と、かたちをつくすまで学習すべし。 

まづ因果を撥無し、仏法僧を毀謗 
し、三世おょび解脱を撥無する、とも 
にこれ邪見なり。まさにしるべし、今 


き、次の世において善果を受けるという異熟果の真理を疑い否定するのであ 
る。その途端に、この邪見の報いによって極楽の中有は即時に消え失せて地獄 
の中有が忽然として目前に現われ、遂に寿命が尽きたとき地獄に生れるのであ 
る。 

この人は生きているうちに常に悪行ばかり作していて、さらに一つも善行を 
なさなかったばかりでなく、臨終のとき極楽の中有の現前するのを見ても、そ 
れが順後次受の善業の報いの力の故であることを知らず、自分が一生涯、悪行 
ばかりしていても、なお極楽に生れようとしている。 

このことは善悪の因果の道理は間違いだと、このように善因善果、悪因悪果 
の真理を疑い、否定する邪見の報いの故で、極楽の中有は忽ちに消滅して地獄 
の中有が即時に目前に現われ、寿命が尽きて地獄に堕ちたのである。これは邪 
見の報いによって極楽の中有が消滅したのである。 

このようであるから、修行者は必ず邪見を起してはならない。どういうのを 
正見と言い、どう言うことを邪見というのかと、身命を投げ捨てて参究すべき 
である。 

まず第一に因果の真理を疑い否定し、第二に仏法僧の三宝を謗り、第三に三 
世の実在及び解脱を否定するのは、ともに邪見である。 

これによって知るべきである。今生のわが身は一つしかない。即ち身は二つ 
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生のわがみ、ふたつなし、みつなし。 
いたづらに邪見におちて、むなしく悪 
業を感得せん、をしからざらんや。悪 
をつくりながら悪にあらず とお もひ、 
悪の報あるべからずと邪思惟するにょ 
りて、悪報の感得せざるにはあらず。 
悪思惟によりては、きたるべき善根も、 
転じて悪報のきたる こと もあるなり。 
悪思惟は無間によれり。 


皓月供奉、問，，長沙景岑和尚(古徳 
云、了即業障本来空、未レ了応須， 
償，，宿債—〇只如，，師子尊者•二祖大師一 
為，一什麼，得，償，債去。長沙云、大徳 
不レ識 M 本来空—〇皓月云、如何是本来 
空。長沙云、業障是。皓月又問、如 
何是業障。長沙云、本来空是。皓月 
無語。長沙便示，，一偈一云、仮有元非， 
有、仮滅亦非 k 無、涅槃償債義、一性 
更無，殊。 


あったり、三つあったりすることはない。 

この一つしかない身であることを忘れ、今生はただ一つしかないことを忘れ 
て、徒らに邪見に陥って空しく悪業を作っていることは、まことに惜むべきこ 
とである。悪を作りながら悪とも知らないから、悪業を作っても悪業の報いな 
どあるはずはないと邪悪の考えを持つことになるから、悪業を作れば悪の報い 
があることを知らない、悪の報いを受けないということは決してない。悪事を 
なさんと思うそのときには、やがて来る善業も悪業と転ずることもある。悪事 
を行じようと思うことが無間業であるからである。 

皇帝の侍従職の皓月が長沙景岑和尚に問うた。 

昔のすぐれた僧の語に「悟れば煩悩は空で、悟らなければ永年に積み重なっ 
た煩悩はそのままに残っている借財と同じであるから、償わなければならぬ と 
ありますが、第二十四祖獅子尊者や二祖慧可大師のような仏祖方は、 どうして 
積み重なった煩悩である過去の借財を償われたのでしょうか」と。 

景岑和尚がいわれた。 

「貴官は未だ本来空を識っておられない」と。 

皓月侍従がたずねた。 

「本来空とは如何なることですか」 

「業障、即ち煩悩が本来空だ」 
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「業障とは如何なることですか」 

「本来空が業障である」 

皓月侍従は黙ってしまった。 

そのとき、長沙和尚は一偈を示した。 

仮有もと有にあらず、仮滅もと無にあらず、涅槃(悟の体験.解脱境)は 
償債(罪債を償ぅ)の義、一性にして更に殊なることなし。 

あらゆるものごとは本来、仮りの存在で不変の存在ではない。したがって、 
ものごとの仮りの相•滅も「空」である。また煩悩も本来、本性の無いもので 
悪因の悪果に過ぎない「空」である。この真理を悟ること、体験することが、 
涅槃解脱である。各々その本性(不変の本質)の究尽したところを露現している 

長沙景岑は南泉の願禅師の上足な 
り、久しく参学のほまれあり。ままに 
道得是あれども、いまの因縁は、渾無 
理会得なり。ちかくは永嘉の語を会せ 
ず、つぎに鳩摩羅多の慈誨をあきらめ 
ず。はるかに世尊の所談、ゆめにもい 
まだみざるがごとし。仏祖の道処すべ 
てったはれずば、たれかなんぢを尊崇 
せん。 


のであって二つあるものではない。 

長沙景岑は、南泉普願禅師の高弟であり、永い間の修行をした人である。そ 
れなりに事理を明らめていたが、この問題は理解していない。例えば、永嘉火 
師のいわれたことを理解せず、鳩摩羅多尊者の慈味ある、おさとしの内容を知 
らない。そうであるから釈尊の言われることなどは、とうてい夢に見ることさ 
えできないようなものである。仏法を正伝しないものを誰が人天の導師として 
尊敬するであろうか。 
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業障とは、三障のなかの一障なり。 
いはゆる三障とは、業障•報障•煩悩 
障なり。業障とは五無間業をなづく。 
暗月が問、このこころなしといふと 
も、先来いひきたること、かくのごと 
し。皓月が問は、業不亡の道理にょり 
て、順後業のきたれるにむかぅて、と 
ふところなり。長沙のあやまりは、如 
何是本来空と問するとき、業障是とこ 
たふる、おほきなる僻見なり。業障な 
にとしてか本来空ならん。つくらずば 
業障ならじ、つくられば本来空にあら 
ず。つくるは、これつくらぬなり。業 
障の当体をぅごかさずながら、空なり 
といふは、すでにこれ外道の見なり。 
業障本来空なりとして、放逸に造業せ 
ん衆生、さらに解脱の期あるべからず。 
解脱のひなくば、諸仏の出世あるべか 
らず。諸仏の出世なくば、祖師西来す 
ベからず。祖師西来せずば、南泉ある 
ベからず。南泉なくば、たれかなんぢ 
が参学眼を換劫せん。 


業障というのは、三障の一で、三障(仏道を障害し善心を障蔽する三種のもの)と 
は、煩悩障(貪、瞋、痴)•業障(十徳•五逆業)•報障(悪業の果報、地獄、餓鬼、畜 
生)である。 

業障は五無間業を意味するものである。皓月の問いには、たとえその考えは 
なく信じなくとも、先程から言っていることはそれを思い信じているからであ 
る。皓月が問う心底には、業と言うものが滅するものでないと言う道理をもっ 
て、次の世界で報いを受けることを想定して問うているのである。 

長沙の誤りは「本来空とはいかなることですか」と問われたとき、業障が空 
であると答えたことが大きな誤りである。どうして業障が本来空なものであろ 
う。その答えは、業障そのものは自ら作るものである。本来、業障の自性、本 
体があるものではない。つくられること即ちものがあることは、本来空のもの 
ではない。つくるということは、つくらぬことの対立の在り方、働きである。 
業障当体を動かさず、即ち業障 a らを指して空であるというのは外道の考える 
ことである。しかしさらに業障というものが本来空無であるとして悪業をなす 
ものは、仏道による解脱を得ることは永遠に不可能なことである。解脱するこ 
とがなければ、諸仏諸祖は人々の前に出現することもない。諸仏祖の出現がな 
ければ、達磨尊者の西来もないのである。達磨尊者の西来がなければ、南泉も 
なく、南泉がなければ誰がお前たちの参学眼を転回させてくれるであろうか。 
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また如何是業障と問するとき、さら 
に本来空是と答する、ふるくの縛馬答 
に相似なりといふとも、おもはくは、 
なんぢ未了得の短才をもて、久学の供 
奉に相対するがゆ^に、かくのごとく 
の狂言を発するなるべし。 

のち、偈にいはく、涅槃償債義、一 
性更無，殊。 

なんぢがいふ一性は、什麽性なるぞ。 
三性のなかに、いづれなりとかせん。 
おもふらく は、なんぢ性をしらず。涅 
槃償債義とはいかに。なんぢがいふ涅 
槃は、いづれの涅槃なりとかせん。声 
聞の涅槃なりとやせん、支仏の涅槃な 
りとやせん、諸仏の涅槃なりとやせん。 
たとひいづれなりとも、償債義にひと 
しかるべからず。なんぢが道処、さら 
に仏祖の道処にあらず、更買草鞋行脚 
すべし。師子尊者ニー祖大師等、悪人 
のために害せられん、なんぞぅたがふ 
にたらん。最後身にあらず、無中有の身 
にあらず、なんぞ順後次受業のぅくべ 


また「業障とはどんなものでしょうか」と問うとき「業障とは本来空」と答 
えたのは、昔の練馬答(要領を得ない話)の話に似ているけれども、おそらく長 
沙の浅智慧の考えから、永年修業の皓月に相対したので胡乱な答えをしたので 
ある。 

その後、偈を作って、 

涅槃償債の義(証りの境地と罪責を償うこととの義)は一つの性で、更に殊 
なることはない。 

お前(長沙)の言うその一つの性とは、一体どんな性であるの か、 三性(善か 
悪か、善悪いずれでもない無記性)のいずれを指すのか、おそらくお前は「性」の 
本義を知らないのであろう。「涅槃償債の義」とは、どういう意味なのか。お 
前の言う涅槃は何を意味しているのか、二乗声聞の涅槃か、無師独覚の涅槃な 
のか、仏祖の涅槃なのか、そのいずれをいうのか、たとえ、その中のいずれの 
意味に用いたとしても、償債の義と等しいはずのものではない。お前のいうこ 
とは、仏祖がいわれたこととは遙かに相違する。新しく草鞋を買って行脚修業 
をし直して来るべきである。 

師子尊者(ィンドの二十四祖、 i 勒那尊者の嗣、姓はバラモン、 H 賓国で教化、後に外 
道に謀られ王に殺された)が王のために殺され、二祖大師らが悪人のために殺害 
されたとしても、どうして疑うことがあろう。この生死の世界の最後の身では 
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きなからん。すでに後報のぅくべきが 
熟するあらば、いまのぅたが ふところ 
にあらざん。あきらかにしりぬ、長沙い 
まだ三時業をあきらめずといふこと。 

参学のともがら、この三時業をあき 
ら めんこと、鳩摩羅多尊者のごとくな 
るべし。すでにこれ祖宗の業なり、廃 
怠すべからず。このほか不定業等の八 
種の業あること、ひろく参学すべし。 
いまだこれを しら ざれば、仏祖の正法 
つたはるべからず。この三時業の道理 
あきらめざらんともがら、みだりに人 
天の導師と称することなかれ。 

世尊言、仮令経， I 百千劫(所作業 
不レ亡、因縁会遇時、果報還自受。汝 
等当，知、若純黒業、得 n 純黒異熟ハ 
若純白業、得，，純白異熟―〇若黒白業、 
得 n 雑異熟—〇是故汝等、応：，離，，純黒 j 
黒白雑業-〇当，，，勤修，，学純白之業—〇時 
諸大衆、聞 m 仏説，已、歓喜信受。 


ない。どうして後の世に果報を受けることがなかろうか、すでに後に報いを受 
けるときが来れば、今それを疑うことではない。ここで明らかになった。それ 
は長沙は三時業ということを明らめていないということである。 

仏道の参学修証の者たちは、この三時業を明らかに知ることは、鳩摩羅多尊 
者のようでなければならぬ。これが永い間伝えられて来た祖々の体験である。 
止めたりおろそかにしてはならぬ。他に順不定受業(果報の 内容と 時期の一定せ ぬ 
場合)があり、また八種の業(三種の業に果報の定、不定があり、又順不定に報の不定、 
報時の不定があるから八種となる)があることも、<ーロせて参究しなければならぬ。 
こうしたことを十分理解できなければ、仏祖が嫡々伝承された正法がとぎれて 
しまう。故にこの三時業を参究し得ないものは、平気な顔をして人間天上界等 
の導師、三界の導師などと称してはならない。 

釈尊が大衆にいわれた。 

たとえ永遠に時を経ても、人が造った業はなくなることはない。悪を造る因 
縁にたまたま会ったときに、悪の果も報いも、その人が受けねばならない。こ 
の道理を知るべきである。もし悪業が純黒業、徹底的な悪業であるならば、純 
悪業の異熟果(善悪の業因から得た、無記性、非善、非悪の性の結果)を得る。 

もし純白業(純然たる善業)なれば、純白の異熟果を受けるのである。もし黒 
白業(善悪混合)ならば雑異熟果を受けるのである。この故に修行者たちは、 
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純黒、純白の雑業を離れるべきである。専一に精進参学して純白業を修証すべ 
きである。 

時に諸の大衆は釈尊の話を聞きおわって歓喜し、ますます信仰し奉った。 
釈尊のお示しになったことは、善悪の業を作りおわれば、たとえ永遠に亙っ 
ても亡びないのである。もし因縁に会えばかならず果報を受ける。そのゆえに 
悪業は懺悔 (懺悔してその式をする) すれば悪果は消滅する。善業は他の善を見 
て喜べばますます善を増すのである。それが「亡びず」といわれることの意味 
なのである。 

その果報はかならずある。ないことは断じてない。 

正法眼蔵三時業第八 正法眼蔵第八 三時業 


世尊のしめしましますがごときは、 
善悪の業つくりをはりぬれば、たとひ 
百千万劫を ふといふと も不亡なり。も 
し因縁にあへば、かならず感得す。し 
かあれば、悪業は懺悔すれば減す、ま 
た転重軽受す。善業は、随喜すればい 
よいよ 増長するなり。これを不亡 とい 
ふなり、その報なきにはあらず。 
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正法眼蔵第八 別本三時業 


第十九祖鳩摩羅多尊者、至 n 中天竺 
国—〇有，，大士(名 n 闇夜多—〇問日、我家 

ヨリズ ヲ モムカシヨリマツハラレ 

父母、素信，， 三宝— 〇而嘗縈=疾 
瘵ハ凡所 P 営事、皆不，，如意〗而我隣 
家、久為，1旃陀羅行：而身常勇健、 
所作和合。彼何幸、而我何辜。尊者 
日、何足，疑乎。且善悪之報、有，一三 
時 I 焉。凡人但見仁夭暴寿、逆吉義 
凶 一 便謂 下 亡，，因果一虚*罪福 上。 殊不レ 
知、影響相随、毫釐靡，忒、縦経，，百 
千万劫(亦不-一磨滅—〇時闇夜多、聞，一 
是語，己、頓釈=所疑'; 


第十九祖鳩摩羅多尊者が中天竺国(中ィンド)に行脚せられたときに、闇夜 
多というすぐれた道信堅固な人が彼にたずねた。 

私の実の父母は、昔から仏法僧の三宝に深く帰依しております。それにもか 
かわらず家族はみな病気に罹ったり、またやることなすことすベて思うように 
行きません。ところが私の家の隣りの人は牛馬の屠殺を商売にしているような 
人々ですが、彼らはいつも健康で、やることなすこといつも順調で幸福そうな 
のに、どうして私の家は隣りに比べてこのように不幸なのでしょうか。 

尊者はいわれた。 

そのようなことは疑うに足りないことである。すべて善悪の報いには過去. 
現在.未来の三時業がある。とかく世間というものは情深い人が若死し、人の 
嫌う乱暴者が長生きして、正しく生きる人に悪いことが多いということを見 
て、世の中には罪悪も正義も不幸も幸福も因果に関係はない、悪い者が不幸と 
なり、善い者が幸福となるという因果の道理はあるものではない、という考え 
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を持つのは大きな誤りである。 

因果の道理は、形に影が、音に響が相随うように分厘も違うことなく、しか 
も百千万億年を経ても、この真理は消滅しないことを知らないと。 

このとき闍夜多尊者は、この語を聞き終って忽ちに疑いを解くことができた 
のである。 

鳩摩羅多尊者は、如来より第十九代 
の附法なり。如来まのあたり名字を記 
しまし ます。ただ釈尊 一 仏の法を あき 
らめ正伝せるのみにあらず、かねて三 
世の諸仏の法をも暁了せり。 

闍夜多尊者、いまの問をまうけしよ 
りのち、鳩摩羅多尊者にしたがひて、 

如来の正法を修習し、つひに第二十代 
の祖師となれり。 これもまた、 世尊は 
るかに第二十祖は闍夜多なるべしと記 
しましませり。 しかあればすなはち、 

仏法の批判、もともかくのごとくの祖 
師の所判のごとく習学すべし。いまの 
よに、因果をしらず、業報をあきらめ 
ず、三世をしらず、善悪をわきまへざ 
る邪見のともがらには群すべからず。 


鳩摩羅多尊者は、釈迦如来より第十九代目の仏法を嗣がれたお方である。 

釈尊の在世のとき、大衆の目の前で十九代目の仏祖として鳩摩羅多というも 
のが正法を嗣ぐと予言せられたと伝えられている。その予言のように、尊者は 
十九代の仏道を相続して祖師となったのである。尊者は、釈尊一代の法を明ら 
めているのみでなく、三世諸仏の法にも通達しておられたのである。 

闇夜多尊者は、いまの問いをして後、この鳩摩羅多尊者に従って釈尊の正法 
を修証し、ついに第二十代目の祖師となられた。 

このこともまた、釈尊は既にその在世時に第二十祖は闇夜多で あると 予言し 
ておかれた。このようであるから、仏法についての批判、質問のときには、か 
ならず祖師の指導されるそのままに修証すべきである。故に今の世において、 
因果の道理を知らない者、三世の業報(身 口 意の行為を 業といい、その 行動の結果を 
業報また 業果と いう) を知らない者、善悪を弁別することのできない邪見の徒、 
仏法を曲解している者どもとは、仲間になってはならない。 
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は 


いはゆる善悪之報、有三時焉といふ 

三時 

一者順現法受。二者順次生受。三者 
順後次受。 

これを三時といふ。仏祖の道を修習 
するには、その最初より、この三時の 
業報の理をならひあきらむるなり。し 
かあらざれば、おほくあやまりて邪見 
に堕するなり。ただ邪見に堕するのみ 
にあらず、悪道におちて、長時の苦を 
ぅく。続善根せざるあひだは、おほく 
の功徳をぅしなひ、菩提の道ひさしく 
さはりあり、をしからざらめや。この 
三時の業は、善悪にわたるなり。 

第一順現法受業者、謂、若業此生造 
作増長、即於 n 此生一受 ，一 異熟果(是名， 一 
順現法受業—〇 

いはく、人ありて、あるいは善にも 
あれ、あるいは悪にもあれ、この生に 
つくりて、すなはちこの生にその報を 
うくるを、順現法受業といふ。 


いうと ころの「善悪の報に三時 あり」とは、 

一つには順現法(報)受 (現世の行いの結果を現世に受ける)、 二つには順次生受 
(現世の行いの結果を次の時代に受ける)、 三つには順後次受 (現世の行いの結果を永遠 
に受ける)。 

これを三時というのである。 

仏祖道を修証するには、その最初から、この三時の善悪の行いの結果である 
業報の道理を修証し明らめるべきである。そうでな いと 多くの者は仏法を誤解 
して邪見.邪行におちこんでしまう。のみならず悪道に落ちて長いあいだ苦し 
みを受けることとなる。そのあいだは善行を積まないから、多くの功徳を失う 
こととなり、仏道を成就するのに長いあいだの大きな障害となる。誠に残念な 
ことである。 

この三時の業は善悪に直接連なり影響するものである。 

第一の「順現法(報)受業」とは、身口意の善悪の行いが段々積み重ねられ 
た結果の報いを、現世において異熟果 (善悪の行いの原因から得た善悪と異なる果 
報)を受けるのを、順現報受業という。 

人があるいは善にもせよ、あるいは悪にもせよ、その人の行いが、その人の 
生きているうちにその報いを受けるのを、順現報受業というのである。 
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悪をつくりて此生に悪報をぅけたる 
例、 

曾有，，採樵者一入，山遭％、迷，，失途 

ヲ ニタマタマ レタリ クサテ_ナントスル3卜 

路 d 時会日暮、雪深案#、将死 
不レ久。即前入，， 一 蒙密林中—〇乃見-一 

ノヒグマヲヨリ ：： N ノニ - I シテ ハシ 

一罷(先在一一林内—〇形色青紺、眼如，一 
双炬―〇其人惶恐、分当 n 失命— 〇此実菩 

ノ セルナ リノ ヲ テ ノ スルヲイデ 

薩、現，，受罷身 — 〇見 M 其憂恐(尋慰 
喩言、汝今勿レ怖、父母於レ子或有 n 

ハ テ ニ-シ チンデゲ 

異心(吾今於 k 汝終無=悪意—〇即前捧 
取、将入，，窟中一温，，燠其身一令，，蘇息， 

テ リノ ヲ メテハシム ニ レテメン n トヲ 

已、取，一諸驚一勧随，一所食恐レ令レ 
不レ消、抱持而臥。如，是恩養、経 u 
於六日—〇至， 一 第七日；天晴路現。人有，， 
帰心—〇罷既知已、復取，一甘果(飽而餞， 
之、送至，，1外(慇勲告，別。人跪謝 
日、何以報。罷言、我今不，須，，余報一 
但如，.比日我護キ汝身±'汝於こ我命ハ亦 
願如，是。其人敬諾、担樵而下，山。 
逢，二獬師-〇問日、山中見 M 何蟲獣-〇* 
樵人答日、我亦不レ見こ余獣(唯見，一一 
罷4獬師求請、能示，我不。樵人答日、 
若能与，，三分之二〔吾当，示，汝。撒師 


悪をつくって、この生に悪の報いを受けたという、順現報受業の例を挙げて 
みると、 

昔、樵夫がいた。或る日、山に入り大雪にあって帰り路が解らなくなった。 
あいにく日も暮れてしまい、雪はますます降りつもり、寒さは骨も凍るばかり 
で凍死寸前という状態であった。あてもない雪の山中を歩きまわっていたが、 
遂に密林の中に迷いこんでしまった。そのとき、罷が雪の中にうずくまってい 
るのに出遭った。その罷の毛色は青紺で眼はらんらんと輝いて、さながら二つ 
の炬火をならべたようである。樵夫は失神するばかりに驚きおそれた。 

実はこの罷は菩薩の化身であって、樵夫の雪の中の難儀を救うために、罷と 
なって此処に出現したまうたのである。 

罷は樵夫が恐れおののくのを見て慰め論していった。 

「お前は怖れなくてもよい。たとえ父母でも、その子に害意があることは極 
く稀ではあるが、そのような者がないとはいえない。しかし私は、お前に害意 
を一つも持っていない。安心しなさい」 

と言って進んで、その樵夫のからだを雪の中から抱きかかえ、窟のなかに引き 
入れ、そのからだを温め、もろもろの果物を取って来て与えたのであった。そ 
ればかりでなく、こうして罷は凍った樵夫の全身を抱いて六日のあいだ温め 
て、いたわり看護してやった。 
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依許。相与俱行、竟害„罷命 — 〇分レ肉 
為レ三、樵人両手欲：，取，，厢肉：悪 
業力故、双臂俱落如 一一 珠縷断(如， 
截，_藕根—0谢師危忙、驚問_1所以-0樵人 
恥愧、具述，，委曲--〇是二谢師、責 „ 樵 
人~日、他既於 y 汝有，_此大恩--^汝今何 
忍二仃 = 斯悪逆；怪哉、汝身何不 ，一 糜爛- -〇 
於レ是谢師共其肉施=僧伽藍--〇時僧上 
座、得-,妙願智(即時入定、観„是何 
肉：即知，.是与，二切衆生，作，，利楽，者、 
大菩薩肉 ± o '; 尋時出，定、以，，此事一白， 
衆。衆聞驚歎、共取， I 香薪(焚，，焼其 
肉ハ収„其余骨(起，，窣堵婆：礼拝供養。 
如レ是悪業、待，，相続；或度，，相続ハ方 

あ 二 象 


七 H 目頃、天気は晴れて路が現われた。樵夫は家に帰りたいと思った。 

罷はそのことを知っていて、再び甘い果物を取って来て食べさせ、これを餞 
別とした。密林の外まで送ってねんごろに別れを告げた。 

樵夫も丁寧に膝を屈して感謝の言葉を述べていった。 

「私は、どうして、この生命の恩人にお報いしたらよいので しょうか」と。 
そこで罷がいった。 

「私は、いま何の報いも欲しくない。唯一つ言っておきたいのは、私がおん 
身を救い命を護ったように、おん身も私の身を救い命を護って欲しいとお願い 
するだけだ」という。 

樵夫は恭しく「かしこまりました」と誓い、その辺で雑木を伐採して山を下 
りた。その帰り路に二人の獬師に出逢った。 

彼らは、「この山の中で何かけもの類を見なかったか」と、問うた。 

樵夫は「大した獲物らしいものは見なかったが、一匹罷だけを見た」と、軽 
率にもしゃべってしまった。 

獵師たちは、その熊のありかを教えてくれるかどうかと言った。 

樵夫は答えて、 

「もし、その罷の肉の三分の二を私に吳れ るなら ば教えても よい」と。 
谢師はその条件を承諾した。そこで樵夫は撒師らを案内して、生命の®人で 
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ある罷の命を取り、肉を切り分けて三つとした。樵夫が両手でその罷の肉を取 
ろうとした途端に、悪業の報いによって樵夫の二つの臂が二つとも切れて地に 
落ちた。その切れ方はちょうど珠数の糸が切れたようであり、または蓮の根を 
断ち切るようでもあった。 

獬師たちは失神せんばかりに驚き怖れてそのわけを尋ねた。樵夫は今さらの 
ように自分の心の浅ましいことを恥ずかしく思い、心から懺悔して詳しくその 
わけを述べた。 

そこでこの二人の獬師も、その樵夫を責めて言った° 

「この罷にお前は大恩を受けたにもかかわらず、いまこのような悪逆非道の 
ことをした。お前のからだが腐って爛れないことが不思議だ」 

と、怖れおののいて語り合ったのである。 

ここで、二人の撒師はその熊の肉を持って行き、お寺に施していった。 

そのと き 長老の僧は、妙願智 (意のままになるすぐれた智慧) によって肉の正体 
を看破するため、直ちに禅定に入り、その何の肉かを見極めて、この肉は衆生 
の救済と平和を与え給う 大 菩薩の肉であることを明らめた。 

このとき、長老和尚は坐禅を解いてこの事を大衆に告げた。大衆はこの話を 
聞いて驚歎し、ともどもに清らかな薪を取って来てその肉を火葬にし、その骨 
を収めて卒塔婆(墓碑)を建てて礼拝し、供養したということである。 
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かくのごとくなるを、悪業の順現法 
受業となづく。おほよそ恩をえては、 
報をこころざすべし。他に恩しては、 
報をもとむることなかれ。いまも恩あ 
る人を逆害をくはへんとせん、その悪 
業、かならずぅくべきなり。衆生なが 
くいまの樵人のこころなかれ。林外に 
して告別するには、いかがしてこの恩 
を謝すべきといふといへども、やまの 
ふもとに撖師にあぅては、二分の肉を 
むさぼる。貪欲にひかれて、大恩所を 
害す。在家出家、ながくこの不知恩の 
こころなかれ。悪業力のきるところ、 
両手を断ずること、刀劍のきる よりも 
はやし。 


この生に善をつくりて、順現法受に、 
善報をえたる例、 

昔健駄羅国迦腻色迦王、有，，一黄門ハ 
恆監 U 内事— 〇暫出，，城外一見、有 T 群牛数 
盈 n 五百一来中入城内。上問 二 駆牛者一此 


このような悪い行いは必ず現世に悪の結果が現われ、また来世に及んでも、 
その悪業の報いを受けるのである。 

これが悪業の順現報受業である。 

この話のように、他から恩を受けたなら、その恩に報いることを必ず心掛け 
るべきである。また他人に恩を施しても、決してその恩の報いは求めてはなら 
ない。いま恩を受けた人に悪逆、危害を与えたとするならば、その悪業の報い 
を必ず受けなければならない。世の人々はいまの樵夫のような浅ましい心掛け 
には決してなってはならない。 

罷と密林の外で別れを告げるときには「どうしたら、この大恩に報いること 
がで きよう か」などと、殊勝なことをいっておきながら、山の麓で谢師に逢え 
ば、三分の二の肉を自分に与えよなどという貪欲の心を起して、この大恩のあ 
るものを害するなど、まことに言語道断である。在家にせよ出家にせよ、決し 
て受けた恩を忘れてはならない。悪業の報いがこの樵夫の両手を切断すること 
は、刀剣で両手を切るよりも速かに現前するのである。 

現世で善業を作って、順現報受を受けた話を述べる。 

昔日、健駄羅国 (ガン ダー ラ) の迦腻色迦王の家臣に一人の宦官 (後宮に侍する 
役職、 去勢した男子) がいた。常に後宮内の事を監督することを職務としていた。 
或る日、城外に出ると五百頭ばかりの牛が城内に這入って来るのに出会った。 
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彼は牧童にたずねた。 

「この牛はどういう牛なのか」と。 

牧童は答えた。 

「これらの牛は皆、去勢する治療場へ運ぶ牛です」と。 

このとき宦官は考えた。自分は前世の悪業のために男であって男でない身体 
である。今のこれらの牛も同じような災難に会おうとしている。わが身につま 
されてかわいそうだ。この牛の難儀を救ってやろうと思い、金子を支払ってや 
り、遂にこれらの牛の去勢の難から救ってやった。 

この善業の力によって宦官は忽ちに正常な男に M ることができたのである。 

そこで心に深くよろこんで城内にもどり、宮中のある門に傲ずんで王様の吏 
いに、宮中に参内して上奏したい話があります、お許しをお願い致したいと伝 
言した。 

王は この 宦官を呼んで何故に このようなことをしたかと問うた。 

そこでこの宦官は詳しく前の ことを 申し上げた。王は これを聞いて驚き 且つ 
喜び、多くの珍しい品々を賜り、最早正常の男子に復った以上、女官の監督に 
は不向きであるから、転職させて外務の高官に任ぜられた。 

このような現世の善業は必ず現世において、あるいは次の世において、 その 
善業の結果を受けるのである。 


是何牛。答言、此牛将：，去，其種—〇於レ是 
黄門即自思惟、我宿悪業、受=不男身ハ 
今応™以：> 財救，，此牛難--〇遂償其債(悉 
令レ得，脱。善■業力故、令，，，此黄門 
即復，，男身--〇深生„慶悦ハ尋還„城内： 
侍=立宮門；附&啓全、請，，入奉覲？ 

王令，，喚入 T 怪問， I 所由--0於 K 是黄門具 
奏 H 上事—〇王聞驚喜、厚賜„珍財--»転 
授，，高官(令。知，，外事〗如，是善業、 
要待， I 相続：或度，，相続一方受 =*, 果—0 
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あきらかにしりぬ、牛畜の身、をし 
むべきにあらざれども、すくふ人、善 
果をうく。いはんや恩田を うやま ひ、 
徳田をう やま ひ、もろもろの善を修せ 
んをや。かくのごとくなるを、善の順 
現法受業となづく。善により悪により 
て、かくのごとくのことおほかれど、 
つくしあぐるにいとまあらず。 


第二順次生受業者、謂、若業此生造 
作増長、於， 一 第二生一受 ，一 異熟果 --■» 是名こ 
順次生受業4 

いはく、 もし 人ありて、 この 生に五 
無間業をつくれる、かならず順次生に 
地獄におつるなり。順次生とは、この 
生のつぎの生なり。余のつみは、順次 
生に地獄におつるもあり。また順後次 
受のひくべきあれば、順次生に地獄に 
おちず、順後業と なること もあり。 こ 
の五無間業は、さだめて順次生受業に 
地獄におつるなり。順次生、また第二 
生と もこれ をいふなり。 


あきらかに知ることができるのは、牛の身体は惜しむべき身体ではないけれ 
ども、これを救った人は善い報いを受けたのである。 

ましてや恩徳を敬い、これに報いるためのもろもろの善業を実行するにおい 
てはなおさらである。このょうな善行の現世の報いを、善の順現報受業と名づ 
けるのである。 

善にもあれ、悪にもあれ、このょうな順現報受業の例は多く枚挙するに違が 
ないくらいである。 

第二の順次生受業というのは、人が現世において善悪の行いを積み重ね、ま 
たは倍増して次の世に生れ変わったとき、前生の行いの報いを受けることを順 
次生受業と名づけるのである。 

もし人が現世において五無間業を行ったならば、次の生において必ず無間地 
獄に堕ちるのである。 

順次生とは今生の次の生のことである。五無間業以外の罪は、この世の次の 
世において地獄に堕ちることもあり、また順後次受(次の世以後、永遠の世)に 
繰り越すべき罪であると、第二生においては地獄に堕ちず、第三生以後に持ち 
越すこともある。 

しかしこの五無間業だけは、必ず次の生においては無間地獄に堕ちるのであ 
る。順次生は第二生ともいう。 
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五無間業といふは、 

一、殺父。二、殺母。三、殺阿羅漢。 

すゐぷつしんけつ はほふりんそう 

四、出仏身血。五、破法輪僧。 

これを五無間業となづく、また五逆 
罪となづく。はじめの三は殺生なり。 
第四は殺生の加行なり。如来はいかに 
も人にころされさせたまはず、ただ身 
血をいだすを逆とす。中夭なきは、最 
後身菩薩•都史多天一生所繫菩薩•北 
洲•樹提伽•仏医なり。第五破僧罪は、 
虚誑語なり。この五逆、かならず順次 
生受業に地獄におつるなり。 


提婆達多は、この五無間業のなかに 
三をつくれり。いはく、蓮華色比丘尼 
をぅちころす。この比丘尼、大阿羅漢 
なり。これを殺阿羅漢罪とす。盤石を 
なげて世尊をぅちころしたてまつらん 
とす。盤石ときに山神にさへられてく 


五無間業というのは、 

一に父を殺す、二に母を殺す、三に阿羅漢を殺す、四に仏身を傷害するなど 
の殺傷の罪、五には僧団を破壊する罪をいい、また五逆罪とも名づける。 

はじめの三つは殺生の行いであり、第四は殺生に準ずる行いである。如来 
(仏)はどのようなことがあっても、人に殺されるようなことはないから、た 
だ仏の身体を傷つけるのを五逆の一つとするのである。如来はもとより、中途 
で死ぬことのないものは、最後身の菩薩(最後身とは仏になる一つ前の境界をいう)、 
兜率天に住する一生所繫の菩薩、即ち弥勒菩薩、北洲に住する人々(北洲とは 
北倶盧洲のこと、須弥四洲の一、須弥山の北方七金山と九組囲 OJI の間の A - 鹹海中の洲)、樹 
提伽(星宿のこと)、仏医(耆婆即ち医者の神)である。第五の破僧罪とは、僧団を 
破壊する罪で、僧団のなかの僧を虚言で誑かすこと。 

この五逆罪を敢えて犯した者は、必ず順次生受業によって地獄に堕ちるので 
ある。 

例えば提婆達多は、この五無間業のなかの三つを犯した。即ち第一には蓮華 
色比丘尼を打ち殺した。この比丘尼は大阿羅漢である。これを殺すことは即ち 
殺阿羅漢罪である。第二には磐石を山上より投げて釈迦如来を打ち殺し奉ろう 
とした。そのとき磐石は山神に支えられて砕け散ったが、その破片が飛び散っ 
て如来の足指に当って仏の足指が破れて血を出し奉った。これが出仏身血の罪 
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だけぬ。そのくだけ、ほどばしりて、 
如来の足指にあたれり。足指やぶれ、 
血まさにいづ。これ出仏身血罪なり。 
初学愚鈍の比丘五百人をかたらひて、 
伽耶山頂にゆきて、別羯摩をつくる。 
これ破僧罪なり。この三逆罪によりて、 
阿鼻地獄におちぬ。いまに無間の苦を 
うく。四仏の提婆達多、なほ阿鼻にあ 


倶伽離比丘、この生に舎利弗•目犍 
連を謗するに、無根波羅夷の法をもて 
す。世尊みづからいさめまします、梵 
王きたりて制すれどもやまず。二尊者 
を謗して地獄におちぬ。 

四禅比丘、臨命終のときに、謗仏せ 
しにょりて、阿鼻地獄におつ。かくの 
ごとくな るを、順次生受業となづく。 

第三順後次受業者、謂、若業此生造 
作増長、随 m 第三生一或随 n 第四生一或 


である。 第三には提婆は釈尊の従兄で初め釈尊のお弟子となったが、その後、 
釈尊の教団の盛んで ある ことを嫉んで反逆し、阿闇世王の力をかりて他に教団 
を組織し釈尊の教団を破滅しようとして、釈尊の殺害を企て、また彼の教団の 
初学愚鈍の僧五百人をたぶらかして伽耶山頂に連れて行って別の僧衆団を作っ 
た。 これが破僧罪で ある。 

この三つの反逆の罪を犯したために阿鼻地獄(無間地獄ともいう。無間とは苦し 
みなどを間断なく受けて絶えることが無いこと) に堕ちて、 今に至る まで無間の苦し 
みを受けているのである。地獄の中で過去七仏の四仏祖の許に長いあいだ苦し 
みを受けていた提婆達多は、今もなお無間地獄にいる。 

提婆達多の弟子の俱伽羅比丘は、その生前に舎利弗尊者と目連尊者の悪口を 
言って無根波羅夷、即ち事実無根のことをいって他人を誹謗する罪を犯した。 
釈尊はこのとき親しくこのことを戒告されたが聞き容れなかった。また、この 
とき梵天王も制せられたけれどもやめなかった。この二尊者を謗った罪により 
地獄に堕ちた。 

また四禅比丘が死せんとするときに仏を謗った。その罪によって無間地獄に 
堕ちるな ど、このような 業を順次生受業と名づけるのである。 

第三の順後次受業というのは、若し人が業を此の生において造ったり増長し 
た場合に、第三生のとき、あるいはこの第三生を過ぎた後、永遠にその業に 
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復過：，此、雖，，百千劫(受 n 異熟果(是 
名=順後次受業—〇 

いはく、人ありて この 生に、あるい 
は善にもあれ、あるいは悪にもあれ、 
造作しをはれりといへども、あるいは 
第三生、あるいは第四生、乃至百千生 
のあひだにも、善悪の業を感ずるを、 
順後次受業となづく。菩薩の三祇劫の 
功徳、おほく順後次受業なり。かくの 
.ごとくの道理 しらざる がごときは、行 
者おほく疑心をいだく。いまの闇夜多 
尊者の在家のときのごとし。もし鳩摩 
羅多尊者にあはずば、そのぅたが ひと 
けがたからん。行者もし思惟それ善な 
れば、悪すなはち減す。それ悪思惟す 
れば、善すみやかに滅するなり。 

室羅筏国昔有，，二人一一恆善、 

一常作，悪。修善行者、於，，一身中ハ恆 
修 一一 善行(未， 一 嘗作，，悪。作悪行者、於 一， 
一身中(常作 n 悪行〔未，1嘗修，善。修 
善行者、臨命終時、順後次受悪業力故、 
欽有，，地獄中有，現前。便作，.是念—'* 
我一身中、恆修，，善行一未，，嘗作 M 心、 


よってその報いを受ける。これを順後次受業と名づける。 

もし人がこの生において、あるいは悪にせよ善にせよつくったことは、ある 
場合には第三生に、あるときは第四生に、または百千生の間においても、善悪 
の報いがあることを、順後次受業と名づけるのである。 

菩薩が無限の過去において修行されたその功徳の多くは、順後次受業であ 
る。このような道理を知らない者たちは、修行していても多くの者は、疑心を 
抱くであろう。あたかも闍夜多尊者が在家の人であった ときのごとくである。 
もしも鳩摩羅多尊者に逢わなかったならば、その疑いは解けなかったであろ 
50 

修行者が善事を行じようと思えば、悪は即ち滅する。もし悪事を行じようと 
思えば、善は直ちに滅することを順後次受業というのである。 

室羅筏国に昔、二人の人がいた。一人は日頃、常に善い行いをすることを心 
がけていた。一人はいつも悪い行いばかりをしていた。善い行いを心がけてい 
た人の日頃の生活は常に善行に終始し、未だ悪行をしたことがなかった。悪行 
を働いている人は、日頃の生活すべてが悪行に充たされて、未だかつて一つの 
善行をしたこともなかった。善行を心がけている人が、まさに臨終のときに順 
後次受悪業の力によって忽然として、その人の死後の往くべき地獄の中有の様 
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応レ生，，天趣；何因縁有，，此中有現前。 
遂起 k 念言、我定応ァ有.，順後次受悪 
業，今熟故、此地獄中有現前 ± o / u 即 
自憶，，念一身已来所修善業(深生，，歓 
喜— 〇由，，勝善思現在前，故、地獄中有、 
即便隠歿、天趣中有、欽爾現前。 
従レ此命終、生，，於天上—〇 


この恆修善行のひと、順後次受のさ 
だめてぅくべきが、わが身にありける 
とおもふのみにあらず、さらにすすみ 
ておもはく、一身の修善もまたさだめ 
てのちにぅくべし。ふかく歓喜すとは 
これなり。この憶念まことなるがゆ系 
に、地獄の中有すなはちかくれて、天 


相が空中に現われた(中有とは死後、次の生を受ける間の七日または四十九日の期間を 

いう)。 

そのときその人はこう思った。 

「私は一生涯、常に善行を修め、未だかって悪行をしたことはない。故に次 
の世は極楽に生れるはずであるのに、どういう因縁によって、この地獄の中有 
が現われるのであろうか」と。 

いろいろ考え反省して気づいたことは、私には必ず順後次受の悪業が前世に 
あって、その因縁が熟して、このような地獄の中有がいま目の前に現われるの 
であろうと、そこで観念すると同時に今度は自分が今まで行なって来た善業を 
思惟したとき、自ら深い歓びの念が生じたのである。 

このように勝れた善の思惟が現前したために、地獄の中有のありさまは忽ち 
消されてしまって、極楽の中有が目の前に忽然として現われた。そして、寿命 
が尽きて天上界に生れることができたのである。 

この常に善行を修めて来た人は、順後次受業を必ず受けねばならぬわが身で 
あったと思ったばかりでなく、 さらに 進んで一身の修善 もまた 必ず順後次受に 
その善果を受けるであろうと思ったのである。 

深く歓喜したとはこのことである。この考えは真実であるから地獄の中有が 
忽ちに消え去り、極楽の中有が現前し、寿命が尽きて極楽に生れたのである。 
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趣の中有たちまちに現前して、いのち 
をはりて天上にぅまる。この人もし悪 
人ならば、命終のとき、地獄の中有現 
前せば、おもふべし、われ一身の修善、 
その功徳なし、善悪あらんには、いか 
でかわれ地獄の中有をみん。このとき、 
因果を撥無し、三宝を毀謗せん。もし 
かくのごとくならば、すなはち命終し、 
地獄におつべし。かくのごとくならざ 
るによりて、天上にぅまるるなり。こ 
の道理、あきらめしるべし。 

作悪行者、臨命終時、順後次受善業 
力故、欽有.，天趣中有，現前。便作，，是 
念一我一身中、常作，悪行(未^旨修， 
善、応 i 生，，地獄：何縁有，，此中有， 
現前。遂起，，邪見-->撥，，無善悪及異熟 
果 ■; 邪見力 I 、天趣中有、尋即隠歿、 
地獄中有、欽爾現前。従，此命終、 
生，，於地*, — 〇 


この人がもしも悪人であったならば、寿命が尽きんとするときに地獄の中有 
が現前するならばこう思うであろう。 

「私の一生涯の修善も、何の功徳もなかった。善因善果、悪因悪果の真理に 
間違いがないならば、どうして私が地獄の中有をば見ることがあろうか」と。 

因果の真理を疑い否定し、仏法僧の三宝を謗るであろう。そして、もしも、 
このようであったならば寿命が尽きたとき、地獄に堕ちるであろう。この人は 
そうでなかったから天上界に生れたのである。 

この三時業の道理を明らめ知るべきである。 

もう一人の、現世において悪行ばかりしていた者が、寿命が尽きてまさに死 
に直面したとき、順後次受善業の報いによって、忽ち極楽の中有が現前した。 
そこでこの者はこう思った。 

「私は一生涯の間、常に悪行ばかりしていて未だかつて善い行いをしたこと 
はただの一度もない。だから当然来世は地獄に生れるべきであるのに、どうい 
う因縁があって、このような極楽の中有が目前に現われるのであろうか」と。 

ここでまた邪見を起して善因善果、悪因悪果及びこの世で善行を修するとき 
次の世において善果を受けるという、異熟果の真理を疑い否定するのである。 
その途端に、この邪見の報いにより、極楽の中有は即時に消え失せ、地獄の中 
有が忽然として目前に現われ、遂に寿命が尽きたとき地獄に生れるのである。 
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この人、いけるほど、つねに悪をつ 
くり、さらに一善を修せざるのみにあ 
らず、命終のとき、天趣の中有の現前 
せるをみて、順後次受をしらず。われ 
一生のあひだ、悪をつくれりといへど 
も、天趣にぅまれんとす、はかりしり 
ぬ、さらに善悪なかりけり。かくのご 
とく善悪を撥無する邪見力のゆ袅に、 
天趣の中有たちまちに隠歿して、地獄 
の中有すみやかに現前し、いのちをは 
りて地獄におつ。これは邪見のゆ袅に、 
天趣の中有かくるるなり。 

しかあればすなはち、行者かならず 
邪見なることなかれ。いかなるか邪見、 
いかなるか正見と、かたちをつくすま 
で学習すべし。まづ因果を撥無し、仏 
法僧を毀謗し、三世おょび解脱を撥無 
する、 ともに これ邪見な り。 まさにし 
るべし、今生のわが身、ふたつなし、 
みつなし。いたづらに邪見におちて、 
むなしく悪業を感得せん、をしからざ 
らんや。悪をつくりながら悪にあらず 
とおもひ、悪の報あるべからずと邪思 


この人は生きているうち常に悪行ばかりしていて、さらに一つも善行をなさ 
なかったばかりでなく、臨終のとき、極楽の中有の現前するのを見ても、それ 
が順後次受の善業の報いの力の故であることを知らず、自分が一生涯、悪行ば 
かりしていて、なお極楽に生れようとしている。 

このことは善悪の因果の道理は間違いだと、このように因果の真理歴然たる 
ことを疑い否定する邪見の報いのゆえで、極楽の中有は忽ちに消滅して地獄の 
中有が即時に目前に現われ、寿命が尽きたのである。これは邪見の報いによっ 
て極楽の中有が消滅したのである。 

このようであるから、修行者は必ず邪見を起してはならない。どういうのを 
正見といい、どういうのを邪見というのかと、身命を投げ捨てて参究すべきで 
ある。まず第一に因果の真理を疑い否定し、第二に仏法僧の三宝を謗り、第三 
に三世の実在及び解脱を否定するのは、ともに邪見である。 

これによって知るべきである。今生のわが身は一つしかない。即ち身は二 
つあったり、三つあったりすることはない。この一つしかない身であることを 
忘れ、今生はただ一つしかないことを忘れて、徒らに邪見に陥って、空しく悪 
業を造っていることは、まことに惜しむべきことである。 

悪を作りながら、悪とも知らないから悪業を作っても、悪業の報いなど ある 
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惟するによりて、悪の報の感得せざる はずがないと邪悪の考えを持つこととなる。悪行を作れば悪の報いがあること 

を知らない。悪の報いを受けないということは決してないのである。 2 i 
皇帝の侍従職の皓月が長沙景岑和尚に問うた。 

昔のすぐれた僧の語に「悟れば煩悩は空となり、悟らなければ永年の積み重 
なった煩悩はそのままに残り、未払いの借財と同じであるから償わなければ 
ならぬとありますが、第二十四祖師子尊者や二祖慧可大師のような仏祖方は、 
どうして積み重なった煩悩である過去の借財を償われたのでしょうか」と。 

景岑和尚が言われた。 

「貴官は未だ本来空を識っておられない」 

皓月侍従が言った。 

「本来空とは如何なることですか」 

「業障、即ち煩悩が本来空だ」 

「業障とは如何なることですか」 

「本来空が業障である」 

皓月侍従は黙ってしまった。 

そのとき長沙和尚は一偈を示した。 

「仮有もと有にあらず、仮滅も亦無にあらず、涅槃は償債の義 、一 性にし 
てさらに殊なることなし」と。 


皓月供奉、問，，長沙岑和尚ハ古徳云、 
了即業障本来空、未，了応須 K 償，，宿 
債■:只如，.師子尊者•二祖大師：為，，什 
麼，得，償：，債去。長沙云、大徳不レ識，， 
本来空--0彼云、如何是本来空。長沙 
云、業障是。又問、如何是業障。長 
沙云、本来空是。彼無語。長沙便示，， 
一偈，云、仮有元非 k 有、仮滅亦非， 
無、涅槃償債義、一性更無 P 殊。 



長沙の答は答にあらず、鳩摩羅多の 
闍夜多にしめす道理なし。しるべし、 
業障のむねをしらざるなり。仏祖の児 
孫、修証辦道するには、まづかならず 
この三時の業をあきらめしらんこと、 
鳩摩羅多尊者のごとくなるべし。すで 
にこれ祖宗の業なり、廃怠すべからず。 
このほか不定業あり、また八種の業あ 
ること、ひろく参学すべし。いまだこ 
の業報の道理あきらめざらんともが 
ら、みだりに人天の導師と称すること 
なかれ。 


あらゆるものごとは本来仮りの存在である。 また あらゆるものごとの仮りの 
滅も「空」であり、 また 煩悩も本来本性の無いもので悪因の悪果にすぎない 
「空」である。この真理を悟ること体験することが涅槃(解脱)である。 

涅槃は煩悩の解脱の境である。あたかも借金償還の心地のようである。おの 
おのその本性(不変の本質)の究尽したところを露現しているのであって、二つ 
あるものではない。 

景岑和尚の答えは三時業の答えではない。鳩摩羅多尊者の闍夜多尊者に示さ 
れた道理が答えのなかにない。長沙の答えが、どうして鳩摩羅多が闍夜多に与 
えた答えと相違しているかをよくよく究明すべきである。 

それは、業障は無性の真髄を説いていないのである。仏祖の児孫が仏道を修 
証するには先ず第一に必ず、この三時の業の何であるかを理解すること、鳩摩 
羅多尊者のようでなければならない。 

すでにこれは仏祖方より正伝の行いであるから、参学を怠ったり、やめたり 
してはならない。この三時業のほかに今一つ不定受業があり、また八種の業、 
即ち順現法受業、順次生受業、順後次受業の三時業に不定受業を加えて四業が 
あり、その各々に異熟決定、不決定を具えるから八種の業があることを知り、 
広く参学すべきである。未だこの業報の道理を理解しない者たちは、図々しく 
も人天の導師などと称してはならない。 
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かの三時の悪業報、かならず感ずべ 
しといへども、截悔するがごときは、 
重を転じて軽受せしむ、また滅罪清 
浄ならしむるなり。善業また、随喜す 
ればいょいょ増長するなり。これみな 
作業の黒白にまかせたり。 

世尊言、仮令経， 一 百劫(所作業不， 
亡、因縁会遇時、果報還自受。 

汝等当，知、若純黒業、得，，純黒異 
熟、若純白業、得，，純白異熟--〇若黒白 
業、得=雑異熟--〇是故応，離„純黒及黒 
白雑業(当3勤修，，学純白之業〗時諸 
大衆、聞，，仏説.已、歓喜信受。 


かの三時の悪業には必ず悪報があるけれども、懺悔するならば、重い報いも 
軽い報いに転じ、また全く罪が消滅して清浄となることもある。また三時の善 
行を心から喜んで行ずれば、その願いは益々増長するものである。 

すべてこれは人が、この生において悪業を作るか善行を作るかにょって定め 
られるものである。 

釈尊が大衆にいわれた。 

たとえ百千万年経っても、人が作った業はなくなることはない。因縁にょっ 
てたまたま会ったときに果も報いも、その人が受けなければならない。 

この道理を知るべきである。もし悪業を作ればそのまま悪の果報を受ける。 
もし善行を作ればそのまま善業の果報を受ける。もし善悪混合の業を作れば善 
悪混融の果報を受けるのである。 

このようであるから、悪業や善悪混融の雑業を直ちに離れて、誠心誠意もつ 
ばら修行すべきであるとの教示を聞いた。この釈尊の道場の諸大衆は、大いに 
歓喜して益々信仰を深めたのである。 


正法眼蔵三時業第八 
建長五年癸丑三月九日、在„於永平 
寺之首座寮 I 書=写之--〇懐猝 


正法眼蔵第八 別本三時業 

みずのとうし 

建長五年癸丑三月九日、永平寺首座寮においてこれを書写す。 


懐穽 
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正法眼蔵第九 四 馬 


釈尊の在世中の或る日、外道の一人が、釈尊の道場へ来ておたずねした。 

「有 言(言語で説く こと) を問わない、 無言 (言語で説かない こと) を問わない、 
とはどういうことですか」 

釈尊は一言も口をきかれないで、ただ黙って坐っていられるだけであった。 
そのとき、この外道は釈尊を礼拝し、仏徳をほめ讃えて言った。 

「世尊、有難うございました。世尊の大慈大悲の御教えにょって私の迷いの 
雲を晴らすことができ、私はお蔭を以って仏法を会得させて頂きました」と。 

そこで、その外道は、釈尊を心から崇拝し、礼拝して去って行った。外道が 
去ってしまった とき、 阿難尊者が釈尊におたずねした。 

「かの外道は、どういうことを得て、仏法を会得したといい、如来を称讚し 
て去って行ったのですか」と。 

そのとき、釈尊が仰せられた。 

「世間の良馬は、ちらっと鞭の影を見ただけで走り出すようで ある」 と。 


世尊一日、外道来，詣仏所：問レ仏、 
不レ問，，有言-;不„問„無言—〇世尊拠座良 
久。外道礼拝讚歎云、善哉世尊、 
大慈大悲、開，，我迷雲(令，，我得入--〇 
乃作礼而去。外道去已、阿難尋白レ 
仏言、外道以，，何所得(而言„得入ハ称 
讚而去。世尊云、如，.世間良馬、見，， 
鞭影〔而行 P 
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祖師西来よりのち、いまにいたるま 
で、諸善知識おほくこの因縁を挙して、 
参学のともがらに示すに、あるひは年 
歳をかさね、あるひは日月をかさねて、 
ままに開明し、仏法に信入するものあ 
り。これを外道問仏話と称す。しるべ 
し、世尊に聖黙聖説の二種の施設まし 
ます。これによりて得入するもの、み 

によせけんりようめけんべんやうにぎよう 

な如世間良馬見鞭影而行なり。聖黙 
聖説にあらざる施設により得入する 
も、またかくのごとし。 


龍樹祖師日、為 k 人説：，句、如ァ快馬 
見こ鞭影1即入正路 ±o 

あらゆる機縁、あるひは生不生の法 
をきき、三乗一乗の法をきく、しばし 
ば邪路におもむかんとすれども、鞭影 
しきりにみゆるがごときは、すなはち 
正路にいるなり。もし師にしたがひ、 
人にあいぬるがごときは、ところとし 


達磨初祖が中国に渡来されてから 後、 今に至るまで、 もろもろの 指導者は *1 
方 この 問答を提起して、参学者を教導する手段として来られた。 ところが ある 
者は長い年数を重ねて仏道を会得し、ある者は短い月日の中に、その人の天分 
によって、悟りを開いて仏法を信仰し了解した者 も あるが、 この 因縁を「外道 
問仏」の話というのである。 

知るべき である。 世尊には、聖黙、即ち仏の無言の説法と、聖11、即ち仏 
の聖なる言葉、有言の説法と、二つの方法を以って仏の道を教え示された。 

この聖黙、聖説によって悟りを開く者は、すべて世間の良馬であり、鞭の影 
を見て走り出す駿馬のようなすぐれた修行者である。 

聖黙、聖説でない方法によって仏智見を開くものも亦、鞭の影を見るだけで 
走り出す駿馬のような修行者であることは同じである。 

龍樹祖師が言った。 

「衆生のために説法するのは、ちょうど良馬が鞭の影を見ただけで正しい 
路を知るようである」と。 

すべての機会、因縁によって、ある者は生滅と常住の説法を聞き、ある者は 
大乗と小乗の説法を聞く。その者たちは時には邪路に迷い込みそうになる場合 
もあろうけれども、鞭の影すなわち正師の教えを見る ことのできる ものは直ち 
に正路に立ち戻るのである。 
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て説句にあらざることなし、ときとし もしも正師に随うとか、または仏法を会得したその人に逢うことができれ 
て鞭影をみずといふことなきなり。即ば、そのこと自身が説法を聞くときでありところである。一瞬といえども、鞭 

み、正路にいることをうるなり。 その人の天分により即坐に鞭の影を見る人、仏智見を聞く人もあり、無限の 

長い時間を経て鞭の影を見る人もある。その人々の能力と修証の努力精進によ 
るのである。すべて正師に随い仏法を体験した人に逢うことのできる人びと 
は、仏道の正しい道を体験することができるのである。 

雑阿含経日、仏告，，比丘—'*有，，四種 
馬—〇一 者見 M 鞭影，即便驚悚、随 M 御者 
意—〇二者触，毛便驚悚、随 n 御者意4 
三者触，肉然後乃驚。四者徹，骨然 
後方覚。初馬、如ァ聞，，他聚落無常一 
即能生，，厭。次馬、如，.聞，，己聚落無 
常ハ即能生，，厭。三馬、如ァ聞，，己親無 
常ハ即能生，，厭。四馬、猶如 M 己身病 
1、 方能生 P 厭。 

世の無常を厭う心を発すようなものである。 

次の馬は、己の村里の人の病苦を聞いて、この世を厭う心を発すようなもの 
である。 


雑阿含経第三十三巻の記事に、 

釈尊が僧たちに告げられた。 

馬に四種類がある。 

第一は鞭の影を見て、直ちに驚き怖れて御者の意に随ぅもの。 

第二は鞭が毛に触れたとき、直ちに驚き怖れて御者の意に随ぅもの。 

第三は鞭が肉に触れたとき、直ちに驚き怖れて御者の意に随ぅもの。 

第四は鞭が骨にまで徹したとき、ょぅやく眼を覚すもの。 

この四種類の馬があるけれども、初めの馬は、他の村里の無常を聞いてこの 
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これ阿含の四馬なり。仏法を参学す 
ると き、かならず学す ると ころなり。 
真善知識として人中天上に出現し、ほ 
とけのつかひとして祖師なるは、かな 
らずこれを参学しきたりて、学者のた 
めに伝授するなり、しらざるは人天の 
善知識にあらず。学者もし厚殖善根の 
衆生にして、仏道ちかきものは、かな 
らずこれを きくことをぅる なり。仏道 
とほきものは、きかず、しらず。 

しかあればすなはち、師匠いそぎと 
かんことをおもふべし、弟子いそぎき 
かんことをこひねがふべし。いま生厭 
といふは、仏以，二音，演，一説法ハ衆生 
避，類各得 k 解、、或有，，恐怖；或歓喜、 
或生，，厭離；或断疑なり。 


第三の馬は、自分自身、まのあたり人の死を見聞して、この世を厭う心を発 
すようなものである。 

第四の馬は、自分自身が病に苦しんで始めて、 この 世を厭う心を発すような 
ものである。 

これが四種の、阿含経に説く四馬の喩えである。 

仏法を修行するときは、必ず学ばねばならないことである。まことの指導者 
として天上界、人間界に出現して、仏の使者としての祖師である人々は、必ず 
この四馬を参徹せられて、参学者のために伝受せられるのである。もし、この 
四馬を明らめない者は人天の導師ではない。 

仏道の参学者が、もしも善い行いを重ねて来た人々で、仏道に親しく近い者 
ならば必ず聞くことができる。仏道に縁の少ない者は、聞く こと も知る こと も 
ないのである。 

このようなわけであるから、指導者は急いで これを 説く ことに 努力すべきで 
あり、弟子は急いで これを聞くことをこい 願うべきである。 

いま、この世の無常を厭う心というのは、仏は一言で説法されるけれども、 
諸々の大衆は各々その力量に応じて理解するのである。ある者は恐怖の心を抱 
き、ある者は歓喜の心を生じ、ある者は厭世の心を起し、ある者は年来の人生 
への疑惑の心を断つというような類のものである。 
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大経日、仏言、復次善男子、如，，調馬 
者一凡有，，四種—01者触毛、二者触皮、 
三者触肉、四者触骨。 in 其所 P 触、 
称 n 御者意— 〇如来亦爾。以 n 四種法(調，， 

シタマ7ヲ ツニハメニキタマフ—ヲ チク 

伏衆生〗：者為説，生、便受，， 
仏語—〇如下触， 一 其毛一随キ御者意 ± o 二者 

キタマフニ ヲ チク ヲシ レテ ニ 

説，-生老一便受，，仏語— 〇如，.触，，毛皮. 
随巾御者意 ± o 三者説„ 生及以老病ハ 
便受=仏語— 〇如 T 触=毛皮肉，随ホ御者意 io 
四者説=生及老病死ハ便受，，仏語— 〇如了 
触 M 毛皮肉骨 I 随+御者意 ± o 善男子、御 
者調 k 馬、無 k 有，，決定 - -〇如来世尊、調，， 

シ. 

仏調御丈夫' 


ヲ シテ ナラ ノ ニシタテマツル 

衆生一必定不 k 虚。是故号= 


「大涅槃経」(巻十八)に説く、 

仏が言われるのに、また善男子よ、馬を御す者には、およそ四種の調御の方 
法がある。一には、鞭で毛を打つ。二には、鞭を皮に打つ。三には、鞭を肉に 
打つ。四には、鞭を骨に打つ。これらの四種の法があるが、調御者はこの馬は 
どこに鞭を加えたらよく調御し得るかを悉く知って調御するのである。 

仏の 教化 もまた、この調御者のようで ある。 この四種の調御の法をもって衆 
生を調伏(ととのえ従い伏す) する ので ある。 

如来の四種調御の法とは、 

第一は衆生のために「生」を説く。この仏の言葉を聞いて仏道の正しい道に 
入るのは、あたかも調御者の鞭がその馬の毛を打つことにより、調御者の意に 
随う馬に仕上げるようにである。 

第二は「生」と r 老」を説く。この仏の言葉を聞いて仏道の正しい道に入る 
のは、鞭が毛または皮を打つことにより調御されるようにである。 

第三は「生」 と r 老」「病」を説く。 この 仏の言葉を聞いて仏道の正しい道 
に帰するのは、鞭がその馬の毛、皮、肉を打つ ことにより 調御され るよう にで 
ある。 

第四は「生」と「老」「病」「死」を説く。 この 仏の言葉を聞いて仏法の 正し 
い道に帰するのは、ちょうど調御者の鞭が、その馬の毛、皮、肉、骨を打つ こ 
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これを涅槃経の四馬となづく。学者 
ならはざるなし、諸仏ときたまはざる 
おはしまさず。ほとけにしたがひたて 
まつりてこれをきく。ほとけをみたて 
まつり、供養したてまつるごとにはか 
ならず聴聞し、仏法を伝授するごとに 
は衆生のためにこれをとくこと、歴劫 
におこたらず。つひに仏果にいたりて、 
はじめ初発心のときのごとく、菩薩 • 
声聞•人天•大会のためにこれをとく。 
このゆ袅に、仏法僧宝種不断なり。 

かくのごとくなるがゆ袅に、諸仏の 
所説と菩薩の所説と、はるかにことな 
り。しるべし、調馬師の法におほよそ 
四種あり。いはゆる、触毛•触皮•触 
肉•触骨なり。これなにものを触毛せ 
しむるとみえざれども、伝法の大士お 


とにより調御者の意に随う馬に仕上げるようにである。 

世の人々よ、調御者が馬を調御する場合には、成功することもあり、成功し 
ないことも ある。 しかし、如来、世尊が衆生を調御する場合は、必ず成功して 
一つとして無駄はない。この故に釈迦如来を調御丈夫、即ち無双の名調御師 
と名づけ奉るのである。 

これを大涅槃経の四馬と名づけるのである。仏道の参学者として この 四馬を 
修学しない者はないし、諸仏 もこの 四馬を説かない方は一人もない。 

衆生が仏に随順してこの四馬の喩えを聞いて、仏に相見して供養するときに 
は常に必ず拝聴する。仏が法を伝えるときには、そのたびごとに衆生のために 
この四馬を説かれて永遠に怠ることがない。仏は仏に成ってからも、初めに菩 
提心を発されたときと同じように、菩薩、声聞、人間界、天上界の諸大衆のた 
めに、この四馬をお説きになられるのである。これは仏法僧の三宝の種子でも 
ある。このために、仏法僧の三宝の種子は断絶することがないのである。 

このようなわけであるから、諸仏の説くところと、菩薩の説く教えとは、は 
るかに異なるのである。 

知るべきである。調御師の法に、おおよそ四種の法がある。毛に触れる。皮 
に触れる。肉に触れる。骨に触れるの四つである。 

しかし、何を毛に触れるとはいわれていない。けれども仏法を正伝したすぐ 
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もはくは、鞭なるべしと解す。しかあ 
れども、かならずしも調馬の法に鞭を 
もちゐるもあり、鞭をもちゐざるもあ 
り、調馬かならず鞭のみにはかぎるベ 
からず。たてるたけ八尺なる、これを 
龍馬とす。この馬と との ふること、人 
間にすくなし。また千里馬といふむま 
あり、一日のぅちに千里をゆく。この 
むま、五百里をゆくあひだ、血汗をな 
がす。五百里すぎぬれば、清涼にして 
はやし。このむまにのる人すくなし、 
ととの ふる法しれるものすくなし。こ 
のむま、神丹国にはなし、外国にあり。 
このむま、おのおのしきりに鞭を加す 
とみえず。 

しかあれども、古徳いはく、調馬か 
在'6_ず鞭を加す。鞭にあらざればむま 
とと‘©, ぼらず。これ調馬の法なり。い 
ま触毛皮舟骨の四法あり。毛をのぞき 
て皮に触することあるべからず、毛皮 
をのぞきて肉骨に触すべからず。かる 
がゆ袅にしりぬ、これ鞭を加すべきな 
り。いまここにとかざるは、文の不足 


れた人々は、それが鞭であろうと理解している。 

しかしながら、必ずしも調馬の法には鞭を用いるとは限らない。鞭を用いな 
い調馬の法もある。調馬には必ず鞭を用いると限定してはならない。 

たとえば、立っている馬の背の高さが、八尺以上であるのを龍馬というが、 
この馬を調御することは、人間ではできる者は少ない。 また 千里の馬という馬 
がある。この馬は一日のうちに千里を走る。この馬は五百里を走るあいだは血 
の汗を流すが、五百里を超えると頻る快速に走る。この馬に乗ることのでき 
る人 もき わめて少ない。 また、 この馬を調御する法を知っている人 もき わめて 
少ない。 

この馬は中国では産しないで他の国で産する。これらの龍馬や千里の馬は、 
鞭をもって調御す るとは 聞いていない。 

しかしながら、古徳の話では、「調馬には必ず鞭をもってする。鞭をもって 
しなければ馬は調御することができない」とある。 

これが調馬の法である。いま、これに触毛、触皮、触肉、触骨の四法がある 
が、毛に触れないで皮骨に触れることはできない。毛、皮に触れないで肉骨に 
触れることはなおできない。この故に知るべきことは、調御には必ず鞭を加え 
るべきである。 
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なり。諸経かくのごときのところおほ 
し。 

如来世尊調御丈夫またしかなり。四 
種の法をもて一切衆生を調伏して、必 
定不虚なり。いはゆる、生を為説する 
にすなはち仏語をうくるあり、生老を 
為説するに仏語をうくるあり、生老病 
を為説するに仏語をうくるあり、生老 
病死を為説するに仏語をうくるあり。 
のちの三をきくもの、いまだはじめの 
:をはなれず。世間の調馬の触毛をは 
なれて、触皮肉骨あらざるがごとし。 
生老病死を為説すといふは、如来世尊 
の生老病死を為説しまします。衆生を 
して生老病死をはなれしめんがために 
あらず。生老病死すなはち道ととか 
ず。生老病死すなはち道なりと解せし 
めんがためにとくにあらず。 この 生老 
病死を為説するによりて、一切衆生を 
して阿耨多羅三藐三菩提の法をえせし 
めんがためなり。これ如来世尊、調伏 
衆生、必定不虚、是故号仏調御丈夫な 


しかし、経典に鞭のことを説いていないのは、経文の言葉が足りないからで 
ある。経文にはこのような例が多いのである。 

調御丈夫と言われる如来釈迦牟尼仏もまたこのようである。四種の法という 
鞭をもって衆生を調御されて一つも無駄はない。 

仏が言うところの「生」を説くことによって「仏の言葉」を受ける者があ 
る。 しかし、 後の三の「老病死」を聞いて悟りを 聞く 者 も、 始めの一の「生」 
を離れて「老病死」の三つがあることはない。世間の調馬の触毛を離れて、触 
皮•触肉•触骨のないようなものである。 

「ために生、老、病、死を説く」とあるのは、仏世尊が生、老、病、死を説 
くことである。衆生に生、老、病、死を離れさせようとするためではない。衆 
生も生死も法の上では不離のものである。生、老、病、死はそのまま仏道その 
ものであると説くのではない。また生、老、病、死は仏道そのものであること 
を理解させるために説くのでもない。この生、老、病、死を衆生のために説く 
とは「法を説く」ことであろう、無上の悟りの道を体験させようとするためで 
ある。 

これが「如来世尊が一切の衆生を機根に応じて調伏して、仏道の正しい道に 
入らしめるのに必ず無駄がない」 この 道理から、如来を調御丈夫と申し上げる 
のである。 
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正法眼蔵四馬第九 
建長七年乙卯夏安居日、以，，御草案， 
書 n 写之，畢。懐猝一校了。 


正法眼蔵第九 四馬 

建長七年乙卯夏安居の日、御草案を書写し畢つた。懐穽が一度校合をす 
ませた。 
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正法眼蔵第十 四禅比丘 


第十四祖龍樹祖師言、仏弟子中*'二 
比丘；得， 一 第四禅(生，，増上慢：謂， 
得，_四果—〇初得，，初禅一謂 y 得，，於須陀 
洹果(得 „ 第二禅，時、謂，，是斯陀含果： 
得，：第三禅，時、謂，，是阿那含果：得，第 
四禅.時、謂=是阿羅漢 — 〇恃 k 是自高、 
不，，復求。進。命欲 k 時、見 T 有= 
四禅中陰相，来：，便生， I 邪見一謂，.無，，涅 
槃：仏為欺6我。悪邪見故、失，，四禅中 
陰ハ便見， I 阿毗泥犁中陰相--〇命終即 
生=阿毗泥犁中—〇諸比丘問，仏日、阿蘭 
若比丘、命終生=何処〗仏言、是人 
生， I 阿毗泥犁中--〇諸比丘大驚、坐禅持 

シテチシカアルペシヤ ク / へテノタマハクハナ 

戒便至爾耶。仏如 i 前答言、彼皆 
因，，増上！^?得，，四禅，時、謂 y 得=四果—〇 
臨命終時、見，，四禅中陰相：便生， I 邪見ハ 


第十四祖の龍樹祖師の語(大智度論卷十七)に、 

仏弟子中、一人の僧が欲界(姪欲.食欲の世界)の四段階の禅定(初禅.二禅. 
三禅.四禅)中、最後の段階の第四禅を得て慢心を起し、小乗声聞乗の証り 
の結果の四段階の四果を得たと思った。 

初めに初禅を得て、性欲.食欲を離れた聖者の初めの域である親.起於を 
得たと思い、第二禅を得て、九種の欲の六種を断じたが、他の三欲を断ずるた 
め人間から天人に生れて修行を要する斯陀含果を得たと思い、第三禅を得て 
は、九種の欲全部を断じて再び欲の世界に還らぬ阿那含果であると思い、第四 
禅を得て、一切の欲を断じ切って、声聞の最後の聖者である!：羅 M おを得たと 
思い、是の修行の結果に執われ慢心してしまって、それ以来さらに修行は一切 
しなかった。 

この僧が、彼の生命が終ろぅとするときに、四禅を修行したもの相応 ^' f 
陰(現世と来世の中間、中有ともいぅ)の相が現われたのを見た。そこで邪見を起 



謂無 = 涅槃：我是羅漢、今還復生、 

仏為=虚誑—〇是時即見„阿毗泥犁中陰 
相一命終即生，，阿毗泥犁中 — 〇是時仏 
説レ偈言、多聞.持戒•禅、未。得„漏 
尽法一雖：，有，一此功徳〗此事難“可ぃ信、 

堕，獄由=謗仏—»非，関=第四禅--〇 

「かの阿蘭若(静処の修行)僧は、死後は何処に生れたのですか」と。 

仏がいわれるには「是の人は無間地獄の中に生れた」と。 

諸々の僧たちは大いに驚いて問うた。 

「常に坐禅し戒律をまもっていても、地獄に生れるとはどういうわけです 
か」と。 

仏は前の通りに答えていわれた。 

「この人は思い上がって慢心し、四禅を得たときに四果を得たと思い、臨終 
のときに四禅の中陰を見て邪見を起し、涅槃に入ることがないことを不審に思 
い、我は阿羅漢であるから、再び人間界には生を受けることがないはずである 
のに、また再びここに生を受けなければならぬのは、仏がうそを言って私をだ 
ましたと思った。このとき、忽ち無間地獄の中陰の様相を見、生命尽きて無間 
地獄に生を受けたのである」と。 

このと き、仏は偈(詩)を説いていわれた。 


して言った「私は仏を信じて今日まで四禅を修行し四果を得たのに、涅槃に入 
ることができない、仏は故意に私をだました」と仏を誹謗した。彼はこの悪邪 
見のために、四禅の中陰は消え失せて、忽ち阿鼻地獄 (11 地獄)の中陰の有 
様が現われ、命終った後も阿鼻地獄に生れた。 

諸々の僧たちは仏に問ぅた。 
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この比丘を称して四禅比丘といふ、 
または無聞比丘と称す。四禅をえたる 
を四果と僻計せることをいましめ、ま 
た謗仏の邪見をいましむ。人天大会み 
なしれり。如来在世ょり今日にいたる 
まで、西天東地、ともに是にあらざる 
を是と執せるをいましむとして、四禅 
をえて四果とおもふがごとしとあざけ 
る。この比丘の不是、しばらく略して 
挙するに三種あり。 

第一には、みづから四禅と四果とを 
分別するにおょばざる無聞の身なが 
ら、いたづらに師をはなれて、むなし 
く阿蘭若に独処す。さいはひにこれ如 
来在世なり、つねに仏所に詣して、常 
恆に見仏聞法せば、かくのごとくのあ 
やまり あるべからず。しかあるに、阿 
蘭若に独処して、仏所に詣せず、つね 
に見仏聞法せざるによりてかくのごと 


仏法の多くを聞き戒律を守り坐禅をするだけでは、煩悩を滅却する法を 
得ることはできない。この功徳はあるにはあるが信ずることが至難であ 
る。地獄に堕ちたのは仏を謗る罪によるもので、第四禅に関係はない。 

この僧を四禅比丘と言い、または無聞比丘(禅定のみ修して教えを聞かない僧の 
意)というのである。四禅を得たのを四果を得たと思い誤ったことを戒め、仏 
を謗る邪見を戒められたのである。あらゆる人間界•天上界の人びとの説法の 
道場で、みな知っていることである。 

釈尊在世中から今日に至るまで、ィンドでも中国でも正しくないことを正し 
いと誤るのを戒める喩えの言葉に、「四禅を得て四果と思うようなものだ」と 
あざけり笑うことがある。 

この僧の誤りを概括していうと三つの問題がある。 

第一には、四禅と四果との区別もはっきり解らないことである。禅を修行し 
てはいるが、正しく仏道の教えを聞いていない身分でありながら、気随気まま 
に師の傍を離れて空しく静かな処で坐禅していた。このときは幸いに釈尊在世 
のときであるから、いっそ釈尊の道場に参じて修行を専らにしていたなら、こ 
のような誤りを犯さなかったであろう。それなのに、静かな場所で独りで行い 
すまし、いつも仏の処に参ぜず、教えを聞かないままでいるから、このように 
なったのである。 
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し。たとひ仏所に詣せずといふとも、 
諸大阿羅漢の処にいたりて、教訓を請 
すべし。いたづらに独処する、増上慢 
の あやまりなり。 


仏に会って法を聞かないまでも、もろもろの大阿羅漢の処にいたり、教えを 
乞うべきであった。それを無視して、勝手に独居して修行する ことは、 独善で 
慢心の誤りである。 


第二には、初禅をえて初果とおも 
ひ、二禅をえて第二果とおもひ、三禅 
をえて第三果とおもひ、四禅をえて第 
四果とおもふ、第二の あやまり なり。 
初二三四禅の相と、初二三四果の相 
と、比類におよばず、 たとふること あ 
らんや。 これ 無聞のとがによれり。師 
につかへず、くらきによれるとがな 
ゥ〇 

優婆毪多弟子中、有 M 一 比丘〗信心 
出家、獲，，得四禅(謂 U 為四果―〇毪多 
方便令 y 住，，他処―〇於。路化，，作群賊(復 
化，，作五百賈客--〇賊劫，，買客一殺害狼藉。 
比丘見而生，怖、即便自念、我非，，羅漢ハ 
応 n 是第三果― OIL 賈客亡後、有，，長者女ハ 
語，，比言、唯願大徳、与レ我共去。 
比丘答言、仏不レ許，.1與，，女ん，行±03 
女言、我望 m 大徳，而随 n 其後--〇比丘憐 


第二には、初禅を体得したら初果を得たと思い、二禅を得れば第二果を得た 
と思い、三禅を得ると第三果を得たと思い、四禅を得て第四果を得たと思うの 
が第二の誤りである。 

初禅•二禅•三禅の様相と、初果•二果•三果の様相とは同類視すべきでな 
い。また比較すべきものであろうか。それは仏法の教えを聞かない誤りのため 
であり、また師に従わないために仏法を知らない咎にょるのである。 

優婆毪多尊者の弟子中の一人の僧が、信心を起して出家し、四禅を得たから 
四果を得たものと誤解した。 

そこで優婆毪多尊者はその迷妄を打破してやろうと考えて、一つの手段とし 
て僧に「これから彼の方に行け」と命ぜられた。僧がそこへ行く途中に、尊者 
は神通力をもって一場のドラマを現出した。一団の賊が五百人の商人をおそっ 
て彼らをおどし殺害し、あらゆる暴力を振う光景であった。この一場の血なま 
ぐさい狼藉の光景を見た僧は怖れおののいて考えた。 
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愍相望而行。尊者次復変，，作大河 — o 
女人言、大徳、可，，共 k 我渡- - o 比丘在，，下 
流一女在，，上流—〇女便堕，水。白言、大 
徳済 k 我。爾時比丘、手接而出。生，， 
細滑想一起，，愛欲心—〇即便自知 k 非，，阿 
那含—〇於，，此女人(極生，，愛著一将 

テ ニ オモフ ニ セント ニ テ レナルヲ 

向，，屛処(欲，，共交通-〇方見.，是師一 
生 n 大慚愧(低頭而立。尊者語言、汝 

カツテラヘリレ ナリト ガスルヤサントキノ 

昔自謂，一是阿羅漢： 云 何欲，為，一如， 
此悪事 — 〇将 至，， 僧中〗教，，其懺 ハ 
為説，，法要(得，，阿羅漢 — 〇 


「私は阿羅漢果を得たと思ったが、このように恐怖心を起すようでは真実の 
阿羅漢ではない。私は第三果を得たに過ぎなかったのだ」と。 

商人がいなくなった後に長者の娘が一人残っていてこの僧に言うには「善知 
識さま、お願い致します。私を連れて逃げて下さい」 と りそうので あった。 

僧は言った。「私はご覧の通りの出家です。仏のぃ戒めは、出家は 女人と 一緒 
に 連れ立って行くことを許されていません」と厳然として言い放った。 

「それならあなたは先に行って下さい。私は後からついて行きます。それな 
らいいでしよう」と言う。 

僧はこの娘を可哀そうに思って、後になり先になって道を歩いた。尊者は神 
通力をもって彼らの前に大きな河を出現させた。 

娘は言った「善知識さま、一緒にこの河を渡りましよう」と。そのとき僧は 
下流におり、娘は上流にいた。娘はそのとき、河に落ちていった。「善知識さ 
ま私を救けて下さい」と叫ぶので、僧は手を出して、その娘を助けた。そのと 
きその僧は、きめのこまやかな滑らかな肌に触れて性欲を感じた。そのとき 
「私は阿那含果(三果)を得ていない」と知って自ら恥ずかしく思ったが、そ 
のときからこの娘に対する恋情が火のごとく燃え盛り、遂に閉寂な隠れ場所に 
誘って交りをせまった。 ところが その女人は実は師の尊者の化身であった。 

僧は師を見て大いに懺悔して頭を垂れ、合掌してたたずんでいた。 
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この比丘、はじめ生見のあやまりあ 
れど、殺害の狼藉をみるにおそりを生 
ず。ときにわれ羅漢にあらずとおもふ。 
なほ第三果なるべしとおもふあやまり 
あり。のちに細滑の想にょりて、愛欲 
心を生ずるに、阿那含にあらずとしる。 
さらに謗仏のおもひを生ぜず、謗法の 
おもひなし、聖教にそむくおもひあら 
ず。四禅比丘にはひとしからず。この 
比丘は、聖教を習学せるちからあるに 
ょりて、 みづから阿羅漢にあらず、阿 
那含にあらずとしるなり。いまの無聞 
のともがらは、阿羅漢はいかなりとも 
しらず、仏はいかなりともしらざるが 
ゆ袅に、みづから阿羅漢にあらず、仏 
にあらずともしらず、みだりにわれは 
仏なりとのみおもひいふは、おほきな 


尊者は そのと きいわれた。「お前は、先 ほど 阿羅漢果を得た と 思っていたが、 
どうしてこのような 悪事を しようと 思う のか」と。 

そこで尊者は、その僧を引き連れて多くの大衆の前で懺悔させた。そして仏 
法の要諦を明らかに説示せられた。その後、僧は専心修行の結果、遂に阿羅漢 
を得たのであった。 

この 僧は、生死の問題について偏頗な見解をもつ誤りがあったが、五百の商 
人の殺害の乱暴狼藉を見て恐怖心を生じたときに自分は阿羅漢ではないと思っ 
たが、なお自分は第三果の阿那含果を得て いると 思う誤ちを犯していた。 

その後に女性のはだに触れて愛欲の心を起して、阿那含(第三果)ではない 
ことを自ら悟った。 

それにしても、仮にも仏を誹謗し、また仏教を誹謗する考えなど、少しもな 
かった。 

この僧を、前の四禅比丘と同じに見ることは誤っている。 

この 僧は、仏教を修学した力量があるから、自分が阿羅漢ではない、阿那含 
ではないと自覚反省ができたのである。 

さきの教えを聞かないものたちは、阿羅漢が何であるかを知らないし、もち 
ろん仏の何たるかはもとより知らないから、この僧のように自分が阿羅漢では 
ない、仏ではないと知ることもなく、無やみに自分は仏であると思い上がるの 
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るあやまりなり、ふかきとがあるべし。 
学者まづすべからく、仏はいかなるべ 
しとならふべきなり。 

古徳云、習 n 聖教，者、薄知，，次位ハ縦 
生こ逾濫 —■» 亦易二開解--〇 

まことなる かな、 古徳の 言。 たとひ 
生見のあやまりありとも、すこしきも 
仏法を習学せ らんともがらは、 みづか 
らに欺誑せられじ、他人にも欺誑せら 
れじ。 

#,亂、‘レ人 g . p ! リ成％卜屯ドモ天不， 
暁、謂， I 為魔障';暁已、不 k 見„梵1 
請， I 説法—〇自知1非，仏、自謂，，是阿羅 
漢^; 又被，，他人罵，之、心生，，異念一自 


リヌズ k 

H - tr 


是阿羅漢 — 〇仍謂，，是第三果，也。 


又見，，女人，起，，欲想；知，非，，聖人4 

レタニルガルニ ヲニ チシノ 

此亦良由 y 知=教相，故、乃如 k 是也。 


は、大きな誤りであり深い罪である。仏法参学の人は、先ず仏法は如何なるも 
のかを修学すべきである。 

古の高僧がいっておられる。 

「仏教を修学するものは、自分の修行の次第や階級をほぼ知る。たとえ道を 
あやまっていてもまた解脱し易い」と。 

このすぐれた仏祖の言葉の通りである。たとえ、生死の問題について誤った 
見解を持っていたにせよ、少しでも仏法を修学した人々は、自分にも欺される 
ことなく、 他人からも欺される ことは ないであろう。 

前に聞いたことには或る人が自分は仏になったと思った。そこで釈尊と同じ 
ように夜明けの明星を見ようと思って待っていたが一向に夜明けにならないの 
で、これは天魔が邪魔をしていると思った。しかし夜が明けてしまっても一向 
にお釈迦様の成仏のときと同じように、梵天(天地創造の神で後に仏教保護の神) 
が来て説法を乞うこともない。 

そこで、この僧は自分は仏ではないことを知って、恐らく阿羅漢になったの 
であろうと思った。ところが他人に悪口をいわれて心中おだやかでなかった。 
それを反省して自分はまだ阿羅漢ではないことを知って、私は阿那含果(第三 
果)を開いて聖人になったのであろうと思った。またあるとき美しい娘を見て 
性欲を感じた。それを悔いて自分はまだ第三果の聖人ではなかったことを知っ 
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それ仏法をしれるは、かくのごとく 
みづからが非を覚知し、はやくそのあ 
やまり をなげすつ。しらざるともがら 
は、一生むなしく愚蒙のなかにあり。 
生より生をぅくる も、 またかくの ごと 
くなるべし。この優婆毪多の弟子は、 
四禅をえて四果とおもふといへども、 
さらに我非羅漢の智あり。無聞比丘も、 
臨命終のとき、四禅の中陰みゆること 
あらんに、我非羅漢としらば、謗仏の 
罪あるべからず。いはんや四禅をえて 
のちひさし、なんぞ四果にあらざると 
かへりみしらざらん。すでに四果にあ 
らずとしらば、なんぞあらためざらん。 
いたづらに僻計にとどこほり、むなし 
く邪見にしづめり。 


第三には、命終の時、おほきなるあ 
やまりあり。そのと がふ かくして、 つ 


た。この僧は仏教の真意を知っていたから自分の力量を知ることができたので 
ある。 

仏法のあり方をよく知っている者は、このように自己の誤りを知って反省 
し、早いうちにその誤りを投げ捨てることができる。仏教の真実を知らない者 
は、すべての誤りを誤りと知らないままに過すから、仏教の真の価値は知らな 
いで一生を終ってしまうのである。かような人は何度生れ変わって人身を受け 
ても同じことであろう。 

この優婆毪多尊者の弟子は、四禅を得て四果を得たと思い違いをしたけれど 
も、それでも自分は阿羅漢でない、第三果の聖者でもない ことを 知る智慧が 
あった。 

もしも、かの四禅比丘も臨終の時、四禅の中陰を見たときに、自分が阿羅漢 
でないことを知る智慧があったなら、仏を謗る罪を犯すはずはなかったろう。 
しかもこの僧は、四禅を得て久しいのに、どうして四禅が四果とは相違してい 
ることを省みて知らないのであろうか。そして四禅が四果ではないと知ったな 
らば、そのときは直ちに改めないでいられようか。それを徒らに誤った考え方 
に停滞していて、空しく邪見に陥ってしまったのである。 

第三には、臨終の時、大きな誤ちを犯した。その罪は深いのであるから、つ 
いに無間地獄に堕ちたのである。たとえお前が一生の間、四禅を四果であると 
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ひに阿鼻地獄におちぬるなり。たとひ 
なんぢ一生のあひだ、四禅を四果とお 
もひきたれりとも、臨命終のとき、四禅 
の中陰みゆることあらば、一生のあや 
まりを 懺悔して、四果にはあら ざり き 
とおもふべし。いかでか仏われを欺誑 
して、涅槃なきに涅槃ありと施設せさ 
せたまふとおもふべき。これ無聞のと 
がなり、このつみすでに謗仏なり。これ 
によりて、阿鼻の中陰現じて、命終して 
阿鼻地獄におちぬ。たとひ四果の聖者 
なりとも、いかでか如来におよばん。 

舎利弗はひさしくこれ四果の聖者な 
り。三千大千世界所有の智慧をあつめ 
て、如来をのぞきたてまつりて、ほか 
を一分とし、舎利弗の智慧を十六分に 
せる一分と、三千大千世界所有の智慧 
とを格量するに、舎利弗の十六分の一 
分におよばざるなり。しかあれども、 
如来未曾説の法をとき まします をきき 
て、前後の仏説ことにして、われを欺 
誑し まします とおもはず、波旬無此事 
とほめたてまつる。如来は福増をわた 


思っていたとしても、臨終の時に四果でなく四禅の中陰が見えたならば、一生 
の誤りを懺悔して、自分は四禅を得たけれども四果を得たのではなかったと気 
がつかねばならない。4;しもそこに気がつけば、どうして仏が自分を欺いて涅 
槃のないのに涅槃があると説かれたなどと思うようなことがあろうか。 

これは明らかに仏法無見聞のために生じた罪で ある。この 罪は明らかに謗仏 
の罪で ある。 これによって無間地獄の中陰が現われて、命尽きて無間地獄に堕 
ちたので ある。 

たとえこの僧が仮りに四果を得た聖者であったとしても、どうして仏と比較 
することができようか。 

仏の十大弟子の一人で智慧第一といわれた舎利弗尊者は、若い頃から四果の 
聖者であった。全世界の人々のあらゆる智慧を集め、如来の智慧を除き、その 
ほかを全部としても、舎利弗尊者の智慧を十六分したその一分とを比較すると 
全世界の方が劣っていた。このような智慧の持主の舎利弗尊者ですら、如来が 
未だ一度も説かれてなかった法を説かれるのを聞いても、前にお説きになられ 
た仏説と違うからといって、仏は私を欺かれたとは夢にも思わず「世尊は真理 
を説き給う」と信じ、天魔はこのようなことはないと仏を称賛し奉ったのであ 
る。しかし如来は百二十歳で仏弟子になった福増長者をお救いになられたが、 
舎利弗尊者は福増長者を救い得なかった。四果と仏果との力量にはこのように 
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し、舎利弗は福増をわたさず。四果と 
仏果と、はるかにことなることかくの 
ごとし。たとひ舎利弗おょびもろもろ 
の弟子のごとくならん、十方界にみち 
みてらん、ともに仏智を測量せんこと 
ぅべからず。孔老にかくのごとくの功 
徳いまだなし。仏法を習学せんもの、 
たれか孔老を測度せざらん。孔老を習 
学するもの、仏法を測童することいま 
だなし。いま大宋国のともがら、おほ 
く孔老と仏道と一致の道理をたつ、僻 
見もともふかきものなり。しもに まさ 
に広説すべし。 

四禅比丘、みづからが僻見をまこと 
として、如来の欺誑しまします とお も 
ふ、ながく仏道を違背したてまつるな 
り。愚癡のはなはだしき、六師等にひ 
としかるべし。 

古徳云、大師在世、尚有，一僻計生見之 
人一況滅後、無，師不，得，禅者。 


大きな相違がある。たとえ舎利弗尊者や他のもろもろの仏弟子と同じ位の智慧 
のある僧たちが全世界に充ち満ちていて、ともどもに仏智の量をはかろう とし 
ても、それは不可能な ことで ある。 

孔子や老子の教えには、まだ仏智のような広大無辺な功徳はないのである。 
仏法を参学するほどの者であれば皆、孔子.老子の教えの深さは量り知られ 
る。孔老の教えを学ぶ者らが仏法を修学して、その深さを量り知ることは未だ 
かってなかった。 

現今の大宋国の僧の大部分の者は、孔子.老子の教えと仏道とが一致し、相 
通ずる教説であると信じて力説している。しかし、この説は全く仏道を知らな 
い誤った考えであり、その曲解の甚しいものであることを広く人々に教えるベ 
きである。 

四禅比丘が、自分の誤った見解を真実として、如来のお教えはわれを欺かれ 
たと思ったのは、永久に仏道を違背誅謗し奉る大邪見である。そのおろかさ加 
減の甚しさは、仏在世時代の六人の外道の「六師外道の説」と変わらない邪説 
である。 

すぐれた仏祖の言葉に「大師の在世中において出家授戒した仏弟子のなかで 
すら、偏見、邪説を抱く人々がいたのであるから、ましてや釈尊がこの世を去 
られてから後においては、正師は無く、禅を得た者が無いから、そうした人々 
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いま大師とは、仏世尊なり。まこと 
に世尊在世、出家受具せる、なほ無聞 
にょりては僻計生見のあやまりのがれ 
がたし。いはんや如来滅後、後五百 
歳、辺地下賤の時処、あやまりなから 
んや。四禅を発せるもの、なほかくの 
ごとし。いはんや四禅を発するにおょ 
ばず、いたづらに貪名愛利にしづめら 
んもの、官途世路をむさぼるともが 
ら、不足言なるべし。いま大宋国に寡 
聞愚鈍のともがらおほし。かれらがい 
はく、仏法と孔子•老子の法と、一致 
にして異轍あらず。 

大宋嘉泰中、有， I 僧正受〗 撰，進普 
燈録三十巻--〇云、臣聞=孤山智円之言， 
日、吾道如，鼎也。三教如 y 足也。足一 
虧而鼎覆焉。臣嘗慕，，其人，稽，，其説--〇乃 
知、儒之為，教、其要在，一誠意';道之為レ 
教、其要在=虚心';釈之為 A 救、其要在，， 
見性 — 〇誠意也、虚心也、見性也、異名 
体同。究，.厥攸帰；無 T 適而不♦與，& 
云云。 


の現われるのは当然のことであろう」と。 

ここで大師といわれているのは仏世尊のことである。まことに世尊が在世中 
において、出家受戒した者でさえ仏道の参学のおろそかの者は誤解、我見の誤 
ちを犯すのを免かれ難かった。ましてや如来入滅後、五百年も给った後は、辺 
地のまずしい所にいる者らは誤りを犯すのは当然である。四禅を得たものです 
らこのように誤りを犯すのである。まして四禅を得るその願いをすまでに至 
らないで、ただむやみに名誉をあさり、利益を貪ることに葱 fil している者、官 
界、実業界の出世成功を生き甲斐とする世渡り上手に名利を貪る者は言うに足 
りないであろう。 

現在の大宋国には、仏教の知識が少なくて愚かな僧が多い。彼らのいうのに 
仏法と孔老の教えとは同じであって、別のものではないというのである。 

大宋国嘉泰年中(一 I 一〇ーーニー〇四)、雷菴正么とぃう僧が、並ふ日齡«!三十卷 
を皇帝に撰進したが、そのなかにいう。 

「私は孤山智円和尚の説を聞いたが、それによると、わが道は鼎の ような も 
のである。儒•道.仏の三教は鼎の足に譬えることができる。 この 三本の足の 
一つが虧けても鼎はひっくりかえる、と。私は、その智円和尚を敬慕し、その 
説を参究して知ったことには、儒教の要旨は誠意に在る、道教の要旨は虚心に 
在り、釈尊の教えの要旨は見性に在る。誠意も虚心も見性も、名称は異なるが 
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力くのごとく、僻計生見のともがら 
のみおほし、ただ智円•正受のみには 
あらず。このともがらは、四禅をえて 
四果とおもはんょりも、そのあやまり 
ふかし。謗仏•謗法•謗僧なるべし。 
すでに撥無解脱なり、撥無三世なり、 
撥無因果なり、莾莾蕩蕩招殃禍ぅたが 
ひなし。三宝•四諦•四沙門なしとお 
もひしともがらにひとし。仏法いまだ 
その要見性にあらず。七仏•西天二十 
八祖、いづれのところにか仏法ただ見 
性のみなりとある。六祖壇経に見性の 
言あり、かの書これ偽書なり。附法蔵 
の書にあらず、曹谿の言句にあらず。 
仏祖の児孫、またく依用せざる書な 
り。正受•智円、いまだ仏法の一隅を 
しらざるによりて、一鼎三足の邪計を 
なす。 


実は同じものである。その帰するところを究めると、いずれも究極は同じ道で 
ある」と。 

このような仏道に対して誤った見解を持つ者ばかりが余りにも多く、智円 • 
正受ばかりではない。このようなものらは、四禅を得て四果を得たと思うより 
もなお一層その誤りは深い。謗仏、謗法、謗僧の重罪を三つとも犯したものと 
いうことができる。それはとりもなおさず、これらのものは、仏道の理想の涅 
槃(解脱)の否定であり、過去.現在.未来にわたる三世の否定であり、因果 
の道理を否定するものである。極端に仏道を紊すもので、ちょうど大洪水のよ 
うに果てしなく村洛を呑みつくす水害にも似て、禍いの起ることは疑いない。 
仏法僧の三宝や、仏道の根本的な真理たる苦.集•滅•道の四 i 、 僧侶の修行 
としての四沙門の在り方などは無いものと独断している人々と同じである。 

仏道の要旨を見性にあるというが、見性のみが仏道の枢要であったことは未 
だにないことである。過去の七仏、西天の二十八祖のどなたが仏法は見性だけ 
であると説かれたか、一人もそうしたことを説かれた仏祖はない。 

六祖壇経に見性の言があるが、六祖壇経は偽書である。仏教を伝えた書では 
ない、曹溪禅師の言句ではない。したがって仏祖方の子孫の全く用いない書物 
である。正受も智円も共に仏法の一端をも知らないから、三足などという 
邪見を起すのである。 
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古徳云、老子•荘子、尚自未：，識 n 小 
乗能著所著•能破所破一況大乗中若 
著若1。是故不ァ與，，仏法，少同±0*然者 
世愚者迷 n 於名相〔濫禅者惑，，於正理ハ 
欲，将 一一 道徳•逍遙之名一斉キ於仏法 
解脱之説±0豈可，得乎。 


むかしより、名相にまどふもの、正 
理をしらざるともがら、仏法をもて荘 
子•老子にひとしむるなり。いささか 
も仏法の稽古 あると もがら、むかしよ 
り荘子•老子をおもくする一人なし。 

清浄法行 f 云、月光菩薩、彼称 こ 顔 
回；光浄菩薩、彼称，，仲尼〔迦葉菩薩、 
彼 称，， 老子— oil 云云。 

むかしより、この経の説を挙して、孔 
子•老子等も菩薩なれば、その説ひそか 
に仏説におなじかるべしといひ、また 
仏のつかひならん、その説おのづから 
仏説な らんと いふ。この説みな非なり。 


優れた仏祖の言に、老子•荘子は、未だに主観•客観の執着に執われてい 
て、その執着を離れることを主張する小乗の教えすらわからないのに、主観. 
客観共に「空」であるから執着すべき何ものもないというような、深遠な大乗 
の説などが了解されようか。だから仏道は、決して孔•老の教えなどとは同一 
のものではない。世間の愚者は文字に囚われ論議を以って仏道と誤り、形式の 
坐禅にこだわる者は仏道の真理に迷い、老子の説く道徳、逍遙の名をもって、 
仏法の解脱の説と等しいのだろうと思っているが、そんなことでどうして仏道 
が得られようか。 

昔から文字や語句に迷うもの、正しい道理を知らない人々は、仏法をば荘子 
や老子などに同じであると無理に説こうとする。しかし少しでも仏道を参学し 
た人々で、昔から老子.荘子の思想を重視する人は皆無である。 

清浄法行経(止観輔行伝弘決卷六)に、 

「月光菩薩の生れ変わりが孔子の弟子の顔回であり、光浄菩薩は孔子のこと 

であり、迦葉菩薩の生れ変わりが老子である云々」とある。 

古来この経の説によって、孔子も老子も顔回もみな菩薩の生れ変わりである 
から、その説もまた仏説と同じことであろうとか、また孔子.老子などは仏の 
使者であろうから、その説もしたがって仏説であろうなどという説が行われて 
いるが、この説は全く間違っている。 
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古徳云、準諸目録(皆推，，此経：以 
為=疑偽';云云。 

いまこの説によらば、いよいよ仏法 
と孔老とことなるべし。すでにこれ菩 
薩なり、仏果にひとしかるべからず。 
また和光応迹の功徳は、ひとり三世諸 
仏菩薩の法なり、俗塵凡夫の所能にあ 
らず。実業凡夫、いかでか応迹に自在 
あらん。孔老いまだ応迹の説なし、い 
はんや孔老は先因をしらず、当果をと 
かず、わづかに一世の忠孝をもて、君 
につかへ家ををさむる術をむねとせ 
り。さらに後世の説なし、すでにこれ 
断見の流類なるべし。荘老をきらふに、 
小乗なほしらず、いはんや大乗をやと 
いふは、上古の明師なり。三教一致と 
いふは、智円•正受なり、後代澆季愚 
闇の凡夫なり。なんぢなんの勝出あれ 
ばか、上古の先徳の所説をさみ L て、 
みだりに仏法と孔老とひとしかるべし 
といふ。なんぢらが所見、すべて仏法 
の通塞を論ずるにたらず。負笈して明 


清浄法行経について仏祖はもろもろの目録を見ると、この経は偽作であると 
記している。 

いまのこの仏祖の言葉によれば、仏道と孔子.老子とは甚しく異なっている 
ことが明白となる。また一応この経の説を容認しても、孔子.老子は菩薩の地 
位であるのだから仏の地位と同じである道理はない。あるいは仏が衆生の済度 
のために仮りに衆生として現われた功徳は、三世の諸仏および菩薩方だけがな 
し得られる法であって、煩悩•迷妄の凡夫のなし得ることではない。 

実業(善悪の業は真実に果報となる)によってこの世に生れ出た凡夫の身で、仮 
りの姿で現われ済度する働きがあろぅはずはない。孔子や老子には衆生済度の 
ために仮りにこの世に現われたといぅ説はない。 まして や孔子や老子は三世の 
因果の道理を知らなかった。ただ現世の忠孝の道を説き、君に忠、親に孝の道 
をもって君に仕え家を治める術を人間最上の道徳と して 説いたに過ぎないので 
あって、さらに後の世についての説は何も説かれてはいない。 これ だけで外道 
の断見の説(断見の説とは、人が死ぬとすべてが灰となって断絶してさらに後世なしとす 
る説)の一群の偏見の説に同じである。 

老•荘の説を問題としないのは、彼らは小乗の説をも知らない。まして大乗 
の説を知る道理はないと言われたのは昔の活眼の師である。それに反して三教 
一致といったのは智円や正受であり、後代の愚かな凡夫どもである。お前たち 
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師に参学すべし。智円•正受、なんぢ 
ら大小両乗すベていまだしらざるな 
り。四禅をえて四果 とお もひしよりも 
くらし。かなしむべし、澆風のあふぐ 
ところ、かくの ごとくの 魔子おほかる 
ことを。 


古徳云、如 M 孔丘•姫旦之語、三皇. 
五帝之書(孝以治レ家、忠以治レ国、輔， 
国利，民、只是一世之内、不，済，，過未—〇 
未斉__一 仏法之益，一於三世—0山 f 不レ謬 
乎。 


まことなる かな や、 古徳の語、よく 
仏法の至理に達せり、世俗の道理にあ 
きら かなり。三皇•五帝の語、いまだ 
転輪聖王のをしへにおよぶべからず、 


凡夫どもにどういう勝れた考えがあって仏祖の説かれた教えを否定し、何を根 
拠に無やみに仏道と孔子•老子の説と同じであるというのであるか、お前たち 
の見解で、仏道の是非を論ずる資格はない。いま一度笈を背に負うて仏道に 
通じておられる正師を尋ね出して参学をしなおすべきである。 

智円、正受よ、お前たちは、大乗はもとより小乗の仏教も未だよく解ってい 
ない。四禅を得ただけで、四果を得たかのように誤った僧よりももっと仏道に 
暗い。悲しむべきことだ。末世の乱れた風潮により、このような仏道の魔物が 
輩出していることは。 

すぐれた仏祖の語に「孔子•周公の語や三皇五帝の書の如キものは、みな共 
に孝を以て家を治め、忠を以て国を治め、国を助け民の福祉を目的とする意図 
による思想を以て社会人生の標準、理想としている。これらの思想は単にただ 
現世に処するにとどまり過去及び未来にわたって何も説いていない。この説は 
われわれの身心は現世限りのものと断ずる外道な どの 偏見に等しい説である。 
仏道の三世にわたる深遠な教えと道を説いて衆生済度する仏道とは全く同じも 
のでない。よくよく参学して仏道の真意を捕えて誤ってはならない」と。 

すぐれた仏祖の この 言葉は、本当に真実である。仏道の極意に徹していて、 
また世間の道にも明るい。 

三皇五帝の言葉は、ィンドの世界統一の王.転輪聖王の教えや、天地創造 
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梵王•帝釈の説にならべ論ずべからず。 
統領するところ、所得の果報、はるかに 
劣なるべし。輪王•梵王•帝釈、なほ 
出家受具の比丘におょばず、いかにい 
はんや如来にひとしからんや。孔丘. 
姫旦の書、また天竺の十八大経におょ 
ぶべからず、四韋陀の典籍にならべが 
たし。西天婆羅門教、いまだ仏教にひ 
としからざるなり、なほ小乗声聞教に 
ひとしからず。あはれむべし、振旦小 
国辺方にして、三教一致の邪説あり。 

第十四祖龍樹菩薩云、大阿羅漢辟支 
仏、知二八万大劫--'»諸大菩薩及仏、知， 一 
無量劫4 

孔老等、いまだ一世のぅちの前後を 
しらず、一生二生の宿通あらんや。い 
かにいはんや一劫をしらんや、いかに 
いはんや百劫千劫をしらんや、いかに 
いはんや八万大劫をしらんや、いかに 
いはんや無量劫をしらんや。 この 無量 
劫をあきらかにてらししれる こと、 た 
なごころをみるよりもあきらかなる諸 
仏菩薩を、孔老等に比類せん、愚闇と 


神の梵王や、0利天主の帝釈天などの教えに比して論ずることはできない。 
統領する処の領域の範囲や、その果報も断然劣っているのであろう。転輪王、 
梵天王、帝釈天なども出家受戒の僧には及ばない。まして釈迦牟尼如来と孔子 
や老子と、どうして同一であろうか。孔子や周公の書は、ィンドの外道の天 
文•地理•医学の書「十八大経」にも及ばない。また古い哲学•宗教の書の四 
吠陀(婆羅門救の聖典)にも比すべくもない。ィンドの婆羅門教は仏教とはまだ 
比較にはならないのである。また姿羅門教は小乗の声聞縁覚の教えにも及ばな 
い。哀れむことは、中国が辺鄙な土地であるために、三教一致の邪説が生ずる 
のである。 

第十四祖の龍樹菩薩の言葉に「大阿羅漢及び辟支仏(独覚)は、八万劫(劫は 
長い時間の単位)を知り、諸々の菩薩や諸仏は無限の時を知る」と。 

孔子. 老子 等は、 この 世の こと だけは 知っているが、 三世の ことをどうして 
知る 能力が あろう か。一生の過去、 二 生の過去を 知る 能力が あろう か。 まして 
一劫の ことを知る はずは ない。したがって 百劫. 千 劫の ことをどうして知り得 
られようか。 阿羅漢の ように 八万大劫の ことはなおさら解っていない。まして 
や 菩薩と 同じように 無量劫の ことをどうして知ることができようか。その 無量 
劫を 明らかに照らし、 自分の掌を 見るよりも明らかに知っている 諸仏菩薩を、 
どうして 孔子 •老子と同じに見ることができよう か。 このことは暗愚というに 
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いふにもたらざるなり。耳を掩て三教 
一致の言をきくことなかれ、邪説中最 
邪説なり。 

荘子云、貴賤苦楽、是非得失、皆是 
自％ 

この見、すでに西国の自然見の外道 
の流類なり。貴賤苦楽、是非得失、み 
なこれ善悪業の感ずるところなり。満 
業•引業をしらず、過世•来世をあき 
らめざるがゆ袅に、現在にくらし、い 
かでか仏法にひとしからん。 


あるがいはく、諸仏如来ひろく法界 
を証するゆ袅に、微塵法界、みな諸仏 
の所証なり。しかあれば、依正二報と 
もに如来の所証となりぬるがゆ袅に、 
山河大地•日月星辰•四倒三毒、みな 
如来の所証なり。山河をみるは如来を 
みるなり、三毒四倒、仏法にあらずと 
いふことなし。微塵をみるは法界をみ 
るにひとし、造次顛沛、みな三菩提な 


も足りない劣ったことである。耳をふさいで三教一致のとるに足りない説を聞 
いてはならない。邪説中の最邪説であることを知るべきである。 

荘子の語に「貴賤、苦楽、是非、得失、皆これ自然である」というのがある。 

この説はィンドの十三外道中の自然外道の「万物は自然に生起する」説と同 
じ類いのものである。貴賤、苦楽、是非、得失は、みなその原因となる善悪の 
行為の結果として生起するものである。また引業(衆生が地獄、餓鬼、畜生、人間、 
天上などの 果報を引き 生ずる 強力な行為)、満業(引 業の なかに個別的に差別がある。引 業 
によって 人間に 生れても、貧富、 美醜の差が ある) のことを知らない。過去•未来の 
流転の義、即ち万象は生滅止まず、生じ滅するを現在とし、滅し終るを過去と 
し、未だ生ぜざるを未来とする生滅流転の三世の道理に暗いから、現在のこと 
に暗いのは当然で、このようなことでどうして仏道に等しいと言い得よう。 

諸仏は森羅万象のことごとくを諸仏の悟りのなかに収めているから、どんな 
に微細な存在も諸仏の悟りのなかにあるものである。したがってわれわれ自身 
も客観の世界も諸仏の悟りのなかに収まるものであるから、山河大地、日月星 
辰も四顚倒(世の中は無常、受(感覚)は苦、一切諸法(存在)は無我、わが身は無浄) 
であるのを、凡夫はこの真理を明らめず反対に考えて、世は常住、受は楽、一 
切諸法はわれと考え、またこの身は汚浄と観る三毒(われわれの貪欲、瞋恚、愚痴 
などの人間の三つの煩悩)なども、みな仏の悟りのなかに収まるものである。山 
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り。これを大解脱といふ、これを単伝 
直指の祖道となづく。かくのごとくい 
ふともがらが、大宋国に稲麻竹葦のご 
とく、朝野に遍満せり。しかあれど 
も、 このともがら、たれ人の児孫とい 
ふことあきらかならず、おほよそ仏祖 
の道をしらざるなり。たとひ諸仏の所 
証となるとも、山河大地たちまちに凡 
夫の所見なかるべきにあらず。諸仏の 
所証となる道理をならはず、きかざる 
なり。なんぢ微塵をみるは法界をみる 
にひとしといふ、民の王にひとしとい 
はんがごとし。またなんぞ法界をみて 
微塵にひとしといはざる。 もし このと 
もがらの所見を仏祖の大道とせば、諸 
仏出世すべからず、祖師出現すベから 
ず、衆生得道すべからざるなり。たと 
ひ生即無生と体達すとも、この道理に 
あらず。 


河を見ることは仏身を見ることである。四顚倒も三毒も仏法であり、微細な塵 
を見るのは全宇宙を見るに等しい。あらゆるものごとのいちいち、そのときそ 
のときの行いが最勝の悟りである。即ち大解脱というのである。仏祖から仏祖 
へ直々に正伝する仏道であるというのである。 

このように説いている自然外道の連中が、水辺の葦のようにこの世の中に満 
ち溢れている。しかしながら、これらの連中どもは何人について参学したか、 
誰の法孫かということが明らかでない。いうならこれらの連中はすべて仏祖の 
道を知ってこのように説いているのではない。たとえ諸仏の悟りの内容である 
といっても、山河大地がそのまま凡夫の見解とならず、凡夫なりの見解がある 
べきである。諸仏の悟られている道理をならわず、また聞かないからそのよう 
にいうのである。お前はどのような塵のような小さいものを見ても宇宙を見る 
と同じだというけれど、それは国民と国王と等しいというようなも•のである。 
お前の見解によると、どうして広大な全宇宙を微塵に等しいといわないのであ 
るか。もし、この連中の見解を仏祖の大道とするなら、諸仏がこの世に出現 
し、 祖師の出世を見ることはあり得ないのである。したがって衆生が仏道を修 
証することは不可能なことである。これらの連中がたとえ「生即無生」 (生れる 
ことは、生れぬことと同じである)の道理を悟り体験したとしても、この連中の見 
解のような道理のものではない。 
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真諦三蔵云、振旦有 J 一福一一無 n 羅 
刹ニー無 n 外道4 

このことば、まことに西国の外道婆 
羅門の伝来せるなり。得通の外道なし 
といふとも、外道の見をおこすともが 
らなかるべきにあらず。羅刹はいまだ 
みえず、外道の流類はなきにあらず。 
小国辺地のゆ袅に、中印度のごとくに 
あらざることは、仏法をわづかに修習 
すといへども、印度のごとくに証をと 
れるなし。 

占徳云、今時多有 n 還俗之者(畏 u 憚 
王役(入，，外道中—〇偸，，仏法義(竊解 n 
荘老一遂成，，混雑(迷，，惑初心孰正孰 
邪4是為ァ発 M 得韋陀法1之見±也。 


しるべし、仏法と荘老と、いづれか 
正、いづれか邪をしらず、混雑する 
は、初心のともがらなり。いまの智円. 
正受等これなり。ただ愚昧のはなはだ 


真諦三蔵法師がいわれた。中国に二つの幸福がある。一つには羅刹(悪鬼) 
がいないこと、二つには外道がいないことである。 

この言葉は、まことにインドの外道の婆羅門から中国に伝って来た言葉であ 
る。神通力を得た外道がいないといっても、外道と同じ邪見を起す徒輩がいな 
いわけではない。羅刹は未だ見たことはないが外道の類いはいないわけではな 
い。この国は小国辺鄙の地であるから、中インドのように同じというわけには 
ゆかぬ。 

ゆえに仏法の修行を少し学んだとしても、インドのように仏道の悟りを体験 
する者はない。 

すぐれた仏祖の言葉に「現在は出家が出家の犯罪のため出家をやめて在家に 
還る者がある。これらの者は国王の苦役を畏れ憚って、外道の仲間に入り仏法 
の教理を盗み、あるいは内密に荘子や老子の説を解釈し、両者の説を混乱して 
仏説としているから、仏道の初心の者にはどの説が正しいのか判断を惑わせて 
いる。このようなことを吠陀法(パラモン経典の教法)の発生、獲得する見解と 
いうのである」と。 

知るべきである。仏法と荘子•老子と、そのどちらが正しくて、どちらが止 
しくないのかを知らないで混乱するのは、そのこと自体が初心の人々であるこ 
とである。今の智円や正受などがそれらの人々である。これらの人々は暗愚と 
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いっても余りにも暗愚すぎた人々ではある。仏法を参学しない結果が、歴然と 
しているのである。 

近頃この宋国の僧たちは、一人として孔子.老子の教えが仏法に及び得ない 
ということを 知っている者がいない。 

出家して、仏祖の児孫となった者は、大地の稲や麻、水辺の葦のように、中 
国九州の山野に一ぱい密集しているが、孔子.老子の教えより仏法が優れ勝っ 
ている ことを 明らかに知る者は一人も半人もいない。ただ先師の天童如浄禅師 
だけが「仏法と孔子•老子の説とは同じものではない」と究明し、 このことを 
夜となく昼となく力説せられた。また経論師.経論の講師で有名な人々も、仏 
法は孔子.老子の説よりはるかに優り勝れているという ことを 明らかに知って 
いる者は無い。 

近代、百年来の講師は大方、参禅、仏道を学ぶ僧の形式や儀式の真似をし、 
その僧たちの了解し修得したことを盗もうとしている。まことに誤りの甚だし 
いものというべきである。 

孔子の書に生知者ぁり、仏教には生 孔子の書には「生れながらにして知る」という見解があるが、仏法にはこの 
知者なし。仏法には舎利の説ぁり、孔見解は ない。 仏法には 舎利1、,) が ある。 

老、舎利の有無をしらず。ひとつにし 

て混雑せんと おも ふと も、 広説の通塞 有無を知らない。これらの両者の説を比較して、混ぜようと思っても広範囲に 
つひに不得ならん。論！ Jls ;、 fcjii テ 両者の教えの性格を吟味してゆけば、混乱するようなことは断じてない。 


しきのみにあらず稽古なきのいた 
り、顕然なり、炳焉なり。近日宋朝の 
僧徒、 ひとりと しても、孔老は仏法に 
およばずとしれ ると もがらなし。名を 
仏祖の児孫にかれるともがら、稲麻竹 
葦のごとく、九州の山野にみて りと い 
ふとも、孔老のほかに仏法すぐれいで 
たりと 晓了せる一人半人あるべから 
ず。 ひとり 先師天童古仏のみ、仏法と 
孔老 とひと つにあらずと暁了せ り、 昼 
夜に施設せり。経論師また講者の名あ 
れども、仏法はるかに孔老の辺を勝出 
せりと 暁了せるなし。近代一百年来の 
講者、おほく参禅学道のともがらの儀 
をまなび、その解会をぬすまんとす。 
もともあやまれ りと いふべし。 
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知，之上、学而知，之者次、困而学レ之 
又其次也。困而不，学、民斯為下矣。 
もし生知あらば、無因のとがあり。仏 
法には無因の説なし。四禅比丘は、臨 
命終の時、たちまちに謗仏の罪に堕 
す。仏法をもて孔老の教にひとしとお 
もはん、一生のぅちょり謗仏の罪ふか 
かるべし。学者はやく仏法と孔老と一 
致なりと邪計する解をなげすつべし。 
この見たくはへてすてずば、つひに悪 
趣におつべし。学者あきらかにしるべ 
し、孔老は三世の法をしらず、因果の 
道理をしらず、一洲の安立をしらず、 
いはんや四洲の安立をしらんや。六天 
のこと、なほしらず、いはんや三界九 
地の法をしらんや。小千界をしらず、 
中千界をしるべからず。三千大千世界 
をみることあらんや、しることあらん 
や。振旦一国に、なほ小臣にして帝位 
にのぼらず、三千大千世界に王たる如 
来に比すべからず。如来は梵天•帝 
釈•転輪聖王等、昼夜に恭敬侍衛し、 
恆時に説法を請したてまつる。孔老か 


論語には、「生れながらにして之を知る者は上なり、学んでこれを知る者は 
その次なり、苦しんでこれを学ぶ者はまたその次なり。苦しんで学ばざるは、 
民にしてこれを下となす」と。もし生れながらに知る者があれば、原因を否定 
する「無因の咎」である。仏法には無因の説はない。 

四禅比丘は臨終のときに、たちまち謗仏の罪のため地獄に堕ちた。仏法と、 
孔子•老子の教えと等しいと思うのは、来世どころでなく今生においても謗仏 
の罪は最も深くその報いを受けるであろう。仏法参学の者は一日も早く、仏法 
と孔子.老子の教えと同じであるという邪見を投げ捨てるべきである。この邪 
見に固執して捨て切れないと、ついには地獄に堕ちるであろう。 

仏道の参学者は明らかに知るべきである。孔子.老子は過去.現在•未来の 
三世の法を知らない。また因果の道理を知らないということを。一洲(南瞻部 
洲、須弥山の南洲)の存立を知らない、ましてや四洲(須弥山の四方の洲)の存立 
を知るはずがあろうか。六天、欲界(感覚の世界)の上の天上の世界のあること 
を知らない。いわんや、三界(現象界)、九地(三界の欲界に一、他の二界に各四住 
地)、小千世界(須弥山を中心にこの世界を一千合わせた世界)、中千世界(小千世界を 
I 千合わせた世界)、三千大千世界(中千世界を一千合わせた世界)を知ることがどう 
してあろうか。六天は、欲界の六天。三界は、欲界•色界.無色界。九地は、 
欲界五趣地、離生喜楽地、定生喜楽地、離喜妙楽地、捨念清浄地、空無辺処 
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くのごとくの 徳なし、ただこれ流転の 
凡夫なり。いまだ出離解脱のみちをし 
らず、いかでか如来の ごとく、 諸法実 
相を究尽することあらん。もしいまだ 
究尽せずは、なにによりてか世尊にひ 
としと せん。孔老内徳なし、外用な し、 
世尊におよぶべからず。三教一致の邪 
説をはかんや。孔老、世界の有辺際. 
無辺際を通達すべからず。広をしらず 
みず、大をしらずみざるのみにあら 
ず、極微色をみず、刹那量をしるべか 
らず、世尊あきらかに極微色をみ、刹 
那量をしらせたまふ、いかにしてか孔 
老に ひとしめ たてまつらん。孔老•荘 
子•恵子等は、ただこれ凡夫なり、な 
ほ小乗の須陀洹におよぶべからず。い 
かにいはんや第二•第三•第四の阿羅 
漢におよばんや。 


地、識無辺処地、無所有処地、非想非非想処地の九。小千世界はこの世界を千 
合わせた世界。この小千世界を千合わせたのが中千世界。この中千世界を千合 
わせたのが大千世界である。 

孔子•老子は、中国の一国内においてすら小臣の者で帝位に登らなかった。 
三千大千世界の王である如来には比較にならない。 

如来は梵天王、帝釈天、転輪聖王等が、夜となく昼となく恭しく御側に供奉 
して常時に説法を乞い願い奉っている。孔子•老子にはこのような徳はない。 
ただ諸国を流転した凡夫に過ぎない。まだ解脱の道を知っていない。どんなに 
しても如来のように諸法の実相、ものごとの真理を究め尽くすことはできない 
であろう。もし諸法の真理であることを究尽することがないならば、どうして 
如来と等しいと言い得ようか。孔子•老子には、内に徳なく外に衆生を済度す 
る能力がない。それも世尊には及ぶべきでない。この故に三教一致などとんで 
もない邪説であるのに、どうしてそのような説を唱えるのであろうか。孔老 
は、この世界の有限•無限の世界に通達していない。この世界の広大なる現実 
を知らず観察していないだけでなく、また極微の現象をも知らない。また一瞬 
の時間を知ることができない。 

これに比べて、仏世尊は明らかに万物の極微を知り、また時間の最小極限を 
知り給う。どの点から見ても、孔子•老子と仏とは比較にならない。 
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し 力 あるを、学者 くらき によりて、 
諸仏にひとしむる、迷中又深迷なり。 
孔老は三世をしらず、多劫をしらざる 
のみにあらず、一念しるべからず、一 
心しるべからず。 なほ日月 天に比すべ 
からず、四大王•衆天におよぶベから 
ざるなり。世尊に比するは、世間•出 
世間に迷惑するなり。 

列伝云、喜、為，，周太夫，善，，星象一因 
j ,, 異気一而東迎 y 之。果得，，老子 — 〇請 
著=書五千有言—〇喜、亦自著，，書九篇一 
名，，関令子--〇準， I 化胡経--〇老過，，関 
西：喜、欲，，従，麻求，，去。麻云、若 
欲，志心求，，去、当，.将„父母等七人 
頭，来；，乃可 y 得：，去。喜、乃従， I 。 
七頭皆変„豬頭';古徳云、然俗典孝儒 
尚尊=木像— \老聒設 i 化、令，喜害，，親。 
如来教門、大慈為“本、如何老氏逆為，， 

化！^ 


孔子.老子•荘子.恵子等はただの凡夫である。小乗の初めの悟りを得た聖 
者の須陀洹(初果)にさえ及ばない。ましてや第二果の斯陀含、第三果の阿那 
含、第四果の阿羅漢に及ぶことがあろうか。 

このようであるにも拘らず、参学者が仏法に暗いから、孔子•老子を諸仏と 
等しいなどと思うのは迷中の迷で、迷も極度の迷である。孔子•老子は、過 
去.現在•未来の三世の時間、無限の時間を知らない。ましてや刹那なる一念 
について(一念中三千の性格がある)の時を知らない。一心についても多様の性格 
のあることを知らない。この故に、日天•月天にさえ比べることはできない。 
仏教護持の六天、四天王および諸々の天部の衆にも及ばないわけでもある。そ 
れを仏世尊に比較するというのは、世間と出世間についても迷い惑っている。 

史記列伝(老荘の教えを奉る人々の列伝)に、関令尹喜は、周の大夫(周の官名、 
卿の下位)となって星宿で人の運命を占う術を得意とした。あるとき異なった 
気象が現われた事を見て、この異なった気象が何であるかを確かめようと思っ 
て東の方に向かった。そのときに老子に出会うことができた。それで老子を迎 
えて「道徳経」五千有余言の書を著述させた。また 自ら も九篇の書を著し K 1 制 
子と名づけた。この書は(仏教を老子の道教の下に置くために書かれた•抓経に準じた 
もの)、老子が関西に行こうとしたとき尹喜も従うことを乞うた。 

老子は関令子に言った。「もし心の底から私と行きたければ、父母ら七人の 
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首をもって来なさい。そうしたら許してあげよう」と言われたので、尹喜は教 
えの通りに七人の首を持って来ると約束して、家族の七人の首を持って師の前 
に奉げたが猪の首と変じていた、 という 話がある。 

この話について、仏祖が申された。 

「それだから俗典の孝儒も、なお木像を尊び、老子が人に教えるのに、弟子 
の尹喜に親を殺害させた。如来の教えは大慈悲を根本とするのに、 どうして 老 
子は、悪逆を教化の原とするのだろうか」と。 

むかしは老聃をもて世尊にひとしむ 
る邪党あり、いまは孔老ともに世尊に 
ひとしといふ愚侶あり、あはれまざら 
めやは。孔老なほ転輪聖王の十善をも 
て世間を化するにおよぶべからず。三 
皇•五帝、いかでか金銀銅鉄諸輪王の 
七宝千子具足して、あるいは四天下を 
化し、あるいは三千界を領せるにおよ 
ばん e 孔子はまたこれにも比すべから 
ず。過現当来の諸仏諸祖、ともに父母 • 

師僧•三宝に孝順し、病人等を供養す 
るを化原とせり。害親を化原とせる、 

いまだむかしよりあらざるところな 


昔は、老子は釈尊と同じであると誤って見る者がいた。今でも、孔子も老子 
も釈尊と等しいとする愚かな者がいる。笑止千万である。孔子.老子は国王が 
十一!(不殺生、不偸盗、不邪娃、不妄語、不両舌、不悪口、不綺語、不貪欲、不瞋恚、不邪 
見)を以つて世間を統治するにも及ばない(国王となるのは前生に於て十善を修する 
功徳に よると)。 三 白 f a '. a # は、どうして金王•銀王•銅王.鉄王の国王(国王の 
上下の階級〕が七種：の宝と千人の子供を欠くことなく持ち天下を治め、あるい 
は天下を領有することができないように、また孔老子はそれらの帝王たちにも 
比べることはできない。 

過去•現在.未来の三世の諸仏諸祖はすべて、父母、師僧、仏法僧の三宝を 
敬慕帰依して、病人等を供養するのを教化の根本とされている。親を害するの 
を教えの根本とするなどということは昔より列外のことである。 
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しかあればすなはち、老聃と仏法 
と、ひとつにあらず。父母を殺害する 
は、かならず順次生業にして、泥犁に 
堕すること必定なり。 たと ひ老聃みだ 
りに虚無を談ずとも、父母を害せんも 
の、生報まぬかれざらん。 

伝燈録云、二祖毎、歎日、孔老之教、 
礼術風規、荘易之書、未，尽，，妙理―〇近 
聞達磨大士、住，，止少林—〇至人不 U 遠、 
をレ造：玄境4 


いまのと もがら、あきらかに信ずべ 
し、仏法の振旦に正伝せることは、た 
だひとへに二祖の参学の力なり。初祖 
たとひ西来せりとも、二祖をえずば、 
仏法つたはれざらん。二祖もし仏法を 
つたへずば、東地いまに仏法なからん。 
おほよそ二祖は、余輩に群すべからず。 

伝燈録云、僧神光者、曠達之士也。 
久居，，伊洛一博，，覧群書(善談，，玄理4 


そのようであるから老子と仏法とは同じではない。父母を殺害するものは、 
かならず次の生において悪行の報いを受け、地獄に堕ちることは必定である。 
たとえ老子がいかに虚無を説いても、父母を害する者はかならず次の生におい 
てその報いを受けることを免れることはできないであろう。 

景徳伝燈録に大祖慧可禅師 C 太祖は諡号)が嘆じていわれた言葉がある。 

孔子•老子の教えは世間の礼儀作法の法則、道徳上の教えであり、荘易(老 
荘道教)の書はなお道の原理を尽くしていない。近頃聞く ところによると 達磨 
大師がいま少林寺に止住されている。仏は近くにあり、一刻も早く仏の教えを 
授かろう。この 仏に随順すれば必ず仏道の真理を掴む ことができるであろう。 

現今の仏道修行者は明らかに信ずべきである。仏法が中国に正伝したこと 
は、ただ二祖が達磨大師に参学せられたご恩沢によるものである。たとえ達磨 
大師がィンドから中国に仏法を伝来せられても、それを嗣ぐ二祖がおられな 
かったなら、また二祖がもし仏法を正伝せられなかったならば、中国に今の仏 
法は存在しなかったであろう。二祖はその意味においてその他の人々と同一に 
考えてはならない。 

景徳伝燈録に、「僧神光(二祖慧可の幼名)は心広く明達の人である。久しく 
伊水と洛水のあいだに住み、あらゆる書を博く読み、深玄の理を極め尽くして 
いた」と記している。 
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むかし二祖の群書を博覧すると、い 
まの人の書卷をみると、はるかにこと 
なるべし。得法伝衣ののちも、むかし 
われ孔老之教、礼術風規とおもひし 
は、あやまりなりとしめすことばな 
し。しるべし、二祖すでに孔老は仏法 
にあらずと通達せり。いまの遠孫、な 
にとしてか祖父に違背して、仏法と一 
致な りと いふや。まさにしるべし、こ 
れ邪説なり。二祖の遠孫にてあらば、 
正受等が説、たれかもちゐん。二祖の 
児孫たるべくば、三教一致といふこと 
なかれ。 

如来在世有，，外道〔名，，論力— 〇自謂、 
論議無，，與等者— •» 其力最大。故云，，論 
力4受，，五百梨昌募；撰，，五百明難(来 
難， 一 世尊(来，一至仏所；而問， 

仏云、為二究竟道(為-,衆多究竟道4 
仏言、唯一究竟道。論力言、我等諸 
師、各説，有，|究竟道~-0以ァ外道中、各自 
謂，是、毀=訾他人法— >互相是非1 
故、有=多道--〇世尊其時、已化=鹿頭， 
成，，無学果 — 〇在，，仏辺，立。仏問，， 


昔、二祖が群書を博く読んだのと、今の人が書巻を読むのとは大きな相違で 
あろう。二祖が仏法を正伝された後においても「私が孔老の教えを礼術•風規 
の教えであると思ったのは誤りであるとかつていったことはない」といわれて 
いる。その玄旨も究めていないことを知っていたのである。 

しるべきである。二祖は孔老の教えが仏法ではないことを知り尽くしてい 
た。この二祖の遠い子孫である現今の僧たちは、どうしてこの祖父に背いて仏 
法と孔老と同じだというのであろうか。三教一致の説は明らかに邪説であるこ 
とを知るべきである。 

二祖の遠孫でないものは正受.智円の説を信じ用いる者もあろうが、二祖の 
子孫であるものは三教一致などということは仮りにもいってはならない。 

如来の在世中に一人の外道がいた。この者の名を論力といった。そして、自 
から思うに、天下に学識.論議を比す者はない。私の力は天下第一である。だ 
から自から論力と名づけた。五百人の貴族の請待に応じて、五百の難問を選ん 
で、仏の所に詣り世尊に難問を提出してたずねていう。 

「真理の道は一つですか、複雑な道なのですか」 

仏は答えられた。 

「真理の道は一つで ある」 

論力はいう。 
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論力(衆多道中、誰為，，第一—〇論力 
云、鹿頭第一也。仏言、其若第一、 
云何捨，，其道一為，，我弟子一入，，我道 
中—〇論力見已、慚愧低頭、帰依入道。 
是時、仏説，，義品偈，言、 

各各謂 U 究竟(而各§愛著、各是レ自 
非 レ 他、是皆非，，究竟—〇 
是人入，，論衆ハ辨，，明義涅槃(各各相 
是非、勝負懐 n 憂苦\-0 
勝者堕，，慢坑(負者堕，1憂獄(是故有 
智者、不，堕 n 此二法*? 

論力汝当，知、我諸弟子法、無，虚亦 
無レ実、汝欲，，何所求 -- OV 
汝欲，壊 m 我論(終已無，，此処二切 
智難 k 明、還是自毁壊。 


「われらの師匠たちは各々の道が真理であると説いています。外道の中では 
各々が自分の道を正しいと思って他の法を誹り、互いに相手を正しいとか正し 
くないとかを是非し弁証するから多くの真理があると説くのです」 

世尊はそのとき、すでに外道の鹿頭を教化して解脱せしめられ、阿羅漢果を 
得た鹿頭は仏の側に仕えていた。 

仏は論力に問われた。 

「多くの修道者の中での第一人者は誰か」と。 

論力は「鹿頭比丘が第一である」と答えた。 

「もし鹿頭比丘が第一であるならば、どうして鹿頭はその道を捨てて私の弟 
子となってわが道を修行しているのであろうか」と申されたので、そのと き、 
論力は鹿頭比丘と相見て今までの自己の所行を恥じ、仏の前に進み仏を礼拝合 
掌して出家受戒を乞うた。 

このとき、仏は偈頌(詩の体の韻文)を以って説かれた。 

外道の人々はおのおの究竟といって、而もおのおの自らの道に囚われ、 
その道のみを貴く正しいとして他を非とする。それは真理でない。 

これらの外道の人々は議論家に過ぎぬ。口頭で真理を論じ合い相手を否 
定する結果は、議論の勝敗が目的の故にその都度一喜一憂する。 

勝者は慢心に囚われて驕り、敗者は憂愁の地獄に堕る。故に仏智有る者 
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いま世尊の金言、それかくのごとし。 
東土愚闇の衆生、みだりに仏教に違背 
して、仏道とひとしきみち ありと いふ 
ことなかれ。すなはち謗仏謗法となる 
べきなり。西天の鹿頭、ならびに論力、 
乃至長爪梵志•先尼梵志等は、博学の 
人たり、東土にむかしよりいまだなし。 
孔老さらにおよぶべからざるなり。こ 
れらみなみづからが道をすてて、仏道 
に帰依す。いま孔老の俗人をもて仏法 
に比類せんは、きかんものもつみある 
べし。いはんや阿羅漢•辟支仏も、み 
なつひに菩薩となる、一人としても小 
乗にしてをはるものなし。いかでかい 
まだ仏道にいらざる孔老を、諸仏にひ 
としといはんや。大邪見なるべし。 


は、 この 慢心、憂愁に陥らない。 

論力よ、お前は知るべきである。わが弟子たちの法には虚もなく実もな 
い。お前は何を求めているのであるか。 

お前が私の所説を破壊し ようと するならば、それは遂にその理由がなく 
なって しまうであろう。 一切智は明らめ難い。かえって 自らを 破壊する こ 
とである。 

いま世尊の金言はこのようである。東土の中国の愚かな人々が紊に仏教にそ 
むいて、仏道と同じ道がほかにあるといってはならない。もしそうならば仏法 
を謗す罪を犯すことになるからである。 

ィンドの外道の梵士 (外道の修行者)、鹿頭梵士、論力梵士、長爪梵士、先尼 
梵士らは博学の人である。中国には、古代から未だ出なかったぐらいの博学の 
人々である。孔子.老子な どは、 はるかにこの外道の諸梵士に及ばないであろ 
う。これらの博学の梵士らは、すべて自分の信ずる外道の道をすてて仏道に帰 
依した。この孔子•老子のような俗人と釈迦牟尼仏と同様に論ずる者があれ 
ば、それを聞く者も罪があるであろう。ましてや阿羅漢および縁覚も究極には 
みな菩薩になることができる。一人として小乗の四果を得ただけで終った者は 
いない。それにもかかわらず、まだ仏道に入らない孔子.老子を諸仏に等しい 
というのであろうか。極端に誤った見解というべきである。 


255 新草第十 四禅比丘 



おほょそ如来世尊、はるかに一切を 
超越しましますこと、すなはち諸仏如 
来•諸大菩薩•梵天帝釈、みなともに 
ほめたてまつり、しりたてまつるとこ 
ろなり。西天二十八祖•唐土六祖、と 
もにしれるところなり。おほょそ参学 
の力あるもの、みなともにしれり。い 
ま燒運のともがら、宋朝の愚闇のとも 
がらの三教一致の狂言もちゐるベから 
ず。不学のいたりなり。 


おょそ釈尊はすべての面において、凡人と異なり、超越的な優れた方で ある 
ことは、諸仏諸祖、諸大菩薩、梵天王、帝釈天もみな共に称讚し奉り、知り奉 
る ことで ある。 

ィンドの二十八祖以来の諸仏方も、中国の祖師方もみな知っておられること 
である。そればかりでなく、仏道参学者で実力ある者はみな知っている。それ 
故に、いまの仏法衰退期の人々や宋国の愚痴.狂気のさたの者どもが説える三 
教一致の言葉を取り上げてはならない。もしも取り上げる者は仏法参学の最も 
浅いものである。 


正法眼蔵四禅比丘第十 
建長七年乙卯夏安居日、以，，御草案 
本，書写畢。懐笄 


正法眼蔵第十 四禅比丘 

建長七年乙卯夏安居日、御草案本を以つて書写し畢る。 


懐姅 
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正法眼蔵第十一 


一百八法明門 


爾時護明菩薩、観， I 生家一已。時兜率陀 
有，二天宮：名日，，高幢―〇縦広正等、六 
十由旬。菩薩時時上，，彼宮中一為=兜率 
天 I 説=於法要--〇是時菩薩、上，，於彼宮ハ 
安坐訖已、告，，於兜率諸天子-言、汝等 
諸天、応=来聚集？我身不：，久、下=於 
人間 -0 我今欲，説=一法明門〗名入諸法 
相方便門。留：>教化汝最後。汝等 
憶，，念我，故、汝等若聞，一此法門，者、 
応レ生，，歓喜—〇時兜率陀諸天大衆、聞--於 
菩薩如“此語，已、及天玉女、一切眷属、 
皆来聚集上，，於彼宮？ 


釈尊が前生(兜率天時代)の護明菩薩であった時代、人間界に降臨するため、 
地上における生家について、一切のことを観察し終ったときに、兜率天に高幢 
という縦横とも等しく 六十 由旬(一由旬は一一七キ a ) もあるという 一つの 天宮が 
あった。その広大なことは眼がとどかぬほどの建物であった。菩薩はときどき 
その宮中に上って、ここの天人のために仏法の要諦を説いていたのである。 

このとき菩薩は、その宮で坐禅を終って兜率天の諸天子に対して「諸々の天 
子らょ、集りなさい」と告げて一堂に集め「私は近いうちに人間世界に下って 
人の子として生れるであろう。そして、一切のものごとの真理を明らめる道 
を、人間の世界に弘く説くことを念願している。このことは、諸々の法相に入 
る方便門(諸々の現象とその真理を悟る具体的な方法)と名づけるのである。私は今 
ここに汝ら諸天子らを集め、私の最後の教化とするものである。諸天子は私の 
ことを常に心に念じているから、この仏法をいつの日にか聞くならば、感応し 
て歓びの心をおこすであろう」と告げられた。 
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護明菩薩、見， K 彼天衆聚会畢巳— > 欲= 
為説法？即時更化=作一天宮〗«,,, 
彼高幢本天宮 1—0 高大広闊、覆，四天 
下；可 k 喜微妙端正少雙、威徳巍巍、衆 
宝荘飭。一切欲界天宮殿中、無„匹喩' 
者';色界諸天、見，，彼化殿：於„自宮 
生，，如，是心(如，，塚墓相-; 


時護明菩薩、已於，，過去— >行，|於宝行--^ 
種，，諸善根(成， I 就福聚：功徳具瓦⑺所 
成荘厳、師子高座、昇上而坐。護明菩 
薩、在，，彼師子高座之上：無量諸宝、 
荘厳閒錯、無量無辺。種種天衣、一!敷， 
彼座 — 〇種種妙香、以薫，，彼座--〇無量無 
辺宝炉焼香、出，，於種種微妙香華ハ1,, 
其地上—〇高座周币、有„諸珍宝--〇百千 
万億、荘厳放光、顕„耀彼宮〗彼宮上 
下、宝網羅覆、於，|彼羅網：多1=;金 


そのとき、兜率天の諸天の人々は、菩薩の このような 言葉を聞き終る ころ、 
諸々の天女やそれらの眷属などが集り来って彼の天宮に上ったのである。 

護明菩薩は彼ら天人や天女などが集って来るのを見て、説法を 始めようとし 
た。そのと き、 さらに一天宮を高幢天宮の上に造り出されて、二重の高幢天宮 
が出現した。これを見る者の誰れもが、その規模の高大広闊、雄大さは四天下 
を覆い、その微妙端正な ことは 天下に雙ぶものな く、 威徳は fc として多くの 
金銀.宝玉をもって装飾している。あらゆる感覚、意欲の世界である欲界天の 
それぞれの宮殿に匹敵するものはない。また意欲を離れた色界の諸天は、彼の 
宮殿を見て自らの宮殿に比べる ときは、 自分らの宮殿などと いう ものは 「高大 
な墓場」の姿の よう だと考えるであろう。 

時に護明菩薩は、既に過去において善行を行じ、諸々の善根 (諸善を増益させ 
る根本)を植え、諸々の幸福が集り、自ら功徳が具わり現成したのである。そ 
の功徳の現成である荘厳(装飾)せる獅子の高座(菩薩の偉大 さを 獅子に たとえて 
いう)に上って坐る。護明菩薩はかの師子高座の上で、無量の諸々の宝玉の入 
り交った無数の装身具の荘厳で包まれた。また種々な天衣を獅子座の上に敷 
き、いろいろの妙香を以ってその座を薫じ、数多くの宝爐に香を焼き、いろい 
ろな微妙の香りの高い花を出してその地上にばらまいた。獅子座の周囲には 
諸々の珍宝がならべ立てられている。これら種々様々の荘厳は光を四方に放 
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鈴— 〇彼諸金鈴、出 A 声微妙。彼大宝宮、 
復出，，無量種種光明〗彼宝宮殿、千万 
幡蓋、種種妙色、映覆，，於上—〇彼大宮 
殿、垂 n 諸流蘇(無量無辺、百千万億 
諸天玉女、各持，，種種七宝一音声作楽 
讃歎。説 u 於菩薩往昔無量無辺功徳4 
護世四王、百千万億、在，，於左右一守，， 
護彼宮〗千万帝釈、礼，，拝彼宮〗千万梵 
天、恭，，敬彼宮〗又諸菩薩、百千万億 
那由他衆、護，一持彼宮—〇十方諸仏、有，一 
於万億那由他数一護，念彼宮―〇百千 
万億那由他劫、前修行行、諸波羅蜜、 
福報成就、因縁具足、日夜増長。無量 
功徳、悉皆荘厳。如 k 是如 y 是、難レ説 
難，説。彼大微妙、師子高座、菩薩坐， 
上、告こ於一切諸天衆，言、汝等諸天、 
今此一百八法明門、一生補処菩薩大士、 
在 M 兜率宮(欲，，，下託，一生於人間，者、 
於，，天衆前(要須，，，宣暢説，，此一百八 
法明門*-0留 M 與諸以作 M 憶念—>然 
後下生。汝等諸天、今可，，至心諦聴諦 
受一我今説，之。 


ち、彼の宮殿を輝かしている。その宮殿の上下は宝の羅網で覆っている。その 
宝の羅網には多くの金の鈴が懸けられていて、それらの金の鈴は一つ一つが異 
なった微妙な音響を発するのである。また彼の宮殿は無限の種々の光明を出 
し、彼の宮殿の無数の幡蓋は、妙なる色の光が天井に映て覆い、彼の大宮殿は 
諸々の流蘇(五色の糸の房錦)を垂れ、無数の諸々の天人天女はおのおのにいろ 
いろの七宝を持ち、合唱し、楽を奏し、菩薩を 讃 歎し、昔の菩薩の無限の功徳 
を説くのである。天下を護る無数の四天王は左右に在って彼の宮を守護し奉 
り、無数の帝釈天は彼の宮を礼拝し奉り、無数の梵天は彼の宮を恭敬し奉り、 
無数の諸菩薩は彼の宮を護持し奉り、十方の無数の諸仏は彼の宮を護り、障害 
のないようにした。， 永い， 無限の時間、菩薩の修行の福報が成就し、因縁が熟し 
て日夜に増長し、無量の功徳の荘厳はこのように説ききれないほどである。 

菩薩は彼の最勝微妙の師子座の上に坐し、一切諸々の天人たちに告げて、 

「諸天よ、今説く此の一百八法明門は、この生の最後として、次の生に仏 
となる最高の地位の菩薩が兜率の宮において、人間に托生して生れようとす 
るとき、天衆の前で必ず広く宣べ知らせようとして、此の一百八法明門を説く 
べきである。ともに諸天の心に留めて、常に念ぜしめて後に人間界に生ずべき 
である。汝ら諸天よ、今真になすべき ことを 明らめ、心から聴き、体得しなさ 
い、われ今それを説くであろう」と申された。 
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一百八法明門とは何をいぅのであろぅか。 

⑴正信は是れ法明門である。堅実勇猛の心を破らざるが故に。 

⑵清浄心は是れ法明門である。染汚の心ないためである。 

⑶歓喜は是れ法明門である。安穏の心なるが故に。 

⑷真理を愛し楽しむことは是れ法明門である。心を清浄ならしめるからであ 
る。 

⑸身行の正しい行いは是れ法明門である。身と口と意の三つの行為が浄いか 
らである。 

⑹言語の浄く正しいことは是れ法明門である。地獄、餓鬼、畜生、修羅の四 
悪の心を断ずるからである。 

⑺意の清浄は是れ法明門である。貪り、瞋り、痴の三毒を断ずるからである。 

⑻念仏は是れ法明門である。仏を観ずることが清浄であるからである。 

⑼念法は是れ法明門である。法(真理)を観ずることが清浄であるからである。 

⑽念僧は是れ法明門である。道を得ることが堅実だからである。 

g 布施の願行は是れ法明門である。果報を望まないからである。 

. ミ ： I g 戒律を願行することは是れ法明門である。一切の仏道修行、居りの願いと 
念施是法明門、不^^果報_故。 

念戒1法明門、 一 机願具〇 T^I 。 行を具足しているからである。 

念天1法明門、をガ広大、. 5 k .。 ⑽念天は是れ法明門である。広大の心を発すためである。 


一百八法明門者何。 

正信是法明門、不，破 n 堅牢心，故。 
浄心是法明門、無，，濁穢，故。 

歓喜是法明門、安穏心故。 

愛楽是法明門、令，，心清浄，故。 
身行正行是法明門、三業浄故_° 

口行浄行是法明門、断，，四悪，故。 
意行浄行是法明門、断，，三毒，：^。 
念仏是法明門、観仏清浄故。 

念法是法明門、観法清浄故。 

念僧是法明門、得道堅牢故。 
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慈是法明門、一切生処善根摂勝故。 
悲是法明門、不，殺，，害衆生，故。 

喜是法明門、捨，，一切不喜事，故。 
捨是法明門、厭 n 離五慾，故。 

無常是法明門、観，，三界慾，故。 

苦観是法明門、断，，一切願，故。 

無我観是法明門、不，染，，著我，故。 


寂定観是法明門、不 U 擾，，乱心意，故。 
慚愧是法明門、内心寂定故。 

羞恥是法明門、外悪滅故。 

実是法明門、不，誑，，天人，故。 

真是法明門、不，誑，，自身，故。 

法行是法明門、随 n 順法行>1。 

三帰是法明門、浄 n 三悪道 > 故。 
知恩是法明門、不，捨，一善根，故。 

報恩是法明門、不，欺，，負他，故。 
不自欺是法明門、不，，_誉，故。 


(14)慈愛は是れ法明門である。一切の衆生が善根(諸の善心を増発させる根本)を 
摂受するからである。 

⑽悲しみは是れ法明門である。衆生を殺害することがないからである。 

⑽宜一 I びは是れ法明門である。一切の不喜の事を捨てるからである。 
g 捨(執愛を離れること)は是れ法明門である。五欲(眼、耳、鼻、舌、身の五官 
の欲)を厭い離れるからである。 

⑽無常は是れ法明門である。世間の欲を観ずるからである。 

⑽苦を観ずるは是れ法明門である。一切の願を断ずるからである。 

⑽無我を観ずるは是れ法明門である。われに執愛しないからである。 
g 寂定(解脱、煩悩を離れた境地)を観ずることは是れ法明門である。心意識 
を擾乱しないからである。 

⑽慚愧ハ罪過を恥じる；,は是れ法明門である。内心は寂定であるからである。 
⑽羞恥は是れ法明門である。外の悪を消滅するからである。 

⑽実は是れ法明門である。天人と人間を誑かないからである。 

⑽真は是れ法明門である。自身を誑かないからである。 

⑽法行(真理としての行)は是れ法明門である。法行に随順するからである。 
g 三帰(仏法僧の三宝に帰依する)は是れ法明門である。三悪道®獄、餓鬼、畜 
生)を浄くするからである。 
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⑽知恩(仏智の恩)は是れ法明門である。善根を捨てないからである。 

⑽報恩は是れ法明門である。他を欺き負かないからである。 

⑽不自欺は是れ法明門である。自ら誉めないためであるからである。 
g 衆生のためには是れ法明門である。他を毁訾(そし)らないからである。 
g 法のためには是れ法明門である。如法(真理の まま) に行ずるからである。 
(33)時を知る(ものごとについて時期を知る)ことはこれ法明門である。言説を軽 
んじないからである。 

S 摂我慢(我慢を制する)は是れ法明門である。智慧を満足するからである。 
g 不生悪心は是れ法明門である。自ら護り他を護るからである。 

⑽心に障碍のないのは是れ法明門である。心に疑惑が無いからである。 

⑽仏説を信じ解することは是れ法明門である。真理を決了体験するからであ 
る。 

⑽不浄観は是れ法明門である。欲心を捨てるからである。 

( 39 ) 不諍闘(あらそわないこと)は是れ法明門である。瞋り訟えるを止めるから 
である。 

⑽不癡(真理に明るいこと)は是れ法明門である。殺生を断ずるからである。 
楽法義*,法明門、?^*法#,®.。 3楽#5義£道)は是れ法明門である。義を求めるからである。 

愛法明是法明門、得-,法明-故。 ⑽愛法明(真理を明らめる こと) は是れ法明門である。法明を 得る からである。 


為衆生是法明門、不 i 毀，，誓他，故。 
為法是法明門、如法而行故。 

知時是法明門、不“軽„言説，故。 

摂我慢是法明門、智慧満足故。 
不生悪心是法明門、自護護，他故。 
無障礙是法明門、心無=疑惑 I 故。 

信解是法明門、決，，了第一義. I 。 
不浄観是法明門、捨，，慾染心，故。 
不諍闘是法明門、断，，瞋訟.故。 
不癡是法明門、断„殺生，故。 
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(43)多くの法を聞いて法を求めることは是れ法明門である。ものごとの相、互 
いの真理を正しく観ずるからである。 

⑽正しい方便は是れ法明門である。正しい行動を具備しているからである。 

( 45 ) 身心は四大、五蘊の仮りの和合体であることを知ることは是れ法明門であ 
る。諸々の心の障礙(碍)を除くからである。 

⑽迷妄の心の起こる原因を除くことは是れ法明門である。解脱を得るからで 
ある。 

g 怨みも親しみも無い心は是れ法明門である。怨み親しみの心の中に平等の 
心を生ずるからである。 

⑽陰方便(色 •受.想.行.識の五陰の事相を明かす こと) は是れ法明門である。 
諸苦を知るからである。 

⑽諸物の性(五種の別がある。地•水.火.風.空大)が平等であることは、是れ 
法明門である。一切の仮和合の法を断ずるからである。 

⑽諸々の事物の真理を悟ることは是れ法明門である。正道を修するからであ 
る。 

g 無生無滅の理の体験は是れ法明門である。悟りの境地を実現するからであ 
無生忍是法明門、証，，滅諦.故。 る 

身念処1法明門、諸法寂！^ガ1。 ⑽身を不浄と観ずることは法明門である。諸法は寂静であるからである。 


求多聞是法明門、正，，覚法相1故。 
正方便是法明門、具，，正行，故。 

知名色是法明門、除，，諸障礙，故。 

除因見是法明門、得，，解脱，故。 

無怨親心是法明門、於，，怨親中，生，，平 

no ノ 

陰方便是法明門、知，，諸苦，故。 

諸大平等是法明門、断，，於一切和合 

no 

諸入是法明門、修，，正道，故。 
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(53) 感覚器官の感触するものを苦と観ずることは是れ法明門である。一切の 
諸々の感覚器官に感触するものを断ずるからである。 

(54) 心意識の上の現象を無常と観ずることは是れ法明門である。心は幻化の如 
しと観ずるからである。 

( 55 ) あらゆるものごとには我としての実体はない「無我」と観ずることはこれ 
法明門である。智慧に翳が無いからである。 

⑽四正® (現在の悪を除くため、未生の悪を生ぜしめない。未生の善を生ずるため、現 
在の善を増長するため、この四つのため努力する)することは法明門である。一切 
悪を断じて諸善を成ずるからである。 

g 四種の禅定は是れ法明門である。身心が 軽くなる からである。 

g 信根 S •法.僧を信ずること) は是れ法明門である。他の教えに随わないか 
らである。 

S 精進根(仏道修行に努力すること)は是れ法明門である。善く諸々の智慧を得 
るからである。 

⑽念根(仏道正 法を念ずること) は是れ法明門である。善く諸々の行動を作す 
からである。 

㈣ 定根 ( 心の安楽、静慮、禅定根のこと}は是れ法明門である。心は清浄である 
定根是法明門、心清浄故。 からである。 


受念処是法明門、断=一切諸受 I 故。 

心念処是法明門、観，心如，，幻化.故。 
法念処是法明門、智慧無翳故。 

四正勲是法明門、断，，一切悪，成，，諸善， 
I 。 

四如意足是法明門、身心軽故。 

信根是法明門、不，随，，他語，故。 

精進根是法明門、善得，，諸智，故。 

念根是法明門、善作，，諸業，故。 


264 



(62) 慧根(真理を思惟すること)は是れ法明門である。諸法を現に観ずるがため 
である。 

(63) 信の力が増大して諸々の邪見を破ることは是れ法明門である。諸々の悪魔 
の力を超えるからである。 

( 64 ) 仏道の精進力は是れ法明門である。不退転であるからである。 

㈣ 念力は是れ法明門である。四顚倒の他衆と同じないからである。 

(66) 禅定の力増長して迷妄を離れるのは是れ法明門である。一切の念慮を断絶 
するからである。 

(67) 慧力ょく諸々の悪 や 迷いを脱する ことはこれ 法明門で ある。 二辺(断見、 
常見)を離れるからである。 

㈣ 定慧を均等に修行するは是れ法明門である。諸々の真理を知る知覚のょぅ 
であるからである。 

㈣ 智慧をもって存在の真理を明らめることは是れ法明門である。一切の諸法 
を照明するからである。 

⑽修行に精進して真理(悟り)を体験することは是れ法明門である。善く知 
覚するからである。 

g 法(仏道}を得て喜ぶことは是れ法明門である。諸々の精神の安静を得る 
喜覚分是法明門、得，，諸定，故。 からである。 


慧根是法明門、現見， I 諸法 I 故。 

信力是法明門、過，，諸魔力，故。 

精進力是法明門、不退転故。 

念力是法明門、不，共 i 他故。 

定力是法明門、断，，一切念，故。 

慧力是法明門、離-,二辺，故。 

念覚分是法明門、如，諸法智，故。 

法覚分是法明門、照=明一切諸法，故。 
精進覚分是法明門、善知覚故。 
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g 身心を安楽にすることは是れ法明門である。すべての行動が自由自在とな 
るからである。 

(73) 精神を統一することは是れ法明門である。一切法の平等を知るからであ 
る。 

(74) 一切の現象に囚われない ことは 是れ法明門である。一切の現象から解脱し 
ているからである。 

(75) 釈尊の成道の修行の根本となった八正道の一つである正見(正しぃ観察) 
は是れ法明門である。悟りの聖道を得るためであるからである。 

g 正分別(正しぃ思想、正しぃ判断)は是れ法明門である。一切に囚われた分 
別を超えた無分別であるからである。(八正道の一) 

g 正語は是れ法明門である。一切の名字、音声、語言を響きのょぅに知るか 
らである。(八正道の一) 

g 正命(正しぃ生活)は是れ法明門である。一切の悪道を除き滅するからで 
ある。(八正道の一) 

g 正行(正しぃ行ぃ)は是れ法明門である。悟りの世界に至るためである。 

_正念(正しぃ念慮)は是れ法明門である。一切のものごとに囚われの思念 
がないからである。(八正道の一) 

正定見法明門、/心無散乱三«,11。 ㈣ 正定(禅定)は是れ法明門である。心の乱れが統一され、落ちついた静 


除覚分是法明門、所作已辨故。 
定覚分是法明門、知 J 切法平等.故。 
捨覚分是法明門、厭„離一切生，故。 
正見是法明門、得„漏拭聖道 I 故。 

正分別是法明門、断，，一切分別無分別， 
I 。 

正語是法明門、一切名字•音声•語言、 

知レ如レ響故。 

正命是法明門、除，，滅一切悪道，故。 
正行是法明門、至，，彼岸，故。 

正念是法明門、不，思，，念一切法，故。 
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菩提心是法明門、不 y 断，，三宝，故。 

依倚是法明門、不，楽 n 小乗 I 故。 

正信是法明門、得 m 最勝仏法一故。 

増進是法明門、成，，就一切諸善根法， 

I 。 

檀度是法明門、念念成，，就相好ハ荘，，厳 
仏土(教，，化慳貪諸衆生.故。 
戒度是法明門、遠 二 離悪道諸難(教 ，一 
化破戒諸衆生，1。 

忍度是法明門、捨，二切瞋恚•我慢•諂 
曲•調戯(教，，化如，是諸悪衆生 I 

I 。 

精進度是法明門、悉得，，一切諸善法ハ 
教，化懈怠諸衆生，故。 

禅度是法明門、成，，就一切禅定及諸神 
通ハ教，，化散乱諸衆生，故。 


智度是法明門、断，，無明黒暗及著諸見—'\ 
教ゝ化愚癡諸衆生，故。 

方便是法明門、随，，衆生所見威儀ハ而 
示，，現教化(成，，就一切諸仏法，故。 


寂そのもの、静寂三昧を得るからである。(八正道の一) 

㈣ 菩提心は是れ法明門である。三宝を断絶しないからである。(八正道の I ) 

㈣ 依倚(たよる)は是れ法明門である。小乗を楽わないからである。 

( 84 ) 正信は是れ法明門である。最勝の仏法を得るためである。 

(85) 増進は是れ法明門である。一切の諸々の善根の法を成就するからである。 
⑽布施は是れ法明門である。念々に仏の相好を成就し、仏土を荘厳し慳貪 

(ものをおしみ、むさぼる心) の諸々の衆生を教化するからである。 
g 戒律を護持することは是れ法明門である。悪道の諸難を離れて破戒の諸々 
の衆生を教化するためである。 

㈣ 忍耐は是れ法明門である。一切の瞋恚•我慢•諂曲(へつらい).調戯(あ 
ざけり、たわむれ〕を捨て、諸々の悪行の衆生を教化するからである。 

㈣ 修行の努力精進は是れ法明門である。悉く一切の諸々の善法を得て懈怠 
(なまける〕の諸々の衆生を教化するからである。 

⑽禅定は是れ法明門である。一切の禅定および諸々の神通が成就して、心の 
散乱せる諸々の衆生を教化するからである。 

§悟りの智慧を磨くことは是れ法明門である。無明の迷妄および執着による 
邪見を断じて愚癡の諸々の衆生を教化するからである。 

⑽方便ハ方法を用いて衆生を教化する、仮りの法 G は是れ法明門である。衆生の 
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生活のあり方に一応随つて教化を示し、一切の諸仏の法を成就するからで 
ある。 

(93) 四摂法(衆生を仏道に入らしめる四種の法、布施、愛語、利行、同事を教示する) 
は是れ法明門である。一切の衆生を引き入れて菩薩を得させ一切の衆生に法 
を施すからである。 

(94) 教化衆生は是れ法明門である。自らは楽を得ないのにかかわらず、他の教 
化のために疲れたり倦かないからである。 

(95) 正法を受け入れることは是れ法明門である。一切衆生の諸々の煩悩を断ず 
るからである。 

( 96 ) 福徳を集めることは是れ法明門である。諸々の衆生を利益するからである。 

§禅定の修行は是れ法明門である。十力を満足するからである。 

⑽寂定は是れ法明門である。仏の悟りを成就して具足するからである。 

⑽慧見(仏智)は是れ法明門である。智慧成就して満足なるためである。 

_自由自在に仏道を説くことは是れ法明門である。真理を明らめるからであ 
る。 

. ". … S 一切の真理を悟る仏行は是れ法明門である。仏眼を得て成就するからであ 
入 I 切行是法明門、得„仏眼，成就故。 

成就陀羅尼是法明門、聞 n 一切諸仏法〗 る 

1^又 H ㈣ 一事一物の中に全体を包含する神力を成就するは法明門である。一切諸仏 


四摂法是法明門、摂，，受一切衆生—'*得，， 
菩提，巳、施，，一切衆生法，故。 

教化衆生是法明門、自不，受，楽、不，，癡 

no 

摂受正法是法明門、断，.一切衆生諸煩 

il 。 

福聚是法明門、利 n 益一切諸衆生，故。 
修禅定是法明門、満 n 足十力，故。 

寂定是法明門、成，，就如来三昧，具足 
I 。 

慧見是法明門、智慧成就満足故。 

入無礙辯是法明門、得，，法眼 I 成就故。 
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得無礙辯是法明門、令，，一切衆生皆 
歓直'5 գ 

順忍是法明門、順，二切諸仏法，故。 

得無生法忍是法明門、得，，受記，故。 
不退転地是法明門、具，，足往昔諸仏 

no 

従一地至一地智是法明門、灌頂成， 一 
就一切智，故。 

灌頂地是法明門、従，，生出家一乃至得，， 
成阿耨多羅三藐三菩提，故。 


爾時護明菩薩、説こ是語 I 已、告 n 彼一 
切諸天衆，言、諸天当，知、此是一百八 
法明門、留，，與諸天--〇汝等受持、心常憶 

シテ レ ムルコト セ 

念、勿 P 令 n 忘失— 0 


の法を聞いて能く受持するからである。 

(103)自由自在に説く弁を得ることは是れ法明門である。一切の衆生をしてみな 
歓喜させるからである。 

_悟りの道に順じて他に心を動かさないことは是れ法明門である。一切の諸 
仏の法に順ずるからである。 

㈣ 一切の事物は本来不生不滅のもの(実体として生ずることも、滅することもな 
い)との自覚を得ることは是れ法明門である。仏から将来に仏となる予言を 
得るからである。 

_修証の活きが一歩も退かない境地は是れ法明門である。過去の諸仏の法 
を具足するからである。 

:一修証の境地が一階段から一階段に到る智は是れ法明門である。仏から 
灌頂(一定の資格を得た ことの 証、祝意に頂に浄水をそそぐ式)して 一切 智を成就 
するがために。 

_灌頂地(菩薩)は是れ法明門である。衆生も出家も悟りを得させられるか 
らである。 

そのとき護明菩薩は是の語を説き終って彼の一切の諸天衆に告げて言ぅには 
「諸天は当に知るべきである。是れは一百八法明門である。私は今ここに諸天 
に与える。汝ら受持し常に心に念じて忘れてはならない I と。 
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これすなはち一百八法明門なり。一 
切の一生所繫の菩薩、都史多天ょり閻 
浮提に下生せんとするとき、かならず 
この一百八法明門を、都史多天の衆の 
ために敷楊して、諸天を化するは、諸 
仏の常法なり。 

護明菩薩とは、釈迦牟尼仏、一生補 
処として、第四天にましますときの名 
なり。李附馬、天聖広燈録を撰する 
に、 この 一百八法明門の名字をのせた 
り。参学のともがら、あきらめしれる 
はすくなく、しらざるは稲麻竹葦のご 
とし。いま初心晚学のともがらのため 
に、これを撰す。師子の座にのぼり、 
人天の師となれらんともがら、審細参 
学すべし。 この 都史多天に一生所繫と 
して住せざれば、さらに諸仏にあらざ 
るなり。行者みだりに我慢することな 
かれ。一生所繫の菩薩は中有なし。 


これが即ち一百八法明門である。 

次の生で仏になるはずの菩薩の最高位である最後身の菩薩が、誰れも兜率天 
を下って人間世界に生れよぅと するとき には、必ず この 一百八法 明 門を兜率天 
の衆のために弘く説いて、諸天を教化するのである。 

それが諸仏の常法である。 

護明菩薩とは、釈迦牟尼仏が最後身の菩薩として、第四天(兜率天の六層中の 
第四層の天)にましますときの名である。李謝馬は「天聖広燈録」を撰し、こ 
の一百八法明門の名目を記している。仏道の参学者もこれを知るものは極めて 
少なく、知らぬ者が大部分である。いま初心晩学の人々のためにこれを書いた 
のである。師子座にのぼり人の師となる人々は、審細綿密に参学すべきであ 
る。この兜率天における最後身の菩薩として住んだ者の外のものは諸仏ではな 

N 0 
IV 

修行者らはみだりに自惚れて他を侮ってはならない。兜率天に住した菩薩 
は、その生涯を終れば次の生を得るまでの中間の中陰を経ないで直接仏になる 
のである。 


正法眼蔵一百八法明門第十一 


正法眼蔵第十一 


一百八法明門 
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正法眼蔵第十二 八大人覚 


諸仏是大人、大人之所，，覚知〔所以 
称，，八大人覚.也。覚，，知此法(為こ涅 

象 

本師釈迦牟尼仏、入涅槃 夜、最 
後之所説也。 


一者少欲。於二彼未得五欲法斗(不 n 

ク セ ケテス ト 

広追求(名為，，少欲--〇 

ノタマハクナンダチ ニル ノハ 

仏言、汝等比丘、当，知、多欲之人、 

クムルガ ヲニ モタシ ノ ハ 

多求，，名利，故、苦悩亦多。少欲之人、 

ク ムルコトケレバ チシ ノヒ ニ 

無，求無 k 欲、則無=此患— 〇直爾少 

スラホ-ス イカニンヤ ノクズルヲヤノ 

欲尚応，，修習；何況少欲能生，，諸 

ヲ ノ ハ チシ シテテムルコト ノ 

功徳— 〇少欲之人、則無=1諂曲以求-,人 


諸仏は大人(絶大なる覚の人)である。この大人の悟りの内容が八つの要素、 
性格を具えておられるから八大人覚と名づけるのである。 

しようよく ちそく ぎよう U やくじようごんしようじん ふもうねん しゆぜんじよう しゆちえ 

八大人覚とは少欲、知足、楽寂静、勤精進、不忘念、修禅定、修智慧、 
不戯論の八大要素、特性を悟りの内容とする。この八大人覚の法を了解し修す 
ることが涅槃、即ち解脱の因縁となる。 

この八大人覚の教えはわれらの本師、釈迦牟尼仏がおかくれになられるその 
夜、最後にお示しになった御教え(遺教経)なのである。 

第一は「少欲」である。 

少欲とは、五欲(五官の欲)は対象，のあらゆるものごとに執愛してそれを得 
よぅとするが、求めず取らずを少欲といぅのである。五欲とは財•色•食 • 
名利•睡眠の欲である(世親の「遺教経論」の少欲の章に「大人たる諸仏の成就された 
功徳中、第一のものは〈無求〉、功徳を求めないといぅことである」とある)。 

仏が言われた。 
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意-:亦復不，.為，，諸根，所*牽。行 „ 少欲. 
者、心則坦然、無ぃ所„憂畏；触：，事有， 
余、常無，不 P 足。有=少欲，者、則有，， 
涅槃— 〇是名=少欲 - -Q 


二者知足。已得法中、受取以，限、 
称日=知足一 

仏言、汝等比丘、.*,欲，脱„諸苦悩一 
当レ観=知足--〇知足之 ft ,、 即是富楽安穏 
之処。知足之人、雖：，臥，.地上〔猶為，， 
安楽';不知足者、雖レ処，一天堂〗亦不， 
称レ意。不知足者、雖： as 而貧。知足 


お前ら僧たちよ、このことを正に知るべきである。多欲の人は多くの«!利 
を求め貪る故に苦しみや悩みが多い。少欲の人は限度以上に求めないから苦し 
みや悩みも少ない。 

このように、あらゆる苦しみ悩みを滅し去る道は少欲にあるのであるから、 
出家たる者は当然、少欲を修するべきである。ましてや少欲の功徳により、他 
のあらゆる功徳が現われて来るにおいてはなおさらである。 

少欲の人は、自分の意志を曲げて他人にへつらい、他人の気に入るような行 
動をしない。また少欲の人は、自然に身心をおさめ調えて、その身心の欲する 
ままに行動しない。 

少欲を行ずる人は、心安らかで憂いもなく畏れもない。何事に触れても足る 
ことを知り、何ものも求めるところはない。少欲を修行するとき、涅槃(解脱 
の完成)が現成する。是れを少欲という。 

第二は「知足」である。 

求めるのにその最少限度を以て満足する こと。 また、すでに与えられたどの 
ようなものについても満足する ことを 知足という。 

釈迦牟尼仏が言われた。 

お前ら僧たちよ、もしも諸々の苦しみ悩みを解脱しようと思うなら、知足を 
観ずべきである。知足の法は苦悩をなくし、共に®- «• 楽!^！!の心を得る。富とは 
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之ん、雖 L 卜而富 O ' J 不知足#、 t 為.他と自らとが一つになる自由の境、楽は涅槃(解脱)の境、安穏は心平らかに 
五欲-所-牽、為--知足者-之 rf 憐樊是 静か， f し違である。 

名"知5 知足の人は、住むに家なく、地上に眠っても、なお安楽であり、不知足の人 

は、たとえ金殿玉楼に住んでも、なお満足しない。だから、不知足の人は富ん 
でいても貧しく、知足の人は貧しくても富んでいるのである。 

知足の人は、自ずから常に楽しみ苦悩を知らない。不知足の人は、自ら常に 
身心の虜となり、悩み苦しむ。だから、知足の人からは憐れな人と思われる。 
これが知足である。 

第三は「楽寂静」である。 

常に人と人との関係、交渉にょる煩しさと、街の雑音から離れて、静かな処 
を選び、独り修証することを楽寂静(寂静をねがうこと)という。 

仏が言われた。 

お前ら僧たちょ、解脱の心である寂静、無為(ものごとに囚われない心)、安楽 
の心を得ることを願うならば、身心を乱し騒がしい街を離れて静かな処で独り 
修行に専念すべきである。静かな処で修行する人には帝釈天をはじめ、諸々 
の天人が礼拝し供養するであろう。 

この故に己衆と他衆(我執が自己の身心に現われるのを己衆または我相といい、我執 
が環境に現われるのを他衆または我所相という)とを捨てて、静寂の処に独り安んじ 


三者楽寂静。離=諸憒閙：独，，処空間ハ 
名， I 楽寂静-〇 

仏言、汝等比丘、欲 i 求，，寂静無為 
安楽--»当„離=憒閙，独処間居 ± o 静処之 
人、帝釈諸天、所，，共敬重'?是故、当 T 
捨己衆他衆一空.独処、思6滅=苦 
本—〇若楽 i 者、則受，，衆悩-〇譬如™大 
樹衆鳥集 i 之、則有，，枯折之患 r — 〇世間縛 
篆没於衆苦';譬如 T 老象溺泥、不* 
能，， 自出— OIL . 是名，，遠 離--〇 
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て苦の根本を滅せんことを求め願うべきである。 

自らの身心に執愛する者は、その身心の苦しみと悩みを受ける。恰も大樹の 
下に無数の鳥が集結すると、その樹は枯れてしまう。世間の人々も世の中の圧 
迫や不自由または反撃が甚しいために、その重圧、迫害の苦しみに堪え兼ね 
て遂に身を亡ぼす結果ともなる。譬えば老いた象が泥沼にはまり込んで、自分 
の力では出ることができないようなものである。 

叫歡 -1; 精進。 1:11, 善 务齡 m:? 

無間、故云，一精進--〇精而不，雑、進而不， 

仏言、汝等比丘、若勤精進、則事 
無=難者—〇是故汝等、当=勤精進 -0 譬 
如，，少水常流、則能穿，，石。若行者之心、 

数数懈廃、譬如，鑽 k 火、未，熱而息、 

雖，欲レ得レ火、火難！.可，得。是名，，精 
% 

精進すべきである。 

譬えば少しの水でも休みなく流れていれば、遂には石に穴をあけるようなも 
のである。もしも修行者が、仏道の修行を時どき怠ったり捨てたりしたならば 
どうであろうか。 


この重圧迫害から逃れることを遠離(脱する〕といぅ。 

第四は「勤精進」である。 

もろもろの善法をねんごろに修して、休むことがないことを精進といぅ。精 
とは混じるもののない純一のことであり、進は一歩も退かないで修行すること 
である。 

仏の言葉に、 

お前ら僧たちょ、もし身心の限りを尽くして勤精進するならば、即ち仏道を 
成就することも難いことではない。この故に汝らは今ょり、ただひたすらに勤 
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これを譬えるならば火を発すのに、未だ十分に熱くならないうちにやめてし 
まったならば、火を得ようとしても、それを得ることは難しいようなものであ 
る。この不退転の努力、一歩も退かぬ勇猛心を精進と名づける。 

第五は「不忘念」である。 

不忘念はまた「守正念」ともいう。一切の真理、法を了解、体験し行持する 
ことを(戒定慧を一に思念す る 心、宗門に ては 坐禅の心)正念と名づけ、または不忘 
念とも名づける。すなわち正念とは純一無雑の心で あり、 善悪•是非などの対 
立のない正しい心、坐禅の心を続け保つことである。 

仏の仰せには、 

お前ら僧たちよ、善知識を求め、仏道を善く護り、善き助けを求めるには不 
忘念が絶対に必要である。 

もし不忘念を保つならば、諸々の煩悩の賊が忍び込む隙はない。 この 故に汝 
ら僧たちは、常に この 不忘念を修行し正念を保持すべきである。 

もしも、この正念を失うようなことがあれば、諸々の功徳も失われる。も 
し、この正念の力が堅く強ければ、五欲の賊の中に入っても、その害を受ける 
ことはない。譬えば鎧を着て戦に臨めば、畏れる敵がないようなものである。 

&修禅定。也 ft : 不 SL ,、 禅これを不忘念と名づけるのである。 

定！ 第六は r 修禅定」である。 


五者不忘念。亦名，，守正念—〇守 P 法不レ 
失、名為=正念〗亦名，，不忘念'; 

仏言、汝等比丘、求，，善知識〕求，， 
室 ' ft 助；無.如，ネ忘'^若有，，不忘念， 
者、諸煩悩賊、則不 & F " 入。是故汝等、 
常当=摂ぃ念在 P 心。若失 i 念者、則失，， 
諸功徳--〇若念力堅強、雖乂=五欲賊中一 
不，，為所譬如，，著，鎧入レ陣、則 
無，，所，畏。是名-一不忘念—〇 
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仏言、汝等比丘、若摂，心者、心則 
在レ定。心在 k 定故、能知，，世聞生滅法 
相— 〇是故汝等、常当 >,，精進、修，，習諸定—〇 
若得。定者、心即不 k 散。譬如ョ防 レ 水 
之家、善治，，堤塘〗行者亦爾。為，，智慧 
水，故、善修=禅定(令，不，，漏失— 〇是名 

4レ％ 


七者修智慧。起，，聞思修証一為，，智慧—〇 
仏言、汝等比丘、若有， 一 智慧ハ則無， 一 
貪著—〇常自省察、不 k 令，有，失。是則 
於 n 我法中；能得，，解脱-〇若不，爾者、既 
非こ道人；又非 n 白衣〔無，所，名也。実 
智慧者、則是度，_老病死海，堅牢船也。 
亦是無明黒闇大明燈也、一切病者之 
良薬也、伐，，煩悩樹，之 P 斧也。是故汝等、 
当 下 以二聞思修慧；而自増益 ± o 若人有， 一 
智慧之照(雖 n 是肉眼(而是明見人也。 
是名 M 智慧—〇 


仏道(真理)に身心を没入して心を乱さない精神状態のことをいう。 

仏が言われた。 

お前ら僧たちよ、もし心を整えるときは、心は禅定の澄み切ったなかにあっ 
て乱れることはない。 このような 心境に安んじているから、世間の生滅のもの 
ごとの相を達観し得るのである。 この 故にお前らは常に諸々の禅定に精進して 
修行すべきである。もし禅定を得るならば身心は決して乱れない。 

譬えば水を防ぐことのできる家は、よく堤を治め水を治めることができるよ 
うなものである。修行者もまた、このように智慧の水を護衛するために禅定と 
いう堤を構築して、智慧の水を漏れ失わないようにする。 これ か禅定である。 

第七は「修智慧」である。 

修智慧とは聞思、即ち教法を聴聞して得る智慧を起して、修行及び r 証り」 
の実践的智慧を得ることである。聞思修とは、仏教の道理を聴聞する智慧、こ 
の道理を正しく思考して得る智慧、この道理を実践修行して得る智慧の三つを 
聞思修の智慧というのである。 

仏の言葉に、 

お前ら僧たちよ、若し聞、思、修の三つの智慧を得るならば、貪欲の執着を 
離れることができる。この故に常に反省、観察して、怠らない ように 心掛ける 
べきである。 
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もしこの境地を得るならば、仏法における解脱を得るのである。もし、そぅ 
でない者は出家人ではない。また在家人ともいえない。出家人とも在家人とも 
何とも名の付けよぅのない人である。真実の智慧である聞.思.修の三慧(仏 
の智慧)は、生老病死の海を渡る難波の心配のない船である。 

この智慧は迷いの闇を照らす大いなる燈台の燈明である。また、すべての病 
人のための最も良い薬である。煩悩の樹を伐るよく切れる斧でもある。 

この故に、お前ら僧たちよ、聞、思、修の三智慧をもって自他諸共に限りな 
い利益を得るのである。もしこの智慧の光を得た人は、ただの肉眼であっても 
天眼通(時空を超えて見透す智慧)等の神通の如き力を具えた人である。これを智 
慧と名づけるのである。 

八者不戯論。証離， I 分別：名，，不戯 
論—0究=尽実相(乃不戯論。 

仏言、汝等比丘、若種種戯論、其 
心則乱。雖-，復出家〗猶未，，得脱--〇是故 
比丘、当 一，， 急捨 ，一 離乱心戯論--0汝若欲， 

得， I 寂滅楽，者、唯当.，善滅=戯論之患'; 

是名，，不戯論--〇 

お前ら僧たちよ、もし様々な妄想による思想や説論すなわち戯論は正しい心 
を乱す。出家していても未だ解脱していない者は、急いで解脱を妨げる乱心戯 


第八は「不戯論」である(不戯論とは誤りや邪な論や説でない正しい論、真理として 
の論説)。 

消極的には凡夫の慮知、分別知を離脱して仏智見を開くことを不戯論と名づ 
ける。また積極的には、諸法の実相なることを究尽すること、即ち真理を悟る 
こと、真理の体験を不戯論といぅのである。 

仏が言われた。 
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これ八大人覚なり。一一各具八、す 
なはち六十四あるべし。ひろくすると 
きは無量なるべし、略すれば六十四な 
り0 

大師釈尊、最後之説、大乗之所 n 教 
誨，之至極。二月十五日夜半の極唱。こ 
れよりのち、さらに説法しましまさず。 
つひに般涅槃しまします。 


仏言、汝等比丘、常当 L 心勤求， 一 
出道— 〇一切世間動不動法、皆是敗壊不 

ノ ナリ シバラクヤミネレ ルコトタモノィ73卜 

安之相。汝等且止。勿 y 得=復語—〇 
時欲=将過〗我欲„滅度-- OV 是我最後之 
U 救％？ 


このゆ袅に、如来の弟子は、かなら 
ずこれを習学したてまつる。これを修 


論を捨て去るべきである。もしお前ら僧たち、解脱の法悦を体験せんと欲する 
ならば戯論の災害を滅し去るべきである。是を不戯論と名づけるのである。 

以上が八大人覚である。実はその一つひとつが八つの「働き」を具えている 
から、都合六十四大人覚でもある。すなわち八面玲瓏の正法眼蔵なのである。 
これを拡大すれば無限大となり、略すれば六十四となるのである。 

この八大人覚は、われらの大師なる釈迦牟尼仏の最後に遺された、われら僧 
たちの「誨」の教えである。 

これ、大乗の御教誨であり、釈尊ご入滅直前の二月十五日夜半 c 旧説で西暦紀 
元前四八五年〕の遺教である。これより後は何のお言葉もなく、遂に般涅樂(死 
去)されたのである。 

釈迦牟尼仏の言葉に、 

お前ら僧侶たちは常に八大人覚を一心に学び、修行し努力すべきである。あ 
らゆるものごとは、流動と静止の現象である。それらは、畢竟じて敗れ滅し去 
る不安の相である。諸々の比丘たちよ、少しのあいだ物言ぅことを止めて静か 
にしなさい。私はいま滅度(死去)せんとする。これが私の最後の言葉である。 
これが私の最後の教えである。 

この因縁によって、釈迦牟尼仏から摘々、正伝相続してきた仏弟子たる者 
は、必ず八大人覚を最も尊敬し、信仰し奉ってその修証を実践すべきである。 
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習せず、しらざらんは、仏弟子にあら 
ず。これ如来の正法眼蔵涅槃妙心な 
り。しかあるに、いましらざるものは 
おほく、見聞せることあるものはすく 
なきは、魔嬈によりてしらざるなり。 
また宿殖善根のすくなきもの、きか 
ず、みず。むかし正法•像法のあひだ 
は、仏弟子みなこれをしれり、修習し 
参学しき。いまは千比丘のなかに、一 
両箇の八大人覚しれるものなし。あは 
れむべし、澆季の陵夷、たとふるにも 
のな し。 如来の正法いま大千に流布し 
て、白法いまだ滅せざらんとき、いそ 
ぎ習学すべきなり、緩怠なることなか 
れ〇 


仏法にあひたてまつること、無量劫 
にかたし。人身を ぅる こと、またかた 
し。たとひ人身を ぅくる といへ とも 
三洲の人身よし。そのなかに南洲の人 


この 修証をおろそかに したり 無視する者は仏弟子ではない。 

この八大人覚は、即ち如来の生命である正法眼蔵涅槃妙心そのものであるか 
らである。それにもかかわらず昨今はこの八大人覚を知らない者が多々あり、 
知っている者の少ないのは、悪魔の類に誑かされて、本性の「働き」を失って 
いるからである。あるいは過去の善行が少ない人々たちには、八大人覚が正法 
眼蔵涅槃妙心であることを見聞しないのである。 

昔、仏の滅後に仏法の正しく行われた時代の正法時代や、その次の時代の仏 
法がすべて形式化して しまった 像法時代においては、仏弟子は皆 これを 知って 
いたのである。 

しかし、仏法が内容外観ともに衰頹してしまった末法の現在では、千人に一 
人 もこの 八大人覚を知っている者はない。まことに、まことに悲しむべきこと 
である。末世ともなれば仏法の衰頹たるや譬えるべくもない。 

如来の正法なる八大人覚が今日、全世界に弘 めら れ、白法すなわち純一無 
雑の仏法、不染汚の修証が未だ滅びないあいだに急いで修証すべきである。一 
時も ゆるがせに してはならない。 

人が仏法に逢ぅことができることは、千載一遇とも言えるほどむずかしいこ 
とである。しかも人身に生れることも同じくむずかしい。 

しかるに私らは、この世に人身を受けることができたが、そのなかでも三洲 
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身すぐれたり、見仏聞法、出家得道す 
るゆ袅なり。如来の般涅槃ょりさきに 
涅槃にいり、さきだちて死せるともが 
らは、この八大人覚をきかず、ならは 
ず。いまわれら見聞したてまつり、習 
学したてまつる、宿殖善根のちからな 
り。いま習学して生生に増長し、かな 
らず無上菩提にいたり、衆生のために 
これをとかんこと、釈迦牟尼仏にひと 
しくしてことなることなからん〇 


(古代ィンドの世界観で仏法に逢うことのできる州を四州のうちの三州とした)に生れる 
ことは有り難いことである。まして特に南洲、すなわちこの娑婆世界の人々に 
生れたことは最も優れたことである。というのは仏の法を直接拝聴し、または 
出家得道することができる機会に恵まれた人々であるからである。 

釈迦如来の入滅ょり先立って死んだ人々は、この八大人覚の齡14 i が聞けな 
かった。したがって修学することもない。そのことを思うといまわれらはこの 
八大人覚を見聞し奉り、修学し奉ることができるのは、まことに過去における 
善行の力であると感謝せずにはおられない。われらはいま八大人覚の御教誨を 
修証学習し、幾度生れ変わってもその度毎に、その功徳を増長して必ず身心解 
脱の境に至り、世の人々のために仏道を説くならば、釈迦牟尼仏に等しいこと 
であろう。 


正法眼蔵八大人覚第十二 
彼本奥書日、建長五年正月六日'書，， 
于永平寺—〇 

如今建長七年乙卯解制之前日、令„ 
義 i 書記、書写 I 畢。同一,,校之'; 
右本、先師最後御病中之御草也。仰 
以、前所：，撰仮字正法眼蔵等、 


正法眼蔵第十二 八大人覚 

この書の奥書に日く、建長五年正月六日、永平寺に於て書す。 

今は建長七年乙齋解制の前日、義演書記をして書き写させ畢り、同じく 
之を一校した。 

右の本は、先師が最後に御病中の御草である。仰ぎおもんみるに、前に撰 
したもぅ仮名字正法眼蔵等は皆書き改めらる。ならびに新草ともにすべて 
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皆書改。竝新草具都盧一百巻、可， 

辱音 KO 

既始草之御此卷、当，一第十二，也。此 
之後、御病漸漸重増。仍御草案等 
事即止也。所以此御草等、先師最後 
教勅也。我等不幸不 k 拝，，見一百卷 
之御草(尤所，恨也。若奉，恋，，慕先 
師一之人、必書二此十二卷ハ而可 レ 護- 一 
持之— 〇此釈尊最後之教勅、且先師最 
後之遺教也。 懐穽記，之。 


一百巻を撰すべしと云々。 

既に始草の此の御巻は、第十二巻に当る。此の後、御病が漸漸に重り増し 
たもぅ。仍て御草案等の事が止んだ。ゆえに此の御草等は禅師最後の教勅 
である。我ら不幸にして一百巻の御草を拝見するを得ず、尤も恨みとする 
所である。 

若し先師を恋慕し奉らん人は、必ず此の十二巻を書して之を護持すべきで 
ある。 

釈尊最後の教勅にして且つ先師最後の遺教である。懐弊之を記す。 



正法眼蔵 辦道話 


諸仏如来、ともに妙法を単伝して、 
阿耨菩提を証するに、最上無為の妙術 
あり。これただ、ほとけ仏に さ づけて 
よこしまなることなき は、すなはち自 
受用三昧その標準なり。 


この三昧に遊化するに、端坐参禅を 
正門とせり。この法は、人人の分上に 
ゆたかにそなはれりといへども、いま 
だ修せざるにはあらはれず、証せざる 
にはぅることなし。はなてばてにみて 
り、一多のきはならんや。かたればく 
ちにみつ、縦横きはまりなし。諸仏の 
つねにこのなかに住持たる、各各の方 
面に知覚をのこさず。群生のとこしな 


真理の体験者(覚者)である諸仏の一人の師が、一人の弟子に真理の体験 
(覚•証•悟•了も同義)させるための最も優れ最も自然な手段、すなわち妙術 
は坐禅の道である。この坐禅の妙術は、ただ師の仏が弟子の仏に授けられるの 
みであって、授ける ものと 授けられる ものとの 間に少しの隙間も狂いもな 
く、完全無欠に、正しく授与されるのである。仏が仏に授けて行くその坐禅の道 
は、自受用三昧(本来の 自己、 坐禅になりきる)を標準とし、根本とするのである。 

この自受用三昧に なりきる ことは、正身端坐(正しい姿勢で坐禅する こと) を唯 
一の手段とするのである。 

この妙術•妙法は、すべての人々に本来ゆたかに具っているものである。し 
かし、修行して体験しなければ決して現成することはない。仏の眼を開かなけ 
れば得ることができないものである。 

この方法は、感覚や意識の作用を超越するときに手に満つるものである。そ 
れは一とか多とかにかかわりなく融合し合い、しかも各々その相を同じくせず 



へにこのなかに使用する、各各の知覚 
に方面あらはれず。 


いまを しふる 功夫辦道は、証上に万 
法をあらしめ、出路に一如を行ずるな 
り。その超関脱落のとき、この節目に 
かかはらんや。 


予、発心求法ょりこのかた、わが朝 
の遍方に知識をとぶらひき。ちなみに 
建仁の全公をみる。あひしたがふ霜 
華、すみやかに九廻をへたり。いささ 
か臨済の家風をきく。全公は祖師西和 
尚の上足として、 ひとり 無上の仏法を 
正伝せり、あへて余輩のならぶべきに 
あらず。 


して、その本質を保っているのである。語ろうとしても語りきることのできな 
いものであり、その自由自在さは捉えようにも極まることがない。 

諸仏は常にこの自受用三昧中の主となって、どの方面に対しても感覚、意識 
の痕跡を残さな->。一切の「とらわれ」を解脱しているのである。衆生も永遠 
にこの自受用三昧のなかに生きていながら、感覚や意識がどのような対象に向 
かっているかに気がつかない。 

いまここで教える正身端坐の法は、坐禅により、あらゆるものごとを真理の 
体験を通し、即ち悟りの体験から万物を観察するから、日常生活の 一々 が真理 
と一体のものとなってしまうことである。 

日常生活の一挙手一投足が、自受用三昧と一如となりきって しまうことで あ 
る。 そのと きには自他の大関門を超え、坐禅とか日常の生活と いうことの 限界 
を超えた真の解脱の境を現成する。 

私(道元)は、発心して求道のため出家して以来、諸方に仏道の正師をたず 
ね歩いたが、最後ついに建仁寺の明全和尚にお逢いして、随順する こと 九年 
間に及んだが、そのおかげで一応、臨済禅についてその家風を知る ことができ 
た。 

明全和尚は祖師栄西禅師の高弟として、唯一人、無上の仏法を正伝された方 
である。他の門弟らと比較にならぬ勝れた師であった。 
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予、かさねて大宋国におもむき、知 
識を両浙にとぶらひ、家風を五門にき 
く。つひに太白峯の浄禅師に参じて、 
一生参学の大事ここにをはりぬ。それ 
ょりのち、大宋紹定のはじめ、本郷に 
かへりし、すなはち弘法救生をおもひ 
とせり、なほ重担をかたにおけるがご 
とし。 

しかあるに、弘通のこころを放下せ 
ん激揚のときをまつゆ^に、しばらく 
雲遊萍寄して、まさに先哲の風をきこ 
えんとす。ただし、おのづから名利に 
かかはらず、道念をさきとせん真実の 
参学あらんか、いたづらに邪師にまど 
はされて、みだりに正解をおほひ、む 
なしく自狂に系ぅて、ひさしく迷郷に 
しづまん。なににょりてか般若の正種 
を長 じ、 得道の時をえん。貧道はいま 
雲遊萍寄をこととすれば、いづれの山 
川をかとぶらはん。これをあはれむゆ 
袅に、まのあたり大宋国にして禅林の 
風規を見聞し、知識の玄旨を稟持せし 


私は、それから大宋国に渡り、勝れた師たちを浙江省の西東に訪ねて、禅の 
五宗の教えを聞いた。その末、天童山太白峰の如浄禅師の弟子となり、つい 
に如浄禅師の仏法を正伝して、私の一生の仏道の参学は達成せられたのである。 

それから後、大宋国の紹定元年、即ち、わが朝の後堀河天皇の安貞元年 
(西暦一ニニ七年)に帰朝した。 

帰朝の本旨は、正法を広め、衆生を救うことにあった。その実現を期するこ 
とは非常に重い荷物を肩に背負っていることであった。 

しかしながらこの仏法宣揚、正法弘通の一念を激発して、正法弘通の挙に 
出ようとする元気勃々たるものがあるが、しばらくおさえて、時の到るを待つ 
ために、雲水の如く、浮草の如く、先哲先仏の家風に做おうと思う。 

しかし万一に も、 名聞、利益を求めることなく、道を得ることを先とする真 
実の参学者があるかも知れない。その人々は無益にも邪師に惑わされて、自分 
勝手に正しい判断を失ってしまえば、むなしく独りよがりに陥って、永久に迷 
いの淵に沈むであろう。それではどうして真理を体験する般若の智慧(仏智) 
の正しい種子を成長させて、仏道を体験することができようか。 

私は今、雲水生活をしているから、それらの人々は私をもとめ、私をたずね 
ることができないだろうからそれを気の毒に思うゆえに、私が宋国で、 この 目 
で見聞してきた禅の道場の家風や規則や、禅の指導者から相続した仏法の幽玄 
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を、しるしあつめて、参学閑道の人に 
のこして、仏家の正法をしらしめんと 
す。これ真訣ならんかも。いはく、 

大師釈尊、霊山会上にて法を迦葉 
につけ、祖祖正伝して菩提達磨尊者に 
いたる。尊者、みづから神丹国におも 
むき、法を慧可大師につけき。これ東 
地の仏法伝来のはじめなり。 

かくのごとく単伝して、おのづから 
六祖大鑑禅師にいたる。このとき、真 
実の仏法まさに東漢に流演して、節目 
にかかはらぬむねあらはれき。ときに 
六祖に二位の神足ありき、南嶽の懐譲 
と青原の行思となり。ともに仏印を伝 
持して、おなじく人天の導師なり。そ 
の二派の流通するに、ょく五門ひらけ 
たり。いはゆる、法眼宗•湯仰宗•曹 
洞宗•雲門宗•臨済宗なり。見在大宋 
には臨済宗のみ天下にあまねし。五家 
ことなれども、ただ一仏心印なり。 


微妙な妙旨を集め記して、道を学ぶ人々のために残して、正しい仏法を知らし 
めようとするのである。これこそ仏法の真実の奥儀である。 

さて、仏道の法灯からいうなら、 

大師釈尊は霊鷲山の道場で仏法を迦葉尊者に伝授された。それから、祖師 
から祖師へと正伝し正受されて、菩提達磨尊者に至った。達磨大師は、自ら中 
国におもむいて仏法を二祖慧可大師に授けた。これが、仏法が東方に伝来した 
初めである。 

このように祖師から祖師へ正伝されて、六祖大鑑慧能禅師に至った。 

このとき真実の仏法は東土に広く弘通して、従来の理論仏教によらない仏教 
の本旨が明らかとなったのである。 

そのとき六祖に二人の勝れた弟子があった。南岳の懐譲禅師と青原の行思禅 
師とである。ともに仏心印、即ち仏道の究極(真理)を体験し正伝された、同 
じように一切の人類の大導師としてふさわしい祖師方である。この二師の流派 
がひろまるにあたって、五つの門流が開けたのである。世に言う、法眼宗、 
潙仰宗、曹洞宗、雲門宗、臨済宗がそれである。 

現在、大宋国には臨済宗だけが全土に亙って行われている。五つの宗門はそ 
れぞれ家風は異なっているが根本においてはいずれも、ただ一仏心印(仏心) 
の完全な体験にあることにおいては変わりはない。 
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大宋国も、後漢ょりこのかた、教籍 
あとをたれて一天にしけりといへど 
も、雌雄いまださだめざりき。祖師西 
来ののち、直に葛藤の根源をきり、純 
一の仏法ひろまれり。わがくにも又し 
かあらんことをこひねがふべし。 

いはく、仏法を住持せし諸祖ならび 
に諸仏、ともに自受用三昧に端坐依行 
するを、その開悟の まさしき みちとせ 
り。西天東地、さとりを えし 人、その 
風にしたがへり。これ、師資ひそかに 
妙術を正伝し、真訣を禀持せしにより 
てなり。 


宗門の正伝にいはく、この単伝正直 
の仏法は、最上のなかに最上なり。参 
見知識のはじめより、さらに焼香•礼 
拝•念仏•修懺•看経をもちゐず、た 
だし打坐して身心脱落することをえ 
上〇 

もし人、一時なりといふとも、三業 


大宋国の中国も後漢時代からのち経典が伝訳されて広く中国の全土に行われ 
たが、その優劣の真価が決定されていなかった。然るに達磨大師が中国に渡来 
されて後、はじめてこれらの経論の教判などの複雑な理論の根源を断ち切って 
ただ一つの純粋な仏法が広まったのである。大宋国のそのようにわが国におい 
てもまた、そのようであることをこい願うべきである。 

また、こう言いうる。 

仏法を正しく体験し、正しく伝えてきた諸仏諸師は、どの人々も同じく自受 
用三昧に端坐して修行することが悟りを開く唯一の路、間違いのない手段方法 
としたのである。この故にィンドでも中国でも、悟りを体験した人は、悉くそ 
の法を習って自受用三昧の端坐に遊化した人々である。これは師から弟子へ親 
しくこの自受用三昧の端坐の妙術を相伝え、仏道修行の奥儀を相継ぎ護持して 
きたからである。 

宗門の正伝についてはこういうことができる。 

釈尊から嫡々相承し正伝された仏法は、最上のなかの最上である。この法 
は優れた正師の教えをうけるその最初から、焼香、礼拝、念仏、修懺、看経な 
どを全然学ばないで、専ら正身端坐、自受用三昧になりきって身心脱落するこ 


とである。 

もし人が、たとえほんの一時でも身体、口 


意の上に仏の印(証契)を体験 
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に仏印を標し、三昧に端坐するとき、 
遍法界みな仏印となり、尽虚空ことご 
とくさとりと なる。ゆ^に、諸仏如来 
をしては本地の法楽をまし、覚道の荘 
厳をあらたにす。おょび十方法界•三 
途六道の群類、みなともに一時に身心 
明浄にして、大解脱地を証し、本来面 
目現ずるとき、諸法みな正覚を証会 
し、万物ともに仏身を使用して、すみ 
やかに証会の辺際を一超して、覚樹王 
に端坐し、一時に無等等の大法輪を転 
じ、究竟無為の深般若を開演す。 

これらの等正覚、さらにかへりてし 
たしくあひ冥資するみちかょふがゆ^ 
に、この坐禅人、確爾として身心脱落 
し、従来雑穢の知見思量を截断して、 
天真の仏法に証会し、あまねく微塵際 
そこばくの諸仏如来の道場ごとに、仏 
事を助発し、ひろく仏向上の機にかぅ 
ぶらしめて、よく仏向上の法を激揚 
す。このとき十方法界の土地•草木 • 
牆壁•瓦礫みな仏事をなすをもて、 
そのおこすところの風水の利益にあづ 


して、仏の姿になりきって正身端坐するならば、全宇宙の一切のものごとが仏 
の悟りの相となる。その故に諸仏諸祖は本来の面目を現成し、仏法の楽しみと 
喜びを増し、仏土を新たに荘厳浄化するのである。 

また、全宇宙の生物は勿論、地獄、餓鬼、畜生に至るまでも、一切が同時に 
身心の凡ての迷苦を透脱し、明朗な清浄身を得て、解脱の世界を実現し、本来 
の面目である仏の証りを実現し、万物はみな仏身の働きそのものとなりきっ 
て、その悟りのあとかたさえ消え去り、釈尊と等しく菩提樹下に端坐して、こ 
の上もない勝れた教えを説き、究めつくした無我、解脱の心の仏智を現成する 
のである。 

これらの万物の悟りは、さらに坐禅する人の処に帰ってひそかに助けること 
になるから、坐禅する人は間違いなく身心の迷妄の束縛から自由となり、従来 
のいろいろな穢れた感覚意識を断ち切って、ありのままの境地に仏法を体験し、 
あらゆる世界の限りない諸仏の道場ごとに、仏の行いである教行の働きの発る 
のを助け、弘く迷いを脱し仏となり、仏向上(仏を体験してもなおその仏に囚われ 
ず仏道を向上する)の機を助長させて、仏向上の仏法を盛んに宣揚するのである。 

このとき全世界の国土、草木、牆壁、瓦礫もみな仏化道事をなすのである。 
すなわち瓦礫はそのまま仏身の現われとなり、仏の行として説法し教化するの 
である。それらの働きである風や水の利益にあずかるものはすべて感覚、意識 
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かるともがら、みな甚妙不可思議の仏 
化に冥資せられて、ちかきさとりをあ 
らはす。 この 水火を受用するたぐひ、 
みな本証の仏化を周旋するゆ袅に、 こ 
れらのたぐひと共住して同語するも 
の、また ことごとく あひたがひに無窮 
の仏徳そなはり、展転広作して、無 
尽、無間断、不可思議、不可称量の仏 
法を、遍法界の内外に流通する ものな 
り。しかあれ ども、このもろもろの 当 
人の知覚に昏ぜざらしむることは、静 
中の無造作にして、直証なるを もてな 
り。 もし 凡流の おも ひの ごとく、 修証 
を両段にあらせば、おのおのあひ覚知 
すべきなり。 もし 覚知にまじはるは、 
証則にあらず。証則には迷情おょばざ 
るがゆ表に。 

又、心•境ともに静中の証入悟出あ 
れども、自受用の境界なるをもて、一 
塵をうごかさず、一相をやぶらず、広 
太の仏事、甚深微妙の仏化をなす。こ 
の化道のおよぶところの草木•土地、と 


を超越した、不思議な仏の教化の助けにより、自己本来に具有している仏の身 
心を現成することができる。この水火の利益を受用するものは、すべて真実の 
「さとり」 そのものである仏の「はたらき」を受用するからである。 

これらのものたちと共に住み共に語るものは、水火の機と自己の本証が互い 
に働き合って、ことごとく自己を利益し他己を利益して、相互いに無窮の仏徳 
が具わり、次から次へと広がるうえに広がり、時間的にも限りなく間断なく、 
不可思議し得ない、しかも量ることもできず、名づけることのできぬ仏法を、 
全世界の内外に流通させるのである。 

しかし、こういった凡てのことが坐禅する当人に気づかれないのは、坐禅が 
あらゆる静寂の境地であり、無我、解脱の境地であるのであって、坐禅そのも 
のが悟りであるからである。もし凡夫が思うように、修行と悟りが別のもので 
あるならば、その各々が互いに対手のことに気づくであろう。もしそのように 
気がつくなら、それはまことの悟りではない。まことの悟りには、そのような 
対立はないからである。 

また 心も対象も、ともに静寂中(坐禅中)にあって悟りに入り、悟りを超 
えながら自ら楽しむ境地にあるから、ひとかけらの塵も動かさず、ひとかけら 
の形もやぶらずに、広大な仏の行いや、深く微妙な仏の導きの働きを現わすの 
である。 
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もに大光明をはなち、深妙法をとくこ 
と、きはまるときなし。草木•牆壁は 
ょく凡聖含霊のために宣揚し、凡聖含 
霊はかへって草木•牆壁のために演暢 
す。自覚•覚他の境界、もとょり証相 
をそなへてかけたることなく、証則お 
こなはれておこたるときなからしむ。 

ここをもて、わづかに一人一時の坐 
禅なりといへども、諸法とあひ冥し、 
諸時とまどかに通ずるがゆ袅に、無尽 
法界のなかに、去来現に、常恆の仏化 
道事をなすなり。彼彼ともに一等の同 
修なり、同証なり。ただ坐上の修のみ 
にあらず、空をぅちてひびきをなすこ 
と、撞の前後に妙声綿綿たるものな 
り。このきはのみにかぎらんや、百頭 
みな本面目に本修行をそなへて、はか 
りはかるべきにあらず。 

しるべし、たとひ十方無量恆河沙数 
の諸仏、ともにちからをはげまして、 
仏智慧をもて、一人坐禅の功徳をはか 
り、 しりき はめんといふとも、あへて 
ほとりをぅることあらじ。 


この働きの及ぶ草木や土塀は、ともに一大光明を放ち、広大な勝れた仏法を 
説いて極りがない。草木も土塀も、凡夫や聖人や凡ての生物のために、-仏&を 
宣揚するのである。それに応じて凡夫や聖人や凡ての生物たちは、草木、土塀 
に対して仏法を広く宣揚する。 

自ら 悟り、他を悟らせるこの境地は、もともと悟りの様を具えていて、欠け 
たところがなく働かせているのである。 

これにょって、たとえ一人一時の坐禅であっても、凡ての事物と一つとなっ 
て、凡てのときと円満に通じ合うのであるから、一切世界の過去、現在、未来 
において、常に変わらない仏の導きや仏の聖行を行う。諸仏も衆生も万象も、 
坐ってなすときばかりでなく、行住坐臥も修証であり、空を打って響きを聞く 
のは修証一如の境で、あたかも撞木で鐘をつく前も後も微妙な音がつづくょう 
に永続する修行であり悟りである。しかも、その処においてばかりではなく、 
万物はみな仏としての本来の姿と本来の修証を現わしてその深さは知ることが 
できない。 

しるべきである。 

たとえ一切世界の無量無数の仏たちが、共に力を励まして、仏の智慧を持っ 
て、一人が坐禅することの恵みを量り知ろうとしても、その量を知ることはで 
きない。 
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いまこの坐禅の功徳、高大なるをき 
きをはりぬ。おろかならん人、うたが 
うていはん、仏法におほくの門あり、 
なにをもてかひとへに坐禅をすすむる 
や。 

しめして いはく、これ仏法の正門な 
るをもてなり。 

とうていはく、なんぞひとり正門と 

る。 

しめしていはく、大師釈尊、 まさし 
く得道の妙術を正伝し、又三世の如 
来、ともに坐禅より得道せり。このゆ 
袅に、正門なることをあひつたへたる 
なり。しかのみにあらず、西天東地の 
諸祖、みな坐禅より得道せるなり。ゆ 
袅にいま正門を人天にしめす。 


とぅていはく、あるいは如来の妙術 
を正伝し、または祖師のあとをたづぬ 


(第一問) 

問うていう。 

「いまこの坐禅の功徳の広大であることは知ることができましたが、愚鈍の 
人は疑って聞くでしょう。仏法には多くの教えがあるといわれるのに、どうし 
て、ただひとすじに坐禅ばかりを勧めるのですか」 

では教える。 

この坐禅は仏法の正門であるからである。 

(第二問) 

問うていう。 

r どうして坐禅を唯一の正門とするのですか」 

人類の大師たる釈尊は、正しく仏道を得る妙術として正伝され、また三世の 
諸仏も、ともに仏道を得られたのは坐禅によるのである。こういうわけで坐禅 
が仏法の正門であることを、歴代の祖師は相伝せられたのである。そればかり 
でなく、ィンド•中国の祖師は、すべてこの坐禅によって仏道を体験されたの 
である。だから、いま坐禅が仏法の正門であることを全世界に示すのである。 

(第三問) 

問うていう。 

「あるいは坐禅を如来の妙術として正伝し、または祖師方の行われた処であ 
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るによらん、まことに凡慮のおよぶに 
あらず。しかはあれども、読経•念仏 
は、おのづからさとりの因縁となりぬ 
べし。ただむなしく坐してなすところ 
なからん、なにによりてかさとりをう 
るたよりとならん。 

しめしていはく、なんぢいま諸仏の 
三昧、無上の大法を、むなしく坐して 
なすところなしとおもはん、これを大 
乗を謗する人とす。まどひのいとふか 
き、大海のなかにゐながら水なしとい 
はんがごとし。すでにかたじけなく、 
諸仏自受用三昧に安坐せり。これ広大 
の功徳をなすにあらずや。あはれむべ 
し、まなこいまだひらけず、こころな 
ほ袅ひにあることを。 

おほよそ諸仏の境界は不可思議な 
り、心識のおよぶべきにあらず、いは 
んや不信劣智のしることをえんや。た 
だ正信の大機のみ、よくいることをう 
るなり。不信の人は、たとひをしふと 
もうくべきことかたし。霊山になほ退 
亦佳矣のたぐひあり。おほよそ心に正 


ろうが、それらのことはわれわれ一般人の凡夫の考えの及ぶところではない。 
しかし読経とか念仏するということは、おのずから悟りの因縁となりそうであ 
るのに、ただぽんやりと坐っているばかりで何らなすところなくて、何を手が 
かりに悟りを得ることができましょうか」 

では答える。 

お前らはいま諸仏の坐禅の姿、即ち無上の大法である坐禅を、何もしない、 
何の役にも立たないものだと思うのは、大乗の仏法を謗るものというべきであ 
る。その迷いのはなはだしいことは大海のなかにおりながら、水がないという 
ようなものである。坐禅をすればすでにかたじけなくも、諸仏の自受用三昧 
(悟りの心の楽しみを受用する境〕の安楽の境地なのである。実にこれこそ広大無 
辺の功徳ではないか。このことを知らない人たちはあわれである。法を見る眼 
が開かず、心が無明の酒に酔っているからであろう。 

凡そ諸仏の境界は、凡夫の考えからすると不思議である。意識の働き及ぶと 
ころではない。ましてや信ずることのできない知識の低い人々が、知り得ると 
ころではない。ただひとすじに信ずることのできる勝れた精神の人のみが、そ 
の境界を体験することができるのである。信ずることのできない人々は、 たと 
え教えたところで到底信ずることは不可能である。 

釈尊が霊鷲山で法華経を説かれた ときに、この 諸 法 実相 (諸法自体が真理の相) 
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信おこらば、修行し、参学すべし。し 
かあらずば、しばらくやむべし。むか 
しより法のうるほひなきことをうらみ 


又、読経•念仏等のつとめにうると 
ころの功徳を、なんぢしるやいなや。 
ただしたをうごかし、こ袅をあぐるを 
仏事功徳とおもへる、いとはかなし。 
仏法に擬するにうたたとほく、いよい 
よはるかなり。又、経書をひらくこと 
は、ほとけ頓漸修行の儀則ををしへお 
けるを、あきらめしり、教のごとく修 
行すれば、かならず証をとらしめんと 
なり。いたづらに思量念度をつひやし 
て、菩提をうる功徳に擬せんとにはあ 
らぬなり。おろかに千万誦の口業をし 
きりにして、仏道にいたらんとする 
は、なほこれながえをきたにして、越 
にむかはんとおもはんがごとし。又、 
円孔に方木をいれんとせんにおなじ。 


の教えを信ずることができないといって退席してしまった人々がいた。そのと 
き釈尊は「このような人びとは退席してもよろしい」といわれた。 

およそ心に正しい信仰が発ったなら、師について修行し参学するがよい。正 
しい信心が発らないときには、当分のあいだ止めておいたら良いであろう。そ 
して昔から仏法の恵みがなかったことを自ら恨むことである。 

また、読経したり念仏したりするお勤めによって得るところの功徳を、君ら 
は知っているのかどうか。ただ舌を動かし、声を揚げるのを仏事の功徳と思う 
のは心ないことである。このような読経.念仏を行ずることを仏法と思って 
は、仏法とはますます遠ざかるものである。 

経典を読むことについては、釈尊が教えを聞いて直ぐに仏道を悟る人もあ 
り、 _をおうて悟る人もあるから、それらの人々の各々に悟らせるため、直ち 
に修行の階級を説かずに、仏の真意を伝える頓教と漸教を説かれたのを、明ら 
め了解して修行すれば、必ず真実の悟りを得るというのである。それを無益な 
考えをめぐらして、おろかにも千遍•万遍の唱えごとに絶えず口を動かし、そ 
の功徳で仏道の体験を得ようとすることは、ちょうど車の轅を北の方に向け 
て、南の方の越の国に行こうとするようなものである。また円い孔に四角い木 
を挿し入れようとするようなものである。 

経典の文を見ても修行の仕方がわからないのは、医者が医術の書を読んでも 
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文をみながら修するみちにくらき、そ 
れ医方をみる人の合薬をわすれん、な 
にの益かあらん。口声をひまなくせ 
る、春の田のかへるの昼夜になくがご 
とし、つひに又益なし。いはんやふか 
く名利にまどはさるるやから、 これら 
のこと をすてがたし。それ利貪の ここ 
ろはなはだふかきゆ袅に。むかしすで 
にありき、いまのよになからんや。も 
とも あはれむべし。 

ただまさにしるべし、七仏の妙法 
は、得道明心の宗匠に、契心証会の 
学人あひした がぅて 正伝すれば、的旨 
あらはれて稟持せらるるなり、文字習 
学の法師のしりおよぶべきにあらず。 
しかあればすなはち、この疑迷をやめ 
て、正師のをしへにより、坐禅辦道し 
て 諸仏自受用三昧を証得すべし。 

とぅていはく、いまわが朝につたは 
れるところの法華宗•華厳宗、ともに 
大乗の究竟なり。いはんや真言宗のご 
ときは、毘盧遮那如来したしく金剛薩 


薬の調合を忘れるようなものであって、何の益するところがあろうか。たえず 
読経したり、念仏したりして、ただ休みなく口を動かしているばかりである。 
ちょうど春の田の蛙が昼も夜も、がやがや鳴き続けているのと同じである。い 
つまで繰り返してやっていても何の益するところはない。 

ましてや、深く名誉や利益にまどわされている人々は、名誉や利益のことが 
捨てられない。これらの人々は貪欲の心が特に深いから、名利の心を棄てるこ 
とができないのである。こうした人々は昔にもおったのであるから、今の世に 
いないはずはない。まことにあわれな人々である。 

ただこのことについての真実を知るべきである。七仏のこの坐禅の妙法は、 
仏道を体験した師に悟りを開いた修行者が常に師に仕えているとき、 師と弟子 
が同じ修証の生活に徹して、はじめて仏法が伝わるのである。 ここに 正しい仏 
法の真意が現成するのである。これが真の読経.念仏である。仏教学者の知る 
境地ではない。こういう道理だから、この迷いや疑いをすっかり捨てきって、 
正しい師の教えによって坐禅し辦道し、諸仏の坐禅を体験すべきである。 

(第四問) 

問うていう。 

「いまわが国に伝来せられた法華宗や華厳宗などは、 ともに 大乗仏教の究極 
の教えである。ましてや真言宗の如きは大日如来が、手ずから大日経を金剛§ 
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埵につたへて、師資みだりならず。そ 
の談ずるむね、即心是仏、是心作仏と 
いぅて、多劫の修行を ふること なく、 
一座に五仏の正覚をとなふ、仏法の極 
妙といふべし。しかあるに、いまいふ 
ところの 修行、なにのすぐれたる こと 
あれば、かれらをさしおきて、ひとへ 
にこれをすすむるや。 

しめしていはく、しるべし、仏家に 
は、教の殊劣を対論することなく、法 
の浅深をえらばず、ただし修行の真偽 
をしるべし。草華山水にひかれて仏道 
に流入することありき、土石沙碟をに 
ぎりて仏印を稟持することあり。いは 
んや広大の文字は万象にあまりてなほ 
ゆたかなり、転大法輪又一塵にをさま 
れり 。しかあればすなはち、即心即仏 
のことば、なほこれ水中の月なり。即 
坐成仏のむね、さらに又かがみのぅち 
のかげなり。ことばのたくみにかかは 
るべからず。いま直証菩提の修行をす 
すむるに、仏祖単伝の妙道をしめし 


埵に伝えられた代々の正伝の宗旨である。その教えは〈大日経〉に説かれてい 
る〈即心是仏、是心作仏〉といって、想像も及ばないような長い修行を経るこ 
となく、即座に大日如来を中心とする五仏の正覚を得ると説くのである。この 
説は仏法の最高.最勝の教えといって良いのであろう。しかしこのような勝れ 
た教えがあるのにかかわらず、今ここにいう坐禅の修行などということをこ 
れらの勝れた教えをさしおいて、どんなすぐれた点があるからといって専ら勧 
めるのでしょうか」 

示していう。 

よく心得ることだ。真実の仏教は、その教えの優劣を論ずることでない。し 
たがってその浅深を差別比較することをしない。ただ修行が真実であるか否や 
を見究めることである。草や華、山水の美しさに心がひかれたり、またつい知 
らぬ間に水の流れにしたがって仏道を体得した人々もある。土 や 石 や 礫を握っ 
て仏の悟りをしっかりと身につけたという人もある。ましてや真理を説く広大 
な文字は、あらゆる物の上に書きつけられ、なお余るほど豊かである。真理と 
しての大説法は一塵中にも欠けることなく具っている。 

このような道理であるから「即心即仏」という言葉は、ちょうど水中の月の 
ようである。「即座成仏」と説く真意は、これもまた鏡に映った影像のような 
ものである。言葉の巧妙なことに囚われて本来のものを見失ってはならない。 
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て、真実の道人とならしめんとなり。 


又、仏法を伝授することは、かなら 
ず証契の人をその宗師とすべし。文字 
をかぞふる学者をもてその導師とする 
にたらず、一盲の衆盲をひかんがごと 
し。いまこの仏祖正伝の門下には、み 
な得道証契の哲匠をぅやまひて、仏法 
を住持せしむ。かるがゆ袅に、冥陽の 
神道もきたり帰依し、証果の羅漢もき 
たり問法するに、おのおの心地を開明 
する手をさづけずといふことなし。余 
門にいまだきかざるところなり、ただ 
仏弟子は仏法をならふべし。 

又しるべし、われらはもとより無上 
菩提かけたるにあらず、とこしなへに 
受用すといへども、承当することをえ 
ざるゆ^に、みだりに知見をおこすこ 
とをならひとして、これを物とおもふ 
によりて、大道いたづらに蹉過す。こ 
の知見によりて、空華まちまちなり。 


いま直接に悟りを体験する坐禅の道の修行を勧めるにあたって、仏祖単伝の 
最も勝れた坐禅の道を示して真に仏道を体験 させようとする ので ある。 

また仏法を伝授することは、かならず悟りの体験者をその師とすることが最 
も肝要な仏道の眼目である。だから文字のみに拘泥している仏教学者を師とし 
てはならない。仏教学者を師とすることは、仏教の教理の周辺を探るのみで、 
仏道の真髄に触れるようには導いてくれない。 

いま、この仏祖正伝の仏法の門下では、すべて仏道を体験した勝れた師を尊 
敬して仏法を保ちつづけてもらうのであるから、目に見える世界の神も、目に 
見えない世界の神もやってきて帰依し、悟りを開いた。小乗の羅漢も参禅し、 
法をたずねれば、それぞれの仏心を開発する手だてを必ず授けないということ 
はない。このようなことは他の宗門では、未だかつて聞いたことがない。 

ただ、弟子たるものは、一途に仏法を修行すべきである。 

またよく知ることだ。われらは本来、無上の悟りが具っていないのではな 
い。永遠にそのおかげ、その功徳を得て生きているが、そのことを感得するこ 
とができない。そのためにみだりに感覚や意識のみによる知識や概念が、他に 
あると思うことを習慣としている。そしてこれらの知識、概念を真実のものと 
信ずるから、それを追いかけ廻し、真実の仏道を見過し、折角の長蛇を逸して 
しまうのである。そしてこの知識や概念による仏道は、眼病の人が空中の幻華 
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を見るような理論が百出する。あるいは生死の流転を十二に説く十二因縁によ 
り、輪廻転生するわが身と思い、あるいは二十五有という迷いの世界に流転生 
死するこの身と思い、三乗すなわち声聞•縁覚•菩薩などの三乗のことと思 
い、または天上、人間を加えた五乗のことと思ったり、あるいはまた仏は有る 
とか無いとかいう見解は尽きることがない。したがってこのような知識や概念 
による見解を学んでも、仏法修行の正しい道と思ってはならない。 

しかし、いまは仏の悟りの印を身にあらわして万事を放擲し、ただひたすら 
に坐禅三昧となるとき、迷いだの悟りだのという思量分別の境界をとびこえ、 
凡夫、仏身の囚われを脱出して、直ちに相対、差別の世界を解脱して自由自在 
の境界に逍遙して無上の悟りを体験するのである。この境地は、かの文字言句 
をもって仏法を究めんとしている経典学者などの境地とは比較にならない超越 
した境地である。 


とぅていはく、三学のなかに定学あ 
り、六度のなかに禅度あり。ともにこ 
れ一切の菩薩の、初心よりまなぶとこ 
ろ、利鈍をわかず修行す。いまの坐禅 
も、そのひとつなるべし。なににより 
てか、このなかに如来の正法あつめた 
りといふや。 


(第五問) 

問ぅていぅ。 

「仏道修行の根本徳目で ある 戒定慧の三学の なかに 禅定が あり、また 菩薩の 
必修の行である六度(布施•持戒•忍辱(忍耐)•精進•禅定•智慧)のなかに禅定 
がある。これらはともに、一切の菩薩が初めて発心されたときから参学せられ 
る禅定であり、利根の人と鈍根の人の区別な く 何人でも修行するもので あつ 


あるいは十二輪転•二十五有の境界と 
おもひ、三乗五乗•有仏無仏の見、つ 
くることなし。この 知見を ならぅて、 
仏法修行の正道とおもふべからず。 し 
かあるを、いまは まさしく 仏印により 
て万事を放下し、一向に坐禅すると 
き、 迷悟情量の ほとりをこえて、 凡聖 
のみちにかかはらず、すみやかに格外 
に逍遙し、大菩提を受用するなり。か 
の文字の筌票にかかはるものの、かた 
をなら ぶるにおよばんや。 
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しめして いはく、 いまこの 如来 一大 
事の正法眼蔵無上の大法を、禅宗とな 
づ くるゆ表に、この問きたれり。 

しるべし、 この 禅宗の号は、神丹以 
東におこれり、竺乾にはきかず。はじ 
め達磨大師、嵩山の少林寺にして九年 
面壁のあひだ、道俗いまだ仏正法をし 
らず、坐禅を宗とする婆羅門となづけ 
き。のち代代の諸祖、みなつねに坐禅 
をもはらす。これをみるおろかなる俗 
家は、実をしらず、ひたたけて坐禅宗 
といひき。いまのよには、坐の ことば 
を簡して、ただ禅宗といふなり。その 
こころ、諸祖の広語にあきらかなり。 

六度および三学の禅定にならっていふ 
べきにあらず。 


て、いまここに説く坐禅も、そのなかの一つでありましょう。それなのに どう 
してこの坐禅のなかに如来の正法を集めたというのでしょうか」 

示して答える。 

今この如来の一大事の正法眼蔵、無上の大法を禅宗と名づけるために、この 
ような疑問が生ずるのである。 

よく聞きなさい。 

この禅宗という名称は中国の東方の国において、そのように呼ぱれているの 
であり、ィンドには禅宗という ことは いわない。はじめに達磨大師が氣ち^ I の 
嵩山の少林寺で、世にいう面壁九年の坐禅をしておられた。その頃は 道俗とも 
に仏の正法を知らなかったので、達磨大師を坐禅を宗旨とする婆羅門と呼んだ 
のである。そののち代々の諸祖方も、すべて常に坐禅を専一に行ぜられた。こ 
れを見た愚かな一般人は、その内容、その真実のすがたを知らず、いいかげん 
に「坐禅宗」と呼んだ。いまの lit には「坐」の言葉を省略して、ただ「禅宗」 
というのである。達磨の門下の人が自分からそのように称したのではない こと 
は、祖師たちの語録を見れば明らかである。 

三学中の禅定、六度中の禅定は仏道のなかの一部である。ここでいう坐禅は 
それ自体が仏道そのものであって、三学の禅定も六波羅蜜 (六度〕 の禅定と 同 
列にいっているのではない。 
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この仏法の相伝の嫡意なること、一 
代にかくれなし。如来むかし霊山会上 
にして、正法眼蔵涅槃妙心無上の大法 
をもて、ひとり迦葉尊者にのみ付法せ 
し儀式は、現在して上界にある天衆、 
まのあたりみしもの存せり、ぅたがふ 
べきにたらず。おほょそ仏法は、かの 
天衆とこしなへに護持するものなり、 
その功いまだふりず。 

まさにしるべし、これは仏法の全道 
なり、ならべていふべきものなし。 


とぅていはく、仏家なにによりてか 
四儀のなかに、ただし坐にのみおほせ 
て禅定をすすめて証入をいふや。 

しめしていはく、むかしよりの諸 
仏、あひつぎて修行し証入せるみち、 
きはめしりがたし。ゆ袅をたづねば、 
ただ仏家のもちゐるところをゆ袅とし 
るべし、このほかにたづぬべからず。 
ただし、祖師ほめていはく、坐禅はす 


この仏法が如来から代々嫡々相継いで正しく伝えられたことは世にかくれな 
い事実である。釈迦如来がその昔、霊鷲山の説法の道場で正法眼蔵涅槃妙心. 
無上の大法を、ただひとり迦葉尊者にお付しになった儀式は、現在天上界に 
住む天人衆のなかで、自分の眼で見たものがいるということは疑うにも及ばな 
い厳然たる事蹟である。おょそ仏法は、かの天上衆が永遠に護持するものであ 
る。 その護持の功績は今なお脈々として生きている。即ち、天上界の一日は人 
間界の五百年であるからである。 

ここに正しく知っておくべきことは、坐禅は仏法の全部であるということで 
ある。だから他に比較するものは何一つないのである。 

(第六問) 

問うていう。 

「行、住、坐、臥の四つの修行のあり方のなかで、どうして坐禅のみを取り 
上げて仏法の凡てとし、禅定のみをすすめて悟りに入る方法とするのですか」 
示していう。 

昔から数多くの仏が、あいついで修行して悟りを体験せられた道は、いろい 
ろ沢山あるであろうが、それをいちいち究め知ることはむずかしい。その理由 
を求めるなら、仏道の修行者たちが用いたということが理由であると知るべき 
である。その他の问らの理由を求めるべきではない。ただ諸仏がほめて「坐禅 
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なはち安楽の法門なり。はかりしり 
ぬ、四儀のなかに安楽なるゆ袅か。い 
はんや一仏二仏の修行のみちにあら 
ず、諸仏諸祖にみなこのみちあり。 


とぅていはく、この坐禅の行は、い 
まだ仏法を証会せざらんものは、坐禅 
辦道してその証をとるべし。すでに仏 
正法をあきらめえん人は、坐禅なにの 
まつと ころ かあらん。 

しめしていはく、癡人のまへにゆめ 
をとかず、山子の手には舟掉をあたへ 
がたしといへども、さらに il をたるべ 
し。 

それ修証はひとつにあらずとおもへ 
る、すなはち外道の見なり。仏法に 
は、修証 これ 一等なり。 いま も証上の 
修なるゆ袅に、初心の辦道すなはち本 
証の全體なり。かるがゆ袅に、修行の 
用心をさづくるにも、修のほかに証を 
まつおもひなかれとをしふ。直指の本 
証なるがゆ袅なるべし。すでに修の証 


は安楽の法門である」といわれているのによって推察することのできるのは、 
行、住、坐、臥の四威儀の修行のうちで、最も安楽な行が坐禅であるからであ 
ろう。まして、この道は一人の仏や二人の仏の修行の道ではない。諸仏諸祖が 
すべて用いられた道である。 

(第七問) 

問うていう。 

「未だ仏法を悟らないものは坐禅辦道して〈悟り〉を得たらいいでしょう 
が、すでに仏の正法を明らめた人なら坐禅などは必要はないでしょう」 

示していう。 

唐の陶淵明は、頭のにぶい者には夢を説かない。また、■ぢに射槪を与えな 
いといっているように、愚かな者、境界の違っている者の問いに答えを しても 
分らないとは思うが、老婆心から教えておく。 

修行と悟りとは別なものと思っているのは外道の見解である。仏法では修行 
と悟りとは I つのものである。今の修行も悟りの上の修行であるから、初心の 
坐禅辦道が悟りの全体である。このような道理で修行の心がまえを教えるに 
も、修行のときは「ただ修行して、修行によって悟りを 期待す るような 考えを 
もってはならない」と教えるのである。それは坐禅自らが本来の悟りにぉ ai むくも 
のであるからである。すでに修行とともにある悟りであるから、修は証、証は 
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なれば、証にきはなく、証の修なれ 
ば、修にはじめなし。 ここを もて、 
釈迦如来•迦葉尊者、ともに証上の 
修に受用せられ、達磨大師•大鑑高 
祖、おなじく証上の修に引転せらる。 
{ A 法住持のあと、みなかくのごとし。 


すでに証をはなれぬ修あり、われら 
さいはひに一分の妙修を単伝せる、初 
心の辦道すなはち一分の本証を無為の 
地にぅるなり。しるべし、修をはなれ 
ぬ証を染汙せざらしめんがために、仏 
祖しきりに修行のゆるくすべからざる 
とを しふ。妙修を放下すれば本証手の 
中にみてり、本証を出身すれば妙修通 


身におこなはる。 


又まのあたり大宋国にしてみしか 
ば、諸方の禅院みな坐禅堂をかまへ 
て、五百六百、および一二千僧を安じ 


修、即ち修証不二だから修行にも「悟り」にも境界がない。すでに悟った上 
での修行であるから、悟りには初めがないように修行にも初めがないのである。 

この故に釈迦も迦葉尊者も、ともに悟りの上の修行に日々を終始せられた。 
達磨大師も六祖大鑑高祖も同じように証上の修行に徹し終始されたのである。 

このように釈尊をはじめとして、歴代の諸仏•諸祖の仏法を持たれたありさ 
まは、すべてこのようである。 

「悟り」を離れないところの修行がここにある。われらは幸いに、われわれ 
自身にも妙修を具えている。初心者として坐禅修行がそのまま自身に具わって 
いる本来の悟りを、人間の生活で染汚されない処で体験することができるので 
ある。 しるべき は、修行を離れては有り得ない悟りであるから、仏祖は真剣に 
修行しなければならないと教えられるのである。 

またこの修行そのものが自らの修業に囚われず、執着の心を捨てきったとき 
初めて本証が自己の手の中いっぱいとなり、本証の現成、即ち真理を体験する 
ことになるのである。さらに、この本証の体験という意識をも投げ捨ててしま 
うとき、修証自己の全身に現成して、自己の全身が真理のそのものになりきっ 
てし まう のである。 

現に私自身の眼で、大宋国の坐禅の状態を見たところによると、諸方の禅院 
には、すべて坐禅堂があり、五百人、六百人、または千、二千人と大勢の僧侶 
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て、日夜に坐禅をすすめき。その席主 
とせる伝仏心印の宗師に、仏法の大意 
をとぶらひしかば、修証の両段にあら 
ぬむねをきこえき。 

このゆ袅に、門下の参学のみにあら 
ず、求法の高流、* fA 法のなかに真実を 
ねがはん人、初心後心をえらばず、凡 
人聖人を論ぜず、仏祖のをしへにょ 
り、宗匠の道をおぅて、坐禅辦道すべ 
しとすすむ。 

きかずや祖師のいはく、修証はすな 
はちなきにあらず、染汙することはえ 
じ。又いはく、道をみるもの、道を修 
すと。しるべし、得道のなかに修行す 
べしといふことを。 


とぅていはく、わが朝の先代に、教 
をひろめし諸師、ともにこれ入唐伝法 
せしとき、なんぞこのむねをさしおき 
て、ただ教をのみつたへし。 


を安居させて、昼夜を分たず坐禅を勧めていたのである。その道場の指導者と 
して尊敬している仏道を正伝している正師 に、 仏法の根本をたずねた ところ、 
修行と悟りは二つでない との 答えであった。 

こういうわけだから、いまこの仏道に入って修行をしている修行者は、 もち 
ろん、およそ仏道を求めている勝れた人である限り、凡人•聖人を問わず、仏 
道の教えにより、すぐれた正師の言行に随って坐禅*2道すべきであると勧める 
のである。 

お前らは聞いたことがあるであろう。南岳懐譲禅師の言葉に「修行も 悟り 
もないのではない。しかし人間的な情識によって修と証は別とみて取浄(執着) 
すことはない」と。また南岳懐譲の弟子の司空山本浄禅師は「道 (さとり) を 
正しく明らかに見透したものが、仏道を正しく明らかに修行し得る」と。 

諸仏のこれらの言葉によって知るべき ことは 「悟りを得てそのどまん中で修 
行すべきであるという こと」 である。 

(第八問) 

問うていう。 

「日本の前代に仏教を弘められた天台宗の伝教大師や真言宗の弘法大師らが 
入唐されて仏法を伝えられた とき、 何故に この 坐禅の宗旨を さしおいて、 ただ 
経論に書かれていた教えだけを伝来せられたのですか」 
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しめしていはく、むかしの人師この 
法をつたへざりしことは、時節のいま 
だいたらざりしゆ袅なり。 


とうてい はく、かの上代の師、この 
法を会得せりや。 

しめしていはく、会せば通じてん。 


とうていはく、あるがいはく、生死 
をなげくことなかれ、生死を出離する 
にいとすみやかなるみちあり。いはゆ 
る、心性の常住なることわりをしるな 
り。そのむねたらく、この身体は、す 
でに生あればかならず滅にうつされゆ 
くことありとも、この心性はあへて滅 
することなし。 ょく 生滅にうつされぬ 
心性わが身にあることをしりぬれば、 
これを本来の性とするがゆ袅に、身は 
これかりのすがたなり、死此生彼さだ 
まりなし。心はこれ常住なり、去来現 
在かはるべからず。かくのごとくしる 


答えていう。 

昔の人間相手の師僧たちが、この仏法坐禅を伝えられなかったのは、時節が 
到来していなかったからである。 

(第九問) 

問うていう。 

「上代の師僧たちは、この仏法を悟っておられたのでしょうか」 

答えていう。 

もし悟っておられたならば、必ず禅が弘通せられたであろう。 

(第十問) 

問うていう。 

「ある者は、人間の生死のあることを歎いたり悲しむ必要はない。生死の苦 
しみをのがれるのに、いとも簡明な方法がある。それは心の本体が永遠不変の 
ものである道理を知ることである。その説く要旨は、この身体は、生を受けた 
ならば必ず死んで行くものであるけれども、この心の本体だけは決して滅する 
ことはない。生滅の法則によって流動されない心の本体が自己の身体にあるこ 
とを知れば、この心の本体が本来の正体とする故に、現在の身体は仮りに存在 
する〈すがた〉にすぎないから、ここに生れ、かしこに死して、転変常ならぬ 
ものであり、心性はこれ常住^滅である。去来もなく、現在もともに不変の存 
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を、生死をはなれたりとはいふなり。 
このむねをしるものは、従来の生死な 
がくたえて、この身をはるとき性海に 
いる。 性 海に 朝宗 するとき、 諸仏如来 
のごとく、妙徳まさにそなはる。いま 
はたとひしるといへ ども、 前世の妄業 
になされたる身体なるがゆ袅に、諸聖 
とひとしからず。いまだこのむねをし 
らざるものは、ひさしく生死にめぐる 
べし。しかあればすなはち、ただいそ 
ぎて心性の常住なるむねを了知すベ 
し。いたづらに閑坐して一生をすぐさ 
ん、なにのまつところかあらん。かく 
のごとくいふむね、これはまことに諸 
仏諸祖の道にかなへり や、いかん。 

しめしていはく、いまいふところの 
見、またく仏法にあらず、先 M * 外道が 
見なり。 

いはく、かの外道の見は、わが身ぅ 
ちにひとつの霊知あり、かの知、すな 
はち縁にあふところに、 よく 好悪をわ 
きまへ、是非をわきまふ。痛痒をし 
り、苦楽をしる、みなかの霊知のちか 


在である。このように知ることを〈生死の苦を離脱する〉というのである。こ 
の道理を知る者は、いままでの生死去来が永久に断絶して、この身体が終れば 
性海という本体の大海に入るのである。この性海に流れて帰るとき、諸仏、 
如来のような不思蠢な功徳がまぎれもなく具足するのである。今はたとえその 
ことを知ったとしても、前世の妄想による迷妄悪業によって成立した身体であ 
るから、諸仏とは同等ではない。未だこの道理を知らない者は、永久に生死の 
輪廻を脱することはできないであろう。このようであるから、ただ急いで心 
性が常住不変のものである道理を了解すべきである。徒らにただぼんやりと坐 
禅などしていて一生を過しても、何の利益があろうか」と。 

このようにいう教えは、真実の諸仏諸祖の道にかなっているみ教えでしょう 

i 〇 
力 

答えていわく。 

このような 見解は全く仏法ではない。 

先尼外道の見解である。 

この先尼外道の見解は、わが身体のなかにひとつの霊知と称するものがあっ 
て、この霊知が外界のものごとに対して、よく好悪を知り、是非を弁まえ、痛 
痒を知り、苦楽を知る。これらの「ものごと」を知るのは、みな霊知の力であ 
る0 
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らなり。しかあるに、かの霊性は、こ 
の身の滅するとき、もぬけてかしこに 
うまる るゆ袅に、ここに滅すとみゆれ 
ども、かしこの生あれば、ながく滅せ 
ずして常住な りと いふなり。かの外道 
が見、かくのごとし。 

しかあるを、この見をならうて仏法 
とせん、瓦礫をにぎりて金宝とおもは 
んょりもなほおろかなり。癡迷のはづ 
べき、たとふるにものなし。大唐国の 
慧忠国師、ふかくいましめたり。いま 
心常相滅の邪見を計して、諸仏の妙法 
にひとしめ、生死の本因をおこして、 
生死をはなれたりとおもはん、おろか 
なるにあらずや、もともあはれむべ 
し。ただこれ外道の邪見なりとしれ、 
みみにふるべからず。 

ことやむことをえず、いまなほあは 
れみをたれて、なんぢが邪見をすくは 
ん。しるべし、仏法には、もとょり身 
心一如にして、性相不二なりと談ず 
る、西天東地おなじくしれるところ、 
あへてうたがふべからず。いはんや常 


ところが、この霊知という本体はこの身が死ぬときは、この身からぬけ出し 
て他の処に生れるから、この処で死ぬように見えるが、他の処に生れるから、 
永久に滅することなく常住であるというのである。先尼外道の見解はこのよう 
なものである。 

このような道理であるのに、この考えを教わって仏法とするならば、瓦礫を 
握って黄金の宝と思う、その愚かさ、迷いの深さは、はずべきことでたとえよ 
うのない馬鹿げたことである。 

大唐国の南陽慧忠国師も、深く この 邪見をいましめておられる。いま心は不 
滅であり、身相は死んでいくという邪見を吐き出して、諸仏の仏法と同等であ 
ろうと 考え、 このような 生死迷いの根本原因をつくっておいて、それにもかか 
わらず、それで生死の苦しみを離れたと考えることは、愚の極みでは なかろう 
か。最もあわれむべき見解である。ただ、それは外道の邪見と知り、 このよう 
な説に耳をかしてはならない。 

話をここまで進めてきたから、やむを得ず、なお老婆心をもってお前らの邪 
見をここに正すこととする。 よく 聞くことだ。 

仏法では、もとより身心は一つのものであり、本体と身相は二つのものでは 
ないと説く。ィンドも中国も、ともに同じであることは誰も知っている。この 
原則は決してはずれない。ましてや仏道で不変を説くときには、あらゆるもの 
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住を談ずる門には、万法みな常住な 
り、身と心とを わくこと なし。寂滅を 
談ずる門には、諸法みな寂滅なり、性 
と相とを わくこと なし。しかあるを、 
なんぞ身滅心常といはん、正理にそむ 
かざらんや。しかのみならず、生死は 
すなはち涅槃なりと覚了すべし、いま 
だ生死のほかに涅槃を談ずる ことな 
し。いはんや心は身をはなれて常住な 
りと領解するをもて、生死をはなれた 
る仏智に妄計す とい ふとも、この領解 
知覚の心は、すなはちなほ生滅して、 
またく 常住ならず。これ、はかなきに 
あらずや。 


嘗観すべし、身心一如のむねは、仏 
法のつねの談ずるところなり。しかあ 
るに、なんぞこの身の生滅せんとき、 
心 ひとり 身をはなれて生滅せざらん。 
もし一如なるときあり、一如ならぬと 
きあらば、仏説おのづから虚妄になり 
ぬべし。又生死はのぞくべき法ぞとお 


ごとの悉くはみな不変である。身は無常であり心は常住などと、身と心を差 
別、対立して説くことはない。寂滅と説くときには「あらゆるものごと」はす 
ベて一刹那ごとに消滅して跡がないと説き、あらゆるものごとはみな寂滅であ 
る。本性と身相と差別することはない。それにどうして身は滅し、心は常住で 
あるというのであろうか。正しい道理に全く背反した邪見であるというべきで 
ある。こればかりではなく、生死は一つのものであることを了解するがよい。 

生死は即ち涅槃(真理)であると体験し、よくよく自覚すべきである。仏道 
では生れて死ぬ、この事実のほかに涅槃を説くことはない。ましてや心は身と 
無関係のもので不変であると了解することが、生死の苦を解脱する仏智である 
と誤解するとしても、その了解し分別すること自体には常住性はない。即ち、 
この了解分別する心は、生滅して常住しないのである。全く、とりとめのない 
支離滅裂な論理である。 

昔から仏道の示している身心一如の道理を能く見究めるべきである。この説 
は仏道の原理である。それなのにどうしてこの身の生滅するとき、心だけが身 
を離れて生滅しないということがあろうか。 

もし、身心が一如であるとき も あり、一如でないとき も あるとするならば、 
仏の教えは、おのずから虚言であり、妄見によるいつわりとなってしまうであ 
ろう。 
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もへるは、仏法をいとふつみとなる。 
つつしまざらんや。 

しるべし、仏法に心性大総相の法門 
といふは、一大法界をこめて、性相を 
わかず、生滅をいふことなし。菩提涅 
槃におょぶまで、心性にあらざるな 
し。一切諸法•万象森羅、ともにただ 
これ一心にして、こめずかねざること 
なし。 このもろもろの 法門、みな平等 
一心なり。あへて異違なしと談ずる、 
これすなはち仏家の心性をしれる様子 
なり。 

しかあるを、この一法に身と心とを 
分別し、生死と涅槃とをわくことあら 
んや。すでに仏子なり、外道の見をか 
たる狂人のしたのひびきをみみにふる 
ることなかれ。 


とぅていはく、この坐禅をもはらせ 

ごんじやう 

ん人、かならず戒律を巌浄すべしや。 


また生死は、取り除くべきものであると思い生死をいみきらうのは、仏法を 
いみきらう罪業となるから、つつしまなければならない。 

ここで知らなければならないことは、仏道において「心性は、あらゆるもの 
ごとの»別なる真理を説く教ぇの諸々の門」と説くのは、万象の世界全体を含 
めていうのであって、心性と身相と区別することなく、生と滅とを二つに分け 
て論ずることもないということである。発心も心性の発心であり、修行も心性 
の修行であり、菩提も心性の菩提であり、涅槃も心性の涅槃であり、すべて心 
性でないものは何一つない。ただこれ一心そのものであって、この一心のうち 
にすベてのものが包括されないものごとはない。森羅万象の悉くがみな平等の 
ただ一つの心であって他のものを混じえない、いささかの間違いもないと説く 
のが、仏道の体験者たる者の一心の本体を知る様子なのである。 

このような道理であるにもかかわらず、唯一絶対の真理において身と心と区 
別し、生死と涅藥と別々にすることがあろうか。 

すでにわれわれは仏の弟子なのである。外道の見解を語る乱心の者の舌をた 
たく妄言を耳にしてはならない。 

(第十一問) 

問うていう。 

「専ら坐禅をする人は必ず戒律を厳正に守らなければならないでしょうか」 
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しめしていはく、持戒梵行は、すな 
はち禅門の規矩なり、仏祖の家風な 
り。いまだ戒をうけず、又戒をやぶれ 
るもの、その分なきにあらず。 


とぅていはく、この坐禅をつとめん 
人、さらに真言止観の行をかね修せ 
ん、さまたげあるべからずや。 

しめしていはく、在唐のとき、宗師 
に真訣をききしちなみに、西天東地の 
古今に、仏印を正伝せし諸祖、いづれ 
もいまだしかのごときの行をかね修す 
ときかずといひき。まことに、一事を 
こととせざれば一智に達することな 
し。 


とうていはく、この行は、在俗の男 


答えて言く。 

戒律を護り、清浄な行をするのは、禅門の定めであり、仏祖の家風である。 
未だに戒を受けない者は戒を受け、戒を破った者は懺悔して戒を厳しく守らな 
ければならない。 

(第十二問) 

問うていう。 

「坐禅を修行する人は、その他に真言の行法の阿字観を行じたり、天台の 
摩訶止観などの行法を兼ねて修行するのは、別に差し支えがないと思います 
が、どうでしょうか」 

答えて言く。 

私が中国にいたとき、先師如浄禅師に仏道の真髄をおたずねしたときに、師 
のお答えは「ィンド、中国の昔から今に至るまで、仏心印を正伝せられた祖師 
方は、すべてこのように坐禅のほかの行法を兼ねて修行されたということは、 
かつて聞いたことがない」といわれた。 

まことに、一つの事をただそれだけ生命をかけてその事に なりきらな けれ 
ば、唯一、真実の智慧に通達す る ことはできない。 

(第十三問) 

問うていう。 
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女もつとむべしや、ひとり出家人のみ 
修するか。 

しめしていはく、祖師のいはく、仏 
法を会すること、男女貴賤をえらぶベ 
からずときこゆ。 


とぅていはく、出家人は、諸縁すみ 
やかにはなれて、坐禅辦道にさはり 
なし。在俗の繁務は、いかにしてか 
一向に修行して、無為の仏道にかなは 
ん。 

しめしていはく、おほよそ、仏祖あ 
はれみのあまり、広大の慈門をひらき 
おけり。これ一切衆生を証入せしめん 
がためなり、人天たれかいらざらんも 
のや。ここをもて、むかしいまをたづ 
ぬるに、その証これおほし。しばらく 
代宗•順宗 の、 帝位に して 万機いとし 
げかりし、坐禅辦道して仏祖の大道を 
会通す。李相国•防相国、ともに輔佐 
の臣位にはんべりて、一天の股肱たり 


「この坐禅の行は、僧侶の外の男女も修行することができますか、あるいは 
出家人だけが修行すべきものですか」 

答えて言く。 

祖師のお言葉は「仏法を会得するには、男女、貴賤の選別、身分の差別はし 
てはならない」と、私はこのように聞いている。 

(第十四問/ 

問うていう。 

「出家の人は凡ての俗事から離れて坐禅辦道する ことに 何の差し障りなく自 
由ですが、俗世間の男女は繁雑な仕事に追い回されている立場では、どのよう 
にして専ら坐禅の修行をして解脱の仏道と一つになる ことができましょう か」 
答えて言く。 

仏祖は一切の衆生をあわれと思う余り、広大なる慈悲の門を開いておかれた 
のである。この門は一切の衆生を悟りとともに仏道に入らせようとするためで 
ある。ただ出家人だけの仏道ではなく、この世に生のあるものは何人にも仏道 
に入られないことがあろうか。このようなわけで昔も今もそのことをたずねて 
みれば、証拠となる事蹟は実に数多くあるのである。ほんの少し例を挙げると 
唐の第九代目の天子たる代宗、第十一代目の順宗など、皇帝の位にあって万 
の政務を執り、非常に繁忙な日常であったにもかかわらず、坐禅辦道して仏 



し、坐禅辦道して仏祖の大道に証人 
す。ただこれ、こころざしのありなし 
にょるべし、身の在家出家にはかかは 
らじ。又ふかくことの殊劣をわきまふ 
る人、おのづから信ずることあり。い 
はんや世務は仏法をさ ゆと おもへるも 
のは、ただ世中に仏法なしとのみしり 
て、仏中に世法なきことをいまだしら 
ざるなり。 


ちかごろ大宋に、馮相公といふあり 
き。祖道に長ぜりし大官なり。のちに 
詩をつくりて、みづからをいふにいは 
く， 

-公事之余喜，，坐禅 T 少曾将，脇到レ 
1眠—0-1雖_„然現=出宰官相—»長老之名 
四1# 


祖の大道を会得し、仏道に通達した人々であったのである。また、氣酣,や附 
相国なども同様に、帝王を輔佐する激務にたずさわる重要な重臣にかかわら 
ず、坐禅辦道して仏祖の大道を証悟したのであった。 

ただ坐禅辦道は、その人に志があるかないかによるのである。その身が 
出家人であるとか在家人であるとかによるのではない。またものごとの優劣を 
判断できる人々がおのずから信ずるようになるものである。 

ましてや俗世間の仕事は、仏法のさまたげになると考えるものは、ただ俗の 
世間の中に仏道は無いとばかり知っていて、仏道の中には世俗のことを差別す 
べきでないことを知らないからである。 

近代、大宋国に馮済川という宰相がいた。 

祖師道に通達した大官である。 

悟りを開いた後に自分のことを詩に咏じた。 

公事の余に坐禅をこのみ、かって眠るときにも横になるのは少れである。 

わが身は、宰相の職にあれど、長老の名が世界で通用している。 

この詩の意は、宰相の公務の余暇をさいて坐禅することを常に楽しんで、夜 
眠るにも肘かけを用いて眠り、寝床に入って眠ることは稀にしかしない。今、 
宰相の重職に就任してはいるが、不動居士という長老の名の方が世の中に よく 
伝わっている、というのである。 


309 拾遺 辦道話 



これは、官務にひまなかりし身なれ 
ども、仏道にこころざしふかければ得 
道せるなり。他をもてわれをかへりみ、 
むかしをもていまをかがみるべし。 

大宋国には、いまのよの国王大臣. 
士俗男女、ともに心を祖道にとどめず 
といふことなし。武門•文家、いづれ 
も参禅学道をこころざせり。こころざ 
すもの、かならず心地を開明すること 
おほし。これ世務の仏法をさまたげざ 
る、おのづからしられたり。 

国家に真実の仏法弘通すれば、諸仏 
諸天ひまなく衛護するがゆ袅に、王化 
太平なり。聖化太平なれば、仏法その 
ちからをぅるものなり。 

又、釈尊の在世には、逆人邪見みち 
をえき。祖師の会下には、獏者•樵翁 
さとりをひらく。 いはんやそのほかの 
人をや。ただ正師の教道をたづぬベ 
し。 


この人は公務に余暇のない人であるにもかかわらず仏道を求める志が深かっ 
たので遂に仏道を体験したのである。このように他人の行蹟をもって自己を反 
省し、昔日の仏道のあり方を鏡として今の仏道のあり方を顧みるべきである。 

大宋国では、今の世の国王も大臣も、官僚も一般人も、男も女も、すべて仏 
祖の道に関心のない人はいない。武家も文官も、いずれも坐禅辦道することを 
心掛けている。 

その人たちの多くは、必ず自己の本心を見究めることが多い。世間の俗事 
が、仏道を妨げぬことが自ずから明らかとなったであろう。 

国家に真実の仏道が弘く行われると、諸仏も諸天人も昼夜の別なく、仏道を 
守護せられるから、国王の徳が人民を徳化して天下は平和となり、聖天下の下 
に国は益々治まるのである。闰が治まれば仏法もまた、その力を得て いよいよ 
弘通するのである。 

釈尊の在世中には、悪逆無道の阿闍世王のような王も、ついに仏道を体験 
し、提婆達多のような五逆の大悪人も、ついに仏道に帰依したのである。 

祖師の門下においては、石鞏恵蔵禅師のように狩獬を生業とする者も、あ 
るいは六祖慧能禅師のように木樵を業とする人々も、悟りを開いたのである。 
まして や、その他の人はいうまでもなくできないはずがない。ただ正師をたず 
ねてその教え導きを受けるべきである。 
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とぅていはく、この行は、いま末代 
悪世にも、修行せば証をぅべしや。 

しめしていはく、教家に名相をこと 
とせるに、なほ大乗実教には、正像末 
法をわくことなし、修すればみな得道 
すといふ。いはんやこの単伝の正法に 
は、入法出身、おなじく自家の財珍を 
受用するなり。証の得否は、修せんも 
のおのづからしらんこと、用水の人の 
冷煖をみづからわきまふるがごとし。 


とうていはく、あるがいはく、仏法 


(第十五問) 

問うていう。 

「この坐禅の行は、現在の仏法が廃れ、世も混乱して人心の乱れている末法 
の悪世であっても、修行すれば悟りを得ることができましょうか」 

答えて言く。 

仏典の字句や理論を根拠とする宗派では教法の名目や形式をやかましくいう 
が、それでも大乗の実教と称する正法の世(仏法が正しく行われる時代)•像法の 
世(仏法の形式だけが行われる時代)•末法の世(仏法の形式も消滅し教えのみが残る時代) 
を区別しないで修行すれば、凡ての人が仏道を成就できるというのである。 

まして、仏から仏、祖から祖、個人から個人へと直々に正しく伝える仏法で 
は、仏道に入るにも、さらに仏道を超えることも同じで、自ら本来持っている 
真理の珍宝を活用するに過ぎないのである。自らに具っている仏性を受持する 
ことであり、その仏性の働きを働かせるだけのことである。悟りを体験するか 
否かは、修行する者の自分自身で知ることである。ちょうど水を飲む人が冷い 
か暖いかを自分自身で知っているのと同じである。末法の世とか像法の世とか 
いうことにかかわりはない。 

(第十六問) 

問うていう。 
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には、即心是仏のむねを了達しぬるが 
ごときは、くちに経典を誦せず、身に 
仏道を行ぜざれども、あへて仏法にか 
けたるところなし。ただ仏法はもとょ 
り 自己に ありと しる、これを得道の全 
円とす。このほかさらに他人にむかひ 
てもとむべきにあらず、いはんや坐禅 
辦道をわづらはしくせんや。 

しめしていはく、このことば、もと 
もはかなし。もしなんぢがいふごとく 
ならば、こころあらんもの、たれかこ 
のむねををしへんに、しることなから 
ん。 

しるべし、仏法は、 まさに 自他の見 
をやめて学するなり。もし自己即仏と 
しるをもて得道とせば、釈尊むかし化 
道にわづらはじ。しばらく古徳の妙則 
をもてこれを証すべし。 


むかし、則公監院といふ僧、法眼禅 
師の会中にありしに、法眼禅師とぅて 
いはく、則監寺、なんぢわが会にあり 


「ある人が、仏道では、即心是仏の道理を識り尽くすと口に経典を読むこと 
なく、身心をもって仏道の修行をしなくても、一つも仏道を体得するに不足す 
るところはない。ただ仏道は、自己に本来具有しているものであることを知れ 
ばよろしい。これを仏道の完全無欠な体得とするのである。この他にさらに師 
に随って求めるものではない。ましてや坐禅辦道などのめんどうなことをする 
必要はないと言っていますが本当でしょうか」 

答えて言く。 

その言葉は最も胡乱(疑わしぃ)な言説である。もしお前のいうようなもの 
が仏道であれば、心ある者は誰でも教えれば理解できない者は一人もないであ 
ろう。 

知るがよい。仏道というものは自己他己との対立を超え、自分を無にして参 
学し修証するものである。 もし この自己がそのまま仏であると知ることが仏道 
であるとするならば、釈尊ほどの偉大なお方が、その昔、仏道の教化にご苦労 
されなかったことであろう。ここでこのことを昔の高徳の諸祖の規範となる話 
をあげて証明する。 

昔、金陵の報恩院の則公玄則という僧が、法眼文益禅師の門下として、そ 
の寺の監寺を勤めていた。 

あるとき、法眼禅師が問われた。 
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ていくばくのときぞ。則公がいはく、 
われ師の会にはんべりて、すでに三年 
をへたり。禅師のいはく、なんぢはこ 
れ後生なり、なんぞつねにわれに仏法 
をとはざる。即公がいはく、それが 
し、和尚をあざむくべからず。かつて 
青峯禅師のところにありしとき、仏法 
におきて安楽のところを了達せり。禅 
師のいはく、なんぢいかなることばに 
ょりて か、 いることをえし。則公がい 
はく、それがし、かつて青峯に とひ 
き、いかなるかこれ学人の自己なる。 
青峯のいはく、丙丁童子来求火。法 
眼のいはく、ょきことばなり。ただ 
し、おそらくはなんぢ会せざらんこと 
を。則公がいはく、丙丁は火に属す。 
火をもてさらに火をもとむ、自己をも 
て自己をもとむるににたりと会せり。 
禅師のいはく、まことにしりぬ、なん 
ぢ会せざりけり。仏法もしかくの ごと 
くならば、けふまでにつたはれじ。 


「則監寺さん、お前はわが門下になってから何年になるかな」 

「ハィ、師のもとに参じまして既に三年になります」 

法眼がいわれた。 

「お前は私の後輩なのに、どうして私に仏法の ことを たずねないのか」 

「私は別に和尚に嘘をいうつもりではありません。以前、私は青峰禅師の処 
で修行しておりましたとき、仏法について大安心を得ることができました。そ 
れで今日まで和尚に何も問わなかったのです」 

法眼が言われた。 

「お前はどんな言葉によって仏法を会得したのか」 

「私は以前、青峰禅師に、仏法修行者としての自己のあり方は どのような の 
が仏法のあり方ですかとたずねたら、禅師が言われました。び^1じ TI 童子が やっ 
てきて火を求める (火の 神様が、 火を求めているようなものだ。元来、仏である自己が、 
仏を求めているようなものだ)と、 いわれました」 と。 

法眼がいった。 

「まことによい言葉であるが、多分お前には理解しにくいで あろう」 

則公は、 

「いいえ、そうではありません。丙丁とは、火の兄と、火の弟で、 どちらも 
火の仲間です。火である童子が さらに 火を求めるのですから、火を もってさら 
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ここに則公、慄悶してすなはちたち 
ぬ。中路にいたりておもひき、禅師は 
これ天下の善知識、又五百人の大導師 
なり、わが非をいさむる、さだめて長 
処あらん。禅師のみもとにかへりて、 
懺悔礼謝してとぅていはく、いかなる 
かこれ学人の自己なる。禅師のいは 
く、丙丁童子来求火と。則公、このこ 
とばのしたに、おほきに仏法をさとり 
ぎ。 


あきらかにしりぬ、自己即仏の領解 
をもて、仏法をしれりといふにはあら 


に火を求めるのは、自分が自分を求めることで、仏である白分がさらに仏を求 
めるようなものであると体得いたしました」 

法眼がいった。 

「本当にお前はこの言葉の真意を会得していないことが わかった。 仏法が、 
もし、このようなものであるならば、今日まで伝わらなかったであろう」 

ここで玄則は、法眼禅師の言葉を理解することができなかったので悩み、即 
刻、法眼禅師の下を立ち去った。ところが道の途中で考えた。法眼禅師はこれ 
天下の善知識であり、現に五百人の修行僧の大導師である。その正師が自分の 
偏見をねんごろに歌められたことは、必ずすぐれたところがあるに違いないと 
反省して、その足で再び禅師のもとにひきかえし、禅師を礼拝して前の非行を 
懺悔して、さらに教えを乞うて問うた。 

「仏法修行者としての自己のあり方は、どのようにすればよろしいでしょう 
か」と。 

法眼禅師が答えられた。 

「丙丁童子の火がやってきて火を求める」と。 

玄則は言下に仏道のあり方を大悟したのであった。 

この話によって明らかに知ることができることは、自己自体が仏であると文 
字の上や概念的に了解することが、仏道を知るということではないということ 
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ずといふことを。もし自己即仏の領解 
を仏法とせば、禅師さきのことばをも 
てみちびかじ、又しかのごとくいまし 
むべからず。ただまさに、はじめ善知 
識をみんより、修行の儀則を咨問し 
て、一向に坐禅辦道して、一知半解を 
心にとどむることなかれ。仏法の妙 
術、それむなしからじ。 


とぅていはく、乾唐の古今をきく 
に、あるいはたけのこ袅をききて道を 
さとり、 あるいははなのいろをみてこ 
ころをあきらむるものあり、いはんや 
釈迦大師は、明星をみしとき道を 
証し、阿難尊者は、刹竿のたふれしと 
ころに法をあきらめし。のみならず、 
六代よりのち、五家のあひだに、一言 
半句のしたに心地をあきらむるものお 
ほし。かれらかならずしも、かつて坐 
禅辦道せるもののみならんや。 


である。 もし 自己そのままが仏であるとの理解を仏道とするならば、法眼禅師 
は前にいった言葉そのままで、玄則を導きはしなかったであろう。またそのよ 
うな教誡はしなかったであろう。 

誤りのないことは次のことが肝要である。 

もし初めて正しい師に相 f たならば、修行の方法、規則をたずねて専ら 
坐禅辦道し、半可通の知識や概念のひとかけらも心にとめてはならないという 
ことで ある。 このように 修行 するとき はその修行はむだにはならず、必ず仏道 
の妙術すなわち坐禅の修証の功徳は現成するものである。 

(第十七問) 

問うていう。 

「ィンド、中国など古今の禅者の修行の行蹟を聞くに、あるいは香厳和尚 
は小石が竹に当った声を聞いて仏道を悟り、あるいは霊雲和尚のように桃の花 
の色を見て仏心を悟った人々もあった。 

ましてや釈迦牟尼仏は、明星を見たときに仏道(真理)を悟られ、阿難尊者 
は、寺院の説法の竿が倒れたときに仏法を諦めた。六祖大鑑慧能禅師の後、五 
家の分派の禅門に至るまで、一言半句の下に自己の仏智見を開いた人も多々あ 
り、それらの人々は必ずしも、全部の人がその以前に坐禅辦道をした者ばかり 
ではないでしょう。いかがですか」 
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しめしていはく、古今に見色明心 
し、聞声悟道せし当人、ともに辦道に 
擬議量なく、直下に第二人なきことを 
しるべし。 


とぅていはく、西天および神丹国 
は、人もとより質直なり。中華のしか 
らしむるによりて、仏法を教化する 
に、いとはやく会入す。我朝は、むか 
しより人に仁智すくなくして、正種つ 
もりがたし。番夷のしからしむる、ぅ 
らみざらんや。又このくにの出家人 
は、 大国の在家人にもおとれり。挙世 
おろかにして、心量狭少なり。ふかく 
有為の功を執して、事相の善をこの 
む。かくのごとくのやから、たとひ坐 
禅すといふとも、たちまちに仏法を証 
得せんや。 


答えて言く。 

昔から今日まで形あるものを見て真理を体験してさとり、声をきいて「さと 
り」を開いた人々がある。霊雲和尚は桃華を見て仏心を明らめ、竹の声を聞い 
て悟った香厳がそれである。これらの人々は、ともに坐禅辦道そのものになり 
きって、自己と天地万有と一体になりきった解脱人の消息であることを知るベ 
きである。 

(第十八問〕 

問うていう。 

ィンドや中国の人々は、もとから正直で質朴である。中華の名は世界文化の 
中心地であるという国柄が、民族の意志として宛ら現成するのである。この国 
柄が仏道の教化を、おのずから早急速に会得し、仏道に帰依し、信奉すること 
が容易である。ところがわが日本の国は、昔から人々に仁心 (恵みの深い心) と 
智慧がないから、正しい仏法の種子をまいて繁殖させにくいのである。文化の 
国から遠く離れた未開の国であるから、 このよう になっていることはまことに 
遺憾なことである。またこの国の出家人は、大国のィンドや中国の在家人にも 
劣っている。世を挙げて愚劣であり、心が狭く利益の追及にのみ汲々として 
頗る排他的で表面の善さばかりを好む。 このような 人々がたとえ坐禅を修行し 
たところで、直ちに仏道を身につけることができるでしょうか。 
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しめしていはく、いふがごとし。わ 
がくにの人、いまだ仁智あまねから 
ず、人また迂曲なり。たとひ正直の法 
をしめすと も、 甘露かへりて毒となり 
ぬべし。 名利にはおもむきやすく、 惑 
執とらけがたし。しかはあれども、仏 
法に証入すること、かならずしも人天 
の世智をもて出世の舟航とするにはあ 
らず。仏在世にも、てまりにょりて四 
果を証し、袈裟をかけて大道をあきら 
めし、ともに愚暗のやから、癡狂の畜 
類なり。ただし、正信のたすくるとこ 
ろ、まどひをはなるるみちあり。ま 
た、癡老の比丘黙坐せしをみて、設斎 
の信女さとりをひらきし、これ智によ 
らず、文によらず、ことばをまたず、 
かたりをまたず、ただしこれ正信にた 
すけられたり。 


答えて言く。 

その言葉の通りである。わが国の人は未だ仁心、智慧ともに一般的に低級で 
ある。また愚鈍の者が多い。たとえ正しい仏法を教えても、仏法の甘露は却っ 
て毒となるかも知れない。 

名聞利益の心が動き易く、迷妄、執着の心が強い。この心を離れることは 
容易でない。しかしながら仏法を悟ることは、必ずしも人間•天人の世間の知 
識をもってして出来ることヌはない。解脱の手掛りは世間の知識によるのでは 
ない。仏の在世中においても、だまされて手まりで頭を打たれているうちに阿 
羅漢の悟りを得た、という僧があるという。また、たわむれに酒宴の席で袈裟 
をかけて踊った遊女が仏祖の大道を明らめて阿羅漢になった尼僧の例もある。 

これらの者どもは極端に愚かで智慧未発の畜類同様と思われた人々だった。 
それがただ正信の一心に助けられて、ついに迷いを解脱する道を見出したの 
である。 

また愚かな老僧が説法を乞われたが、仏法に暗いために一言もいうことがで 
きないで、ただ黙って坐っていた。そのとき、その老僧に供養をした信女が、 
老僧の黙した姿を見て忽然として悟りを開いたということは、世間の知識によ 
らず、経文によらず、言語によらず、説法にもよることなく、ただ純粋な正信 
の力に助けられたのである。 
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また釈教の三千界にひろまること、 
わづかに二千余年の前後なり。刹土の 
しなじななる、かならずしも仁智のく 
ににあらず、人またかならずしも利智 
聡明のみあらんや。しかあれども、如 
来の正法、もとょり不思議の大功徳力 
をそなへて、ときいたればその刹土に 
ひろまる。人まさに正信修行すれば、 
利鈍をわかず、ひとしく得道するな 
り。わが朝は、仁智のくににあらず、 
人に知解おろかなりとして、仏法を会 
すべからずとおもふことなかれ。いは 
んや人みな般若の正種ゆたかなり。た 
だ承当することまれに、受用すること 
いまだしきならし。 


さきの問答往来し、賓主相交するこ 
とみだりがはし。いくばくか、はなな 
きそらにはなをなさしむる。しかあれ 
ども、このくに、坐禅辦道におきて、 
いまだその宗旨つたはれず。しらんと 
こころざさんもの、かなしむべし。こ 


また釈尊の教えが、全世界に弘まったのは、わずかに二千余年前後のことで 
ある。その全世界の国々の風土慣習は種々雑多であって、必ずしも慈悲心と智 
慧が徹底している国ばかりではない。また、それらの国々に住む人々も、必ず 
しもみな智慧が優れ聡明な人々ばかりとは限らない。 

しかしながら如来の正法には、もとょり人間の思量を超えた素晴らしい功 
徳力をもっているから、時節が来れば自然にその国土に弘まるのである。人々 
は間違いなく仏道を正しく信じて正しく修行すれば、その国の人々は智慧のあ 
る人も愚鈍な人も、別け隔てなく同等に仏道を得ることができるのである。 

わが国は慈悲の心、智慧の行きわたった国ではない。また人々の判断力は！^ 
る低劣であるから、仏法を会取するこ.とができないと考えてはならない。 

まして や人はみな 自ら 仏智 (般若の智) の種子が豊かに具わっている。ただ 
真実の仏法に値う機会が少なく、したがって仏法を体験し、これを活用するこ 
とが十分に行われないだけである。 

以上、あれこれといろいろに問答をやりとりしてくりかえして来たが、問う 
者と答える者とまことに乱雑な問答となった。それは眼病の人が幻覚で見るょ 
うに、どこかにありもしない花を空中に咲かせたことであろう。 

わが国には、仏法の精華ともいうべき坐禅辦道については、未だかつてその 
大切な真髄が伝わっていないから、 これを 知ろうと志す人々にとっては、 まこ 
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のゆ袅に、いささか異域の見聞をあつ 
め明師の真訣をしるしとどめて、参 
学のねがはんにきこえんとす。このほ 
か、叢林の規範および寺院の格式、い 
ましめすにいとまあらず、又草草にす 
ベからず。 

おほよそ我朝は、龍海の以東にとこ 
ろして、雲煙はるかなれども、欽明. 
用明の前後より、秋方の仏法東漸す 
る、これすなはち人のさいはひなり。 
しかあるを、名相事縁しげくみだれ 
て、修行のところにわづらふ。いまは 
破衣裰盂を生涯として、青巌白石のほ 
とりに芽をむすんで、端坐修練する 
に、 仏向上の事たちまちにあらはれ 
て、 一生参学の大事すみやかに究竟す 
るものなり。これすなはち龍牙の誡勅 
なり、 鶏足の遺風なり。その坐禅の儀 
則は、すぎぬる嘉禄のころ體緊せし普 
勧坐禅儀に依行すべし。 


とに悲しむべきことである。そのため私は少々ばかり宋国で見聞したことを拾 
い集めて、道の明らかな正師から聞いた真の秘訣を書きとめて、参学者で知り 
たいと願う人々に教え示そうとしたのである。この他に、修行の道場の規11や 
また禅院の細則とかは、ここではこれを説明する暇がないから 省く ことにした。 
また軽卒にこのことをなすべきではないから、ここでは急いですべきでない。 

大体わが国は、この世界の東方に位して、仏道の中心地からは遙かに隔った 
辺鄙な国ではあるが、欽明天皇.用明天皇の前後より中国から仏教が伝来した 
のは、この国の人にとっては喜ばしいことである。しかし、このときに伝来し 
た仏教は、各宗の教相の理論、名目の概念的な論議、煩雑な儀式作法、手 つづ 
きが入り乱れ Ji 、 肝心の仏道修行をどのように修行してよいのかと修行者は迷 
い惑ったのであった。 

然るに、いまは破れ衣を身につけ、何度も修理してつぎ合せの紙命(応量器) 
に生涯を託して、苔むす青巌白石のほとりで草の！!—を結んで、し II 射 mp て 
修錬すれば、仏であって仏をこえた悟りの境地が現成し、一生涯の参学の大事 
を究め尽くすことができるのである。これはほかならぬ龍牙！^ Mi 禅師の教えで 
あり、釈尊の霊鷲山に於ける訓誡であり、大きし^ I 尊者の後世にのこされた家 
風である。その坐禅の儀則については、以前に記した嘉禄の年に撰集の S , 日拠 
坐禅儀」によって行ずべきである。 
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それ仏法を国中に弘通すること、王 
勅をまつべしといへども、ふたたび霊 
山の遺嘱をおもへば、いま百万億刹に 
現出せる王公相将、みなともにかたじ 
けなく仏勅をぅけて、夙生に仏法を 
護持する素懐をわすれず、生来せるも 
のなり。その化をしくさかひ、いづれ 
のところか仏国土にあらざらん。この 
ゆ袅に、仏祖の道を流通せん、かなら 
ずしもところをえらび、縁をまつべき 
にあらず。ただ、けふをはじめとおも 
はんや。 

しかあればすなはち、これをあつめ 
て、仏法をねがはん哲匠、あはせて道 
をとぶらひ雲遊萍寄せん参学の真流に 
のこす。ときに、 


仏法を国中に弘めることは天皇の御ゆるしを待って行うべきではあるが、再 
三熟考するに、この仏法の正伝は霊鷲山での釈尊が迦葉への正伝にょるのであ 
る。いま数えきれない国土の者、宰相、将軍らも、みないずれも畏れ多くも仏 
の勅 (みことのり) を受けて前生以来、仏法を護持しょうとする願いを忘れずに 
この世に生れて来たのである。その人々が統治する地域は、いずこのところも 
仏国土でない処はない。こういうわけであるから、仏祖の道を弘めるには、必 
ずしも国王の勅許の処を選び、また因縁の熟するのを待つべきではない。今が 
その手始めであるとすべきである。 

このようであるから、 いまこ こに正伝の仏法である坐禅に関する事例を選び 
集めて、仏法を得ることを求め願うすぐれた人々、及び仏道をたずねもとめて 
雲のように萍のように行脚の旅をつづける僧たち、真実の修行者のために書 
きのこすのである。 


寛喜辛卯中秋日 

入宋伝法沙門道元記 

辦道話 


このとき、寛喜辛卯中秋の日 


辦道話 


につそぅでんぽぅしやもん 

入宋伝法沙門道元記す。 
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正法眼蔵 別本辦道話 


永平開山元和尚記 

諸仏如来、共 一 I 妙法ヲ単伝シテ、阿 
耨菩提ヲ証スル-1、最上無為ノ妙術ァ 
リ。是レ但ダ、仏ホトヶニ授ヶ枉マナ 
ル n 卜無ハ、則チ自受用三昧、其標準 
ナリ。此三昧-一遊戯スル-1、端坐参禅 
ヲ直道ト セリ。 此ノ法、人人ノ分上 一 一 
ユタカナリト雖モ、未レ修一ーハ不レ願、 
不レ証^--レ得。放テバ手-|ミテリ、| 
多ノキハナランヤ。語レバロニ 満ッ、 

縦横無，極。諸仏ノ常-1此ノ中-1住持 
タル、各各ノ方面11知覚ヲ不レ残。群 
生ノ長此ノ中 一|使用スル、各各ノ 
知覚-一方面不レ顕。今マ教ふル功夫辦道 
ハ、証上-一万法ヲ集、出路 - I 一如ヲ行 
ズルナリ。其ノ超関脱落ノトキ、此節 


永平開山道元和尚記 

真理の体験者である諸仏の一人の師が一人の弟子に無上最勝の1 at ©5 (真理) 
を体験させるため、最も優れ、最も自然な手段、即ち妙術は坐禅の道である。 

この坐禅の妙術は、ただ師の仏が弟子の仏に授けられるのみであって、授け 
るものと授けられるものとのあいだに、少しの間隙も狂いもなく、完全無欠に 
正しく仏が；^授けて行く。その坐禅の道は、自受用三昧(坐禅に なりきる) を 
標準とし、根本とするのである。この自受用三昧になりきることは、正身端坐 
(正しい姿勢で坐禅す ること) を唯；の手段とするのである。 

この妙術.妙法は、すべての人々に本来ゆたかに具わっているものであるが 
修行して体験しなければ決して現成することはない。仏の眼を開かなければ得 
ることはできないものである。この方法は、感覚や意識の作用を超越するとき 
に手に満つるものである。 

それは一とか多とかにかかわりなく融合し合い、しかも各々にその相を同じ 
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目 二力ヵハランャ。 くせずしてその本性を保っているのである。語ろうとしても語りきることので 

きないものであり、その自由自在さは捉えようにも極まることがない。 

諸仏は常にこの自受用三昧中の主となって、どの方面に対しても感覚、意識 
の痕跡を残さない。一切の囚われを解脱しているのである。衆生も永遠にこの 
自受用三昧の中に生きていながら、感覚や意識がどのような対象に向かってい 
るかに気がつかない。 

今ここで教える正身端坐の法は、坐禅によりあらゆるものごとを悟りの上の 
ものとして、日常生活の一々が真理と一体のものとなってしまうことである。 
日常生活の一挙手一投足が、自受用三昧と一如になりきってしまうことであ 
る。そのときには自他の大関門を超えて、坐禅とか日常の生活ということの限 
界を超えたそのとき、真の解脱の境を現成する。 

私は発心して求道のため出家して以来、諸方に仏道の正師をたずね歩いた最 
後、ついに建仁寺の明全和尚にお逢いして、随順すること九年間に及んだが、 
そのおかげで一応臨済禅についてその家風を知ることができた。明全和尚は祖 
師栄西禅師の高弟として唯一人、無上の仏法を正伝されたお方である。仏心の 
正命は明全和尚の室中に流れているだけで、他の門弟らと比較にならぬ勝れ 
た師であった。 


発心求法ヨリコノカタ、ワガ 
朝ノ遍方11知識ヲトブラヒキ。因ミニ 
建仁ノ全公ニマミ H テ、九廻霜華スミ 
ヤカニセシ程一一、聊力臨済ノ宗風ヲ聞 
キ、始テ沙ヲ算ルガ如ク、実ニアラザ 
ル旨ヲ知ル。全公ハ祖師西和尚ノ上足 
トシ テ、独リ無上ノ仏法ヲ正伝 セリ。 
印可但ダ此ノ室ニアリ。函丈二独歩セ 
ル、敢テ余輩ノ及ブベキニアラズ。 
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予、重テ大宋国二趣テ、知識ヲ両浙 
二訪ヒ、家風ヲ五門-1聴ク〇終二大白 
峯ノ浄和尚-一参ジテ、一生ノ大事此コ 
11終ヌ。其ヨリ後、大宋紹定ノ初、本 
郷二趣キシ、則チ弘法救生ヲオモヒト 
セリ、尚ホ重担ヲ肩ニオケルガ如シ。 
然ルーー、弘通ノ心ヲ放下セン激揚ノ時 
ヲ待ツ故-一、暫ク雲遊萍寄ナリ、先哲 
ノ風ヲ聴 H ントス。何ゾ只シ自ラ名利 
二不レ拘、道念ヲ先キトセン真実ノ参 
学有ンカ、徒ブラーー邪師二惑ハサレ 
テ、妄リニ正解ヲオホヒ、虚ク自狂二 
酔テ、久シク迷郷二沈マン。何ニヨリ 
テカ般若ノ妙種ヲ長ジ、得道ノ正縁ヲ 
得ン。貧道ハ今雲遊萍寄ヲ事トスレ 
バ、何レノ山川ヲカトブラハン。是ヲ 
憐ム故二、マノアタリ大宋国一ーシテ禅 
林ノ風規ヲ見聞シ、知識ノ玄旨ヲ稟持 
セシヲ記シテ、参学閑道ノ人—残シ、 
仏家ノ正法ヲ知ラシメントス。是真訣 
ナラン。 


私は、それから大宋国に渡り、勝れた師たちを浙江省の西東に訪ねて、禅 
の五宗の教えを聞き、遂に天童山太白峰の如浄禅師の弟子となって、如浄禅 
師の仏法を正伝し、私の一生の仏道の参学は達成せられたのである。 

それから後、大宋国の紹定元年、即ちわが朝の後堀河天皇の安貞元年(西暦 
一ニニ七年)に帰朝した。 

帰朝の本旨は、正法を弘めて衆生を救うことにあった。その実現を期するこ 
とは非常に重い荷物を肩に背負っていることであった。しかしながら、この仏 
法宣揚、正法弘通の一念を激発して、正法弘通の挙に出んとする元気抓ぼ々ったる 
ものがあるが、しばらくおさえて、その時の到るを待つために、雲水の如く、 
浮草の如く、先哲先仏の家風に做おうと思う。しかし、万一にも1飢称益を 
求めることなく、道を得ることを先にする真実の参学者があるかも知れない。 
その人々^無益にも邪師に惑わされて自分勝手に正しい判断を失ってしまえ 
ば、空しく独りょがりに陥って永久に迷いの淵に沈むであろう。それではどう 
して真理を体験する般若の智慧(仏智)の正しい種子を成長させて、仏道を体 
験することができょうか。 

私はいま雲水生活をしているから、それらの人々は何処の山川で私をたずね 
ることができるだろうか。それを気の毒に思うから、私が宋国で、 この 目で見 
聞して来た禅道場の家風や規則や、禅の指導者から相続した仏法の幽玄微妙な 
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大師釈尊、霊山会上-ーシテ、法ヲ迦 
葉ニツケ、祖祖正伝シテ、菩提達磨尊 
者-一至ル。尊者、自ラ神丹国二趣テ、 
法ヲ慧可大師-1ツケキ。是レ東地ノ仏 
法ノ初祖ナリ。如レ是単伝シテヨリ、 
六祖大鑑禅師一一至ル。此ノ時、正一一真 
実ノ仏法、唐家-一流演シテ、節目二力 
カハラヌ旨顕レキ。時二六祖二二位ノ 
神足アリ、南岳ノ懐譲卜、青原ノ行思 
トナ^。共二仏印ヲ伝持シテ、同ク人 
天ノ導師ナリ。其ノニ派ノ流通スル 
_\一、好ク五門開ケタリ。所謂、法眼宗. 
潙仰宗•雲門宗•臨済宗•曹洞宗也。 
見在大宋ニハ、臨済宗•曹洞宗ノミ天 
下普シ。五家異レドモ、唯ダー仏心印 
也。大宋国モ、後漢ヨリ以来、教法流 
伝シテー天-1シケリト雖モ、雌雄未ダ 
定メザリキ。祖師西来ノ後、直一一葛藤 
ノ根源ヲ截断シテ、純ーノ仏法オコナ 
ハル。華夷其ノ慶ヲ蒙レリ、我国ニモ 


妙旨を集め記して、道を学ぶ人々のために残し、正しい仏法を知らし めようと 
するのである。これこそ仏法の真実の奥儀である。 

大師釈尊は霊鷲山の道場で仏法を迦葉尊者に伝授された。それから祖師か 
ら祖師へと正伝し正受されて、菩提達磨尊者に至った。達磨大師は、自ら中国 
におもむいて仏法を二祖慧可大師に授けた。これが東方に伝来した初めである。 

このように、祖師から祖師へ正伝されて六祖大鑑慧能禅師に至った。このと 
き六祖に二人の勝れた弟子があった。南岳の懐譲禅師と青原の行思禅師とで 
ある。 ともに仏心印、即ち仏道の究極(真理)を体験し正伝された。同じよう 
に一切の人類の大導師としてふさわしい祖師方で ある。 この二師の流派がひろ 
まるにあたって五つの門流が開けたの- C - ある。 世にいう法眼宗、潙仰宗 、II 
門宗、臨済宗、曹洞宗がそれである。 

現在、大宋国には臨済宗、曹洞宗だけが全土に亙って行われている。五つの 
宗門は、それぞれ家風は異なっているが、根本においては、いずれもただ一仏 
心印の完全な体験には変わりはない。 

大宋国も、後漢時代から後、経典が伝訳されて広く中国の全土に行われた 
が、その優劣の真価が決定されていなかった。しかるに、達磨大師が中国に渡 
来されて後、はじめてこれらの経論の教判との複雑な理論の根源を断ち切っ 
て、ただ一つの純粋の仏法が広まり行ぜられているのである。大宋国のその 
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又シカアランコトヲ喜バザランヤ。 

可レ知、仏法ヲ住持セシ諸祖ナラビ 
一一諸仏、共-1自受用三昧-端坐スルヲ 
以テ開悟ノ直道トセリ。西天東地、悟 
ヲエシ人、此ノ清規11随ヘリ。此レ師 
資ノ正シク妙術ヲ正伝シ、真訣ヲ稟持 
セシー I ヨリ テ、仏印 ノア トアル、其如レ 
も。 


宗門ノ正規-1云ク、単伝正直ノ仏法 
ハ、最上ノ中-一最上ナリ。参見知識ノ 
初メヨリ、更11焼香•礼拝■念仏.修 
懺•看経ヲ不，用、唯ダ専ラ打坐シテ 
身心脱落スルコトヲ得ョ。 


若シ人一時モ、三業11仏印ヲ持シ、 
三昧-一端坐スル時、遍法界皆仏身卜現 
ジ、尽虚空尽ク悟-1ナル。故-1、諸仏 
如来ヲシテ、本地ノ法楽ヲ益シ、覚道 
ノ荘厳ヲ新夕 - I ス。及ビ十方世界.三 
途六道ノ群類、皆共-二時-一身心明浄 


ように、わが国においてもまた、そのようであることをこいねがうべきである。 

また、こう言われている。 

仏法を正しく体験し正しく伝えてきた諸仏•諸祖は、どの人々も同じく自受 
用三昧に端坐して修行することが悟りを開く唯一の路、間違いのない手段方法 
としたのである。この故に、ィンドでも、中国でも、悟りを体験した人は、こ 
とごとくその法を習って、自受用三昧の端坐に遊化した人々である。これは師 
から弟子へ親しくこの自受用三昧の端坐の妙術を相伝え、仏道修証の奥儀を相 
継ぎ護持してきたからである。 

宗門の正伝については、次のようにいわれている。 

釈尊から摘々相承し正伝された仏法は、最上のなかの最上である。この法 
は、 優れた正師の教えをうけるその最初から、焼香、礼拝、念仏、似*!、慰 gi 
などを全然学ばないで、専ら正身端坐、自受用三 ttf になりきって身心脱落す 
ることであると。 

も山、人が、たとえほんの一時でも身体、口、意の上に仏のし_し(_1?||:)を体 
験し、仏の姿になりきって正身端坐するとき、全宇宙の一切のものごとが仏の 
悟りの相となる。その故に、諸仏•諸祖は本来の面目を現成し、仏法の楽しみ 
喜びを加え、仏土を新たに荘厳浄化するのである。 

また、全宇宙の生物はもちろん、地獄、餓鬼、畜生に至るまでの一切が、同 
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ニシテ、大解脱ヲ証シ、本来ノ面目現 
前スル時、諸法皆正覚ヲ証会シ、万物 
トモ11仏身ヲ使用シテ、速一一証会ノ辺 
際プー超シテ、覚樹王11端坐シ、一時 
-1 無等等ノ大法輪ヲ転ジ、究竟無為ノ 
深般若ヲ開演ス。 

是レコノ等正覚、更ニカ ヘリ テ親ク 
アヒ冥資スル道 カヨ フ故11、此ノ坐禅 
人、確爾トシテ身心脱落シ、従来ノ雑 
穢ノ知見思量ヲ截断シテ、天真ノ仏位 
一一証会シ、遍ク微塵際ソコバタノ諸仏 
如来ノ道場ゴトーー、仏事ヲ助発シ、博 
ク仏向上ノ機ニ カウ ブラシメテ、好ク 
仏向上ノ法ヲ激揚ス。此時、十方法界 
ノ土地•草木•墻壁•瓦礫、皆仏事ヲ 
行ズルヲ以テ、其ノ起ス所ノ風水ノ利 
益一一預ル輩ラ、甚妙不可思議ノ仏化ヲ 
受用スル故-一、深キ迷ヲ掃蕩シ、近キ 
悟ヲ獲得シテ、小節二不，拘。 


時に身心のすべての迷苦を明朗な清浄身を得て、解脱の世界を実現して、本来 
の面目である仏の悟りを実現し、万物はみな仏身の働き そのものとなりきっ 
て、 その 悟りのあとかたさえ消え去って、釈尊と等しく菩提樹下に端坐して、 
この上もない勝れた教えを説き、究め尽くした無我、解脱の心の仏智を現成す 
るのである。 

これらの万物の悟りは、さらに坐禅する人の処に帰ってひそかに助けること 
になるから、坐禅する人は間違いなく身心の迷妄の束縛から自由となり、従来 
のいろいろな穢れた感覚、意識を絶ち切って、ありのままの境地に仏法を明ら 
かにして、あらゆる世界のあらゆる諸仏の道場ごとに、仏の行いである教行の 
働きの発るのを助け、弘く迷いを脱して仏となり、仏向上(仏を 体験してもなお 
その仏に囚われず仏道を向上する)の機を助長させて、仏向上の仏法を盛んに宣 
揚するのである。このとき全世界の国土 •草木 •牆壁.瓦礫もみな仏化仏事 
をなすのである。すなわち瓦礫は、そのまま仏身の現われとなって、仏の行と 
して説法し教化するのである。それらのはたらきである風や水の利益にあずか 
るものは、すべて感覚•意識を超越した不思議な仏の教化の目に見えぬ助けに 
ょり、自己本来に具有している仏の身心を現成することができる。この水火の 
利益を受用するものは、すべて真実の「悟り」そのものである仏の「はたら 
き」を受用するからである。 
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此ノ水火ヲ受用スル類、皆本証ノ仏 
化ヲ周旋スル故-1、彼等卜共二住同語 
スル者、尽ク相互-一無窮ノ仏徳具テ、 
展転広作シテ、無尽、無間断、不可思 
議、不可商量ノ仏法ヲ、遍法界ノ内外 
_流通スル者ナリ。雖，然、此ノ各各 
ノ当人ノ知覚昆雑セズ、汙染セラレヌ 
コトハ、静中ノ無造作ニシテ、直証ナ 
ルヲ以テナリ。若シ迷人ノ思へルガ如 
ク、修証ヲ両段-一有ラシメバ、各各相 
ヒ覚知スべキナリ。モシ覚知二交ル 
ハ、証則ニアラズ。覚知ノ迷情二力力 
ハラザル故ナリ。又、心•境共-静中 
ノ証入悟出有レドモ、自受用ノ軌則ナ 
ルヲ以テ、一塵ヲ不：，動、一相ヲ壊ラ 
ズ、広大ノ仏事、甚深微妙ノ仏化ヲ成 
ス。此ノ化道ノ及ブ所ノ草木•土地、 
共-一大光明ヲ放テ、深妙法ヲ説クコト、 
辨トキナシ。草木牆壁 ハ、 能ク凡聖 
含霊ノ為>1宣揚シ、凡聖含霊ハ、草木 
牆壁ノ為二演暢ス。自覚覚他ノ境界、 
元トヨリ証相ヲ具へテ欠ヶタルコトナ 
ク、証則行レテ懈タル時キ無ラシム。 


これらのものらと共に 住み、 共に語るものは、水火の機と自己の本証が互い 
に働き合ってことごとく自己を利益し、他を利益して相互いに無窮の仏徳が具 
わり、 次から 次へ と広がるうえに広がり、限りなく間断なく、思議し得ない、 
しかも量ることもできない、名づけることのできない仏法を、全世界の内外に 
流通させるのである。 

しかし、こういったすべてのことが坐禅する当人に気づかれないのは、坐禅 
がいわゆる静寂の境地であり、無我.解脱の境地であるからであり、坐禅そ 
のものが悟りであるからである。 もし 凡夫の思うように、修行と悟りが別のも 
のであるならば、その各々が互いに対手のことに気づくであろう。 もし、 その 
ように気がつくなら、それはまことの悟りではない。まことの悟りには、その 
ような対立はないからである。 

また心も対象も共に静寂中(坐禅中)にあって、悟りに入り、悟りを超え 
なが I ら自ら楽しむ境地にあるから、ひとかけらの塵も動かさず、ひとかけらの 
形 もやぶらずに、広大な仏の行いや、深く微妙な仏の導きの働きを現わすので 
ある。この働きの及ぶ草木や大地は、共に一大光明を放ち、広大な勝れた仏法 
を説いて極まりがない。 

草も土塀も、凡夫や聖人やすべての生物のために、仏法を宣揚するのであ 
る。それに応じて凡夫や聖人やすべての生物たちは、草木、土塀に対して仏法 
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爰ヲ以テ、僅ニー時ノ坐禅ナリト 
モ、諸法卜相冥シ、諸事卜円力-一通ズ 
ルヲ以テ、無尽法界ノ中二、去来現 
二、常恆ノ仏化道事ヲ作スナリ。彼彼 
共一 I 1等ノ同修ナリ、同証ナリ。但ダ 
坐上ノ修ノミニアラズ、空ヲ打テ響ヲ 
作コト、撞ノ前後一一妙声綿綿タルナ 
リ。此ノキハノミナランヤ、百頭皆本 
面目顕レ、本修オコナハレテ、計リ量 
ルべキ-ーアラズ。可，知、縦へ十方無 
量恆河沙数ノ諸仏、共一一カヲ励シ、仏 
智慧ヲ以テ、一人坐禅ノ功徳ヲ計リ窮 
センニ、敢テホトリヲ得ン コト 難シ。 

今此ノ坐禅ノ功徳、広大ナルコト聞 
キ終リヌ。オロカナル人疑フ、仏法二 
オホクノ門アリ、何ヲ以テカ偏へ二坐 
禅ヲ勧ムルヤ。 

示日、是仏法ノ正門ナルヲ以テナ 


を広くいい拡める。自ら悟り他を悟らせるこの境地は、もともと悟りの様を具 
えていて、欠けたところがなく働かせているのである。 

これにょって、たとえ一人一時の坐禅であっても、すべての事物とひとつと 
なって、すべての時と円満に通じ合うのであるから、一切世界の過去、現在、 
未来において、常に変らない仏の導きや、仏の聖行を行う。行住坐臥も修証で 
あり、空を打って響きを聞くのは修証一如で、あたかも坐ってなすときばかり 
でなく、撞木で鐘をつくと、その前後のときに微妙な音が続くょうに永続する 
修証である。しかもその処においてばかりでなく、万物はみな仏としての本来 
の姿と本来の修行を現わして、その深さは知ることができな_ゝ。たとえ一切世 
界の無量無数の仏たちが共に力を励まし、仏の智慧をもって一人が坐禅するこ 
との恵みを量り知ろうとしても、その量を知ることはできない。 

(第一問)問うていう。 

「今この坐禅の功徳の広大であることは知ることができましたが、愚鈍の人 
が疑うには、仏法には多くの教えがあるといわれるのに、どうしてただひとす 
じに坐禅ばかりを勧めるのですか」 

では教える。 

この坐禅は仏法の正門であるからである。 



問日、何ヲ以テカ独リ正門トスル。 
示日、大師釈尊、マサシク得道ノ 
妙術ヲ正伝シ、七仏共一一伝ハツテ、坐 
禅ヨリ得道セリ。此ノ故二、正門ナル 
コト相ヒ 伝へ 知 ルナリ。シカノ ミニア 
ラズ、西天東地ノ諸祖、ミナ坐禅ヨリ 
得道セルナ リ 。故 一一 正門ヲ人天 一一 勧ム 

ルナリ。 

問日、或ハ如来ノ妙術ヲ正伝シ給 
ハバ、祖師ノアトヲ尋ルニ依ン、凡慮 
ノ及—アラズ。然レドモ、読経念仏 
ハ、自ラ悟 リノ 因縁トナリヌべシ。但 
ダムナシク坐シテ成ラン、何一!ヨリテ 
力悟ヲ得ル便リトナラン。 

示日、汝ヂ今諸仏ノ三昧、無-^大 
法ヲ、空ク坐シテ成ス所 P ナシト思ハ 
ン、是ヲ大乗ヲ諦スル罪トス。迷ノィ 
卜深キ、大江ノ中-一居ナガラ水ナシト 
言ンガ如シ。既二辱ク、諸仏自受用三 
昧二安坐セリ。是広大ノ功徳ヲ作ニア 
ラズヤ。可，憐、眼未，開、心猶ホ酔二 

有ル コト ヲ。 


(第二問)問うていう。 

r どうして坐禅を唯一の正門とするのですか」 

人類の大師たる釈尊は、正しく仏道を得る妙術として正伝され、また過去七 
仏も、ともに仏道を得られたのは坐禅によるのである。こういうわけで坐禅が 
仏法の正門であることを歴代の祖師は相伝せられたのである。そればかりでな 
く、ィンド.中国の祖師は、すべてこの坐禅によって仏道を体験されたのであ 
る。だから、いま坐禅が仏法の正門であることを全世界に示すのである。 

(第三問)問うていう。 

「あるいは如来の妙術として坐禅を正伝し、または祖師方の行われた処であ 
ろうが、それらのことは迷えるわれら一般凡夫の考えの及ぶところではない。 
しかし読経とか念仏するということは、おのずから悟りの因縁となりそうであ 
る。ただぼんやりと坐しているだけで、なんら為すところのなくて、何を手が 
かりに悟りを得ることができましょうか」 

では答える。 

お前らは諸仏の坐禅の姿、即ち無上の大法である坐禅を、何もしない何の役 
にも立たないものだと思うのは、大乗の仏法を謗るものというべきである。そ 
の迷いの甚しいことは、大海の中におりながら水がないというようなものであ 
る。坐禅をすれば、すでにかたじけなくも諸仏の自受用三昧 (悟りの心の楽しみ 
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凡ソ諸仏ノ境界ハ不可思議也、心識 
ノ及ブベキニアラズ、況不信劣智ノ 
知ルコトヲ得ンヤ。只正信ノ大機ノ 
ミ、能ク入ルコトヲ得ルナリ。不信ノ 
人ハ、縦ヒヲシフル トモ 可 レ受 アラズ。 
霊山一Iナホ退亦佳矣ノ類ヒアリ。只心 
11正信起ラバ、参学シ、修行スペシ。 

一迷疑/ n ラバ止ムべシ、訓二不レ足。 


昔ヨリ法水ノウルホヒ無キコ 

% 


.ヲ可レ 


亦、読経念仏等ノ勤メ-ー ウル所ノ功 
徳ヲ、汝計リ知ルヤ。只是レ舌ヲ動 
シ、音 ヲアグ レバ、仏事功徳卜思へ 
ル、イトハカナシ。読経念仏ヲ勧ムル 
コト ハ、是 ニヨリ テ、下根劣智ノ輩 ラ 


を受用する境)の安楽の境地なのである。実にこれこそ広大無辺の功徳ではない 
か。このことを知らない人らは憐れである。法を見る眼が開かず、心が迷いの 
酒に酔っているのであろう。 

すべて諸仏の境界は、凡夫の考えからすると不可思議である。意識の働きの 
及ぶところではない。ましてや、信じることのできない知識の低い人々の知り 
得るところではない。ただひとすじに信ずることのできる勝れた精神の人のみ 
が、その境界を体験することができるのである。信じることのできない人々 
は、たとえ教えたところで到底信ずることは不可能であろう。 

釈尊が霊鷲山で法華経を説かれたときに、この諸法実相(諸 fe 自体が真理の相) 
の教えを信ずることができないといって退席して しまう 人がいた。 

そのとき釈尊は「このような人は退くもよろしい」といわれた。ただ心に正 
しい信仰がおこったら、師について修行し参学するがよい。迷いや疑いの心が 
おこったなら、当分の間止めておいたらよいであろう。あえてさとし教えるこ 
ともない。そして昔から仏法の恵みがなかったことを 自ら 悲しむことである。 

また、読経したり念仏したりするお勤めによって得るところの功徳を君らは 
知っているのかどうか。ただ舌を動かし声を揚げるのを仏事の功徳と思うのは 
心ないことである。読経.念仏を勧めることは、それによって修行の力の乏し 
い者、智慧の貧しい者にも「囚われ」の心地から脱出させ、更に「なりきる- 
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ヲシテ、無作 J 一一昧ヲ心地に肩得セシメ 
ンガ為ナリ。徒 二 春 ノ田ノ 蝦ノゴト 
ク、無レ隙声ヲアゲテモ、終-一無，益卜 
ニ ハ アラ ズ。此レ等ノ人ハ、仏法 ニ ハ 
ウタタ遠ク、弥ヨ遙ナリ。仏智ヲ得ル 
コト、必シモ有心無心 ノチカラニアラ 
ヌナリ。 

亦、経ノ教ヲ開クコトハ、如来、頓 
漸ノ修行ヲ誨ルヲヤ。明一一知リテ、教 
ノ如ク修行スレバ、必ズ証ヲ取ラシメ 
ントナリ。徒ラ-一思量念度ヲ費シテ、 
菩提ヲ得ル功徳一一擬セントーーハアラ 
ズ。愚-一千万誦ノロ業ヲ頻リーーシテ、 
仏道一 I 至 ラント スルハ、猶ホ是レ轅ヲ 
北ニシテ、越二向ハント思ハンガ如 
シ。又円穴二方木ラ擬スルー I ニタリ。 
仏教一一縦へ妙旨有リトモ、執見ノ眼ノ\ 
前一ーハ顕レ難シ。必ズ宗師二玄旨ヲ禀 
テ修行シ、開悟スルナリ。 


漢土-ーモ、昔師ニョラズ、自解スル 

おち 

、マ11有リキ。皆邪見一一堕キ。然レド 


心を得させるためである。ただ徒らに春の田の蛙のように間断な く 声を上げて 
読経.念仏しても、仏心を得ることのあろうはずがない。そのような者は仏法 
などというものには縁がなく、いよいよ遠ざかるばかりである。 

仏智慧を得ようとすることには、必ずしも有心無心の働き、分別心は必要な 

いのである。 

経典の教えを知ることについて、釈尊は、教えをきいて^一ぐに仏道を悟る人 
もあり、順をおうて悟る人もあるから、それらの人々の、その各々に悟らせる 
ため、直ちに修行の階級を説かず、仏の真意を伝える頓ぎ！ T と，を説かれた 
のを明らめ了解して修行すれば、必ず真実の悟りを得るというのである。それ 
を無益な考えをめぐらして、愚かにも千遍、万遍の唱えごとに絶えず口を動か 
し、その功徳で仏道の体験を得ようとすることは、ちょうど車の，|1?%1北の方に 
向けて、南の方の越の国に行こうとするようなものである。また、円い? LI に四 
角い木を挿し入れようとするようなものである。 

仏教に絶妙の旨趣、悟りがあるといっても、「我執」から離れられない妄見 
の眼の前には現われない。必ず正しい師について仏道の根本たる真髄を受けて 
修行し悟りを得るのである。 

漢の国にも、昔から無師独覚のものがあったが、結局は仏道以外の見解に堕 
ちてしまった。しかし彼の国には理に 明るく 正しい師が おられる から、その邪 
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モ彼国ニハ、明師宗匠アレパ、邪見ヲ 
救フ方便 ヲメ グラス。我国 一ー ハ無シ、 
イカガセン。三四百歳ノ前後-一、仏教 
ヮガ国二伝ハレリト云へドモ、明眼宗 
師ナシ、明文ノ学者尚ホ稀ナリ。縦へ 
薬ナドレモ、服スル方 ニクラケ レバ、 
曾毒ヲナスコト深シ。仏教ノ甘露、汝 
服セバ毒卜成ルベシ。 

当，知、七仏ノ妙法ハ、得道明心ノ 
宗匠_、契会ノ参学順テ正伝スレバ、 
的旨顕レテ稟持スルナリ、文字習学ノ 
'法師ノ知リ及ブべキニアラズ。然レバ 
即、此ノ疑迷ヲ掃持シテ、正師ノ訓へ 
二随テ、得道因由ヲ知ルベシ。 


問日、今我朝二伝 ハレル 所ノ法華 
宗•華厳教、共一一大乗ノ究竟ナリ。況 
真言宗ハ、毘盧遮那、金剛薩埵二伝 
テ、師資 ミダラ ズ。其ノ談ズ ル 旨、即 
心是仏、是心作仏卜云テ、多劫ノ修行 
ヲフル コト ナク 、即座-一五仏ノ正覚 ヲ 


見の者たちを救い上げる方法を用いられるが、わが国にはそのような師もいな 
いから救いようがない。どうしたならば宜しかろうか。この三四百年の間に仏 
教というものがわが国に伝わってはきたが、世界を照破するような明眼をもっ 
た師匠はなかった。 

釈尊を理解できる学者はより以上に稀であった。たとえ薬であっても飲む者 
が薬の効力を知らずに用いるならば、毒として働くのである。仏教の甘露 も、 
正師に導かれず飲むならばかえって毒となるのである。 

まさに知るべきである。七仏のこの坐禅の妙法は、仏道を体験した師に悟り 
を開いた修行者が常に仕えているとき、師と弟子が同じ修証の生活に徹しては 
じめて仏法が伝わるのである。ここに正しい仏法の真意が現成するのである。 
これが真の読経•念仏である。仏教学者の知る境地ではない。こういう道理だ 
から、この迷いや疑いをすっかり捨てきって、正しい師の教えによって坐禅し 
辦道して諸仏の坐禅を体験すべきである。 

(第四問)問うていう。 

「いま、わが国に伝来せられた法華宗や華厳宗などは、 ともに 大乗仏教の究 
極の教えである。ましてや真言宗の如きは、大日如来が手ずから大日経を金剛 
薩埵に伝えられた代々正伝の宗旨である。その教えは、大日経に説かれている 
「即心是仏、是心作仏」といって、想象も及ばないような長い修行を経ること 
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唱、仏法ノ極妙卜云べシ。然ルニ、今 
云所ノ行、何ノ務タル事有レバ、彼ヲ 
措オキテ単-一此ヲ進ムルヤ。 


示日、知べシ、仏家ニハ、教ノ殊 
劣ヲ対論スルコト無ク、法ノ浅深ヲ不， 
擇。皆是レ小児 ノ啼ヲ 止シ楊葉ナル 
故二、只修行ノ真偽ヲ咨問スべキナ 
リ。若修行ノ真道ヲ通 a ルガ如キハ、 
草華山水ニヒカレテ仏道-一流入スルア 
リキ、土石沙礫ヲ握リテ仏印ヲ稟持ス 
ルコトアリ。況広大ノ文字ハ、万象 
11余リテ猶ホ豊カナリ、転大法輪亦 一 
塵二収マレリト云へドモ、各各晦跡出 
路有レバ、無為ノ道一一自在ナリ。然レ 
バ、即心即仏 ノコ トバ、猶是水中 ノ月 
ナリ、取 ラン トワ ブラ ヒシハ癡猿也。 
即座成道ノ旨、更一一亦鏡ノ裏ノ像也、 

トモナハントオモ ヘル ハ 狂児ナリ。此 
ノ魚ノ目ヲ握テ玉卜思コトナカレ〇莉 


なくして即座に、大日如来を中心とする五仏の正覚を得ると説くのである。 
この説は仏法の最高、最勝の教えといってよいのであろう。しかし、このよう 
な勝れた教えがあるのにかかわらず、いまここにいう坐禅の修行などというこ 
とを、これらの勝れた教えをさしおいて、どんなすぐれた点があるからといっ 
て、専ら勧めるのですか。 

示して言う。 

よく心得ることだ。真実の仏法は、その教えの優劣を論ずることはない。し 
たがって、その浅深を差別比較することをしない。これらはみな幼児の泣くの 
を止めさせようと柳の葉であやすような手段にすぎない。ただ修行が真実であ 
るか否かを見究めることである。もしその修行が仏道に則った正しい修行であ 
るならば、草や花、山水の美しさに心ひかれたり、また、つい知らぬ間に水の 
流れに従って仏道を体験した人々もある。土や石や砂や礫を握って仏の悟りを 
しっかりと身につけたという人もある。ましてや真理を説く広大な文字は、あ 
らゆる物の上に書きつけられ、なお余るほど豊かである。真理としての大説法 
は一塵中にも欠けることなく具わっているけれども、各々の修行の跡もくらま 
し、差別の妄見を破り自由となるならば、諸縁を離れた境界に白在な働きが現 
われるのである。 

このような道理であるから r 即心即仏」という言葉は、ちょうど水中の月の 
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璞夜光其ノ中ニァラジ、舌ノ響二力力 ようである。これを手に捉えようとするのは、智慧のない猿のしぐさである。 

ハルべヵラズ。今仏祖単拖ノ妙道ヲ示 「即座成道」と説く真意は、これもまた鏡にうつった影像のようなものであ 

' る。そこに在ると思うのは愚人の考えである。魚の目を握って玉と思ってはな 
らない。荊山の璞玉夜光の珠はその虚構のなかにはない。 

言葉の巧妙なことに囚われて、本来のものを見失ってはならない。いま仏祖 
単伝の最も勝れた道、すなわち坐禅を示して、真に仏道を体験せしめようとす 
るのである。 

また仏法を伝授することは、必ず悟りの体験者をその師とすることが最も肝 
要な仏道の眼目である。だから文字のみに拘泥している仏教学者を師としては 
ならない。仏教学者を師とすることは、仏教々理とその周辺を探るのみで仏法 
の大海に自らが浸っていることを体験させてくれない。 

いま、この仏祖正伝の仏法の門下では、すべて仏道を体験した勝れた師を尊 
敬して仏法を保ちつづけているのであるから、目に見える世界の神も、目に見 
えない世界の神もやってきて、帰依し悟りを開いた。小乗の羅漢も参禅し、法 
をたずねれば、それぞれの仏心を開発する手だてを必ず授けないということは 
ない。このようなことは他の宗門では、未だかつて聞いたことがない。 

ただ仏弟子たるものは、一途に仏法を修行すべきである。 

亦1，饥、我等ハ無上菩提欠ケタル またよく知ることだ。われらは本来、無上の悟りが具わっていないのではな 


又仏法ヲ伝授スルコトハ、必ズ証契 
ノ人ヲ其ノ宗師トスべシ。文字ヲ算ル 
学者ヲ以テ其ノ導師 トス ル-ー タラ ズ、 

一盲ノ衆盲ヲ引カンガ如シ。今ノ仏祖 
正伝ノ門下ニハ、皆得道証契ノ哲匠ヲ 
敬テ、仏法ヲ住持セシムルガ故-一、冥 
陽神道モ来リ帰依シ、証果ノ羅漢モ来 
テ問法スルニ、各各心地ヲ開明スル手 
ヲ授ヶズト云コトナシ。余門二未 レ 聞 
所也、只仏弟子ハ仏法ヲ学ハン志ヲ運 
ブペシ。 
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二非ズ、鎮へ二受用スト云へドモ、 
承当スルコトヲ不レ得故-一、虚知見ヲ 
起スコトヲ習 トシ テ、是ヲ物卜思 ニヨ 
リテ、大道徒 ラ-一 蹉過ス。此ノ知見-一 
ヨリテ、空華増増重ナリテ、或ハ十二 
輪転•二十五有ノ境界卜思ヒ、三乗五 
乗•有仏無仏ノ見、尽コトナン。此ノ 
知見ヲ習テ、仏法修行ノ正道卜思フベ 
カラ ズ。 


然ルヲ、今ハ正シク仏印一ーヨリテ、 
万事ヲ放下シ、一向一一坐禅スル時、迷 
悟情量ノ旧窠ヲ出テ、凡聖測度ノ草庵 
ヲ捨、速-一格外一一逍遙シ、大菩提ヲ受 
用スル者 ノナ リ。彼ノ文字ノ筌菓 二 
拘者ノ、肩ヲ双ブルニ不レ及。 


い。永遠にそのおかげ、その功徳を受けて生きているが、そのことを感得す る 
ことができない。そのために、みだりに感覚や意識のみに よる 知識や概念が他 
にあると 思う ことを習慣としている。そしてこれらの知識、概念を真実のもの 
と信ずるから、それを追いかけ回し、真実の仏道を見過し、折角の長蛇を逸し 
てし まう のである。そして、この知識や概念に よる 仏道は、眼病の人が空中の 
幻華を積み重ねて見る ような ものである。 

あるいは十二の因縁によって輪廻転生するわが身を思い、あるいは衆生の 
生れ変わり死に変わる「二十五有」という迷いの世界に生死するこの身と思 
い、声聞.縁覚•菩薩などの三乗のことと思い、または天上•人間を加えた五 
乗のことと思ったり、あるいはまた仏は有るとか無いとかいう見解は尽きるこ 
とがない。したがって、このような知識や概念による見解を学んでも、仏法修 
行の正しい道と思ってはならない。 

しかし、今は仏の悟りの印を身に現わして万事を放擲し、ただひたすらに坐 
禅三昧となるとき、迷いだの悟りだのという思量•分別の境界をとびこえて、 
凡夫•仏身の囚われを脱出して、直ちに相対•差別の世界を解脱して自由自在 
の境界に逍遙し、無上の悟りを体験し得るのである。この境地は、かの文字 
言句の釈意により仏法の玄奥を究めうるとする経典学者などとは比較にならな 
い超越した境地である。 
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問日、法華•真言•華厳教等ハ、 

其ノ教主勝レタリ、樹下ノ応身ニアラ 
ズ、説ク所ノ法モ亦スグレタリ。今云 
所ハ、釈尊•迦葉-一対セリ。是応身ノ 
仏ケ、声聞 一 I 蒙ラシムル処、先キノ大 
乗教ノ宗二及ブべキニアラズ、如何。 


示日、一翳眼-一有レバ、空華乱レ 
墜ツ、委ク顧ルベシ。1況汝ガ云処ノ 
爽密ノ大乗教一一、釈迦ノ外二教主アリ 
卜知レル、己レガ教主ヲモ未ダ知ザル 
ナリ。此外二覓バ、捨父逃逝ノ初メナ 
ルベシ。迦葉ハ偏二声聞卜思へル、村 
人愚ナルガ、王宮ノ臣位ノ列排ヲ定ン 
ガ如シ。仏法ノ大道ヲ錯ルノミーーアラ 
ズ、教家ノ旨-ーモ暗シ。汝ハ外道力、 
天魔力。暫ク帰テ己ガ宗師一一語レ、再 
ビ来ラバ汝ガ為二説ン。我レ法ヲ惜ム 
ベカラズ。 

問日、三学ノ中二定学アリ、六度 
ノ中 -1 禅度アリ。共一一是一切ノ菩薩、 


(第五問)問うていう。 

「法華•真言•華厳教等を説き明かした開祖は勝れた人ばかりで、菩提樹下 
で初めて説教された釈尊その人ではない。また各々の開祖の説かれる法も優れ 
ている。こういえば釈尊と迦葉尊者と対峙することになる。説かんがために 
現じられた仏が、小乗の聖者声聞に与えられた影響は、前に聞く大乗の教えに 
及ばない。如何なるものでしょうか」 

示していう。 

一つの影が眼に映れば、空中の華が乱れて落ちてゆく。よく反省してみるこ 
とである。まして、お前の今い う 顕教.密教の大乗教に釈尊以外に教主がある 
と考えるのは、わが仏道の教主を知らないからである。釈尊の外に教主を求め 
ることは自らの手中の宝を他に求め始めていることである。迦葉はただ声聞で 
あると思うことは、村人が愚かにも王宮の臣の序列を勝手に定めているような 
ものである。そのようなことは仏法の大道を誤解するばかりでなく、教論師の 
いうことをも理解できないからである。「お前は外道か、^ I 魔か」 と、 お前の 
師匠にそういってやりなさい。そして再びここに来るならば、お前のためにさ 
らに説くであろう。そこでわれは仏法を惜しみなく与えよう。 

(第六問)問うていう。 

「仏道修行の根本徳目である戒定慧の三学のなかに禅定があり、また菩薩の 
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初心 ヨリ 所レ学、利鈍ヲワ カズ 修行ス。 
今ノ 坐禅モ其 ノー ツ成 ルベシ。何 ニ ヨ 
リテカ 仏法ノ嫡意 トス ル、又此ノ中-一 
仏法 ヲ集メ タト云ヤ。 


示日、如来一大事ノ正法眼蔵無上 
大法ヲ、禅宗卜名クル故-一、此ノ問来 
レリ。知べシ、禅宗ノ号ハ、神丹 
以東 一一 起レリ、印土 一ー ハ聞カズ。初メ 
達磨大師、京兆ノ嵩山少林寺ニシテ、 
九年面壁ノ閒ダ、道俗未，知-,仏ノ正 
法ハ坐禅宗トスル婆羅門卜名キ。後代 
代ノ諸祖、皆常一一坐禅ヲ専ラトス。故 
二愚ナル俗家ハ、実ヲ知ラズシテ、ヒ 
タタケテ坐禅宗卜云。今ハ坐ノミヲ簡 
要トシテ、只禅宗卜云ナリ。其比諸 
祖広語ニアキラカナリ、六度及ビ三学 
ノ禅定二並べ云べキニアラズ。此相伝 
嫡意ナルコト、一代二隠レナシ。 


必修の行である六度(六波羅蜜=布施.持戒.忍辱.精進.禅定.智慧)のなかに禅 
定がある。これらはともに一切の菩薩が初めて発心されたときから参学せられ 
る禅定であり、利根の人も鈍根の人の区別な く 何人でも修行するもので あっ 
て、今ここに説く坐禅もそのなかの一つでありましょう。それなのにどうして 
仏法の正嫡のこととして、この坐禅のなかにのみ如来の正法をあつめたという 
のでありましょうか」 

答えて示す。 

いまこの 如来の一大事である正法眼蔵、即ち無上の大法を禅宗と名づけるた 
めに、 このような 疑問が生ずるのである。 

よく聞きなさい。この禅宗という名称は、中国である東方の国においてその 
ように呼ばれているのであり、ィンドには禅宗ということはいわない。はじめ 
に達磨大師が京兆の嵩山の少林寺で、世にいう面壁九年の坐禅をしておられ 
た。その頃は道俗ともに仏の正法を知らなかったので、達磨大師を「坐禅を宗 
旨とする婆羅門」と呼んだのである。その後、代々の諸祖方も、すべて常に坐 
禅を専一に行ぜられた。これを見た愚かな一般人は、その内容、その真実のす 
がたを知らず、いいかげんに「坐禅宗」と呼んだ。今の世では「坐」を省略し 
て、ただ「禅宗」というのである。達磨の門下の人が自分からそのように称し 
たのではないことは、祖師たちの語録を見れば明らかである。三学中の禅定、 
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如来、昔霊山会上ニシテ正法眼蔵 
涅槃妙心無上ノ大法ヲ以テ、只迦葉 M 
ノミ付法セシ儀式 ハ、 現在シテ上界11 
有ル梵王•釈王等、アノアタリ見シ者 
存セリ、疑べキーータラズ。又仏法ハ、必 
ズ三学二不レ限、六度不，限ナリ。如来、 
小児ノ泣ヲ止ルニ、無量ノ手ヲ授ヶ、 
方便ヲ廻ラス。然レドモ、小児ノ泣ヲ 
止\'7ル後ハ、一法モ有ルコトナシ。只 
此ノ相伝ノ仏法ノ全道ナルコトヲ可レ 
知。漢土-一未ダ此門ノ外二、付法ノ 
正シキコト無キナリ。教家二師子尊者 
二至ル迄デ付法ストシルセシトモ、其 
ヨリ以来、未ダ師資相向テ稟持セルコ 
卜不レ聞。イカデカ此門一一祖祖正伝シ 
テ廿八世-一及ビ、自ラ洪波ヲ不レ辞、 
東土—来リ、法ヲ残シ置ケル-一似タル 
コト有 ラン。 


六度中の禅定は仏道の中の一部である。ここでいう坐禅はそれ自体が仏道そ 
のものであって、三学の禅定も六波羅蜜(六度)の禅定と同列にしていってい 
るのではない。この仏法が如来から代々嫡々相継いで 正しく 伝えられた こと 
は、世にかくれない事実である。 

釈迦如来が、その昔、霊鷲山の説法の道場で正法眼蔵涅槃妙心、無上の大法 
をただひとり迦葉尊者にお付しになった儀式を、現在天上界に住む天人衆の中 
で、自分の眼で見たものがいるという ことは、 疑うにも及ばない厳然たる事蹟 
である。 

また仏法は必ず三学•六度によってすべてを表現したのではない。幼児の泣 
き止む方法として大人はいろいろな便法を用いるが、幼児が泣き止めばその仕 
草や声が残っていないように、釈迦如来はこの無量の法を相伝したことが仏道 
であることを知るべきである。 

この中国にはこの仏道以外に、正しく法を授ける教えはない。 

教論の師には、師子尊者まで滴々相承して法を伝持して来たと記されたとし 
ても、それ以後、師と弟子が面授•面受して護持してきたということを 聞いた 
ことがない。 

この正伝の仏道が二十八世達磨大師に及び、 さらに 大師が遠く ィンドから中 
国に渡って、法を現在まで残された事実に 比べられようか。 
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問日、仏家二、何ニヨリテカ四威 
儀ノ中二、但坐ニノミオホセテ、修行 
ヲ勧メ証入ヲ云ヤ。昔ヨリ坐時二得道 
スル 人有リ、又余儀二開悟 セル 者多 
シ。如何。 


示日、諸仏相ヒ続デマサシク修行 
シ証入セル道、\ハカリ知ルべキニア ラ 
ズ。何ニヨリテカ然ルゾト知 ラント 思 
ハバ、千仏共二正伝セル故ニト知ルべ 
キナリ、又コノ外11所以ヲ尋ヌ不レ可。 
但ダ祖師誉テ日、坐禅ハ即安楽ノ法 
門ナリ。四儀ノ中二安楽ナル故ナルべ 
シ、金剛座二坐スル坐一ーアラズバ不レ 
亂。 


又実ヲ論ゼバ、南嶽卜大寂卜相ヒ見 
テ得法咨参セシ因縁ヲ可，明。一撥両 
頭動ノ旨有リ。坐ノ外一一開悟セシモ、 
皆曾テ坐ノカ有ルナリ。田ヲ耕サデ稲 
ヲ得ル人未，聴、此法ノ深意ヲ知ラン 


(第七問)問うていう。 

「仏道には行•住•坐•臥の四つの威儀(規律の行)の修行のなかで、どう 
して坐(禅)のみを取り上げて仏法のすべてとし、禅定のみをすすめて悟りに 
入る方法とするのですか。また昔から坐禅のときに悟った人もあり、他の方法 
でも悟った人が多いと聞きますが、どうしてでしょうか」 

示していう。 

昔から数多くの仏が、相継いで修業して悟りを体験せられた道は、いろいろ 
沢山あるであろうが、それを一つ一つ究め知ることはむずかしい。その方法は 
どんなであったかを知らんとするなら、千仏が共にこの坐禅を修して正伝して 
来たということが理由であると知るべきである。その他のなんらの理由を求め 
るべきではない。諸仏がほめて「坐禅は安楽の法門である」といわれている。 
それは行住坐臥の四威儀の修行の中で最も安楽な行いであるからである。坐禅 
は釈尊成道の菩提樹下の金剛座の正伝そのままの坐禅であるからである。古 
来、釈迦如来正伝の坐禅でなければ悟りを得るなどと聞いたことがない。 

またその実際について見てみれば、南岳禅師に大寂禅師が相見して、いかに 
仏法を参学体験したかについてよく明らめるべきである。蚯蚓を両断すると 
きは両端が動き、二にして一なる働きであり、各々が悟境の開演を見せるので 
ある。坐禅のほかのときに厝る人もみな坐禅の動きを体験している人なのであ 
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卜思ハバ、修シテ可，知。洪波こ不レ入、 
弄レ潮ノ方ニクラシ。 


問日、此ノ坐禅ノ行ハ、未ダ仏法 
ヲ証会セザラン者ハ、坐禅辦道シテ其 
ノ証ヲ可レ待。既-一仏正法一一明ナラン 
人ハ、坐禅ナーーノ待ッ所力有ラン。 

示日、癡人ノ前二夢ヲ説ヵズ、山 
子 ノ手ニ ハ 舟棹ヲ 与へガタシ ト雖ド 
モ、更二 P ヲタルベシ。其レ修証ハー 
スト 思へ ル、 即外 道ノ見ナリ。 
仏法ニハ、修証 f 一等ナリ。今モ証上 
ノ修ナルガ故一一、初心ノ辦道即本証 
ノ全体也。故-一、修行ノ用心ヲ授クル 
ニモ、修ノ外二証ヲ待ツ甲心 ヒナカレト 
教フ。直指ノ本証ナルガ故ナルベシ。 
既二修ノ証ナレ、、ハ、証-一極メ無ク、証 
ノ修ナレバ、修二初メ無シ。爱以テ、 
釈迦如来•達磨尊者、共—証上ノ修一一 
受用セラレ、迦葉師兄•大鑑高祖、同 


る。田を耕さずに米を収穫することは聞いたことがない。この因と縁の真意を 
ほんとうに理解しようと思うならば、まず修証という実践に入ることである。 

大海の波に乗らねば潮の流れを使用する方法には暗いといわねばならないの 
である。 

(第八問〕問うていう。 

「この坐禅の行は、未だ仏法を悟らないものは坐禅縱道して「悟り」を得た 
らいいでしょうが、すでに仏の正法を明らめた人なら坐禅などは必要はないで 
しよう」 

示していう。 

唐の陶淵明は、頭のにぶい者には夢を説かない。また、■右に；^^ I を与えな 
いといっているように、愚かな者、境界の違っている者の問いに答えをしても 
解らないとは思うが老婆心から教えておく。修行と悟りとが別なものと思って 
いるのは外道の見解である。仏法では修行と悟りとは一つのものである。今の 
修行も悟りの上の修行であるから、初心の坐禅辦道が悟りの全体である。 

このような道理で修行の心がまえを教えるにも、修行のときは「ただ修行し 
て、修行によって悟りを期待す るよう な〈考え〉をもってはならない」と教え 
るのである。それは坐禅みずからが本来の悟りそのものであるからである。す 
でに修行とともにある悟りであるから、修は証、証は修、即ち修証不二である 
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ク証上ノ修二引転セラル。仏法住持ノ 
アト、皆以如レ是。 


既二証ヲ離レヌ修ァリ、我等幸ニー 
分妙修ヲ単伝セル、初心ノ辦道、即チ 
十分ノ本証ヲ無為ノ地ニウルナリ。知 
べシ、修ヲ離レヌ証ヲ染汙セザラシメ 
ンガ為一一、仏祖頻一一修行ノ寛クスべ力 
ラザルト教フ。妙修ヲ放下スレバ本証 
満手二余ル、本証ヲ出身スレバ妙修通 
身ニオコナハル。亦マノアタリ大宋国 
ニシテ見シニモ、諸方ノ禅院、皆坐禅 
堂ヲ構テ、一二千僧ヲ牀ヲ安ジ連テ、 
日夜二坐禅ヲ勧メキ。其ノ席主トセル 
伝仏心印ノ宗師二、仏法ノ大意ヲ問ラ 
ヒシカバ、修証ノ両段ニアラヌ旨ヲキ 
コェキ0 


から、修行にも悟りにも境界がない。すでに悟りの上での修行であるから、悟 
りには初めがないように、修行にも初めがないのである。 

だから、釈迦如来 も 達磨尊者 も、ともに 悟りの上の修行に日々を終始せられ 
た。迦葉師兄も大鑑高祖も同じように証上の修行を行ぜられたのである。 

このように釈尊をはじめとして、歴代の諸仏諸祖の仏法を行ぜられたありさ 
まは、すべてこのようである。 

「悟り」を離れない「修行」がここにある。われらは幸いにわれわれ自身に 
も妙修 (修行全体を本証の上の行持とする) を具えている。初心者として坐禅修行 
がそのまま自身に具わっている本来の悟りを、人間の生活で染汚されない処で 
体験することができるのである。知るべきは、修行を離れては有り得ない悟り 
であるから、仏祖は真剣に修行しなければならないと教えられるのである。 

また、この修行そのものが自らの修行に囚われず、執着の心を捨てきったと 
き、初めて本証が自己の全体の内容、体験が手の中いっぱいとなり、本証の現 
成、即ち真理を体験することになるのである。この本証の体験という、その意 
識をも放ち捨てて しまう とき、妙修は全身に現成して自己の全身心が真理の修 
行そのものになりきって しまう のである。 

現に、私自身の眼で大宋国の坐禅の状態を見たところによると、諸方の禅院 
には、すべて坐禅堂があり、五百人•六百人、または千.二千人と大勢の僧侶 
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此故一一、門下ノ参学ノミニアラズ、 
求法ノ高流、仏法ノ中二真実ヲ願ン 
人、初心後心ヲ擇ラバズ、凡人聖人ヲ 
不，論、仏祖ノ訓ニヨリ、宗匠ノ道ヲ 
オウテ、坐禅辦道スべシト勧ム。 
ly レ聞ヤ祖師ノ日、修証ハ無キニア 
士ズ、汙染スルコトハエジ。又日、道 
ヲ見ルモノ、道ヲ修スト。知ルベシ、 
得道ノ中二修行スべシト云コトヲ。 


問日、我朝ノ先代二、教ヲ弘メシ諸 
師、共二是入唐伝法セシニ、何ゾ此 
ノ旨ヲサシオキテ、只教ヲノミ伝シ。 


を安居させて、昼夜を分たず坐禅を勧めていたのである。その道場の指導者と 
して尊敬されている仏道の正伝者である正師に、仏法の根本をたずねたとこ 
ろ、修行と悟りは二つでない との 答えであった。 

こういうわけだから、いまこの仏道に入って修行をしている修行者は勿論、 
およそ仏道を求めている勝れた人であるかぎり、凡人.聖人を問わず、仏祖の 
教えにより、すぐれた正師の言行に随って、坐禅辦道すべきであると勧めるの 
である。 

お前らは聞いたことがあるであろう。 

南岳懐譲禅師の言葉に「修行も証りもないのではない。しかし、人間的な情 
識によって修と証は別とみて染汚(執着)す ことは ない」と。 

また南岳禅師の弟子の司空山本浄禅師は「道 (= 悟り)を正しく明らかに見 
透したものが、仏道を正しく明らかに修行し得る」と。 

諸仏のこれらの言葉によって知り得ることは「悟りのまん中で修行すべきで 
ある」ということである。 

(第九問)問うていう。 

「日本の前代に、仏教を弘められた天台宗の伝教大師や真言宗の弘法大師ら 
は、入唐されて仏法を伝えられたとき、何故にこの坐禅の宗旨をさしおいて、 
どうして経論に書かれた教えだけを伝来させられたのですか」 
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未日、昔ノ人師、此ノ法ヲ伝へザ 
リシコト、昔ノ人二問フべシ。我ハ今 
ノ人ナリ〇 

問日、彼ノ上代ノ師、是法ヲ得セ 
リヤ。 

示日、会セバ通ジテン。 


問日、アルガ云ク、生死ヲ歎クコ 
トナカレ、 生死 ヲ出離 スル ニイト 速力 
ナル道アリ。所謂、心性ノ常住ナルコ 
トワ リヲ知 ルナリ〇其 ノ旨タラク、 此 
身体ハ、既二生有 レバ 必ズ滅 一ー ゥツサ 
レユクトモ、 心性ハ敢テ滅ルコ トナ 
シ。能ク生滅一一遷サレヌ心性、我ガ身 
二有ル コトヲ知 リヌ レバ、 是ヲ本来性 
トスルガ故一一、身ハ仮リノ姿ナリ、死 
此生彼定リ無シ。心ハ是常住ナリ、去 
来現在 カ ハルべ カラ ズ。如レ是シルヲ、 
生死 ヲ離レタリ トハ云ナリ。此 ノ旨ヲ 
知ル者ハ、従来ノ生死永ク絶 H テ、此 
身了ル時、性海二入。性海 H 朝宗スル 


答えていう。 

昔の人間相手の師僧たちが、この仏法である坐禅を伝えられなかったのは、 
昔の人に問うべきである。われは現在の人間である。 

(第十問)問うていう。 

「上代の師僧たちは、この仏法を悟っておられたでしょうか」 

答えていう。 

悟っておられたならば、必ず禅が弘通せられたであろう。 

(第十一問)問うていう。 

「ある者は次のように言っている。人間に生死のあることを嘆いたり悲しむ 
必要はない。生死の苦しみを逃れるのに、いとも簡明な方法がある。 

それは、心の本体が永遠不変のものである道理を知ることである。その説く 
要旨は、この身体は、生を受けたならば必ず死んで行くものであるけれども、 
この心の本体だけは決して滅することはない。生滅の法則によって流動されな 
い心の本体が自己の身体にあることを知れば、この心の本体が本来の正体とす 
る故に、現在の身体は仮りに存在する〈すがた〉に過ぎないから、ここに生 
れ、かしこに死して、転変常ならぬものであり、心性はこれ常住不滅である。 
去来もなく現在も共に不変の存在である。このように知ることを〈生死の苦を 
離悦する〉というのである。この道理を知る者は、いままでの生死去来が永久 
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時一一、諸仏如来ノ如ク、妙徳正二具 
ル。縦へ知ルト云へドモ、前世妄業二 
ヒカサレタル 身体ナルガ故二、諸聖卜 
等シカラズ。未ダ此ノ旨ヲ知ラザル者 
ハ、久生死二廻ルベシ。然レバ即、 
イソギテ心性ノ常住ナル 旨ヲ 了知スべ 
シ。徒ラニ閑坐シテー生ヲ過サン、何 
ノ待ツ処力有ラン。 

如レ t 云旨、実二仏祖ノ道二叶へリ 
\如何。 


示日、今云処ノ見、全ク仏法1ーァ 
ラズ、先尼外道ガ見ナリ。日ク、彼ノ 
霊知ァ 

、ョク 

好悪ヲ辨マへ、是非ヲヮキマフ。痛痒 
ヲ知リ、苦楽ヲ知ル、皆彼ノ霊知ノカ 
ヲナリ。然ルニ、彼ノ霊性ハ、此ノ身 
ノ滅スル時、モヌヶテ彼 コニ 生ルル故 
二、 ココ ニ滅 スト 見エレドモ 、カシコ 

ノ生ヲ受レバ、永ク滅セズシテ常住也 
卜云ナリ。彼ノ外道ノ見、如，是。然 


外道ガ見ハ、我ガ身ノ内一一 ーノ 

すなはち かな 

リ、彼ノ知、即縁-一相フ処一 I 


に断絶して、この身体が終れば、性海という本体の大海に入るのである。この 
性海に流れて帰るとき、諸仏•如来のような不思議な功徳がまぎれもなく具足 
するのである。いまは、たとえ、そのことを知ったとしても、前世の妄想によ 
る迷妄悪業によって成立した身体であるから、諸仏とは同等ではない。未だこ 
の道理を知らない者は、永久に生死の輪廻を脱することはできないであろう。 
このようであるから、ただ急いで心性が常住不変のものである道理を了解すベ 
きである。徒らにただぼんやりと坐禅などしていて一生を過しても、なんの利 
益があろうかと。 

このようにいう教えは、真実の諸仏祖の道にかなっている教えでしょうか」 

答えていう。 

このような見解は、全く仏法ではない。先尼外道の見解である。この先尼外 
道の見解は、わが身体の中に一つの霊知と称するものがあって、この霊知が外 
界のものごとに対して、よく好悪を知り、是非をわきまえ、痛痒を知り、苦楽 
を知る。これらの「ものごと」を知るのは、みな霊知の力である。霊知という 
本体は、この身が死ぬときは、この身からぬけ出して他の処に生れるから、こ 
の処で死ぬように見えるが、他の処に生れるから、永久に滅することなく常住 
であるというのである。先尼外道の見解はこのようなものである。このような 
道理であるのに、この考えを教わって仏法とするならば、瓦礫を握って黄金の 
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ルノ 、此ノ見ヲ習テ仏法トセン、瓦礫 
ヲ握テ金宝卜思ハンヨリモ尚ホ誤レ 
リ。癡迷ノ可レ恥、喩ヘル-ー モノ ナシ。 
大唐国ノ慧忠国師、深ク禁タリ。心 
常相滅ノ邪見ヲ計シテ、諸仏ノ妙法二 
等ウシテ、生死 ノ本 因ヲマシテ、生死 
ヲ離レ タリ ト思ハン、 オロ カナルニア 
ラズヤ、最モ可レ憐。只是レ外道ノ邪 
見ナリト知レ、耳二触ルべカラズ。事 
ヤムコト不レ能。今猶ホ憐ヲ垂テ、汝 
ガ邪見ヲ救ハン。 

知ルベシ、仏法ニハ、本ヨリ身心一 
如-ーシテ、性相不ニナリト談ズル、西 
天東地同ク知レル所、改マルコトナ 
シ。況ヤ、常住ヲ談ズル門-ーハ、万法 
皆常住ナリ、身卜心卜分 クコ トナシ。 
寂滅ヲ談ズル門一ーハ、諸法皆寂滅ナ 
リ、性卜相トヲ ワクコト ナシ。然ル 
ヲ、何ゾ身滅心常卜云ン、正理一一背力 
ザ ラン ヤ。シカノミ ナラ ズ、生死ハ 
即涅槃ナリト覚知スペシ、未ダ生死 
ノ外-1涅槃ヲ談ズル コト ナシ。況ヤ心 


宝と思う、その愚かさ、迷いの深さは恥ずべきことで、たとえようのない馬鹿 
げたことである。 

大唐国の南陽慧忠国師も、深くこの邪見をいましめておられる。いま心は不 
滅であり、身相は死んで行くという邪見を吐き出して諸仏の仏法と同等であろ 
うと考え、このような生死、迷いの根本原因をつくっておいて、それにも拘わ 
らず、それで生死の苦しみを離れたと考えることは愚の極みではなかろうか。 
最も憐れむべき見解である。ただ、それは、外道の邪見と知り、このような説 
に耳をかしてはならない。話を ここまで 進めて来たからやむを得ず、なお老婆 
心をもってお前らの邪見をここに正すこととする。 

よく聞くことだ。仏法ではもとより身心は一つのものであり、本性(心)と 
身相は二つのものではないと説く。ィンドも中国も、ともに同じであることは 
誰れも知っている。この原則は決してはずれない。ましてや仏道で不変を説く 
ときには、あらゆるものごとの悉くはみな不変である。身は無常であり、心 
は常住などと、身と心を差別、対立して説くことはない。寂滅と説くときには 
「あらゆるものごと」はすべて一刹那ごとに消滅して跡がないと説き、あらゆ 
るものごとはみな本性と身相と差別することはない。それに、どうして身は滅 
し、心は常住であるというのであろうか。正しい道理に全く背反した邪見であ 
るというべきである。 
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ハ身ヲ離テ常住ナリト領解スルヲ以 
テ、生死ヲ離レタル仏智卜妄計スト云 
トモ、領解知覚ノ心ハ、即猶ホ生滅 
シテ、全常住ナラズ。是レ、ハカナ 
キニアラズヤ。 


嘗観ス Y シ、身心■如ノ旨ハ、仏法 
ノ常一一談ズル所ナリ。然ル-一、何ゾ此 
ノ身ノ生滅セントキ、心ヒトリ身ヲ別 
レテ生滅セザラン。若シー如ナル. B # ア 
リ、一如ナラヌ時アラバ、仏説自ラ 
虚妄ニナ リ ヌべシ。又生死ハ除クべキ 
法ゾト思へルハ、仏法ヲ厭過ナル。 


仏法ノ中-1、心性大総相ノ法門卜云 
ハ、；大法界ヲ籠テ、性相ヲワカズ、 
生滅ヲ云コトナシ。菩提涅槃二及マ 
デ、心性 ニアラ ザルナシ。一切諸法. 
万象森羅、共二只一心ニシテ、コメズ 


こればかりではなく、生死は一つのものであることと解するがよい。生死は 
すなわち涅槃(真理)であると了解し、よくよく自覚すべきである。 

仏道では生れては死ぬ、この事実の外に涅槃を説くことはない。ましてや心 
は身と無関係のもので不変であると了解することが、生死の苦を解脱する仏智 
であると誤解するとしても、その了解し分別する こと 自体には常住性はない。 
すなわち、この了解分別する心は生滅して常住しないのである。全く とりとめ 
のない支離滅裂な論理である。 

昔から仏道の示している身心一如の道理を能く見究めるべきである。この説 
は仏道の原理である。それなのにどうしてこの身の生滅するとき、心だけが身 
を離れて生滅しないということがあろうか。もし身心が一如であるときもあり 
一如でないときもあるとするならば、仏の教えは自ら虚言であり、妄見による 
偽りとなってしまうであろう。 

また生死は、取り除くべきものであると思い、生死をいみきらうのは仏法を 
いみきらう罪業となるのである。 

ここで知らなければならないことは、仏道において「心性は、あらゆるもの 
ごとの絶対なる真理を説く教えの諸々の門」と説くのは、万象の世界全体を含 
めていうのであって、心性と身相と区別することなく、生と滅とを二つに分け 
て論ずることもないということである。 
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発心も心性の発心であり、修行も心性の修行であり、菩提も心性の菩提であ 
り、涅槃も心性の涅槃であり、すべて心性でないものは何一つない。森羅万象 
は、ただこれ一心そのものであって、この一心の中にすべてのものが包括され 
ないものごとはない。森羅万象の悉くがみな平等のただ一つの心であって、 
他のものを混じえない。いささかの間違いもないと説くのが、仏道の体験者た 
る者の一心の本体を知る様子なのである。 

このような道理であるにもかかわらず、唯一絶対の真理において、身と心と 
区別し、生死と涅樂と別々にすることがあろうか。 

すでにわれわれは仏の弟子なのである。外道の見解を語る乱心の人の舌をた 


STO !、， 此ノ坐禅ヲ' k ラセン人、必 
ズ戒律ヲ厳浄スベシャ。 

示日、持戒梵行ハ、即チ禅門ノ規 
矩ナリ、仏祖ノ家風ナリ。未ダ戒ヲ不レ 
受、又戒ヲ破レル者、其ノ分ナキニア 
ラズ。 

だ戒を受けない者は戒を受け、戒を破った者は懺悔して戒を厳しく守らなけれ 
ばならない。 


たいて雑音を耳にしてはならない。 

(第十二問)問ぅていぅ。 

「もっぱら坐禅をする人は、かならず戒律を厳正に守らなければならないで 
しょうか」 

答えていう。 

戒律を護り、清浄な行をするのは禅門の定めであり、仏祖の家風である。未 


兼ィレズト云コトナシ。此ノ諸ノ法 
門、皆平等一心ナリ。敢テ異違ナシト 
談ズル、即仏家ノ心性ヲ知レル様子 
ナリ。然ルヲ、此ノー法一一身卜心トヲ 
分別シ、生死卜涅槃トヲワクコトアラ 
ンヤ。既一一仏子也、外道ノ見ヲ語タル 
狂人 ノ舌ノ 響ヲ耳二触ルルコトナカ 

レ0 


347 拾遺 別本辦道話 



問日、此ノ坐禅ヲ勤ン人、更二真 
言止観ノ行ヲカネ修セン、妨ゲ有べ力 
ラザルカ。 

示日、在唐ノ時、宗師二真訣ヲ聴 
シ因、西天東地ノ古今二、仏印ヲ正伝 
セシ諸祖、何モイマダシカノ如キノ行 
ヲ兼ネ修ストハキカズト謂ヒキ。誠 
二、一事ヲコトトセザレバー智了達ス 

ル コト ナシ〇 


問日、此ノ行、在俗ノ男女モット 
ムべシヤ、独リ出家人ノミ修スルカ。 

示日、祖師ノ日、仏法ヲ会スル 
コト、必ズシモ男女貴賤二預ルべカラ 
ズ。 


(第十三問)問うていう。 

「坐禅を修行する人は、その他に真言の行法の「阿字観」(宇宙人生を阿字の 一 
句として観ずる) を 行 じたり、天台の行法の「摩詞止観」 (自己の I 心のなかに万象 
が本具していると観る) などの行法を兼ねて修行するのは、別に差し支えがない 
と思いますが、どうでしょうか」 

答えていう。 

私が中国にいたとき先師如浄禅師に「仏道の真髄」をおたずねしたときに師 
のお答えは、「ィンド•中国の昔から今に至るまで、仏心印を正伝せられた祖 
師方は、すべてこのように坐禅の外にほかの行法を兼ねて修行されたというこ 
とはかつて聞いたことがない」といわれた。 

まことに、一つの事をただそれだけ生命をかけてその事になりきらなければ 
唯一の真実の智慧に通達することはできない。 

(第十四問)問うていう。 

「この坐禅の行は、僧侶のほかの男女も修行することができますか、ただ出 
家人だけが修行すべきものですか」 

答えていう。 

祖師のお言葉では、仏法を会得するには男女、貴賤の区別、差別はしてはな 
らない、と私はこのように聞いている。 
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問日、出家人ハ、諸縁スミヤカニ 
離レテ、坐禅辦道一一無，礙。在俗ノ繁 
務ハ、何-ーシテカー向-一修行シテ、無 
為ノ仏道-一叶ハン。 


示日、オホヨソ、仏祖アハレミノ 
余リ、広大ノ慈門ヲ闢キ置リ。是レー 
切衆生ヲ証入セシメンガ為ナリ、人天 
誰レカ入ラザランモノヤ。爰以、昔今 
ヲ尋二、其証是レ多シ。暫ク代宗. 
順宗ノ、帝位-ーシテ万機ィトシゲカリ 
シ、坐禅辦道シテ、仏祖ノ大道会通 
ス。李相国•防相国、共-一輔佐ノ臣位 
11侍リテ、一天ノ股肱トナリシ、坐禅 
辦道シテ、仏祖ノ大道-一証入セリキ。 
只志ノ有リ無シ II 依ルベシ、身ノ在家 

出家ニハヨルべカラズ。 


(第十五問)問うていう。 

「出家の人は、すべての俗事から離れて坐禅辦道することに何のさしさわり 
なく自由ですが、俗世間の男女が繁雑な仕事においまわされている立場では、 
どのようにして専ら坐禅の修行をして、解脱の仏道と一つになることができま 
しょうか」 

答えていう。 

仏祖は一切の衆生を憐れと思う余り、広大なる慈悲の門を開いておかれたの 
である。この門は一切の衆生を悟りとともに仏道に入らせようとするためであ 
る。ただ出家人だけの仏道ではなく、この世に生のあるものは何人でも仏道に 
入り得ないことはない。このようなわけで、昔も今もそのことをたずねてみれ 
ば証拠となる事蹟は実に数多くあるのである。ほんの少し例を挙げてみよう。 

唐の第九代の天子、十代の代宗、十一代の順宗など、皇帝の位にあって万 
の政務を執り非常に繁忙な日常であったにもかかわらず、坐禅辦道して仏祖 
の大道を会得し、仏道に通達した人々であったのである。また李相国や防相国 
なども同様に、帝王を輔佐する激務にたずさわる重要な重臣にもかかわらず、 
坐禅辦道して仏祖の大道を証悟したのであった。 

ただ坐禅辦道は、その人に志があるかないかによるのである。その身が出家 
人で あると か在家人で あると かによるのではない。 
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又深ク事ノ殊劣ヲワキマフル人、 
g ラ信ズルコト有リ。況ヤ世務ハ仏 
法ヲサフト思フ者ハ、只世中二仏法無 
シトノ ミ知リテ、仏中二世法無キコト 
ヲ未ダ知ラザルナリ。近比大宋-1、憑 
相公卜云アリキ。祖道11長ゼリシ大官 
ナリ。後一一詩ヲ作リテ、自ヲ云二日 
ク、 

公事之余喜 n 坐禅ハ少，一曾将レ脇到， 
牀眠〗、雖=,然現，，出宰官相一長老之名 
四賢。ル 


此レ ハ、 官務一 一 隙無キ身ナレ ドモ、 
仏道二志シ深ヶレバ得道セルナリ。他 
ヲ以テ我ヲ顧ミ、昔ヲ以今ヲヵ ヘリミ 
ルベシ。大宋国-ーハ、今ノ世ノ国王. 
大臣•士俗•男女、共-一心ヲ祖道-ート 
ドメザルナシ。武門•文家、何レモ参 
禅学道ヲ心ザセリ。志ス者、必ズ心地 


また、ものごとの優劣を判断できる人々がおのずから信ずるようになるもの 
である。ましてや俗世間の仕事は仏法のさまたげになると考えるものは、ただ 
俗世間のなかに仏道が無いとばかり知っていて、仏道のなかには世俗のことと 
差別すべきでないことをまだ知らないのである。 

近代、大宋国に憑済川という宰相がいた。仏道に通達した大官であった。 
悟りを開いた後に、自分のことを詩に詠じた。 

公事の余に坐禅をこのみ、曾て眠るときにも横になることは少れである。 

宰相の職にはあれど、長老の名が世界に通用している。 

この意は、宰相は公務の余暇をさいて坐禅することを常に楽しんで、夜眠る 
にも肘かけを用いて眠り、寝床に入って眠ることはまれにしかない。しかも 
今、宰相の重職に就任してはいるが、不動居士という長老の名の方が世の中に 
よく伝わっているというのである。 

この人は、公務に余暇のない人であるにもかかわらず、仏道を求める志が深 
かったので、ついに仏道を体験したのである。このように他人の蹤跡をもって 
自己を反省し、昔日の仏道のあり方を鏡として、今の仏道のあり方を顧みるベ 
きである。 

大宋国では、今の世の国王も、大臣も、官僚も、一般人も、男も女も、すべ 
て仏祖の道に関心のない人はいない。武家も、文官も、いずれも坐禅辦道する 
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ヲ開明スルコト多シ。是レ世務ノ仏法 
ヲ妨ゲザル、 自カ ラ知レタリ。国家二 
真実ノ仏法弘通スレバ、諸仏•諸天無レ 
間衛護スルガ故二、賢士 •智臣産レ 
テ、王化ヲ助ケテ太平ナラシムルヲ以 
テ、終二仏法•世法一如二円通ス。庶 
民誰力良縁ヲ結バザラン。又釈尊ノ在 
世一ーハ、逆人•邪見、道ヲ H キ。祖師 
ノ会下-ーハ、獏者•樵翁、悟ヲ開ク。 
況ヤ其ノ外ノ人ヲヤ。只正師ノ教道ヲ 
尋ヌべシ。 


問日、此ノ行ハ、今末代悪世-ーモ、 
修行セバ証ヲ得べシヤ。 

示日、教家二名相ヲ事トセル-一、 
尚ホ正像末法ヲ分クコトナシ、修スレ 
バ皆得道スト云。況ヤ此ノ単伝ノ正法 
ニハ、入法出身、同ク自家ノ財珍ヲ受 
用スル也。証ノ得否ハ、修 セン 者自 
ラ 知 ラン コト、用水 ノ人ノ 冷煖ヲ自 
ラ ワキ マフ ルガ如シ。 


ことを 心掛けている。その人たちの多くは、必ず自己の本心を見究める ことが 
多い。世間の俗事が仏道を妨げない ことが 自ずから明らかとなったであろう。 

国家に真実の仏道が弘く行われると、諸仏も、諸天人も、昼夜の別なく仏道 
を守護せられるから、賢士•智臣が現われて、国王の徳が人民を徳化して天下 
は平和となり、聖天子の下に仏法と世の法が一体となって国はますます治まる 
のである。臣民はすべて この 良縁に結ばれて良き世を享受できるのである。 

また釈尊の在世中には、悪逆非道の阿闇世王のような王もついに仏道を体験 
し、提婆達多のような五逆の大悪人も、ついに仏道に帰依したのである。 

祖師の門下においては、狩猫を生業とする者も、あるいは木樵を業とする者 
も、悟りを開いた ag ::^-^ る。ましてや、その他の人はいうまでもなくできない 
はずがない。ただをたずねて、その教え導きを受けるべきである。 

(第十六問)問うていう。 

「この 坐禅の行は、いまの この 末法の悪世においても修行す るなら ば、悟り 
を得ることができるでしようか」 

答えていう。 

仏典の言句および理論を根拠とする宗派では、教法の名目や形式をそれでも 
主とするが、正法の世(仏法の教行証の完全に行われるとき)、像法の世(教行のみあ 
り証のないとき)、末法の世(教のみで行証なき衰頹期)と差別は立てていない。修 
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問日、アル^^ク、仏法ニハ、即 
心是仏 ノ旨ヲ 了達シヌルガ如キハ、 口 
一一経典ヲ誦セズ、身一1仏道ヲ行ゼザレ 
ドモ、敢テ仏法二欠ケタル所ナシ。只 
仏法ハ元ヨリ自己-一有リト知ル、是ヲ 
得道ノ円成トス。此外更二他人一一向テ 
求ムべキニアラズ、況ヤ坐禅辦道ヲ煩 
シクがャ。 

一一 T 05、此ノ ml ば、^!ハヵナシ。歡汝 
ガ言フガ如クナラバ、心有ン者、誰力 
此ノ旨ヲ知ルコト無ラン。知べシ、仏 
法ハ、正二自他ノ見ヲ止テ学スルナ 
リ。自己即仏卜知ルヲ仏法トセバ、 


行すれば、必ずすベての人が仏道を成就することができるというのである。ま 
してや仏から仏、祖から祖と、個人が個人へ直々に正しく伝える仏教では、仏 
道に帰依し身心の迷妄を遠離することそのことが、同じ自己の珍宝とすべき自 
らに具わっている仏性の功徳の受持、働きである。その仏性そのままの働きを 
働きたらしめるだけのことである。悟りを体験するか否かは修行する者の自分 
自身で知ることである。あたかも水を飲む人が冷いか暖いかを自分自身で知る 
のと同じである。末法の世とか像法の世とかいうことにかかわりはない。 

(第十七問)問うていう。 

「ある人が仏道では、即心是仏の道理を識り尽くすと、口に経典を誦むこと 
なく、身心をもって仏道の修行をしなくても、一つも仏道を体得するに不足す 
ると ころはない。ただ仏道は自己に本来具有しているものであることを知れば 
よろしい。これが仏道の完全無欠な体験とするのである。この他に、さらに師 
に随って求めるものではない。ましてや坐禅辦道など、めんどうなことをする 
必要はないといっていますが本当でしょうか」 

答えていう。 

この 言葉は最も胡乱 (たよりない) な言説である。もし、お前のいうようなも 
のが仏道であれば、心ある者であれば、誰でも教えればわからない者は一人も 
ないであろう。 
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釈迦尊昔シ化道 >1 煩シクセンヤ。暫ク 
古徳ノ妙則ヲ以テ是ヲ証スペシ。 


昔則禅師卜云、法眼禅師ノ会下二 
シテ監院ヲ司ドル時二、法眼禅師問テ 
日ク、則監寺、汝我ガ会-一有テ幾ノ 
時ゾ。則公ガ云、我レ師ノ会一一侍テ 
既三年ヲ歴タリ。禅師ノ云ク、汝ハ後 
生ナリ、何ゾ常二仏法ヲ問ハザル。則 
公日ク、某甲和尚ヲ欺クベカラズ。曾 
テ青峯禅師ノ処一一有リシ時、仏法二置 
テ安楽ノ処ヲ了達セリ。禅師ノ日ク、 
汝イカナル言バニヨリテカ入ルコトヲ 
得シ。則公ノ云ク、某甲曾テ青峯二問 
ヒキ、如何是学人ノ自己。青峯ノ 
日、丙丁童子来求火。禅師ノ日、好キ 
言バナリ、但シ恐ハ汝得セザランコ 
トヲ。則公ガ日ク、丙丁ハ火二属ス、 
火ヲ以テ更一一火ヲ求ム、白己ヲ以テ自 
己ヲ求ムルニ似タリト会セリ。禅師ノ 


仏道というものは、自他との対立を超え自我を無にして参学修業するもので 
ある。もし自他二見のままのこの自己が、そのまま仏と知ることが仏道を体験 
することであるとするならば、釈尊ほどの偉大なお方が、その仏道の教化にご 
苦労されなかったことであろう。ここで、このことを昔の高徳の諸祖の規範と 
なる話をあげて証明とする。 

昔、金陵の報恩院玄則という僧が、法眼文益禅師の門下として、その寺の 
監寺を勤めていた。法眼禅師が、あるとき問われた。 

「則監寺よ、お前はわが門下になってから何年になるかな」 

玄則が答えた。 

「ハィ、師のもとに参じまして、既に三年になります」 

法眼がいわれた。 

「お前は私の後輩なのに、どうして私に仏法のことをたずねないのか」 

「私は別に和尚に嘘をいうつもりはありません。以前、私は青峰禅師の処で 
修行しておりましたとき仏法の体験を得ることができました。それで今日まで 
和尚に何も問わなかったのです」 

法眼がいわれた。 

「お前はどんな言葉によって、仏法を体験したのか」 

「私は以前に青峰禅師に問いました。仏法修行者としての自己のあり方はど 
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日、実-一知リヌ、汝ヂ不レ会ケリ。仏 
法モシ如，是ナラバ、ケフ迄デニ伝ハ 
ラジ。此則公、慄悶シテ即チ立チヌ。 

又中路二至リテ思ヒキ、禅師ハ是天下 
ノ知識、又五百人ノ導師ナリ、我ガ非 
ヲ諫ム、定メテ長処有ラン。帰テ懺悔 
礼謝シテ問テ日ク、如制是学人ノ自 
己ナル。禅師ノ日、' rf - 童子来求火。 

則公、言下二大一一仏法ヲ悟リキ。 

ですから火をもってさらに火を求めるのは、自分が白分を求めることで、仏で 
ある自分がさらに仏を求めるょうなものだと体得しました」 

法眼がいった。 

「ほんとうにお前はこの言葉の真意を会得していないことがわかった。仏法 
がもしこのょうなものであるならば、今日まで伝わらなかったであろう」と。 

ここで玄則は、法眼禅師の言葉を理解することができなかったので悩んで、 
即刻、法眼禅師のもとを立ち去った。ところが、道の途中で考えた。法眼禅師 
は、これ天下の善知識であり、現に五百人の修行僧の大導師である。その正師 
が、自分の偏見をねんごろに誡められたことは、必ずすぐれたところがあるに 
違いないと反省自覚して、その足で再び禅師のもとにひきかえし、禅師を礼拝 


のようなのが仏法のあり方ですかとたずねたら、禅師がいわれました。丙丁 
土里子がやって来て火を求める(火の神様が、火を求めているようなものだ。元来、仏で 
ある自己が、仏を求めているようなものだ)といわれました」 

法眼がいった。 

「まことによい言葉である。ところがおそらく、お前はその言葉の真意を体 
得していないのだ」 

玄則はさらにことばを返した。 

「丙丁は火の兄弟でどちらも仲間です。火である童子がさらに炎を求めるの 
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明一一知リヌ、白己仏法ノ領解ヲ以 
テ、仏法ヲ知レリト云ニハアラ、スト云 
コト ヲ。若自己解会ヲ仏法 トセ バ、禅 
師先ノ言ヲ以テ導ビクベカラズ、又シ 
カノ如ク禁べカラズ。修行ノ儀則ヲ 
咨問シ、一向二坐禅辦道シテ、一知半 
解ヲ留ムル コト ナカレ。諸仏ノ妙法、 
其ノ功虚カルべキニアラズ。 


問日、乾唐ノ古今ヲ聞二、或ハ竹 
ノオト ヲ听テ道ヲ悟リ、我ハ華ノ色ヲ 
見テ心ヲ明ムル者アリ。況ヤ釈迦大師 
ハ、明星ヲ見シ時、道ヲ証シ、阿難尊 
者ハ、刹竿ノ倒レシ処-一法ヲ明メシノ 


して、前の非行を懺悔し、さらに教えを乞うて問うた。 

「仏法修行者としての自己のあり方は、どのようにすればよろしいでしょう 
か」と。 

法眼禅師が答えられた。 

「丙丁童子、来って火を求む」 

玄則は言下に仏道のあり方を大悟したのである。 

この例によっても明らかに知ることのできるのは、自己自体が仏であると文 
字の上や概念的に了解することが仏道を知るということではないのである。 

もし、自己のそのままが仏であるとの理解をもって仏道とするならば、法眼 
禅師は前にいった言葉そのままでは玄則を導きはしなかったであろう。もし、 
初めて正しい師に相見したならば、後は修行の方法、定まった法をたずねて、 
「もっぱら坐禅辦道して、半可通の知識や概念のひとかけらも心にとめてはな 
らない」ということである。このように修行するときは必ず仏道の妙術、すな 
わち坐禅の功徳が現成するのである。 

(第十八問)問うていう。 

「ィンド、中国など古今の禅者の修行の蹤跡を聞くに、あるいは香厳和尚 
は石が竹に当った声を聞いて仏道を悟り、あるいは霊雲和尚のように、桃の花 
の色を見て仏心を悟った人もある。ましてや釈迦牟尼仏は明星を見たときに仏 
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ミニアラズ、六代ヨリ後、五家ノ間 
一一、一言半句ノ下二心地ヲ明ラムルコ 
卜多シ。彼レ等、必ズシモ坐禅辦道セ 
ル者ノミナランヤ。 

示日、古今 ノ際一 一見 fe - 明心シ、聞 
声悟道セシ当人、共-一辦道二擬議量無 
ク 、直下第二人無キコトヲ知ルベシ。 


問日、西天及ビ神丹国ハ、人モト 
ヨリ質直ニ シテ 、仏法ヲ以テ教化スル 
二、 ィト 早ク会入ス。我ガ国ハ、昔ヨ 
リ人一一仁智少クシテ、正種ッモリ難 
シ。況ヤ此国ノ出家人ハ、大国ノ在家 
ニモ 猶劣レリ。挙レ世愚ニシ テ、 心量 
狭少也。有為ノ功ヲ執シテ、事相ノ善 
ヲノ ミ好ム。如，是族ラ、坐禅ストモ、 
忽二仏法ノ無上甚深ナルヲ証スべキニ 
アラ ズ。況ヤ、 


道(真理)を悟られ、阿難尊者は寺院の説法を示す竿が倒れたときに仏法を明 
らめたばかりでなく、六祖大鑑慧能禅師の後、五家の禅門にいたるまで、一言 
半句の下に自己の仏智見を開いた祖師も多く、その方々は必ずしも坐禅辦道を 
した者ばかりではないでしょう。いかがですか」 

答えていう。 

昔から今日まで桃華を見て仏心を明らめた人もあり、竹の声を聞いて悟った 
人もある。ともに坐禅辦道そのものになりきって、自己と天地万物と一体にな 
り、大悟した人々の消息であることを知るべきである。 

(第十九問)問うていう。 

「ィンドや 中国の人々はもとから正直で質朴である。中華の名は世界文化の 
中心地であるという国柄が、民族の意志として現成するのである。この国柄が 
仏道の教え導きを急速に会得し仏道に帰依、信奉することが容易である。とこ 
ろがわが日本の国は昔から人々に仁心(恵みの深い人)と智慧がなく、般若(仏 
智)の正しい種子をまいて繁殖させ難いのである。文化の国から遠く離れた未 
開の国であるから、このようになつていることはまことに遺憾なことである。 

また、この国の出家人は大国ィンドや中国の在家人にも劣っている。世を挙 
げて愚劣であり、心が狭く、利益の追及にのみ汲々として頗る拝他的で、 
ikB . の善さばかりを好む。このような人々が偶然に坐禅を修行したところで、 
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示日、所謂此ノ国*/人、未ダ仁智 
アマネカラズ、人又迂曲ナリ。譬ヒ正 
直ノ法ヲ示ストモ、甘露返テ毒トナリ 
ヌべシ。名利11ハ赴キ易ク、惑執融ケ 
難シ。然レドモ、仏法二証入スルコ 
卜、必ズシモ人天ノ世智ヲ以テ出世ノ 
舟航 トス ルニ ハ 有ラズ。 


仏在世-ーモ、テマリ-ーヨリテ四果ヲ 
証シ、袈裟ヲ偸ミカケテ悟ヲ開キシ、 
共-愚暗ノ族、癡狂ノ畜類也。但シ、 
正信ノニツナキーー助ケラルレバ、迷ヲ 
離ルルコト速也。 


亦、癡老ノ比丘黙坐セシヲ見テ、設 
斎ノ信女悟 リラ 開キシ、コレ智ニヨ ラ 

ことば 夕 

ズ 、文 ニヨラズ。言ヲ不レ 持、カタリ 
ヲ不レ待。但シ是レ正信二扶ラレタリ。 


直ちに仏道を身につけることができるでしょうか」 

答えていう。 

その言葉の通りである。わが国の人は、未だ仁心、智慧ともに一般的に低級 
である。また愚鈍の者が多い。たとえ正しい仏法を教えても、仏法の甘露は 
却って毒となるかも知れない。 

名聞利益の心が動き易く、迷妄執着の心が強い。この心を離れることは容易 
でない。しかしながら、仏法を悟ることは、必ずしも人間•天人の世間の知識 
をもってしてはできることではない。 

仏の在世中においても、だまされて手まりで頭を打たれているうちに、阿羅 
漢の悟りを得たという僧があるという。たわむれに袈裟をかけて仏祖の大道を 
明らめた阿羅漢になった尼僧の例もある。これらの者どもは、極端に愚かで、 
智慧未発の畜類同様と思われた人々だった。ただしこれらのいずれもが正信の 
一心に助けられて、迷いを解脱することが速やかであった。 

また、愚かな老僧が説法を乞われたが、仏法に暗いために一言もいうことが 
できないでただ黙って坐っていた。そのときこの老僧に供養をした信女が、老 
僧の黙した姿を見て忽然として悟りを開いたということは、世間の知識によら 
ず、経文によらず、言語によらず、説法にもよることなく、ただ純粋な正信の 
力に助けられたのである。 
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又釈教ノ三千界二弘メラルルコト、 
纔ーニー千余年ノ前後也。刹土ノ区区ナ 
ル、必ズシモ仁智ノ国ニ アラ ズ、又利 
智聡明ノミ アラン ヤ。然力有レドモ、 
如来ノ正法モトヨリ不思議ノ大功徳力 
ヲ備へテ、時至レバ其 h 刹土二広マ 
ル。人マサニ正信^:スレバ、利鈍ヲ 
不，分、斉シク得道スルナリ。我が国 
ノ人、智解才 ロ カナリ、仏法ヲ会スベ 
カラ ズト思 コト ナカレ。依 レ 之退 セパ、 
何レノ時力仏法修行ノミニオモム カ 
ン〇 


大宋国二張天覚丞相卜云人有リキ、 
護法論ヲ作レル-一云、縦へ参ジテ未レ 
徹、猶仏種ノ因ヲ結ブ。学シテ未ダ 
不，成、尚ホ人天ノ果ヲ益ス。誠-1仏種 
生長ノ因果、何 一ー ヨリテヵ修スル道ヲ 
勧メザラン。又、人皆般若ノ正信豊ナ 
レドモ、承当スル コト 希 ナリ、 受用ス 
ル コト 今マ正シキナラジ。 


また、釈尊の教えが、全世界に弘まったのは、わずかに二千余年前後のこと 
である。その全世界の風土習慣、国々はいろいろであって、必ずしも慈悲心と 
智慧が徹底している国ぱかりではない。また、それらの国々に住む人々も必ず 
しも、みな智慧が優れ聡明な人々ばかりではない。 

しかしながら如来の正法にはもとより人間の思量を超えた大いなる功徳力を 
具足しているのであるから、時節が来るとその国土に弘まるのである。そのと 
き人は間違いなく仏道を正しく修行すれば、その国の人々は智慧のある人も、 
愚鈍な人もわけへだてなく同等に仏道を得ることができるのである。 

わが国の人々は慈悲の心、智慧の行きわたった国民ではないまた、判断力 
は頗る低劣であるから、仏法を了解することができないと考えてはならない。 

そのような理由で仏教から遠ざかっているならば、仏教の修行にはいつまで 
経っても入る ことは できないであろう。 

大宋国に張天覚丞相という人があって、仏法護持の論文に言っていることは 
たとえ仏道修行に入って堂奥を究めなくとも修行は仏となる種子をまいたこと 
となる。参学して仏とならずとも、人天二道の果報を得る種子は、まことに不 
思議な因を与えてくれる。どうしてこの修行を勧めないでいられよう か。 

ましてや、 人はみな仏智(般若の智慧)に対する正しい信仰心が豊かに具わっ 
ているけれども、ただ真実の仏法にあう機会が少なく、したがって仏法を体験 
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し、これを活用することが十分に行われないだけである。 


先ノ問答往来シ、賓主相交スルコト 
妄リガハシ。幾力、華ナキソラ-一華 
ヲナサシムルコトヲ得ルト云へドモ、 
釣ヲ離レテ三寸一一道ヲ快ヨクセン人ヲ 
待ツノ ミー ー アラ ズ。此国、坐禅辦道二 
オキテ、未ダ ソノ 宗旨ヲ伝へ知ラズ。 
志 サン 者、可，悲。此故11、異域ノ見 
聞ヲ集メ、明師ノ真訣ヲ記シ、参学ノ 
願ハンーー伝ヘントス。此外、叢林ノ規 
範及寺院ノ格式、イマシメスニイトマ 
アラズ、又 草草ニスべ カラ ズ。 


凡我朝ハ、龍海ノ以東二所トシテ、 
雲烟遙カナレドモ、欽明•用明ノ前後 
ヨリ、秋方ノ仏法東漸スル、即人ノ 
幸ナリ。シカアルニ、名相事縁シゲク 
紛テ、修行二煩フペシ。此門不，然。 
仏像•経典ヲ不レ借、依，所道場ヲ無， 
揀。只破衣裰盂ヲ生涯トシテ、青巌 


以上 あれこれといろいろに 問答を くりかえして きたが、問う 者と 答える 者と 
まことに 乱雑な問答となつた。 それは 眼病の人が幻覚で見る ように、どこにも 
ありもしない 花を空中に咲かせた ことであろう。 

わが国には、仏法の精華ともいうべき坐禅辦道については、未だかつてその 
大切な真髓が伝わつていないから、これを知ろうと志す人々にとつては、 まこ 
とに悲しむべきことである。このために少々ばかり宋国で見聞したことを拾い 
集めて、仏道に通達した正師から聞いた真の秘訣を書きとめ、参学者で知りた 
いと願う人々に教えようとしたのである。この他に修行の道場の規範(規律) 
禅院の細則とかは、ここではこれを説明する暇がないから省くことにした。ま 
た軽率にこのことをなすべきではないから、ここでは急いですべきでない。 

大体、わが国は、この世界の東方に位して仏道の中心地からは、遙かに隔つ 
た辺鄙な国ではあるが、第二十九代の欽明天皇、第三十一代の用明天皇の前 
後、西方から仏教が伝来したのは、この国の人にとつては喜ばしいことであ 
る。 しかし、 そのときに伝来した仏教は、各宗の教相の理論、名目の概念的な 
論理、煩雑な儀式作法、手つづきが入り乱れて肝心の仏道修行をどのように修 
行してよいのかと、修行者は迷い惑つたのであつた。 
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白石ノホトリニ茅ヲ結ビ、端坐修練ス 
ルーー、仏向上ノ大道忽一一円通シテ、一 
生参学ノ大事速力-一究竟スルモノ也。 


是即、仏仏祖祖単伝シ直指シテ今 
二及ブ。鶏足ノ遺縱ナルべシ、龍牙ノ 
誡敕ナルベシ。其ノ坐禅ノ儀則ハ、過 
ヌル嘉禄中撰集セリシ普勧坐禅儀二依 
行スべシ。其仏法ヲ弘通コト、王敕ヲ 
待べシトィへドモ、再霊山ノ遺嘱ヲ 
オモへバ、国土ハ本仏国也、仏法ヲ弘 
通セン-一妨グべカラズ。人ハ皆仏子ナ 
リ、誰力背ク者有ラン。況ヤ今百万億 
刹こ現出セル王公相将、皆他生仏法護 
持ノ願志-1引レテ生来セル者ナリ、仏 
ノ使卜云べシ。然レバ即、依正トモニ 
フルキ仏縁アリ、今ヲ初卜思べキニア 
ラズ。如レ是ノ理-1、此ノ短簡ヲ以テ、 
雲遊萍寄ノ衲子一一流通シ、捨邪帰正ノ 
宗匠-一直指スペシ。 


しかるにいまは、破れ衣を身につけ、何度も修理した鉢盂に生涯を託して、 
苔むす青巌白石のほとりで、草の庵を結んで正身端坐して修錬すれば、智をた 
もち、無上の悟りを現成し、生涯、仏道参学の信心決定の大事を究めつくす 
ことができるのである。 

これが、霊鷲山における釈尊の教えであり、訓誡であり、大迦葉尊者の後世 
にのこされた家風である。その坐禅の儀則については、私が以前、嘉禄の年に 
撰集した「普勧坐禅儀」によって行ずべきである。仏法を国中に弘めることは 
天皇の御許しを待って行うべきであるが、再三熟考するに、この仏法の弘通は、 
霊鷲山におわします釈尊の迦葉への付法を思えば、各々の国+はもと仏国土で 
あり、仏法を弘めることを誰も邪魔してはならない。人は仏の御子であり、仏 
に 逆らう ものは誰もいないはずである。いま無数の国土の国王、宰相、将軍ら 
も、みないずれも畏れ多くも仏の勅を受けて前世以来、仏法を護持しようと 
する本願を忘れず、この世に生れてきたのである。いわば仏の使者というべき 
である。そうであれば、凡ての有情無情のものは、昔から仏法とは古い縁を結 
んでいるのであって、今に始まったと思うべきではない。 

このようなことを考えて、この簡単なる文で、法を求めるすぐれた人々、お 
よび雲の如く萍のように集る行脚の僧のために教え示し、邪説を捨て正しい法 
を授受する師の下に参ずることを勧めるのである。 
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于レ時寛喜辛卯中秋日。入宋伝法沙 この時、寛喜辛卯中秋の日、入宋伝法沙門、観音導利院に住する道元 
門住観音導利院道元記 E す。 

于，時元徳四年壬申正慶改元十一月 

七日、於，，能州洞谷山永光寺知賓寮 みずのぇ— 

西窓，書写畢。 旨国記 この時、元徳四年壬申(正慶元年)十一月七日、能登国洞谷山永光寺 

知客寮西窓に於てこれを書き写し終る。 旨国記す。 
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正法眼蔵 菩提薩埵四摂法 


一乳、布施。二者、愛語。一一一者、利 
行。四者、同事。 

その布施といふは、不貪なり。不貪 
といふは、むさぼらざるなり。むさぼ 
らずといふは、よのなかにいふへつら 
はざるなり。たとひ四洲を統領すれど 
も、 正道の教化をほどこすには、かな 
らず不貪なるのみなり。たとへは、す 
つるたからをしらぬ人にほどこさんが 
ごとし。遠山の華を如来に供じ、前生 
のたからを衆生にほどこさん、法にお 
きても物におきても、面面に布施に相 
応する功徳を本具せり。我物にあらざ 
れども、布施をさへざる道理あり。そ 
のもののかろきをきらはず、その功の 
実なるべきなり。道を道にまかすると 


仏道を求める菩薩の修行には布施、愛語、利行、同事の四つがある。 
布施とは 1»|らないということ。貪らないとは、世に言うへつらわないという 
ことである。他を意識し自己に執着することを休することである。 

たとえ世界の統領となっても、正しい仏道の教化を施すには、必ず貪らない 
こと だけである。 

譬えば、捨てる宝を知らない人や関わりのない人に施すようなものである。 
遠山の花を仏に捧げ、前生の財物を衆生に施すようなことである。 

真理も宝も布施に価するものを各自が持っている。 

したがって自分のものでなくても布施することができるのである。 
そのものの軽少とか多いとかは問題でなく、相手のためになるものとか、ど 
うかが問題なのである。 

そこに布施の功徳が実を結ぶのである。 

道を道に ffi? せたとき、道みずからのはたらきが完成するように、財宝を財宝 



き、得道す。得道のときは、道かなら 
ず道にまかせられゆくなり。財のたか 
らにまかせらるるとき、財かならず布 
施となるなり。自を自にほどこし、他 
を他にほどこすなり。この布施の因縁 
力、とほく天上•人間までも通じ、証 
果の賢聖までも通ずるなり。そのゆ袅 
は、布施の能受となりて、すでに縁を 
むすぶがゆ^に。 

ほとけののたまはく、布施する人の 
衆会のなかにきたるときは、まづその 
人を諸人のぞみみる。 

しるべし、ひそかにそのこころの通 
ずるなりと。しかあればすなはち、一 
句一偈の法をも布施すべし、此生他生 
の善種となる。一銭一草の財をも布施 
すべし、此世他世の善根をきざす。法 
もたからなるべし、財も法なるべし。 
願楽によるべきなり。 

まことにすなはち、ひげをほどこし 
ては、もののこころをととのへ、いさ 


に任せたとき、財宝を使うべきときところに使うならば、必ず布施となるので 
ある。 

自己の身心を自己に布施し、他己の身心を他己に布施し、全てのものを全て 
のものに布施するのである。 

この布施の因縁の力、布施の功徳は、天界•人間界に及び、悟りを体験した 
聖者や賢人までに通ずるものである。 

その道理は布施の行みずからの因縁である。 

釈尊がいわれている。 

「布施をする人が説法の道場に来たときは、まずその人を道場の大衆が仰ぎ 
見る」と。 

このことは、布施する人の心は目に見えないが、人々に親しく通じるのであ 
る。このょうなわけ■であるから、たとえ仏法に因んだ一句一偈(仏法の詩)で 
も、一銭一草でも布施しなさい。これらの些細な布施でも、現在、未来を通じ 
て善い報いを得る原因となるのである。 

仏法(真理)も宝であり、財も仏法であるという自覚が生ずるのは、布施の 
念願と行為の法悦にょるのである。 

その布施の法悦は、大切にしていた長い自分の髪を病気の臣下の病の薬の材 
料として与えた国王や、ある子どもが仏に砂を奉ってその因縁で後に国王と 
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ごを供じては、王位をぅるなり。ただ 
かれが報謝をむさぼらず、みづからが 
ちからをわかつなり。 

舟をおき、橋をわたすも、布施の檀 
度なり。もしよく布施を学するとき 
は、受身捨身ともにこれ布施^^治 
生産業もとより布施にあらざるこどな 
し。はなを風にまかせ、鳥をときにま 
かする も、 布施の功業なるべし。阿育 
大王の半菴羅果、よく数百の僧衆に供 
養せし、広大の供養なりと証明する道 
理、よくよく能受の人も学すべし。身 
力をはげますのみにあらず、便宜をす 
ごさざるべし。 


まことに、みづからに布施の功徳の 
本具なるゆ袅に、いまのみづからはえ 
たるなり。 

ほとけののたまはく、於 n 其自身一 
尚可，，受用一何況能与.，父母妻子—〇 


なった例もある。これらの王や子どもはただ純粋な布施の念願力ら一途に布施 
したに過ぎず、他に何の報酬をも求めようとしない布施の行願に よる、 ただ 
自分にできるだけの分相応の布施をしたのみである。 

人のため舟を岸につなぎおき、橋を掛けることも布施の行である。なお布施 
の行について深く体得すれば、他のために生れ他のために涅槃を示す生死も布 
施で あり、 政治も産業もみな布施でない ことは 一つもない。花を風にまかせ、 
鳥を時にまかせる こと も布施の行であり働きである。 

1 : wv 大王(ァシ ョー ヵ) が半箇の菴羅果 (マンゴ ー) を大衆に供養したことが、 
数百の大衆の供養となったという。布施の功徳の広大なことは物の多少によら 
ない証明となるのである。 

この布施の道理をよくよく弁えて布施をする人々は参学すべきである。布施 
の人は、この道理によって益々そのことに努力することと、その布施の時機を 
逸してはならない。 

この 布施の功徳が お 互いの身心に本来のものとして具わっているから、現在 
のこの 身心が この 世に生れてきたのである。 

釈尊がいわれている。 

「自らに対しても布施すべきである。まして父母、妻子に対して布施しない 
でおられようか」と。 
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しかあればしりぬ、みづからもちゐ 
るも布施の一分なり、父母妻子にあた 
ふるも布施なるべし。もしよく布施に 
一塵を捨せんときは、みづからが所作 
なりと いふと も、 しづかに随喜すべき 
なり。諸仏のひとつの功徳をすでに正 
伝しつくれるがゆ袅に。菩薩の一法を 
はじめて修行するがゆ袅に。 

転じがたきは衆生のこころなり。一 
財をきざして衆生の心地を転じはじむ 
るより、得道にいたるまでも転ぜんと 
おもふなり。そのはじめ、かならず布 
施をもてすべきなり。かるがゆ^に、 
六波羅蜜のはじめに、檀波羅蜜あるな 
り。心の大小ははかるべからず、物の 
大小もはかるべからず。されども、心 
転物のときあり、物転心の布施あるな 
ゥ〇 

愛語といふは、衆生をみ*^にまづ慈 
愛の心を おこし、顧 愛の言語を ほどこ 
すなり。お ほよ そ暴悪の言語なきな 
り。世俗には安否をとふ礼儀あり、仏 
道には珍重のことばあり、不審の孝 


この釈尊の言葉で知られるように、自らに対しての布施も布施のその一分で 
ある。父母、妻子に与えるのも布施である。もし自分が塵に等しい些細なもの 
の布施を したと きでも、心に静かな悦びが湧いて来るものである。 

このことは諸仏の功徳を現成正伝し、菩薩(_らは悟りを求めて修行に向上し、 
衆生済度に向下する仏道修行の人)の修行の第一歩を踏み出すことである。 

衆生の心を動かすということは至難なことである。だから一財を与えて衆生 
の心を動かせてから、仏道を得るよう導くことである。それは必ず布施によっ 
てすべきである。 

それゆえに布施は、菩薩の修行の六波羅蜜(六つの徳目)の第一にある。他の 
五つは、持戒(戒を守る)•忍辱(忍耐)•精進(努力)•禅定(静慮)•智慧(仏 
智)などである。 

心の大小は量ることはできない。物の大小も量ることはできないが、心が物 
を動かし、物が心を動かすことが布施の功徳である。 

「愛語」ということは、人々に接したときに、先ず慈愛の心を起し、相手の 
心になって、兹 I 悲の言葉をかけることである。一切の暴言•悪言を吐いてはな 
らない。世間では相手の安否を問う礼儀が行われる。仏道でも「珍重」 (お大 
切に、お休みなさい、自重自愛されますように)とか「不審」(お早よう)と目上の人 
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行あり。慈念衆生、猶如赤子のおもひ 
をたくはへて言語するは愛語なり。徳 
あるはほむべし、徳なきはあはれむべ 
し。愛語をこのむよりは、やぅやく愛 
語を増長するなり。しかあれば、ひご 
ろしられずみえざる愛語も現 iB ' l するな 
り。現在の身命の存せらんあ ひだ、 こ 
のんで愛語すべし、世世生生にも不退 
転ならん。怨敵を降伏し、君子を和睦 
ならしむること、愛語を根本とするな 


むかひて愛語をきくは、おもてをよ 
ろこばしめ、こころをたのしくす。む 
かはずして愛語をきくは、肝に銘じ、 
魂に銘ず。しるべし、愛語は愛心より 
おこる、愛心は慈心を種子とせり。愛 
語よく廻天のちからあることを学すベ 
きなり、ただ能を賞するのみにあら 
ず。 

利行といふは、貴賤の衆生におき 


に対する挨拶の礼儀がある。また人々に接するときには、赤子に接するような 
慈悲、愛撫の心を以って言葉を交すことが「愛語」の行いである。人の徳ある 
ことは大いにほめたたえるべきである。徳の無い人は気の毒な人として哀れん 
でやることである。 

愛語を好み、施すことによって愛語の行いは広げられて、日頃知られていな 
かった愛語も、かくされていた愛語も現前するようになる。 

人々は、現在の生命のあらん限り心から愛語の徳を行ずべきである。このこ 
とを未来永遠に一歩も退くことなく誓い願いつつ行うべきことである。 

愛語の徳行は仇敵を降伏させ、常に敵視し合っている国王らをも和睦させ 
て、世界平和の基礎とすることは実に愛語を以って根本とするのである。 

人と相対して愛語を聞くことは、その顔を喜ばせ、心を楽しくする。かげで 
その人の愛語を聞くのは、相対しているときよりも一層深く、肝に銘じ、魂 
を打ってうれしいものである。 

知るべきである。愛語は必ず愛の心から起るものであることを。愛の心は慈 
悲の心を種子としている。愛語は天子の心さえもひっくりかえす超越的な力で 
あることを学ぶべきである。愛語は相手の長所を絶讃する以上の功徳があるの 
である。 

「利行」というのは、衆生の貴賤にかかわらずに、多くの人々に人生生活の 
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て、利益の善巧をめぐらすなり。たと 
へば、遠近の前途をまぼりて、利他の 
方便をいとなむ。窮亀をあはれみ、病 
雀をやしなふべし。窮亀をみ、病雀を 
みしとき、かれが報謝をもとめず、た 
だひとへに利行にもよほさるるなり。 


愚人おもはくは、利他を さきと せ 
ば、自が利はぶかれぬべしと。しか 
にはあらざるなり。利行は一法なり、 
あまねく自他を利するなり。むかしの 
人、ひとたび沐浴するに、みたびかみ 
をゆひ、ひとたび潰食するに、みたび 
はきいだせしは、ひとへに他を利せし 
こころなり。ひとのくにの民なれば、 
をしへざらんとにはあらざりき。 

しかあれば、怨親ひとしく利すベ 
し、自他おなじく利するなり。もしこ 
のこころをうれば、草木風水にも利行 
のおのれづから不退不転なる道理、ま 
さに利行せらるるなり。ひとへに愚を 


最善の利益を与える こと、 即ち仏道の利益手段である修証の道をすすめて、安 
心解脱の道を教える ことに ある。 

むかし晋の孔愉が漁夫の籠の中の亀を買いとって河に流し、 また 後漢の揚宝 
が少年の頃、華陰山のふもとで病雀を救った。そのときの彼らは、ただ何ら為 
にす る 心で なく、 ただ可哀そうだの一念からの行いであった。ただそう しなく 
てはいられなかった利行の心の現われそのものであった。 

世の中の愚かな者は、他人の利益を考えると、自分の利益がなくなると考え 
る。けれどもそうではない。利行ということは、自他の対立を見ない一法則で 
ある。広く自他を利益するのである。 

周公は、一度入浴していても、客が来れば三度でも中断し、乱れた髪を束 
ね、あるいは一度食卓についても三度でも箸を置いて客に応接したということ 
は、全く人のために人に利益を与えょうとする利行の心からである。そして、 
その接客に対しても他国の客だから自国の客だからとして応接したり教えたり 
はしなかった。 

そのょうであったから、怨みを持つもの、親しい者の区別はなく、自他平等 
に利益を得るのである。もしこの道理が明らかとなれば、草木にも風水にも、 
利行がそれ自身に具わっていて止むときのない道理があり、その道理を究明す 
ることが、まさに世の人々のためとなるのである。 
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すくはんといとなむなり。 

同事といふは、不違なり。自にも不 
違なり、他にも不違なり。たとへば、 
人間の如来は人間に同ぜるがごとし。 
人界に同ずるをもてしりぬ、同余界な 
るべし。同事をしるとき、自他 I 一如な 


かの琴詩酒は、人をともとし、天を 
ともとし、神をともとす。 人は琴詩 酒 
をともとす。 琴詩 酒は 琴詩 酒をともと 
し、 人は 人をともとし、天は天をとも 
とし、 神は 神をともとすることわりあ 
り。 これ 同事の習学なり。 


たとへば、事といふは、儀なり、威 
なり、態なり。他をして自に同ぜしめ 
てのちに、自をして他に同ぜしむる道 
理あるべし。自他はときにしたがうて 
無窮なり。 


また道理を知らない愚人を救おうと努めるべきである。 

「同事」ということは、違わないことである。自分にも、また他人にも違わ 
ないことである。自他の面目が各々に違わないことである。譬えば人間界を済 
度する仏が人間と同じ相として生れ、人間生活を営み出家したのが釈迦如来で 
ある。人間の世界に同じ相をとっていることに依って、また人間の世界以外の 
世界の地獄•餓鬼•畜生などの相となって済度せられることが知られる。 

このような道理であるから、同事ということが明らかになると、自己と他己 
とは一体であることがわかる。 

かの「琴詩酒」という意味の語がある。琴、詩、酒は人でもなく、また天や 
神でもないが、人や天や神と一体となる徳性を具えているから、人と友とな 
り、天と友となり、神と友となる。それだから人は琴を友とし、詩を友とな 
し、酒を友とするということは、琴は琴を友とし、詩は詩を友とし、酒は酒を 
友とするということである。また人は人を友とし、天は天を友とし、神は神を 
友とする道理がある。これが同事の参学である。 

同事の事ということは、威儀•容態のことである。他をもってして自に同ぜ 
しめてのちに、自をして他に同ぜしめる道理がある。自他との関係は時と共に 
窮りがない。 


368 



管子云、海不 P 辞，水、故能成，其 
太—〇-*-山不 k 辞 k 土、故能成。其高4 
明主不ぃ厭，人、故能成 n 其衆—〇 


しるべし、海の水を辞せざるは同事 
なり。さらにしるべし、水の海を辞せ 
ざる徳も具足せるなり。このゆ袅に、 
よく水あつまりて海となり、土かさな 
りて山となるなり。ひそかにしりぬ、 
海は海を辞せざるがゆ袅に、海をな 
し、おほきなることをなす。山は山を 
辞せざるがゆ袅に、山をなし、たかき 
ことをなすなり。明主は人をいとはざ 
るがゆ袅に、その衆をなす。衆とは国 
なり。いはゆる明主とは、帝王をいふ 
なるべし。帝王は人をいとはざるな 
り。人をいとはずといへども、賞罰な 
きにあらず。賞罰ありといへども、人 
をいとふことなし。 

むかしすなほなりしときは、国に賞 
罰なかりき。かのときの賞罰は、いま 
とひとしからざればなり。いまも、賞 


「管子」の記事に「海は水を際限なく呑みこんでしまうから大海をなしてい 
る。山は土を無限に積み重ねてゆくから高山となる。卓越せる天子は人を清濁 
合せ呑み込んでとり入れるから、多くの臣下や人民を従え治めることができ 
る」とある。 

この記事で知ることができたであろう。海が水を無限に呑み込むのは海の同 
事である。さらに知るべきことは、水が海を嫌わないという徳も具わっている 
ことである。だからこそ水が集って海となることもできるし、土が積み重って 
山となることもできるのである。深く考えて明らかとなる。海が海であること 
を ffi , まないから海をなし、大海となっているのである。山は山であることを拒 
まないから山をなし、高山となっているのである。 

明主(明君)は、人をょくうけ入れるから臣下や国民を統禦している。臣家、 
国民というのは国のことである。いうところの明主は帝王のことをいうのであ 
る。帝王というものは人をょくうけ容れるものであるが、決して賞罰を無視す 
ることはない。賞罰を厳にしているがその人を嫌うことはない。 

昔、世の中が純朴であった時代には国に賞罰がなかった。そのときの賞罰は 
あっても、今の賞罰と等しくないからである。そのために今も賞を意としない 
で道を求める人もあるはずである。愚かなものの考えのほかのことである。 
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をまたずして道をもとむる人もあるべ 
きなり、愚夫の思慮のおょぶべきにあ 
らず。明主はあきらかなるがゆ袅に、 
人をいとはず。人かな国^なし、 
明主をもとむるこころあれども、明主 
の明主たる道理をことごとくしること 
まれなるゆ袅に、明主にいとはれずと 
のみょろこぶといへども、わが明主を 
いとはざるとしらず。このゆ^に、明 
主にも暗人にも、同事の道理あるがゆ 
袅に、同事は薩埵の行願なり。ただま 
さに、やはらかなる容顔をもて一切に 
むかふべし。 

この四摂、おのおの四摂を具足せる 
がゆ袅に、十六摂なるべし。 


明主は道に明るいから人を嫌わない。そのようなことから人が集って来て国 
をなし、国を治める明主を求める心が生ずるのであるが、人は明主のどのよう 
なことが明主なのかの道理をすべて知っていることは稀であるから、明主にう 
け容れられることだけを喜ぶが、自分が明主を嫌っていないということを知ら 
ない。人と明主が一体であることを知らない。 

したがって、このような道理を理解するならば、明主にも道理に暗い人にも 
「同事」の道理があるのである。 

同事は菩薩の行であり願いなのである。 

ただ一心に慈悲の心と姿で、人々にはもちろん、あらゆるものごとのことご 
とくに接しなければならない。 

布施、愛語、利行、同事の四摂が、それぞれに四摂をふくみそなえているか 
ら十六摂になる。 


正法眼蔵菩提薩埵四摂法第二十八 
仁治癸卯端午日記録。 

入宋伝法沙門道元記 


正法眼蔵第二十八 菩提薩埵四摂法 

みずのとう 

仁治癸卯端午の日の五月五日記録。 


入宋伝法沙門の道元記す。 
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正法眼蔵 法華転法華 


興聖寺某甲記 

十方仏土中者、法華の唯有なり。こ 
れに十方三世一切諸仏、阿耨多羅三藐 
三菩提衆は、転法華あり、法華転あ 
り。これすなはち、本行菩薩道の不退 
不転なり、諸仏智慧甚深無量なり、難 
解難入の安祥三昧なり。あるいはこれ 
文殊師利仏として、大海仏土なる唯仏 
与仏の如是相あり。あるいはこれ釈迦 
牟尼仏として、唯我知是相、十方仏亦 
然なる出現於世あり。これすなはち、 
我及十方仏、及能知是事と欲令衆生、 
開示悟入せしむる一時なり。あるいは 
これ普賢なり。不可思議の功徳なる法 
華転を成就し、深大久遠なる阿耨多羅 
三藐三菩提を閭浮提に流布せしむる 


興聖寺某甲記す 

全世界は仏の国であり、あらゆるものごとはみな美しい法華(真理の花園)の 
なかのものなのである。全世界における全ての時代と凡ての所の諸仏と無上の 
悟りを体験した菩薩らは、法華を転ずる (法華を_由自在に 使用す る) ことがあり 
法華に転ぜられることがある (法華に自由自在に 使用され る)。 この境地が無上の 
悟りを得た菩薩の体験なのである。この菩薩の法華を転じ、法華に転ぜられる 
といぅ 自由自在な働きそのものが、とりもなおさず菩薩道の一歩も退かない願 
行の発露と体験によるものである。このことは全く、諸仏の無上絶対の深い智 
慧でなくては量り得ないし、体験し難い境地である。だから凡夫には容易に理 
解し信仰し、体験し得難い悟りの安楽の境地といってよいのである。 

法華経の根本精神である「法華に転ぜられる」、「法華を転ずる」といぅその 
様子は、例えば文殊師利菩薩にも見ることができる。文殊菩薩は、現在は菩薩 
であるが未来は仏である。大海をその仏の国土として常に龍宮に住み、そこに 
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に、三草二木、大小諸樹を能生する地 
なり、能潤するあめなり。法華転を所 
不能知に尽行成就なるのみなり。普賢 
の流布いまだをはらざるに、霊山の大 
会きたる。普賢の往来する、釈尊これ 
をぴ6?«¥光相と証す。釈迦の仏会いま 
だなかばにあらざるに、文殊の惟忖す 
みやかに弥勒に授記する法華転あり。 
普賢•諸仏•文殊•大会、ともに初中 
後善の法華転を知見波羅蜜なるべし。 


住む仏でなければ、理解し、体験できない「法華に転ぜられ」「法華を転ずる」 
自由自在の境地を了解し、体験しているのである。 

仏土の大海において龍女を成仏させた文殊菩薩も仏であり、成仏させられた 
龍女も仏であり法華である。ともに法華の相の開演である。 

あるいは釈迦牟尼仏も仏として「われのみこの法華(真理)の相を知る、ま 
た十方の諸仏も同じく知る」との自覚によって、この世に出現したのである。 
これ即ち経文に「われ及び十方の諸仏のみ乃ち能くこの法華の事を知る」と 
いわれた道理であり、衆生をして法華の相を見究め、仏の智見を聞かせんため 
の大切な一時の状態なのである。 

あるいは並ふ日 R 菩薩の出現においてもそのことが見られる。菩薩には、甚深広 
大な功徳のある"法華に転ぜられる"道(仏道)を体験して、永遠の昔から不 
変にして絶対無上の悟りの道を世界の人々に教え示し悟らせるために、それら 
の人々の素質•能力•修証の方法に差別.相違のあるのを、平等に教え導く方 
法としたのであるが、その理由は、凡夫や小乗や大乗の行者などには知り得な 
い甚深なこの"法華に転ぜられる"道を行ぅ功徳によって、人天、二乗の声 
g 、 sil 見、三乗の菩薩などの聖者を生み、大乗、小乗の教えを生ませたのであ 
る。それはあたかも雨がすべての草々や樹木を潤すよぅなものである。この法 
華の働きは、広大無辺の法華の功徳を知らぬ人々に伝えて仏道を完成させるこ 
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このゆ袅に、唯以一乗、為一大事と 
して出現せるなり。この出現、すなは 
ち一大事なるがゆ袅に、唯仏与仏、乃 
能究尽、諸法実相とあるなり。その法 
かならず一仏乗にして、唯仏さだめて 


とにある。この普賢菩薩の法華の伝道は諸方で行われていたが、未だ伝道の終 
らないときに釈尊の法華経の大説法が霊鷲山の道場で開演されたのである。 
このとき、遠く東方の威徳上王国に伝道していた普賢菩薩は、伝道を止めて直 
ちに釈尊の霊山に上り、法華経の説法の座に連ったのである。このことを釈尊 
は知っておられた。その事情は、.そのときに釈尊は自ら白毫光相(盾間にある 
毛の巻いた小さい玉のような形、仏身の三十 二 相の一つ)から出る光を放って、東方 
一万八千の諸国土をも照らすことによって証明されている。文殊菩薩は霊山の 
法華の大説法が未だ終らないのに、文殊菩薩の推量で弥勒菩薩が将来に成仏す 
ることを予言した。このことも「法華に転ぜられた」ことである。 

このような普賢菩薩が無限の過去から仏道を説いたこと、諸仏がこの大説法 
に値ったこと、文殊菩薩が弥勒菩薩の将来の成仏を予言したこと、釈尊が霊山 
で大説法をしたことなど、そこに時間的に前後の差があるにしても、それの事 
実はともに「法華に転ぜられる」消息であり、また法華経の真髄である。即ち 
「法華転法華」であることを知るべきである。 

このようなわけで、釈尊は法華の唯一つの道である諸法実相(万象のそのまま 
が仏、真理の相である)の道理による一乗の教え、即ち仏道の真理は法華経の教 
えのみであり、仏道としての乗物は唯一の法華経という乗物だけであるという 
のである。この唯一乗の教え、釈尊の出世は法華経を弘めるためにあるので 
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唯仏に究尽せしむるなり。諸仏七仏、 
おのおの仏仏に究尽せしめ、釈迦牟尼 
仏に成就せしむるなり。 


西天竺•東震旦にいたる、十方仏土 
中なり。三十三祖大鑑禅師にいたる 
も、すなはち究尽に仏一乗法 
なり。唯以 のさ だめて一大事なる、一 
仏乗なり。いま出現於世なり、出現於 
此なり。青原の仏風いまにつたはれ、 
南岳の法門ょに開演する、みな如来如 
実知見なり。まことに唯仏与仏の究尽 
なり、嫡仏仏嫡の開示悟入なりと法華 
転すべし。これを妙法蓮華経ともなづ 
く、教菩薩法なり。これを諸法となづ 
けきたれるゆ系に、法華を国土とし 
て、霊山も虚空もあり、大海もあり、 
大地もあり。これはすなはち実相な 
り、如是なり。法住法位なり、一大事 


ある。このことは凡夫や小乗の修行者たちの知ることのできない深遠な教えで 
ある。だから法華経の^'! l !2 mg ■に「仏と仏とのみ、即ち能く諸法実相(あらゆる 
ものごとそのままが 宇宙の真実の相、法華の真相)を究尽(究め尽くす)す」とある。 

この教えは必ず一仏乗である限り、唯仏が仏にのみ究め尽くさせ、諸仏や過 
去七仏が 各々 に究め尽くして、それが釈尊に帰一し、それが釈尊によって完成 
されたのである。 

経文のいぅ西の国のィンドから東方の中国にいたる国は、みな十方の仏国土 
である。そのなかで釈尊から三十三代目の仏祖大鑑慧能禅師までに伝えられた 
仏道も、ほかならぬ仏によって究尽体験せられて来た「唯一乗」の教えであり 
「一仏乗」の究尽体験なのである。それが釈尊によって、ここに現成している 
のである。 

大鑑慧能禅師の二大門下に青原行思.南岳懐譲の二流があり、その本筋と 
して青原の門流が今日われらに伝えられているが、南岳の門流も世に行われて 
いる。そのいずれも法華経に説いている「仏の如実の知見」(諸法は真理なりと見 
究める智慧)を相 »- ぎ、正伝するものである。実にこのことは、唯仏と仏のみ 
が能く究め尽くし得る真理である。仏が仏に正しく伝えて来た「開示悟入」 
(迷いを脱して悟ること。開示は仏智の開顕、悟入は諸法の真理を悟り体験すること、法華 
経方便品の文)の教えとして、法華の根本精神を体験(法華転法華)すべきもので 
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因縁なり。仏之知見なり、世相常住な 
り。如実なり、如来寿量なり。甚深無 
量なり、諸行無常なり。法華三昧な 
り、釈迦牟尼仏なり。転法華なり、法 
華転なり。正法眼蔵涅槃妙心なり、現 
身度生なり。授記作仏なる保任あり、 
S 持あり。 


大唐国広南東路、韶州曹谿山宝林寺 
大鑑禅師の会に、法達といふ僧まゐれ 
りき。みづから称す、われ法華経を読 


ある。それが「妙法蓮華経」(法華経)と名づけられた霊妙な教えといわれる道 
理であり、経文にある菩薩道を教える法とされるゆえんである。 

その根本の道理が「諸法実相」である森羅万象のあらゆるものごとのあり方 
自体が真理の現成であるから、国土のどこも法華でない処は何一つない。その 
なかには、釈尊の法華経の大説法の行われた霊鷲山もあり、法華経の一大説法 
時に地中から宝塔が湧出したという虚空もあり、文殊の現われた大海もあり、 
無数の菩薩が湧出した大地もある。これらの不思議な現象は、つまり経文にい 
う「実相」、真理の相であり、真理の働きであり、「如是」、ものごとの真実そ 
のまま、ありのままの相であり、「法住法位」、ものごとの本性が本性のままを 
保っているのであり、変りのない世相であり、如実であり、仏の生命であり、 
無限の仏智であり、諸行無常であり、法華三昧(法華の境地そのもの)であり、 
釈迦牟尼仏であり、法華を転ずることであり、法華に転ぜられることであり、 
正法眼蔵涅槃妙心(仏道、真理)であり、仏•菩薩が人間の姿となって人を真に 
目ざめさせることであり、仏が修行者の将来において悟りを開くことの予言を 
し、仏身を現成し得るその根本である。 

大唐国の広南東路の韶州にある、曹溪山宝林寺の六祖大鑑禅師の修行の道 
場に、法達という僧が六祖を訪れた。 

法達は「私は法華経を三千回も読みました」と得意気に語った。 
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誦することすでに三千部なり。祖いは 
く、たとひ万部におよぶとも、経をえ 
ざらんは、とがをしるにもおよばざら 
ん。法達いはく、学人は愚鈍なり、従 
来ただ文字にまかせて誦念す。いかで 
か宗趣をあきらめん。祖いはく、なん 
ぢこころみに一遍を誦すべし、われな 
んぢがために解説せん。法達すなはち 
誦経す。方便品にいたりて、祖いは 
く、とどまるべし。この経は、もとよ 
り因縁出世を宗旨と^ \ I °^ AJ ひおほ 
くの譬喩をとくも、これよりこゆるこ 
となし。何者因縁といふに、唯一大事 
なり。唯一大事は、即仏知見なり、開 
示悟入なり。おのづからこれ仏之知見 
なり。已具知見、彼既是仏なり。なん 
ぢいままさに信ずべし、仏知見者、只 
汝自心なり。かさねてしめす偈にいは 
く、 

心迷法華転、心悟転 n 法華— 〇誦 
久不.明，己、与，義作 n 謦家 r ° 無念 
念即正、有念念成，邪。有無倶不ビ計、 
長御 m 白牛車—〇 


大鑑禅師は「たとえ一万べん読んだところが、その根本義が体験されていな 
ければ読まぬことに等しい。あたかも自らの迷いを迷いと知る凡人にも及ばな 
い」と申された。 

そのとき、法達がいった。「私は愚鈍ですから今までは、ただ文字そのもの 
を読んだのみでした。この経の内容などはわかっていません」と答えると、 

六祖は、「ではお前はこころみに私の前で法華経を読んでみなさい。私が解 
説してあげるから」といわれた。 

そこで法達は法華経を読み出した。 

第二章の方便品を読み初めたときに六祖は、「ここでやめなさい」と命じて 
いわれた。 

この経は釈尊がこの世に出現せられた因縁(由来)を説き明すことを主意と 
して、多くの喩えの話を示されている。しかしそれらの話は仏の出世の因縁を 
説く範囲を越えることはない。この因縁といぅのは何であるかといぅと「一大 
事とは何か」を明らめることである。一大事とは仏の智慧のことである。悟り 
の智慧のことである。仏の智慧は本来、人々が自ら持ち具えているのである。 
人々はもともと仏の本性を具えているものである。 

お前らはこの ことを 心から参学すべきだ。仏智見はお前自らの心である。 

六祖は、さらに重ねてこの道理を偈(仏法を説く詩)に示された。 
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法達すなはち偈をききて、かさねて 
祖に まぅ す、経にいはく、諸大声聞、 
乃至菩薩、みな尽思度量するに、仏智 
はかることあたはず。いま凡夫をして 
ただし、自心をさとらしめんを、すな 
はち仏之知見となづけん。上根にあら 
ずょりは、疑謗をまぬかれがたし。又 
経に三車をとくに、大牛車と白牛車 
と、いかなる区別かあらん。ねがはく 
は和尚ふたたび宣説をたれんことを。 
祖のいはく、経意はあきらかなり、な 
んぢおのづから迷背す。諸三乗人の仏 
智をはかることあたはざる患は、度量 
にあるなり。 たと ひかれら尽思共推す 
とも、ぅたた懸遠ならん。仏は本為凡 


心が迷えば法華に転ぜられ(真理を離れる)、心が悟れば法華を転ずる(真 
理と一つになる。真理を体験する)。法華経をたとえ久しいあいだ読んでいて 
も、自己本具の仏智慧を明らめなければ、却って法華の真実の根本義に背 
き、却って法華の敵となる。経を読むことに囚われのない心、即ち無念の 
念は即ち正となる。執われの心、有念の念は邪となる。有念無念に執われ 
ないとき解脱を得る。永遠に仏となる一乗の白牛車に乗ることができる。 

法達はこの偈についての話を六祖からきかされて、さらに問うた。 

法華経の譬喩品に所載の「諸の声聞(小乗の聖者)及び大乗の諸菩薩でも、 
どんなに考え尽くしてみても、仏智は量り知ることはできない」とあります 
が、いま凡夫の私には、自分の心を悟らせるというそのことが仏智慧であると 
いわれても、その悟るということは、智慧の勝れた上根の者に限って可能です 
が、私のょうな愚かな下根の者では不可能のことです。そのことに対して疑問 
を持ち信じきれないものがあります。ところで、方便品に三車(羊車•鹿車•大 
牛車)を説くに、第三の大牛車と、今あなたがいわれる大白牛車とは、どうち 
がうのですか、どうか重ねてお教え下さいと。 

この問いについて六祖は、 

この経の意味は明らかである。ただお前自身がこの真実を a ? めないだけであ 
る。この三車の譬喩(羊車は声聞、鹿車は縁覚、牛車は菩薩の三乗に喩える)の三乗の 
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夫説のみなり、不為仏説なり。この理 
を信ずること不肯にして退席すとも、 
ことにしらず、白牛車に坐しながら、 
さらに門外にして三車をもとむること 
を。経文あきらかになんぢにむかひて 
いふ、無二亦無三と。なんぢいかがさ 
とらざる。三車はこれ仮なり、昔時な 
るがゆ袅に。一乗はこれ実なり、今時 
なるがゆ袅に。ただなんぢをして仮を 
ば右とし、実をば帰とせしむ。帰実す 
るには、実も名にあらず Z るべし、 
所有はみな珍宝なり、ことご^:くなん 
ぢに属す。由汝受用なり。さらに父想 
ならず、また子想ならず、また用想な 
しといへども、これは法華経となづく 
るなり。劫ょり劫にいたり、昼ょり夜 
にいたるに、手不釈卷なれども、誦念 
にあらざるときなきなり。 


、々は厶の智慧をおしはかることができない。その病根はおのれの常識や知識 
の尺度で仏の智慧を観察するからである。大白牛車すなわち仏智 は、 おのれの 
思量分別で究めてもいよいよ無駄になるばかりである。それのみならず仏智と 
益々遠ざかり、真理と離れるのみである。仏はもともと、凡夫の迷いを救うた 
めに三種類の教えを説かれるのみである。仏自らのためで なく、 凡夫のために 
隹一.浜上すなわち唯一乗の最高最勝の教えを平易に説くために、三車の喩えを 
引いて仏道の真義を示し明かされたのである。 

しかるに仏道のこの道理が解らない者たちは、この説法の会座を去ったので 
ある。これらの者たちは、自ら唯一無上の一乗の仏道の 乗物、 日牛車に乗って 
いながら、自覚しないで他の三車を求めるに等しい。経意はこのことを明らか 
に、お前のために「二乗無し、三乗無し」と説いている。お前はどうしてこの 
道理を语らないのか。さきの三車は仮の方便の説である。程度の低い者のため 
に説いたのであるから、この三車の方便の説(仮説)は、法華一乗の大乗の説 
からは過去の教説で、この法華の説は新しいいまの説である。他の言葉でいえ 
ば、三車の仮説は小乗の説、白牛車の説は大乗の説である。この方便、仮りの 
説を fix 教、大乗の説を実教というのである。 

いま、お前にこの方便の説によって仏道を悟らせるために三車の仮説を捨て 
て実の唯一乗の仏道に帰せしめるために説かれたものである。真実の仏道は真 
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実という名さえ当らない、一乗という名もないのである。消息そのものが唯一 
乗の仏道である。このことを篤と究め尽すべきである。あらゆる存在は悉く 
貴い宝である。そしてそれらの一切はお前ら自身のものであるから、自由自在 
に利用すべきものである。これらの珍宝を父の珍宝であるとの考えを起しては 
ならない。また、われは父子の別のものとの考えを起してはならない。それは 
父子一如であるからである。またわれも他の一切の存在も一体であるからであ 
る。故に珍宝は自他の差別なく自分が用いるという思惟もないのである。それ 
を法華経と名づけるのである。無限の時間から時間へ、昼から夜へ、経卷に囚 
われなくとも、一瞬時として法華経を読唱し念じないときはないのであると教 
え示された。 

法達すでに啓発をかうぶりて、踊躍 
歓喜して、偈を呈し賛していはく、 

経誦三千部、曹谿一句亡。未，明=出 
世旨：寧歇„累生狂--0羊鹿牛権設、初中 
後善楊。誰知火宅内、元是法中王。 

で吹きとんだ。未だ、世尊が出世して所説の一大事因縁を明らめ得なけれ 
ば累代、迷いと罪とで苦界の人となったであろう。羊、鹿、牛の仮説のそ 
れは、初中後、能く一如して、正に唯一仏乗の法華である。誰か知る火宅 
の内、元は是れ法中王なる白牛車を。 


法達は六祖のこの説誡を受けて漸くこの道理を明らめることができた。この 
ときの法達の悦びは跳び上がるほどであった。 

法達は直ちにその心境を偈にして六祖に捧げた。 

法華経を読むこと実に三千部に及ぶ。しかしその功徳は曹溪六祖の一句 



この 偈を呈するに、祖いはく、なん 

ねんきんそう 

ぢい まよりは 念経僧となづけつべし。 


法達禅師の曹谿に参ぜし因縁、かく 
のごとし。これより法華転と転法華と 
の法華は開演するなり。それよりさき 
はきかず。まことに仏之知見をあきら 
めんことは、かならず正法眼蔵なら 
ん、仏祖なるべし。いたづらに沙石を 
かぞふる文字の学者はしるべきにあら 
ずといふこと、いまこの法達の従来に 
てもみるべし。法華の正宗をあきらめ 
んことは、祖師の開示を唯一大事因縁 
と究尽すべし、余乗にとぶらはんとす 
ることなかれ。いま法華転の実相•実 
性、実体•実力、実因•実果の如是な 
る、祖師より以前には、震旦国にいま 
だきかざるところ、いまだあらざると 
ころなり。 


いはゆる法華転といふは、心迷な 
り。心迷は、すなはち法華転なり。し 


この 偈を見た六祖は「お前は今後、念経僧(経を念ずる僧)といいなさい」と 
いった。 

法達禅師が曹溪六祖の下に参じた因縁はこのようであった。 

この「転法華」と「法華転」との法華の話は「心迷えば法華に転ぜられ、心 
悟れば法華を転ずる」という語句による禅匠の提唱や説法は、六祖以前に行わ 
れたことを知らない。真に仏の智慧を明らめることは必ず仏の説かれた唯一無 
上の正法によってで ある。 これが仏祖で ある。 徒らに河べの砂の数をかぞえる 
ように教論の学にのみ執われている仏教学者などには、到底仏の智慧の何たる 
かを理解することはできないということは、いまの法達禅師の例でもはっきり 
知ることができるので ある。 

法華の真実の根本義を明らめようとするものは、祖師の仏道の教説を唯一の 
仏道として究め尽くすことである。必ず仏道の他の教説を聞いたり見てはなら 
ない。これは法華転の実相、実性、実体、実力、実作、実因、実縁、実果、実 
報、本末究竟等の十如是(真理の十方面による観察で、法華経方便品の一切現象界を十 
種に分類して真実義を解説した説)である。このことは六祖前には中国の仏教には 
聞かないことである。 

「法華転」ということ、すなわち「心迷えば法華に転ぜられる」ということ 
は r '- L ' の迷い」である「心迷」は即ち法華転である。「心迷」は法華に転ぜら 
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かあればすなはち、心迷は法華に転ぜ 
らるるなり。その宗趣は、心迷たとひ 
万象なりとも、如是相は法華に転ぜら 
るるなり。この転ぜらるる、よろこぶ 
べきにあらず、まつべきにあらず。ぅ 
るにあらず、きたるにあらず。しかあ 
れども、法華転はすなはち無二亦無三 
なり。唯有一仏乗にてあれば、如是相 
の法華にてあれば、能転所転といふと 
も、一仏乗なり、一大事なり。唯以の 
赤心片片なるのみなり。 


しかあれば、心迷をぅらむることな 
かれ。汝等所行、是菩薩道なり。本行 
菩薩道の奉覲於諸仏なり、開示悟入み 
な各各の法華転なり。火宅に心迷あ 
り、当門に心迷あり、門外に心迷あ 


れるのである。その根本は心の迷いによって万象に執われ、執愛するから万象 
の一切が煩悩の対象となるのである。 

とはいえ万象自体は「如是相」、ありのままの相、ありのままの本性である。 
真理の現成として山川草木、日月星辰など、あらゆるものごととして転開され 
るのである。この転開せられることは別に喜ぶべきことでもなく期すべきでも 
なく、自らの手で求めるものでもなく、また向こうからとび込んで来るもので 
もない。このような法華の転開は二でもなく三でもない、唯一の真理、無上の 
仏法、絶対の如是相の法華の転開であるから、真理をとらえることも、真理を 
離れることも、仏になることも、凡夫となることも、法華みずからの現成であ 
る。他に二つとなく三つとない、二乗三乗の仮りの道でなく、唯一絶対の仏道 
であり真理の現成としての法華であるから、転開するとか、転開せられるとか 
いう実体はない。ただ絶対の真理のありのままの相であり、働きなのである。 
いうなら一仏乗、一大事自体の現成、あらゆるものごとの一々に現成する仏心 
の一つひとつである。 

このような道理のゆえに心の迷いを恨むに足らぬ、学人ら日々の行いはすべ 
て是れ菩薩道である。菩薩本来の行いである諸仏につかえ、おのおのが迷情を 
転じて悟りを開くことがそれぞれの法華転であるからである。 

三界は心迷煩悩の火宅である。法華経の「三界は火宅である」、長者の家が 
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り、門前に心迷あり、門内に心迷あ 
り。心迷に門内•門外、乃至当門•火 
宅等を現成せるがゆ袅に、白牛車のぅ 
へにも開示悟入あるべし。この車上の 
荘校として、入を存せんとき、露地を 
所入とや期せん、火宅を所出とや認ぜ 
ん。当門は経歴のところなるとのみ 
究尽すべきか。 まさに しるべし、くる 
まのなかに火宅を開示悟入せしむる転 
もあり、露地に火宅を開示/悟入せしむ 
る転もあり。当門の全門 k 開示悟入を 
転ずるあり、普門の-1門に開示悟入を 
転ずるあり。開示悟入の各各に、普門 
を開示悟入する転あり。門内に開示悟 
入を転ずるあり、門外に開示悟入を転 
ずるあり。火宅に露地を開示悟入する 
あり。 

この ゆ袅に、火宅も不会なり、露地 
も不識なり。輪転三界を、たれ かくる 
まと 一乗せん。開示悟入を、たれ か門 
なりと 出入せん。火宅ょり くるまを も 
とむれば、 いくばくの 輪転ぞ。露地ょ 


火事になった比喩について考えると、門(解脱)•門外(涅槃)も門前(修行完成 
の処)•門内(修行中)も、ことごとく迷情煩悩(法華のはたらき)が存し、みな心 
の迷いそのものの上に門内•門外、あるいは門.火宅などが現成するのである 
から、白牛車(一仏乗)の上においても、心の迷いにもとづく「開示悟入」が 
あるのであろう。この広大優美に装飾した大白牛車の上の宝庫(開示悟入)が 
出現した場合、これに心が引かれてこの宝庫に入ろうとするとき、火宅を出て 
露地から入ろうとのみ考えるのであろうか。当門(露地と火宅との中門の門)は、 
往来できる唯一の路とみるべきであろうか。 

まさに知るべきである。この大白牛車のなかに火宅あることを開示悟入する 
転じ方もあり、すなわち迷いを開示悟入させる転もあり、露地に火宅の苦しみ 
を開示悟入させる転もあり、当門の全門に、また八万四千の法門の一門に開示 
悟入させる転がある。さらに開示悟入の各々(二乗三乗あらゆる衆生や万象)に普 
門を開示悟入する転もある。火宅で露地の性、空、悟、境を開示悟入させる転 
もある。 

このように、火宅も露地もすベての門も唯一無上の法華であるから、火宅と 
して露地としての考えを超えたものである。それらは、すべての事物、知識を 
超越している法華、すなわち仏法(真理)であることを知るべきである。 

齡華^!に「大乗の教えは知識を超越しているのか。言く一切の現象は仏法 
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である。だからどうして知識で知ることができようか」と記している。白牛車 
に乗ることは特別な世界、神秘な世界に赴くことでない、三界を輪廻 (めぐる) 
することである。 

三界を輪転す という ことは、一切の衆生が生死の間を出入して火宅の苦し 
みのなかで、車の輪のように輪廻(めぐる)することである。凡夫や二乗の 
人々は誰もこの三界輪転を「唯一乗」の仏法として会得し信じ体験する者があ 
ろうか。真剣にこのことを心から信じ体験する者はただ仏と菩薩のみである。 
また「開示悟入」を誰か「法華一乗」不可思議の仏門として往来自由な道とす 
るであろう力。もし火宅と露地との比較、差別でみるとき、火宅から外に白牛 
車を求めるなら、三界(世の中はみな)は無限の輪転を重ねるであろう。 

また露地から生死苦界の火宅を観察するとき、無限に深い意義を体験するで 
あろう。その深い意義の体験は、この事実を転じて霊鷲山を露地として、みな 
法華の安楽の土地とすることになるであろう。霊山を露地(果報の身心)として 
平穏な修行の道場とすることである。衆生が享楽にふける無常のこの世界を、 
仏は「わが浄土は毀れず」と見、衆生が壊れると見るものを、仏は;:の世界は 
壊れることなく三世に常住なりと見て「常にここにありて滅せず」といわれて 
いるのである。この道理をよくよく究め尽くすべきである。 

心欲見仏は、みづからなりとや参 「常にここにありて滅せず」の仏について法華経•寿量品に「一心にして仏 


り火宅をのぞめば、そくばくの深遠の 
みなり。露地に霊山を安穏せりとや究 
尽せん、霊山に露地の平坦なるとや修 
行せん。衆生所遊楽を我浄土不毀と常 
在せるをも、審細に本行すべきなり。 
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究する、他な りと や参究する。分身と 
成道せしときあり、全身と成道せしと 
きあり。倶出霊鷲山は、身命を自惜せ 
ざるにょりてなり。常住此説法なる開 
示悟入あり、方便現涅槃なる開示悟入 
あり。而不見の雖近なる、たれか一心 
の会不会を信ぜざらん。天人常充満の 
ところは、すなはち釈迦牟尼仏•毘盧 
遮那の国土、常寂光土なり。おのづか 
ら四土に具するわれら、-^なはち如一 
の仏土に居するなり。微塵をみると 
き、法界をみざるにあらず。法界を証 
するに、微塵を証せざるにあらず。諸 
仏の法界を証するに、われらを証にあ 
らざらしむるにあらず。その初中後善 
なり。 


を見奉らんと思う」というときのことを記しているが、この仏を見奉らんとい 
うその「見仏」の意味は、自分を仏と見るのか、あるいは他に仏があるのを見 
ることなのであろうか。釈迦牟尼仏の分身として成道する仏があり、全身の多 
宝塔内の如来、全身として成道する仏もありといい、また見宝塔品の「倶に霊 
鷲山に湧出せり」とあるのは、釈尊の霊鷲山の法華経の説法の会座において、 
地ょり宝塔が湧き出たという説は必ずしも客観的事実でなく、仏道に身命を堵 
しての猛烈な修道にょってのみ自己の内に見仏し、仏を自己に体験することが 
できるのである。釈尊の霊鷲山の説法は、一時的のものでなく、過去•現在 • 
未来にわたって一瞬の休みもなく常に説かれている説法である。開示悟入の説 
法である。方便としての涅槃(入滅、死)を示されての開示悟入もある。 

仏を見ることはたとえ現前の仏でも迷妄に患わされ囚われている衆生には 
見えない。しかし何人も自己の仏を見るために、仏心の体験を一心に修証すれ 
ば可能であり、またその一心がなければ不可能であることを誰も信じない者は 
ないであろう。 

三界の火宅も仏智からみれば常に天人の充満して住んでいる仏の国である。 

この仏土は釈迦牟尼仏と毘廬遮那仏(仏智の広大無辺の象徴としての仏)の国土 
でも ある。 常に静寂な輝かしい国土で あるから、 ここを「寂光浄土」 という 
のである。 
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寂光浄土は四土の一つである(寂光土とも)。毘盧遮那仏の国土で、人の国の 
如く生滅変化がないから、煩悩に心を紊されない。ゆえに「寂」といい、常に 
真理を観る智慧の光明の輝く国であるから「光」というのである。 

この国が属している四土という■のは、別に現実国土でなく、われわれの心理 
現象として自ら具わっている四土なのである(四土は天台の教学上の四国土で、第 
一は凡聖同居土で、人天の凡夫と声聞•縁覚等の聖者と同居している国土である。この国土 
に裟婆世界と極楽世界の二つがある。第二は方便有余土で、煩悩の大部分を断じたがまだ幾 
分残っている者の国土である。第三は実報無障国土で、中道の理を一部悟っている菩薩らの 
国土である。第四は常寂光土である)。本来われわれは諸々の国の存在を本具してい 
るから、仏国土に住んでいることは明らかである。 

この四土の教学からは、客観界の現象においても、大小広狭の差別があろう 
が、法華転の立場、衆生も仏も一体の上からは微塵も宇宙も r 一即一切、一切 
即一」の無差別平等である。故に微塵を証し、宇宙を証することも、これみな 
真理の相である「法華転」である。 

しかあれば、いまも証の如是相な 
り、驚疑怖畏も如是にあらざるなし。 

ただこれ仏之知見をもて微塵をみる 
と、微塵に坐するとの、ことなるのみ 
なり。法界に坐するとき広にあらず、 


この悟りの現実は諸仏が真理を悟られるときには、凡夫も二乗の聖氛も不滅 
の真理としての対象である。 また 「法華経」の序品や「譬喩品」にある釈尊の 
法華の説法のとき、教理の至難に驚き怖れて逃げ出した仏弟子などもみな真理 
の法華でないものはないのであるが、しかしただ仏の智慧をもって微塵を見る 
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微塵に坐するときせばきにあらざるゆ 
袅は、保任にあらざれば坐すベから 
ず、保任するには広狭に驚疑なきな 
り。これ法華の体力を究尽せるにより 


しかあれば、われらがいまの相性、 
この法界に本行すとやせん、微塵に本 
行すとやせん。驚疑なし、怖畏なし。 
ただ法華転の本行なる、深遠長遠なる 
のみなり。この微塵を^ Q と法界をみ 
ると、有作有量にあらざるなり。有量 
有作も、法華量をならひ、法華作をな 
らふべし。開示悟入をきかんには、欲 
令衆生ときくべし。いはゆる、開仏知 
見の法華転なる、示仏知見にならふべ 
し。悟仏知見の法華転なる、入仏知見 
にならふべし。示仏知見の法華転な 
る、悟仏知見にならふべし。かくのご 
とく、開示悟入の法華転、おのおの究 
尽のみちあるべし。 


と、微塵に究尽徹底し安住するということが以前に異なるのみである。宇宙に 
安住することは心境が広く、塵の上に安住するときは狭いということはない。 
ということは何故か。それは悟りの体験がなければ安住することはできぬ。悟 
りの体験があってこそ宇宙の広大なるにも驚かず、また塵の極少にも疑いを持 
たない。この力は法華経の真理に徹し、法華の全体的な力、真理の超越的な働 
きの体験によるものである。 

この道理によって、われわれの現在の真理の相として、この広大なる宇宙の 
根本的な力が働いているのであろうか。あるいは微塵の一つひとつの力の集積 
し総合した組織的な力によるものか。いや宇宙も微塵もわれらの現実の相性、 
身心であるから、これらの現象について驚くことも、疑う余地は何一つない。 
また修証の上においても、宇宙の上においても、微塵の上においても同じであ 
る。これらの事実は、ただ法華転の本行真理の相として、働きとしての絶対的 
な永遠の生命自体である。 

この真理の生命の体験がわれらの菩薩の本行であり菩薩道なのである。われ 
われはこの菩薩から一歩も一瞬も離れていることはない。宇宙のなかにも微塵 
のなかにも行じつづけている本行なのである。この本行からは、微塵を見るの 
と宇宙を見るのとに大小はない。縦しあるとしてもその大小は造作、思慮を超 
えた法華の造作、法華の思慮であることを知り究めるべきである。 
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おほょそこの諸仏如来の知見波羅蜜 
は、 広大深遠なる法華転なり。授記は 
すなはち自己の開仏知見なり、他のさ 
づくるにあらざる法華転なり。これす 
なはち心迷法華転なり。 

心悟転法華といふは、法華を転ずる 
といふなり。いはゆる、法華のわれら 
を転ずるちから究尽するときに、かへ 
りてみづからを転ずる如是力を現成す 
るなり。この現成は転法華なり。従来 
の転いまもさ/ b にやむ ことなしと いへ 
ども、おのづから.かへりて法華を転ず 


「開示悟入」の教説の義を究めようとするには、法華経の「衆生をして仏の 
知見を開示悟入せしめんと欲す」と言う言葉がある。この真意は次のように学 
ぶべきである。「仏の知見を開くことによって法華に転ぜらる」とは、「仏の知 
見を示す」ことであり、同様に「仏の知見を悟る」ことによって「法華に転ぜ 
らる」ならば、「仏の知見に入る」ことであり、「仏の知見を示す」ことすなわ 
ち「法華に転ぜられる」ことによって「仏の知見を悟る」ことになる。このよ 
うに相関的に学ぶのであって「開」「示」「悟」「入」のおのおのが、互いに他 
と融合し合っていることの道理を知るべきである0 

およそこのように諸仏の知見による修証、教化は「法華に転ぜられる」とい 
う広大深遠な自由自在の行道である。他から仏を与えられ「他から仏知見を授 
かるものでない」とこのように考えることが「法華に転ぜられる」のである。 
これが「心迷えば法華に転ぜられる」という意味である。 

次の句の「心悟れば法華を転ず」とは、心の悟りは「法華を転ずる」 という 
ことなのである。「法華がわれを転ずる」力を究極するとき、却って 自らを転 
ずる力として真理の働きを現成するのである。 この 現成が「法華を転ず」 とい 
うこと である。 

従来の「転ぜられること」は心迷のときも心悟のときもさらに止むことはな 
いけれども、そのままそれが自ら法華を転ずることになる。譬えていえば、足 
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るなり。驢事いまだをはらざれども、 
馬事到来すべし。出現於此の唯以一大 
事因縁あり。地涌千界の衆、ひさしき 
法華の大聖尊なりといへども、みづか 
らに転ぜられて地涌し、他に転ぜられ 
て地涌す。地涌のみを転法華すベから 
ず、虚空涌をも転法華すべし。地空の 
みにあらず、法華涌とも仏知すべし。 


おほょそ法華の時は、かならず父少 
而子老なり。子の子にあらざるにはあ 
らず、父の父にあらざるにはあらず。 
まさに子は老なり、父は少なりとなら 
ふべし。世の不信にならぅておどろく 
ことなかれ。世の不信なるは、法華の 
時なり。これをもって一時仏住を転法 
華すべし。開示悟入に転ぜられて地涌 
し、仏之知見に転ぜられて地涌す。こ 


ののろい驢馬が、同じ目的地に他の馬と倶に行くときに、足の早い馬が目的地 
に到着しているようなことである。驢の心迷に馬の心悟が現成するのである。 

このようなことは仏道の最勝無上の真理の体験「成道」を示現せられた釈尊 
の一大事の因縁によって明らかに知ることができる。釈尊が法華経を説力れた 
ときのことを法華経の_啦||しかっ紀に「無数の菩薩の人々が地より湧出し、他 
に転ゼ られて地より湧出す」と記されてある。これらの地から湧出した無数の 
菩薩たちは久しい間の法華の大聖者(菩薩)であったが、地上に湧出したこと 
も自らの力により転ぜられて地湧したものであり、また法華により転ぜられて 
地湧したものであるから、地湧のみを転法華とするのではなく、虚空から湧出 
したということも法華を転じたとすべきである。また地と虚空のみでなく法華 
からも湧出する菩薩もあることを仏の知見の体験によって感知すべきである。 

あらゆる ものが法華のとき、すなわち「諸法実相」として現われるときに 
は、経典によれば必ず「父が若くして子が老いている」のである。しかし子が 
子でないわけではない。父が父でないわけでもない。そうではあるけれども、 
明らかに子は年老いて、父は若いものと思わなくてはならぬ。このことを世間 
的に判断して疑ったり驚いてはならない。 

しかし世間の疑惑は法華の現成するときでもある。故に一切のとき、一切の 
処は「法華のとき」である。この疑惑を起すことそれ自体が真理を開く原因と 
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の転法華のとき法華の心悟あるな 
り、心悟の法華あるなり。あるいは下 
方といふ、すなはち空中なり。この下 
この空、すなはち転法華なり、すなは 
ち仏寿量なり。仏寿と法華と法界と一 
心とは、下とも現成し、空とも現成す 
ると転法華すべし。かるがゆ袅に、下 
方空といふは、すなはち転法華の現 
成なり。おほょそこのとき、法華を転 
じて三草ならしむることあり、法華を 
転じて二木ならしむることあり。有覚 
とまつべきにあらず、無覚とあやしむ 
べきにあらず。自転して発菩提なると 
き、すなはち南方なり。この成道、も 
とょり南方に集会する霊山なり、霊山 
かならず転法華なり。虚空に集会する 
十方仏土あり、これ転法華の分身な 
り。すでに十方仏土と転法華す、一微 
塵のいるべきところなし。色即是空の 
転法華あり、若退若出にあらず。空即 
是色の転法華あり、無有生死なるベ 
し。在世といふべきにあらず、滅度の 
みにあらんや。われに親友なるは、わ 


なる。釈尊の成道も四十九年の説法も、涅槃もその一時その一時が常に真理の 
開示であり、久遠の過去世から永恒の未来へひとときひとときの「仏の実在」 
の転法輪、すなわち法華が転ぜられるのである。 

開示悟入に転ぜられて無数の菩薩が地湧したことは、釈尊の知見に転ぜられ 
て地湧するものである。世界の仏知見に転ぜられるとき人々の本具の仏知見が 
あり、この仏知見が感応道交する処に法華に転ぜられる心悟があり、心悟が仏 
知見を転ずる法華があるのである。あるいはまたこの菩薩はこの地中に住むと 
いわれるが、その地中とは空中のことである。しかしこの下方(上下の 下ではな 
く下方究尽のところ)が空中であることは、全世界が法華であり、畢竟「法華を 
転ずる」ことである。すなわち仏の生命を意味している。仏の生命と法華と、 
全世界と一心とは、地中にも現成し、空中にも現成するというように「法筆を 
転ずる」のである。このような道理であるから、地中空中に現成することは、 
自己の法華を転ずることである。 

およそ「法華を転ずる」ことによって三草(声聞、縁覚、菩薩)のおのおのに 
応じた道が開け、また二木(大乗、小乗)の機根に応じた道が開かれるのであ 
る。悟りと いう 特別なものごとがあって、それを目的に期待すべきでなく、ま 
た悟りは無いものとして疑ったりあやしむのでもない。 

自ら法華を転じて菩提心を発すときは、すぐさまそのときまでに経典にいう 
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れもかれに親友なり。親友の礼勤わす 
るべからざるゆ袅に、髻珠をもあた 
ふ、衣珠をもあたふる時節、ょくょく 
究尽すべし。仏前に宝塔ある転法華あ 
り、高五百由旬なり。塔中に仏坐する 
転法華あり、量二百五十由旬なり。従 
地涌出、住在空中の転法華あり、心も 
星礙なし、色も堊礙なし。従空涌出、 
住在地中の転法華あり、まなこにもさ 
へらる、身にもさへらる。塔中に霊山 
あり、霊山に宝塔あり。宝塔は虚空に 
宝塔し、虚空は宝塔を虚空す。■塔中の 
古仏は、座を霊山のほとけにならべ、 
霊山のほとけは、証を塔中のほとけに 
証す。霊山のほとけ、塔中へ証入する 
には、すなはち霊山の依正ながら、転 
法華入するなり。塔中のほとけ、霊山 
に涌出するには、古仏土ながら、久滅 
度ながら、涌出するなり。涌出も転入 
も、凡夫二乗にならはざれ、転法華を 
学すべし。久滅度は、仏上にそなはれ 
る証荘厳なり。塔中と仏前と、宝塔と 
虚空と、霊山にあらず、法界にあら 


「南方1 〖垢世界」 に成道しているのである。この南方無垢(清浄)世界の成道 
は、もちろん法華経の大説法の聖地たる霊鷲山として現成されるのである。し 
たがって霊鷲山は必ず「法華を転ずる」道場なのである。そのときにはあらゆ 
る仏土から無数の菩薩らが集って、虚空に充つといわれるが、それらの菩薩ら 
は悉くみな法華を転じた釈尊の分身なのである。このようにあらゆる仏土が、 
法華を転じ全宇宙の一切が一分のすきもなく仏土ならざるは無いのである。 

また「色(ものごと、生死去来の存在)は即ち空(自我の実在と不変的存在を否定す 
ること)である」という意味で「法華を転ずる」ということである。そうなる 
と宇宙のあらゆるものごとは、若退(減)とか若出(生)とかいうように、差 
別対立して考えるものでない。空即是色とみるとき、諸法実相として、真理と 
して、去来が真の相であって、生きているとか、死んでゆくということはない 
のである。絶対なる事実である。「法華を転ずる」ことである。生死の事実を 
自己の親友の上でいうなら、自己に対しての親友であり、相手からも親友の自 
己である。自他は親友として自他の対立を超えている。経典の中に親友の友情 
礼儀、勤めは、お互いに忘れることができないから、唯一つしかない髻の中に 
隠していた珠を親友に与えるとか、また衣の中に秘めていた宝玉を与えると 
か、そのようなことが記されている。このことをよくよく究め尽くすべきであ 
る。 
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ず。 半段に あらず、 全界 にあらず。 是 
法位のみにかかはれず、非思量なるの 
みなり。 


釈尊の霊山の法華の大説法のとき「仏前に高さ二百由旬(四十里を一由旬とす 
る)の立派な塔が大地から湧き出した」と法華経.見宝塔品にあるのも「法華 
を転ずる」ことであり、広大無辺の塔内に満ちた多宝仏がおられたといわれる 
のも「法華を転ずる」ということの消息である。その宝塔が地から湧き出て空 
中にかかるのも「法華を転ずる」趣きである。このときは、心にも身にも何の 
障害となるものはない。心に信じ身に体験し得るのである。 

空中から湧出して地中にはいることになっても、「法華を転ずる」道理があ 
る。そのときには眼にも身にも触れることもできないのである。前のときは塔 
中に霊山がはいったのであり、後のときには霊山に宝塔がはいったのである。 
宝塔は虚空に一如しなりきったのである。塔内の古仏、無量の多宝仏は座を霊 
山の釈迦牟尼仏に同座し、霊山の仏は塔内の仏にょって、釈尊の法華の大説法 
の功徳を証明せられる。霊山の仏が塔内にはいって証明をうけるときには、霊 
山はそのありのまま、釈尊は釈尊のままで「法華を転じ」て塔内にはいるので 
ある。塔内の仏が霊山に湧き出るときは、その仏土なる宝塔内にいながら、無 
限の過去世において入滅しているにかかわらず、現に湧出するのである。 

このょうに、宝塔や塔内仏が湧出する こと も、霊山や霊山の仏が塔にはいる 
ということ も、凡夫や二乗の見解で考えてはならない。「法華を転ず」 という 
消息として参学すべきである。 
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或現仏身、而為説法、或現此身、而 
為説法なる転法華あり。或現提婆達多 
なる転法華あり、或現退亦佳矣なる転 
法華あり。合掌瞻仰待、/かならず六十 
小劫とはかることなかれ。一心待の量 
を つづめ て、 しばらくいく 無量劫と い 
ふと も、なほこれ不能測仏智なり。待 
なる一心、 いく 仏智の量とかせん。こ 
の転法華は、本行菩薩道のみなりと認 
ずることなかれ。法華一座のところ、 
今日如来説大乗と転法華なる功徳な 
り。法華の いまし 法華なる、不覚不知 
なれども、不識不会なり。しかあれ 
ば、五百塵点は しばらく 一毛許の転法 
華なり、赤心片片の仏寿の開演 せらる 
るなり。 


無限の過去の世に入滅した塔内の無量の仏ということは、多宝仏の仏として 
最勝の本来の面目をなお一層すぐれて示すゆえである。現に塔中において釈尊 
の前に宏大雄美な宝塔として現われ、虚空にかかったといわれるが、このこと 
は現在の霊山で起ったことではない。また全宇宙を通して何処にも起きたこと 
ではない。その半分の内でもない。個定的な事実ではない思慮分別としての現 
成なのである。 

観音菩薩のように、あるときは仏身を現じて教化し説法し、あるときは衆生 
身を現じて教化し説法するというように「法華を転ずる」ときもある。極悪人 
の提婆達多のような者には提婆のような悪人に身を現じて教化説法するという 
「法華を転ずる」こともある。慢心して法華の説法の道場から退場する五千人 
に対して「それもよかろう」といわれた釈尊の言葉のような「法華を転ずる」 
場合もある。 

そのとき退場しない者たちは釈尊を仰いで合掌礼拝して説法を待つことにな 
り、その待つ時間が六十小劫という無限に長い間といわれるが、必ず長い時間 
と思ってはならない。一心に待つ心になれば真理のうえからはわずかな時間に 
なって しまう ので ある。 

この待つ時間が無限であろうとも、その時間がどれほどちぢめられようとも 
{/, の智慧は測り得ることはできない。一心に待つ心がどれほどかという、その 
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おほよそ震旦にこの経つたはれ、転 
法華してよりこのかた数百歳、あるい 
は疏釈をつくるともがら、ままにしげ 
し。又この経によりて、上人の法をぅ 
るもあれども、いまわれらが高祖曹谿 
古仏のごとく、法華転の宗旨をえたる 
なし、転法華の宗旨つかふあらず。い 
まこれをきき、いまこれにあふ、古仏 
の古仏にあふにあへり、古仏土にあら 
ざらんや。よろこぶべし、劫より劫に 
いたるも法華なり、昼より夜にいたる 
も法華なり。法華これ従劫至劫なるが 


どれほどか、どの程度のものかというその量が仏の智慧と同じであり、その量 
が「法華を転ずる」働きとなるのである。この働きは前には長い時間を経て菩 
薩の修行をしたと思ってはならない。釈尊の法華の説法のとき、釈尊が「今日 
は大乗を説く」といって「法華を転じた」その功徳によるのである。 

法華経の根本精神は、真にそのようなものである。この真意は凡夫には全く 
理解されないものであるが、このことは全く知識の理解を超えたものである。 
このような道理で無限の時間も一瞬に して 法華を転ずることになり、 われわれ 
の本来の面目である仏心の日々の行いの一々において、そのときそのときにお 
いてのありかた自体が仏の無限の生命なのである。 

中国にこの経典が伝わり、法華経を転じてより以来数百年になり、その間に 
は註訳を作る人々も多く出た。またこの経によって南岳慧思、天台智顗のよう 
に得度を得るものもあるけれども、今われらが高祖曹溪懐能禅師のように、法 
華の真髄たる「法華転」「転法華」の宗旨を自由に活用した仏祖は古今、独り 
六祖のみである。 

いま「心迷法華転」「心悟転法華」の宗旨を聞き、これにあうことができた 
のは、ただ古仏(釈迦)が古仏(釈迦)に値うことに遭い得たように歓ぶべきで 
ある。永劫の過去から永遠の未来まで法華である。昼も夜も法華である。法華 
は永劫から永遠にわたるものであるから法華である。法華は不変の真理なるが 
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ゆ表に。法華 これ 乃昼乃夜なるがゆ袅 
に。たとひ自身心を強弱すとも、さら 
にこれ 法華なり。 あらゆる 如是は珍宝 
なり、光明なり、道場なり。広大深遠 
なり、深大久遠なり。心迷法華転な 
り、心悟転法華なる、実に これ 法華転 
法華なり。 

心迷法華転、心悟転法華。究尽能如 
是、法華転法華。 

かくのごとく供養恭敬、尊重讚歎す 
る、法華是法華なるべし。 


ゆえに昼も夜も変わりはないのである。たとえわれらの身心に強弱の差はある 
にしても必ず法華から離れることはない。あらゆるものごとのありのまま、現 
実そのものが法華であり、珍宝である法華の光明であり、法華の道場である。 
広大深遠な教えであり、永遠悠久の生命なのである。 

「心迷えば法華に転ぜられ、心悟れば法華を転ずる」と究め尽くすときは、 
「法華が法華を転ずる」と諦観することである。 

つまり、自己が法華の道理を反省し明らめて、自己の心そのものが法華供養 
の真実である。 

このように供養し、このように恭敬し、このように尊重し、このように讚歎 
することこそ、まことにこれ真実なる法華の法華なのである。 


正法眼蔵法華転法華第十二 


正法眼蔵第十二 法華転法華 


仁治二年辛丑夏安居日、これをかき 
て慧達禅人にさづく。これ出家修道を 
感喜するなり。ただ鬢髪をそる、なほ 
好事なり。かみをそり又かみをそる、 
これ真出家児なり。今日の出家は、従 
来の転法華の如是力の如是果報なり。 


一!治二年(一二四一)辛丑夏安居の日に書いて、慧達禅人に授く。それは 
禅人の出家修行の志を喜び感じてのあまりである。ただ髪を剃ってただ僧の 
姿となるだけでも功徳がある。ここに禅人の如く真実出家することは、これ 
までの法華を転ずる力(仏道修行の力)が仏法上の真理としての現われであ 
り、その自らの果報である。今の法華は必ずその法華の果報となるであろ 
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いまの法華、かならず法華の法華果あ 
らん。釈迦の法華にあらず、諸仏の法 
華にあらず、法華の法華なり。ひごろ 
の転法華は、如是相も不覚不知にかか 
れり。しかあれ ども、 いまの法華 さら 
に不識不会にあらはる。昔時の出息入 
息なり、今時も出息入息なり。これを 
妙難思の法華と保任すべし。 


う。その法華は釈尊の説く法華ではない、諸仏の説く法華でもない。それは 
「法華が法華を説く」という真理においてである。 

今まで、法華を転じた(仏道修行)ということは、仏道の仏智とか悟りに 
執われた修行であったが、今反省してみれば、今の修行は学ぶとか悟るとか 
達磨の不識(識、不識を超越した境)、六祖の不会(知る知らぬを超えた境地)の法 
の華の姿として現われるのである。この法華は、従来の出る息も入る息も、 
今日の出る息も入る息も、何ら変ってはいない。この不変の入息出息は常に 
法華を転じていること(真理の現成)である。出る息も入る息も真理の現成、 
法華の息の出入である。この真理の現成なる常に法華を転じていることを、 
霊妙不思議な法華の働きというのである。この法華を護持することを忘れて 
はならない。 


開山観音導利興聖宝林寺入宋伝法 
沙門道元記。在„御判--〇 
嘉元三年乙巳孟春、初於=宝慶寺 I 書 
写了。 


開山観音導利興聖宝林寺 入宋伝法沙門道元記す。(花押) 

きのとみもうしゆん 

嘉元三年乙巳孟春(春のはじめ)、初めて宝慶寺に於て書写を終る。 
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正法眼蔵 生 死 


生と死の事実が輪廻するこの世界においては、その生死輪廻を超越し、解脱 
した仏の境地(生死は真理の働きで ある ことを 悟る こと)を体験するとき、はじめて 
この生死輪廻の苦しみ迷いが消滅するのである。 

「生死は即ち真理そのものである。真理のほかに生死はない」またいう「生 
死即真理の故に生死に迷い、執着する何ものもない(生死というときには仏をもみ 
ない全生死)」と。 

この生死の真理なることを、夾山( I ん40、定山(神英)という二人の禅師が 
言っている。生死についての二つの考え方は、悟りを得た人の言葉であるから 
肝に銘じて参究すべきである。 

生死の輪廻の苦しみ迷いを解脱しようと願う人は、この真意を明らめるべき 
である。もし人が生死輪廻の世界のほかに仏を求めるなら、轅を北に向けて車 
を南に曳き、南に顔を向けて北斗星を見ようとするようなものである。いよい 
よ生死輪廻の苦しみ迷いを増すばかりで、ますます解脱の道を見失うことにな 


生死をはなれんとおもはん人、まさ 
にこのむねをあきらむべし。もし人、 
生死のほかにほとけをもとむれば、な 
がえをきたにして越にむかひ、おもて 
をみなみにして北斗をみんとするがご 


生死の中に仏あれば生死なし。又云 
く、生死の中に仏なければ生死にまど 
はず。 

こころは、夾山•定山といはれし、 
ふたりの禅師のことばなり。得道の人 
のことばなれば、さだめてむなしくま 
ぅけじ。 



とし。いよいよ生死の因をあつめて、 
さらに解脱のみちをうしなへり。ただ 
生死すなはち涅槃とこころえて、生死 
としていとふべきもなく、涅槃として 
ねがふべきもなし。このときはじめて 
生死をはなるる分あり。 

生より死にうつると心うるは、これ 
あやまり也。生はひとときのくらゐに 
て、すでにさきあり、のちあり。故、 
仏法の中には、生すなはち不生とい 
ふ。滅もひとときのくらゐにて、又さ 
きあり、のちあり。これによりて、滅 
すなはち不滅といふ。生といふときに 
は、生よりほかにものなく、滅といふ 
とき、滅のほかにものなし。かるがゆ 
袅に、生きたらばただこれ生、滅来ら 
ばこれ滅にむかひてつかふべし。いと 
ふことなかれ、ねがふことなかれ。 

この生死は、即ち仏の御いのち也。 
これをいとひすてんとすれば、すなは 
ち仏の御いのちをうしなはんとする 
也。これにとどまりて生死に著すれ 


る。ただ生死輪廻の事実は、そのままが涅槃(真理、悟りの境地)であるとこの 
道理を明らめて、生死輪廻の人生を厭うて苦しんだり、悲しんだり、怖れては 
ならない。また涅槃という奇特な別な存在があるのではないから、涅槃を願う 
べきものでないと諦観すれば、そのとき初めて生死輪廻の苦しみと迷いを離れ 
る道が現成するのである。 

生が死に移ると考えることは誤りである。生と死との間のときの隔りはある 
が、生は生になりきっているときの状態、死は死になりきっているときの状態 
なのである。だから仏法では「生は即ち不生」……生を超越した生というので 
ある。また滅(死)も滅になりきっている一時の状態なのである。故に生が来 
れぱ生になりきり、死が来れば死になりきることである。だから仏法では滅を 
不滅というのである。滅を超越した滅というのである。 

生というときには生のほかに何もない、滅というときには滅のほかに何もな 
い。この道理から、生が来ればただ生に向かい、滅が来れば滅に向かうばかり 
である。生死は自己の意志ではどうしても左右し得ない。また願ってもどうに 
もならぬことである。 

この生死は仏の御命である。これを厭い捨てようとすることは、，厶の御命 
を失うことである。生死輪廻の現実に執着することは、これも仏のおんをの入1を 
失うことである。 
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ば、これも仏のいのちをうしなふ也、 
仏のありさまをとどむるなり。いとふ 
ことなく、したふことなき、このとき 
はじめて仏のこころにいる。ただし、 
心を以てはかることなかれ、ことばを 
もつていふことなかれ。ただわが身を 
も心をもはなちわすれて、仏のいへに 
なげいれて、仏のかたょりおこなはれ 
て、これにしたがひもてゆくとき、ち 
からをもいれず、こころをもつひやさ 
ずして、生死をはなれ、仏となる。た 
れの人か、こころにとどこほるべき。 

仏となるに、いとやすきみちあり。 
もろもろの悪をつくらず、生死に著す 
るこころなく、一 y 切衆生のために、あ 
はれみふかくして、上をうやまひ下を 
あはれみ、ょろづをいとふこころな 
く、ねがふ心なくて、心におもふこと 
なく、うれふることなき、これを仏と 
なづく。又ほかにたづぬることなかれ。 


ただ仏の外形をとらえているに過ぎない。 

生死を厭うことなく、願い慕うことのないとき、はじめて仏の心(真理)に 
はいることができる。 

それかといって捨てない、あるいは執着しないと思ったりいったりするだけ 
では真実でなく、身心を投げ出して仏の心に突入し、仏心に溶け込んでゆけば 
仏の方から導かれて、これに従ってゆくとき、力もいれず、心も働かさないで 
生死を離れて仏となる。 

このことがわかれば誰が自分の狭い心に執着しているものがあろうか。 

仏になるには易しい方法がある。いろいろな悪を行わず、生死に執着するこ 
となく、すべての生けるものに哀れみをかけて、上を敬い下を哀れみ、あらゆ 
るものごとを嫌い厭うことなく、また願い慕うこともなく、心に迷い煩うこと 
なく、憂えることのない、この心の境地を「仏」と名づけるのである。この心 
境の他に仏を求めてはならない。 


正法眼蔵生死 


正法眼蔵生死 
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正法眼蔵 唯仏与仏 


仏法は、人の知るべきにはあらず。 
この故に昔しより、凡夫として仏法を 
悟るなし、二乗として仏法をきはむる 
なし。独り仏にさとらるる故に、唯仏 
与仏、乃能究尽と云ふ。其れをきはめ 
悟る時、われながらも、かねてより悟 
るとはかくこそあらめとおもはるるこ 
とはなきなり。縦ひおぼゆれども、そ 
のおぼゆるにたがはぬ悟にてなきな 
り。悟りもおぼえしが如にてもなし。 
かくあれば、兼て思ふ、そのよぅにた 
つべきにあらず。悟りぬる折りは、い 
かにありける故に悟りたりとおぼえぬ 
なり。是にてかへりみるべし、悟りよ 
り先に、兎角おもひけるは、悟りの用 
にあらぬと。さきの さまざま おもふ、 


仏法は一般の分別心の人では容易に了解することのできないものである。 

その故に、昔から今に至るまで、凡夫で仏法を悟った者はいない。また仏道 
を学ぶことが浅く、悟るこころが少ない二乗の者で、同じく仏法を究めた者は 
いない。ただ、仏だけが仏法を究めていられるから「法華経方便品」に、こ 
のことを「唯仏と仏とのみ乃ち能く究尽す」といってある。 

仏法を究め悟るのに、以前からの自分が独断的に「悟りとは、このようなも 
のであろう」と、考えていたこととは全く違ったものである。 

たとえ以前から考えていたものと似たようなものであったとしても、その以 
前の考えていた悟りと同じものでなく、全く違ったものである。 

悟りというものは、自分は悟ったのだと自覚す るよう な悟りは、本物の悟り 
ではない。だから、悟りを開く前から、これが悟りだと想定す る ことは何の役 
にも立たないことである。 

悟りを開いたときはどうして悟ったか、またどのような状態のものかは気が 
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おもひのやぅにあらざりけるは、おも 
ひのまことにあしくて、其のちからの 
なきにてはなし。こしかたのおもひも 
さながら悟りにて有けるを、其をり 
は、さかさまにせんとしける故に、ち 
からのなきとは、おもひもいひもする 
なり。よぅにあらずとおぼゆること 
は、しるべき処必ずあり。いはゆる、 
ちひさくはならじと恐れける。若悟り 
よりさきのおもひをちからとして、悟 
りのいでこんは、たのもしからぬ悟り 
にてありぬべし。悟りよりさきにちか 
らとせず、はるかに越えて来れる故 
に、悟り t は、ひとすぢにさとりのち 
からにのみたす^ b らる。まどひはなき 
ものぞとも知べし、さとりはなきこと 
ぞとも知るべし。 


つかぬのである。このことをよくよく反省すべきである。「悟り」より以前に 
あれこれと考えた悟りの想定が想定通りでなかったことは、その内容が違って 
いて、正しく思量する力がなかったからというのではない。悟らぬ前の考えが 
全く違っていて何の役にも立たないのではなく、過去の修行中の考えそのもの 
も実はそのまま悟りであったのを、そのときには心を逆顚倒させようとしたか 
ら力がないと思い、役に立たないと思ったり言ったりしたのである。 

悟りを開かない ときに いろいろ考え苦しんだ ことが 役に立たなかった という 
考えについて、よくよく知っておかねばならぬ ことが 必ずある。悟った ときに 
初めて思い当る ことが 必ずある。 

「悟りとは小さなものでない、広大無辺のものである」と考え恐れるのであ 
るが、もしもそのような悟らない前の力や考えのうえに悟りを開いたとするな 
らば、その悟りは甚だ頼りにならぬ悟りであろう。 

何故なれは悟りというものは悟らぬ前の分別知や思量を頼りにした悟りな 
どとは全く違ったものであり、あらゆる思量を跳び越えて来るものである。即 
ち悟りとは、迷悟を越えただ一筋に悟りの力だけに助けられて成就するもので 
あるからである。 

本来、悟れば迷いというものは無いものと知るべきである。また悟りなどと 
いう固定的なものはないものと知るべきである。 
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無上菩提の人にて有をり、是をほと 
けと云ふ。仏の無上菩提にてあると 
き、是を無上菩提と云ふ。この道に有 
時の面目、しらざらんはおろかなりぬ 
べし。いはゆる其の面目は、不染汙な 
り。不染汙とは、趣向なく、取舎なか 
らんと、しひていとなみ、趣向にあら 
ざらん処、つくろひするにはあらぬな 
り。いかにも趣向せられず、取舎せら 
れぬ不染汙の有なり。たとへば、人に 
あふに、面目のいかやぅなるとおぼえ 
ぬ。はなにも月にも今ひとつの光色を 
おもひかさねず。はるはただはるなが 
らの心、あきも又あきながらの美悪に 
て、のがるべきにあらぬを、われにあ 
らざらんとするには、われなるにて 
も、おもひしるべし。このはるあきの 
こ袅、われならんとするにも、われに 
あらざるにても、かへりみるべし。わ 
れにつもれるにてもなし、今も我に有 
おもひにてもなきなり。其心は、今の 
四大五蘊、各各われと我とすべきにて 
もあらず、たれとたどるべからず。然 


人が迷悟を超えた絶対境になりきったとき、すなわちこの「無上の悟り」の 
体験者になりきったとき、これを「仏」というのである。仏がこの絶対境地に 
あるときを「無上(絶対)の悟り」というのである。この絶対の悟りの道にあ 
るときの面目を知らないのは愚か - i いうべきである。 

そのいうところの面目とは「何の染汚もない清浄無垢な純粋な無心の境地」 
である。悟りの目標を作らず、取捨撰択の心を否定し、作為的に、悟りという 
目的を想定しないょうに修行する境地である。何ものにもとらわれず取捨撰択 
(分別)の念もなく、思量もはからいも超越した非思量が無心の境地である。 

たとえば、人に逢えば相手の人の容貌や風姿の美醜.好悪を思わない。花を 
見、月を見て、それらのものに今一つ光りを添え一色を加えては考えない。春 
は春の まま、 春ながらの心の動きが あり、 秋は秋の まま、 秋ながらの心の動き 
がある。春は美しく、秋は淋さを心に感ずるのである。その自然の ありのまま 
なる心の働きは逃れることができないのに、この心の働きから逃れるためにそ 
れを自己でないと思ってみても、「そのょうに思う」その思うことがまた自己 
であることからしても、巧まない無心の働き、純粋の心の力のあることを知る 
のである。 

この春秋の「すがた」を見たり聞いたりするのは自己であろうと思っても、 
実は自己ではないと思っても反省すべきである。 
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れば花月のもょほす心のいろ、又我 
とすべきにあらぬを、われとおもふ。 
われにあらぬを、われとおもひ、さも 
あらばあれ、そむくべきかたの色も、 
おもむくべきかたのぞめられぬべきも 
なしと、てらす時、おのづから道に有 
る行履もかくれざりける本来の面目な 


ふるき人の云、尽大地これ自己の法 
身にて有れ共、法身に さ へられざるべ 
し。もし 法身に さ へられぬるには、い 
ささ か身を転ぜんとするにもかなは 
ず。出身の道あるべし、いかなるか是 
諸人の出身の道と。若この出身のみち 


さらに言えば「無心」の働き不染汚の心は、自己についていて「積み重ね」 
にょって出来上がるものでもなく、本来、自己に具足する思いのするものでも 
ないのである。 

その意味は、いまわが身を構成している要素である、地•水•火•風の四大 
の元素や、身心の働きを五つに分類した、色•受•想.行•識の五蘊の一つひ 
とつは、われであるとすべきものではない。といって、他人のものとして探し 
求めるものでもない。 

このょうであるから、華や月のいろいろな「すがた」にわれわれの心が動く 
消息もわれわれのものではない。それにも拘わらず、わがものと思うのが凡夫 
の妄想である。わがものでないものを、わがものと思う凡夫の思はしばらくお 
き、そうした真実でない ありさま も向かうべきその先を見究め得ないはずはな 
いと心に決定し見究めるとき、修行のうえで作意でない体験のあり方も、明々 
白々の本来の面目と成るのである。 

古仏がいわれた。 

「全宇宙のあらゆるものごとは、自己の法身(仏、真理としての理体)である。 
しかしその法身にとらわれて妨げられてはならない。もし法身に妨げられると 
自身を転ずることができなくなる。凡夫の身を転じて仏身を得ることができな 
いことになるから、必ずこの〈とらわれ〉を解脱する道があるはずである」 
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をいはざらんものは、法身のいのち 
も、 たちまちにたえて、ながく苦海に 
しづみぬべし。 如， 是とはんに、いか 
にといはんか、法身をもいけ、苦海に 
もしづまざるべきと。このとき云べ 
し、尽大地、自己の法身なりと。もし 
この道理にてあらん、尽大地自己の法 
身と云ふをりはいはれぬ。又いはれざ 
らんとき、ふつといはぬ とやこころぅ 
べき。いはぬいはぬ古仏のいへること 
有。死のなかにいけること有、いける 
なかに死せること有。死せるがつねに 
死せる あり、 いけるがつねにいけるあ 
り。是人のしひてしかあらしむるにあ 
らず、法のかくのごとくなるなり。 


然かあれば、法輪を転ずるをりも、 
如レ是の光り有、こ袅あり、現身度生 
にもしかありとしるべし。是を無生の 
知見とは云。現身度生とは、度生現身 
にて有りけるなり。度にむかひて現を 


その凡夫の身を解脱する道とは如何なるものであろうか、と問うことになる。 

「もし、 この 解脱の道を考えない者は、自己の法身の生命も忽然として失 
い、永久に苦海に沈んで浮び上がることはないであろう」 

もし、このようにいうとき、どうすれば法身を現じて、苦しみの世界を脱す 
ることができようかと問うべきである。 

このとき、 こう 答えたらよろしい。 

先の古仏の言葉と等しく「尽大地は、これ自己の法身である」と。 

この道理でほんとに法身を現成して苦界に沈淪しないという道理があれば、 
「尽大地は自己の法身である」というときにおいて初めていい得るのである。 
もしこのようにいえないときには、無言でいたがよいのであろうか。 

無言に徹した古仏の語に、「死の中に活が ある。 活の中に死が ある。 死の 
中に死が ある。 活の中に活が ある」と。 

これは、人がことさらこのようにさせるのではなく、ものごとのあり方自体 
であり、仏法の真実の「すがた」がこれである。 

そういうわけであるから、釈尊が説法せられるときにも、生死一如の仏智の 
光明があり、死生一如の仏智の声があるのである。仏がこの世に仏身を現じて 
衆生を度いたもうときも、この声、この光明があると知るべきである。このこ 
とを知ることを悟りの知見というのである。 
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たとらす現をみるに度をあやしむこ 
となかるべし。是度に仏法はきはめつ 
くせりと心ぅべし、とくべし、証すベ 
し。現にも身にも、度のごとくにあり 
けると聞くなり、とくなり。是も現身 
度生のしかあらしめけるとなり。この 
旨を証しけるにぞ、得道のあしたよ 
り、涅槃のゆふべにいたるまで、一字 
をもとかざりけるとも、とかるる こと 
ばの自在なりける。 


古仏大地是真実人体なり、尽 
大地是解脱門也、尽大地是毘盧一隻眼 
なり、尽大地是自己の法身なり。 


いはゆるこころは、真実とは、 まこ 
との身となり。尽大地を、われらがか 
りにあらざりける まことし き身にてあ 
りけるとはしるべし。ひごろはなにと 


仏がその身を現じて衆生を度い給うということは、身を現わして衆生を済度 
するということのみでない。衆生済度することが仏身を現ずること、衆生済度 
によって法身が現実の仏身の真実を現じたのである。済度の現実により説法の 
仏を願求する要はない。現実に仏を見れば済度を疑うことはなくなるであろ 
う。この済度ということで仏は究め尽くされていると知るべきであり、説くベ 
きであり、悟るべきである。同じように、仏身の出現についていうなら、出現 
ということ、仏身ということ、そのこと自体で仏法は究め尽くされていると信 
受し、説法することになる。これが正しい仏道の相である。このことも「身を 
現じて衆生を度す」ことであり、釈尊の出現がそうさせたのである。この精神 
が実証されたからこそ、釈尊の成道から入滅にいたるまで一字も説かなかった 
にも拘わらず、説法の言葉は自由自在であったのである。 

古仏がいわれた。 

「尽大地(全宇宙)は是れ真実の人体である。尽大地は是れ解脱門である。 
尽大地は是れ毘盧(仏)の一隻眼 a つのまなこ、正見の正しい眼)である。尽大 
地は是れ自己の法身である」と。 

その要旨は、真実とは仮りにというのではなく「真実の身体」ということで 
ある。尽大地を仮りにわれというのでなく、真実の身としていっていることを 
知るべきである。 もし このことを常に気づかなかったか、と 問う 人があれば、 
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してかしらざりけると問人あらば、尽 
大地是真実人体といひつることを我に 
かへせと云べし。又、尽大地是真実人 
体とは、かくのごとく知共云べし。 
又、尽大地これ解脱門とは、いかにも 
まつはれかかふることなきになづく 
るなり。尽大地のことばは、ときにもと 
しにも、心にもことばにもしたしくし 
て、ひまなく親密なり。かぎりなく、 
ほとりなきを尽大地と云べきなり。こ 
の解脱門にいらんことをもとめ、いで 
んことをもとめんに、又ぅべからざる 
なり。なにとして如 k 是なる。発問を 
かへり見るべし。あらぬ処を尋ねばや 
とおもはんにも、かなふべからざるも 
のなり。又、尽大地は是毘盧のひとつ 
のまなこなりとは、仏はひとつのまな 
こといへる、かならずしも人のまなこ 
のやぅにあらんずるとはおもはざれ。 
人にも目こそは二もあれ、 まなこを 云 
ときは、人眼とばかりいひて、二とも 
三ともいはぬなり。教をまなぶもの 
の、仏眼といひ、法眼といひ、天眼な 


「尽大地はこれ真実の人体」ということがまだわかっていないのであるから、 
「いまいった尽大地これ真実人体という言葉を、私に返して くれ」 といってや 
りなさい。また、尽大地これ真実人体とは、このようにつねに気づかないこと 
自らが、その消息を明らめているのである。 

また r 尽大地是れ解脱の門」ということは、あらゆるものごとにとらわれな 
い何の迷妄のない境地をいうのである。尽大地にも束縛されることなく、一® 
の「とらわれ」も無いことをいうのである。 

尽大地というのは、時間の上、年月の上でも、心の上や言葉の上でも、密々 
切々、一体一如で分厘の間隙もないことである。無限の時と、無限の空間にお 
いての広がりと深さをもつ果てしのないのを尽大地というのである。 

この解脱門は、凡夫の分別知をもって入ろうと思ったり出ようと願っても、 
その通りにはならないものである。何故ならば、最初の言葉の「尽大地是れ解 
脱の門」ということを十分にふりかえり見るべきである。既に自己そのものが 
尽大地であり、解脱門であるから、入ることもなく出ることもない。自己の他 
に解脱門を探し求めようとしても到底そのようなことができることはないから 
である。 

また尽大地は毘盧遮那仏の一つの眼であるとは、すなわち仏の一つの眼とは 
人間の眼のようなものではなかろうかと思ってはならない。人間は必ず 目こそ 
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どいふ も、 めにてありとはならはぬな 
り。目のやぅにあらんとしれるをば、 
はかなきといふ。今はただ仏の眼ひと 
つにて、尽大地ありけるときくべし。 
千眼もあれ、万眼もあれ、まづしば 
らく尽大地がそのなかのひとつにてあ 
るとなり。かくおほかるなかに、ひと 
つぞと云もとがなし。又、仏にはただ 
まなこはひとつのみありとしるもあや 
まらず。まなこはさまざまあるべきぞ 
かし。三あるもあり、千眼あるもあ 
り、八万四千ありと云こともあれば、 
まなこのかくの如くなりとききて、耳 
ろかさざるべし。又、尽大地は 
みづか>法身なりときくべし。みづか 
らをしらんことをもとむるは、いける 
もののさだまれる心なり。然れ共、ま 
ことのみづからをばみるものまれな 
り、ひとり仏のみこれをしれり。其外 
の外道等は、いたづらにあらぬをのみ 
われとおもふなり。仏の云ふみづから 
は、則ち尽大地にてあるなり。然ば、 
みづからと知も知ぬも、皆ともにおの 


二つあるが「まなこ」というときには「人の眼」とだけいって、二つあるとか 
三つあるとはいわない。 

仏教を参学する者は「仏眼」(仏の眼)、「法眼」(仏法を 見る 眼)、「天眼」(天上 
界を見通す 眼)などという「まなこ」は、人間の目であるとは学ばないのであ 
る。それを人の目の ようなものと 思っているのは愚かなことである。今はただ 
「仏の眼の一つが尽大地」であると聞くべきである。 

仏眼には千眼もあり万眼もあるが、先ずは尽大地が、そのなかの一つの眼で 
あるといわれたのである。要するに、そのように多くのなかの一つといっても 
よろしかろう。また仏には、眼はただ一つだけあると悟る こと も、 誤ってはい 
なぃ。 

仏眼には、多種多様の眼がある。三眼のときもあり、千眼のときもあり、 
八万四千眼のときもある。だから仏の眼がこのようであると聞いても耳を驚か 
してはならない。 

また「尽大地は是れ自己の仏身である」と聞かなくてはならない。自己を知 
りたいと願うことは、人間が生きている限り、必ずだれでもあたりまえのこと 
である。 

しかしながら本当の自己を見る「まなこ」を持っている人は極めて少ない。 
ただ、仏だけはこのことを知っている。 
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れにあらぬ尽大地はなし。この時のこ 
とば、かのときの人にゆづるべし。 


昔し僧有て古徳に問、百千万境一時 
に来らん時、いかがすべき。古徳云 

まくく わんた 

く、莫管他。 


云心は、来んことはさもあらば有 
れ、兎も角もぅごかすべからずとな 
り。是すみやかなる仏法にてあり、境 
にてはなし。このことばをば炳誡とは 
心うべからず、諦実にて有りと心得べ 
し。いかにも管するかとすれば、管せ 
られざりけるなり。 


そのほかの外道の人びとは、無益にも、現実にありもしない自己を、自己だ 
と考えている。仏のいう自己とは、尽大地(全宇宙)の自己のことである。し 
たがって尽大地が自己ということを知ると知らないとに拘わらず、すべて自己 
でない尽大地はない。 

このと きの言葉は、彼の尽大地、是れ自己の仏身であると体得した人に譲る 
ことと する。 

むかしある僧が古徳に問うた。 

「百千万の境(森羅万象の一切)が一時に押しよせて来たとき、どうしたらよ 
いのでしょうか」 

古仏は言下に答えて言い放った。 

「他の一切のことに干渉し囚われるな」 

この古徳の教えの真意は、押しよせて来たことは止むを得ぬことだが、動か 
してはならないということである。そのことに囚われてはならない、というこ 
とである。この精神そのままが仏道なのである。この精神そのままが真理なの 
である。このときの万象は自己の対境としてではなく、自己と一つになりきっ 
た自他一如の体験なのである。 

この言葉を、ただ単に勝れたいましめの言葉と解してはならない。動かすこ 
とのできない真理である。真実の仏法であると心得るべきである。 
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ふるき仏の云く、山河大地と諸人 
と、同くうまれ、三世の諸仏と諸人 
と、同く行ひ来れり。 

然あればすなはち、一人うまるるを 
りに、山河大地をみるに、この一人が 
うまれざりつるさきよりありける山河 
大地のうへに、いまひとへかさねてう 
まれいづるとみえず。しかあればとて 
も、又ふるきことばのむなしかるべき 
にはあらず。いかにか心うべき。心え 
られずとて\さしおくべきにはあらね 
ば、かならずこころうべしとおもふべ 
し。すでにとけることばにてあれば、 
きくべし。ききてはまた心うべきなり。 

これ 

是を、心えんやうは、このうまるる一 
人がかたより、この生をたづぬるに、 
この生と云ことは、いかにあること 
と、はじめをはり明めける人はたれ 
ぞ。終も始じめも知ざれ共、うまれき 
たれり。夫れただ山河大地のきは もし 


何故なれば、万象に対してどのように干渉し囚われるかといっても、何らの 
干渉も囚われることもできない絶対のもの、真理、真実そのものである。 

古仏が言われた。 

「山河大地と諸人と同時に生れ、三世の諸仏と諸人と同時に行なって来たの 
である」と。 

そうすると 一人の人が生れる ことを、 山河大地について見ると、 この 一人の 
人が生れて来ない前より存在した山河大地の上に、今一つ山河大地が重なって 
生れ出で るとは 見えない。それ かと いって、また古仏の言葉が虚構で あるは ず 
はない。どのように心得たらよいので あろうか。 

そのことは、 よく 解らないからといって放置して おく ことではないから、必 
ず会取すべきことであると考えねばならない。 

過去に古仏が説かれた言葉であるからには、よく聞き取るべきである。よく 
聞き取ったならば、体得すべきである。 

このことを了解する方法は、この生れて来る人の立場からこの生を参究する 
にこの生とは、 どういう ことであるかを始めから終りまで知っていて生れて 
来た人があろうか。終りも始めも知らないけれども、ただ生れて来たのであ 
る。したがって山河大地の「あり方」も限界も知らないけれども、いま生れて 
来て、山河大地の「たたずまい」を見たのである。この山河大地を、いま自分 


408 



らざれ共、ここをばみる、この処をば 
ふみありくがごとし。生のごとくにあ 
らぬ山河大地よと、うらむるおもひな 
かれ。山河大地をひとしき我生なりと 
いへりけりと、あきらむべし。又三世 
諸仏は、すでにおこなひて道をもな 
り、悟りもをはれり。この仏と我とひ 
としとは、又いかにか心うべき。まづ 
しばらく仏の行をこころうべし。仏の 
行は、尽大地とおなじくおこなひ、尽 
衆生ともにおこなふ。もし尽一切にあ 
らぬは、いまだ仏の行にてはなし。 

然かあれば、心をおこすより、さとり 
をうるにいたるまで、かならず尽大地 
と尽衆生と、さとりもおこなひもする 
なり。これにいかにかうたがふおもひ 
もあるべきに、しられぬおもひもまじ 
るににたるを、あきらめんとて如レ是の 
こ表のきこゆるも、人のようとはあや 
しまざるべし。是は心うるをしへにて 
は、三世の諸仏のこころをもおこしお 
こなふは、かならずわれらが身心をば 
もらさぬことわりの有なりとしるべし。 


の足で踏み歩いている。そこで山河大地の生れて来たのは、自分の生と同じで 
はないと、古徳の言葉を残念だと思ってはならない。 

古仏は「山河大地と、われと同時に生れる」といったその道理を、明らかに 
すべきである。 

また三世の諸仏はすでに修行して悟りを体験している。この仏と自己とが同 
じであるとは、どのように了解すべきであるか。先ず第一に、仏の行とは如何 
なる行であるかを了解すべきである。仏の行は r 尽大地」と同じく修行され、 
「尽衆生」とともに修行されるのである。もし「あらゆるものごと」を尽くす 
そのものでない修行は仏の修行ではない。 

その理由で、発心より修行、菩提を得るまで、かならず尽大地と尽衆生と 
ともに「悟り」もし、修行もするのである。凡夫の考えでは、このことを、ど 
うも信じられないと疑うであろうが、凡夫の思量では了解し難いことが混って 
いるから、そのことを明らめさせようとして「われと仏は等しい」と聞いても 

「それなら、仏は人と違わないようであるが」と、あやしみ疑ってはならな 

ヽ〇 

V 

このことは心得るべき仏法の教えでは、三世の諸仏が発心をなし、行をする 
ときは、かならずわれら衆生の迷える身心を、一人も漏らすことなく度い給う 
道理が { A 行である、 という ことを知るべきである。 
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これをぅたがひおもふは、すでに三 
世の諸仏をそしるなり。しづかにかへ 
りみれば、我らが身心は、まことに三 
世の諸仏とおなじくおこなひける道理 
あり、発心しける道理もありぬべくみ 
ゆるなり。この身心のさきの ちを かへ 
りみてらせば、尋ぬべき人の我にあら 
ず、人にあらざらんには、なにをとど 
こほる処としてか、三世にはへだたれ 
りと おもはん。このおもひども、しか 
しながらわれにあらず。なにとてか 
は、 又三世の諸仏の本心の処行道のと 
きをばさへんとはすべき。しばらく道 
は知不知にはあらぬとはなづくべし。 

V 

ふるき人の云く、撲落も他物にあら 
ず、縦横これ論にあらず。山河および 
大地、すなはち全露法王身なり。 


いまの人も、昔の人のいへるが如く 
ならふべし。すでに法王の身にてあ 


このことを疑うものは三世の諸仏をそしるものである。 

静かに顧みるならば、われらの身心が、まことに三世の諸仏と同じように修 
行して来たと観ずるのは仏法の道理である。三世の諸仏と同じく発心したのも 
仏法の道理であると観ずべきである。 

このわれらの身心の前後を顧みて、仏智に照らして見る ときは、 尋ね求める 
人がわれでもなく、人でもないとするなら、何の執われがあって三世とは隔っ 
ていると考えることがあろうか。そうすれば一層この考えにわれはない。 

それなのに、どうしてまた、三世の諸仏の本心から行ぜられる ことを 怪しむ 
必要があろうか。 

ここに古仏の言葉の「仏道は凡夫の分別知によって、知る、知らぬの判断を 
超越した境地である」というべきである。 

昔の人がいった。 

「いま落ちてきた物も、他のものではない。法王身即ち仏身そのものであ 
り、周辺のものごとも仏身のほか論ずべきものは一つもない。仏身そのもので 
ある。山河大地は、これも仏身のほかでない、仏身のありのままの相である」 
と0 

いまの人も、その仏祖のいわれた通りに修証すべきである。すべてのものご 
とがすでに仏身であるならば、落ちる物 も 仏身と異ならないと悟った古人 も 
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り、しかれば、撲落もことなるものに 
はあらざりけると、心うる法王ありけ 
る。このこころは、山の地にあるが如 
し、地の山をのせてあるににたり。心 
うるに、心えざりつるをりのきたり 
て、^うるをさまたげず。又、心うる 
が、心えざりつるをやぶることもなく 
して、しかも心うると心えぬとの、は 
るのこころ、あきのこ^あり。それを 
も心えざりつるは、声おほきにしてと 
きける、その声、耳にいらず、耳、こ 
系のなかにあそびありきける。心うる 
は、こ袅すでに耳に入りて三昧あらは 
るるをりにてあるべし。この心うるは 
ちひさく、心えぬはおほきにてありけ 
るとも思はざるべし。わたくしにおも 
ひえたることにはあらねば、法王の如， 
是なりけるとしるべし。法王のみと 
は、まなこも身のごとくにあり、心も 
みとひとしかるべし。心とみと、一毫 
の隔てなく、全露にてあるべし。光明 
にも説法にも、かみに云が如くに、法 
王身にてありと、しうるなり。 


あったはずである。その悟りの意味は、山が地の上にあることと同じである。 
地が山を乗せているのと同じである。 

しかも両者は互いに気づいていない消息である。衆生と仏とは同じものであ 
る。 これが山河大地と仏と同じであるという意味の体験なのである。このよう 
に悟れば、悟りを開かない状態が来て、悟りを妨げることはない。また「悟 
り」が悟りを開かなかったときの状態を妨げることもない。そして悟ったもの 
と悟らないものとは、春の心と秋の声とのような異なった境地、性格である。 
それを悟らなかったということでは、大声あげて説法してみたところで馬の耳 
に念仏で、耳が声の中で遊びまわっているようなものである。 

一面、悟りを開くときは、仏の声が耳に入って、万象の対境と自己とが一如 
の体験を開発し、現成したときである。その悟りの体験は声が小さかったから 
耳に入ったものであり、悟らなかったことは、声が大であったから耳に入らな 
かったと考えてはならない。 

この悟りの体験は自己の力で得たものではない。本来の面目たる仏身として 
のあり方であることを知るべきである。仏身は眼も全身と等しく、耳も全身と 
等しい。悟るということも全身で悟ることである。心と身と一分一厘の隔りな 
く、しかも身心一体の全露なのである。仏智の光明も衆生済度の説法も、仏の 
全身心の全現成、全露現であることを唐るべきである。 
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昔しより自いへること有り、いは 
ゆる、うをにあらざればうをのこころ 
を知ず、とりにあらざれば鳥のあとを 
尋づねがたし。このことわりをもよく 
知れる人まれなり。人のうをの心をし 
らぬと、人の鳥の心をしらぬとのみお 
もへるは、あしくしれり。これを知る 
やうは、魚と魚とは、かならずあひた 
がひに其の心を知るなり。人のやうに 
しらぬことはなくて、龍門をさかのぼ 
らんとおもふにも、ともにしられ、同 
く心をひとつにするなり。九浙をしの 
ぐ心もかよひしらるなり。これを、う 
をにあらぬはしることなし。 

又鳥の空を飛ぬるをば、いかにもこ 
とけだものは、このあしのあとをし 
り、このあとをみて尋ることは、夢に 
もいまだおもひよらず。さありと知ら 
ねば、おもひよるためしもなし。しか 
あるを、鳥はよくちひさき鳥のいく百 
千むらがれすぎにける。これはおほき 
なる鳥のいくつらみなみにさり、きた 
に飛にけるあとよと、かずかずにみる 


昔から世間に言い伝えられたことがある。「魚でなければ魚の心は解らない。 
鳥でなければ鳥の行方はたずね難い」ということである。 

この道理を、よく明らめている人は稀である。人には魚の心は解らない。人 
には鳥の心は解らないとだけをいうのであると想定して、この言葉の意味を解 
するのは、よろしくない知り方である。この言葉の真意を正しく知るには、魚 
と魚とは必ず相互にお互いの心を知っていると考えることが肝心なのである。 
魚は、人が魚の心を知らないことと同じでない。魚が龍門をさか上って龍にな 
ろうと考えたときには、魚の仲間は皆それを知っていて心を一つにするのであ 
る。ある魚が黄河の九曲りの急流をさか上ろうとする心もまた他の魚が知って 
いて、共にその志を一つにするのである。 

これを魚の心は魚でなければ解らないというのである。 

また鳥が空を飛んだのを、いかなる方法をもってしても地上を行く獣類が、 
この鳥の飛ぶ跡を知り、この飛ぶ跡を見て、鳥の行方を尋ね探すことは夢にも 
思いおよばない。 

鳥の飛ぶ跡があろうとは知らないから思いよらないのも当然である。 

しかしながら鳥はよく小さな鳥が幾百幾千羽の群をつくってこの路を通った 
とか、この路は大きな鳥が幾列、南に行ったとか北に飛んだ跡であるとかを数 
多く知っている。 


412 



なり。車の跡の路にのこり馬の跡の 
草にみゆるよりもかくれなし。鳥は鳥 
のあとを見る也。 

この理は、仏にも有り。仏のいくよ 
よにおこなひすぎにけるよとおもは 
れ、ちひさき仏け、おほきなる仏、か 
ずにもれぬるかずながらしるなり。仏 
にあらざるをりは、いかにも知らざる 
事なり。いかにしられざるぞと云ふ人 
もありぬべし。仏のまなこにて其あと 
をみるべきが故に、仏にあらぬは、仏 
の眼をそなへず、仏のものかぞふるか 
ずなり。しらねばすべて仏の路のあと 
をばたどりぬべし。このあと、若めに 
みえば、仏にてあるやらんと、足のあ 
とをもたくらぶべし。たくらぶる処 
に、仏のあともしられ、仏のあとの長 
短も浅深もしられ、我があとのあきら 
めらるることは、仏のあとをはかるよ 
りうるなり。このあとをうるを、仏法 
とは云なるべし。 


あたかも車の轍が道に残り、馬の足跡が草の中に見えるょりも明らかに知っ 
ているのである。これを鳥は鳥のあとを見る というの である。 

この道理は仏道にも通じる。 

仏は過去世において幾世にわたって修行して来られたかを知り、小さい仏、 
大きい仏、数に漏れた仏の数も、すべて知っておられるのは仏だけである。 

仏にならないときには、如何なる方法をもってしても仏のことは解らないの 
である。 どうして、 仏にならなければ、仏のことは解らないのであるか、とい 
う人もあるであろうが、仏は仏の眼を具足して、仏の歩かれた足跡を見ること 
ができるからである。仏にならなければ仏の眼をそなえることはない。仏だけ 
が仏法の数を数えることができるのである。 

もし、この 道理を知らない者は仏の歩まれた道の跡をたどるべきである。 

この仏の歩まれた道の跡が目に見えたならば、これが仏行ではなかろうか 
と、自己の歩いて来た修行の跡と比較し検討すべきである。この比較検討する 
ところに仏の足跡も明らかに知られ、仏の足跡の長短も浅深も知られ、自己の 
修行の足跡も明らかに知ることができる。このことは仏の足跡をおし量ること 
にょって、はじめて可能となるのである。 

この仏の足跡を会得し、自己の身心とすることを仏法というのである。 
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正法眼蔵第三十八唯仏与仏 
弘安十一年季春晦日、於 n 越州吉田県 
志比庄、吉祥山永平寺知賓寮南軒， 
書 n 写之--〇 


正法眼蔵第三十八 唯仏与仏 

弘安十一年の春三月の末日、越前の国吉田郡志比の庄、吉祥山永平寺の知 
賓寮南軒に於てこれを書写する。 
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正法眼蔵第八 別本心不可得 


観音導利興聖宝林寺 

心不可得といぅのは、心の本性はもと無自性のもので得ることのできぬも 
のである。諸仏はこの心を悟り(仏心)そのものとして諸仏が体験し護持して 
きたのである。 

金剛経に記されてある。「過去の心は不可得である。現在の心は不可得であ 
る。 未来の心は不可得で ある」 と。 

この三世にわたる心の不可得そのことが、諸仏そのものである「心不可得」 
の保護、任持の現成である。衆生の生死流転する世界、三界の心もまた不可得 
である。「あらゆるものごと」の心もまた不可得であることを、諸仏は保任し、 
体験して来られたのである。この心不可得を体験し保任することは、諸仏を師 
として修行しなければ悟ることはできない。諸祖を師として修証しなければ、 
正しく伝受することはできないのである。諸仏を師として習うということは、 
丈六の金身である釈尊を師とすることであり、一茎草を拈じて丈六身と作 


観音導利興聖宝林寺 
心不可得者、諸仏ナリ。ミヅカラ阿 
耨多羅三藐三菩提卜保任シ来レリ。 

金剛経云、過去心不可得、現在心不 
可得、未来心不可得。 


コレスナハチ、諸仏ナル心不可得ノ 
保任ノ現成セル、三界心不可得ナリ、 
諸法心不可得ナリト保任シ来レル也。 
コレラアキラムル保任ハ、諸仏11ナラ 
ハザレバ証取セズ、諸祖ニナラハザレ 
バ正伝セザル也。ナラフト云ハ、丈六 
身11ナラヒ、一茎草1ーナラフ也。諸祖 
ニナラフト云ハ、皮肉骨髄ニナラヒ、 
破顔微笑一ーナラフ也。コノ宗旨ハ、正 
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法眼蔵アキラカニ正伝シキタリテ、仏 
仏祖祖ノ心印マサ-一直指ナルコト、嫡 
嫡単伝セルニトブラヒナラフ-一、カナ 
ラズソノ骨髓面目 ツタ ハレ、身体髪膚 
ウクル也。仏道ヲナラハズ、祖室ニイ 
ラザランハ、見聞セズ、会取セズ。問 
取ノ法-ーオヨバズ、道取ノ分、夢ニモ 
イマダミザルトコロ也。 


徳山ノ ソノ カ r 不丈夫ナリシトキ、 
金剛経 二 長ゼリキ。トキノ人、コレ ヲ 
周金剛王卜称シキ。八百余家ノナカー ー 
王ナリ 。コトニ 青龍疏 ヲヨ クセルノミ 
ニアラズ、サラニ十二擔ノ書籍ヲ釈集 
セリ。斉肩ノ講者アル コト ナシ。チナ 
ミニ南方-一無上道ノ嫡嫡相承セルアリ 
卜聞テ、書ヲタブサへテ山川ヲワタリ 
ユク。龍潭ニイタラントスルミチノ左 


す、大小高低の差別観を超越した真理の体験、悟りの心地を師とすることであ 
る。諸祖を師としてなろうということは、達磨の皮肉骨髄を師とすることであ 
り、大迦葉尊者の破顔微笑を師とすることである。 

この道理の根本は、仏祖が正法眼蔵(仏道)を明らめて体験せられ、正伝し 
て仏祖から仏祖へ、祖師から祖師へ正伝せられた仏心印(仏の証りの心地)、即 
ち真理の体験そのことを、正しい一人の後継者ょり正しい一人の後継者に伝受 
せられた祖師を尋ねて師とするときは、必ずその師の骨髄、面目が自己に伝わ 
り、師の身心を自らの身心に面授するのである。仏道を修習せず、祖師の居室 
に入って教えを受けない者は「心不可得」を見聞することもなく、したがって 
了解することもなく問うこともなく、ましてや体験することは夢にも見ること 
はできないのである。 

徳山禅師は、むかし仏道を成就していないときに金剛経を説くことを得意と 
していた。当時の人は、この徳山を周金剛王と呼んでいた。その理由は、金剛 
経の註釈書を造る者が八百余人もあったが、徳山はそれらの註釈家のなかでも 
その王という意味である。とりわけて青龍寺道氤の金剛経の註釈をょく理解し 
ていたばかりでなく、その上に十二箱の書籍を解説して集録した。当時、金剛 
経の講義者として肩を並べる者はなかった。 

徳山はあるとき南方に正伝の仏道を保任する祖師があると聞いたので、経卷 


416 



二歇息スルーー、婆子来リ逢フ。徳山 
問、 r 汝ハ是ナニ人ゾ。」婆子云ク、 
「我ハモ チヒ ウル老婆也。」徳山云、 
「我ガ タメ ニモチヒヲ売ルベシ0」婆 
子云、「和尚カウテナーーカセン。」徳山 
ノ云、 r モ チヲ 買ウテ点心ニスべシ。」 
婆子云ク、「和尚 ノソ コバクタヅサへ 
テアルハ、 コレ ナニ モノ ゾ。 j 徳山云 

ク、 r 汝聞カズヤ、我是周金剛王ナリ。 
金剛経-一長ゼリ、通達セズトイフトコ 
ロナシ 。 コノ タブサへテアルハ、金剛 
経ノ解釈也。」 コレヲキキ テ、婆子云 
ク 、「老婆 ニー 問アリ、和尚 コレ ヲユ 
ルスヤイナヤ。」徳山云ク、「ユルス、 
汝ガ心 ロニマカ セテ問べ シ。」 云、「我 
カツ テ金剛経 ヲキクニ 云 ク 、過去心モ 
不可得、現在心不可得、未来心不可得。 

イマモチヒヲシテイヅレノ心ヲカ点ゼ 
ントスル。和尚若道得ナラン-ーハ、モ 
チヒウルベシ。和尚モシ道不得ナラン 
ニハ、モチヒヲウルべカラズ〇」徳山 
トキニ茫然トシテ、祗対スベキコトヲ 
エザリキ。婆子スナハチ払袖シテ出ヌ。 


を背にして、山川を跋渉し、龍潭の崇信禅師の道場をたずねようとして、そ 
の途中で休息していた。そこへ老婆が来た。 

徳山が老婆に、「お前はどこの人だ」と聞く。 

「私は、餅売りの老婆です」 

「私に、餅を下さらぬか」 

「餅を買ってどうするんです」 

「ゥン、点心(小食)にするのさ」 

「お和尚さま、あなたの担いでいる荷は何ですか」 

「お前は聞いたことがないのか。私は人に周金剛王とさえ称ばれる、金剛経 
の註釈家なのだ。私は、金剛経については知らないことはない。私の今ここに 
持っているのは金剛経の解釈書なのだ」と説明する。 

老婆は重ねてたずねた、「それではそのことで一寸おたずねしたいことがあ 
ります が、 よろしいでしょうか」 

「何なりと聞きなさい」 

「私はずっと前に金剛経の話を聞いたのですが、そのお経の中に、過去心は 
捉えることができぬ、現在心は捉えることができぬ、未来心は捉えることがで 
きぬということがありますが、今和尚さまは餅を食べるのに、その三つの心の 
うち、 どの心でお食べになるんですか。お答え願います。 もしお 答え下さいます 
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ツヒニ餅ヲ徳山ニウラズ〇 

ウラムべシ、数百軸ノ釈王、数十年 
ノ講者、ワブカニ弊婆ノー 問ヲウル 
二、スミヤカニ負処ニオチヌルコト。 

師承アルト師承ナキト、正師ノ室-ート 
ブラフト正師ノ室二入ラザルト、ハル 
力ニコトナルニヨリテカクノゴトシ。 

不可得ノ言ヲキキテハ、彼此トモ-1才 
ナジクウルコトアルべカラズトノミ解 
セリ、サラニ活路ナシ。又ウベカラズト 
イフハ、モトヨリソナハレルユ H 二云 
フナンドオモフ人モアリ。コレヲイカ 
ニモアタラヌコト也。徳山コノトキハ 
ジメテ、 H 二力 V ル餅ウ H ヲヤムルニ 
アタハズトシリ、又仏道修行11ハ必ズ 
ソノ人二逢べキトオモヒシリキ。又イ 
タブラニ経書ニノミカカハレルガ、マ 
コトノチカラヲウべカラザルコトヲモ 
オモヒシリキ。ツヒニ龍潭二参ジテ師 
資ノミチ見成セリシヨリ、マサニソノ 
人ナリキ。ィマハ雲門•法眼ノ高祖ナル 
ノミニアラズ、人中•天上ノ導師也。 


なら餅をお売りいたしましょう。お答えがなければ餅は差し上げられません」 

徳山は茫然として答えなかった。そのとき、老婆は袖を払って立ち去った。 

数百巻の経の註釈者であり、数十年来の金剛経の講師が、見るかげもない老 
婆にしてやられてしまって、ただ一べんの問いに答えることができないで、み 
すぼらしい餅売の老婆の問いに簡単に敗北者となったことは、まことに恨むベ 
きである。 

師について正法を相承する者と、師に教えを受けない者と、正師の1¢に参じ 
て教えを受ける者と受けない者とは、はるかに隔りがあることが、このような 
ことになるのである。「不可得」という言葉を聞いては、誰も彼も同じように 
「得ることはでき得ない」という言葉だけを解していて、さらにこの言葉を体 
得する活きた「はたらき」がない。また得ることができないと解するのは、こ 
の「不可得心」(仏心〕が、自己の本来からの具わっているものだから得ること 
ができないと思う人もある。それも「不可得心」を会取していないのである。 

徳山は、このとき初めて「画にかいた餅は飢を充たすことができない」と知 
り、また仏道修行には必ず正師に逢うべきであることを知った。また，徒、に経 
典の書物だけにかかわっていては真の力を得ることができないことを知った。 
ゆえに龍潭禅師に参じて仏道の人となったのである。雲門文偃禅師や ft ! 贼 mi 
禅師の師であるばかりでなく、天上•人間界の大導師である。 
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コノ因縁ヲオモフニ、徳山ムカシア 
キ ラメ ザル コト ハ、イマミユル処也。 
婆子イマ徳山ヲ杜ロセシムレバトテ 
モ、ニ ソノ 人ニテアラン n トモサダ 
メガタシ。シバ ラク 心不可得ノコトバ 
ヲキキテ、心アルべキニア ラズト バカ 
リオ モヒテ、 カクノゴトクトフ ニテア 
ルラントオボユ。徳山ノ丈夫一ーテアリ 
シカバ、カンガフルチカラモアリナマ 
シ 。カンガフル コト アラバ、婆子ガソ 
ノ人ニテ アリ ケルトモキコユべカ リシ 
カドモ、徳山ノ徳山ニテアラザリシト 
キニテアレバ、婆子ガ ソノ 人ナル コト 
モイマダ シラ レズ、ミエザル也。 

又イマ婆子ヲ疑著スルコト、ユ H ナ 
キニアラズ 。徳山道不得ナ ラン ーー、ナ 
ド カ 徳山ニ ムカゥテ 云ハザル、和尚イ 
マ道不得ナリ、更二老婆二問べ シ 、老 
婆 カヘリ テ和尚 ノタメ 11 イフべシト。 
コノ トキ 徳山ノ問ヲ H テ、徳山ニ ムカ 
ヒテイフ コト アリセバ 、老婆ガマ コト 
ニテ アルチ カラ モア ラ ハ レヌべ シ。 


この因縁を思えば、徳山禅師が、昔日、会得しなかった「不可得心」は、い 
ま会取した「不可得心」である。 

老婆も、そのときは徳山の口を閉じさせていたとしても、真実の仏法を得た 
人であると定めることはできない。いささか「心不可得」という言葉を聞い 
て、心を捉え得ることはできないとばかり知って、このょうに問うたのであろ 
うと S う。 

徳山が、仏道を成就した人であったなら、老婆が仏法を捉え得た人であるか 
否かを知ることができたろうけれども、徳山がいまの悟りを開いた徳山ではな 
かったから、老婆がどんな人であることも知られていない。また聞こえてもい 
ないのである。 

また、いま老婆を仏法を得た人ではないかも知れないと疑うことも、理由の 
ないわけではない。徳山が言い得なかったならば、どうして徳山に向かってこ 
う言わなかったのであろうか。「和尚さま、あなたは私の問いに今お答えがで 
きなかったのだから、この上は私に問いなさい。私が講師となってあなたに教 
えましょう」と。 

もし徳山が問うたとき、徳山のために教えることができたならば、老婆が真 
実の悟りの人である力量も現われたであろう。 
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カク ノゴ トクノ 古人ノ骨髄モ面目 
モ、古仏ノ光明モ現瑞モ、同参ノ功夫 
アリテ、徳山ヲモ婆子ヲモ、不可得ヲ 
モ可得ヲモ、餅ヲモ心ヲモ、把定-ーワ 
ブラハザル ノミニ アラズ、放行ニモワ 
ヅラハザル也。 

イハユル、仏心ハ是三世ナリ。心卜 
三世トアヒへダタル コト 毫釐ニアラズ 
卜雖モ、アヒハナレアヒサル コト ヲ論 
ズルニハ、則チ十万八千ヨリモアマレ 
ル深遠ナリ。イカーーアランカ是過去心 
卜云バ、カレニムカヒテ云フべシ、是 
不可得卜。如何一ーアランカコレ現在心 
トー ムバ、カレ ー ニムカヒテ云， ベ シ、是不 

可得卜。如何一ーアランカ是未来心卜云 
ハバ、カレニ向テ云べシ、是不可得卜。 

云 クノ n n ロハ、 心 ヲシバラク 不可 
得トナブクル心 アリ トハ云ハズ、シバ 
ラク 不可得ナリト云フ心ウベカラズト 
ハイハズ、ヒトへ二不可得卜云フ心ウ 
べシトハイハズ、ヒトへ二不可得卜云 
フナリ。又如何ナルカ過去心不可得卜 
イハバ、生死去来卜云ペシ。如何ナル 


このょうに古人の骨髄も、真の面目も、古仏の光明も、光明の現成も、自己 
と同参同学である修行をすれば、徳山も老婆も、「不可得」も「可得」も、餅 
も心も、把握に捉われないばかりでなく、把住(奪取)•放行(捨棄)にも捉 
われない自由自在の解脱境を体験するのである。これが「心不可得」である。 
さとりの護持である。 

いわゆる仏心とは、過去、現在、未来の三世である。仏心と三世とは同体で 
あって、少しの間隙もない。しかし、離れ相去ることを論ずるときには、相隔 
たることは、無限にちかいぐらい相隔たっているのである。 

だから過去心とは何ですかと問われたならば、彼に向かって答えるべきであ 
る。「これ不可得」と。現在心とは何かと問われたならば、彼に向かって答え 
るべきである。「これ不可得」と。未来心とは何ですかと問われたならば、彼 
に向かって答えるべきである。「これ不可得」と。 

その意味は、心を仮に「不可得」と名付ける心があるということではない。 

「不可得」であると言うのである。得ることができない心を捉えるということ 
ではない。ただ不可得というのである。心は得ることができるという意味でも 
なく、また不可得と名づける心があるというのでもない。ただ不可得であると 
いうのである。この心を得ることができぬというのではない。専ら不可得とい 
うのである。また過去心はなぜ不可得かと問えば「生死去来」と答えるべきで 
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力現在心不可得卜云ハバ、生死去来卜 
ィフペシ。如何ナルカ未来心不可得卜 
云ハバ、生死去来トームべシ。オホヨソ 
牆壁瓦礫ニテ在ル仏心在リ。三世諸 
仏、共11是ヲ不可得ニテ在リト証ス。 
仏心ニテ在ル牆壁瓦礫ノミ在リ。諸仏 
一」一世一一是ヲ不可得ナリト証ス。況ヤ山 
河大地-ーテアル不可得ノ自11テ在ル 
アリ、草木風水ナル不可得ノ則チ心ナ 
ル在リ。又応無所住、而生其心ノ不可 
得ナル在リ。又十方諸仏 ノー 代ノ代一一 
テ八万法門ヲトク。不可得ノ心、其レ 
カクノゴ トシ。 

又大証国師ノトキ、大耳三蔵、ハル 
カニ西天ヨリ到京セリ。他心通ヲエタ 
リト講ズ。唐ノ粛宗皇帝、チナミニ国 
師二命ジテ試験セシムルニ、三蔵ヮヅ 
力-一国師ヲミテ速11礼拝シテ右一ータ 
ツ。国師ツヒニ問、「ナンヂ他心通ヲ 
得リヤィナヤ。」三蔵マウス、「不敢」 
卜。国師ノ云、 r 汝云フべシ、老僧今ィ 
ブレノ処一一力在ル〇」三蔵マウス、「和 
尚是一国ノ師也、ナンゾ西川一一行テ競 


ある。何ゆえに現在心不可得かと問えば「生死去来」と答えるべきである 。 M 
ゆえ未来心不可得かと問えば「生死去来」と答えるべきである。 

すべての存在は仏心であることを、三世諸仏が已に「不可得」なることを証 
明している。仏心である一切のこととしての存在を、諸仏は過去、現在、未来 
の三時に「不可得」そのものであることを証明しておられる。 

ましてや山河大地という「ものごと」は「不可得」それ自体である。草木風 
水すなわち「ものごと」は「不可得」、すなわち心である。また金剛経の「ま 
さに無所住(諸法を実体視しない。無執著の境)にして其の心を生ず」という心も 
不可得である。また十方諸仏が一代のうちで八万の法門を説かれるのも不可得 
の心である。すなわち仏心である。不可得の心とはこういうものである。 

大証国師の教化の時代に大耳三蔵という僧がはるばるィンドから中国にやっ 
て来た。この僧は「他心通」を会得したと自称していた。唐の* fg ?! 皇帝は、 
そのとき国師に命じて試問させられた。 

大耳三蔵は国師を見て早速礼拝して右側に立った。 

国師がそこで「あなたは、他心通を会得していられるそうだが、それは真実 
ですか」と問われる。 

三蔵は恭しく、 r どういたしまして」とお答えした。 

「私は、いま何処にいるか当ててごらんなさい」と国師がたずねる。 



渡ノフネヲミル。」 国師ヤヤ久 クシ テ 
再問ス、「ナンヂ云べシ、老僧今何 
処ニヵ在ル。」三蔵マゥス、「和尚ハ 
一国ノ師也、ナンゾ天津橋ノ上二行 
テ、猢猻ヲ弄スル ヲ ミル。」国師又問、 
「汝云べシ、老僧今何処一一力在ル。」 
三蔵ヤヤ久ク在レ共シルコトナシ、ミ 
ルトコロナシ。国師チナミ-一叱シテ云、 
「コノ野狐精、汝ガ他心通何ノ処二力 
アル。」三蔵、又祗対ナシ。 


カクノゴトクノ事トシラザレバア 
シ、キカザレバアヤシ ミヌ べシ。仏祖 
卜三蔵トヒトシカルべカラズ、天地懸 
隔ナリ。仏祖ハ仏法ヲアキラメテア 
リ、三蔵ハイマダアキラメズ。マコト 
ニソレ三蔵ハ、在俗モ三蔵ナルコトア 


「国師ともあろう貴いあなたが、どうして西川の橋上に行って船の競争など 
をご覧になられるのですか」と三蔵がいう。 

国師は答えなかった。 

国師は、少し間を置いて再び問われた。 

「私は今、何処にいるか当ててみなさい」 

「国師の貴いあなたのようなお方が、どうして天津橋におどっている猿廻し 
などをご覧になっているのですか」と答える。 

そのとき国師は三たび三蔵に問うた。 

「私は今、どこにいるか、当ててごらん」 

国師は三度おなじ質問を繰り返していった。 

しばらく経っても三蔵の答えはなかった。 

国師はそのとき「この野狐め、お前の〈他心通〉はどうしたのか」と。 
三蔵を叱るように詰った。 

このような 「他心通」の有り様は知らなければいけないことであり、聞かな 
ければ疑問は解消しないであろう。仏祖と三蔵とは仏道の修証のはたらきにお 
いては比較にはならない天地の隔りがある" 

仏祖は仏法を明らめていられる。三蔵は仏法を明らめていない。三蔵ぐらい 
の仏道の力量の程度なら、俗人の程度である。例えば文章が功みであるなら、 
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リ。タトへバ文華ニトコロヲエタラン 
ガゴトシ。然アレバ、ヒロク竺漢ノ言 
音ヲアキラメテアルノミニアラズ、他 
心通ヲモ修得セリト云へドモ、仏道ノ 

身心ニオキテハ、 ユメニ モィマ ダミ ザ 
ルユ H 二、仏祖ノ位二証セル国師ニマ 
ミユルニハ、スナハチ勘破セラルル也。 
ィハユル仏道一一心ヲナラフ ニ ハ、万法 
即チ心ナリ、三界唯心ナリ。唯心コレ 
唯心ナルベシ、是仏即心ナルベシ。夕 
トヒ自ナリトモ、タトヒ他ナリトモ、 
仏道ノ心ヲアヤマラザルベシ。ィタブ 
ラ-1西川-一流落スべカラズ、天津橋二 
オモヒワタルべカラズ〇仏道ノ身心ヲ 
保任スベタハ、仏道ノ智通ヲ学習スべ 

シ。 

ィハユル仏道ニハ、尽地ミナ心也、 
起滅ニアラタマラズ。尽法ミナ心也、 
尽心ヲ智通トモ学スべシ。三蔵スデニ 
コレラミズ、野狐ノ精ノミ也。然アレ 
バ、已前両度モイマダ国師ノ心ヲミ 
ズ、国師ノ心一一通ズルコトナシ。イタ 
ブラナル西川卜天津卜、競渡湖猻トノ 


文人として名声を得るようなものである。三蔵は広くィンド、中国の言語を明 
らめているばかりでなく「他心通」をも修得したのであるが、仏道の身心は夢 
にも見たことがないから、仏祖の位にある国師にお逢いして、その正体を見破 
られたのである。三蔵の修得した「他心通」は、仏法の他心通ではないのであ 
る。 

仏道において「心」を修証するということは「あらゆるものごと」は心であ 
る。万法はただ心である。ただ心でない「ものごと」はひとつも存在しない。 
自己も他己も、同じくこれが心であることを誤ってはならない。徒らに西川に 
心を流浪させてはならない。天津橋に心をさまよわせてはならない。仏道の身 
心を保護し任持しようと思うならば、仏心(仏智)の神通(働き)を修証すべき 
である。 

仏道においては森羅万象のすべてが心そのものであり、起滅によって変化す 
ることはなく一切の「ものごと」はすべて、心そのものである。その働きであ 
る。 一切の心が智慧の神通であることも体験すべきである。三蔵はこのことを 
体験していなかった。それは野狐の化けものに過ぎないのである。野狐の化け 
ものであるから、三度にわたる国師の心を体験することができず、国師の心を 
読むことができなかったのである。徒らに西川と天津橋と、船の競技と、猿と 
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ミニタハムルル 野狐 子 也、 イカーーシテ 
力国師ヲ見ン。又、国師ノ在処ヲミル 
ベカラザル 道理 アキラヶシ 。老僧 今イ 
ブレノ処ニカアルト三タビ問 二、 コノ 
コト バヲキカズ。若シキク コト アラバ 
タブヌべシ、キカザレバ蹉過スル 也。 
三蔵若シ仏法ヲナラフ コトアリ セバ、 
国師ノコトバヲキカマシ、国師ノ身心 
ヲミル コト アラマシ〇ヒ ゴロ 仏法ヲナ 
ラハザルガ故 二、 人中 •天上 ノ導師- 1 

ウマレアフへドモ、イタブラニス 
ギヌル也。アハレムべシ、カナシムべ 
シ。オホョソ三蔵入学者、イカデカ仏 
祖ノ行履ニオヨバン、国師ノ辺際ヲシ 
ラン。況ヤ西天ノ論師オョビ竺乾ノ三 
蔵、夕 H テ国師ノ行履ヲシルべカラズ。 
三蔵 ノシランコト ハ、天帝モシルベシ、 
論師モシルベシ。論師•天帝シランコ 
卜、処補ノ智カオヨバザランヤ、十聖 
三賢モオヨバザランヤ。国師ノ身心ハ、 
天帝モシルべカラズ、補処モイマダア 
キ ラメ ザル也。 


に戯れる野狐である。その野狐がどうして国師の心を看破することができよう 
か。また国師の心の処在を探り当てようか。 

道理は明らかである。「老僧はいま何処にいるか」と三度問われたのにもか 
かわらず、その言葉を看破ることができなかった。 もし 国師の言われることを 
看破することができたならば、国師に仏法の道理を尋ねるであろう。看破する 
ことができないから見過してしまうのである。三蔵が もし 仏法を修証したこと 
があったならば、国師の言葉を了解したであろう。国師の身心を了解したであ 
ろう。平生、仏法を修証したことがないから、人間界.•天上界の衆生を教導す 
る正師に生きてお逢いすることができたのであるけれども、徒に見過して し 
まったのである。 

あわれむべきであり、悲しむべきである。 およそ、 経、律、論の三蔵(三っ 
の仏典)を学び学習す るの みの仏典学者は、どうして国師の道を体験すること 
ができようか。まして国師の境地の一片をも知るよしもない。またィンドの仏 
典学者などは、絶対に国師の仏の心、仏の行のあり方を知るはずはない。大耳 
三蔵の知っていることは、帝釈天も知っているであろう。仏典学者も知ってい 
よう。仏典学者や帝釈天の知っていることを、菩薩の智慧の力が及ばないこと 
があろうか。聖者、賢者が及ばないことがあろうか。国師の身心は、帝釈天で 
も知ることができない。補処(仏になる一歩手前の菩薩の地位)の菩薩といって 
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身心ヲ仏家一一論ズルコト、 カク ノゴ 
トシ。シルべシ、信ズべシ、我ガ大師 
釈尊ノ法、ィマダニ乗•外道等ノ野狐 
ノ精ニハオナジ カラ ザル也。 

然アル- 1、 コノー段ノ 因縁、 フルク 
ヨリ 諸代ノ尊宿 オノオノ 参究 スル ニ、 
ソノ話ノコレリ。 

僧アリテ趙州—トフ、「三蔵ナニト 
シテカ第三度一一国師ノ所在ヲミザル。」 
趙州云、「国師在 J 二蔵鼻孔上 ~ o 所以 
不，見。」 


又僧アリテ玄沙問、「既在，，鼻孔上ハ 

シテカナニトル ク ダナリダキガ 

為，甚不レ見。」玄沙云、「只為二太近ご 


海会端云、国師若在，，三蔵鼻孔上一 

ランナニ ノキコトカ 

有 U 什麽難4 


も、未だ明らめていないのである。 

仏家の身心を論ずるならば、このようである。知るべきであり、信ずべきで 
ある。わが釈尊の法は、未だ二乗の人びとや外道などの野狐の化物にもなるベ 
き徒輩の法とは同一のものではないのである。 

しかし、この一場の因縁についての話は、昔から諸仏祖の高徳の僧がおのお 
の参究されて、その話が今日に伝わっている。 

ある僧が、趙州禅師に問うた。 

「三蔵は どうして 三度目に、国師のいる処を観察できなかったのですか」 
この問いに対して趙州は、 

「国師は三蔵の鼻孔の上にいられたから見ることができなかったのである」 
と答えたのである。 

また、ある僧が玄沙宗一大師に問うた。 

「すでに鼻の上に坐っているから見えない という ことは、 どういう ことです 

か」 

「余り近すぎるからさ」と玄沙の返事である。 

これについて、海会守端和尚が批評して、 

「国師がもし鼻の上に坐っていたなら、どうして見えないのであろうか」と 
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又玄沙、三蔵ヲ徴シテ云ク、汝道、 
前両度還見麽。 

雪竇顕云、敗也、敗也。 


又僧アリテ仰山二問、「第三度、ナ 
ニトシテカ三蔵ヤヤヒサシクアレド国 
師ノ 所在 ヲミ ザル。」仰山云、「前両度 
是渉境心、後入，，自受用三昧一所以不 
見。」 


コノ 五位ノ尊宿、ソノトモニ諦当ナ 
レドモ、国師ノ行履ハ蹉過セリ。ィハ 
ユル第三度シラズトノミ論ジテ、前両 
度ハ知レリトユルスーー似タリ。是即チ 
古先ノ蹉過スル処也、晚進ノシルべキ 
ナリ。 

興聖今五位ノ尊宿ヲ疑著スルコト、 
両般アリ。 一ニハ 云、国師ノ三蔵ヲ試 
験スル意趣ヲ シラ ズ。ニニ ハ 云、国師 
ノ身心ヲ シラ ズ。 シバラク 国師ノ三蔵 


また玄沙大師が、この三蔵を責めての批評に言う。 

「尊公、言うて見なさい。前の二度とも国師の心を見透したのか」と。 

雪竇明覚禅師が三蔵を批判して、 

「二度目も三度目の観察も、全く失敗だょ」 

またある僧が、仰山慧寂禅師に問うた。 

「三度目の国師の質問に、どうして三蔵はしばらく経っても国師の心を看破 
できなかったのか」と。 

仰山は、 

「前の両度は心意識の〈働き〉のために、後は自受用三昧、すなわち〈仏心 
の働き〉のために見ることができなかったのだ」と。 

この五人の高徳の僧の批判の言は、すべてこの因縁の的を当ててはいるけれ 
ども、国師の行動を見過している。と言うことは、三度目は国師の心の所在を 
知らなかったことだけを論じて、前の両度は国師の心の所在を三蔵が知ってい 
たと認めるょうで ある。 これは古仏も先徳も見通していられるところで ある。 
後進で ある 私の知りたいところで ある。 

私は、いま五人の古徳の言に、二つの疑問がある。一つには、国師が三蔵を 
検問する趣意を知らない。二つには、国師の身心を知らない。 

ここに国師が三蔵を試験する趣意を知らないと言うのは、第一番に、国師が 
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ヲ試験スル意趣ヲ不知トイフハ、第一 
番二国師云ク、汝道老僧即今在什麼処 

卜問ココロハ、三蔵若仏法ヲシ レリ ヤ、 
イマダシラズヤト試問スルトキ、三蔵 
モシ仏法ヲ聞コトアラバ、老僧今在，一甚 
麼処ートキクコトバヲ、仏法ニナラフべ 
キ也。仏法-ーナラフト云フハ、国師ノ 
老僧今イヅ レノ 処一 一カ アルト云フハ、 
這辺ニアルカ、那辺一ーアルカ、無上菩 
提一ーアルカ、般若波羅蜜-1アルカ、空 
二カカレルカ、地二立テルカ、草庵二 
アルカ、宝所ニアルカト問也。三蔵コ 
ノ心ヲ不知、イタブラーー凡夫二乗等ノ 
見解ヲタテマツル。国師カサネテ問、 
汝道老僧即今在什麼処。ココニ三蔵更 

ニイタヅラノコトバヲタテマツル。国 

師カサネテトフ、汝道老僧即今在甚麼 
処。トキ-ニニ蔵ヤヤヒサシクアレドモ 
モノイハズ、ココチ茫然ナリ。チナミ 
二国師肌三蔵ヲ叱シテ云、這野狐 
精、他心通在甚麽処。カクイフニ、三 

蔵ナホ云フ コト ナシ。 


言われたところの「あなた、言いなさい。私はいま何処にいるのか」と。 

この言葉の趣旨は、三蔵が仏法を明らめているか明らめていないかとの試問 
であるのに、三蔵がもしも仏法を参究していたならば国師の「老僧はいま何処 
にいるか」と問う言葉を、仏法そのものと看破するべきである。 

仏法そのものというのは、国師が老僧はいま何処にいるというのは、此処、 
すなわち娑婆国土に在るのか、彼の処、すなわち仏の国土にいるのか、無上の 
菩提の境地にいるのか、般若波羅蜜に在るのか、空にいるのか、地にいるの 
か、草菴にいるのか、現実の成仏道場にいるのか、と問われたのである。 

三蔵はこの趣旨を了解しないで、徒に凡夫の見解、二乗の徒輩の見解を申 
し上げたのである。 

国師が二度、重ねて問われた。「三蔵、私はいま何処にいるのか」の問いに 
対して、三蔵は無益の言をベラべラしゃべりまくった。 

それにもかかわらず、三度目に国師は親切に重ねて問われた。 

「老僧は、 いま 何処に いるのか」と。 

このときに三蔵は、しばらく時が経っても一言もなく、茫然としていた。 

そのとき国師は、三蔵を叱って言われた。 

「この野狐の化物め、お前の他心通は何処にいってしまったのか」と。 

このょうに言われたのに、三蔵はなお一言も言わなかった。 
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ツラツラコノ因縁ヲオモフニ、古先 
トモニオモハクハ、今国師ノ三蔵ヲ叱 
スルコト、前両度ハ国師ノ所在ヲシル 
トイへドモ、第三度シラザルガユエニ 
叱スルナリト。然カニハアラズ。オホ 
ヨソ三蔵ノ野狐ノ精ノミニシテ、仏法 
ハ夢也未見在ナルコトヲ叱スルナリ。 
前両度ハシレリ、第三度ハシラ y ルト 
ハ云ヌ也。叱スルハ您ジテ T 一一蔵ヲ叱ス 
ル也。国師ノココロハ、マブ仏法ヲ他 
心通卜云コトアリヤイナヤトモオモ 
フ。又タトヒ他心通卜云トモ、他モ仏 
道ニナラフ他ヲ挙スベシ、心モ仏道二 
ナラフ心ヲ挙スべシ、通モ仏道ニナラ 
フ通ヲ挙スべキニ、今三蔵イフトコロ 
ハ、カッテ仏道-ーナラフ処ニアラズ、 
イカデカ仏法トイハント、国師ハオモ 
フ也。試験スト云フハ、タトヒ第三度 
云フ処アリトモ、前両度ノ如クアラ 
バ、仏法ノ道理ニアラズ、国師ノ本意 
ニアラザレバ、叱スべキ也。三度問著 
スルハ、三蔵モシ国師ノコトバラ聞ク 
タビヤアルト、カサネテ問著スル也。 


よくよくこの次第を考えるのに、五人の先徳の考えでは、いま国師が三蔵を 
叱責されたのは、前の両度は国師の心の所在を知っていたが、三度目は知らな 
かったから叱責せられたのであると。そうではないのである。すべて、三蔵 
は、ただ野狐の化物であるのみであり、仏法を夢にも見たことが無いことを叱 
られたのである。前の両度は知り、三度目は知らなかったとは言っておられな 
い。叱るというのは全部の三蔵を叱るのである。 

国師の趣旨は、先ず仏法を他心通と言うことがあるかどうか、と思われた。 
また、たとえ元来「他心通」と言っても、「他」も仏道と一如である「他」を 
取り上げるべきであり、「心」も仏道と一如である「心」を取り上げるべきで 
あり、「通」も仏道と一如である「通」を取り上げるべきであるのにもかかわ 
らず、いまの三蔵の言葉には、一つも仏道と一如のところは無い。どうしてこ 
のような「他心通」を仏法と言うことができようかと、国師は思われたのであ 
る。 

検問するというのは、たとえ三度目の言葉が仏道にかなっていたとしても、 
前の両度のようであるならば仏法の道理ではない。したがって国師の本意にも 
かなわないから、叱責すべきである。三度に問われたのは、三蔵が万一にも、 
国師の試問の言葉を看破して聞くことができたかも知れないと思われて、重ね 
て問われたのである。 
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ニニ国師ノ身心ヲシラズト云ハ、イハ 
ユル国師ノ身心ハ三蔵ノシルべキニア 
ラズ、通ズベキニアラズ。十聖三賢才 
ヨバズ、補処•等覚 ノア キラムルニア 
ラズ、凡夫ノ三蔵イカデカシラント。 

コノ道理、アキラカニ決定スペシ。 
国師ノ身心ハ三蔵モシルベシ、オヨブ 
べシト擬スルハ、オノレスデニ国師ノ 
身心ヲシラザルニヨリテ也。他心通ヲ 
エントモガラ、国師ヲシルべシト云ハ 
バ、二乗更二国師ヲシルべキカ。シカ 
アルべカラズ。二乗人ハタエテ国師ノ 
辺際ニオヨブべカラザル也。今大乗経 
ヲヨムニ乗人オホシ、カレラモ国師ノ 
身心ヲシルべカラズ。又仏法ノ身心、 
夢ニモ見ルべカラザル也。タトヒ大乗 
経ヲ読誦スルニ似タレドモ、マタクカ 
レハ小乗人也トアキラカニシルべシ。 
オホヨソ国師ノ身心ハ、神通修証ヲゥ 
ルトモガラノシルべキニアラザル也。 
国師ノ身心ハ、国師猶ハカリガタカラ 
ン。故如何。行履ヒサシク作仏ヲ図 
セズ、ュ H -1 仏眼モ覷不見ナリ。去就 


第二に、国師の身心を知らないことである。国師の身心は、三蔵の了解体得 
するところではない。聖者•賢者も及ばない。補処の菩薩も、等覚の菩薩も、 
明らめていない身心である。凡夫の三蔵が、どうして究明する道理があろうか 
ということである。 

大衆らはこの道理を、明らかに体得すべきである。国師の身心は三蔵も知る 
ことができる、体得することができると考えるのは、そう考える人自身が、国 
師の身心を知らないからである。他心通を会得した人は、国師の身心を了知す 
ることができるというならば、声聞、縁覚の二乗の徒輩でも、国師の身心を知 
るというのであろうか。そのょうなことはない。二乗の人では、絶対に国師の 
身心の境界は体得できぬのである。いま大乗経を読む二乗の人は多くいる。彼 
らも国師の身心を体得する者はない。ましてや仏法の身心は、夢にも見ること 
ができないのである。たとえ大乗経をば読むにしても、形は似てはいるが、そ 
の行いにおいては、実は彼らは小乗の行いの人々であることを明らかに知るベ 
きである。 

おょそ国師の身心そのものである仏法の身心は、外道、二乗の聖者たちの 
「他念通」などの修行をした者らの知ることのできるものではない。国師の身 
心は、国師自身でさえも思量し難いであろう。そのゆえは如何となれば、国師 
の修証は永久に、仏になる目的のためでない「身心脱落」の境地にあるのであ 
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シ 


ハルカ-一窠窟ヲ脱落セリ、籠羅ノ拘牽 
スべキニアラザル也。 


イマ五位ノ尊宿、トモーー勘破スべ 


趙州云、国師ハ三蔵ノ鼻孔上ニアル 
ユ H 二見ズ。 

コノ話、ナニトカイフ。本ヲアキラ 
メズシテ末ヲ云フニハ、カクノ如クノ 
アヤマリアリ。国師イカニシテカ三蔵 
ノ鼻孔ノ上ニアラン、三蔵イマダ鼻孔 
ナシ。又国師卜三蔵、アヒミルタヨリ 
アルニ似レドモ、相近ミチナシ。明眼 
ハマサニ辦看スペシ。 

玄沙云ク、只為太近。 

マコトニ太近ハサモアラ、、ハアレ、ア 
タリニハアタラズ。イカナルヲカ太近 
イトフ、ナニヲカ太近卜挙スル。玄沙 
イマダ太近ヲシラズ、太近ヲ参ゼズ。 
仏法-ーオキテハ遠之遠矣。 


る。それだから、仏眼をもってしても、その身心を量り知ることはできないの 
である。その 日々 の行いの 一々 は、迷悟の窠窟を遠離した脱落身心の仏の境地 
そのものである。 

ここで、いまの三蔵と国師との対談について、五人の高僧がたは批評してい 
るが、真意を知らねばならない。 

趙州は、「国師は三蔵の鼻孔上にいるから見えぬ」というのであるが (4 犯は 
本来の本分事の換語、仏心をいう)、小乗の部類の三蔵に仏心の鼻孔があるはずが 
ない。 

国師の仏心なる鼻孔がどうして、三蔵のない鼻孔上にあるなどということが 
あり得ようか。それに本分事の鼻のない三蔵に、国師の本分事が相見すること 
も考えられない。も L 両者の相見が許されるなら、それは国師の肉体的な鼻 
孔と三蔵の鼻孔との対面で、国師の仏身心と、仏心のない三蔵とが対面してい 
るに過ぎない。三蔵が国師と通ずるものはない。趙州もこの辺について、仏道 
の真意を勘破し徹見すべきではなかろうか。 

玄沙大師の言葉の「甚だ近す ぎる ために見えない」 との 批評は、全く的はず 
れ である。 「甚だ近い」 ということは 何の ことか。 

この見ることの参究が足りない。この語は仏道の道理に余りにも遠いという 
べきである。 
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仰山云、前両度渉境心、後入自受用 
三昧、所以不見。 

コレ 小釈迦 ノホマレ 西天ニ タカタヒ 
ビクト雖モ、コノ不是ナキニアラズ。 
相見ノトコロハ必ズ渉境ナリト云ハ 
パ、仏祖相見ノ処ナキガゴトシ、授記 
作仏ノ功徳ナラハザル ー I 似タリ。前両 
度ハ実-ニーー蔵ョク国師ノ所在ヲシレリ 
トイフ、国師ノー毛ノ功徳ヲシラズト 

イフべシ。 


玄沙ノ徴一一云ク、前両度還見麽。 
コノ還見麼ノー 句、イフべキヲ云フ 
二似リトイへドモ、見如不見卜云ハン 

トス。ュ H 二是ニアラズ。 


コレヲキキテ、雪竇明覚禅師云ク、 
敗也、敗也。 

コレ玄沙ノ道ヲ道トスルトキ、シカ 
云フべシ。道ニアラズトセントキ、シ 
カイフべカラズ。 


仰山禅師の批評は、前二度は心意識の分別心であり、後の場合は自受用三昧 
(仏心)に住しての心境の故に見えないというのは正しくない。 

仰山は、この語を梵語に訳してィンドに伝えたなら「小釈迦」と称せられた 
であろう。惜しむらくは、この批評は正しくない。 

大耳三蔵が国師と相見(前両度は国師の心をとらぇたとする相見)の場合、渉境の 
心(認識.意識)であるというなれば、仏祖に相見するところは全くないのであ 
る。したがって仏祖から将来は悟りを得る予言である「授記」の功徳も、悟り 
を体験するという功徳ももちろん同様にない。 

前の両度は、真実に三蔵が、よく国師の所在を知っていたと言うのは、国師 
の身心の功徳を、ほんの少しも知らないと言うべきである。 

玄沙の誤ちを咎める言葉の r 前の両度も、国師の心の所在を見るや否や」と 
言う、その中の「また見るや否や」の一句は、言うべきことを言っているよう 
であるけれども、見ると見えないと一如であることを言おうとしている。この 
言葉も、適当ではない。 

この言葉を聞いて、雪竇明覚禅師のいう「一度目も、二度目も、すべて全 
敗だ」というのも、玄沙の言葉を適当な言葉とするときに、このように言うこ 
とができる。 

不適当な言葉であるときには、このように言ってはならない。 
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海会端云ク、国師モシ在 t 一一蔵鼻孔 
上ハ有二什麼難見-0殊不レ知、国師在，一 
三蔵眼睛裏—〇 

是又第三度ヲ論ズル也。前両度モミ 
ザル コト ヲ呵ス べキヲ 呵セズ 、イカ ン 
ガ国師ノ鼻孔上ニアリ、眼睛裏ニアリ 

トモ シラン。 

五位ノ尊宿、何レモ国師ノ功徳一ーク 
ラシ、仏法ノ辦道チカラナキニ似夕 
リ。シルべシ、国師ハ即チー代ノ仏 
也、仏正法眼蔵アキラカ-一正伝セリ。 
小乗ノ三蔵•論師等、サラニ国師ノ辺 
際ヲシラザル、 コノ 証 コレ ナリ。他心 
通 トイフコト、 小乗 ノイフ ガ如キハ、 
他念通トイヒヌべシ。小乗ノ三蔵ノ他 
心通ノチカラ、国師ノー毛端ヲモ半毛 

端ヲモシルべシトオモヘルハアヤマリ 

也。小乗ノ三蔵、スべテ国師ノ功徳ノ 
有所在ミルべカラズト、一向ナラフべ 
キ也。タトヒモシ国師サキノ両度ハ所 
在ヲシラルトイへドモ、第三度-ーシラ 
ザランハ、三分二両分ノ能アラン、叱 


海会守端禅師のいう「国師がもし、三蔵の鼻孔の上にいるならば、どうして 
見難いことがあろうか。とりわけて国師が、三蔵の眼の中にいることを知らな 
いから、見ることができないのである」と。 

かくいう言葉も、これまた三度目を論ずるものである。前の両度も、三蔵が 
国師の身心を見ていないことを咎めねばならないのに咎めないで、どうして国 
師が三蔵の鼻孔の上に在り、眼の中にいることを知ることができょうか。 

これらの 五人の古徳は、どの人も国師の身心の働きを十分に体得していな 
い。仏道修行の力量が足りない人に似ている。 

知るべきである。国師は当代の仏である。釈尊の正法眼蔵を明らかに正伝さ 
れた人である。小乗の仏典学者らが、国師の身心の境地を知らないことの証明 
がこの因縁である。小乗の人々のいう「他心通」は「他念通」とでもいったら 
ょかろう。小乗を学んだ三蔵の他心通の力量では、国師の身心の分厘でも、半 
厘でも知ることができると思うのは大きな誤りである。小乗の三蔵では、すべ 
て国師の身心の働きを見ることができないそのことを、ひたすらに参究すべき 
である。 

たとえもし 国師が三蔵に前の両度はその所在を知られた としても、 三度目に 
知らなければ、三つのうち二つが適合する能力があるなら、叱責すべきではな 
い。たとえ 叱責 するとしても、 全部欠けたのではないから、欠けた ところを 補 
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スべキニアラズ。タトヒ叱ストモ、全 
分鄘闕ニアラズ。コレラ叱セン、タレ 
力国師ヲ信ゼン。意趣ハ、三蔵スべテ 
イマダ仏法ノ身心アラザルコトヲ叱セ 
シナリ。五位ノ尊宿、スべテ国師ノ行 
李ヲシラザルニ ヨリ テ、カクノゴトク 
ノ不是アリ。 

コノユヱニ、イマ仏道ノ心不可得ヲ 
キカシムルナリ。コノー法ヲ通ズル n 
トエザラントモガラ、自余ノ法ヲ通ゼ 
リトイハンコト信ジガタシトイへド 
モ、古先モカタノ如ク将錯就錯アリ 

トシルべシ。 

アルトキ、僧アリテ国師二問、「イカ 
ニアランカコレ古仏心。」国師ノ云ク、 
「牆壁瓦礫。」 

n レモ心不可得也。 


アルトキ、 僧 アリテ 国師二問、 「イカ 
アラン カコレ諸仏常住心。」国師云 
、「幸遇，，老僧参内 r ° 
n レモ不可得ノ心ヲ参究 スル ナリ。 


うように教示されるはずである。それを叱責するならば、何人も国師の言葉を 
信じないであろう。国師の叱責せられた趣旨は、三蔵に未だ仏道の身心を体得 
していないことを叱られたのである。 

五人の古徳は、すべて、国師の実践躬行のあり方を知らないから、このよ 
うな適切でない言説があるのである。 

この ゆえに、いま仏道の「心不可得」を論ずるのである。 

この一法に通達することができない人々が、万法に通達するということは信 
じ難いけれども、古仏も先徳もこのように誤り、さらに誤りを重ねて行くこと 
があると知るべきである。 

あるとき、僧が国師に問うた。 

「古仏心とはどのような心ですか」と。 

国師が言われた。 

しようへきがりやく 

「牆壁瓦礫だ」と。 

古仏心も瓦礫も森羅万象すべて心不可得である。 

あるとき、僧が国師に問うた。 

「諸仏の常住心とは何ですか」と。 

「さいわいにもお前は、宮中に参内する私に出会ったようなことだ一と。 
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参内は天子の勅命で絶対的な ことで あり、諸仏の「常住心」も絶対である こ 
とをこのように いわれたのである。 

これも不可得の心の参究である。 

帝釈天が、あるとき国師に問うた。 

r どうしたら、煩悩の繫縛を 解脱す ることができるでしょうか」と。 

国師が言われた。 

「天子といえども仏道を修行して、初めて煩悩の繫縛を解脱することができ 
る」 と。 

帝釈天が重ねて問うた。 

「仏道とは何のことですか」と。 

国師が言われた。 

「われわれの日常生活の行動の一つ一つが仏道(心不可得)そのものだ」と。 
帝釈天がたずねて言った。 

「その日常生活の一つひとつの行動が、平常心だと言うことがよく解りませ 
ん」と。 

国師は、指で示されて言われた。 

「ここの 般若台が造次心 (造次はあわただしい心、平常の心) だ。 あそこの 真珠 
網が、造次心だ」と。 


天帝釈、アルトキ国師二問、「イカニ 
シテカ有為ヲ解脱セン。」国師ノ云ク、 
「天子修道シテ有為ヲ解脱スべシ。」天 
帝釈カサネテ問、「イカナランカ！ n ^。」 
国師云ク、「造次心コレ道。」天帝釈云 

ク、「イカナランカコレ造次心。」 
国師、ユビヲモツテサシテ云、「這箇 
是般若台、那箇是真珠網。」天帝釈礼 
拝ス。 
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オホョソ仏道一一身心ヲ談ズルコト、 
仏仏祖祖ノ会11オホシ。トモ-ーコレヲ 
参学センコトハ、凡夫賢聖ノ念慮知覚 
ニア ラズ。心不可得ヲ参究スペシ。 


帝釈天は仏道を初めて了解して礼拝した。礼拝も心であるというのである。 
すべて仏道において身心の ことを 談ずる ことは、 仏祖方の説法会に多くあ 
る。 この 身心を仏祖 方と同じく 参究する ことは、 凡夫や修行中の二乗の 聖者、 
賢者の慮知、分別心の参究ではない。ただ「心不可得」を参究すべきである。 


正法眼蔵心不可得 

仁治二年辛丑夏安居日、書，，于興聖 
宝林寺—〇 


正法眼蔵第八 別本心不可得 

かのとうし 

仁治二年辛丑夏安居の日、興聖宝林寺にて書す。 
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正法眼蔵第二十六 別本仏向上事 


洞山悟本大師ノ云、スべカラク仏向 
上ノ事アル コトヲシ ルべ、ノ 
事アル コトヲシリテ、 正二語話ノ分ア 

ルベシ a 


語話ノ分卜云ハ、転法輪ノ分也。マ 
コトニ 仏向上ノ事ヲ シラ ザレバ、ィタ 
ヅラー ートドコホリテ、 仏向上11透脱ス 
ル コト ナシ。モシ透脱セザレバ、魔界 

ヲコユルコトナシ。スデニ 仏 ニ オ ヨブ 
ミ チヲ エン ヨリ、スミヤカニ 凡夫 ノキ 
ハヲィブル 也。 ソノ ミチ、通達 セル 人 
マレナリ。又シルべカラザレバ、ィヒ 
テサシオクべキニハアラズ。マコトア 


洞山悟本大師がいわれた、 

「仏向上の事のあることを知らねばならない」との言葉は、仏向上の事があ 
ることを知る人は、すなわち仏向上人になって初めて「仏の語話」を了解する 
ことができるといぅ意である。仏向上の事とは、仏に至り、さらに仏を見るこ 
とである。すなわち仏と成って仏の境界にも住まらないで、その上に仏と相 

けん 

見することである。 

仏の語句といぅのは、仏の転法輪(説法)のことである。すなわち説法のこ 
とである。まことに仏向上の事を了解し体得しなければ、徒に仏に成ること 
に執われて仏向上の事に透脱することはない。もし透脱(解脱)しなければ、 
迷悩に執われている境界を超越することもない。すでに仏に到る迷妄の道を体 
験したとき、直ちに凡夫の境界を超出するのであるが、その道に通じ達した人 
は極めて少ない。 

しかしながら仏向上の事を知ることは、不可能だといって捨てておくべきで 



ルココロザシヲシテ、マコトニアキラ 

メタル善知識一一参学スレバ、カナラズ 

オヨブトコロアルナリ。コノユヱニ洞 
山ハ、スべカラクシルべシトハヲシユ 
ル也。ソノココロノオモハクハ、タト 
へバ仏ニオヨブ仏ハ、キノフマチシ仏 
ニテ、今日ノ仏ハアリケルト、サトラ 
レヌナリ〇ケフノホトケハ、ケフノミ 
ニアラザリケルト、仏-ーシラセユク 
ヲ、仏向上ノ事トイフ〇コノトコロヨ 
リゾ 、トクトコロモ、マコトアル語話 
ニテハ、トカルルトイフハ、イマニイ 
タルマデモノガレズ。語話ニテトカル 
ルコトノヤマザル、昨日ノ昨日ナガ 
ラ、コトバニテアルナリ。又向上ノ事 
ニテシリ、向上ノ事ニテキクトキ、ゥ 
ルコトアル法輪ノ、ヮレラコトバトシ 
テ大小ヲトキ、法輪ノヮレトシテ語話 
ノ分ヲアラシムル仏向上ノ事アリ。 


もない。仏道を得ることをねがい求めるまことの心があって、真に仏道を体得 
した善知識(正師)に随って参学するならば、必ず仏道を体得することができ 
るからである。だから洞山高祖は、「仏向上事を知らねばならぬ」と教えられ 
たのである。その洞山大師の御言葉の真意は、「たとえば仏に及ぶ仏は、昨日 
待ちし仏にて、今日の仏は今日の仏にぞありける」と悟ることである。今日の 
仏は今日の仏の固定的な仏でなく、仏にとらわれず安住しないことが仏向上の 
事というのである。仏向上の事あるを知って、初めて今日の仏が現成すること 
を悟らねばならないと教えられたのである。衆生は人々に仏性を本具している 
が、修行しなければその仏性は現われないといわれたのである。今日の仏は今 
日だけの仏ではなく、過去も仏であり、今日も仏であり、未来も仏であること 
を覚知して、自己仏が自己仏に知らせて修行してゆくことを仏向上事というの 
である。この境地に至ってはじめて、説く人の語話が真実の語句となり、説か 
れる人もその語話を 聞く ことができるというのは、昔から今に至る仏祖正伝の 
真理であって、この真理を逃れるものは一物もない。この境地に至れば「あら 
ゆるものごと」が法を説いて寸時もやむことはない。雨の音も、竹の響きも、 
華の開くの も、 みな仏の説法である。昨日の未悟のわれ も、 今日の成仏のわれ 
も、また仏の説法に漏れることはない。ただ昨日のわれは仏向上の事を知らな 
かっただけである。 
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仏 ノト キタマハク、仏転法輪ハ、声 
色ノ塵ニハアラズ。 

イ ハク ノコ コロハ、仏法ハモ トヨ 
リ 、教行証 トモ ニ、 ハジメヲハリニカ 
カハレルニアラズ、又イマニソマザル 
也。シカアレバスナハチ、仏ノ声ヲシ 
リ、仏 ノコ トバヲナラフべシ。イハユ 
ルホトケハ、 ソノ 声オヨバザルトコロ 
ナク、オヨバザルモノナシ。又ハジメ 
ヲハリニカカハレ テ、凡夫•二乗•外 
道等ニヒトシキニハアラズ。声ノウ チ 
二成道シ、声 ノウチ ニヒカリヲハナ 
ツ、ミヨリ サキニ 声 ヲアゲ 、ミノ ノチ 
二声ヲキコユルコトモ、ヒトリホトケ 
ノミソ ナヘ タ マフ。シカアレバ、 生死 
去来 ノ仏 音声 ヲ通ズルアリ、 風雨水火 


自己と仏の説法が一つのものとなったことを仏向上の事といぅのである。ま 
た仏向上の事を知り、仏向上の事を聞くとき、すなわち仏道を体得したとき、 
自己が仏の説法と一つのものになったとき、森羅万象の「あらゆるものごと」 
が、仏の説法としての自己、絶対平等の真理そのものになりきって、仏の語話 
を 聞く ことができる。これが仏向上事である。 

釈尊がお説きになられた。 

仏の説法は「ものごとに執われた境界では聞くことができない」と。 

仏の御言葉の真意は、仏法はその教えもその修行もその悟りもすベて初めの 
発心より終りの菩提を成就するに至るまでの、初め終りにはかかわりないもの 
で、発心も修行も菩提もすベて一つのものである。また現在にかかわらないも 
のである。過去も現在も未来もすベて「今」である。このよぅであるから、仏 
の声を知り、仏の言葉を修習すべきである。仏向上事を知り、仏語を聞くこと 
のできる仏向上人となるべきである。そのとき初めも中も後も過去も現在も未 
来も一つのものであることを知り、聞き、見ることができるのである。釈尊の 
いわれる仏は、その声の及ばない処はなく、及ばない「ものごと」はない。ま 
た初め終りにかかわるところの凡夫.二乗•外道などの教行証とは同じではな 
い。声を聞くときに成道し、声を聞くとき仏光明を放ち、身より先に声を出す 
ことも、身の後に声を聞くことも、ただ仏のみがなすことができるのである。 
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ノ仏音声ヲアグルアリ。廚庫山門ノ、 
ヒロ ク 其声ヲ開演 シ 、僧堂仏殿、タカ 
クソノ 声ヲ重説ス〇シ カノ ミ11 アラ 
ズ 、諸 法イブレモ コノ 仏音声ノナカバ 
ヲキカシメ、三界 オノオノコノ 仏音声 
ノ少許ヲワスレザルナリ。タレカ若退 
若出- ー ワヅラ ハン。 オノ ブ カラ錯ア 
リ 、讓 アル コト ナシ 。オ ホヨソホトケ 
ノ声ヲキ クニ ハ、ミミシテキキ、マナ 
コシ テモキキ、乃至ネブレルナカ、サ 
ムルアヒダ、六根イヅレモ仏音声ヲキ 
コエ ザル コト ナシ。又法界ノウ チ ニモ 
トニ モ、イブレノ トコ ロノ往来ニモ、 
往来ノイブレノ トコ P モ、仏音声ノナ 

キトコロハ、イカ11モアルべカラズ。 
トコロニモアリ、トキニモアリ。又仏 

音声ハ、声シテ声ヲトキ、声シテ声ヲ 
キク コトワリ アリ。又 ホトケノコト パ 
ノテイタラクトシテ、士尸ヲハナレテト 
クコトナク、全声一ートカレテー語両句 
アリ、一語両句二全声キコェザル コト 
ナシ。コノ声 ノト コロニ、ツクサズキ 
ハメザル コト ナシ。タトヒ人ニテモ、 


このようであるから、生死、去来が仏の音声それ自体であることもある。風 
雨、水火が仏音声を出すこともある。厨庫も山門も、弘くその仏声を開演し、 
僧堂も仏殿も、高くその仏音をくりかえして説いているのである。それのみで 
なくあらゆるものごとはすべて、この仏音の一個半個を説いているのである。 
全宇宙のあらゆるものごとが、この仏音声の一個半個を忘れずに記憶して説い 
ているのである。溪声も山色も、そめ他一切のものごとが仏法を説くことは、 
寸時もやすむことがない。あるいはこの説法を聞くことを拒否して退出するも 
のがあろうとも、そのようなことにはかかわらず法を説くのである。この無情 
の説法には、自ら誤りも間違いもない。総じて仏の声を聞くには、仏の耳で聞 
き、仏の眼で聞き、または眠りのなかに聞き、目をさまして聞くのである。す 
なわち、眼.耳.鼻•舌.身•意の六つの感覚と意識にて仏の声を聞くのであ 
る。これらの六根のなかで仏の音声が聞えないところは一つもない。また全宇 
宙のなかにおいても、またありとあらゆる処においても、仏の音 H 尸の聞えない 
ところは一つもない。何処の処にも存在し、いずれのときにも存在するのであ 
る。また仏音声は声をもって声を説き、声をもって声を聞く道理がある。仏の 
音声と、聞く自己とが一つのものになって聞く聞えないを超越した仏の説法と 
なる境地が、仏法の究竟のところである。 

また仏の言葉の「あり方」は常に声をはなれて説くことはない。すなわち仏 
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タトヒ物ニテモ、ワレハ会セザラン、 
コレハツクサザラント、ノガレンコト 
ヲモトムル音声、サラニアルべカラ 
ズ。カクノゴ トクノ 仏語、オモヒニモ 
ヨホサレテトカルル ー I ハアラ；^。音声 
ニトカレテ、オモヒニ音声モア 
リ。半ヲトキ全 ヲトク ニ、シタシカラ 
ズ、アキラカナラズトイフコトナシ。 
百草トモニアキラカナルノミニアラ 
ズ、祖師ノココロモアキラカナリ 。 n 
トノホ トリ ヨリ、 物ノキハヲ究尽セン 
トスルコトナシ。作ヨリッタハレテ、 
n トヲ ヲサメン トミ ダルコトモナキ、 
スナハチ仏ノ音声、仏ノ言語ニテハア 
ルナリ。 


は真理そのものであり、したがって仏音声は真理を離れることは瞬時もない。 
常に仏の言行は一つのものであるからである。仏の声は全体にして個、個にし 
て全体である。全体は一つであり、一つは全体である。この全、個の「す ffi ? た」 
が仏の音声の「相」である。この声のある処に真理を究めないところはなく、 
尽くさない処もない。すなわち一切の処(世界)は真理の現成の舞台、仏道究 
竟の道場としてのすがたであるからである。一切の人も物もこれは究めない、 
あれは尽くさないといぅ仏音声は一つもない。仏の音声に漏れるものは、人々 
にもあれ物にもあれ一つもないのである。 

このよぅな仏語は、凡夫の思慮、分別知によって説かれるのではない。仏語 
は仏智によって説かれるものであり、その仏智は凡夫の思慮分別知とは異なる 
ものである。この故に仏の音声に説かれる仏の思慮分別の音声もある。半個を 
説き全体を説くときに、全と半個と一つのものでなく、全と個と明らかでない 
仏語はない。あらゆる有情、すなわち生命あるものに対する説法が無情、すな 
わち生命のないものに対する説法となり、無情に対する説法となるばかりでな 
く、祖師のこころ、仏法の真意を説き 尽くして いるのである。一つのものごと 
を説いても、その半個、一個の説法があらゆるものごとを説き 尽くして残る も 
のは何ものもない。その働きを説けば「ものごと」の本体を説き 尽くして乱れ 
ることもない。これが仏の音声である。仏の言葉であるからである。 
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学道 ニ ハ、 カナラズ ソノ 行 トシテ、 
坐禅ヲ ツトムべ シ。コレムカシ ヨリ、 
仏仏アヒツタへテタエズ、イマニモオ 
ヨフナリ。ホトケトナルニ、コレヲハ 
ナレテナルニアラズ。ホトケノツ タフ 
ルトコロニアレパ、人ノハカルべキー ー 
アラ ズ。 ハカラントイトナム ハ、学 道 
ノ式ニハアラズ。ヮレニオコナハルル 
ニアキラカナルコトアリトイへドモ、 
ヮレニハカ ルル キハノクラキナシ。 
カクノゴトク、ハカ リツ クスキハノナ 
キニ ハ、 チカラヲツクシテハカレリ ト 
オモハンモ、ハカルニ ハ アラズ。イタ 
ヅラニアル ム マヤサルノ、シヅカナラ 
ヌノ ミナリ。シカアル ニ、 モシ正師ヲ 

ぶつ 

シへヲタレ、仏祖跡ヲ ノコ シ、修行ア 
キラカニ見成スル コト アレバ 、ヒゴロ 
ノ学道ノナホザリニアラザリケル トモ 
シラレ、 イマノ 行履ノムナシキニアラ 
ザリケル トモ アキラムル也。 コノト 
キ 、身心 ヲカクルル コト ナシ。コレ量 

二力カハレランココロバへニテハ、通 
ゼンコトモカタシ。イハンヤイサゴヲ 


仏道参学には、必ずその行として坐禅を勤めるべきである。この坐禅の行は 
仏から仏へ相伝されて断絶することなく現今に至っている。仏道を成就するに 
は、この坐禅の行を離れて成就した人は一人もない。このことは仏の相伝され 
たことであるから、凡夫の分別知をもって計量してはならない。もし、 この 仏 
向上事を計量しょぅと思い、疑問をもったり、いろいろと憶測することは仏 itt 
参学の方式にはないことである。自分自身、修行し体験して見れば仏道は自ら 
明らめることができるけれども、われらの凡慮凡知をもって思量しても、仏® 
は解るものではない。凡夫の思慮、分別知では、はかり尽くすことのできない 
ありさまは、たとえ全身全心の力を傾注して思量したとしても、それは思量し 
たのではない。無益にも意馬心猿がおさまるべき処におさまらないで、あばれ 
もがいたに過ぎないのである。 

このょぅであるから、もし正師が正しく教えられた通りに坐禅し、 仏祖 方が 
遺された行跡を手本として、自己の坐禅の修行が明らかに仏道と一つのものに 
なりきったときには、平生の学道がいい加減のものではなかったことも知るこ 
とができ、今の坐禅の行が空しいものでないことも明らめることができるので 
ある。このとき、自己の身心の本来の面目が余す処なく現成してかくれるもの 
はない。これは、凡夫の思量に執われている心では理解することもむずかし 
い。ましてや仏教を文字の上にのみ見る仏教学者の夢にも見ることのできない 
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カゾフル人ノ、夢ニモミルべキニハア 
ラズ。タダ非思量ノ坐禅ヲ、兀兀トシ 
テアリシ人ノミ、コレヲ辦得セリキ。 
仏道ヲナラフニ、シバラクニノ様子 

アリ。ィハユル、ココ ロ、 アナラヒ、 

身シテナラフ也。身シテナラフトィフ 
ハ、坐.#辦道スルトコロニ、作仏ヲモ 
トメザル行仏アリ。公案見成スルニ、 
身仏 モト ヨリ作仏ニアラズ。羅籠ヒサ 
シクヤブレヌレバ、坐仏サラーー作仏ヲ 
サへズ。カクノゴトク、身シテナラフ 
トキ、千古万古、トコシナへニホトヶ 
ニィリ、魔ニィルチカラアリ。進歩退 
歩-一、溝-ーミチ塾一ーミツ、ヒカリヲア 
ラシムル、コレヲ父母未生以前ノ面目 

トイ ハザ ラメ ヤハ。 


ココロシテナラフトィフハ、心トィ 
フヤゥヲアキラムルナリ。ココロヲア 


境地である。ただ非思量の坐禅を坐禅する人のみが、これを体験することがで 
きるのである。 

仏道を修習するには、一応二つの修習の方法がある。いわゆる心で修習し、 
身で修習するのである。じつは身は心であり、心と身は二つにして一つ、一つ 
にして二つである。すなわち身心は一如である。 

身の上の修行は坐禅功夫の修行である。仏になろうとの目的ではなくただ坐 
禅するのである。坐禅の姿そのものが仏の「相」であり「作」である。ただ 
坐禅するのは仏道の真の相•働きの現成である。このとき、坐禅そのものが仏 
の身心であり作意されるものではない。この坐禅の身が仏そのものであるから 
である。一切の妄想、固執が破れてあと方もなくなったとき、坐する仏も仏の 
「はたらき」も一如のものとなる。このように身にて修行するとき、無限時に 
わたり仏道を行じて仏果を得るのである。仏智界にも入り仏向上事を行ずると 
同時に、魔界にも入り衆生済度のために、この娑婆世界に現ずる力量を得るこ 
とができるのである。 

仏向上も、衆生済度もすベて仏行そのものになりきって全世界に仏光明を 
放つのである。これを父母未生以前の面目の現成といわなくて何を父母未生以 
前というのであろうか。 

心にて修習するというのは、、じとは何のことをいうのかを明らめることであ 


442 



キラムトィフーー、凡夫•外道•二乗等 
ノ心ヲアキラムルーーハアラズ、仏心ヲ 
アキラムル也。 

昔シ僧アリテ、慧忠国師二問、「イカ 
ニアルカ是古仏ノ心」卜。国師ノ云、 

しや*つへきぐわりやく 

「牆壁瓦礫。」 


イマワレラシバラクコノコトバヲキ 
クべシ、シブカニコノココロヲナラフ 
ペシ。仏道ヲナラハントオモヒ、ハジ 
メヨリ古仏ノ心ヲアキラムルヲ、心ヲ 
以テ学道スルトハ云べシ。自ゴコロ 
ハ、ィタブラニ 知見解 会ニホコリテ、 
ヒトへ二 思量分別 ノミアリ0 
釈迦老子 云、 是法非思量分別之所能 
解卜。 

ハカリシルベシ、ミヅカラニハトル 
べキ心ナシ、古仏 II ハナラフべキ心口 
アリ。ソノ心ヲキカントスルニ、墻 
壁瓦礫ノミツべキアリ。ソノココロヲ 
証セントスル-一、墻壁瓦礫ノ見成スル 


る。心を明らめるというのは、凡夫、外道、声聞、縁覚などの心を明らめると 
いうことではない。仏心を明らめるのである。 

昔、ある僧が慧忠国師に問うた。 

「古仏の心とは何のことでしようか」と。 

国師がいわれた。 

「それは墻壁瓦礫のことだ」と。. 

あらゆるものごとが古仏心であるというのである。 

いまわれらは、この言葉の真意を聞くべきである。しずかにこの言葉の真意 
を修習すべきである。仏道を修習しようと思い、初めより古仏の心を体得する 
ことを、心をもって学道するというのである。自己の心に従う学道は、いたず 
らに自己の独断による悟りや見解を誇って、ただ思慮分別知によるぃ一っ邮! f ' 解の 
「なま悟り」に過ぎないのである。 

釈尊が仰せられた。 

「是の法は思量、分別のよく解する所にあらず」と。 

これによって量り知るべきである。自己の思量、分別による心の働きは仏心 
ではないから、勝れたところ、取るべきところのないものである。古仏には見 
習うべき心がある。その古仏心を体得するときは、すなわち墻壁瓦礫心を体得 
するときである。山河大地の心、すなわち仏心であることを体験するときであ 
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アリ。シカアル 11 、コノ 墻壁瓦礫ハ、 
人ノナ ストコロトイへ ドモ、法ノ 云為 
ナリ 。タレ カコ レヲ強為セン。 刀クノ 
ゴトクミルトキーー、 墻壁瓦礫ハ目前 ノ 
法 ニアラズ 、目前<法ハ墻壁瓦礫 ニ ハ 
アラザルコト、アキラケシ。 


オホヨソ墻壁瓦礫ノ這辺、ワレラガ 
那頭ヲテラス。ワレラガ這辺、墻壁瓦 
碟ノ那頭一ーテラサルラン。カクノゴト 
ク、古仏ノ心ニテアル墻壁瓦礫ノ、光 
明ニテモ功徳 ニ テモ、アキラカ ニ、、、 
テ、カゾへツべキヲバカゾへ、シリ ヌ 
ベキヲバ記取スべキナリ。モノヲシ 
リ、コト ヲワキ マ ヘンニモ、凡夫•二 
乗•外道等-ーハナラフべカラズ、古仏 
ノ心ニナラフべシ。乃至ヨルヒル十二 
時ノ日用モ、ヒトスヂニ古仏-ーナラフ 
ベキナリ。古仏ノ心ノヲシフル トコ 
口、古仏ノ心ヲキクコトヲエツ〇ス 
デニ古仏ノ、しヲミル コト ヲエツルウへ 


る。仏心を体験するのは墻壁瓦礫心の現成である.。この墻壁瓦礫を墻壁瓦礫と 
認識するのは人の心の働きであるけれども、同時にそれは法の働きである。何 
人も無理に墻壁瓦礫を墻壁瓦礫と認めさせることはできない。すなわち、墻壁 
瓦礫のあるべき「相」が、あるがままに現成したのが墻壁瓦礫であるからであ 
る。墻壁瓦礫の本来の「相」を現成しただけである。このように見るとき、墻 
壁瓦礫は凡夫の眼によって分別されるものではない。凡夫の分別して知る墻壁 
瓦礫は、仏心の現成ではないことは明らかである。 

総じて墻壁瓦礫のそのあるべき相がわれらの仏心を照らす。われらの仏心が 
墻壁瓦礫の真の相に照らされるのである。このように古仏心そのものである墻 
壁瓦礫、すなわち諸法の光明も功徳も凡て、自己の本具の仏心であることを仏 
智見を開いて思量し、仏智にて知るべきことを学ばねばならない「ものごと」 
を知り、わきまえるにも凡夫•二乗•外道などの見解を修習してはならない。 
古仏の心を模範として修習すべきである。また昼夜二十四時の日常生活も、た 
だひたすらに古仏の蹤跡を模範とすべきである。そのときには古仏の心の教え 
るところ、古仏の心を聞くことができるのである。すでに古仏の心を見ること 
ができたならばよくよく修証すべきである。ゆめゆめ凡夫の心のようであろう 
と思量してはならない。 

このようであるにもかかわらず愚かな人々は凡夫の知見をもって思量して、 
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ハ、ヨクヨクナラフべキナリ。ユメユ 
メ凡夫-ーソナハレル心ノヤウーーアラン 
ズルト、オモフべカラズ。シカアル 
ヲ、オロカナル輩ラ、凡夫ノ知見ヲモ 
テアソビテ、仏心モカクアランズルト 
アヤマリテ、能知所知ノ知ヲ論ジ、寂 
照霊照ノ照ヲ談ズ。カクノゴトクノ邪 
見ハ、シカシナガラ放 T ' スべシ〇タダ 
古仏ノ心ニテアル墻壁瓦礫ヲナラフべ 
シ。古仏ノ心ヨリ生ゼル墻壁瓦礫一ーテ 
アレバ、能生ニカタドリテ、シカイフ 
ニハアラヌナリ。直二動著セズシテ、 
古仏ノトィフナリ。古仏ハィブレモミ 
ナ、説法モ、修行ノトキモ、涅槃ノト 
キモ成道ノトキモ、コノココロヲ心卜 
ハセリトナラフべシ。シカアレパ、ワ 

ガ大師釈尊モ、コレヲ心トハ住持シケ 
リ、祖師モコレヲ心トハ保任セリケル 
ナリ 。墻壁瓦礫、 ヒトシヤ、ヒトシカ 
ラズ ヤト、 ョクョク見ルベシ。自然 才 
ノブカラ親切ナル トコロア ラバ、古仏 
ノ心オノ ヅ カラ古仏ノ心ヲトクュ H 、 
カクノゴトクナリト、キキナラフべシ。 


仏心も同じであろうと誤るために、知るものと知られるものと二つの知見を論 
じ、仏光明は寂静(さとりのすがた)だとか、霊照(仏性のすがた)だとかの二見 
の優劣、対立の「相」として論じている。このような差別の二見は邪見である 
から直ちに放 T ' すべきである。 

ただ古仏の心は墻壁瓦礫心で ある ことを 修習 しなければならない。 古仏の心 
より 生じた墻壁瓦礫で あるから、 古仏に則って このようにいうのではない。 
墻壁瓦礫をもって分別す る ことなく 直ちに古仏と いうので ある。 墻壁瓦礫 その 
ものが直ちに古仏で あると いうので ある。 凡夫の そのままの 「すがた」が直ち 
に古仏で あると いうので ある。 古仏はすべてみ な、説法のと きも 修行のと き 
も、 涅槃のと きも成 道のと きも、 この 仏心を自己の心とせられた ことを 修習す 
べきで ある。 

た力らわれらの大師釈尊も、この、- L を心とせられ、祖師もこの心を心として 
保護、任持せられたので ある。 墻壁瓦礫と仏心と平等で あるか 否かをよくよく 
参学すべき である。 おのずからの仏心と自己の身心と一如となるならば、古仏 
の心おのずから古仏の心を説くために「如是」 である ことを体得す るであろ 
う。この古仏の心を悟るとき、墻壁瓦礫もこの仏心を説いてやまないことを悟 
るであろう。 仏心を説いてやまないから仏法の根本義に通達し、仏法の働きに 
通達することも、すべてこの古仏心の根本義で あり、 古仏心の働きで ある こと 
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コノ 心 サトルトキ、ヤムコトヲエ ズ。 
コトヤムコトラエ ザル ユヱニ、宗 通モ 
説通モ、シカシナ ガラコノ 心 一ーマ カ セ 
ラレテ アリ。行道モ戒道モ 、尽クコノ 
心 11マカセラレ ザルナシ。古仏 ノアラ 
ユル説化ハ、 カクノゴトクナ ルベシ。 
コレヲココロトシテ学道スルナリ。 

又趙州真際大師、ソノカミ南泉二問、 

「イカニアランカコレ道ニテアル」卜。 
南泉シメシテイハク、「平常ノ心コレ 
道ナリ」卜。 

イハクノココロハ、ヨノツネノココ 
ロコレ道ナリトイフナリ。ヨノツネノ 
心トナラフコト、モトモカスカナルべ 
シ。身ニオキテモ、心ニオキテモ、時 
ニハヨノツネナリトナラフナリ。タト 

へバ、イササカモ染汙ナク、趣向ナキ 
ナリ。身心一ーオキテハ、昨日ヲ今日卜 
イハズ、今日ヲアストイハズ、オコナ 
ハズ、身ヲ心トナサズ、心 ヨリ 身ニオ 
モムカザルナリ。カクノゴトクナル 
ヲ、平常心ナリトハイフニ、平常ナル 
百草ノ階級トアヤマリヌべキアリ。コ 


を悟ることである。仏行も仏戒もまた、ことごとくこの心の働きでないものは 
ない。このことをよく悟るべきである。古仏のあらゆる説法も教化も同様であ 
る。 

この古仏心を自己の心として仏道を学ぶのである。 

また趙州真際大師が昔、師の南泉禅師に問われた。 

「仏道とは、どのような道ですか」と。 

南泉が示された。 

「平常の心、これが仏道だ」と。 

南泉のいわれた言葉の真意は悟りを得た人の平常の心であり、坐臥の行いの 
すべてが仏道であるといわれたのである。平常の心とは吾人の日常生活のすべ 
ての行動ガ仏心であると修行することであり、悟りの人の身の働きも心の働き 
も、一切の日常生活の行動がそのまま仏の身心の働きと参究することである。 
だから、その日常生活の身心の働きが、いささかも汚れに染まず、真に仏の身 
心から出た清浄な働きであり、真に囚われのない「無我」の働きであることを 
「平常の心」というのである。 

自己の身心が仏の身心になりきるときには、一切の対立、差別観を超越して 
しまうから、昨日を今日とはいわない。今日を明日ともいわない。また昨日を 
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ニトドコホレランホドハ、百草ノ平 
常-1テアルコトヲ、辦肯スべキナリ。 
コノ平常ノ心ノ道一ーテアルニヨリテ、 
百草モカレズ、クチザルナリ。諸仏祖 
ノ、ヨヲノガレ、ワレヲワスレテミチ 
ヲオコナヒキタレリシモ、平常一|アラ 
ザレバ、ゥベカラザルナリ。行道オノ 
ブカラ平常ナルガユ H 二。ヮレラモ従 
来ノ世情ヲナゲステテ、スミヤカニ仏 
祖ノアトヲオコナヒ、ススミユクニ、 
ヨノツネノココロ、コレ道ニテアレバ 
トテ、オコナハザラントオモヒシオモ 
ムキモスレバ、平常ヲアヤマラント擬 
スルナルべシ。修証ハナキニアラズ、 
平常-ーアラヌハナシ。平常一ーアラヌハ 
ナク、染汙センコトハアラジトナリ。 


今日として生活することもなく、今日を明日として行動することもない。 

現在の今は、昨日でもなく明日でもなく、一切を内蔵した今日である。これ 
を「平常」というのである。身と心を二つに考えることもなく、心が先で身が 
後ということもない。身と心とは常に一つのものである。言うこと、行うこと 
もまた一つのもので あり、 仏の生活と自己の生活もまた一つのものである。こ 
のことを「平常心」というのであるけれども、ただ平常に存在する「あらゆる 
ものごと」の一つひとつの差別されたものごとと、この平常心とを誤ることが 
ある。この「あらゆるものごと」に囚われることなく「あらゆるものごと」の 
平常心であることを体得しなければならない。「あらゆるものごと」は平等の 
心仏道(真理)なのであるから差別し合っている現象の「あらゆるものごと」 
もまた、それぞれ自己の存在を保持し、自己自体に独立しているのである。す 
なわち「あらゆるものごと」が、それぞれあるべきような「相」を現成し、あ 
るべきところに位置しているのが、そのまま平常の「仏道の相」であるからで 
ある。「真理の相」であるからである。 

諸々の仏祖が世をのがれて出家され、自己の身心を投げ捨てて仏道を行ぜら 
れたのも、この平常の心でなければあり得ないのである。仏道を行ずることそ 
れ自体が、平常心そのものが行ずるのであるからである。われらも今までのこ 
の世に対する愛着の情を投げ捨てて、速やかに仏祖の行跡を手本としてふみ行 
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ムヵシ釈迦老子、菩提樹下一ーシテ明 
星ヲミテ、タチマチニ悟道ス 。 n ノコ 
トヮリハ、一物ヲモ将来セザル道理ナ 
リ。ヒゴロハホトヶ明星ヲ証シテ、イ 
マヨリハ明星ホトヶヲサトリヌルナ 
リ。ナニノユ H 二力明星二証セラレ、 
又明星ヲ証スル。イハユ ル、 修証ハナ 
キニアラズ、染汙センコトハウべカラ 
ズトナリ。 

長慶トイヒシ、保福和尚-一問、「イロ 

ヲミルハスナハチココロヲミルトイ 

フ、マタフネヲミルヤ。」保福云ク、 
r ミル。」長慶ノ云ク、「フネハシバラ 
クオク、イカ-ーアランカコレ心。」保 


い、精進勤行して行ずべきである。しかし「平常の心、是れ道」という「平常 
心」を、悟らない人の煩悩、迷いのままの平常と誤って、自己の日常の行動を 
ほしいままに行なって仏行を行じないならば、それは「平常心」を全く誤解す 
る人というべきである。仏道を成就するには修行と悟りの差がないわけではな 
いのである。平常であらぬものは何ものもないのである。何ものにも囚われる 
ことがないだけである。清浄心であり清浄身であるのである。故に修証は無き 
にあらずであり、染汚することはない、互いに囚われないというだけである。 

昔、釈迦牟尼仏が菩提樹の下で暁の明星を見て忽然として悟道されたとい 
う。 この 真理を悟られた道理は、一物 も 持ち来って加える も 0はない。悟られ 
ぬ前は仏が明星を悟られ、いま悟りを開かれた後は明星が仏を悟るのである。 
いかなる理由で、悟ったり悟られた りする のであろうか。 

それを修と証の差がないわけではなく、一如であるから染汚することがない 
というのである。 

長慶の慧棱和尚という僧が保福従展和尚(雪峰義存和尚の法嗣)に問うた。 

「色 (もの〕 を見るは心を見る ことと いわれていますが、船を見るのも心を 
見るのですか」 

保福和尚がいわれた。 
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福、ユビシテフネヲサス。 「その 通り だ| 

長慶がいった。 

「船を見ることは一応、問いませんが、心とは何のことですか」 

保福和尚は黙って船を指さした。 

「船」という「ものごと」と、仏心とは一つのものであることを体験するの 
が仏道の「悟り」なのである。 

このようであるから、今、われらが仏道を参究するとき、仏祖の心を体験す 
ることはこのようであると知るべきである。このように知るときには外道•二 
乗などの邪説•邪見に心を惑わされることはない。 

諸仏如来が必ず坐禅三昧になりきってしまわれるとき、これを仏道というの 
である。この仏道のなかに身心を投げ捨てるという道理がある。これ仏法のた 
めに仏法を行ずるのが坐禅三昧であるからである。その船なる「ものごと」、 
即ち仏法をならい明らめることが仏法であるということを知るべきである。こ 
れを諸法の実相を体験するというのである。 

仏法というのは一切のあらゆる「ものごと」のことである。即ち万法であ 
り、百草であり、諸法であり、三界のことである。仏と「あらゆるものごと」 
は一つのものである。仏としてこの「諸法」を究尽されなかった仏はない。 
このようであるから、生も「あらゆるものごと」である。死も「あらゆるも 


シカアレバス ナハチ、 イマノヨニ、 
ヮレラ 学道セン-ーモ、仏祖 ノコ コロ ヲ 
論ズルコト ハ、 カクノゴトクアルトシ 
ルベシ。 シカアリトシリヌル-1 ハ、 外 
道•二乗等一ーハヒ カレ ザルナリ。諸仏 
如来、 カナラズ 三昧 二 遊化 スル トキ、 
コレ ヲ仏道 トイフ〇コノナカ-一、 法ノ 
タメ ニ身ヲスツル トイ フコトアリ。ソ 
ノ フネ ヲ アキラメナラフニ ハ、仏法卜 
イフコトヲシルべ キナリ。仏法 トイフ 
ハ、 イハユ ル、 万法ナリ、百草ナリ、 
諸法ナリ、三界ナリ。ホ トヶトシ テ、 
コレ ヲ究尽 セ ザルハナキユ エニ、コレ 
トシテ ホ トヶニ 究尽 セラレヌ ハナ シ。 
シカアレバス ナハチ、生 ヲトブラフ 



二、諸法ニアラヌハナシ。死ヲタブヌ 
ルニ、イマダ万法ヲハナレズ。ソノタ 
メニストイフモ、又コノ法ニテアルべ 
シ。コノユ H 二、為法捨身ノムネアキ 
ラカナリ。コノ生コノ死、ヒサシク住 
持シキタレル、他—ウケタルニアラ 
ズ、人ヲマッコトナシ。這裏消息トシ 
テ、生ハコレ身也、身ハ即法ナリ。 
シカアレバ、生ノ必ズ捨ナル、モト m 
リ法ノタメナリ。死ノ捨ヲワスレザ 
ル、イマニ法二証セラレ、法ニアラザ 
ラントコロニ身ヲステントモトメン、 
サラニアルべカラザルナリ。ソノ捨卜 
云ハ、カナラズ身ニカウブリテ、マサ 
シク為法捨身ノトキ、ヒカリヲメグラ 
シテ照顧スルハ、為身捨法ニテモァ 

リ。イハクノココロハ、法ミヅカラ声 
ヲアゲテ宣揚スルニハ、為身捨法ノコ 
トバアリ、身ノオノヅカラ士尸ヲアゲテ 
開演スル-ーハ、為法捨身ノコトバッタ 
ハレ、コノ仏行ナラヒキタリ、マナビ 
キタレリケルコトヒサシキワレラニテ 
モアルナリトシルベシ。イマユクスエ 


のごと」である。即ち生死を究尽することは仏法を究尽することなのである。 
したがって仏法の修証はまた仏法のために仏法を行ずるのである。 

この故に、仏法のために身を捨てるということ (法と身と二つに みない)が明 
らかなことである。この生も、この死も、永遠の昔から未来永劫に人々の保持 
してきたものである。他より受けたものでもなく、他に与えるものでもない。 
生死は仏法であり真理である。この仏法は r 這裏」 (このこと) である。這裏と 
は如是 (真理) であり、恁麽 (そのもの) である。 言語の 及ばない絶対境なので 
ある。この這裏の現成として、生はこれ身であり、身.は即ち「法」である。生 
は取であり、死は捨である。つまり生死は一如であり、取捨もまた一如であ 
る。このようであるから、生は必ず捨であるのは、無始以来の真理である。仏 
法である。死は必ず捨であることも仏法である。だから仏法のないところに身 
を捨てようにも、捨てようがない。生も死も取も捨も仏法であるからである。 
捨てるというときは必ず身を捨てるのである。まさしく「為法捨身」 (法のため 
に身を捨てる) のときは、仏光明の「はたらき」を働かせてその本来の「相」を 
照らし見るとき「為身捨法」 (身のために法を捨てる) でもあるのである。 「為 身 
捨法」の真の意味は、法が自ら声を掲げて法を説くときは「為身捨法」であ 
り、身が自ら声を掲げて法を説くときは「為法捨身」である。この仏行修行の 
久しいわれらもまた仏道であると知るべきである。すなわち、人法一如であり 
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モ退転 ノア ルべカラザル、 イマノ 行二 
行 ゼラレテ、 行 ノワレニアマラ ザルナ 
シ。 


ムカシヨリイハユ ル、 道二 達 スル人 
ハ 生死 ヲココ ロニ マカスト。 マコト ニ 
シカアルベシ、ウタガフべキニアラズ。 
コノムネアラハルルトキ、ヮガ ココロ 
ヲモ知リ、ヮガ心ヲシルトキ、此匕以ヲ 
モアラハスナリ。又我ガ身卜云 コト ヲ 
モ知リ、我身 ノア ラユル威儀ヲモアキ 
ラメナラフナリ。コレヲナラフニ、生 
トイ ヒ死 トイ フ コトノアリヤウ ヲモ、 
アキラムル也。コレヲ明ルハ、アキラ 
ムマジカリツルヲ、ヨコサマニアキラ 
メケルニハアラズ。アキラカナルヲ明 
ルニハ、カクノ如ク明メラルルト会ス 
べキ也。 

此旨ヲアキラムル11ハ、マブ心卜云 
ヤウヲシリ、心卜云フヤウヲキクべキ 
也. 〇其様子ヲキクト云ハ、云ク、万法 
ハ是心ナリトシリ、三界ハ唯心ナリト 
会 スル 也。知 ルト云ヒ 、会 スト云フヲ 


諸法無我であるからである。現在も未来も、この「為法捨身」の仏行を行じて 
不退転であるのは、いま現在の今が仏法であり、仏法に行ぜられ、仏法を行じ 
て、行とわれと一つのものであるからである。 

昔ょり今に至る、いわゆる仏道に通達した人は、生死を思いのまま自由自在 
にすることができるといわれている。すなわち十二時を自由自在に使っている 
といわれている。まことにそうであろう。一点の疑う余地もない。この生死に 
使われないで生死を自由に使うことができるときは、自らの心を知るときであ 
る。また自らの心を知るときは、生死を使うことができるときである。 

またわが身ということも知り、わが身の行住坐臥の廠儀(本来のあり方)を 
も明らめるときである。このわが身心の「あり方」を明らめるときは、生とい 
うこと死ということの「あり様」をも明らめるときである。生死の「あり様」 
を明らめるというのは、普通の修行をしていては到底、明らめることができな 
いことを、無理に明らめるのではない。始めから明らかに現成していることを 
明らめるということなのである。 

仏道を明らめるには、先ず心というものの「本体」を知り、心というものの 
「あり方」を聞くべきである。心の「あり方」を聞くというのは、万法は是れ 
心と知り、三界は唯心であると会得することである。すなわち、知るといい会 
得するというのは、万法 (あらゆるものごと) と三界 (尽十万界、即ち宇宙)ととも 
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モ 、万法卜三界 トー ー テ、カクノゴトク 
ナリケルト也。シカウシテノチニ、生 

ハナニニマカセラルル、死ハナニニマ 
カセラルルト、クハシク撿点スべキ 
也。撿点シモテユクニ、アラハルルコ 
トワリアリ、イハユル唯心ノ活計也。 
他ノ生ゼシメケルニアラズ、唯心ノ消 
息也。物一ーヒカレケル-ーアラズ。然ア 
レバ即チ、生死消息、タダ唯心ノマカ 
セラレケル也。故イカントナレバ、万 
法-ーアラヌ唯心ハナク、唯心-1アラヌ 
万法ハナシ。コノ生死ヲハラッテ、唯 
、しニアラヌトコロニオカマシト擬スト 
云フトモ、即チナホ唯心-ーハキラハル 
ベカラズ。マコトニ、万法ニマカスル 
ハ唯心一ーマカスルトハ、二乗ハシラ 
ズ、外道ハ分ナシ、況ヤ凡夫ノ夢ニモ 
見 ル処ニテアランヤ。シカアレバ、 我 
ガ身ヲシルコトモ、我心ヲシルコト 
モ、唯心一ーナラヒ、万法一ーナラフべ 
シ。倉卒ニスべカラズ、審細ニスべ 
シ。コレヲ生死ヲコ n ロニマカスル様 
子トハ云也。イタヅラニ凡夫ノココロ 


に如是なる仏心であることを知り会得することである。この如是心を体得して 
後に、生は何ものによって任持せられ、死は何によって任持せられるかと綿密 
に究明すべきである。究明を重ねていくうちに生死の真実の「すがた」を体験 
するので ある。 これが仏道修行の道理で ある。 これが唯心の「はたらき」であ 
る。唯心の現成である。この唯心の現成は他人の力によって生ぜさせられたも 
のではない。唯、心の現われである。あらゆる「ものごと」の力によって現成 
するのでもない。だから生死の実相を究尽するのは、ただ唯心の「はたらき」 
によるのである。 

その故、いかんとなれば万法すなわち唯心であり、唯心すなわち万法である 
からである。この生死を自己の身心より取り去って、唯心でない場所にうつし 
変えようとしても、そのうつし変えた場所もまた唯心であるから、如何ともな 
し難いのである。 

まことに、万法の「はたらき」と唯心の「はたらき」と一如となることは、 
二乗(声聞.縁覚)の人々らは知らない。外道の人々の教えや法にはないことで 
ある。ましてや凡夫は夢にも見ることはないことがらである。 

この故にわが身を知ることも、わが心を知ることも、唯心の「はたらき」で 
あることを修証すべきである。軽々 しく 考えてはならない。審細に参究すべき 
である。 
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ニマカセンズルヤウニオモフハアシ 

シ。仏ノ聖教 一 I モ、凡夫ノ心一一生死ヲ 
マカスルトハキコエズ。又ヮガ心モ、 
生死ノマカセラルルニテアラズ、凡夫 
ニハアラザルト了知スべシ。 

仏家二観世音菩薩アリ。是ヲミヌ人 
ハ少ク、是レヲ知ル人ハマレ也。風流 
ヲ買二銭ヲモチヰズ、オモテヲ見ルニ 
ィブレカ正不正。ィハントシテハ、身 
ヲメグラシテ禅牀ニノボリ、キカント 
シテハ、手ヲトリテ地面一ータツ。一法 
ニモサへラレザル処二、慈眼我レラヲ 
テラス。応卜応ゼラルコト、驢ノ井ヲ 
ミルト、井ノ驢ヲミルトナリ。コレヲ 
アキラムル-一人ナカラン。切忌 道 
著、道著セバ即チ頭角モ生ゼン。只色 

みる 

ヲ見1一心 ロヲアキラメ、 声 ヲキクニ 道 

いふ 

ヲサトルノミナリ。ココロヲ明ムト云 
心ハ、仏ノ心ニテアルベシ。サトルト 
云フ道ハ、仏道ニテアルベシ。仏道ノ 
ナカ、仏家ノウチニハ、タダ見色明心、 
聞声悟道 ノミアリ、 サラ ー I 一物ナシ。 

モシ カクノゴトクアラントコロ ハ、 ス 


これを「生死を心にまかす消息」というのである。無益にも、凡夫の思慮分 
別の心に任すことと考えてはならない。仏の御教えにも、凡夫の心に生死を任 
すとは説かれてはいない。またわが心も生死にまかせられたのではない。凡夫 
の考える生死ではないことを了解すべきである。 

仏教には「観世音菩薩」 という 菩薩がある。 この 菩薩の像を見た ことのない 
人は少ないけれども、 この 菩薩の真実の「すがた」を 知る 人は稀で ある。この 
観世音菩薩の「あり方」を 知る には、 無 所得の心を用いて見るので ある。 その 
面を見るには一切の正不正などの対立の観念を捨てて見なければ ならない。 

観世音菩薩を語ろうとするならば、身を転じて坐禅の床に上って無言の言を 
もって語らねば語れない。観世音菩薩の説法を聞こうとするならば、観世音菩 
薩の手を取って観世音とともに露地の上に立って聴聞しなければならぬ。観 
世音菩薩と同じ仏耳をもって聴かねばならない。差別の法に囚われることなく 
観世音菩薩の仏身をわが身とするとき、観世音菩薩の大慈大悲の眼がわれらを 
照らされるのである。呼べば直ちに答えられることは、驢馬が井戸を見るの 
と、井戸が驢馬を見るのとが一如であるようなものである。この観世音菩薩の 
「本体」をわが身心に体験している人は殆んどないであろう。最も嫌うべきこ 
とは、言葉をもってこの観世音を説くことである。もし言葉をもって観世音菩 
薩を説くならば、その有害無益なことは、頭に角(煩悩)が生えるようなもの 
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デニ仏道-一、応以此身得度者、即現此 
身而為説法トトクべシ。マコト-一、現 
身ニセザル説法ハナク、説法ニアラヌ 
得度ハア ラジ。 


フル キ人 ノィハク、コノ ー片 ノ 田地、 
ナンヂニゥリアタフ ル コトヒサシ。然 
アルヲ 、四至界畔 シラ レザル コト アリ。 
ヒゴロハ 田地 ハノコラズアタヘシカド 
モ、中、レニアリツル樹子ハイマダアタ 
へザリツルヲ、イマヨリハ樹子ヲモヲ 
シムべカラズトイへリ。 


である。ただ、あらゆるものごとのあるべき「相」を見て、仏心を悟り、あら 
ゆるものごとの声を聞いて仏道を悟るのみである。すなわち心を明らめるとい 
うのは厶の心を悟るのである。すなわち観世音菩薩の心を明らめるものであ 
る。 道を厝るというその道は仏道である。すなわち観世音菩薩の蹤跡をふみ行 
うことである。心を明らむ、ということは、仏の心を見究めることである。仏 
の心を体験することである。道を悟るという「道」は、仏道のことである。仏 
道のうち、仏道の家にはただ「色を見て心を明らめ、声を聞いて道を悟る」こ 
の家風があるのみである。その他、何らの一物もない。 

すでに仏道は「まさにこの身を以って得度すべき者には、即ちこの身を現じ 
て^!こ ft を説く」と説いているのである(現身とは観世音菩薩が衆生を済度されると 
きの 「あり方」をいう。済度すべき衆生の相手に従って説法す ることで、 農夫ならば農夫の 
身を現じて法を説き、婦女子ならば婦女子の身にすがたを変じて法を説くことをいう)。 

まことに現身でない説法はない。説法でない衆生済度はないのである。 

古徳がいわれた。 

「この一部の田地を、汝に売り与えることは久しい。しかしながら未だ四方 
の 隅々 の境界が明らかでない。平生はわが所有の田地を残すところなく与えた 
けれども、中心にある一本の樹木を未だ与えていなかったので、これからはこ 
の樹木をも与えることは惜しまない」と(樹木とは仏道の極致のこと)。 
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コレヲ参学スルニハ コノ田地ヲサ 
ヅケラレテ、ヒサシクナリニケルコト 
ヲワスレザルベシ。界畔ヲタヒラカニ 
シ テ、四至 アキラカ 也。遊戯 スルトコ 
ロニ、コトゴトク瑞ヲナシ、祥ヲナス。 
マコトニ、ワレラ-1ツキニケル田地、 
カクノゴトクアリケルトオモヒアハス 
、ベシ〇 


この言葉の真意を参学するには、この仏の田地を授けられたのは無始このか 
たの久遠の過去であることを忘れてはならない。その田地を耕作し(修行精進 
して)、境界を平らかにして(自己の心境を平常にして)、四方の境界を明らかにし 
たのである(仏の境界を明らめたのである)。すでにこの境地を得て、未だ迷える 
衆生を教化するために、この娑婆世界に遊化するに至る処、瑞気が起らない処 
はなく、祥雲のわき上がらない処はないのである。 

まことにわれらの体得せる仏の田地の功徳は、このよぅであることを思い合 
わせるべきである。 
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厶道ヲモ トム ルニハ、マブ道心ヲサ 
キ トスべ シ。道心 ノ アリヤウ、シレル 
人マレナリ。アキラカニシレラン人二 
問、、へシ❶ 

ヨノ人ハ道心アリトィへドモ、マコ 
トニハ道心ナキ人アリ。マコトニ道心 
アリテ、人ニシラレザル人アリ。カク 
ノゴトク、アリナシシリガタシ。オホ 
カタ、 オロ カニアシキ人ノコトバヲ信 
ゼズ、キカザルナリ。マタ、ヮガココ 
ロヲサキトセザレ、仏ノトカセタマヒ 
タル ノリ ヲサキトスべシ。ヨクヨク道 
、 L ' アルべキヤウヲ、ヨルヒルツネ-ーコ 
コロニカケテ、コノ世ニイカデカマコ 
トノ 菩提アラマシト、ネガヒイノルべ 
シ。 


似邀を 求めようと すれば、 先ず道心を先とすることである。道心は仏道の修 
証を体験しようとする仏道を求める心のことである。この道心の有り方を知る 
ものは希れである。もしこの道心についてそれを明らめようと するならば道 
心の体験者に問うべきである。 

廿一 〇なかには、表面はいかにも道心がありそうに 見えても、その実、見せか 
けの 如 和 道心である 場合がある。 また 表面では真理を求める心などなさそうに 
見えても、まことの 道心ある人もいるが、見せかけの世間に知れないという理 
由で世に表われず人に知られない人もいるのである。 

このようで あるから、真の道心ある人のあるなしは、表面だけ見ては知り難 
いこと である。だから愚かなものや悪意のある者たちの言葉を信じたり聞した 
りしない ことで ある。 

また、自分の我見に執われてはならない。先ず仏の説き給うた教えを第一に 
すべきである。よくよく 道心を保つ ように 昼夜の隔てな く 心にかけて、この世 



世 ノス H - ー ハ、マコトアル 道心者、 
オホカタナシ。シカアレドモ、シバラ 
ク心ヲ無常ニカヶテ、世ノハカナク、 
人ノイノチノアヤフキコト、ヮスレザ 
ルベシ。ヮレハ世ノハカナキコトヲオ 
モフト、シラザルベシ。アヒカマへテ、 
法ヲオモクシ テ、 ヮガ 身、 我ガイノチ 
ヲ カロ クスべシ。法ノ タメ ニハ、身モ 
イノ チモヲシマザルベシ。 

ツギーーハ、フカク仏法僧三宝ヲゥヤ 
マヒタテマツルベシ。生ヲカへ身ヲカ 
へテモ、三宝ヲ供養シ、ゥヤマヒタテ 
マツ ランコトヲネ ガフべシ。ネテモサ 
メテモ三宝ノ功徳ヲオモヒタテマツル 
べシ、ネテモサメテモ三宝 ヲト ナヘ タ 
テマツルベシ。 タト ヒ コノ 生 ヲ ステ 
テ、イマダ後ノ生-ーゥマレザ ランソノ 
アヒ ダ、中有卜云フ コト アリ。 ソノ イ 
ノチ 七日ナル、 ソノアヒ ダモ、ツネニ 


に生れたかぎり、何を犠牲にしても無上の悟りを体験せずにはおかぬと祈願し 
発心すべきである。 

末世に、仏教が衰頹するとき、真実の道心のある仏道修行者は、まず無いも 
のである。このょうであるが、さしあたり一時的にもせょ、心を世の中の無常 
の相に向けて、ものの生命のはかないことを見のがしたり、そのことを心から 
離して忘れてはならない。 

自分の生命のはかないことを思うとき、自分は本当に世の無常を感じていた 
かとい うと、 今まではそれを心にとめていなかったのである。今はじめて世の 
無常を感じとった以上、心を定めて仏法を重くし、 この 身、 この 生命を軽んじ 
て、仏道修行のために身命を惜しんではならない。 

次には、深く仏•法(教)•僧の三宝を敬い、信じ奉るべきである。 

生れ変わり死に変わっても、三宝に この 身心を捧げ、敬い信じ奉る ことを 願 
うべきである。 

寝ても醒めても三宝の功徳を思い奉って仏道の修業をせねばならない。 

たとえ、この生命を終えて、次の世に生れる間の中有ということがあって、 
その中有の間の七日の間にも、常に声を張り上げて三宝を敬い信じ奉ることを 
念じ願うべきである。 

七日を経れば中有で死んで、また中有の身をうけて七日がある。この間はど 
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n ヱモヤマズ三宝ヲトナヘタテマツラ 
ントオモフべシ。七日ヲへヌレバ、中 
有ニテ死シテ、マタ中有ノ身ヲウケテ 
七日アリ。イカ11ヒサシトイへドモ、 
七 ケ日ヲ バスギズ 。コノ トキ、ナニゴ 
トヲ見キクモサハリナキコト、天眼ノ 
ゴトシ。カカラントキ、心ヲハゲマシ 
テ三宝ヲトナヘタテマツリ、 

南無帰依仏、南無帰依法、南無帰依僧 

トトナヘタテマツランコト、ワスレズ 
ヒマナク、トナへタテマツルベシ。 

スデニ中有ヲスギテ、父母ノホトリ 
ニチカヅカントキモ、アヒカマへテア 
ヒカマへテ、正知アリテ託胎セン。処 
胎蔵ニアリテモ、三宝ヲトナヘタテマ 
ツルベシ。ウマレオチントキモ、トナ 
へタテマツランコト、オコタラザラン。 
六根二へテ、三宝ヲクヤウシタテマツ 
リ、トナへタテマツリ、帰依シタテマ 
ツラント、フカクネガフべシ。 

マタコノ生ノヲハルトキハ、ニツノ 
眼タチマチニクラクナルべシ。ソノト 
キヲスデニ生ノヲハリトシリテ、ハゲ 


んなに久しいといっても、七日間を過さなければならない。このときは、何を 
見たり聞いたりしても、天眼の如く純粋な身心であるから、このような状態の 
とき、心を励まして三宝を敬信し、 

南無帰依仏、南無帰依法、南無帰依僧 

(仏は凡夫の迷いを除き安楽を与え、法は仏の説かれた教えでわれらの生活の規範となり、 
僧は法をわれらに伝え、仏に代って導く故に帰順し礼讃致します)と唱え奉らんことを 
忘れず、寸暇も休みなく唱え奉るべきである。 

すでに中有を過ぎて父母の身辺に近づこうとしたときも待ちもうけて、仏心 
とともに今の母体に託胎するのである。母体のなかにいる間でも、三宝を敬い 
信ずることを唱え奉るべきである。 

そして生れる とき も三宝の敬信を唱える ことを 怠ってはならない。全身全心 
をもって三宝を敬い信じ奉り、唱え奉り、帰依し奉らんと深く心に念じ願うベ 
きである。 

また、この生の終るときは、二つの眼が直ちに暗くなるのであろう。そのと 
きはすでに生命の終りのとき、死のときと覚悟して力の限り「南無帰依仏」と 
唱え奉ることである。 
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ミテ南無帰依仏トトナへタテマツルべ 
シ。コノトキ、十方ノ諸仏、アハレミ 
ヲタレサセタマフ縁 アリ テ、悪趣ニ オ 
モムクべキツミモ、転ジテ天上ニゥマ 
レ仏前ニゥマレテ、ホ トヶヲヲガミ 
タテマツリ、仏 ノトカ セタマフ ノリヲ 
キク也。 

眼ノ前ニヤミノキタラン ヨリ ノチ 
ハ、タユマズハゲミテ三帰依トナへ夕 
テマッルコト、中有マデモ後生マデ 
モ、オコタルべカラズ。カクノゴトク 
シテ、生生世世ヲツクシテトナヘタテ 
マツルベシ。仏果菩提ニィタランマデ 
モ、ォコタラザルベシ。コレ諸仏菩薩 
ノオコナハセタマ フミ チナリ。コレヲ 

深ク法リヲサトルトモ云フ、仏道ノ身 

ニソナハルトモ云フナリ。更ニコトォ 
モヒヲマジへザラントネガフべシ〇 
又、一生ノゥチーー仏ヲ ツクリタテマ 
ツラントイトナムべシ。ツクリタテマ 
ツリテハ、三種ノ供養シタテマツルべ 

/ 〇 - , I * さうざ しやくみつしやうねんとう 

シ三種 トハ 草座•石蜜漿•燃燈 

ナリ。コレヲクヤウシタテマツルベシ。 


このとき、 全宇宙の諸仏が憐れみを垂れ 給ぅことによって、 悪趣 (地獄•餓 
鬼 •畜生•修羅などの世界)に生れるべき身でありながら、転じて天上に生れ、仏 
の 国に生れて仏の説かれる説法を聞く ことができるのである。 


この 道理であるから、臨終に際し両眼が暗くなった とき、たえず 励んで南無 
帰依仏南無帰依法南無帰依 僧と唱え まつる ことを、中有までも次の生まで 
も怠ってはならない。 

このょうに して、 この世も、次の世も、さらに次の世 も、 永遠の生にわたっ 
て 仏•法•僧の三宝を敬い、信じ奉る ことを 念願し 唱え奉るべきである。ヒと 
え 悟りを得る ことができなくても怠ってはならな、，。 

このことは、諸仏菩薩の常に行われた修証の法則で ある。 また仏道を体験す 
るともいうのである。この ことは 一沫の妄想を交えてはならない ことを 念願す 
べきである。 

また、一生のうちに、身心を投げ出して仏像を 造り奉らんと努力すべきであ 
る。 

仏をつくったなら、三種のものを供養し なくて はなら i、.o 

三種の供養とは、草座(坐具).羅し«1 (氷砂糖をとかしたもの).磬でぁる。 
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又、コノ生ノウチ-一、法華経ツクリ 
タテマツルベシ。カキモシ、摺写モシ 
タテマツリテ、タモチタテマツルべ 
シ。ツネニハイタダキ 、礼拝 シタテマ 
ッリ、華•香•ミアヵシ •飲食•衣服 
モマ4•ラスべシ。ツネニイタダキヲキ 
ヨクシテ、イタダキマヰラスべ シ。 

又、ツネニケサヲカケテ坐禅スべ 
シ 。袈裟 ハ、 第三生 二 得道 スル 先蹤ア 
リ。スデ M 三世ノ諸仏ノ衣ナリ 、功徳 
ハカルべカラズ。坐禅ハ三界ノ法ニア 
ラズ、仏祖ノ法ナリ。 


また、 自らの生命のあるぅちに、大乗の経典「法華経」を身心を投げ出して 
あるいは書き、あるいは摺写して保存し 奉り、 常に頂き、礼拝し奉り華や 
香、霞、^ S 、 办§をも供養しなければならない。これらの品々を供養する 
s 合は、身心を清めて供養し奉るべきである。 

また、常に袈裟をかけて坐禅しなさい。装裟は第三生(次の次の世)に再び仏 
道を成ずるという 先例がある。袈裟はすでに三世の諸仏の常用せられたもので 
ある。三世の諸仏の身心である。 

したがってその功徳は量ることのできぬ広大無辺のものである。じつに坐禅 
は三界の法、凡夫の教えではない。仏の教えである。 


正法眼蔵仏道 


正法眼蔵第四十四 別本仏道 
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正法眼蔵第五十 別本洗面 


釈迦牟尼仏言、以油塗身、澡浴塵 
穢、著新浄衣、内外倶浄。 

しかあればしるべし、身心に香油を 
ぬり、身心の塵穢を澡浴するは、内外 
ともにきよきなり、内外ともにきよむ 
るなり。内身外身をきよむるなり、身 
内身外をきよむるなり、心内心外をき 
よむるなり。身心内外、みなともに清 
浄なるがゆ袅に、内外倶浄の仏道取現 
成せり。 


しかあるに、不聞仏経、不参仏道の 
愚人いはく、澡浴はみのぅへのみすす 
がるとも、身内に五臓あり、六腑あ 
り、かれらを一一に澡浴せざらんは、 


釈迦牟尼仏が説かれた。 

「体に香油をぬり、塵や，穢を洗い、新しい袈裟を着るとき、身心ともに清浄 
となる」(妙法蓮華経第五巻•安楽行品第十四品)と。 

この語は修行の浅い菩薩が、末世に法華経を説くときには先ず、身、 口、 意 
の身に香油をぬり、身心の穢れを洗い落すこと、すなわち四種の安楽行を行ず 
る ことを いうので ある。 それは自他の身心を清浄に する ことで ある。 四安楽行 
のうち、身 口 意の安楽行は自己の身心を清浄に し、 誓願安楽行は他の身心を清 
浄に する からで ある。 同様に自己の身体の内外、心の内外を清浄にして、自も 
他も余す ところな く清浄となる。 ここに 仏の説かれた自他ともに同時に 新しく 
なり、仏道の真面目が現成するので ある。 

しかしながら、仏の説かれた真意を聞かず、身心で参学しない愚者たちは、 
「身体を洗うことは、ただ表面を洗い清めるだけで、身体の中には五臓六腑が 
ある、それをひとつひとつ洗い清めなければ、清浄にはならない。 この 故に強 
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清浄といふべからず。しかあれば、あ 
ながちに身表を澡浴すべからず。かく 
の ごとくい ふは、仏道をしらず、仏説 
をきかず、仏経にあはず、仏祖嫡嫡の 
児孫にあらざるなり。 

しばらく照顧すべし、我身の内外、 
いまだあきらめさるところなり。諸法 
の性相いまだあきらめざるとひとし。 
我身をあきらめざることは、我心をあ 
きらめざらんがごとし。しかあれど 
も、 その我心をきよめんとするには、 
貪瞋癡をなからしめんとす、諸断を習 
学す。しかありといへども、我心の辺 
量際断、いまだむかしよりしらざると 
ころなり。その量しらざれども、これ 
をきよむる法を学す。所断に擬する貪 
瞋癡も、その辺表また不可得なりとい 
へど も、 かくのごとく修学し、究尽し 
きたりて成道す。身心一如なるゆ袁 
に、身量もただ五尺六尺のみにはあら 
ざるなり。五尺六尺は、五尺六尺にあ 
らざるべし。処在も、此界他界•尽十 
方界等の量にかかはるべからず。遮裏 


いて身体の表面だけを洗い清めるべきでない」という。このようにいう人々 
は、仏法をまだ知らず、仏の説かれるのを聞いたこともなく、仏の説かれる真 
意を理解しないので ある。 仏祖から仏祖へと相伝された仏道を体験した児孫で 
はない。 

よくよく 顧みるべきである。我とその環境について明らめていないことを。 
それは「ものごと」の本質と、その相について明瞭にしていないのと等しいの 
である。故にわが身体のあり方を明らめていないことは、心を明らかにするこ 
とのできていないのと同様なことである。 

この心を清浄にしようとするには、仏道参学の三毒といわれる貪.瞋•痴を 
先ず消滅するために、諸々の三毒をひき起す因縁を断ち切ることを学ぶのであ 
る。しかし、わが心の働き、あり方は昔から知られていたものではない。心の 
実体は捉えられなくても心を清浄にする法を参学するのである。また断とうと 
する貪瞋痴も、その質量辺際が不可得であっても心を清浄にする法を学び、究 
め尽くせば証契を得ることができるのである。 

身心は一つであるから、身量は五尺とか六尺とか量られるものでなく、これ 
が量られるものであるならば、凡夫の思量分別で量りうる五尺六尺ではない。 
また、身心そのものの存在がこの世界とか他の世界とか、いわばあらゆる世界 
に実在するものでもないのである。そこはどんな存在なのか、小さい存在と 
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是什麽処在、説細説廳のゅ袅に。心量 
もまた思量分別•不思量不分別等にあ 
らず。かくのごとくのゆ^に、身量も 
きはむべきにあらず、心量もきはむベ 
きにあらず。身量心量かくのごとくな 
るがゅ袅に、得恁麼活鏺鏺なり。活鏺 
鏺地の透脱かくのごとし。この身心量 
のごとく、澡浴量もかくのごとし。こ 
の量を量拈して修証する、これ仏祖道 
なり、ただ計我を実とすべからず。こ 
のゆ袅に、洗浴してきよめ、塗香して 
きよむ。身量をことごとくあらふべく 
は、すなはち洗面これなり。もし身量 
ことごとくあらはれずば、澡浴塵穢、 
内外倶浄の道理、いかにしてか受持せ 
ん。まさに一澡浴量の身心量を究尽し 
て清浄するは、仏祖道なり。一澡浴量 
に、身心量を究尽清浄ならしむるな 
り。たとひ四大なりとも、たとひ五蘊 
なりとも、たとひ不壊性なりとも。四 
犬とは、地水火風なり。五蘊とは、色 
受想行識なり。澡浴してさらに清浄の 
四大五蘊ならしむるなり。ただ水をき 


か、大きい存在とか、有としての存在か、無としての存在か、これはいったい 
「なに」という存在なのか。それはいかに綿密に詳細に説いても当らない。 

心量についてもまた凡夫が思量分別するとか、思量分別しないとかに拘わる 
ものでもない。このようにして身量もまた凡夫の物指しでは憶測できないもの 
である。心量もまた同様である。 

身心の量は以上のようにその量を超越した自由無礙のものでどこにもなく、 
またどこにも現われ、形を越え、大小を超越する固定的な実体をもたない絶対 
的なものである。 

この身心の「すがた」や「働き」のように、澡浴の「すがた」「はたらき」 
も量り得ないものである。この量り得ない量を、身心をもって修証によって量 
ることが、仏祖の承継された仏道を歩むことなのである。 

ただ現存する我をもって推量して、それが実体であるとしてはならない。こ 
のよう なことがあってはならぬから、自分の身心について無数の塵の穢れを洗 
い落し、香油をぬって清浄にする。 この 身心の塵の穢れをすっかり洗い落すと 
いうことは、仏道の体験として「洗面」するということである。 

もし単に顔の洗面だけで身心の隅々まで洗わないというのならば「塵の穢れ 
を洗えば、内外ともに清浄になる」と説かれた釈尊の言葉の道理を、どうして 
体驗することができようか。 
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たしすすぎて、そのあとを、清浄なる 
とのみしるべきにあらず。水なにとし 
てか本浄ならん、水なにとしてか自浄 
ならん。水もし自浄なるといはば、塵 
垢の自浄も水とひとしかるべし。水の 
浄不浄を論ずるにはあらず、香油の浄 
不浄をもとむるにあらず、仏祖の修証 
を参学するなり。もし塵垢は畢竟じて 
染汙なりといはば、水もまた染汙をな 
すべし。しかあれども、仏祖の澡浴を 
参学修証するなり。あるいは浄水をも 
て澡浴し、あるいは河水にいりて澡浴 
す、あるいは諸法を拈じて澡浴するな 
り。法を拈じて法をきよむる法は、ひ 
とり仏祖道のみにあり。外道はしら 
ず、外道にはなきがゆ表に。もし愚人 
のいふがごとくならば、五臓六腑を細 
塵に抹して、即空ならしめて、水をも 
てあらふとも、なほさらに塵中をあら 
はず、空中をあらはざらん。このと 
き、いかなる法を修してか、内外の清 
浄を見取せん。愚児いかでか空を澡浴 
する法をしらん、愚児いかでか空を拈 


まさに、身心を洗い清める洗面の働きを体験して、身心のことごとくを洗い 
清めることが、仏祖の正伝された仏法の道理なのである。故に洗面澡浴とは、 
顔を洗うことではなく、身心を余さず洗い清めること、言いかえると身心脱落 
を体験することになるのである。たとえ、この身体を四大とみ、五蘊と細分し 
ても、さらに不滅の仏性であるとしても、四大とは地水火風の身体の要素のこ 
とであり、五蘊とは色•受•想•行.識の感官と意識のことである。洗面澡浴 
することによって、四大も五蘊もそのまま清浄にするのである。 

ただ水で洗った後は肉体だけ清浄となるとのみ知るだけではいけない。水と 
いうものはどうして本来清浄なものであろうか。水そのものけどうして清浄な 
ものであろうか。水そのものが清浄なものであるというのであれば、汚穢も水 
と同じもの清浄なものとなる。水の清浄とか不浄とかを論じているのでなく、 
香油の浄、不浄の詮索をしているのでもない。ただ仏祖の澡浴の体験、仏道の 
行持について修証し参究することにある。 

もし塵穢はどんなことをしても汚れであると固執するならば、水も汚れを広 
める であろう。 しかしながら仏祖正伝の澡浴を参究し修証するのが仏祖の児孫 
のなすべきことである。 

あるときは浄水をくんで澡浴し、あるときは河に入って澡浴する。またあると 
きは「あらゆるものごと」を自己のものとして澡浴することもある。法をもっ 
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じて身心を澡浴する法をきかん。 て法を清浄にする教えは ひとり 仏祖の道のみである。外道は このようなことを 

知らない。外道のものには澡浴もなく洗面もなくその教えもないからである。 

もし愚者がいうように、五臓六腑を極微の塵のように砕いて、形のないもの 
にして水で洗ったとしても、なお塵のなかを洗わず、空中を洗うこともなかろ 
う。このときには、どのような教えを学んで身心の内外を清浄にすると理解す 
るであろうか。愚者はどうして空を«'-浄にする方法を知ろうか。愚者はどうし 
て空を捉えて身心を澡浴する法を知ろうか、知るはずがない。 

いわゆる仏祖の道には、沐浴によって清浄にする法がある。こうすれば身心 
の内外、五臓六腑、あらゆる世界の内外ともに清浄となる。 

あるときは香を用いて清浄にすることがある。このときには過去、現在、未 
来はいうに及ばず、因縁によって現成するものすべてが清浄となるのである。 
あるいは真理を示す一句一偈を用いて沐浴することもあり、一心一念を用いて 
清浄にすることもある。 

経にいう「三沐三薰すれば、身心清浄となる」と。 

このようであるから、身体を清浄にし、心を清浄にするには、必ず一沐して 
は香を薰じ、これを重ねて三沐三薰するのが仏祖の行われた仏々祖々、正伝の 
修証である。 


いはゆる仏祖道は、沐をもちゐてき 
よむる法あり。このとき、身心内外 • 
五臓六腑、法界虚空の内外中間、とも 
にきよきなり。あるいは香をもちゐて 
きよむることあり。このとき、過現当 
来•因縁行業、ともにきよきなり。あ 
るいは一句一偈をもちゐてきよむるこ 
とあり、あるいは一心一念をもちゐて 
きよむることあり。 

経云、三沐三薫、身心清浄。 

しかあれば、身をきよめ、心をきよ 
むるは、かならず一沐しては一薫し、 
かくの ごとく あひつらなれて、三沐三 
薫するは、仏祖の修証なり。沐は、ゆ 
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あびるなり。薫は、香をたきて身体に 
薫ずるなり。しるべし、沐偈なり、薫 
句なり。乃至、風雨•水火•草木•日 
月•星辰にても澡浴するなり。審細に 
参徹すべし。 

かくのごとくきよむ ると き、法界の 
内外ともに清浄なり、細塵の色空とも 
に清浄なり。しかあれば、身をきよむ 
るは、心をきよむるなり。身心をきよ 
むるは、国土をきよめ、仏道をきよむ 
るなり。清浄の界量、かならず仏道祖 
道の現成なり。これによりて清浄を超 
越し、染汙を脱落せり。面をきよむる 
は挙体をきよむるなり、挙体をきよむ 
るは諸法をきよむるなり。たとへば、 
沈香をあらひきよむるに、片片にをり 
てあらふべからず、塵塵に抹してあら 
ふべからず。ただ表面をあらひて浄潔 
をみるは、仏道の恆規なり、法にかな 
らず内外あらざるなり。このゆ灸に、 
浄ならしむれば、渾法ともに浄を透脱 
するなり。 


沐とは「ゆあみ」することである。薫は香をたいて身体を薫んずることであ 
る。沐浴を偈とし、香薫を句として清浄にするのである。さらに風雨、水火、 
草木、日月、星辰、世界のあらゆるものを用いて澡浴するのである。このこと 
をよくよく参究し究尽すべきである。 

このように清めるとき、全宇宙の内外はことごとく清浄となりきるのであ 
る。極微のものも形のないものすべてが清浄となるのである。そのようである 
から、身体を清めることは、心を同時に清めることとなるのである。身心を清 
めることは国土を清めること、仏道を清めることなのである。 

このようにものごとを清浄にするこの無限の働きは、仏々相々が現実に働く 
ことである。仏道が働くことである。この道理によって仏道の洗面澡浴は清浄 
とか、染汚とかいうことを超越していることが明らかである。顔を清めるとい 
うことは身体の内外、心の内外を清めることである。身心すべてを清めること 
は「あらゆるものごと」を清めることである。 

たとえば沈香を洗い清めるときに細かく折ってはならない。粉々にして洗っ 
てはならない。ただ表面のみを洗ってすべてが清浄になると考えるのが、仏道 
伝来の不変の規則である。法というものは、決して内と外というように差別の 
二見あるものではない。だから清浄にするということは、すべてのものごとも 
清浄になりきつてしまつて、清浄ということさえ超越してしまうことである。 
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三宝を供養する法は、もろもろの香 
をたてまつらんとては、みづからが手 
をあらひて、香をとり、浄水をもて香 
をあらひきよめて、三宝にたてまつる 
なり。三祇百劫ののち、因円果満し 
て、成正覚せんとするときも、てづか 
らみづから袈裟をあらひ、身体をあら 
ふなり。因円果満して、最後身の菩 
薩、ただいま樹 T ' に坐せんとするに、 
なにのけがれありてかこれこれをのぞ 
かん。しかあれども、身心を洗浴する 
は諸仏の法なる道理、よくよく功夫参 
学すべし。 

洗面は、西天竺国よりつたはれて、 
東震旦国に流通せり。数百歳の仏祖お 
こな ひきたれ るの みにあらず、億千万 
劫の前後あひつたはれり。ただ垢腻を 
のぞくのみにあらず、これ仏祖の命脈 
なり。その体例は、いはく、 もしおも 
てをあらはざれば、礼をうけ、他を礼 
する、ともに罪を うるなり。 自礼も自 
受すべし、他礼もう るな り。自礼も自 
受すべし、他礼も他受すべし。かくの 


仏法僧の三宝を供養しようとして、もろもろの香を奉る際には、まず自分の 
手を洗って、香をとり、浄水でもって香を洗い清めて、三宝にお供えするので 
ある。 

長い間の修行の後、その果報によって証契を得るときの菩薩も、自らの手で 
袈裟を洗い、身体を洗うのである。 

仏になられる菩薩が菩提樹下の座に坐られるとき、どうして汚れていること 
があろうか。 

このようでありながら身心を清浄にするのは、諸仏祖が法として定められた 
こと だからである。 

このことをよくよく吟味して参究しなければならない。 

洗面の法は、ィンドから伝って中国に広まった。これは数百年にわたり仏か 
ら仏へ、祖師から祖師に正伝したのである。そればかりでなく、また現在 も、 
また未来も、三世に一貫して無限に流通しているのである。 

この洗面の法は、単に垢と腻を洗うだけの法ではない。仏祖正伝、嫡嫡相承 
の仏道そのもの、仏祖の生命である。 

洗面の根本義はこのようにいわれている。 

もし 顔 も 洗わないで、礼拝を受けたり、他人を礼拝するのは、 ともに 罪過で 
ある。自己を礼拝するに止まらず、他人を礼拝すれば罪過を得る ことで あり、 
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ごとく、時節ともに間断あらず。もし 
洗面せざれば、罪をぅくるなり。洗面 
の時節は、あるいは五更、あるいは昧 
旦をその時節とす。褊衫あるいは直裰 
を著しながら、手巾をたづさへて洗面 
架におもむく。手巾は I 幅のぬのな 
り、ながさ一丈二尺にすべし。そのい 
ろ、しろかるべからず、しろきは制 
す。 

三千威儀経云、当ァ用，手巾；有巾五 
事 ± o 一 者当 kM 上下頭ご一者当 T 用，，一 
頭，拭，手、以，，一頭，拭，.面。三者不，得，， 

テフコノヲヲ ツニハ テヒテヲレタランニハ ーー 

持拭，，鼻。四者以用拭 レ 腻汙、 当， 一 
即浣 P 之。五者不，得，拭 U 身体-〇若澡 
浴各当，，自有ジ巾。 


いはゆる、手巾の半分にはおもてを 
のごひ、半分には手をのごふべし。は 
なたりをのごふことなかれ、はなのう 
ちをのごふことなかれ、わき•せなか • 
はら•へそ•もも•はぎをのごふこと 
なかれ。 


罪過を自らに受け、また他にも受けさせることとなるのである。このょぅに洗 
面には自他の差別はないのである。 

もし怠って常に洗面をしなければ罪過となるのである。 

洗面するには、あるいは午前三時から午前五時の間、あるいは夜明け前がそ 
のときである。僧衣をつけ、手拭を携帯して洗面所に行く。手拭は一幅の布 
で長さは一丈二尺である。その色は白色であってはならない。白色は禁制のも 
のである。 

さんぜん いぎき ょう 

三千の威儀経には、 

手拭を用いるのに五つの法があり、第一には、上下の端で拭くこと。第二に 
は、 一方の端を用いて手を拭き、一方の端で顔を拭くこと。第三には、鼻汁を 
拭いてはならないこと。第四には、これを用いてあぶらや穢れをぬぐったなら 
ば直ぐに洗ぅこと。第五は、身体を拭ってはならないこと。もし澡浴するとき 
には、各自が澡浴の手拭を持っていなくてはならないこと。 

手拭は半分に折って、片方で顔を拭い、一方の半分では、手を拭わねばなら 
ない。 

鼻水を拭ってはならない。 

脇の内側を拭ってはならない。 

脇、背中、腹、臍、股、陘を拭ってはならない。 
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手巾はつねにあらふべし。しめれら 
んをば、つねにほして、かわかすべし。 
手巾をふたへにをりて、左のひぢにあ 
たりて、そのうへにかく。わなにてあ 
るかたを、ほかにたれ、うちにいだく、 
両説あり。 

雲堂の洗面所は後架裏なり。庵裏単 
寮は、便宜のところにかまふべし。住 
持人は、方丈裏にて洗面す。耆年老宿、 
その居処にしたがひて、便宜のところ 
を洗面架とせり。住持人もし雲堂に宿 
せば、後架にて洗面すべし。 

洗面所にいたりて、手巾のわななる 
ところを、うなじにかく。ふたつのは 
しを、左右のかたょり、まへにひきこ 
して、左右のてにて、おのおの手巾の 
左右のはしをとりて、左右のわきょ 
り、手巾の左右のはしを、うしろへお 
しやるがごとくして、うしろにて、お 
のおのひきちがへて、左のはしは右へ 
きたし、右のはしは左にきたして、む 
ねのまへにあたりて、むすぶなり。か 
くのごとくすれば、褊衫のくびは手巾 


手拭はいつも洗っておくべきである。湿ったならば、いつも干して乾かして 
おくべきである。 

手拭は二重に折って左の臂の上にかける。あるいは真中のところを外に垂し 
て内側で抱くといぅ二つの説がある。 

僧堂の洗面所は、僧堂の裏側の後架(単独の寮、® S 堂、 mil 、 または退職の知事、 
頭首などの優遇者に当てる室)の裏である。庵や単寮は適当な便利な所に配置す 
る。住持は自らの方丈内(住持の寮)で洗面する。年老の僧や役寮の室には便 
宜の所を洗面所としている。住持がもし僧堂にいるときには後架で洗面すべき 
である。 

洗面所に至って、洗面のときは、手拭の真中ぐらいのところを首にかける。 

両方の端を左右の肩から引っぱり、左右の手で左右の脇下から後ろに押し出 
すようにして、背中で交叉させ、手拭の左端を右へ持ってゆき、右の端を左に 
持ってきて、胸のあたりで結ぶのである。 


このよぅにすれば、着物の袖口のところは手拭に結び上げられて、臂より上 
にあるのである。 


469 別本第五十 別本洗面 



におほはれ、両袖は手巾にゆひあげら 
れて、ひぢよりかみにあがりぬるな 
り。ひぢよりしもは、あらはなり。たと 
へば、たすきをかけたらんがごとし。 

そののち、 もし 後架ならば、面桶を 
とり、 かまの ほとりに ゆきて、一桶の 
湯を とりて、 架のぅへに おく。もし 余所 
ならんは、打湯を面桶にいるるなり。 
湯をえてのちに、楊枝をかむべし。 

華厳経浄行品云、手執楊枝、当願衆 
生、心得正法、自然清浄。晨嚼楊枝、 
当願衆生、得調伏牙、噬諸煩悩。 


しるべし、手執楊枝は教菩薩法な 
り、晨嚼楊枝は教菩薩法なり。楊枝の 
ながさ、あるいは四指、あるいは八 
指、あるいは十二指、あるいは十六指 
なり。 

摩訶僧祇律第三十&云、歯木応，且里 
用、極長十六指、極短四指。 


臂ょり下は、腕、掌が露われるのである。 

喩えば、櫸をかけたょぅである。 

その後、もしも後架であると、洗面器をもって竃の傍にいたり、一桶の湯を 
取って戻り、洗面所の上に置く。もし他の処では、湯水桶の湯を洗面器に入れ 
る。そして湯をそそぎ入れたならば楊枝を使わねばならない。 

けごんきようじようぎようぼん 

華厳経浄行品の偈文に、 

「手に楊枝を取らば、当に衆生のために願わん、心に正法を得れば、自ら清 
浄ならんことを。楊枝を使ぅにあたり、当に願わくは衆生のために歯を磨き、 
煩悩を噛みくだいて仏道を成ぜんことを」と。 

知るべきである。「手執楊枝」は菩薩戒で教えていることであり、「晨嚼楊 
枝」も菩薩戒で教えていることであることを。 

楊枝の長さは、短いもので手の指の四節、あるいは八節、あるいは十二節、 
あるいは十八節である。 

摩訶僧祇律第三十四には、 

「歯木(楊枝)の長さは人々の適量に応じて用いるべきである。ごく長いも 
のは指節十六節、ごく短いものは指の第四節」と記されている。 
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しかあれば、四指よりもみじかくす 
ベからず、十六指よりもながくすべか 
らず。ふとさは小指のおほき さなり。 
し力ありと^>へどもそれよりちひさ 
きもさまたげなし。そのかたちは小指 
形なり。一端はふとく、一端はほそし。 
古云、如 n 如来指形—〇ふときかたを、微 
細にかむなり。 

三千威儀経云、嚼，頭不，得 レ 過， 一 
三を 

かむ こと 三分を、 よくよく かみて、 
はのうへ、はのうら、みがくがごとく 
すべし。たびたび、とぎみがくがごと 
くすべし。はのもとのししのう へ、よ 
くよ くみがき、あらふべし。はのあひ 
だ、 よくよく かいそろへ、きよからし 
むべし。三度したをこそぐべし。 

三千威儀経云、刮舌有 U 五事—〇一 者 
不，得，過，，三返-0二者舌上血出当レ 
止。三者不レ得 三 大振レ手、汗， 一 
伽梨衣若足-〇四者棄，一楊枝；莫レ当 
人道〗五者常当，，屛処4 


トヲ 


このようであるから指の四節よりも短くしてはならない。指の節十六節より 
も長くしてはならない。 

太さは手の小指の太さである。しかしこれより細くてもよろしい。 

その形は手の小指に似ている。一端は太く一端は細い。 

仏祖がいわれている。如来の指の形のようであると。そして太い端を細かく 
嚙むのである。 

三千威儀経には、 

「楊枝の先は三分以上、噛んではならない」とある。 

よく嚙んで歯の上、歯の裏を研ぎ磨くように洗うべきである。 

何度も研き磨くようにすべきである。 

歯のもとの肉の上もよく磨き洗うべきである。 

歯の間もよく磨き揃えてきれいに洗うべきである。 

その後、三度舌をこするべきである。 

三千威儀経に、 

「舌を刮るに五つの法がある。第一には、三返を過ぎてはならぬ。第二は、 
舌の上部に血が出たら止めよ。第三は、乱暴な手つきで、衣服や足を汚しては 
ならぬ。第四は、楊枝を棄てるとき、人の歩く道に捨ててはならぬ。第五に、 
常に人眼につかぬ所でなす こと」 と。 
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いはゆる刮舌みたびといふは、水を 
くくみて、舌をこそげて、きよむるこ 
と三度するなり、三刮するにはあらず。 
血のいでんまですべしといふこともあ 
り。血いでば、やみねといふ。三刮に 
あらずとしるべし。 

三千威儀経云、浄口者、嚼楊枝•漱 
口 •刮舌。 

又三千威儀経云、若不，嚼 n 楊枝4若 
食、若服薬、若飲、得 n 三突吉羅罪4 


しかあれば、諸仏祖ならびに仏祖児 
孫、その眼目のごとくまぽりきたれ 
り、鳥の両翼のごとく常随しきたれ 
り。仏祖を慕古せんとき、楊枝のみを 
護持すべきなり。これすなはち仏祖種 
子なり、仏果上に直道なるべし。西天 
よりったはれ、如来より正伝せり。護 
持すべし、失墜せざれ。見楊枝は、見 
仏祖なるべし。逢人なり、逢自なり。 
三十二相八十種好の仏儀をみる、透脱 


特に注意すべきことは、舌刮三返というのは、水を口にふくんで、舌をこす 
り、清めることを三度するのであって、往復三度こすることではない。 

血の出るまでこするというのもある。しかし、血が出たならば止めよといわ 
れている。 

とにかく三度こすることでないと知るべきである。 

三千威儀経に、 

「口中の浄潔とは、楊枝を使い、口を漱ぎ、舌を刮する」とあり、 

同経に「もし楊枝を嚙まず食べ物を喰べたり、あるいは薬を飲んだり、ある 
いは湯水などを飲むことは、三突吉羅罪(身、口によって作す罪名)を犯すことに 
なる」とある。 

このようであるから、仏祖方ならびにその児孫は楊枝の使い方を仏道の生命 
として、護り続けて来たのである。鳥の両翼のように大切にして来たのであ 
る。われらは仏祖を慕い敬い奉るとき、楊枝で口中を清浄にすることを護らね 
ばならない。楊枝を用いることは仏祖となる種子であり、仏祖方の証契と直々 
に通達する道である。この楊枝の使用のことはィンドより伝り、釈尊より相伝 
しているのである。仏祖の児孫たるものは固く護って失念してはならない。 

楊枝使用を明らめることは仏祖を明らめることであり、証契の人に相逢うこ 
とであり、自己の真面目に相逢うことである。仏の三十二相や八十種の好相な 
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の見仏なり。しかあれども、ほとけの ど、仏の威儀を見ることである。相などに囚われないで仏を見ることである。 
mnfA-tu ぁ:みしかし S ら「仏」の身心を1することはできない。楊枝を用いること 
楊枝の内外を見究尽するにあらず。見 はただ楊枝を使ぅことにすぎぬので、楊枝のすべてを究尽するのではない。 
究尽せざるは一等なりといふとも、見 「仏」を究尽せず楊枝を究尽しないことは両つながら同じであるが、ただ仏を 
仏は透脱の見仏なり、よろこぶべし。見ることは、その仏をも超越し囚われることもなく仏と一つのものとなること 

なのである。正に楊枝を明らめることができることは喜ぶべきことである。 

梵網菩薩戒経に、 

なんじ仏弟子たちよ、常に夏と冬の二度の安居に応じて晛陀行(出家の行) 
を行ぜねばならない。冬夏に拘わらず坐禅をせねばならない。夏安居を行ずる 
ときには常に楊枝、澡子(洗粉)、三衣、瓶、鉢、坐具、錫杖、香爐、漉把«? 
(水こし)、毛布、刀子、火打ち石、毛抜き、折畳み椅子、経文、仏像、菩薩の 
像を携帯すべきである。菩薩が頭陀行を行ずるとき、行脚(修行の旅)のとき、 
たとえ百里千里の長途の旅行であっても、この十八種の物は常に必ずその身に 
つけておくべきである。頭陀行は正月十五日より三月十五日までと、八月十五 
日より十月十五日までにすべきである。この二度の頭陀行においてもこの十八 
種の物を常にその身につけておくことは、鳥の両翼のよぅにすべきである。 

この十八種物、ひとつも戲闕すべか この十八種の物は、一つも欠けてはならない。 

らず。もし虧闕すれば、鳥の一翼なか もし欠けたなら、鳥の翼が一つ落ちてしまつたのと同じである。 


梵網菩薩戒経云、若仏子、常応1.一 
I 頭陀、冬夏坐禅、結夏安居、常用巾楊 
枝.澡豆.三衣.瓶•鉢•坐具•錫杖. 
香爐•漉水囊•手巾•刀子.火燧•鑷 
子•縄子牀•経.律.仏像•菩薩形像；， 
而菩薩行， I 頭陀.時、及遊方時、行„ 
来百里千里—\此十八種物、常随， 
其身--〇頭陀者、従， I 正月十五日，至，，三 
月十五日一自，一八月十五日，至，，十月十 
五旦是一一時中、此十八種物*:吊随，萁 
身-如=鳥二翼--0 
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らんがごとし。たとひ一翼の これり と 
も、飛行することあたはじ。しるべ 
し、菩薩の行道もまたかくのごとし、 
この十八種を二翼とせり。楊枝すでに 
第一に居せり、もとも具足すべきな 
り。この楊枝の軽重をあきらめん菩 
薩、すなはち仏法の軽重をもあきらむ 
べし。いまだあきらめざらんは、仏法 
もいまだかつてあきらめざるなり。こ 
の梵網菩薩戒は、過去現在未来の諸仏 
菩薩の受持しきたるところなるがゆ袅 
に、楊枝の出現、また過現当に受持し 
きたれり。 

禅苑清規云、大乗梵網経、十重•四 
十八軽、竝須4 PTC 誦通利、善知，，持犯開 
遮--〇但依 ，一 金口聖言一莫 一-， 擅 随“一於 
庸昏 


しかあるに、大宋国、見在嘉定十六 
年癸未四月のはじめこれをみるに、天 
下の僧俗かつて楊枝の名をきかず、し 
らず。楊枝のすがたをみず、しらず。 


一翼だけ残っていても飛行することはできないであろぅ。 

知るべきである。菩薩の修行もまたこのよぅである。この十八種の物を両翼 
としているのである。その第一に楊枝を挙げている。最初に具足しなければな 
らないものである。 

この楊枝は重要なものか、あるいは重要なものでないかを明らめた人が菩薩 
であり、仏法における楊枝の重要性を明らめる人なのである。それを明らめら 
れない人は仏法を未だ会得しない人である。 

この菩薩戒は過去.現在•未来にわたって受持されたものであるから、楊枝 
がここに在ること、楊枝の使用もまた■過去•現在を通じて仏道として受持使用 
してこられたのである。 

禅苑清規に、 

大乗梵網経の十重禁戒、四十八軽戒などはともに誦し通達してその功徳を受 
くべきである。善く戒を保ち、戒の許される とき、 所、事と、許されない と 
き、所、事を知るべきである。僧の行持はただ貴い釈尊の口から言われた御言 
葉に依るべきであり、勝手気ままに浅学の人びとの一言葉に随ってはならない。 

しかしながら大宋国の現在、嘉定十六年癸未 (西暦1:一二三、道元高祖渡宋 
のころ) 四月のは じめ の 今日に、 国中の出家も俗人も、楊枝の ことを一言 もい 
わず、 また 知らない。 また その姿容も見る こと もないから知らないのである。 
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いはんや嚼楊枝の法を、ゆめにもみた 
る一箇半箇なし。わづかに口をあらふ 
ときは、馬の尾をきりたる、ながさ寸 
余なるを、牛の角につけたるものに 
て、牙歯をあらふのみなり。不浄の器 
なり、僧家の仏儀にあらず、俗人なほ 
きらひぬべし。これをもちゐるも万人 
に一人なり。しかあれば、天下の僧俗. 
男女、いづれも二三尺のうちにゐて、 
ものいふとき、口気はなはだくさし。 
かぐもの、たへしのぶべからざるがご 
とし。有道の尊宿と称し、人天の導師 
とある、漱口刮舌の法ありとだにもし 
らず。口気はなはだくさく、口のう 
ち、はのうへ、もともけがらはし。こ 
れをもて推するに、仏祖の大道、いま 
陵夷をみるらんこと、いくそばくぞと 
いふことをしらず。蒼波万里の雲煙に 
露命ををしまず、異域に道をとぶらふ 
といへども、堯季にうまれあふ、かな 
しむべし。いくばくの白法か、さきだ 
ちて滅没しぬらん。しかあるに、日本一 
国、朝野の道俗みな楊枝をもちゐる、 


当然、使用の法は夢にも見たことのない者たちばかりである。ただ僅かに口を 
洗う者は、馬の毛の一寸ばかりに切ったものを、牛の席につけたもので、歯を 
洗うだけである。不浄な器具である。出家が仏の行事として用いるものではな 
い。まして俗人は嫌うであろう。これを使用する人 も、 一万人のうち一人くら 
いであろう。だから国中の出家も俗人も男も女も、二三尺離れたところにいて 
も、ものをいうとき、その口臭は甚だ臭い。これをかいだものは耐え難い思い 
をする。 

仏道を会得したという崇責な僧といわれ、人間界、天上界の導師といわれる 
人も、口をすすぎ舌をこすることを知らない。口臭は臭く、口の内、歯の上は 
汚れてけがらわしいことである。これをもって推測すれば今日の仏道が、いま 
この国において次第に衰えつつあり、そのことは実に感無量で、悲しみの情は 
まことにいうに耐えない。 

私は露命を惜しまず、大海を越えて外国の山河を巡り歩き、真の仏道を尋ね 
求めようとして来たのであるが、仏道の衰頹 のとき に逢い、まことに悲しみの 
極みである。かえりみれば今まで多くの仏道が滅亡したことであろう。 

ところが日本国の朝廷、民間の出家人、俗人も、ともに楊枝を使用してい 
る。このことは日本人が仏道の光明を見、功徳を知ることができる。仏の説法 
を見聞し知ることができることである。 
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仏光明を見聞するなり、仏説法を見聞 
するなり、仏光明の嗣続せるなり、仏 
祖命の長遠なるなり。よろこぶべし。 

三千威儀経云、用，，楊枝，有，，五事—〇 
一者断当，如，度。二者破当レ如，法。 
三者嚼，頭不，得ぃ過，，三分—〇四者 

テ ニタビム ツニハニ ハフニヲヰル 

疏歯当，中三歯。五者当，，汁澡 A 目用—〇 


いま 嚼楊枝、漱 口の 水を もて 目をあ 
らふこと、三千威儀経の法なり。楊枝 
よくつかひて、牙歯をそろへ、したをこ 
そげて、湯をうがひうがひするなり。 

刮舌の法は、楊枝よくよくつかひて 
のち、いまはすてんとするとき、なか 
より二片に擘破して、そのわれたる口 
辺、刀口のごとし。これをよこさまに 
とりて、舌面をこそげては、水をうが 
ひ、うがひをくくみては、擘楊枝にて 
こそげこそげするなり。血のいづるま 
です。牙薬あら ば、 牙歯につけてあら 
ふべし。水をくくみて、たびたびうが 


仏のはたらきは絶え間なく、仏祖の命は永遠に続いていく、よろこぶべきで 
ある。 

三千威儀経に、 

「楊枝を用いるのに五事がある。一つには、楊枝の長さを断つのは自己の適 
度にすべきである。二つには、楊枝を裂くには定められた法の通りになすべき 
である。三つには、楊枝の端を噛むときには三分以上嚙んではならない。四つ 
には、歯と歯の間に隙間があればそのなかに当てて三度嚙む。五つには、余っ 
た水は目を洗うのに用いるべきである」と。 

いま、楊枝を使い、口を漱ぐ水で目を洗うことは、この三千威儀経による法 
なのである。楊枝を上手に使って歯を磨き、舌をこすって湯をふくみ、うがい 
するのである。 

舌をこする法は、楊枝で歯をよく磨いた後、それを捨てても良いようになっ 
たとき、縦に二つに裂くとその裂き口は刀のように鋭い、これを舌に横向きに 
当てて舌の上面をこすり、こすっては、水を含み、うがいをしては、その分割 
した楊枝でこするのである。 

血が出るまでこするのである。 

歯磨きの薬があれば歯につけて洗うべきである。 

水をふくんでは、うがいをし、その水を吐き出すのである。 
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ひ、うがひすつべし。うがひをはきす 
てんには、面桶のほかにはきすつベ 
し。楊枝はたびごとに擘破してすつベ 
しといへり。 

経云、破当，如：，法と。 

よくよくつ かひて、楊枝をすてんに 
は、すてをはりて弾指三下すべし。 

華厳経 i 云、澡漱口歯、当願衆生、 
向浄法門、究竟解脱。 

つぎに洗面す。両手に湯を掏して、 
おもてをあらふ。かくの ごとく、 よく 
よくあらふあひだ、湯を無度につひや 
して、面桶のほかにもらしおとして、 
はやくう しなふことなかれ。あかお 
ち、あぶらのぞこほりぬるまであらふ 
なり。耳のなかあらふべし、著水不得 
なるがゆ袅に。眼裏あらふべし、著沙 
不得なるがゆ袅に。おとがひのした、 
鼻孔までもよくよく心のいたらんを 
度として、あらふべ し。 あるいは頭上 
頂顫までもあらふ、すなはち威儀なり。 


吐き出すときは洗面器の中に入れないで、ょそに捨てるべきである。 

楊枝は使用するたびに割り裂いてこすり、それを捨てるといわれている。 

経に記されている。割り裂く ことは 法の定めた通りにするべきであると。 
十分に使った楊枝を捨てるとき、捨て終ったなら弾指を鳴らす (親指と人さし 
指を こすって 音を出す) こと 三度する。 

華厳経の偈に云く、 

「口歯を清め漱ぐときには、当に衆生のために願うべきである。一切衆生が 
清浄の仏道に向い、証を得て煩悩の苦しみ悲しみから離れて解脱 せんこと を」 
次に洗面する。 

両手で洗面器の湯をすくって顔を洗う。この洗うあいだに湯を外に漏らして 
無駄に水が早く無くならないょうにすべきである。垢がとれ、あぶらの落ちる 
まで何度も丁寧に洗うのである。 

また耳の穴を洗うべきである。そのとき耳に水をつけておいてはならない。 
また眼の中を洗うべきである。塵をつけておかぬためである。 

あごの下、鼻の穴の中までも気の つくと ころ、 あらゆると ころを洗わねば な 
らな い。 

さらに頭の先、頭全体を洗うのが仏祖方の法則である。 
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つぎに、手巾をもておもてを の ごふ 
べし。 よくよくの ごひかわかして、手 
巾もとの ごとく 脱しと りて、 ふたつに 
して、左の臂にかく。雲堂の後架には 
公界の拭面あり、それをもちゐる。 

洗面のあひだ、桶杓をならし、かま 
びすしくおとをなすことなかれ。湯水 
を狼藉にして、近辺をぬらすことなか 
れ。ひそかに観想すべし、仏祖の威儀 
面目を相伝して、染汙せしめず、修証 
する、随喜懼喜すべし。 

雲堂にあらば、手巾をたづさへて入 
堂す。軽歩低声なるべし。 

耆年宿徳の草庵に、かならず洗面架 
あるべし。あるいは洗面のとき、面薬 
をもちゐる法あり。おほよそ道心辦道 
のとき、洗面•嚼楊枝おこたらざれ。 
これ古仏の正法なり。あるいは湯をえ 
ざらんところにては、水にても洗面す 
べし。湯水すべてえざらんところにて 
は、拭面すべし。そののち礼拝坐禅す 
べし、受礼礼他あるべし。本来面目を 
して浄潔ならしむべし。 


次に手拭で 顔をふく。よく拭って乾かし、手拭をもとのように下して二つに 
折り、 左の臂にかける。僧堂の後袈には共用の手拭があり、これを用いること 
もある。 

洗面の間に桶や柄杓で音を立ててはならない。湯水を乱し散して近辺を濡ら 
してはならない。 

ひそかに思うべきである。古仏の儀則を相伝えて、汚さず修証することがで 
きるのは、これほど尊くありがたいことはない。嬉しいことであると。 

曽堂へは手拭を携えて入堂する。静かに歩いて音をたてないようにせねはな 
らない。 

老年の僧や、尊宿、高徳の僧の草庵には必ず洗面所がある。 

洗面のとき面薬を用いる法もある。 

仏道を行 じようと 志すとき、洗面と楊枝の使用法をしっかり身につけること 
である。この法は古仏からの正法である。 

あるいは湯がないときには水で洗面する。湯も水も無いときには手拭で顔を 
よく 拭っておくべきである。 

その後、仏を礼拝し、坐禅をし、互いに礼拝し合うのである。 

そこで人々本具の仏性が清浄となって現成する〇である。 
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正法眼蔵洗面第五十 
爾時延応元年己亥十月二十三日、 
在：観音導利興聖宝林寺_示衆。 


正法眼蔵第五十 別本洗面 

この時、延応元年己亥十月二十三日、観音導利興聖宝林寺にあって衆に 
示す。 


天竺•震旦国等には、国王•王子、 
大臣•百官、在家男女、朝野の佰姓、 
みな洗面す。神廟等も、あしたごとに 
洗面するあり。かくのごとく洗面して、 
祖宗を拝し、現在せる父母•師匠を拝 
す、三界万霊•十方真宰をも拝す、主 
君をも拝するなり。いまは漁父•樵翁 
までも、洗面おこたらず。しかあれど 
も、楊枝はしらず。一得一失なり。日 
本国は嚼楊枝あり、洗面なし。いま嚼 
楊枝•洗面、ともに修正せん、補虧闕 
の紹隆なり。正伝のうへの正伝なるベ 
し、仏祖の照臨なるべし。 


ィンド•中国には国王•王子•大臣•官吏•在家の男女、一般庶民などは皆 
洗面する。御廟所も毎朝洗って清める。このょぅにして洗面して祖先を拝み、 
父母、師匠を礼拝し、三界一切の有情、十方法界に充ちている護法の諸天善神 
を拝し、主君を拝するのである。いまは漁師でも、樵夫でも洗面を欠かさない 
のである。だが、楊枝をしらない。一得一失といぅべきである。 

日本には楊枝を用いることは知っているが洗面をしない。いまこそ楊枝で口 
を清浄にし、洗面で清浄にして修証に励まねばならない。欠けたところを補う 
ことになり仏法の興隆となるのである。 

仏祖正伝の仏法はいきいきと相い伝わるのである。 

仏祖方がご覧になられていることである。 


爾時寛元元年癸卯十月二十日、在 n 
越州吉峯精舎，示衆。 


この時、寛元元年癸卯十月二十日、越州吉峰精舎にあって衆に示す。 
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